








例 言

　本書は、三重県教育委員会が日本道路公団名古屋建設局から委託を受けて実施した近畿自動車道関・伊勢線第

８次区間（久居～勢和）建設予定地内の埋蔵文化財発掘調査のうち、昭和60年度（現地調査：昭和60年7月1日

～昭和61年2月27日）に実施した横尾墳墓群（所在地：松阪市伊勢寺町字横尾）の発掘調査に伴う出土品及び

記録類を再整理し、その成果をまとめたものである。

　現地調査は三重県教育委員会が主体となり、文化課主事の宮田勝功と田阪仁が担当した。報告書作成の各種作

業には三重県埋蔵文化財センター職員があたり、執筆者名は文末に記した。

　この報告書の作成にあたり、遺物洗浄・実測・トレース・写真撮影のほか、パソコンでの各種処理作業等、こ

れまでにさまざまの室内整理作業には下記の方々のご協力を得た。（敬称略・五十音順）

 足立純子、有川芳子、石橋秀美、伊藤裕偉、稲本賢治、井村浩子、江尻健、大川操、大西友子、奥山由美、

 小倉靖子、柿原清子、角正淳子、角谷泰弘、河北秀実、菊池淳子、楠純子、小坂宜広、小林佳代子、

 近藤豊美、須賀幸枝、鈴木美智子、孝久由希子、竹内英昭、竹田憲治、田中久生、谷久保美知代、田村陽一、

 中川明、中川章代、新田洋、野崎栄子、野田修久、浜崎佳代、平井治代、廣田洋子、堀さや子、松本春美、

　　森貴子、山上由香、山崎恒哉、山本紀子、脇葉輝美。

　当該遺跡の現地調査、遺物整理作業等に当り、多数の方々からご指導、ご助言をいただいた。主な方々のみ記

して謝意を表することをご了解願いたい。（敬称略・五十音順）

 赤羽一郎、井上喜久男、磯部克、伊藤久嗣、柴垣勇夫、白石太一郎、田中琢、藤沢典彦、藤沢良祐、水野正好、

 山折哲雄（研究会座長・当時）、（故）山村宏、吉井敏幸。

　なお、人骨の鑑定を京都大学霊長類研究所教授（当時）の江原昭善先生に、また焼成土壙焦土の熱残留磁気測

定を富山大学の広岡公夫先生に依頼し、今回はその調査結果を旧稿のままで付篇として収録させていただいたこ

とをお断りしておきたい。

　当該遺跡の調査概要は『近畿自動車道（久居～勢和間）埋蔵文化財発掘調査概報Ⅱ』『同概報Ⅲ』（1986年、

1987年、三重県教育委員会編）の他、『歴史手帖』（14巻11号、1986年、名著出版）、及び『佛教藝術』（182号、

1989年、毎日新聞社）等にも投稿したが、本書を以って最終報告とする。

　本書で報告した発掘調査記録及び出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターが保管している。

　本書で使用の遺構表示記号は下記のとおりとする。遺構実測図作成には日本道路公団の工事用杭を用い、調査

担当者の測量に基づき国土座標を算出した。調査対象地域は第Ⅵ系に属す。方位の表示は座標北を用い、標高は

上記工事用中心杭を基準とした。

　　　なお、文中に用いた略記号等は下記のとおりである。

 ＳＤ：溝（周溝）、　ＳＫ：土抗（壙）、　ＳＸ：出土人骨ないし納骨墓坑、　Ｐ：ピット

（川原石を用い方形または円形に囲む配石区画を一単位とする墓を、現地調査時にはＳＲ番号で表記したが、旧

称を廃して１号墓、２号墓、のように表記した。また、一般的には「土抗」を用い、墓には原則「土壙」を用いた。）
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調 査 日 誌 抄

昭和60年(1985年)
７月１日… (月)… 晴	 土工部門委託業者入札決定。現地打

合せ。調査作業方法の協議、確認。

地元自治会等挨拶（４日まで）。

… ４日… (木)… 晴	 現地ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ事務所設置。　

	 ５日… (金)… 晴	 調査前遠景写真撮影。　

… ８日… (月)… 晴	 安全作業等注意事項指示。伐開清掃

開始。地形測量基本杭設置。

… 10日… (水)…一時雨	図面№5平板測量了。　

… 13日… (土)… 晴	 図面№4平板測量了。　

… 16日… (火)… 晴	 図面№1平板測量了。道路公団(名古

屋)新任課長他４名視察。

… 18日… (木)… 猛暑	図面№2平板測量了。地区杭設置(東

西Ａ～Ｕ、南北５～ 60)。

… 19日… (金)…晴雷雨	図面№7平板測量了。

… 23日… (火)… 晴	 ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ設置。図面№6平板測量了。

… 24日… (水)… 晴	 Ａ・Ｂ地区伐開清掃終了。両地区全

景写真撮影。Ａ地区北斜面作業用足

場設置。Ａ地区表土掘削、配石区画

遺構検出開始。刀子、人骨等出土。

… 26日… (金)… 晴	 作業安全管理厳重注意。危険区域設

定。五輪塔取上げ開始。

… 27日… (土)… 晴	 図面№8平板測量了。　　

… 29日… (月)… 晴	 Ａ地区Ｌ17で蔵骨器出土。

… 30日… (火)… 猛暑	文化庁記念物課黒崎直氏ほか３名視

察。

… 31日… (水)… 晴	 図面№9・10平板測量了。	

８月２日… (金)… 晴	 図面№11平板測量了。

… ６日… (火)… 雨	 個別遺構平面図作成、写真撮影開始。

文化課長他７名視察。　

… ９日… (金)…一時雨	ＣＢＣテレビ映画社５名打合せ来訪。

… 19日… (月)… 晴	 図面№12平板測量了。　

… 20日… (火)… 晴	 図面№13平板測量了。ＣＢＣテレビ

映画社現場撮影。

８月21日… (水)…一時雨	Ａ地区25％配石区画遺構検出了。国

立歴史民俗博物館白石太一郎氏ほか

３名視察。

… 22日… (木)… 晴	 図面№14・15平板測量了。

… 23日… (金)… 晴	 Ａ地区Ｎ19で和鏡出土。

… 24日… (土)… 晴	 Ａ・Ｂ・Ｃ地区調査前地形測量全て

終了。

… 27日… (火)… 晴	 Ａ地区で連日配石遺構、五輪塔、人

骨等累々検出。毎日新聞記者取材。

… 29日… (木)… 曇	 抜根作業開始。

９月３日… (火)… 晴	 Ａ地区遺構検出。五輪塔採取続行。

Ｂ地区にトレンチ調査入れる。

… ４日… (水)… 晴	 道路公団松阪事務所副所長視察。

	 ５日… (木)… 晴	 Ａ地区Ｌ16で石垣、多数の五輪塔を

検出。

… 10日… (火)… 晴	 Ｂ地区墳丘状遺構にｾｸｼｮﾝ設定。

… 11日… (水)… 晴	 ＮＨＫ取材。一志郡社会教育主事会

見学。元興寺文化財研究所吉井敏幸

氏、藤沢典彦氏視察。

… 12日… (木)… 曇	 道路公団名古屋支局課長他視察。Ｂ

地区調査区域設定、重機導入抜根・

表土掘削、遺構検出開始。航空撮影

準備協議。

… 20日… (金)… 晴	 Ａ地区残土処分開始。

… 21日… (土)… 曇	 セスナ機による航空撮影。

… 26日… (木)… 晴	 Ｂ地区墳丘状遺構断面図作成開始。

… 27日… (金)… 曇	 田阪・宮田は静岡県磐田市一ノ谷中

世墓群発掘調査現場を現地見学。

10月１日… (火)… 晴	 奈良大学教授水野正好氏視察。Ａ地

区東側斜面にトレンチ。

	 ２日… (水)… 晴	 Ｂ地区墳丘状遺構断面図終了。

… ８日… (火)… 晴	 Ａ地区航空測量用杭打ち。Ａ地区墳

丘状遺構断割り、断面図作成開始。

10月14日…(月)… 晴	 奈良大学助手植野氏、県教育委員会

総務課長・文化課長他視察。

… 15日… (火)… 晴	 京都府精華町教育委員会社会教育課

長他４名視察。

… 18日… (金)… 晴	 橿原考古学研究所調査課長泉森皎氏

視察。

… 21日… (月)… 晴	 毎日新聞記者取材。

… 22日… (火)… 晴	 毎日新聞記者取材。三重大学教授八

賀晋氏他４名視察。Ｂ地区土壙断面

図作成開始。

… 23日… (水)… 晴	 一宮市教育委員会岩野見司氏ほか３
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名視察。

… 24日… (木)… 晴	 Ｂ地区土壙断面図終了。県内埋蔵文

化財担当者ほか53名視察。

… 25日… (金)… 晴	 道路公団松阪事務所長他３名視察。

Ｂ地区土壙ｾｸｼｮﾝ撤去。

… 29日… (火)… 雨	 対航空測量業者現地説明会。

11月１日… (金)… 晴	 三重大学名誉教授服部貞蔵氏ほか５

名視察。

… ８日… (金)… 晴	 Ａ・Ｂ地区写真撮影。道路公団名古

屋建設局次長ほか３名、県土木部長

他視察。航測業者営業課長ほか現地

下見。

… ９日… (土)… 晴	 Ａ・Ｂ地区写真撮影。

… 11日… (月)… 晴	 航測業者事前打合せ。航測用ﾀｰｹﾞｯﾄ

設置。

… 12日… (火)… 曇	 Ａ・Ｂ地区清掃。写真撮影。

… 13日… (水)… 晴	 強風のため航測撮影不可、15日に延期。

… 14日… (木)… 晴	 Ａ・Ｂ地区写真撮影。

… 15日… (金)…晴、強風	航測撮影再度延期。

… 16日… (土)… 曇	 航測撮影敢行。午後発掘成果現地説

明会開催、130名参加。

… 19日… (火)… 晴	 配石区画遺構の石撤去作業開始。

… 20日… (水)… 晴	 松阪市役所建設部長ほか２名視察。

… 25日… (月)… 晴	 Ａ地区下層遺構検出開始。

… 26日… (火)… 晴	 Ａ地区下層土壙個別図面作成及び遺

物取上げ開始。

… 29日… (金)… 晴	 Ａ地区下層遺構写真撮影開始。Ｂ地

区土壙図面補足作業。

12月３日… (火)… 晴	 Ｂ地区だめ押しトレンチ調査。

… ５日… (木)… 晴	 Ｂ地区墳丘状遺構断割り調査、Ｃ地

区確認トレンチ調査開始。

… 12日… (木)… 晴	 Ｃ地区確認トレンチ調査終了。

… 18日… (水)… 晴	 Ｂ地区墳丘状遺構断面図作成、及び

墳丘基底部調査終了。

… 19日… (木)… 晴	 Ａ地区下層遺構検出だめ押し作業開

始。

… 25日… (水)… 晴	 Ａ・Ｂ地区写真撮影開始。

… 27日… (土)… 晴	 Ｃ地区土工部門委託業者決定。(年

末年始休業)

昭和61年(1986年)

１月６日… (月)… 晴	 Ｃ地区土工部門委託業者現地打合せ。

… ７日… (火)… 晴	 Ａ・Ｂ地区調査後現況地形測量開始。

… 11日… (土)… 晴	 地形測量図面№１終了。

… 14日… (火)… 晴	 地形測量図面№２終了。

… 19日… (土)… 晴	 Ｃ地区表土除去開始。

… 20日……(月)… 晴	 地形測量図面№３終了。

… 21日… (火)… 晴	 地形測量図面№４終了。Ｃ地区遺構

検出、縄文時代早期土器(押し型文)

破片出土。

… 22日… (水)… 曇雪	地形測量図面№５終了。

… 25日… (土)… 晴	 委託業者との最終打合せ。

２月６日… (木)… 晴	 Ｃ地区遺構検出、遺構掘削・埋土除

去作業終了。

… ７日… (金)… 晴	 Ｃ地区清掃作業。

… ８日… (土)… 晴	 Ｃ地区写真撮影開始。

… 12日… (水)… 晴	 Ｃ地区地形測量用杭設定。

… 13日… (木)… 晴	 Ｃ地区調査後現況地形測量開始。

… 17日… (月)… 晴	 Ｃ地区地形測量終了。

… 18日… (火)… 雪	 Ｃ地区だめ押し調査。

… 21日… (金)… 小雪	Ａ・Ｂ地区土工部門委託業務完了現

地検査実施。

… 25日… (火)	 晴	 Ｃ地区写真撮影終了。

… 26日… (水)… 晴	 静岡県埋蔵文化財センター平野吾郎、

佐野五十三氏現地視察。

… 27日… (木)… 晴	 Ｃ地区遺構レベル測量完了。

３月19日… (水)… 晴	 現場ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ事務所撤去。現地調査終

了。

３月30日… (日)… 晴	 静岡県磐田市で開催のシンポジウム

「中世墳墓を考える」(同実行委員会

主催)に参加・報告(田阪仁)。

８月29日… (土)… … 国立歴史民俗博物館共同研究会「日

本における基層信仰の研究」(座長

山折哲雄教授)で調査概要報告(田阪

仁)。

12月３日… (水)… 晴	 １年以上を経て悪条件ながら、熱残

留磁気測定用ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞの採取・測定

を富山大学広岡公夫教授に依頼した

(新田洋ほか現地同行)。

平成２年

11月28日…(水)… … 京都大学霊長類研究所の江原昭善教

授による出土人骨の鑑定。(補助員

奥山由美)
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Ⅰ.　前言
既に、『近畿自動車道第８次区間（久居～勢和間）

の発掘調査報告書』第１分冊（1989年３月）および

第２分冊１・２（1990年３月）において、（１）調

査に至る経緯、（２）調査及び整理方法、（３）調

査体制等の具体的な詳述がある（1 ～ 6頁）。当該横

尾墳墓群（中世墓群）の発掘調査もその一環に含ま

れており、（１）～（３）は他と変るところがない。

紙幅の都合上、ここには重複を避け省略に従う。

Ⅱ.　遺跡の立地
当該遺跡を取り巻く「位置と歴史的環境」も、既

に上記第１分冊の１（13 ～ 19頁）、および第２分

冊の１（7 ～ 10頁）と２（7 ～ 8頁）に、河瀬信幸、

田村陽一、新田洋の三氏がそれぞれ過不足なく詳述

している。これも両書に譲ることにして、ここでは

横尾墳墓群の立地のみを簡略に記述する。

当該遺跡の所在地は松阪市伊勢寺町字横尾とい

う。ＪＲ松阪駅から西南西方向へ直線距離にして約

6.25km離れた山頂にある。松阪市丹生寺町で、国道

166号線に沿った阪内川にかかる三郷橋を渡り、北西

方向に走る県道丹生寺一志線（松阪第二環状線）で

嬉野方面に向かう途中の左手山中にある。

三郷橋から約２km、松阪市岡山町（旧県道沿いの

五輪峠の手前約520ｍ付近）で、左手の山道に入って

坂道を登る。なだらかな山道を進むこと約250ｍ程

で分岐点に達し、右折してクランク状の坂道を経て、

尾根筋上の山道を約380ｍ程登ると、標高119.7ｍの

山頂に出た（近畿自動車道により消滅した）。ちょう

ど西側に聳える堀坂山（標高757ｍ）の尾根筋の一つ

が、堀坂川の右岸で東方に向かって葉脈状に分岐し

ながら延びるが、その最先端部のひとつに位置する。

概ね北緯34°33′26″、東経136°28′23″付近である。

伊勢富士と呼ばれる堀坂山と観音岳を開析してＶ

字型の谷間をつくった堀坂川は、東流して平野部に

開口し、扇状地を形成した。当該遺跡の北東側麓に

位置する伊勢寺はその扇頂部に拓かれた集落である。

川は集落を貫流して三渡川に合流し、伊勢湾に注

ぐ。川の左岸には伊勢寺廃寺跡があり、奈良・平安

時代から栄えた地域であった。当地域には物部神社

や、三輪大神を勧請したと思われる大神神社なども

近隣にあって(註1）、阿坂（アザカ）とも隣接する歴

史的に重要な地域であった。当遺跡の西方約500ｍに

は伊勢寺城跡があり、『勢陽五鈴遺響』などは「小管

備後守住ス又後ニ久瀬五郎左衛門尉住セリ」といい、

中世城館には違いないが、北畠氏の配下にあった危

急時の砦跡であろう。

従って、永禄12（1569）年の織田軍による南伊勢

侵攻に際し、それを迎え撃った北畠具教が本拠を霧

山城（津市美杉町多
た げ

気）から松阪の大
お か わ ち

河内城に移し

たこともあり、至近距離にある伊勢寺城にもいち早

く攻撃の手がのびたと想像できる。当山Ｂ・Ｃ地区

に累々とあった火葬土坑は、そういう時代背景をも

考慮してみておく必要がある（註2）。

山頂（Ａ地区）から東方伊勢湾への眺めは素晴ら

しく、眼下に伊勢平野を望み、晴天には知多半島、

渥美半島や伊良子岬・神島までも眺望することがで

きた。恐らく中世墓が造られた当時ならば、富士山

をも遠望できたに違いない。当中世墓群は、当初か

らその見晴らしのよい山頂付近～東斜面を中心に造

営された。そして、背後の堀坂山それ自体が、広く

南勢地域の農耕民から信仰を集めた神名備山であっ

たと思う。山頂には今も近世の石造経塚が建ってい

る。この山の形は眺める場所により大きく異なるが、

南勢櫛田方面から眺めたときが最も秀麗な円錐形に

見え、しかも、春分の日の頃には観音岳との間に太

陽が沈む（奈良の二上山をふと思わせた）。南勢地域

の漁民たちが山見にも使った霊山である。当中世墓

群の死者たちはそういう山の一支脈に葬られたので

あった。

註1	 式内社研究会編『式内社調査報告』第六巻、東海道1、

1990年、伊勢国飯高郡647頁～ 656頁（小林裕八執筆）。

勧請の時期は不明だが、三輪神の地方への分祀・勧

請が「およそ六世紀から七世紀中葉ころまでに行わ

れた現象」とする見解がある（前田晴人著『三輪山』

学生社、2006年、第二章34頁参照）。

註2	 安岡親毅著、倉田正邦校訂『勢陽五鈴遺響（4）』三

重県郷土資料刊行会、1977年、120頁。平松令三監修

『三重県の地名』平凡社、1983年、539頁。
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Ⅲ.　基本的層序　
Ａ地区とＢ・Ｃ地区とでは、遺構の検出状況も異

なり、出土遺物にも差異があった。

Ａ地区では、表土直下に配石区画遺構が密集して

検出され、それらを除去した後、場所によって約0.4

～ 0.8ｍ掘下げた下層で土坑群（火葬土坑・土壙墓）

を検出した。基本的な層序は①表土：黒褐色腐植土、

②包含層：淡黄褐色、③地山：淡橙褐色土で構成される。

Ｂ・Ｃ地区では、特殊な墳丘遺構を除けば、Ａ地

区のような配石区画遺構は皆無で、概ね表土直下に

近いところから累累とした火葬土坑群を検出した。

基本的な層序は①表土：暗褐色腐蝕土、②包含層：

暗黄褐色土、③地山：淡橙褐色土となるが、表土か

ら地山（遺構検出）面までは浅く、平均的に約0.2ｍ

前後であった。

Ⅳ.　遺構篇

（一） 調査区の設定について
当該遺跡の範囲は、地形測量図（第５～７図）か

ら判るように、標高120.0 ～ 109.0ｍにおよぶ山頂部

から尾根筋部分のほぼ全域にわたる。今回の緊急調

査対象地内だけに限定しても、当該遺跡の面積はお

およそ5,600㎡に及ぶ。遺跡の範囲は更に道路計画線

区域外へも延びると推測できた。

現地には、現存の山道（幅員約２ｍ）がなだらか

なＳ字状に走る。雑木類、排出土・石類等の場外搬

出に効率を上げる目的で動力機械を導入したため、

山道の機能を最後まで温存して調査区から除外した。

その山道を基準（境界線）に、発掘調査区を大きく

３地区に分けた。北側からＡ地区、Ｂ地区、Ｃ地区

と命名し（第8図）、調査計画の立案等にもこの区分

を用いた。

（二） 各地区の特徴
【Ａ地区：配石区画墓と土坑】地表面は当初から多

数の川原石と石塔類に覆われていた。川原石を用い

た配石区画遺構（第９図・第13表）は、規模の大小

はあるが、概ね0.25 ～ 0.35ｍ大の川原石を用いて方

形や円形状に区画したもので、これを墓の一単位と

して配石区画墓と呼称する。川原石と五輪塔類を除

去した後に、下層（場所により地表から約0.3 ～ 0.8

ｍ下）で比較的規模の大きい土坑群を検出した。両

者が重複して機能的に一体となる例はむしろ稀で、

出土遺物の違いなどからも、下層で検出した大半の

土坑群と上層の配石区画墓群とは、基本的に別個の

遺構で、それ自体が当中世墓の変遷を物語る。中には、

火葬土坑を伴い、かつ方形周溝を巡らした配石区画

墓（方形周溝墓）もあり、その形態は単一ではない。

【Ａ地区：テラス状造り出し】北方向に分岐して

延びる尾根筋の右側（東）斜面全体は、６段のテラ

ス状に造り出されていた（写真第３図下）。崩落も

あったが、各テラスの現存幅はおよそ２～６ｍあり、

そこに配石区画墓を築いていた。

【Ｂ地区：墳丘状遺構】尾根筋に沿って累々と続く

火葬土坑群と墳丘状の特殊な遺構がある。Ａ地区の

ような配石区画墓はなく、石塔類の出土も遙かに少

ない。調査区北側（Ａ地区との境界）に偏して大型

の墳丘状遺構が4基あった。うち２基は明らかに土坑

群より後出であった。いずれも墳丘上に石列や階段

状遺構を残し、462号墓（墳丘Ｂ）のように埋納施

設を有する例もあった。Ｂ地区土坑群の平均的規模

はＡ地区の土坑群に比して小ぶりで、焼土や炭化物、

古銭や鉄釘等の伴出が顕著であった。

【Ｃ地区：縄文時代の遺物】引き続き尾根筋に沿っ

てＢ地区と同様の土坑群を連続的に検出した。唯一、

Ｂ地区と異なる点は、墳丘状遺構はなく、石塔類の

出土が皆無であったことと、縄文時代（早期以降）

の遺物が少量ながら出土したことである（第43図・

第18表）。

以上、基本的にＡ地区とＢ・Ｃ地区との相違は、

遺構形態の面だけではなく、石塔類の多寡・有無に

もある。大量の石塔類がＡ地区に集中し、Ｂ地区で

の出土が極めて少なかったのは、江戸時代後期の人

為的な移転（註3）を考慮してもなお、両地区が果た

した機能的特徴（性格の違い）の反映であろう。

註3　後掲の荒井勘之丞『寄墓日記』を参照されたい。
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（三）…Ａ地区の遺構
①：全体を、ａ）北尾根支群（第一～第六テラス

から東側中央斜面）、ｂ）西部域、ｃ）山頂部と東尾

根筋、ｄ）南・東域斜面、の４ブロックに分けて記

述する（第13表）。②：形状的に異なる墳丘状遺構は

区別し、③：想定される墓道についても言及したい。

はじめに検出した配石区画墓群を「上層検出遺構」

とし、航空測量後にそれらを除去した後に、その下

層で検出した土坑群を以て「下層検出遺構」とした。

（「上部遺構」や「下部遺構」にすると、上下の遺構

がすべて一対のものだと誤解される恐れがあり、ま

た、「上部構造」「下部構造」という、本来は史的唯

物論の概念で用いる学術用語を無節操に使用するこ

とを回避したからである）。

[上層検出遺構]

①… 配石区画墓群（1 ～ 460号墓）
原位置を保たない、川原石や石塔類が立錐の余地

なく散乱していた。現地では、石塔類を採上げる

際に、一単位の墓と考えた配石区画墓に通し番号

（ＳＲ）を付けたが、同時平行の分担作業であった

ため、重複や欠番を生じる結果をもたらした。可能

な限りグリット順に遺構番号を新規に付けなおした

（第13表・第９～ 16図）。

配石区画墓内から普遍的に人骨が出土したわけで

はない。人骨の出土しない墓は多数あった。墓と墓

との間から出土する場合も多々あり、配石区画墓内

でも、中央部からの出土は案外稀で、片隅に偏在す

ることが比較的に多かったし、場所によっては石と

石との間から出土する例もあって、その理由は分か

らない。配石区画墓の総数や墓域の全体規模の大き

さに比して、蔵骨器の出土は少ない（当稿では「骨

蔵器」の用語は用いず、「蔵骨器」に統一したこと

をお断りする）。

ａ）北尾根支群（１～ 108号墓）

調査区の最北端部に位置するグリッドＴ10・11か

らＭ19及びＮ19のグリッドに至る急峻な斜面に造り

出された６段のテラスは、標高がおよそ108.0ｍ付近

から119.0ｍ前後の範囲にあり、比高差は約11.0ｍに

達する。

テラス状造り出し部分の第１段目は標高108.0 ～

109.4ｍ前後、第２段目は標高109.4 ～ 110.6ｍ前

後、第３段目は標高111.8～112.4ｍ前後、第４段目

は標高113.6～115.0ｍ前後、第５段目は標高115.4～

116.0ｍ前後、第６段目は標高115.4～119.0ｍ前後に、

それぞれ位置する。また、各テラス間相互の比高差

は、１段→２段；最大でも1.5ｍ、２段→３段；約2.0

ｍ前後、３段→４段；約2.5ｍ、４段→５段；約1.5

ｍ前後、５段→６段；約2.0 ～ 3.0ｍ前後であった。

テラス幅の最も狭い所は２～３ｍと狭隘で、斜面

や裾部には上段から崩落した多数の五輪塔のほか、

川原石が集積・散乱していた。ここで確認し得た総

墓数は108基を数える。

【第一テラス】（１～ 11号墓・第13表、第10図）

１号墓　平面形状は方形。長辺1.2×短辺1.0ｍ。

約0.3ｍ大の川原石を用いる。最北端に位置し、区画

内から地輪Ａ0753～4や火輪Ａ0456を採取。墓域は更

に北方向に標高を下げつつ調査区外に延びる。その

雑木林の中で墓と思しき墳丘１基を確認していたが、

その後、何者かによって盗掘を受けたのが悔やまれる。

２号墓　１号墓の南西側に接する。３号墓西辺か

ら約0.3ｍ大の石が東西方向に4個並び、現状でのプ

ランは台形。空風輪Ａ0242～3、空風火輪Ａ0793、火

輪Ａ0440～3、水輪Ａ0548、地輪Ａ0671、一石五輪塔

Ａ0946、相輪Ａ1042、宝篋印塔基礎部Ａ1048を採取

（台座かも）。それが宝篋印塔の原位置を示すものか

どうかは不明である。

３号墓　方形で、1.2×1.0ｍと推定できる。区画

内からの出土遺物はない。

４号墓　方形と想定するも規模は不明。一石五輪

塔の地輪部と思しき破片を採取した。

５号墓　方形。約0.3ｍ大の川原石を全面に敷き詰

めた状態。推定規模は1.2×1.1ｍで、出土遺物はない。

６号墓　完全な形を留めないが、約0.45ｍ大の川

原石を用い、ほぼ1.0×1.0ｍの方形と推定した。遺

物はない。

７号墓　一部重複する９号墓より古く、規模は不

明だが、方形プランと推定。南辺に偏して人骨ＳＸ

146が出土したが、蔵骨器は伴わない。地面に直接埋

めたか、有機質の容器であったために腐蝕してのこ

らなかったかである。当中世墓ではそういう例がた

いへん多かった。

８号墓　やや小規模で0.7×0.6ｍ。７号墓の区画
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南西角に取付く形でできた後出の墓である。出土遺

物はなし。

９号墓　やや円形に近いが、1.0×0.7ｍ以上の方

形。東側は崩落。７号墓の東辺を少し侵食する形で

出来た後出の墓である。出土遺物はなかった。

10号墓　８号墓の南側約9ｍの所にあり長方形。1.5

×1.1ｍ。区画中央部に0.4ｍ大の扁平な石がある。

地輪Ａ0755を採取。土壙ＳＫ474（Ⅳ類）を伴う墓で

あった。

11号墓　10号墓に連続する方形墓、1.2×1.0ｍ。

空風輪Ａ0236を採取。下層で土壙ＳＫ475（Ⅳ類）を

検出した。11号墓に伴う一体の遺構である。

【第二テラス】（12 ～ 28号墓、第13表・第10図）

12号墓　二重方形を呈する。外区画は2.1×1.7ｍ、

内区画は1.2×1.0ｍであった。火輪Ａ0427を採取し、

埋土中から土師器小皿の破片（269 ～ 272）が出土し

た（第19表）。

13号墓　やや石が動いているが、本来2.0×1.5ｍ

の長方形墓とみる。3 ヶ所で人骨ＳＸ82・ＳＸ83・

ＳＸ84を検出した。ＳＸ82だけは14世紀前半代の土

師器鍋（104）を蔵骨器にしていた。他は蔵骨器を持

たない。埋土中から15世紀後葉～ 16世紀前葉頃の土

師器小皿破片（273 ～ 275）が出土しており、当墓へ

の納骨には少なくとも2時期を考慮する必要があると

考える（第19表・遺構第34図・遺物実測第48図・写

真第４・10図）。

14号墓　少なくとも東辺は完全に崩落し、正確な

形状・規模は不明で、出土遺物もなかった。

15号墓　やや小さい方形で、0.9×0.8ｍ。相輪Ａ

1039と一石五輪塔Ａ0939を採取した。

16号墓　配石区画が遺らないので規模等は不明な

がら、2 ヶ所で人骨ＳＸ85・ＳＸ91が出土した。蔵

骨器はない。

17号墓　東側の大半が崩落し原形を留めないが、

一辺が1.2ｍ内外の方形墓と推定。3 ヶ所から人骨

ＳＸ86・ＳＸ87・ＳＸ89が出土した。いずれにも蔵

骨器はなかった。

18号墓　15号墓に隣接した0.7×0.7ｍの方形墓。

区画内で、宝篋印塔笠部破片、水輪Ａ0542を採取した。

19号墓　0.2 ～ 0.3ｍ程の川原石を敷詰めた径0.8

ｍの円形墓。地輪Ａ0752を採取した。

20号墓　1.2×0.8ｍの長方形墓。２ヶ所から人骨

ＳＸ88・ＳＸ148が出土。前者から13世紀後半代の土

師器鍋破片（98）が出土した。区画内から空風輪Ａ

207～8を採取した。

21号墓　1.4×1.4ｍの方形墓で、珍しく区画中央

部から人骨ＳＸ90が出土したが蔵骨器はない。空風

輪Ａ0211～2を採取した。当墓の南側1.5ｍ地点から

も人骨ＳＸ147と13世紀末～14世紀末葉頃の土師器小

皿破片（116）が出土した。

22号墓　19号墓の東に隣接する1.4×0.9ｍの長方

形墓。区画の南隅で人骨ＳＸ93を検出したが、蔵骨

器はない。

23号墓…　19号墓同様に0.25 ～ 0.3ｍ大の川原石を

敷きつめた、1.5×0.9ｍの長方形墓。出土遺物はない。

24号墓　2.0×1.0ｍの空閑地のほぼ中央部で人骨

ＳＸ92を検出したが、蔵骨器はない。規模不明の長

方形墓とした。

25号墓　24号墓に南接する小規模な長方形墓。ほ

ぼ1.0×0.8ｍの規模と推定した。出土遺物はなかった。

26号墓　24号墓に東接した1.3×1.3ｍの方形墓。

区画中央部付近に0.3ｍ大の川原石を据える。遺物は

なかった。

27号墓　26号墓に南接した1.3×1.2ｍの方形墓。

28号墓　25号墓に南接した1.3×1.3ｍの方形墓。

【第三テラス】（29 ～ 37号墓、第13表・第10図）

29号墓　当テラス最北に位置する。もとの形をの

こさず正確な形状・規模は不明。空風輪Ａ0196 ～Ａ

0200、水輪Ａ0539 ～Ａ0541を採取。石塔は崩落か人

為的な集積の可能性もある。

30号墓　29号墓に東接。北東側が崩落。1.4×1.0

ｍの長方形墓と推定。31号墓の北辺を共用した後出

の墓である。

31号墓　本来2.0×1.6ｍの長方形墓と推定。南西

隅で人骨ＳＸ94を検出するも、蔵骨器は確認できな

かった。30号墓・32号墓より先行する墓。

32号墓　北西側の配石を欠くが径0.7ｍの円形墓。

中心部に0.3ｍ大の川原石を据える。31号墓の南辺区

画の一部を共用して出来た後出の墓である。

33号墓　32号墓に南接する1.5×1.3ｍの長方形墓。

区画の北辺側に偏して人骨ＳＸ178を検出したが、蔵

骨器は残存しない。埋土から15世紀後葉～16世紀初
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頭頃の土師器小皿破片（268）が出土している。空風

輪Ａ0082 ～ 3、地輪Ａ0603 ～Ａ0607を採取した。

34号墓　32号墓の南西にあり、形状・規模は不明。

33号墓との西接地点で人骨ＳＸ80を検出した。蔵骨

器はない。水地輪Ａ0905、地輪Ａ0658を採取。埋土

中から14世紀末～15世紀前葉頃の土師器小皿破片

（239）が出土。恐らくはそれ以降の築造ではないか

と類推する。

35号墓　33号墓に南接する1.1×1.0ｍの方形墓。

36号墓　東辺側の配石は遺らないが、35号墓に南

接する1.8×1.0ｍの長方形墓。出土遺物はなかった。

37号墓　原形をよく留めた1.3×1.0ｍの長方形墓。

空風輪Ａ0201 ～ 4、空風火輪Ａ0860、一石五輪塔Ａ

0938を採取。上段テラスからの崩落も多い。埋土か

ら15世紀後葉～16世紀前葉頃の土師器小皿破片（267）

が出土。当墓はそれ以降の築造か。南側に同規模の

墓がもう一基あったかも知れない。

【第四テラス】（38 ～ 46号墓、第13表・第10 ～ 11図）

38号墓　長径1.9×短径1.2ｍの楕円形状の墓。長

方形の可能性もある。地輪Ａ0653を採取した。

39号墓　北東辺が崩落し遺らないが、復元した規

模1.5×1.0ｍの長方形墓。当墓の周囲から空風輪Ａ

0229 ～Ａ0230、空風火輪Ａ0792・Ａ0864、一石五輪

塔Ａ0944・Ａ0961・Ａ0996を採取したが、人為的・

無作為に集積された可能性が強い。

40号墓　38号墓の南西に接する、1.5×1.5ｍの方

形墓。空風輪Ａ0191 ～Ａ0192・Ａ0255、火輪Ａ0425、

一石五輪塔Ａ0993を採取した。

41号墓　40号墓に東接し、北東辺を39号墓の西辺

と平行する形に取って、規模1.5×1.2ｍの長方形墓

に復元した。出土遺物はない。

42号墓　41号墓の南東側２ｍのところにある。1.4

×1.3ｍの方形墓と推定。出土遺物はない。

43号墓　42号墓の南東に接続。テラス縁辺部が崩

落し原形を留めず。1.0×0.9ｍの方形墓と推定。空

風火輪Ａ0863、水地輪Ａ0885、一石五輪塔Ａ0934・

Ａ0943を採取した。

44号墓　東側の大半が崩落し原形を留めない。西

辺は現状で1.0ｍあるので、規模はそれに近い方形墓

と推定。西側隅の土中から人骨ＳＸ171を検出。蔵骨

器はない。

45号墓　テラス縁辺部の北・東・南三方に崩落が

あり、原形を留めない。推定規模を1.5×1.3ｍと復

元した。

46号墓　45号墓と同様、原形を留めない。2.0×

1.2ｍの長方形墓と推定。空風輪Ａ0220、火輪Ａ0434、

地輪Ａ0666 ～Ａ0668を採取。地輪Ａ0667とＡ0668の

２基は南北方向に並び、それに西接して土師器皿細

片（時期不明）が出土した。

【第五テラス】（47 ～ 61号墓、第13表・第11図）

47号墓　北東辺は遺らないが、2.0×1.0ｍの長方

形墓と推定する。空風輪Ａ0216～Ａ0218を採取した。

48号墓　47号墓に南接する一辺1.0ｍの方形墓と推

定。45号墓の区画西側の石列に西接して13世紀末頃

～14世紀末葉頃の土師器皿（127）が出土した。出土

した遺物の年代観の差異から、49号墓に先行すると

推定した。

49号墓　48号墓に西接した1.0×0.8ｍの長方形墓。

15世紀前葉～中葉頃の土師器小皿（237）が出土。48

号墓より後出の墓と推定。15世紀後葉頃までには築

造されたか。

50号墓　ほぼ1.1×1.0ｍの方形墓。火輪Ａ0432を

採取した。

51号墓　50号墓の区画西辺を共用した一辺1.0ｍの

方形墓。空風輪Ａ0219を採取。49号墓と接する区画

の外で、人骨の一部が地面に突刺さった状態で出土。

上段からの崩落かも知れない。

52号墓　50号墓・51号墓の南東に隣接した1.4×1.3

ｍの方形墓。水輪Ａ0553、地輪Ａ0740を採取した。

53号墓　52号墓の東側に張出した1.3×1.2ｍの方

形墓と推定。一石五輪塔Ａ1002、地輪Ａ0741 ～Ａ

0742を採取。配石列の切合い（前後）関係からみて

52号墓より後出の墓である。

54号墓　52号墓と55号墓の間隙を利用した後出の

墓で、規模は0.9×0.6ｍ。出土遺物はない。

55号墓　1.2×1.0ｍの方形墓と推定。出土遺物は

ない。

56号墓　55号墓の南側に隣接。1.2×1.0ｍの方形

墓。空風火輪Ａ0791を採取。約0.15 ～ 0.2ｍ掘下げ

たところで土壙ＳＫ486（Ⅳ類）を検出したが何も出

土せず、両者の関係も確定できなかった。

57号墓　56号墓の東側に隣接するが、崩落で原形
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を留めない。西辺は1.0ｍ。一石五輪塔Ａ1003・Ａ

0962 ～Ａ0963などを採取した。

58号墓　56号墓との間に約0.3ｍの通路あり。1.2

×1.1ｍの方形墓。中央部に0.15ｍ内外の川原石４個

を用いた小区画がある。それを、351号墓や411号墓

にも見られる石囲いの納骨施設の類例と判断した。

59号墓　58号墓に東接する1.3×1.0ｍの長方形墓

と推定。一石五輪塔Ａ0995を採取。山茶碗の小破片

も出土した。

60号墓　58号墓の南東側で約50cmの通路を挟む、

1.2×1.0ｍの方形墓。東半分は少し崩落している。

下層土坑ＳＫ484（ⅡＡ類）とは別の遺構である。

61号墓　60号墓に南接する。崩落で原形は留め

ぬが、少なくとも1.2×0.8ｍの長方形墓と推定した。

遺物はない。

【第六テラス】（62 ～ 83号墓、第13表・第11図）

62号墓　テラスの最北にあり、北接する斜面側は

下段（第四テラス）の40号墓に向けて崩落する。方

形又は長方形墓。南西辺は1.2ｍあり、西接する墓道

側に並ぶ石列のため二重の区画にも見える。概ね中

央部に近い位置から人骨ＳＸ95が出土したが、蔵骨

器はない。空風輪Ａ0188 ～Ａ0189、火輪Ａ0422、水

輪Ａ0536、空風（火）輪Ａ0857 ～Ａ0858を採取した。

63号墓　62号墓の東に隣接。北・東辺が崩落のた

め正確な規模は不明ながら、現状で1.8×1.5ｍの長

方形墓と推定。　

64号墓　63号墓に南接。1.8×1.6ｍの方形墓。

65号墓　2.5×1.4ｍの長方形墓。62号墓と同じ理

由で区画の西辺だけ二重石列になる。区画配石の前

後関係からみて、63号墓・64号墓・66号墓・67号墓

に先行する墓と推定。区画中央部東寄りから人骨

ＳＸ97が出土。蔵骨器は伴わない。空風輪Ａ0185 ～

Ａ0187、地輪Ａ0737、一石五輪塔Ａ0935・Ａ1006（空

風火輪のみ）、相輪Ａ1037を採取した。

66号墓　67号墓と同様の墓間通路部分に、65号墓

の南辺石列に取付く形で増築された1.7×1.4ｍの長

方形墓。後年69号墓の割り込みにより区画の東南部

分に現状変更を受けた。空風輪Ａ0178を採取した。

67号墓　東側が崩落するが、64号墓と70号墓の

間の通路を転用した1.4×0.9ｍの長方形墓。空輪Ａ

0008（梵字入り）、空風輪Ａ0179 ～Ａ0180、地輪Ａ

0645を採取した。

68号墓　西接する墓道側の配石が遺らず、南側に

崩落もあり、全容は不明。1.5×1.5ｍ前後の方形墓

と推定。区画中央南寄りで人骨ＳＸ96が出土したが、

蔵骨器はない。空風輪Ａ0173 ～Ａ0175、空風火輪Ａ

0856、火輪Ａ0413、地輪Ａ0736を採取。地輪Ａ0736

は区画配石に転用された可能性がある。

69号墓　66号墓・68号墓・70号墓の間の空隙を利

用して造った後出の楕円形墓。長径1.0×短径0.6ｍ。

このため、先行する上記３ヶ墓の配石列には現状変

更があった。出土遺物はない。

70号墓　東辺側崩落のため正確な規模は不明。西

辺側は1.3ｍで、区画中央部に0.3ｍ大の川原石を

３個使い囲むような空間がある。58号墓、351号墓、

411号墓にも見られる納骨用の施設と推定。土坑ＳＫ

467（ⅡＢ類）と平面上は部分重複の関係にあるが、

別遺構。因みにこの東側斜面で人骨ＳＸ267と土師器

小碗の破片（85）が出土した（第19表・第47図）。

71号墓　70号墓に南接する1.5×1.0ｍの長方形墓。

火輪Ａ0415を採取。当墓に近接して空風輪Ａ0181 ～

Ａ0183、火輪Ａ0416も採取した。

72号墓　68号墓・71号墓間の通路を利用した後出

の長方形墓。規模は1.5×0.7ｍ。出土遺物はない。

73号墓　68号墓との間、南北幅約３ｍ×東西幅約

２ｍの規模で崩落があり、正確な形状・規模は不明。

対面する120号墓・122号墓と同様に、墓道に沿う約1.0

ｍ四方の方形墓と推定。水地輪Ａ0882、地輪Ａ0735

を採取。この地輪は明らかに区画用配石に転用され

ていた。東側斜面の下で人骨ＳＸ262と土師器小皿破

片（266）を検出した。

74号墓　73号墓に南接する約1.1×1.0ｍの方形墓。

一石五輪塔Ａ0970を採取した。

75号墓　西接する墓道側にやや張出した1.2ｍ四方

の方形墓。火輪Ａ0331を採取した。

76号墓　75号墓の東から南側にかけて約５ｍ程度、

比高差約0.6 ～ 1.0ｍの低いテラスが分岐する。当墓

はその低いテラス上にある。区画の東辺が崩落する

が、一辺1.0ｍの方形墓と推定。空輪Ａ0005、空風

輪Ａ0061・Ａ0273、水輪Ａ0503、水地輪Ａ0874 ～Ａ

0875、Ａ0893、地輪Ａ0584 ～Ａ0585、Ａ0612、一石

五輪塔Ａ0920 ～Ａ0921を採取。上段からの崩落かど
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うか、判別するのは困難だった。

77・78号墓　75号墓の南東側へ幅約0.6ｍの通路を

隔てて77号墓・78号墓・80号墓が連接立地する。77

号墓・78号墓は2.4×1.5ｍの長方形区画の中央部を

仕切り、各々 1.5×1.2ｍ規模に二分される。区画の

一部に0.7 ～ 0.8ｍ大の川原石を使用する。前者で一

石五輪塔Ａ0919を、後者では空風（火）輪Ａ0808 ～

Ａ0810、一石五輪塔Ａ1004を採取した。

79号墓　77号墓・78号墓の西側で、0.3ｍ幅の墓道

を隔てる。1.4×1.3ｍの方形墓と推定。北尾根筋を

登ってきた墓道は、この79号墓の北（手前）で左右

に分岐する。

80号墓　1.4×1.3ｍの方形墓。人骨ＳＸ101、古

銭（銭3）一枚、山茶碗小破片（52）が出土し、265

号墓で出土の山茶碗の破片と接合した。12世紀中葉

以降のものと推定。空風輪Ａ0066・Ａ0076、空風火

輪Ａ0811、火輪Ａ0349、地輪Ａ0595、一石五輪塔Ａ

0922・Ａ0926・Ａ0968・Ａ0980、相輪Ａ1025を採取。

78号墓の南辺の石列を共用した後出の墓であろう。

81号墓　東側が大きく崩落するが、1.0ｍ内外の方

形墓と推定。下層土坑ＳＫ482（ⅡＢ類）と重複する

（第35図）。

82・83号墓　79号墓の南東側で、両脇を墓道に挟

まれた墓。前者は1.4×1.3ｍの、後者は1.1×0.9ｍ

の方形墓と推定。82号墓では想定区画の南辺際に偏

して人骨ＳＸ79と古銭（銭６）が１枚出土した。埋

土中から15世紀前葉頃のものかと思える、おろし皿

破片（66）が出土した。82号墓はそれ以降の築造と

推測される。83号墓から出土の遺物はない。

【東側中央斜面】（84 ～ 108号墓、第13表・第12図）

84・85号墓　第六テラスの80号墓から0.8 ～ 1.0ｍ

低く、第五テラスの60号墓より約0.8 ～ 1.0ｍ高い所

から更に南東方向に延びるテラスがある。そのテラ

スの西端で、東斜面では一番奥まった位置にある墓。

前者は全容不明で、1.2×0.9ｍ前後の長方形墓と推

定。後者は1.2×1.1ｍの方形墓で、地輪Ａ0744 ～ 5

を採取した。0.4ｍ大の扁平な川原石の直上にあった

地輪Ａ0745は原位置を保っていた可能性がある。当

墓周辺からも、空風火輪Ａ0771～2、火輪Ａ0341～2、

水輪Ａ0492～3、地輪Ａ0586～7、一石五輪塔Ａ0923

等を採取した。

86号墓　区画北辺を欠失するが84号墓に南接する

1.2×1.1ｍの方形墓と推定。区画中央部から人骨

ＳＸ81が出土し、地輪Ａ0613・Ａ0746のほか、宝篋

印塔基礎部Ａ1047を採取した。蔵骨器はない。

87号墓　86号墓に南接。1.5×1.2ｍの長方形墓。

区画中央からやや北寄りで人骨ＳＸ168が出土し、空

風輪Ａ0063 ～ 4、Ａ0274・Ａ0276、空風（火）輪Ａ

0814、火輪Ａ0336 ～ 7、水地輪Ａ0876、地輪Ａ0747、

一石五輪塔Ａ0976 ～ 7などを採取した。やはり蔵骨

器はなかった。

88号墓　86号墓～ 87号墓の西側にあり、形状・規

模は不明。完形品ではないが12世紀中葉～ 13世紀前

葉頃の常滑産壺（39・第45図、写真第９図）と人骨

ＳＸ76が出土し、その南側で古銭（銭５）「煕寧元

寳」１枚が出土した。埋土中から14世紀後葉頃の天

目茶碗破片（67）も出土し、196号墓から出土の同破

片と接合した。当墓はそれ以降の築造と考える。また、

ＳＸ76の近くで常滑産甕（74）も出土した。15世紀

中葉～後半代に比定。当墓には２時期あるか、また

はもう１つ別の墓があったかも知れない。火輪Ａ

0340、水輪Ａ0487、相輪Ａ1023 ～ 4、宝篋印塔（屋根）

笠部Ａ1045を採取した。

89号墓　88号墓に南接し、87号墓に西接する墓で

規模・形状は不明。想定区画の南東隅に当たる所で

地輪Ａ0751を採取し、その直下から人骨ＳＸ153が出

土した。当地輪は原位置を保つと推定。蔵骨器はない。

納骨と石塔の関係を知る希少例で、372号墓にも類例

がある。水輪Ａ0489も採取した。

90号墓　89号墓に西接する1.3×1.1ｍの長方形墓。

火輪Ａ0348、一石五輪塔Ａ0979を採取。先に79号墓

の北で分岐した墓道は81号墓の西から南下し、この

90号墓の西辺に沿いつつ、更に南西方向へと続いて

いく。

91号墓　87号墓に南接する1.6×0.9ｍの長方形墓。

地輪Ａ0748 ～ 9を採取。それらは区画用配石に転用

された可能性がある。

92号墓　89号墓・90号墓に南接し、墓道に沿う

2.0×1.4ｍの長方形墓。古銭（銭４）「天禧通寳」が

１枚出土した。空風輪Ａ0065、水輪Ａ0490・Ａ0496、

地輪Ａ0591・Ａ0600、一石五輪塔Ａ0925を採取した。

同一地点に重なっていた水輪Ａ0496と地輪Ａ0600と
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は、材質、法量・形態などからみて、セット関係を

想定し得る希少な遺物である（第24表）。

93号墓　92号墓に南接。一辺1.5ｍ四方の方形墓。

２ヶ所から人骨ＳＸ72・ＳＸ102が出土した。前者に

は破片ながら14世紀末～ 15世紀初頭頃の伊勢型土師

器鍋（105・第48図）と炭化物とを伴う。それ以降の

築造と推定。後者には人骨以外の遺物は認められな

かった。

94号墓　93号墓に南接。1.9×1.5ｍの長方形墓。

区画北辺の外側に接して空風輪Ａ0073 ～ 5、火輪Ａ

0347、水輪Ａ0495を採取した。

95・96号墓　94号墓に東接し南北に並ぶ。前者は

1.5×1.3ｍ、後者は1.4×1.0ｍの長方形墓。共に遺

物はない。

97号墓　94号墓に南接。長径2.0×短径1.6ｍの楕

円形ないし隅丸方形墓。100号墓との間を通る幅約0.5

ｍの岐道は、更に東側の98号墓・99号墓へと通じる。

98・99号墓　前者を一辺1.2ｍ四方の方形墓と推

定、後者は1.5×1.2ｍの長方形墓。98号墓では区画

北辺部に当たる配石の直上から人骨ＳＸ103が出土し

た。両墓は東中央斜面で標高が最も低い位置にあり、

97号墓・100号墓との比高差約1.6ｍ、山頂部にある

182号墓との比高差は約4.0ｍである。採取した空風

火輪Ａ0773と水地輪Ａ0877は一体の五輪塔になる（第

25表）。経筒外容器筒身破片の一部（29）がこの埋土

からも出土した（第19表・遺物第44図・写真第９図）。

100号墓　周溝ＳＤ874を伴う方形の配石区画墓で、

区画の規模は1.8×1.7ｍ。周溝・墳丘は東側崩落の

ため３方面のみが残存。ＳＤ874の溝幅は0.6 ～ 1.7

ｍと不規則で、深さ約0.3ｍ。周溝を含む全体規模は

5.1ｍ×3.0ｍ以上になる。盛土のほぼ中央部下層で

重複する土壙ＳＫ514（Ⅲ類）とは一体の遺構で、本

来は方形周溝墓である（遺構第39図）。土壙ＳＫ514

の底部から13 ～ 14世紀代の青磁碗（63）が１点出土

した。当墓は横尾では比較的に古い段階の墓だと思

う。周溝と土壙を伴う同形態の墓は、221号墓や243

号墓にもある。

101号墓　100号墓の南角に接する、1.9×1.1ｍの

長方形墓。刀子（鉄参考38）が出土した。墓道に沿

い配列される94号墓・97号墓・100号墓・105号墓等

とは区画の石列方位を違え、102号墓等と同様に違

和感がある。埋土から出土した青磁碗破片（64）は、

105号墓から出土の破片と同一個体であった。100号

墓より後に築造の墓であると推測する。

102・103号墓　規模は各々 1.1×1.0ｍ、1.0×0.9

ｍの方形墓。共に101号墓の長辺を共用して造られ、

遺物はないが、101号墓より後に追加築造された墓で

あろう。

104号墓　1.1×0.9ｍの長方形墓。101号墓の南東

角に取付く配石区画の状況から、101号墓より後出の

墓と推定した。

105号 墓　100号墓の南側1.5ｍの所にある1.8×

1.5ｍの長方形墓。その南西辺に沿い100号墓方向か

らの通路があったが、後に101号墓の出現で部分閉鎖

を受けたと推測する。101号墓と同じ青磁碗破片（64）

の一部が出土した。

106号墓　104号墓と石列方向を揃えた1.1×1.0ｍ

の方形墓。105号墓の南角に取り付く。遺物はない。

107号 墓　105号墓の東側1.0ｍの所にある1.9×

1.5ｍの長方形墓。14世紀初頭～前葉頃の和鏡「蓬莱

千鳥鏡」（76）が出土した（遺物第47図・写真第11図）。

区画の北東辺外から13世紀中葉頃の山茶碗（55）や

土師器小皿破片（参考15）も出土し、同北東付近で

は空風輪Ａ0079、水輪Ａ0498を採取した。

108号墓　107号墓の南辺に後から取付いた1.7×

1.4ｍ内外の長方形墓と推定した。出土遺物はなかっ

た。

ｂ）西部域（109～181号墓、第13表・遺構第11・13図）

グリッドＯ10 ～Ｐ10から南のＩ16までの、面積的

には最も狭い範囲である。109号墓から181号墓に至

る73基が分布する。遺構数は最少で、一部は北から

尾根筋を登って来る墓道沿いのエリアを含む。山頂

付近の中央部分に平坦な空閑地（Ｌ15・Ｍ15）があ

る。西端部は急峻な谷に向かい崩落が特に著しかっ

た。Ｉ14・15グリッドは一段低い平坦地が造り出され、

川原石を敷き並べた区画がＬ字状に配置される。Ｊ

15グリッドには大きな台状の石（1.2×1.0ｍ）が据

えられていた。現代の土葬墓地にもある棺台（埋葬

前に、担ぎ手が棺を逆時計回りに３回まわしたあと

その上に安置し、導師がひと回向する）にも似てい

るが、ここで見つかった石は表面に相当火を受けた

痕跡が顕著で、かつてその石上で火葬が行われたこ
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とは明白であった（土坑ＳＫ478及びまとめ参照）。

109号墓　最北端にあり、全面に0.1 ～ 0.2ｍ大の

川原石を敷詰め、中央部に箱状の空間を作る。納骨

用の窪みである。石を敷き詰める類例に５号墓・19

号墓・23号墓などがある。現状で一辺0.9ｍ四方の方

形墓（遺構第35図）。遺物はない。

110号墓　109号墓の東４ｍの所にある。111号墓の

区画北辺に取付く後出の墓で、1.3×1.2ｍの方形墓

である。水地輪Ａ0883、一石五輪塔Ａ0959を採取した。

111号墓　0.4 ～ 0.5ｍ大の石を使う。110号墓に先

行する一辺1.3ｍの方形墓。空風（火）輪Ａ0859、水

地輪Ａ0889 ～Ａ0890・Ａ0911、一石五輪塔Ａ1012等

を採取した。

112 ～ 116号墓　当該尾根筋を貫通する幹線墓道

の西側に沿って並んだと思われる５墓の墓だが、殆

ど原形をとどめず、形状・規模などは不明である。

出土遺物もない。

117号墓　106号墓の角で西方向に分岐する幅0.6

ｍ内外の墓道があり、その一番奥の左手に位置する。

1.4×1.3ｍの方形墓と推定。区画中央部に据わる0.4

ｍ大の平坦な石は、85号墓の場合と同様、直上に五

輪塔を設置した可能性がある。

118号墓　117号墓の北東に接する1.1×1.0ｍの方

形墓。近接の121号墓・124号墓とは0.2 ～ 0.3ｍ幅の

墓間通路で隔てられる。出土遺物はなかった。

119号墓　117号墓に東接する1.5×1.4ｍの方形墓。

下層で検出の火葬土坑ＳＫ466は当墓とは別の遺構で

ある。

120号墓　119号墓に東接し、区画配石は動いてい

るが1.7×1.3ｍの長方形墓。区画のほぼ中央部にあ

る0.3ｍ大の川原石を挟み東西２ヶ所から人骨ＳＸ68

とＳＸ98が出土した。蔵骨器はみられなかった。

121号墓　120号墓の南角に接し、1.5×1.3ｍの長

方形墓で、やや楕円状にも見える。119号墓との間に

幅0.2ｍの通路がある。空風輪Ａ0172、空風（火）輪

Ａ0855を採取した。下層の火葬土坑ＳＫ466は当墓と

は別の遺構である。

122号墓　120号墓に南接し、121号墓に東接する

1.2×1.1ｍの方形墓。火輪Ａ0410、地輪Ａ0731 ～ 4

を採取した。このうち３基の地輪Ａ0731 ～ 3は区画

中央部でほぼ南北に一列に並ぶ。これらがもし原位

置を保つものならば、墓道に沿う区画東辺側が当墓

の正面になる可能性が高い。

123号墓　118号墓の西側にあり、北半分は崩落し

ている。現状で1.0ｍ内外の方形墓と推測する。遺物

はなかった。

124号墓　分岐した通路を挟み、118号墓の南側に

ある。1.7×1.2ｍの長方形墓。125号墓の北角を侵食

する形で築造された後出の墓。117号墓や120号墓な

どと同様に、区画中央部に平坦面を持つ0.4ｍ大の川

原石が据わる。人骨の出土はなかった。東接の空閑

地で空風輪Ａ0168 ～ 71等を採取した。

125号墓　124号墓に先行する本来1.5×1.2ｍの長

方形墓。区画中央部に平担面を持つ0.6ｍ大の川原石

が据わり、地輪Ａ0728 ～ 9を採取。区画東辺で東西

に並ぶ４基の地輪Ａ0724 ～Ａ0727は区画用の配石に

転用された可能性もある。

126号墓　125号墓の南西にある径1.2ｍの円形墓。

西端部は崩落して残らない。遺物はなかった。

127号墓　126号墓の南東に接し、現状では0.8×

0.6ｍと小規模な長方形墓である。遺物はなかった。

128号墓　126号墓・127号墓の南東にあり、1.4×

1.3ｍの方形墓。区画の中央部で人骨ＳＸ41が出土。

また、やや東に偏して0.3ｍ大の川原石が３個集積さ

れ、その石の間からも人骨ＳＸ172が出土。いずれに

も蔵骨器はない。類例は405号墓にも見られた。空風

輪Ａ0086、火輪Ａ0407を採取した。

129号墓　128号墓に北接、1.8×1.6ｍの長方形墓。

124 ～ 125号墓などのように、区画中央部に平坦面を

もつ0.4ｍ大の川原石が据わる。北に偏して人骨ＳＸ

67が出土したが、蔵骨器はない。平面上は下層土坑

ＳＫ472（ⅡＡ類）が重複するが、両遺構の関係は不

明であった。

130号墓　129号墓に北接。一辺1.8ｍ四方の方形

墓と推定。中央部に0.3ｍ大の平らな川原石が据わり、

２ヶ所で人骨ＳＸ70・ＳＸ71が出土したが、蔵骨器

はなかった。火輪Ａ0411～2・Ａ0454、地輪Ａ0730を

採取した。埋土中から15世紀前葉頃の常滑産甕の小

破片（73）や16世紀代の土師器小皿破片（263）が出

土した。区画東隅の下層に一部分重複する土坑ＳＫ

473（ⅡＡ類）があり、焼土や炭化物を検出した。

131号墓　129号墓に東接する1.8×1.5ｍの長方形
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墓と推定復元。区画内で人骨ＳＸ66・ＳＸ69が対角

線上に離れて出土。共に蔵骨器はみられない。水輪

Ａ0504を採取した。下層で人骨ＳＸ254が出土し、14

世紀後葉以降に比定される土師器小皿（216）を伴出

したので、当該131号墓はそれよりも後代の築造でな

ければならない。

132号墓　131号墓に南接し、128号墓には東接する

1.4×1.0ｍの長方形墓。区画の北隅から人骨ＳＸ99

が出土。蔵骨器はない。区画の中央部に地輪Ａ0722

～3が南北に並ぶ。下層で人骨ＳＸ252を検出し、そ

の埋土から13世紀末～ 14世紀中葉頃の土師器小皿の

小破片（152）が出土。当墓はそれより更に後代の築

造と推定する。

133号墓　132号墓に南接して並列する、推定1.5×

1.2ｍの長方形墓。想定区画の東隅に偏して人骨ＳＸ

64が出土した。蔵骨器は認められなかった。

134号墓　132号墓に東接する推定1.3×1.2ｍの方

形墓。想定区画の南西隅に偏して人骨ＳＸ65が出土

した。蔵骨器はない。火輪Ａ0353、水輪Ａ0505を採

取した。

135号墓　同じく133号墓に東接する一辺1.2ｍ四

方の方形墓と推定。区画北隅に偏して人骨ＳＸ63が

出土したが、やはり蔵骨器は見当らなかった。

136号墓　127号墓の南西側にある1.5×1.0ｍの長

方形墓。空風（火）輪Ａ0853 ～ 4や地輪細片などを

採取した。

137号墓　136号墓に南接する1.2×1.0ｍの長方形

墓。一石五輪塔Ａ0933を採取した。

138号墓　137号墓に南接する。形状も規模も不明。

一辺1.0ｍ以上の方形墓を想定。空風火輪Ａ0790、一

石五輪塔Ａ0991・Ａ0951・Ａ0955の３点を採取した。

Ａ0951は区画配石の一部を構成するが、137号墓での

転用かも知れない。

139号墓　石列の残存状況から最大眼2.2×1.6ｍ

の長方形墓を想定するが、２区画（1.6×1.1ｍ×２）

の可能性もある。埋土から15世紀前半代に比定しう

る常滑産甕（72）の破片の一部が出土したので、そ

れより後代の築造と判断した。

140号墓　139号墓から空閑地を挟み、1.5ｍ南に

ある一辺約1.2ｍ四方の方形墓と推定。区画中央部に

据わる0.4ｍ大の川原石の下部から人骨ＳＸ57が出土。

蔵骨器はない。地輪Ａ0716は配石の一部として転用

された可能性もある。

141号墓　139号墓の東角に接する1.3×1.1ｍの長

方形墓で、区画全面に0.2 ～ 0.3ｍ大の石を敷き並べ

るのは、109号墓等にも共通する。空風火輪Ａ0777、

火輪Ａ0354、地輪Ａ0721を採取した。

142号墓　141号墓に南接・並列する1.3×1.1ｍ

の長方形墓。空風（水）輪Ａ0822 ～ 3、水輪Ａ0506、

地輪Ａ0717 ～ 20を採取。４基の地輪は概ね原位置を

保つ可能性もある。平面上は下層土坑ＳＫ470（ⅡＡ

類）と重複するが、別の遺構である。

143号墓　140号墓・142号墓・144号墓に挟まれた

一辺0.6ｍ四方の方形墓。墓間通路の一部を転用した

後出の墓。下層で検出の土坑ＳＫ470は142号墓にも

跨って重複し、当墓とは別の遺構である。

144号墓　外側1.3×1.1ｍの長方形墓の内側に	

0.6×0.5ｍの内部区画をもつ。人骨はない。二重区

画になる例は他に12号墓や401号墓にもある。規模は

違うが、納骨用の内郭施設の例は、58号墓、351号墓、

411号墓などに見られる。

145号墓　幅約0.2ｍの通路を挟んで144号墓に東

接する1.3×0.8ｍの長方形墓。相輪Ａ1036、一石五

輪塔Ａ0950を採取。一石五輪塔は区画用配石への転

用である。埋土中から、土師器小皿破片（255）、土

師器鍋破片（110・参考14）が出土した。16世紀前

半以降の築造と推測される。

146号墓　145号墓に先行した1.3×1.0ｍ規模の長

方形墓と推測。区画南辺の石列は本来当墓のもので、

後から145号墓が取付く。埋土から12世紀後葉～ 13

世紀初頭頃の山皿（参考９）が出土した。それより

後代の築造と推定する。

147・148号墓　前者は1.4×1.0ｍの長方形墓で、

後者はそれに北隣する規模不明の墓。後者で空風輪

Ａ0090を採取。

149号墓　140号墓に南接する1.5×1.3ｍの長方形

墓。148号墓との間に幅0.3 ～ 0.4ｍの通路あり。風

輪Ａ0013、一石五輪塔Ａ1009を採取。埋土から15世

紀中葉～後葉頃の土師器小皿破片（169 ～ 170）が出

土。それより後代の築造と推定。

150号墓　140号墓に西接する1.2×1.1ｍの方形墓

と推定。平坦面を持つ0.5 ～ 0.6ｍ大の川原石が区画
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中央部に据わるが、人骨はなかった。同様に平らな

石を据える例は、10号墓、85号墓、117号墓、120号

墓、124号墓・125号墓、129号墓、140号墓、173号墓、

187号墓、204号墓等にもある。標準的な形態は、そ

の石の直下に納骨をし、直上に五輪塔を据えたと考

える。21号墓などはその石自体が失われた可能性が

ある。

151号墓　149号墓の区画南辺に取付く後出の墓で、

その規模は1.1×0.6ｍ、空風（火）輪Ａ0824、火輪

Ａ0356を採取した。人骨などはなかった。

152号墓　147号墓の南東にある1.5×1.5ｍの方形

墓。区画中央部から人骨ＳＸ156・157が隣接して出

土。前者では13世紀後半代の土師器鍋破片（97）が、

後者からは14世紀末～ 15世紀後葉頃の土師器小皿破

片（168）が出土した。当墓の納骨には２時期を考慮

すべきかも知れない。

153号墓　149号墓・151号墓・154号墓・155号墓に

囲まれた空間を利用した0.7×0.5ｍの長方形墓。空

風輪Ａ0089を採取。埋土中から15世紀後葉～ 16世紀

前半代の土師器小皿小破片（246 ～ 248）が出土。そ

れ以降の築造と推定する。

154号墓　152号墓・157号墓の区画の一辺を共用

した1.2×1.0ｍの長方形を呈する後出の墓。157号墓

の区画北辺の石をややずらして造成する。埋土から

15世紀後葉～ 16世紀末葉頃の土師器小皿破片（249）

や16世紀中葉頃の土師器鍋小破片（111）が出土した。

当墓は152号墓より新しく、16世紀後半代の築造では

ないかと推測する。

155号墓　144号墓と154号墓の間にある0.8×0.8

ｍの方形墓。空（風）輪Ａ0300、地輪Ａ0714、を採取。

区画に東接して一石五輪塔Ａ0958、火輪Ａ0355も採

取した。

156号墓　152号墓の南で、Ｋ15基準点に接する径

0.8ｍの円形状の墓。157号墓に先行するとは思えない。

157号墓　先行する152号墓・160号墓・173号墓の

一辺を共用した2.0×1.3ｍの長方形墓。後に154号

墓の造成に際し、区画北辺に少し現状変更を受けた。

地輪Ａ0643を採取。埋土中に渥美産壺破片（49）を

含み、配石の前後関係から、152号墓・160号墓・173

号墓より後の築造と推定される。

158号墓　形状・規模は不明。157号墓の区画東辺

外で人骨ＳＸ58が出土したので、別の区画墓とした。

蔵骨器はない。地輪Ａ0715を採取した。

159号墓　158号墓の北に残骸と思われる区画配石

の一部を残す。想定区画内から空風輪Ａ0165を採取

した。埋土から14世紀末～ 15世紀前葉頃の土師器鍋

破片（109）や12世紀後葉～ 13世紀前葉頃の経筒外

容器筒身の破片（21）が出土。これを踏まえ、当墓

は15世紀前半代以降の所産と推定する。

160号墓　157号墓の南東。1.6×1.2ｍの長方形墓。

区画する石の配列構造から、157号墓・161号墓に先

行し、173号墓よりは後出と推測。区画中央部から人

骨ＳＸ60が出土したが、蔵骨器はない。埋土から14

世紀前半代の土師器鍋（99）の口縁部小破片が出土。

それより後の築造としか言えない。地輪Ａ0641を採

取した。

161号墓　160号墓の区画東辺の一部を共用する径

1.0ｍの円形状墓。160号墓より後出の墓。砥石（78）

が出土した。16世紀代のものではないかと推測する。

162号墓　161号墓の北東側に配石区画の一部を残

す。現状は1.2ｍ。形状・規模は不明。173号墓・160

～ 162号墓はほぼ東西方向の墓道（幅0.4 ～ 0.5ｍ）

の北側に沿って並ぶ墓であったと思う。

163号墓　147号墓の南側。1.1×0.7ｍの長方形墓。

空風輪Ａ0091 ～ 2、地輪Ａ0713を採取。地輪は原位

置を保つ可能性がある。経筒外容器筒身破片（20）

がこの埋土からも出土した。当墓の築造はそれより

遡ることはない。

164号墓　163号墓の東南側に接する。規模・形状

は不明。想定区画の中央部で地輪Ａ0642を採取した。

165号墓　163号墓の南側で、径1.0ｍの円形状墓。

埋土中から15世紀前半代の常滑産甕小破片（88・90）

や13世紀後葉～ 14世紀代の片口鉢の破片（51）が出土。

当墓は15世紀後半以降の築造かと推測する。

166号墓　165号墓の東側に1.2×1.1ｍの墓を想定。

想定区画内で東西方向に並ぶ水地輪Ａ0878、空（風）

輪Ａ0277、水輪Ａ0507、相輪破片Ａ1038などを採取

した。

167号墓　166号墓に西接する1.0×0.8ｍの方形墓。

空風輪Ａ0166、火輪Ａ0406、一石五輪塔Ａ0932を採

取した。

168号墓　167号墓の西辺に平行して接する。配石
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区画は1.0ｍ分だけ残るが、全体の規模・形状は不明

である。

169号墓　167号墓の南にある径1.0ｍの円形墓。近

接して空風輪Ａ0093など３点の石塔を採取した。

170号墓　166号墓に南接する1.2ｍ内外の方形墓

と推定。想定区画の中央部で地輪Ａ0712を採取した。

171号墓　Ｋ15基準点の南側に残る石列を以て方

形墓があったと推測。規模等は不明で、遺物もない。

172号墓　170号墓の東側に残る石列と出土人骨

ＳＸ61の存在から、1.7×0.9ｍの長方形墓を推定。

空風火輪Ａ0788を採取した。蔵骨器はない。

173号墓　172号墓の東側で、1.9×1.5ｍのやや大

型の長方形墓。平坦面を持つ0.5 ～ 0.6ｍ大の川原石

が区画中央部に据わるが人骨はなかった。区画中央

部に石を据える形態的類例は、10号墓、85号墓、117

号墓、124・125号墓、129号墓、140号墓、150号墓、

187号墓、204号墓などがある。火輪Ａ0401等を採取

した。

174号墓　1.3×1.3ｍの方形墓と推定。火輪Ａ

0359、水地輪Ａ0888、地輪Ａ0707を採取した。

175号墓　174号墓に西接。1.2×1.2ｍの方形墓。

空風輪Ａ0094、水輪Ａ0508、地輪Ａ0616、空風火

輪Ａ0779、水地輪Ａ0887、一石五輪塔Ａ0928を採取。

上からの崩落もあろう。

176号墓　1.0×0.9ｍの方形墓。平坦面を持つ0.6

ｍ大の川原石を据え、全体が石敷きの状態で、石の

面を揃えていた。空風輪Ａ0095、火輪Ａ0360、風火

輪Ａ0780、空風火輪Ａ0781、（水）地輪Ａ0899、相輪

Ａ1032などを周辺で採取した。

177号墓　176号墓に西接。1.1×0.9ｍの方形墓。

近接して空風輪Ａ0164、火輪Ａ0403を採取した。

178号墓　177号墓に西接。1.0×0.9ｍの方形墓。

空風火輪Ａ0778、水地輪Ａ0879や火輪Ａ0358、地輪

Ａ0614を区画前方（南西側）付近で採取した。

179号墓　Ｌ字形の角に当たる1.1×0.9ｍの方形

墓。原形をとどめる良好な火輪Ａ0357を近くで採取

した。

180号墓　179号墓に南接。1.0×0.9ｍの方形墓。

近接して（水）地輪Ａ0909を採取した。

181号墓　180号墓に南接。1.1×0.9ｍの方形墓。

空（風）輪Ａ0278・Ａ0291、地輪破片Ａ0640等を採

取した。

ｃ）山頂部と東尾根筋（182 ～ 261号墓、第13表お

よび遺構第13 ～ 16図）

最も標高の高い山頂部とそこから東方向へ続く尾

根筋一帯の配石区画墓をまとめる。明確に境界線は

引けないが、凡そグリッドＬ15からＰ27に及ぶ範囲

で、形態や規模等の点で特異な墓の多いエリアであっ

た。総数は80基を数える。

182号墓　調査前の標高は約120ｍと遺跡中で最も

高位置にあった。配石区画の規模は、平面上3.5×3.2

ｍの方形を呈す。北（西）側の約半分近くが後世の

土取り等（註4）で壊されるが、南（東）面は５ない

し６段の石垣が残り、区画内には約0.9ｍの高さに盛

土が残る。区画中央部には0.3 ～ 0.4ｍ大の川原石が

径1.4ｍの円形状に中心部を囲むように並び、露出し

ていた（第13図・36図）。この石囲いの中心部から人

骨片ＳＸ59が出土。盛土内からは常滑産大甕の破片

（86）や甕の破片（73・91）なども出土した。大甕

は12世紀後半代に、甕は15世紀前葉頃に比定される。

共に、接合可能な他の破片が複数ヶ所から出土して

おり、確証はないが、甕の大きさからみて本来は当

墓に付随の遺物ではないかと考える。

南接する183号墓と併せると、全体規模で4.7×3.5

ｍにもなる大区画は、石列の方向が周囲と異なる特

異な存在。その区画東辺は184号墓の区画東辺と約

35度の角度をなす。即ち当墓は、概ね等高線に沿っ

て築造された先行墓を削閉してその上に造成された

と言える。その時期は上記の甕類が一つの推定基準

にはなるが、生産地の編年観をそのまま墓などの築

造年代に当てはめることは出来ず、伝世期間を考慮

する必要がある。屋根があったかどうかは不明だが、

機能としては所謂「納骨堂」のような施設を想定し

ている。184号墓・185号墓・192号墓・194号墓等は

その際に削閉された墓の残骸とみたい（第13図）。

盛土を除去する過程で、多数の川原石、古銭（銭

11 ～ 14）や各種の陶器片等が出土した。周辺から出

土の破片と接合の結果、経筒外容器筒身が少なくと

も6個体分はあり、他に外容器の蓋、常滑産甕（69・

87）、渥美産壺、白磁碗（参考12）、山茶碗（53・参

考５）、片口鉢（45・51）などの破片もある。それ自

体が当中世墓の長年月にわたる変遷を物語るととも



－ 1� －

に、かつて経塚が営まれた時代のあったことを強く

印象づけた。

盛土除去後に、1.6×1.0ｍのコの字状の石列と径

0.6ｍ、深さ0.56ｍのピットも検出したが、それらが

経塚に伴う遺構か否かは明らかにし得なかった。当

墓では空風（火）輪Ａ0871、一石五輪塔Ａ0975（火

水地輪）、（水）地輪Ａ1013、地輪Ａ662 ～ 3、Ａ0765

等を採取した。

183号墓　182号墓に南接付随する長方形区画で、

規模は3.5×1.5ｍ。数段の石垣の下に多数の石塔類

が積み置かれてあった。この区画自体は墓とは思え

ず、182号墓の附属施設の印象が強い。但し、区画東

南辺際で人骨ＳＸ281が、また263号墓との境界に近

い西辺際では古銭（銭1）「洪武通寳」一枚が出土した。

蔵骨器はない。いずれも削閉前の先行墓に伴う遺物

と推測する。埋土中より片口鉢破片（45）、経筒外容

器筒身破片（20・23・29）が出土した。また、積み

置かれた石塔は、空風輪Ａ0256 ～ 7・Ａ0302、火輪

Ａ0459 ～Ａ0467、水輪Ａ0556 ～Ａ0564、地輪Ａ0570

～Ａ0573・Ａ0759 ～Ａ0764・Ａ0958、相輪Ａ1041など、

計33点あった（写真第４図）。

184号墓　182・183号墓の築造により削閉を受け、

それに東接する形で直角三角形状に残る。本来の規

模を1.8×1.2ｍに復元可能。182号墓で出土したもっ

とも新しい遺物（73・91）が15世紀前葉頃に比定さ

れるので、当墓は少なくともそれ以前に遡ると推定

する。区画東南端の２ヶ所から人骨ＳＸ３・ＳＸ７

が出土した。共に蔵骨器はなく、後者からは判読不

能な古銭（銭15）と山茶碗小破片が出土した。火輪

Ａ0458、地輪Ａ0574・Ａ0757を採取した。

185号墓　182・183号墓に削閉を受け、形状・規模

は不明。人骨ＳＸ73及び土師器鍋破片（108）、経筒

外容器筒身破片（23）が出土した。土師器鍋（108）

は14世紀末～ 15世紀前葉頃に比定でき、当墓はそれ

以降の築造と推測する。

186号墓　残存度が悪く、形状・規模等は判然とし

ない。人骨ＳＸ２は出土したが蔵骨器はない。ＳＸ

２で14世紀中葉～後葉頃の土師器小皿破片（151）が

伴出し、また埋土中からは13世紀中葉代の山茶碗破

片（参考３）が出土した。当墓は14世紀末頃以降に

出現した可能性がある。空風輪Ａ0025を採取し、近

接地で相輪Ａ1029なども採取した。

187号墓　185号墓に東接した1.4×1.1ｍの長方形

墓。全面石敷きで、その間から土師器や常滑産甕の

細片は出土したが、人骨はない。区画中央部に石（0.4

ｍ大）を据えるのは、173号墓や204号墓ほかいくつ

もの類例がある。

188号墓　形状・規模は不明だが、187号墓の区画

北東辺を共用した小規模な後出墓と推定。刀子（鉄

参考35）が１点だけ出土している。

189号墓　184号墓の北東にある。区画用配石の一

部が欠失するが1.6×1.2ｍの長方形墓と復元。区画

石列が平行する184号墓等とは同時期で、182号墓・

183号墓に先行する墓の一つと推測する。（空）風（火）

輪Ａ0813のほか、宝篋印塔笠部破片も採取した。

190号墓　189号墓の東南側に接した1.6×1.2ｍの

長方形墓。区画内をほぼ東西に石列が走り、189号墓

との間は幅0.3ｍ内外の通路に見える。その狭い通路

のような空間から人骨ＳＸ74が出土した。蔵骨器は

ない。埋土中から12世紀中葉～後葉頃の山茶碗底部

破片（参考２）が出土した。当墓は当然のことながら、

それよりも後代の築造である。

191号墓　190号墓に東接。1.7×1.3ｍの長方形墓。

区画中心部を外れた３ヶ所から人骨ＳＸ４・ＳＸ５・

ＳＸ６が出土。蔵骨器はない。人骨ＳＸ６は下顎骨で、

区画北東辺の配石中でやや墓道側にはみ出た状態の

石の下から出土。それは、平坦面を内に向けた2個の

石で上下から挟むような形で埋もれていた。通常の

埋葬とするには疑問がある。

192号墓　194号墓に西接、182・183号の築造によ

り削平を受けた。現状で1.2×0.9ｍの長方形墓に復

元出来る。

193号墓　192号墓に東接する1.1×1.0ｍの方形墓。

区画石の配列方向が近似するため、184号墓等と同様、

182号墓・183号墓に先行した墓と推測。空風（火）

輪Ａ0806、地輪Ａ0582を採取した。

194号墓　183号墓に削平され原形を留めず。現状

で1.3×1.3ｍの方形墓と推定。区画北東端で人骨

ＳＸ282が出土。その出土地点には0.6×0.5ｍの石囲

みがあり、空閑地を転用した後代の墓の可能性を考

慮すべきかもしれない。

195号墓　193号墓に東接した1.3×1.1ｍの方形墓。
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中央部やや南寄りで人骨ＳＸ144が出土した。蔵骨

器はない。空風輪Ａ0027 ～ 8・Ａ0266、火輪Ａ0315、

水輪Ａ0474、地輪Ａ0756などを採取した。

196号墓　194号墓の東南で1.9×1.1ｍの長方形墓。

区画西寄りの地点で人骨ＳＸ77が出土した。蔵骨器

はない。埋土中から土師器小皿破片（181 ～ 5）、常

滑産甕破片（91）、天目茶碗破片（68）が出土した。

空輪Ａ0002、風輪Ａ0011、空風輪Ａ0031・Ａ0265・

Ａ0296 ～ 7などを採取した。

197号墓　196号墓の東南に接した1.5×1.4ｍの方

形墓。２ヶ所から人骨ＳＸ100・ＳＸ104が出土。196

号墓に近いＳＸ104は、地面に穿たれた径0.25ｍ、深

さ0.14ｍの穴から多量の人骨が出土した。かつては

有機質のものに収めて納骨したものであろう。火輪

Ａ0313、地輪Ａ0578を採取した。

198号墓　197号墓の北東で、1.5×1.2ｍの長方形

墓。人骨小破片ＳＸ173や土師器細片が出土したが、

混入の可能性が高い。地輪Ａ0579を採取した。

199号墓　198号墓に北接、1.3×1.2ｍの方形墓。

土師器細片、陶器細片が埋土から出土するが器種・

時期は不明。近接して相輪Ａ1026等宝篋印塔の部品

破片などを採取した。下層土壙ＳＫ504（Ⅲ類）とは

別の遺構である。

200号墓　正確な形状・規模の確定は難しいが、2.2

×2.0ｍの方形墓を想定した。区画東辺側の縁辺部で

人骨ＳＸ75を検出。蔵骨器はない。埋土中から、土

師器皿小破片（113）や13世紀前葉代の山皿小破片

（参考11）などが出土。当墓はそれ以降の築造と推定。

隣接の188号墓より後出の可能性もある。

201号墓　東・南側斜面崩落のため形状・規模は不

明だが、一辺1.7ｍ前後の方形墓を推定。埋土中から

土師質円筒状容器の底部破片（30・31）や経筒外容

器筒身破片（29）が出土した。空風輪Ａ0071 ～ 0072、

火輪Ａ0346を採取した。

202号墓　198・199号墓の東南に接する2.7×1.5

ｍの長方形墓。区画北東端で宝篋印塔屋根部破片Ａ

1044、相輪Ａ1027 ～ 8など、宝篋印塔の部品ばかり

を採取したのが特徴である。

203号墓　197号墓に東接、202号墓に西接する1.3

×1.1ｍの方形墓。197・202号墓の区画配石の一辺を

共用した後出の墓と推定。地輪Ａ0576 ～ 0577などを

採取した。

204号墓　203号墓に更に東接した1.1×1.0ｍの方

形墓。平坦面を持つ0.45ｍ大の石を残すが、そのす

ぐ北隅で人骨ＳＸ78が出土した。蔵骨器はない。採

取した地輪Ａ0634 ～ 0635は当山では珍しく非砂岩

系の石材であった。平坦面をもつ石を据えた類例は、

173号墓や187号墓など多数ある。

205号墓　195号墓の東南側で、2.5×1.9ｍの長方

形墓。石列方位の相違から、182・183号墓築造以前

のものと思われる、区画長辺の石列が明瞭。水輪Ａ

0555を採取した。

206号墓　205号墓の東南側で区画の配石列を揃え

る1.8×1.7ｍの方形墓。火輪Ａ0317、地輪Ａ0580・

Ａ0674を採取。平面上は下層土坑ＳＫ510（ⅠＢ類）

と重複する。

207号墓　204号墓に東接し、206号墓に北接する

1.7×1.3ｍの長方形墓。区画中央部から西寄りで人

骨ＳＸ9及び刀子（鉄２）が出土。蔵骨器はない。水

輪Ａ0554、地輪Ａ0575を採取した。

208号墓　202号墓の東南にある1.7×1.2ｍの長方

形墓。３ヶ所から人骨ＳＸ1・ＳＸ174・ＳＸ175が出

土した。北東端の人骨ＳＸ1には蔵骨器はない。南西

側の人骨ＳＸ174は14世紀代の常滑産壺（46）に収ま

り、小刀（鉄12）が伴出した。中央の人骨ＳＸ175は

14世紀中葉頃の常滑産三筋壺（47）に収まり、刀子（鉄

1）が伴出した。一石五輪塔Ａ0989を採取した。当墓

は上記常滑三筋壺を指標とし、14世紀中葉以降後半

代に築造されたと推定する。

209号墓　208号墓の東にあり区画北辺を欠失する

が、推定2.0×1.8ｍの方形墓。水輪Ａ0476・Ａ0528

を採取した。

210号墓　209号墓に南接する一辺1.6ｍの方形墓。

出土遺物はなかった。

211号墓　206号墓から幅0.2 ～ 0.3ｍの墓道（分岐

した通路）を間に挟んで東南側にある、2.0×1.7ｍ

の長方形墓。出土遺物はない。区画の石列の方向が

面を揃えて一致するので、205・206号墓とほぼ同時

期に存在したと推測する。

212号墓　210号墓と211号墓の間には本来幅0.5ｍ

前後の墓道（分岐した通路）が走るが、その空間を

転用した後出墓である。人骨ＳＸ150が出土した。蔵
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骨器はない。

213号墓　211号墓の東南に接する径1.5ｍの円形

状墓。出土遺物はない。

214号墓　213号墓の北側にある。210号墓との間に

幅0.5ｍの通路を挟む。規模1.3×1.2ｍの方形墓である。

215号墓　幅0.2 ～ 0.3ｍの通路を挟み214号墓の東

に接する、1.1×1.0ｍの方形墓である。

216号墓　区画用配石の大半を失うが、通路を挟み

215号墓の南側に接する1.6×1.3ｍの長方形墓である。

217号墓　215号墓の東南側0.5ｍの所にある、1.3

×1.2ｍの方形墓。平面上は下層土壙ＳＫ525（Ⅲ類）

がほぼ重複するが、別の遺構と考える。　

218・219号墓　217号墓の東側２ｍの所にあり、

共に大半の区画用配石を散逸するが、前者を1.0×0.8

ｍ、後者を一辺0.9ｍ内外の、それぞれ方形墓と推定

した。出土遺物はない。

220号墓　219号墓の南側３ｍの所にある。区画の

配石に乱れや欠失部分がある。最大で2.7×2.5ｍの

規模と推定。想定区画内に高さ約0.3ｍの墳丘状盛土

が残る。区画の中心部を外れた北寄りに偏して人骨

ＳＸ176が出土。骨は12世紀末～ 13世紀初頭の渥美

産壺（40）を蔵骨器として納められ、13世紀前葉～

中葉頃の山茶碗（56）を蓋にしていた。蔵骨器の周

囲は炭化物と焼土の混在した土に覆われていた。盛

土上から出土の土師器皿破片（136）は後代の混入と

考える。13世紀後半代にその築造時期を求めること

も可能ではないかと思う（遺構第35図参照）。

221号墓　220号墓の北側約４ｍの所にある。2.1×

2.1ｍの方形墓だが、外側に周溝ＳＤ875 ～ 876がめ

ぐる方形周溝墓。配石区画内に高さ0.26 ～ 0.34ｍの

墳丘状盛土が残る。周溝の幅は0.6～0.85ｍ、深さ0.3

～ 0.4ｍ、西側に幅が僅か0.1ｍほどの陸橋部を残す。

周溝の東側は227号墓の周溝ＳＤ877に切られている

ため、221号墓は227号墓より古い（遺構第21図）。周

溝ＳＤ876の埋土からロクロ土師器皿底部破片（36・

37）が出土した。他に遺物がないため、当墓はそれ

以降の築造と位置づけるしかない。盛土の下層で火

葬土坑ＳＫ533（ⅠＢ類）を検出し、刀子（鉄04）が

出土した。火葬土坑をそのまま墳墓にしたものであ

る。土坑と一体となった方形周溝墓の形態は100号墓

や243号墓にもある。これは当中世墓群の初期段階に

おける典型的な墳墓形態を示している。

222号墓　220号墓の東にあり、0.5 ～ 0.6ｍ大の川

原石を何個も使う堅牢な造りで、一辺1.8ｍ四方の方

形墓。空風輪Ａ0136を採取した。下層に火葬土坑

ＳＫ546（ⅠＡ類）が重複していた。人骨等の出土は

ない（遺構第14図）。

223号墓　222号墓の北側で、下層に土壙ＳＫ547

（Ⅳ類）を伴う一辺1.2ｍ内外の配石墓であったと推

定。空風火輪Ａ0798は区画用配石の一部に転用され

た可能性がある。人骨等の出土はなかった。

224号墓　221号墓と223号墓の中間にも、一辺1.3

ｍ前後の方形墓を推定した。想定区画中央部に径約

0.5ｍの小規模な土坑を検出したが、遺物等はなかっ

た（遺構第12図）。

225号墓　222号墓の東側にある1.2×1.1ｍの方形

墓。人骨等の遺物はない。区画南西隅の配石に転用

された水地輪Ａ0892を採取。墓はこの石塔より新し

い（遺構第16図）。

226号墓　225号墓の北東３ｍにある。区画北西

側の配石は散逸したが、2.0×1.8ｍの方形墓を想定。

区画に東接して刀子（鉄17）が出土したほか、水地

輪Ａ0881も採取した。

227号墓　下記②墳丘状遺構で報告する。（28頁)

228号墓　222号墓から幅0.6ｍの通路を挟んだ南

東側にある。1.7×1.6ｍの方形墓。南接の383号墓に

先行する。空風（火）輪Ａ0841 ～ 2、火輪Ａ0375を

採取した（遺構第14図）。

229号墓　228号墓と230号墓との墓間通路を転用

した後出の墓で、規模は概ね1.7×0.9ｍである。人

骨ＳＸ62と土師器小皿破片（222）が出土した。蔵骨

器はない。土師器小皿（222）は14世紀末～ 15世紀

前葉頃に比定した。当墓はそれ以降の所産と考える

（遺構第14図）。

230号墓　0.5～0.6ｍ大の石を使う堅牢な造りで、

一辺1.8ｍ四方の方形墓。区画の北西に偏して0.4ｍ

大の川原石が据わり、下から人骨ＳＸ52が出土した。

蔵骨器はない。空風輪Ａ0135を採取。平面上は下層

土壙ＳＫ555（Ⅲ類）が重複する。区画石列の共有関係

から推して397号墓に先行する墓である（遺構第16図）。

231号墓　230号墓に東接する1.9×1.4ｍの長方形

墓。区画西寄りで0.45ｍ大の川原石の下から人骨ＳＸ
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53が出土した。蔵骨器はない（遺構第16図）。

232・233号墓　230号墓から約0.3ｍの通路を挟

み北側に続く小規模な２基の墓。前者は1.1×1.0ｍ、

後者は一辺1.3ｍの方形墓。後者で空風火輪Ａ0785を

採取した。いずれも人骨などは残っていなかった（遺

構第16図）。

234号墓　230号墓・231号墓の東にある。2.0×1.9

ｍの方形墓。区画内に高さ約0.36ｍの墳丘状盛土を

残す。梵字入りの水輪Ａ0513を採取。これは238号墓

で採取した空風輪Ａ0120とセット関係を想定出来る。

人骨等はない。平面上、下層の火葬施設ＳＫ558（Ⅰ

Ａ類）の約半分が重複するが、これは当墓とは別の

遺構で、後に詳述する（34頁）。

235・236号墓　下記②墳丘状遺構で報告する（28

～ 29頁）。

237号墓　236号墓の隣にあるが、形状・規模は不

明で、半楕円形状の土坑と0.3 ～ 0.6ｍ大の川原石３

個が検出された。

238号墓　234号墓の南隣にある1.5×1.4ｍの方形

墓。239号墓に先行する墓。梵字入りの空風輪Ａ0120

を採取。これは、234号墓の水輪Ａ0513とセット関係

になる可能性が高い。

239号墓　238号墓と240号墓に挟まれた1.8×1.7

ｍの方形墓。238・240号墓より後出の墓。中央部に0.6

ｍ大の石が据わるが、遺物はなかった。

240号墓　239号墓に東接する。区画用の石に0.6

～ 0.9ｍ大の石を使用した1.9×1.5ｍの堅牢な長方

形墓。区画内に高さ0.4 ～ 0.42ｍの墳丘状盛土を残

す。空風輪Ａ0121を採取。平面上、下層土坑ＳＫ568

（ⅠＡ類）が重複する。239号墓より先行するが、後

述243号墓の周溝の一部が当墓の下に埋没しているの

で、それよりは新しい（遺構第16図及び第38図）。

241号墓　240号墓に取付く2.2×1.0ｍの長方形墓。

243号墓より新しい。火輪Ａ0370、地輪Ａ0623を採取した。

242号墓　241号墓の東隣にある1.3×0.9ｍの長方

形墓。遺物はない。やはり243号墓より新しい。

243号墓　地形測量時から高さ約0.5ｍの墳丘状

の盛土が顕著だった。配石区画の規模は2.5×2.4ｍ。

区画内部の盛土の下で、長径1.2ｍ、短径0.8ｍ、深

さ0.2ｍ、四隅を突出させた、ムササビ形状の火葬土

坑ＳＫ570（ⅠＢ類）を検出した。対角線上の距離は1.8

×1.7ｍ。土坑の掘形は焼土で赤く、埋土中には炭化

物と少量の人骨ＳＸ177が混入していた。配石を除去

し、周辺全体を0.04～0.3ｍ程掘削する過程で周溝

ＳＤ879を検出。幅0.5～1.0ｍ余（底部幅0.4～0.6ｍ）、

深さ0.25ｍ前後の溝が東・南・西側三方に巡り、北（谷）

側に開く。火葬土坑ＳＫ570の三方に周溝を掘り、方

形状に盛土しつつ配石区画を築造した後に、供養塔

（卒塔婆か石塔かは不明）を建てたと推測される（個

別遺構第38図）。主体部を示す土坑と墓域を示す周溝

とを伴う点は、上記100号墓・221号墓にも類例があっ

た。形態上は方形周溝墓と言うべく、規模や時期差

などを無視すれば、類例は県内外にある（註5）。

244 ～ 246号墓　いずれも243号墓の区画東辺に接

して造られた後出の墓。３者の規模・形状はそれぞ

れ1.3×1.3ｍの方形墓、長径1.1×短径0.6ｍの楕円

形墓、1.9×1.6ｍの長方形墓とする。３者で最も新

しい245号墓は両者の間に割込むように造られ、全面

石敷きで、人骨ＳＸ169が出土したが、蔵骨器はない。

244号墓で空風輪Ａ0029、水輪Ａ0475を、246号墓で

空風輪Ａ122を採取した（遺構第16・38図）。

247号墓　248号墓に北接する。配石散逸で規模・

形状は不明。現状では2.0×1.0ｍ分だけ復元可能。

南側に偏して人骨ＳＸ128が出土し、空風（火）輪Ａ

0840、火輪Ａ0369を採取した。蔵骨器はない。

248号墓　247号墓の南辺に接する一辺1.2ｍの方

形墓。区画配石の配置状況から見て、247号墓に先行

する墓だろう。遺物等はなかった。

249号墓　248号墓の東に続く。配石列が一部乱れ

るが、最大で3.2×1.8ｍの長方形墓。区画の南辺を

共用する414・443号墓に先行する墓。土師器の高台

付碗底部破片（80）、小皿破片（235）が出土した。

250号墓　幅約0.3ｍの墓間通路を隔て249号墓の

東に並ぶ。3.0×1.8ｍの長方形墓。区画内に高さ0.4

～ 0.44ｍの墳丘状盛土が残る。地輪Ａ0681を採取。

下層土坑ＳＫ594（ⅡＡ類）が重複する。

251号墓　249号墓から4ｍ北方にある。1.2×1.2ｍ

の方形墓。下層土壙ＳＫ579（Ⅳ類）が概ね重複する。

252 ～ 256号墓　251号墓の南東側に散らばるよう

に５基ある。本来は配石列の方向を揃えていたと推

測され、250・257号墓等の規制を受け一定の墓域を

構成した可能性もある。いずれも、一辺がおおむね
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1.2 ～ 1.0ｍ規模の方形墓である。遺物等はなかった。

257号墓　幅0.2 ～ 0.3ｍの墓間通路を隔て250号墓

の東側にある。2.7×1.9ｍの長方形墓。区画内に高

さ約0.3ｍの墳丘状盛土を残すのみ。遺物はない。

258号墓　257号墓との間に0.4 ～ 0.5ｍ幅の通路を

隔てた、一辺1.5ｍの方形墓。遺物はない。

259号墓　258号墓との間に0.4ｍ幅の通路を隔て

る。0.9ｍ四方の方形墓。遺物はない。

260・261号墓　259号墓に続く方形の墓。前者は

1.6×1.2ｍ、後者は1.0×1.0ｍで、共に遺物はない。

総じて、これら尾根筋上に展開した配石区画墓の石

は比較的大きく、立派で、石列方位も似通っており、

ほぼ同じ時期に並立存在した可能性があったかも知

れない。

註4　荒井勘之丞『寄墓日記』に、「古墓の土を持来りて」

と見ゆ。

註5　兵庫県教育委員会編『宝林寺北遺跡』（兵庫県文化協会、

1987年）にも、中世墓としての方形周溝墓が報告さ

れている。

ｄ）南・東側斜面（262 ～ 460号墓、第13表および

遺構第13図～第16図参照）

グリッド名Ｉ16 ～Ｊ16からＮ26 ～Ｏ26に及ぶエリ

アで、調査Ａ地区のおおむね西側から東方向に広が

る南斜面（第９図）を扱う。墓数や検出遺構状況か

ら見て、当中世墓群で一番の配石区画墓密集地帯で

ある。本来は墓間通路と思しき空閑地からも人骨が

出土する利用頻度の高い墓域もあった。

特にグリッド名Ｌ24 ～Ｍ24・25の地帯は、遺構

が混ぜんとして不明瞭な点が多い。本来はあったは

ずの納骨場所に対する一定のルールが最早崩れたか、

或いは墓の上に重ねて墓を造ったかとさえ思えるほ

ど石の重複した（それは後世の現状変更の結果かも

知れないが）特異な墓域もあった。

262号墓　162号墓と182号墓の間にある。形状・規

模は不明だが、2.0×1.1ｍの長方形墓と推定。160号

墓～ 162号墓の南東側を南北方向に走る通路に面し

ていたと推測する。古銭（銭２）「永楽通寳」が１枚

だけ出土した。

263号墓　262号墓に南接する1.5×1.4ｍの方形墓

と推定。区画東隅から人骨ＳＸ55が出土。蔵骨器な

し。南側（183号墓西端）で古銭（銭１）「洪武通寳」

が１枚出土した。

264号墓　263号墓から幅0.4ｍの墓間通路を隔て

た南西側にある。1.5×1.1ｍの長方形墓。区画中央

のやや北よりから人骨ＳＸ56が出土。蔵骨器なし。

埋土から14世紀後葉～ 15世紀初頭頃の常滑産甕の小

破片（87）が出土（同個体の別の破片は182号墓から

も出土）。当墓の築造時期はこの甕（87）より新しい

と考える。

265号墓　264号墓に東接。配石に移動があり判然

とせぬが、人骨ＳＸ145の出土を以て墓の存在を推定

した。蔵骨器はない。埋土から12世紀中葉頃の山茶

碗小破片（52）が出土したので、当墓はそれより後

の築造である。同一個体の破片は80号墓からも出土

した。

266号墓　192号墓の南西側に接したと思われ、出

土した人骨ＳＸ10・ＳＸ142・ＳＸ143のうち、少なく

ともＳＸ10とＳＸ143は当墓のものと判断した。ＳＸ

142とＳＸ143との中間で鉄釘（鉄52）が出土。ＳＸ142

は267号墓に伴う可能性もある。いずれも蔵骨器はな

い。埋土中から土師質円筒状容器底部破片（30・31）、

常滑産片口鉢破片（45）、経筒外容器筒身破片（29）

が出土した。土師質円筒状容器底部破片（30・31）の

同一個体で別の破片が201号墓から、常滑産片口鉢

破片（45）の別破片が182・183号墓から、また経筒外

容器筒身破片（29）の別破片が99号墓、182・183号墓、

201号墓などからも出土している。相輪Ａ1017も採取

した。当墓は14世紀代以降の築造と推定する。

267・268号墓　幅0.2ｍ前後の墓間通路が北西か

ら南東方向に僅かに残るため、その左右に対面する

墓を想定。266号墓に南接する267号墓の規模は不明。

先記の人骨ＳＸ142は当墓のものかも知れない。空

（風）輪Ａ0299を採取した。268号墓は1.5×1.2ｍの長

方形墓と推定。水地輪Ａ0903・相輪Ａ1018を採取した。

269 ～ 272号墓　268号墓の西側にほぼ東西方向に

連なる。前２者は共に1.1×1.1ｍの方形墓。269号墓

は270号墓の北西辺に取付いた後出墓。後２者は残存

度が悪いが、271号墓は1.5×1.1ｍの長方形墓、272

号は1.3×1.3ｍの方形墓で、ここでは地輪Ａ0639を

採取した。これらの規模や区画配石の並ぶ方位は

192・193号墓、195号墓などとよく似ている。
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273号墓　271号墓の南西側に接する1.2×1.1ｍの

方形墓。141号墓や187号墓などと同様に全面に石を

敷詰める。区画中央南よりで14世紀前半代と思える

土師器鍋（102）と人骨ＳＸ８及び刀子（鉄27）が出

土。鍋の上に0.28ｍ大の平坦な川原石（厚み0.11ｍ）

を蓋石として置き、蔵骨器に転用された鍋(102)は潰

れていた（遺構第34図）。刀子(鉄27)は渦巻き状に曲

げられていた。鍋に埋納するためコンパクトに変形

したもので、副葬品における形骸化の姿を見る。蓋

石の上に五輪塔を据えれば、典型的な中世墓の一形

態となる。当墓の西側通路で火輪Ａ0323・Ａ0398を

採取した。

274 ～ 278号墓　273号墓の南側にある。5基のう

ち276号墓を除く4基はいずれも径1.0 ～ 1.4ｍの円形

墓、276号墓は1.3×1.1の方形墓であろう。275号墓

では区画石の間から人骨ＳＸ151が出土、またその0.3

ｍ西側で刀子（鉄16）が出土した。円形状に一番よ

く石が遺っていたのは277号墓だが、遺物はなかった。

279 ～ 281号墓　277号墓の北側にある。279号墓

は277号墓との間に幅0.2 ～ 0.3ｍの墓間通路を挟む

一辺0.9ｍ前後の方形墓で、区画北辺の石列を欠く。

水輪Ａ0478などを採取した。280号墓はその東側の集

石部分で、1.1×0.9ｍの長方形墓と推定。281号墓は

更にその北の円形状墓で、径約1.1ｍ。いずれも遺物

はなく、築造時期は不明。両墓の間は狭い墓間通路

の可能性がある。

282 ～ 284号墓　281号墓、283号墓、285号墓に挟

まれたＬ字状の空間はもともと幅約0.4 ～ 0.5ｍの墓

間通路であった。その空閑地の２ヶ所から人骨ＳＸ

11とＳＸ162とが出土した。ＳＸ162から15世紀中葉

頃の土師器羽釜破片（94）が、またＳＸ11からは16

世紀代の土師器羽釜破片（93）がそれぞれ伴出。と

もに墓間通路を転用した後出の墓と判断し、282号

墓、284号墓とした。前者で空（風）輪Ａ0289、空風

（火）輪Ａ0851、水輪Ａ0529を、後者では空（風）輪

Ａ0272、水地輪Ａ0873、相輪Ａ1043を採取。両墓に

先行する283号墓は1.5×1.1ｍの長方形墓で、遺物は

ない。下層土坑ＳＫ500（ⅡＢ類）の大半が重複する

が、両者の関係は不明であった。

285号墓　284号墓に先行する2.1×1.9ｍの長方形

墓で、一石五輪塔Ａ0990を採取した以外に遺物はな

く、築造時期は不明。北東側の205号墓との間に幅0.5

～ 0.7ｍの幹線墓道の一つを形成したであろう（写

真第４図）。

286 ～ 290号墓　280号墓の南側にあり、283号墓

の区画東辺の石列に方位を揃えていたと推定。最も

よく遺る286号墓は1.2×1.1ｍの方形墓。287・288号

墓はそれぞれ一辺が1.0ｍと0.9ｍの方形墓。後者で

空風輪Ａ0033・Ａ0290を採取。289号墓は288号墓の

区画の一部を共用した後出の墓と推定。290号墓は、

向い側の291号墓に墓道を挟んで対面する位置にあっ

た。火輪Ａ0453・地輪Ａ0638を採取した。以上５基

からは人骨の出土はなかった。

291号墓　幅0.2ｍ程の墓間通路を挟み、290号墓の

東側にあった。形状・規模は不明だが、1.0ｍ前後

の方形墓。想定区画の南西に偏した２ヶ所から人骨

ＳＸ12・ＳＸ13が出土した。後者の直上には蓋石と

して扁平な石が据えてあった。かつてはその直上に

五輪塔を据えていた可能性が高い。

292・293号墓　幅約0.2ｍの通路を挟み、286号墓

～ 290号墓と向い合う。前者292号墓は一部を欠失す

るが、径1.5ｍの円形状墓で全面石敷きである。埋土

中にロクロ土師器皿底部破片（33）が混入していた。

空風輪Ａ0034・Ａ0035を採取。後者293号墓は通路側

と東側の区画石を一部残すだけだが、一辺が1.5ｍ前

後の方形墓と推定。空風輪Ａ0032、火輪Ａ0324を採

取した。

294 ～ 297号墓　294号墓は293号墓に北接する一

辺1.3ｍの方形墓。空風輪Ａ0158を採取。285号墓の

東辺を利用して取付く後出の295号墓は2.4×1.8ｍの

長方形墓。空風輪Ａ0057、空風（火）輪Ａ0805を採

取。294号墓と297号墓に挟まれた空閑地を利用した

後出の296号墓は1.5×0.9ｍの長方形墓と推定。（空）

風輪Ａ0251を採取。279号墓は295号墓に南接するも

区画石列を共用せずに造られた1.3×1.2ｍの方形墓。

東側の墓間通路で空風輪Ａ0056、水輪Ａ479を採取。

これら４基からも人骨等は出土しなかった。

298・299号墓　前者は297号墓の南側にあり、区

画石を一部欠くが1.4×1.1ｍの長方形墓と推定。そ

の東側の299号墓は一辺1.3ｍの方形墓。共に遺物は

ない。両墓の区画石列は294 ～ 297号墓等のそれと方

位が異なり違和感がある。寧ろ317・318号墓～ 214・
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215号墓などと近い方位を示し、等高線の変化による

か、ないしは墓地経営における勢力圏の違いなどを

反映する可能性があるかも知れない。

300 ～ 306号墓　７基を一群の墓と見たい。幅0.2

～ 0.3ｍの通路を挟み292号墓の東にある300号墓は、

1.2×1.1ｍの方形墓。区画中央部から人骨ＳＸ161が

出土し、火輪Ａ0396を採取した。蔵骨器はない。こ

れに東接する301号墓は一辺0.1ｍ前後の方形墓で、

人骨はなく、空風輪Ａ0157を採取。南側配石区画の

半分を欠失する302号墓は一辺1.0ｍ程度の方形墓

で、区画中央部に平坦面を持つ0.5ｍ大の川原石が据

わるが、人骨の出土はなかった。扁平な石が据わる

類似例には、173号墓、187号墓、204号墓などがある。

300号墓に隣接する303号墓は径1.1ｍの円形状墓であ

ろう。やはり人骨はない。その東の304号墓は現状で

一辺0.9ｍ四方の方形墓、これも人骨はなく、地輪Ａ

0581を採取。それに東接する305号墓は1.0×0.9ｍの

方形墓。区画南辺際で人骨ＳＸ14が出土したが蔵骨

器はない。最も東にある306号墓は、302号墓との境

界が不明瞭だが、一辺1.1ｍ前後の方形墓と推定。人

骨はないが、空風輪Ａ0036、火輪Ａ0321のほか、５

個体の地輪Ａ0700 ～Ａ0704を採取。このうち地輪Ａ

0702 ～Ａ0704の３個体は区画用の配石（東辺）に転

用された可能性が高い。

307号墓　295・297号墓との間に0.5 ～ 0.6ｍ幅の

墓道を挟み、211号墓との間にも墓道を造った長方形

墓と推定。規模は2.1×1.4ｍと推定。遺物はなかった。

308号墓　307号墓に東接する0.9×0.6ｍの長方形

墓。307号墓と310号墓との墓間通路を転用したと推

定する。

309号墓　308号墓の北にあり、区画配石の一部を

欠失するが、1.3×1.3ｍの方形墓とした。213号墓、

313号墓との間に通路を形成する。出土遺物はない。

310号墓　309号墓の南東に接するが区画石を共

用しない1.5×1.3ｍの方形墓。人骨はなく、水輪Ａ

0480、（水）地輪Ａ0908を採取した。

311号墓　310号墓と312号墓に挟まれた空閑地に

後から造られた、一辺1.1ｍ程度の方形墓。墓間通路

を画すＬ字状の列石までを含むと1.6×1.1ｍの長方

形墓になる。空風輪Ａ0150を採取。302号墓ほかにも

あったような平坦面をもつ0.4ｍ大の石をここでは２

個据える。人骨はなかった。

312号墓　315号墓の区画石の西辺に取付く形で後

に造られた1.1×1.0ｍの方形墓。遺物はない。313号

墓、316号墓との間にそれぞれ狭い通路を形成する。

南側の墓間通路で空風輪Ａ0151、（水）地輪Ａ0900を

採取した。

313号墓　311・312号墓の北側にあるも、区画石の

共用関係はない。径1.8ｍの円形状墓と推測。区画配

石の切り合い関係からみて、315号墓より後出の可能

性が高い。

314号墓　区画石の残存状況から、315号墓の北辺

を共用する2.0×1.0ｍ以上の長方形墓があったと推

定。遺物はない。

315号墓　312 ～ 314号墓に先行し、0.6 ～ 0.7ｍ大

の石を用いた1.9×1.8ｍの方形墓。下層に重複の土

坑ＳＫ521（ⅠＡ類）はやや特異な土坑で、底部全面

が灰で覆われていた（第15表）。

316号墓　315号墓のやや南西側にある1.3×1.2ｍ

の方形墓。東接の331号墓とも区画石を共用せず、独

立性をもつ。人骨はなく、空風（火）輪Ａ846 ～ 7、

地輪Ａ0627を採取した。

317号墓　316号墓の西側約3ｍにあり、308号墓と

318号墓とに挟まれている。310号墓の区画南西角部、

318号墓の区画北辺を共用した一辺1.3ｍ前後の方形

墓と推定。人骨はなく、火輪Ａ0391だけを採取した。

318号墓　現状で2.4×1.1ｍの長方形墓。東西両

短辺の際で人骨ＳＸ15とＳＸ16とが出土。共に蔵骨

器はない。後者ＳＸ16は平坦面を持つ0.3ｍ大の石の

際に埋納される。類例には120号墓、129号墓、140号

墓、204号墓、230号墓、319号墓、335号墓などがあ

る。空風輪Ａ0155、火輪Ａ0319、地輪Ａ705を採取し

た。区画配石の切合い関係から、319号墓よりは後出

で、317号墓や320号墓には先行した可能性が高い。

319号墓　長径2.0ｍ、短径1.0ｍの長楕円形。区画

石の切合い関係からみて、318・320号墓には先行す

ると推定。区画内の北西に偏して、平坦面を持つ0.3

ｍ大の石が据わり、その直下から人骨ＳＸ105が出土。

蔵骨器はない。下層土壙ＳＫ519（Ⅲ類）が概ね重複

するが、別の遺構である。

320号墓　318号墓の区画南辺を共用せずに南接す

る。復元して約1.3×1.2ｍの方形墓と推定。４ヶ所
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から人骨ＳＸ38及びＳＸ106 ～ＳＸ108が出土。蔵骨

器はない。いずれも区画縁辺部からの出土で、特に

ＳＸ108は318号墓の区画石との隙間から出土し、納

骨のあり方に疑問がある。空（風）輪Ａ0267、空風

輪Ａ0039、地輪Ａ0680を採取した。

321号墓　320号墓同様、これも318号墓の区画南辺

を共用せずに南接する。復元して一辺1.3ｍ四方の方

形墓。人骨はなく、火輪Ａ0318を採取。先の320号墓

と一体の長方形墓であった可能性もあるが、採らず。

322号墓　320号墓の区画南辺、327号墓の区画西辺

をそれぞれ共用する、一辺1.0ｍ前後の方形墓。区画

中央部から人骨ＳＸ170が出土した。蔵骨器はない。

323 ～ 325号墓　321号墓の区画南辺を共用する

324号墓と322号墓との間に323号墓を想定し、一辺

1.0ｍ内外の方形墓とした。地輪Ａ0699を採取。324

号墓は一辺1.2ｍ前後。火輪Ａ0395、水輪Ａ0524を採

取。平面上、下層土壙ＳＫ515（Ⅲ類）と重複するが、

別の遺構である。322・323号墓の南側に一辺1.3ｍの

325号墓を想定。想定区画の北東隅で人骨ＳＸ29が出

土。蔵骨器はない。一石五輪塔Ａ0931を採取した。

326号墓　316号墓の南隣にある1.2×1.1ｍの方形

墓。どの墓とも区画の一辺を共用せず独立性を保つ。

遺物はない。

327・328号墓　新旧関係の明白な墓。まず一辺

1.8ｍ四方の327号墓が出来、その区画内に一辺0.8ｍ

四方の小さな328号墓が後から出来た。前者327号墓

に人骨は遺らないが、後者の区画中心部からは人骨

ＳＸ28が出土。蔵骨器はない。前者で空（風）輪Ａ

0270を、後者で空風輪Ａ0040、火輪Ａ0452、（水）地

輪Ａ0886、一石五輪塔Ａ1000を採取。但し、火輪Ａ

0452以下の３点は328号墓の造成時に他より集めて区

画用の配石に転用したものであることが一目瞭然で

あった。後者の後代性を示す。

329・330号墓　幅0.2ｍ足らずの墓間通路を隔て

327号墓の南隣に２基が並ぶ。区画配石の半分以上を

失い規模は不明だが、現状で前者329号墓は一辺が1.1

ｍ、後者は1.6ｍあった。前者では空風（火）輪Ａ

0849、地輪Ａ0632 ～ 0633を採取した。共に人骨等の

出土はなかった。

331 ～ 335号墓　Ｊ～Ｋ20地区内にこの５基が整

然と一列に並ぶ。不定形な334号墓を除き他４基の規

模はそれぞれ順に、1.5×1.2ｍ、1.2×1.2ｍ、1.2×

1.2ｍ、1.7×1.2ｍである。区画用配石の大きさ・並

べ方・残存度からみて332号墓が他の４基に先行した

だろう。217号墓や315号墓と区画用配石の配列方向

が揃っており、墓の造成に何らかの規制が働いたこ

とを予想させる。335号墓には区画南辺寄りに平坦面

を持つ0.4ｍ大の川原石が据わり、その直下から人骨

ＳＸ25が出土した。蔵骨器はない。平らな川原石の

据わる類例は318号墓・319号墓などのほか、比較的

に多い。また、相輪Ａ1019も採取した。335号墓以外

の4基には人骨はなかった。

336・337号墓　338号墓の南隣に鉤状の石列が残

り、その短辺が２列残っていることから、335号墓の

南隣にも336号墓があったと想定。336号墓の一辺は

1.5ｍ、337号墓の一辺を2.0ｍと推定。後者では２ヶ

カ所から人骨ＳＸ26・ＳＸ27が出土したが、蔵骨器

はなかった。

338号墓　337号墓の北隣にあり、335号墓の区画東

辺を共用する。1.6×1.0ｍの長方形墓。区画南西隅

で人骨ＳＸ24が出土。蔵骨器はない。空風輪Ａ0051、

相輪Ａ1020を採取。本来は315号墓方面から真っ直ぐ

斜面を下って335号墓の所で左に曲がる墓間通路に当

たっていたかも知れない。

339号墓　1.0×0.9ｍの方形墓。人骨の出土はな

く、空風輪Ａ0050を採取した。

340号墓　315号墓方面へ通じる幅0.2ｍ弱の通路

を隔て339号墓の北に隣接する。区画石の一部が動い

ているが1.2×1.1ｍの方形墓。下層で人骨ＳＸ232と

刀子（鉄20）を検出したが蔵骨器はない。これは当

墓の埋葬人骨であろう。空風輪Ａ0041・Ａ0042・Ａ

0141・Ａ0146を採取した。

341号墓　340号墓のすぐ北隣にある。0.8ｍ大の石

を含む配石区画の規模は1.2×1.2ｍ。区画の南東に

偏して２ヶ所から人骨ＳＸ17・ＳＸ152が出土。蔵骨

器はない。空風輪Ａ0044 ～Ａ0045、地輪Ａ0626を採

取した。

342・343号墓　幅0.2ｍの墓間通路を隔て、341

号墓に北接する342号墓は、1.3×1.1ｍの方形墓で、

343号墓の区画南西角を共用する。後者343号墓は一

辺1.4ｍの方形墓で、区画配石の切合い関係から342

号墓に先行したと推定。339号墓から342号墓までの
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４基は、相互に配石区画の一辺を共用せずに築造さ

れ、通路を挟んだ反対側の331 ～335号墓とは対照的

に独立形態を保つ。通路を挟み、同じ方向に並んで

いても、築造背景は異なり、ここでは通路がひとつの

「小墓域」を画する機能を有した可能性もあろう。

344号墓　343号墓と349号墓、353・352号墓とに挟

まれた1.0×0.9ｍの方形墓。墓間通路であった空閑

地を墓に転用したと推測する。上記の４ヶ墓より新

しい墓である。

345 ～ 348号墓　通路を隔て、343号墓の北側に隣

接して４基がかたまる。いずれも人骨はない。345号

墓は343号墓とは区画石を共用せず独立存在し、1.5

×1.3ｍの方形墓。346号墓は1.5×1.1ｍ、347号墓は

1.5×1.2ｍの長方形墓。両者は345号墓の区画北辺を

共用したと推測する。最も原形を留める348号墓は1.4

×1.3ｍの方形墓で、346号墓はこの区画西辺をも共

用した。平面上は下層土壙ＳＫ532（Ⅲ類。個別遺構

第40図）と概ね重複する。

349・350号墓　幅0.5ｍの墓間通路を隔て、348号

墓の南に位置する349号墓は1.4×1.2ｍの方形墓で、

下層土壙ＳＫ530（Ⅳ類）が概ね重複。この東に接す

る350号墓は1.6×1.3ｍの長方形墓。やはり下層土壙

ＳＫ543（Ⅳ類）が重複するが、いずれも人骨等はな

く、それぞれ別の遺構であろう。

351号墓　350号墓に南接する1.6×1.4ｍの長方形

墓。区画中央部に扁平な５個の川原石を箱状に組み

0.4×0.4ｍの空間を造る（個別遺構第34図、写真第

５図）。類例は58号墓や411号墓にもあり、納骨施設

と判断した。人骨の出土はない。

352号墓　351号墓に西接する1.4×1.1ｍの長方形

墓。堅牢な349号墓の区画南辺を共用して造られた後

出の墓。平面上、下層土壙ＳＫ529（Ⅳ類）と重複す

るが、別の遺構である。いずれも人骨等の出土はな

かった。

353号墓　352号墓に西接する一辺1.2ｍの方形墓。

人骨はない。該墓の区画南辺に沿い東西方向に走る

幅0.2ｍ内外の墓間通路は、342号墓から371号墓に（あ

るいは当初は382号墓にまで）至る約７～８ｍ余の間

を繋ぎ、小規模な墓域を画する機能を持ったと推測

する。

354 ～ 357号墓　上記通路の南側に沿って東西に

並ぶ4基の墓の規模は、それぞれ順に1.4×1.3ｍ、0.8

×0.8ｍ、1.0×0.6ｍ、1.5×1.2ｍである。いずれ

も人骨の出土はない。354号墓で火輪Ａ0390のほか、

セット関係にある空風輪Ａ0254・火輪Ａ0451・水輪

Ａ0552・地輪Ａ0698を採取。355号墓では火輪0385、

地輪Ａ0697を採取した。半壊状態の空風火輪が区画

用配石の一部に転用されていた。この点からも355・

356号墓は354・357号墓に挟まれた墓間通路を転用し

た後出の墓と考えるのが妥当である。

358 ～ 360号墓　上述４基の墓の区画南辺を共用

しつつ東西に並ぶ。これら３基の規模はそれぞれ、1.4

×1.3ｍ、1.3×0.9ｍ、1.5×1.2ｍである。358号墓

の区画東辺の石の際から人骨ＳＸ22が出土し、地輪

Ａ0696を採取した。蔵骨器はない。360号墓では（空）

風（火）輪Ａ0807、地輪Ａ0694を採取。両墓の間に

挟まれた359号墓は、墓間通路（空閑地）を転用した

後出の墓と推測する。遺物はなかった。

361 ～ 363号墓　359号墓に南接する361号墓は楕

円形状を呈し、長径1.5ｍ、短径0.6ｍである。墓間

通路を転用した後出の墓と推定。区画東端部で人骨

ＳＸ21が出土。蔵骨器はない。362・363号墓は共

に配石区画の南半部を欠き、現存の一辺は各々 1.5

ｍと1.3ｍである。362号墓では２ヶ所から人骨ＳＸ

23・ＳＸ48が出土し、空（風）輪Ａ0287を採取した。

蔵骨器はない。後者では空風（火）輪Ａ0845を採取

した。

364号墓　幅0.2ｍの通路を挟み363号墓の東側に

ある。一辺1.4ｍ程の方形墓と推定。区画西端で、14

世紀前半代の土師器鍋（103）を蔵骨器として人骨ＳＸ

20と鉄釘（鉄53）等が出土した。鍋の直上に0.4ｍ大

の川原石を蓋にして据えてあった（個別遺構第37図）。

365号墓　364号墓の東隣にある。一辺1.5ｍの方形

墓と推定。区画西隅に近い２ヶ所から人骨ＳＸ18・

ＳＸ149が出土。蔵骨器はない。空輪Ａ0003、空風輪

Ａ0053、火水地輪（一石五輪塔）Ａ0988などを採取

した。

366号墓　367号墓の区画南辺に接する1.2×0.5ｍ

の長方形墓と推定。本来367・368号墓、372号墓の各

区画南辺に沿って幅0.2ｍ内外の東西通路があり、そ

の一部を区切り、367号墓の南辺を共用する形で造

られた後出墓である。人骨ＳＸ19が出土し、地輪Ａ
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0695を採取した。蔵骨器はない。

367・368号墓　357号墓の東側に続く2基。前者は

1.4×1.3ｍで出土遺物はなく、後者は1.5×1.3ｍの

方形墓で、空風（火）輪Ａ0844を採取した。いずれ

も平面上は下層土壙ＳＫ541（Ⅳ類）・ＳＫ542（Ⅲ類）

がそれぞれに重複するが、共に一体の墓ではなく別

遺構である。368号墓と372号墓に挟まれた隙間から

も人骨ＳＸ165が出土。こういう所属不明の人骨が随

所に出土するのが、Ａ地区の南東斜面域の特徴でも

あった。

369 ～ 371号墓　368号墓の北隣にある。369号墓

と371号墓の２基は、先行してあった370号墓の区画

石をそれぞれ共用して後から築造された。370号墓

の区画には0.7ｍ大の石も使われ、規模は1.6×1.4ｍ。

その区画南辺に半分ずつ取付く369・371号墓は、各々

2.0×1.4ｍ、1.4×1.1ｍの長方形墓。前者で空風（火）

輪Ａ0844を採取。平面上370号墓の下層には土壙ＳＫ

545（Ⅲ類）が、369・371号墓には土壙ＳＫ544（Ⅳ類）

が重複する。370号墓と371号墓の境界に接する通路

内で人骨ＳＸ50が出土、蔵骨器はない。後代に墓間

通路の片隅に納骨をした一例で、所属不明の人骨で

ある。

372号墓　368号墓の東隣にあり、371号墓に南接す

る。一辺1.4ｍの方形墓。空輪Ａ0142・Ａ0271、空風

輪Ａ0142 ～ 3、火輪Ａ0386、地輪Ａ0691 ～ 2等を採取。

地輪Ａ0691は原位置を保ち、その直下で厚さ0.06ｍ

の扁平な石（0.26ｍ大）を検出。更にその直下から

人骨ＳＸ160が出土した（個別遺構第34図）。地輪直

下に納骨された典型的な例で、類例は89号墓にもあ

る。納骨穴は径0.16ｍ、深さ0.06ｍで、有機質の容

器に収骨し埋納したと推測。区画左半には0.4ｍ大の

扁平な石が２個据わり、その間からも人骨ＳＸ31が

出土。埋土から土師器小皿小破片（192）が出土した

が、蔵骨器はない。類例は318・319号墓、335号墓な

どにもある。当墓には平面上、下層土壙ＳＫ548（Ⅳ

類）が重複するが、別の遺構である。

373 ～ 376号墓　幅0.2ｍ前後の墓間通路を隔て

372号墓の南側にある。365号墓に東接する373号墓は

1.5×1.3ｍの方形墓。地輪Ａ0679を採取。376号墓

は残存する石を繋いで1.6×1.3ｍの長方形墓に復元。

両墓間の通路を塞ぐ374・375号墓は、一辺が0.5ｍ前

後の方形墓。後者375号墓で採取した地輪Ａ0693は区

画用の配石に転用された可能性が高い。いずれも人

骨等の出土はなかった。

377 ～ 382号墓　通路を挟み372号墓の南隣にある

377号墓は、373号墓と区画の一辺を共用して東接す

る1.4×1.1ｍの長方形墓。その東南角に取付く378号

墓は、現状で1.1×1.0ｍの方形墓。区画西端近くに

平坦面を持つ0.35ｍ大の石があり、意外にも人骨

ＳＸ32はその石の直上から出土。通常の埋納とは思

えず、無論蔵骨器はない。よく似た出土例は98号墓

でも経験した。埋土から出土の土師器小皿破片（252

～ 254）は、15世紀後葉から16世紀前半代にかかる

と思われ、378号墓はそれ以降の築造と推定。379号

墓は一辺1.2ｍ程度の方形墓と推定。火輪Ａ0389を採

取した。377号墓の区画東辺に取付く380号墓は372号

墓の南東隣にあり、1.4×1.0ｍの長方形墓。更に北

方向に並ぶ381・382号墓は、それぞれ1.2×1.1ｍ、1.5

×1.4ｍの方形墓。平面上は下層土坑ＳＫ549（ⅠＢ

類）、ＳＫ551（Ⅲ類）がそれぞれ重複するが、別の

遺構である。

383号墓　228号墓の区画南辺に取付く2.6×1.8ｍ

の長方形墓。区画西側の通路に近い配石際と228号墓

に近い北東隅の２ヶ所から人骨ＳＸ49・ＳＸ51が出

土。蔵骨器はない。人骨が区画隅から出土して、中

心部からは何も出ない理由がよく解らない。南側の

382・384号墓とは区画配石を共用せず独立し、397号

墓が区画東辺に取付く状況から、造墓の新旧関係は、

228号墓→383号墓→397号墓（382号墓・384号墓）の

順であったことはほぼ確実である。

384 ～ 388号墓　382号墓に東接の384号墓は1.3×

1.2ｍの方形墓。空風輪Ａ0144、火輪Ａ0387を採取。

0.15ｍ程度の細い通路を挟み384号墓の南側にある

385号墓は1.2×0.8ｍ、更に通路を挟み南側に隣接の

386号墓は1.1×1.0ｍで、共に出土遺物はない。386

号墓に南接する387号墓は1.5×1.3ｍで、区画中央部

と北東隅の２ヶ所から人骨ＳＸ30・ＳＸ140が出土し

た。蔵骨器はない。388号墓の規模・形状等は不明だ

が、一辺1.0ｍ前後の規模はあったと推測する。

389 ～ 398号墓　尾根筋上の230号墓から南側へ斜

面を下って連なる10基。最南端の389・390号墓は区

画南半の配石を欠失するが、共に1.3×1.2ｍ前後の
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方形墓。前者389号墓で火輪Ａ0382を採取。391号墓

は1.4×1.2ｍの方形墓で、空風輪Ａ0134を採取。西

側の386号墓との間に通路を挟み独立はするが、393・

394号墓の区画石列に取付いて増設された新しい墓で

ある。392号墓は1.2×1.0ｍの方形墓で、空風輪Ａ

0133を採取。391・394号墓と区画石列を共用するが、

東接の401号墓からは独立する。393号墓は395号墓の

区画南辺に取付く1.4×1.3ｍの方形墓で、391号墓に

先行する墓である。400号墓の区画配石西辺を利用し

た394号墓は1.7ｍ四方の方形墓である。395号墓は

1.3×0.9ｍの長方形墓。393号墓に先行すると思われ、

384号墓との間に幅0.3ｍの墓間通路が走る。空風輪

Ａ0145、火輪Ａ0388、水輪Ａ0520を採取した。396号

墓は1.6×0.9ｍの長方形墓。隣接395号墓も含め、本

来は通路であったと推測。397号墓は1.8×1.6ｍの方

形墓で、383号墓の東辺に取付く後出の墓。398号墓

は1.5×1.2ｍの長方形墓で、399号墓の西辺区画に取

付くと共に、397号墓の区画東辺を侵食した後出の墓

である。埋土から土師器小皿小破片（256）が出土した。

15世紀後葉～ 16世紀初頭頃より以降の築造と推定し

た。以上の10基ではいずれも人骨の出土はなかった。

399 ～ 401号墓　399号墓は1.7×1.5ｍの長方形墓

だが、区画の南東隅がＬ字状に凹む形状は、先行す

る407号墓の区画北西角に規制を受けた結果である。

人骨ＳＸ194が15世紀前半代の常滑産甕（70）を蔵骨

器として出土、当墓はそれ以降の築造と考える。平

面上は下層土坑ＳＫ568（ⅠＡ類）が重複するが、別

の遺構である。幅0.2 ～	0.3ｍの通路を挟み407号墓

に西接する400号墓は2.4×1.5ｍの長方形墓で、399

号墓の区画南辺に取付いた後出の墓。区画東南端の

2ヶ所から人骨ＳＸ35・ＳＸ123が出土。蔵骨器はない。

空風輪Ａ0131、火輪Ａ0377、水輪Ａ0515 ～ 6を採取。

当墓の区画に取付いた後出墓が394・396号墓になる。

従って、区画配石の切合い関係から周囲の新旧関係

を示すと、407号墓→399号墓→400号墓→394号墓→

396号墓の順となる。幅0.3ｍの通路を挟み400号墓の

南隣にある401号墓は二重の方形区画であった。内側

1.0×0.9ｍ、外側1.6ｍ四方の方形墓。埋土から出土

の土師器小皿破片（201）は、15世紀中葉～後葉頃に

比定でき、当墓はそれ以降の築造であろう。火輪Ａ

0381を採取。重複する下層土壙ＳＫ562（Ⅲ類）は別

の遺構である。

402号墓　401号墓の南側2ｍの所にあり、その間を

幅0.2ｍ程の通路で繋ぐ。一辺1.5ｍの方形墓。遺物

はなかった。

403号墓　401号墓から下りてきて402号墓の北で

Ｌ字に曲がる墓間通路を転用した長径1.4×短径0.8

ｍの楕円形墓。402号墓より後出の墓。遺物はなかった。

404号墓　上記Ｌ字状通路の内側角にある。1.2×

1.1ｍの方形墓。区画東南端隅で人骨ＳＸ134が出土。

蔵骨器はない。北接する405号墓の区画南辺に取付く

ため、当墓の方が後出と判断した。

405号墓　1.9×1.2ｍの長方形墓。区画中心から

やや東にずれて0.1 ～ 0.2ｍ大の川原石が数個円形状

に集積され、その中心部から人骨ＳＸ121が出土。蔵

骨器はない。同じタイプは128号墓や406号墓にあ

る。空風輪Ａ0132を採取した。本例とはやや異なるが、

数個の扁平な川原石を箱状（直方体状）に組み合わ

せた納骨施設を有する墓は58号墓、351号墓、411号

墓などに類例がある。当墓は幅0.2 ～ 0.3ｍの墓間通

路を隔てて401・406号墓からは一定の独立性を保つ

一方、区画の南・東辺には404号墓、424・425号墓が

配石を共用して取付く形に配置構成される。従って、

当墓はこの小墓域の中心をなす可能性がある（写真

第５図）。

406号墓　通路を挟み405号墓の北隣に位置し、400

号墓と区画の一辺を共用する。1.9×1.3ｍの長方形

墓。区画東側に偏して前記405号墓の場合と同じく0.1

～ 0.3ｍ大の石の集積があり、人骨ＳＸ122が出土。

蔵骨器はない。空風輪Ａ0130、火輪Ａ0380、空風（火）

輪Ａ0869を採取。下層に火葬土坑ＳＫ567（ⅡＡ類）

がほぼ重複。その火は北隣407号墓の南側石列を焼い

ていた。419号墓との間にある通路内の３ヶ所で人骨

ＳＸ33・ＳＸ125・ＳＸ155の出土をみた。406・419

号墓の築造より後代の納骨と考える。ＳＸ33に伴出

の土師器小皿小片（257）は、16世紀前半代に比定で

きる。従って、406・419号墓の築造は当然16世紀後

半より以前になる。

407・408号墓　前者は一辺1.2ｍの方形墓、後者

は2.1×1.5ｍの長方形墓。相互に区画の一辺を共用

する。前者で空風輪Ａ0129、火輪Ａ0379、地輪Ａ

0689を採取。地輪は区画中心部に据わる。南に隣接
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した406号墓の下層で検出の火葬土坑ＳＫ567より先

行する墓である。後者では、区画の西北隅寄りで人

骨ＳＸ126が出土し、その側で水輪Ａ0518、地輪Ａ

0688を採取。蔵骨器はない。この埋土中から土師器

鍋破片（107）が出土、14世紀末～ 15世紀初頭頃に

比定される。408号墓はそれ以降の築造と考えた。外

接する墓間通路の石の間からも人骨ＳＸ124が出土し

たが、理由が判らない。ある時期に、当中世墓群へ

の納骨規制に変容が生じた可能性もある。

409号墓　239号墓と408号墓とに挟まれた空閑地

（墓間通路）に、239・240号墓の区画石列の一部を巧

みに利用して造られた1.5×0.8ｍの長方形墓。遺物

はなかった。

410号墓　240・408号墓に挟まれた墓間通路に、

411号墓の区画西角を侵食しつつ造られた後出の墓で、

長径1.0ｍ、短径0.8ｍの不整形を呈す。人骨ＳＸ127

が出土した。蔵骨器はなかった。

411号墓　410号墓に一部侵食を受けたが、本来は

一辺1.4ｍの方形墓。区画東端に0.3ｍ大の川原石５

個を箱状に組み合わせた納骨施設がある（58号墓や

351号墓にも類例）。しかし人骨ＳＸ228はその箱状石

組に北接した外側で出土。埋土中からは完形品に近

い土師器皿（137）・小皿（224）が出土した。共に15

世紀前葉～中葉頃のもので、当墓の築造もそれに比

較的近いと推測する（写真第６図）。この他、区画南

西端部でも人骨ＳＸ233が刀子（鉄09）などを伴って

出土しており、同一区画内部に納骨が複数回行なわ

れたと解釈できる。蔵骨器はなく、空風輪Ａ0114・

Ａ0116・Ａ0253を採取した。

412号墓　411・413号墓の境界で、墓間通路を転用。

413号墓の区画北西角を侵食した径0.7ｍ程の楕円形

墓。人骨ＳＸ54が出土。蔵骨器はない。埋土中に土

師器鍋破片（106）が混じる。それは14世紀末～ 15

世紀初頭頃に比定可能かも知れない。当墓築造はそ

れ以前ではあり得ない。

413号墓　419号墓の区画北東角に取付く。外画1.5

×1.2ｍの長方形墓。内側に更に0.9×0.9ｍの区画を

持ち、その中央に約0.3ｍ大の石が据わる。ほぼ中央

部で地輪Ａ0687を採取したが、それは内側区画の西

辺の一部を構成していた。外側区画の北西・南西端

部の２ヶ所に分れて人骨ＳＸ36およびＳＸ37が出土。

蔵骨器はない（写真第６図）。

414 ～ 418号墓　幅0.1 ～ 0.15ｍの通路を挟み413

号墓の東から南側へ逆Ｌ字状にめぐる５基。最東端

にある414号墓は1.5×0.8ｍの長方形墓。区画全体を

石敷きに造るのは302号墓に継いで10例目。空風輪Ａ

0118、地輪Ａ0678・Ａ0686を採取。隣接の415号墓は1.5

×1.1ｍの長方形墓。区画中央の東寄から人骨ＳＸ43

が出土し、空風輪Ａ0108、火輪Ａ0365を採取。南接

する416号墓は1.3×1.2ｍの方形墓。これも区画全面

が石敷きで、中央部と区画南西端の２ヶ所から人骨

ＳＸ110・ＳＸ141が出土。後者では土師器小皿破片

（223）が出土した。空風輪Ａ0103 ～Ａ0105、水輪Ａ

0511、地輪Ａ0677を採取。東接する441号墓との間の

通路内からも人骨ＳＸ44が出土。417号墓は一辺1.2

ｍの方形墓。区画東南端寄りの３ヶ所から人骨ＳＸ

42・ＳＸ111・ＳＸ112が出土。ＳＸ42からは完形品

の土師器小皿（259）が出土。15世紀中葉～後葉頃に比

定した。概ねそれに近い時期の築造と推定。火輪Ａ

0366を採取した。417号墓より後出の418号墓は、419

号墓との間の墓間通路を転用した0.9×0.5ｍの長方

形墓で、区画南西端部で人骨ＳＸ40が出土し、空風

（火）輪Ａ0838を採取した。なお、413号墓との間の

区画石の間でも３ヶ所から人骨ＳＸ129・ＳＸ130・

ＳＸ131が出土。とりわけこの一帯は納骨密集地帯の

観が強い。上述の人骨にはどれにも蔵骨器はない。

419号墓　418号墓に西接、1.8×1.2ｍの長方形

墓。区画中央部の2ヶ所から人骨ＳＸ45・ＳＸ46が出

土。空風輪Ａ0113、火輪Ａ0368を採取した。火葬土

坑ＳＫ577（ⅠＡ類）が一部重複するが、別の遺構であ

る。当墓は413・418・420号墓に先行する。408号墓

との間の通路を転用したようで、２ヶ所から人骨

ＳＸ124・ＳＸ154が出土。いずれにも蔵骨器はなかっ

た。

420号墓　419号墓に南接する一辺1.4ｍの方形墓。

３ヶ所に分散して人骨ＳＸ115・ＳＸ116・ＳＸ117が

出土した。蔵骨器はなかった。

421・422号墓　前者は418号墓同様に、墓間通路

を区切り墓に転用したもので、1.2×0.9ｍの長方形

墓。人骨ＳＸ113が出土、蔵骨器はない。空（風）輪

Ａ0286、空風（火）輪Ａ0839を採取。後者は1.1×0.8

ｍの楕円に近い長方形墓。地輪Ａ0676を採取した。
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423号墓　420・428号墓の墓間通路を区切って転用

した後出の墓。規模は1.4×0.4ｍと狭く、0.2ｍ内外

の石を円形に組んだ、径0.2ｍ余の納骨空間がある（写

真第６図）。人骨は３ヶ所から出土したが、ＳＸ47だ

けがその丸い穴からで、他の人骨ＳＸ114・ＳＸ164

は違う場所からの出土である。いずれも蔵骨器はな

い。空輪Ａ0007を採取した。

424・425号墓　共に405号墓の東側と東南側に取

付く後出の墓。前者は1.7×0.8ｍ、３ヶ所から人骨

ＳＸ39・ＳＸ118・ＳＸ119が出土。ＳＸ118からは土

師器小皿破片（208）が出土した。区画北辺の配石の

間からも人骨ＳＸ34が出土したが、当墓への埋納骨

かどうか不明。406号墓と419号墓との墓間通路から

も人骨ＳＸ120の出土がある。425号墓は1.2×0.9ｍ、

区画中央に平坦面を持つ径0.4ｍ大の石が据わるが、

直下での人骨の検出はなかった（写真第６図）。本来

はその上に五輪塔を設置したであろう。こういう石

の据わる例は319号墓ほかに20数例を数える。空風輪

Ａ0115 ～Ａ0117、地輪Ａ0622を採取。南側の区画外

で人骨ＳＸ133が出土。上記いずれの場合にも蔵骨器

はなかった。

426号墓　425号墓と430号墓との間の空閑地を転

用した1.3×0.9ｍの長方形墓。425号墓に接する区画

北寄りの配石上で前記人骨ＳＸ133を検出した。後代

性を示す。

427・428号墓　前者は426号墓の東にある長径1.5

ｍ、短径1.2ｍの楕円形墓。後者は前者の北東に接続

し、長径1.3ｍ、短径1.1ｍの楕円形墓。共に遺物は

なかった。

429号墓　428号墓の南にあり、2.2×1.4ｍの長方

形墓と想定した。区画の南西端隅から人骨ＳＸ132が

出土し、土師器小皿破片（212 ～ 215）も出土。火輪

Ａ0446を採取した。土師器小皿は15世紀中葉～後葉

頃に比定でき、当墓はそれ以降の築造かと推測する。

430号墓　426号墓の南にあり、現山道の開鑿によ

り削閉を受けた。規模は1.9×1.4ｍ以上と推定。区

画のやや東側に偏して小石（0.05ｍ内外）の集積が

あった（個別遺構第35図）。精査したが、どの石にも

墨書経文はなかった。

431・432号墓　427号墓に南接する。前者は墓間

通路を区切って1.5×0.8ｍの長方形墓とした。後者

は現山道開鑿で削閉を受けたため規模は不明だが、

1.6×0.7ｍ以上と推定。共に遺物等はなかった。

433 ～ 439号墓　区画配石の状況から一群の墓域

と想定する７基。433号墓は少なくとも３面を墓間通

路に囲まれた一辺1.2ｍの方形墓。空（風）輪Ａ0284、

空風（火）輪Ａ0837、相輪Ａ1034を採取。埋土中か

ら瀬戸産灰釉花瓶破片（50）が出土。434号墓は433

号墓の区画北辺に半円状に取付く後出の墓。長径0.8

ｍ、短径0.5ｍ。435号墓は433号墓と436号墓との間

の通路を区切り転用した0.9×0.6ｍの長方形墓。人

骨ＳＸ136が出土、蔵骨器はなく、空風輪Ａ0836を採

取。436号墓は1.3×1.2ｍの方形墓で、人骨ＳＸ135

が出土。当墓の埋土からは土師器小皿破片（225 ～

231）が出土した。436号墓の区画北辺を共用する437

号墓は1.5×1.4ｍの方形墓で、埋土から土師器小皿

破片（260）が出土。地輪Ａ0621などを採取。当墓と

434号墓との間にある438号墓は径1.1ｍの円形墓で、

火輪Ａ0364を採取。これに接しつつ437号墓の区画西

端角に取付く439号墓は、一辺0.6ｍの方形墓で、人

骨ＳＸ137が出土したが、蔵骨器はなかった。

440号墓　437号墓と441号墓との間の通路を仕切

り、437号墓の区画北端角に瘤のように取付く。0.7

×0.5ｍの方形墓。埋土から完形の土師器小皿（265）

が出土した。16世紀前葉～後葉代に比定でき、ほぼ

その時期に築造の可能性が大きい。

441・442号墓　437号墓と443号墓に挟まれて並立

し、1.2×1.1ｍの区画を２分する。前者は1.2×0.6ｍ、

後者は	1.1×0.5ｍである。遺物はない。なお、441

号墓と415・416号墓との配石間の通路からも人骨

ＳＸ44が出土。所属不明の人骨で、もちろん蔵骨器

もなかった。

443号墓　先述249号墓の区画南辺を共用して取付

く後出の443号墓は、2.0×1.2ｍの長方形墓。埋土を

削りつつ下層遺構を検出する作業段階で、12世紀後

半代の常滑産三筋壺（42）を蔵骨器とした人骨ＳＸ

193が出土し、瓦器小碗（41）を蓋に転用していた（個

別遺構第37図）。三筋壺、瓦器碗はともに、12世紀後

半～ 12世紀末（ないし13世紀初頭）を中心とする時

期に属する（遺物第45図・写真第９図）。通常、出土

遺物の年代とそれが副葬された墓の築造との間には

タイムラグを考慮すべきで、口縁部を欠く三筋壺に
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はそれなりの伝世期間があったはずである。また瓦

器碗にしても、蔵骨器の蓋に転用されるまでには時

間的経過を考慮する必要がある。日常雑器だから伝

世しないと思うのは現代人の臆測に過ぎない。当墓

の築造を13世紀前葉ないし前半代まで下げて今は考

えておくが、墓の位置関係から見ると、それでも古

すぎるという印象はあり、場合によっては13世紀後

半から14世紀代にも下る可能性もある。

444・445号墓　前者は443号墓と445号墓との間の

通路を区切り転用した後出の墓。規模0.6×0.4ｍの

不整形。遺物はない。後者は、1.0×0.9ｍの方形墓

で、空風（火）輪Ａ0826、空風火輪Ａ0782、水地輪

Ａ0880、地輪Ａ0617 ～Ａ0618、一石五輪塔Ａ0952 ～

0953、Ａ0984、Ａ1010、などを採取した。

446 ～ 449号墓　437号墓に東接する一群の墓。

446号墓は、447号墓と449号墓との区画配石の交点

を南角とした1.0×0.8ｍの方形墓と推定。空風輪Ａ

0096 ～ 0097を採取した。447号墓は0.4 ～ 0.5ｍ大の

石に囲まれた1.0×0.7ｍの長方形墓。埋土から土師

器小皿破片（262）が出土した。地輪Ａ0619を採取。本

来は墓間通路だった可能性が高い。448号墓は現在の

山道開鑿により削平を受けたが、1.7×0.9ｍ以上の

規模を想定。区画南西端から人骨ＳＸ138が出土し、

土師器小皿破片（261）を伴出、15世紀後葉～ 16世紀

初頭頃に比定しうる。空風（火）輪Ａ0833 ～Ａ0835、

水輪Ａ0510、一石五輪塔Ａ0986を採取。この一石五

輪塔は区画配石に転用された可能性がある。449号墓

は448号墓の区画配石の一部を共用して北側に後から

取付いた1.0×0.9ｍの方形墓。遺物はなかった。

450 ～ 455号墓　450号墓は、幅0.3ｍの通路を

挟み449号墓の北にある1.4×1.2ｍの方形墓。区画

南寄りから人骨ＳＸ139が出土。蔵骨器はない。空

（風）輪Ａ0301、空風火輪Ａ0795 ～Ａ0797、地輪Ａ

0683 ～Ａ0684、一石五輪塔Ａ0949等を区画配石に転

用し、造墓時期の後代性を示す。北接する451号墓

は、1.4×1.2ｍの方形墓で、（空）風火輪Ａ0783、地

輪Ａ0620・Ａ0682を採取。地輪Ａ0682は区画配石に

転用された可能性がある。250号墓の南側にある452

号墓は1.3×0.7ｍ。遺物はない。極めて残存度の悪

い453 ～ 455号墓の想定規模は順に、0.8×0.5ｍ以上、

1.5×1.2ｍ、1.2×0.6ｍ以上とした。453号墓では

火輪Ａ0361を、454号墓では空風輪Ａ0099・Ａ0280・

Ａ0281、空風火輪Ａ0827・Ａ0784・Ａ0828、水輪Ａ

0509、一石五輪塔Ａ0929・Ａ0985・Ａ1011などを採

取した。455号墓の地輪Ａ0685は区画配石の一部に転

用されていた。

456 ～ 458号墓　257号墓の南側の一群。456号墓

は1.0×0.9ｍ、457号墓は0.7×0.6ｍ、458号墓は1.0

×1.0ｍ。いずれも人骨はなく、456号墓で空風輪Ａ

0101 ～Ａ0102・Ａ0282、空風火輪Ａ0830 ～Ａ0832な

どを採取。一部は区画配石に転用されていた。また、

458号墓では阿弥陀仏浮彫石Ａ1049を１点採取した

（遺物第52図・写真第17図）。

459・460号墓　257号墓の区画南辺に取付く459号

墓は1.3×1.1ｍと推定される。460号墓は1.4×1.1

ｍの長方形墓と推定。約0.26ｍの盛土状の高まりを

認め得る。出土人骨はなく、空風輪Ａ0248・Ａ0298、

火輪Ａ0447 ～Ａ0448、水輪Ａ0550、一石五輪塔Ａ

0999ほかを採取した。

②… 墳丘（無配石・盛土のみ）状遺構
227号墓　226号墓の北隣にある長径約2.5ｍ、短径

約2.0ｍの楕円形状墳丘墓。高さ約0.4ｍの盛土が残

る。盛土の周囲に幅0.8 ～ 1.0ｍ、深さ0.3 ～ 0.45ｍ

の周溝ＳＤ877が巡る。遺物はなく、時期は不明。こ

の周溝は、221号墓の周囲に掘られた周溝ＳＤ875 ～

876を切っており、221号墓より新しい。

235号墓　226号墓の南、234号墓の東隣にある。径

約2.0ｍ余を測る円形状の墳丘墓である。高さ約0.36

ｍの盛土が残る。12世紀後半代の渥美産壺（43）を

蔵骨器とした人骨ＳＸ205が、刀子（鉄参考36）を副

葬品として出土した。約0.25ｍ大の扁平な石（厚さ

約0.1ｍ）を蓋にしていた。他に地輪Ａ0675を採取。

本墓の築造時期は、渥美産壺（43）を指標にしてそ

れ以降になるが、早ければ12世紀末以降～ 13世紀前

半代以降と想定しておきたい。

236号墓　235号墓の東にある。長径約3.5ｍ、短径

約2.5ｍの楕円形状墳丘墓。高さ0.3ｍの盛土が残る。

幅0.5 ～ 1.2ｍ、深さ0.35 ～ 0.65ｍの周溝ＳＤ878が

巡る。周溝内から15世紀中葉～後葉頃と思しき土師

器小皿の破片（238）が出土しているので、溝の埋没

はそれ以降のことかと思う。この周溝ＳＤ878は、前

記227号墓の周溝ＳＤ877を更に切っているため、新
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旧関係は221号墓→227号墓→236号墓の順に新しくな

る。主体部からの出土遺物がなく、221号墓の築造時

期も決定しがたく、新旧関係しか判らない。

③… 推定幹線墓道
Ａ地区の460基に及ぶ墓群が最初から存在したわけ

ではないが、最終的にその墓域へ至る墓道には、三

方面からのアプローチが考えられる。１）調査区西

側からの道、２）調査区北側尾根筋からの道、３）

調査区東側Ｂ～Ｃ地区方面からの道、である。

１）と３）は現在の山道と一部重複する。前者は現・

伊勢寺町を通る県道合ヶ野松阪線の横滝方面から平

林池を経て来る山道で、調査区Ｉ14地点、即ち181号

墓～ 179号墓の西側に至るが、現状では進入後の経

路が不明瞭だった。後者の３）は、県道丹生寺一志

線の五輪峠や岡山町、西野町方面から調査区東側の

尾根筋を登って来る現道と重なり、Ｂ地区の461号墓

（墳丘Ａ）、463号墓（墳丘Ｃ）の側を通ってＡ地区の

257・258号墓～ 459・460号墓辺りへ至る（途中で伊

勢寺町方面からＣ地区東側に達する山道が接続して

いる）。２）は伊勢寺町井関地区から向側池の裾を登っ

てきて、調査区Ｓ～Ｔ10地点、１・２号墓、12号墓

の北側に至る道である。就中、２）及び３）の利用

頻度は高かったであろうと考える。

以下に、２）の経路でＡ地区へ進入した後の、主

要な幹線墓道を辿っておきたい（遺構第10図～ 16図）。

左手に１・２号墓を見ながら、幅0.7ｍ内外の溝状

に掘り窪んだ斜面を登ること約30ｍで、両側に二重

の石列が残る地点に至る。右手に120・122号墓、左

手に73 ～ 75号墓が並ぶ。この間の比高差は約7.5ｍ

（途中、右側尾根上墓地や左側の各テラスへと通じる

墓道が分岐する）。前方正面に見える79号墓の手前が

大きな分岐点になる。

その分岐点で道を右手に取り、131号墓との間を抜

けると平坦な空間に出る。正面にやや小高い182号墓

（先に「納骨堂」と推定）があり、一つはやや南西に

折れて162・262号墓の間を通り174 ～ 181号墓等の墓

域へ至る。これは主に西部域斜面、山頂部及び南・

西側斜面の墓域へ至る幹線墓道と考える。

79号墓手前の分岐点で、今度は道を左手に取り

77・78号墓との間を抜け、81号墓の南でややクラン

クした後、左手に伊勢湾を望みながら、90 ～ 97号墓

が並ぶ南側に沿って進むと、217号墓のある尾根筋上

に出る。これが、主に東部斜面、中央尾根筋から南・

東斜面の墓域等へ至る幹線墓道であろう。217号墓の

手前で右折して、210号墓と214号墓に挟まれた墓間

通路をＬ字にとって西行すれば、182・183号墓（推

定納骨堂）へも容易に行けた。斜面に築造の墓地は

等高線に平行に造られるため、217号墓のある中央尾

根筋上から南斜面の墓域へは幾つかに分岐する墓道

が比較的整然と残っていた。分岐したのちの箇々の

墓間通路については、必要に応じ本文中に述べてき

たのでここでは省略に従う。

墓道とは言え、全てが一定の幅員・形態で構成さ

れる訳ではない。墓を区画する配石列の上を歩いて

も行けるからである。実際、かつて伊賀上野市長田

の西蓮寺（天台宗真盛派）境内の墓地で実見した所

では、斜面の密集した墓域になると、川原石で区画

された墓相互の間に隙間はなく、人一人がやっと通

れるほどの、幅0.2ｍ前後の石列がそのまま通路とし

て機能していた（その後実施された同寺墓地改葬・

整備事業以降の状況は未見である）。西蓮寺墓所（註

6）とは時代は異なるが、今回の遺構検出結果を見れ

ば、同様の状況は横尾墳墓群にも、とりわけ南・東

斜面の配石区画墓が密集する地帯にもあったのであ

り、それを前提に遺構編でその都度言及した。

なお、Ａ地区で火葬も埋葬もした時期はともかく、

後のＢ～Ｃ地区の存在・機能を考えると、少なくと

も上記２）と３）のルートは併存して使用されたと

考えるべきであろう。その場合には、３）は主に遺

体火葬時の、１）や２）は主として墓参時に使用さ

れるルートとして機能した時代があったのではない

だろうか。

註6　上野市遺跡調査会、上野市教育委員会編『西蓮寺墓所

発掘調査報告』1993年。

[下層検出遺構]

④… 土坑（土壙）群（第15表・遺構第17 ～ 22図）
当中世墓で検出した土坑数は、Ａ地区で135基、Ｂ

地区で168基、Ｃ地区で106基、計409基に上る。因み

に遺構規模の平均値は、全体では長径1.05ｍ、短径

0.76ｍ、深さ0.27ｍだが、Ａ地区の土坑の平均値は

長径	1.19ｍ、短径0.83ｍ、深さ0.26ｍに対し、Ｂ地
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区の場合は長径	0.94ｍ、短径0.70ｍ、深さ0.23ｍ、

またＣ地区では長径	1.01ｍ、短径0.73ｍ、深さ0.32

ｍであった。

平均規模でみると、Ａ地区土坑群の平面形は他に

比してやや大きく、Ｂ地区ではやや小さい傾向にあ

る。深さにおいてはＣ地区の土坑群がやや卓越して

いる。Ｃ地区では縄文時代の遺物が出土しているの

で、何らかの関連を考慮すべきかも知れないが、縄

文時代の土坑として明確に認識できるものはなかっ

た。なお、Ｐ12地区のＳＫ465を北端とするＡ地区の

土坑群にあっても、Ｌ24 ～Ｐ24ライン以南で密集し

て検出したのは小規模なものが多く、形態的にもＢ

地区土坑群との連続性を認め得る。葬送儀礼の何ら

かの変容がそういう違いに反映されていると思う。

注：以下土坑（壙）群の報告文中に並記する三つの数値は、

　　それぞれの法量、即ち長径・短径・深さを順に表す。

ＳＫ465 ～ 467　隅丸長方形に近いＳＫ465は1.2

ｍ、0.9ｍ、0.17ｍで、遺物はなく、時期も不明であ

る。ＳＫ466は1.6ｍ、0.6ｍ、0.15ｍの長楕円形。掘

形の肩や壁面に沿って強い火を受け赤く焼け締った

土が帯状（以下焼土帯と略称する）に遺る。埋土に

多量の炭化物が混在し、少量の人骨ＳＸ179が出土し

た。火葬土坑と考える。ＳＫ467は1.1ｍ、1.1ｍ、0.2

ｍの隅丸方形。埋土中に焼土と炭化物が混在し、底

部から土師器小皿（160 ～ 162）が３枚出土した。そ

の皿は14世紀後半から15世紀初頭までのものであろ

う。ほぼその時期に当該土坑で火葬した後に、そこ

をそのまま墓として造成した火葬墓の可能性もある

のではないかと想像した。

ＳＫ468 ～ 473　基準杭Ｋ15の東側４ｍの所にあ

るＳＫ468は1.0ｍ、0.8ｍ、0.13ｍ。切合い関係から

ＳＫ480より古い。平面上145号墓と155号墓との境目

に当たる。ＳＫ469は0.5ｍ、0.4ｍ、0.16ｍと小さく、

炭化物を含む埋土中から人骨ＳＸ182が出土。ＳＫ

470は1.8ｍ、1.3ｍ、0.1ｍで、西斜面の側を開く不

整形楕円。３ヶ所から人骨（ＳＸ196 ～ 198）が出土。

すぐ北隣のＳＫ471は2.2ｍ、1.3ｍ、0.18ｍで、掘形

に焼土帯が遺る。埋土に炭化物が混じり、底部には

火を受けて焼けた0.3 ～ 0.4ｍ大の川原石が２個あっ

た。人骨は遺らず、火葬土坑の可能性が高い。ＳＫ

472は1.4ｍ、0.8ｍ、0.15ｍで、埋土中に焼土と多

量の炭化物を含み、人骨ＳＸ264が出土した。大半が

129号墓と重複する。ＳＫ473は0.6ｍ、0.4ｍ、0.14

ｍと小さく、焼土と炭化物だけを検出した。時期不

明の火葬土坑と考えた。

ＳＫ474 ～ 475　共に、北尾根支群第一テラスの

10号墓・11号墓の直下にそれぞれ重複し、両区画墓

と一体となる土壙で、前者は0.95ｍ、0.6ｍ、0.17ｍ、

後者は1.0ｍ、0.6ｍ、0.16ｍの楕円形。出土遺物は

なく、時期は不明である。

ＳＫ476 ～ 479　西部域ブロックの南西端で、一

段低い平坦地に174号墓以下の8基がＬ字状に並ぶ

（第13図）。ＳＫ476は175・176号墓と一部重複しつつ、

８基の墓群に囲まれる位置にあり、2.8ｍ、1.6ｍ、0.21

ｍの二等辺三角形状を呈す。埋土中から焼土・炭化

物・人骨片ＳＸ183を検出。底部中央に0.4×0.2ｍ

大の川原石が１個遺る。規模からみても土壙墓とは

考えがたく、ここで何度か荼毘に付した可能性が高

い。埋土中から15世紀後半代の常滑産甕のＮ字口縁

破片（75）が出土した。当該土坑はそれ以降の火葬

土坑であろう。174 ～ 181号墓の被葬者の何人かはこ

こで火葬された可能性もある。ＳＫ477は斜面に穿た

れている。1.5ｍ、1.0ｍ、0.25ｍで遺物はなく、時

期不明。ＳＫ478は1.7ｍ、1.3ｍ、0.05 ～ 0.1ｍの土

坑。中に、長辺1.0ｍ、短辺0.6ｍ、高さ0.6ｍ大の石

が２個、平坦面を揃えて据えてある（高熱によりひ

び割れて２個になった可能性が高い）。土坑というよ

り厳密にはその石を据えるための掘形である。石は

相当に火を受けて焼けており、立面には煤も付着し

ていた。この石の上に棺桶（又は有機質のもので包

んだ亡骸）を安置し可燃物で覆い荼毘に付した火葬

施設である。埋土からは多量の炭化物に混じり、焼

土や人骨片ＳＸ109、釘２本（鉄46・47）が出土した。

当初からの機能であったかどうか確証はないが、石

は繰返し使われる「火葬用の棺台」になったであろう。

東隣のＳＫ479は1.4ｍ、0.85ｍ、0.44ｍで、概ね173

号墓と重複し、埋土中に焼土と炭化物が混入するの

みで、時期は不明だが、173号墓造成以前の火葬土坑

である。

ＳＫ480 ～ 481　ＳＫ480は1.1ｍ、0.8ｍ、0.23ｍで、

埋土中に炭化物が混じる以外は何もなかった。切合

い関係からＳＫ468やＳＫ481より新しい。平面上145
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号墓とは重複するが、別の遺構である。ＳＫ481は1.4

ｍ、1.3ｍ、0.2ｍで、埋土中に炭化物が少量混じる

ものの、焼土・焼石等は検出されず、古銭（銭10「嘉

祐元寳」か？）と刀子（鉄14）が出土。これを副葬

品とした土壙墓であろう。

ＳＫ482 ～ 483　斜面崩落で平面馬蹄形にしか遺

らぬが、切合い関係からＳＫ496より後出の土坑ＳＫ

482は1.6ｍ、1.2ｍ、0.18ｍで、埋土には炭化物が混

入し、土師器小破片（皿か？）が出土した。土壙墓

と推測（個別遺構第35図）。ＳＫ483は1.75ｍ、1.0ｍ、

0.35ｍで、出土遺物はない。

ＳＫ484 ～ 486　北尾根支群の第五テラスにある

土坑で、ＳＫ484は0.5ｍ、0.5ｍ、0.2ｍ、ＳＫ485は	

0.7ｍ、0.5ｍ、0.17ｍ、いずれも埋土中に焼土・炭

化物の混入があり人骨片（ＳＸ184・ＳＸ185）が出

土した。ＳＫ486は東側が崩落して遺らぬが、規模は

1.4ｍ、1.25ｍ、0.21ｍで、出土遺物はなく、平面上

は概ね56号墓と重複する。

ＳＫ487 ～ 493　ＳＫ487は2.2ｍ、1.0ｍ、0.41ｍ

で、掘形に焼土帯の遺る長楕円形の土坑。埋土中に

焼土や炭化物、火を受けた川原石などが混在し、人

骨片ＳＸ234のほか、土師器皿（130）や小皿（171

～ 178）が計９枚出土した。火葬土坑をそのまま墓

にした火葬墓と考える。完形の小皿（171 ～ 173）に

は15世紀中葉前後の時期を与えうる。ＳＫ488 ～ 490

は前述182号墓の盛土除去後の検出による。ＳＫ488

は0.6ｍ、0.45ｍ、0.31ｍ、ＳＫ489は0.8ｍ、0.7ｍ、0.48

ｍ、ＳＫ490は0.5ｍ、0.4ｍ、0.42ｍと平面形は小さ

いものの比較的深い。いずれも出土遺物はなく、時

期は不明。経塚との関連性も考慮すべきかも知れな

い。ＳＫ489は182号墓の中心部にあたる。ＳＫ491は

1.1ｍ、1.0ｍ、0.21ｍの不整形で、地輪Ａ0766が出

土した。ＳＫ492は1.5ｍ、0.7ｍ、0.25ｍの不整形で

人骨ＳＸ246が出土したが、時期は不明。ＳＫ493は

1.1ｍ、0.6ｍ、0.15ｍの不整形で、人骨ＳＸ247及び

刀子（鉄参考42）が出土した点からみて、時期不明

の土壙墓としたい。

ＳＫ494 ～ 496　平面上191号墓と重複するＳＫ

494は0.9ｍ、0.55ｍ、0.33ｍで、埋土中に炭化物を

含み、人骨ＳＸ219と14世紀中葉～後葉ころの完形の

土師器皿（122）が出土した。少なくとも14世紀後半

代頃に築造の土壙墓と推測する。ＳＫ495は1.0ｍ、0.9

ｍ、0.59ｍで、埋土中から山茶碗破片（12世紀中～

後葉）やロクロ土師器皿破片（38）が出土しており、

12世紀後半以降に築造の土壙墓と推測。ＳＫ496は1.5

ｍ、0.8ｍ、0.52ｍで先述ＳＫ482より古く、出土遺

物はない（個別遺構第35図）。

ＳＫ497 ～ 499　南斜面のＳＫ497は1.0ｍ、0.9ｍ、

0.23ｍ。底部で0.15 ～ 0.25ｍ大の石に囲まれて土師

器片（器種不明）と鉄釘２本（鉄48・49）及び燧
ひうちがね

金（鉄

22）が出土。土壙墓とした（個別遺構第40図）。ＳＫ

498は1.05ｍ、1.05ｍ、0.16ｍで、平面形状は隅丸三

角形の土坑。底部に0.2 ～ 0.3ｍ大の川原石が間隔を

置いて２個据わり、15世紀中葉～後葉ころの完形の

土師器小皿（165）が出土した。ほぼその時期に近い

土壙墓である。ＳＫ499は1.3ｍ、1.1ｍ、0.5ｍ。底

部から土師器片（皿？）と刀子（鉄８）が１本出土

した。時期不明の土壙墓と考えた。　

ＳＫ500　2.0ｍ、1.5ｍ、0.75ｍの土坑。埋土中に

焼土・炭化物が少量混じり、13世紀前葉～中葉の山

茶碗破片（54）が出土したので、それ以降の火葬土

坑と推測。火を受けた0.2ｍ大の川原石が掘形底部西

辺に沿って一列に四個並ぶ。人骨ＳＸ186も出土。平

面上は、おおむね283号墓と重複するものの、別個の

遺構である。

ＳＫ501 ～ 504　ＳＫ501は、1.45ｍ、1.3ｍ、0.32

ｍで、厚い焼土帯を遺す火葬土坑である。多量の炭

化物と共に人骨ＳＸ187と和鏡小破片が出土した。和

鏡は熔解・屈曲している。熱残留磁化測定結果では

950年±150年と出ているが、出土遺物からは時期は

決めがたい。南隣のＳＫ502は0.85ｍ、0.65ｍ、0.08

ｍと小規模で、埋土中から炭化物に混じり人骨片

ＳＸ188が出土した。ＳＫ503は0.9ｍ、0.5ｍ、0.12

ｍの不整形楕円で、埋土中から14世紀末～ 15世紀前

葉の土師器小皿の破片（186）が出土した。それより

後に築造された土壙墓であろう。ＳＫ504は1.55ｍ、

1.1ｍ、0.34ｍの隅丸長方形で、埋土から14世紀中葉

～後葉の土師器皿の破片（119）が出土したので、そ

れ以降の造墓だろうが、重複する上層の199号墓と上

下一体の遺構になる可能性もある。

ＳＫ505 ～ 507　ＳＫ505は1.0ｍ、0.8ｍ、0.27ｍ

で東南辺掘形に焼土帯が遺る。切合い関係からＳＫ
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506より古い。埋土中に炭化物を含み、人骨ＳＸ294、

土師器小碗（84）、刀子（鉄05）１点が出土した。小

椀（15世紀後半代）とほぼ同時期相当の火葬墓であ

ろう。ＳＫ506は1.2ｍ、1.1ｍ、0.24ｍで、掘形に焼

土帯が遺る。切合い関係からＳＫ505より新しく、埋

土中に炭化物を含むと共に、0.5ｍの間隔を置き底部

2 ヶ所から人骨ＳＸ159・ＳＸ295が出土したが、火

葬土坑が重複した可能性もある。前者ＳＸ159には

刀子（鉄３・鉄11）が２本副葬されていた。上層に

ほぼ重複する292号墓と一体の遺構になる可能性もあ

る。ＳＫ507は1.2ｍ、0.85ｍ、0.73ｍの土坑。埋土

中に炭化物が混じり、人骨ＳＸ189と完形の土師器小

皿（166）が出土した。この小皿（15世紀前葉～中葉

代）とほぼ同時期の土壙墓であろう。

ＳＫ508 ～ 510　平面上307号墓と重複するＳＫ

508は1.0ｍ、0.8ｍ、0.15ｍ、またＳＫ509は1.2ｍ、1.05

ｍ、0.17ｍで、共に出土遺物はない。206号墓と重複

のＳＫ510は1.65ｍ、1.5ｍ、0.11ｍで、掘形に厚い

焼土帯が遺る。埋土中から多量の炭化物に混じり人

骨片ＳＸ191も出土した。底部に焼けた0.2ｍ大の石

が一個のこり、刀子（鉄13）が出土した。206号墓は

火葬土坑ＳＫ510の直上に造られたのではないかと推

測できる。時期は決めがたいが、ＳＫ487・ＳＫ501

と等間隔に並ぶのは偶然ではないかも知れない。

ＳＫ511 ～ 513　207号墓の下層遺構であるＳＫ

511は0.45ｍ、0.4ｍ、0.15ｍと小規模で、人骨片

ＳＸ167と刀子（鉄24・鉄参考32）が２本伴出した。

207号墓の埋納遺物である。ＳＫ512は1.3ｍ、0.5ｍ、

0.21ｍで、多量の炭化物に混じって人骨片ＳＸ192が

出土し、ＳＫ513は0.5ｍ、0.5ｍ、0.16ｍで出土遺物

はなく、共に時期不明の土壙墓とするしかない。

ＳＫ514　100号墓に伴う下層遺構で、東側の斜面

が崩落したため三方しか遺らないが、現状で2.3 ～

2.6ｍ×1.2ｍ以上になる墳丘の中心部下層にある方

形土坑である。その規模は1.72ｍ、0.7ｍ、0.56ｍで、

三方に溝ＳＤ874が残る。見晴らしのよい場所に築か

れた方形周溝墓である。当該土壙の底部から13 ～ 14

世紀代の完形の青磁碗（63）が１点出土した。この

墓は、遅くとも14世紀後半以降には出現した可能性

がある（個別遺構第39図・遺物第46図）。

ＳＫ515 ～ 519　ＳＫ515は1.05ｍ、0.75ｍ、0.3

ｍで、13世紀末～ 14世紀末葉頃の土師器皿と小皿の

破片（117・150）が出土した。少なくともそれ以降

に築造の土壙墓である。ＳＫ516は2.0ｍ、1.15ｍ、0.3

ｍで、出土遺物はない。ＳＫ517は1.3ｍ、1.1ｍ、0.17

ｍ。埋土中に焼土・炭化物が顕著で、人骨片ＳＸ207

が出土したが、築造時期の手がかりを欠く火葬墓。

ＳＫ518は0.7ｍ、0.5ｍ、0.17ｍと小規模で、出土遺

物のない時期不明の土壙墓である。ＳＫ519は1.35ｍ、

1.1ｍ、0.39ｍで、底部から刀子（鉄６）が出土した。

これも時期不明の土壙墓とするしかない。

ＳＫ520 ～ 521　ＳＫ520は1.0ｍ、0.8ｍ、0.23ｍ

で、底部北東側から刀子（鉄07）が出土した時期不

明の土壙墓。当該土壙墓から南側へ約0.4ｍの地点で

７世紀末～８世紀初頭の小型の須恵器甕（17）と７

世紀末～８世紀前半頃の須恵器杯蓋（14）が出土し

た。前者（17）には人骨ＳＸ158が充満していた。平

面上、甕の出土位置は311号墓と316号墓との境界に

据わる0.4ｍ大の石のほぼ直下に当たる。ＳＫ521は

1.6ｍ、1.3ｍ、0.11ｍで、掘形に厚い焼土帯が遺り、

埋土中に焼土・炭化物を含む。底部全面は敷詰めた

ような灰に覆われていた。灰には筵織目が明瞭に遺

り、あたかも一枚の筵が灰と化してそのまま埋もれ

たかのような状況であった。灰を除去すると、２ヶ

所から人骨ＳＸ190及びＳＸ286が出土した。あるい

は、葬儀に際して棺桶はなく、亡骸を筵に包んで現

地に運び、荼毘に付したあと、最後にその筵を焼き

捨てて墓にしたかとも推測できる。時期は不明なが

ら、印象的な火葬墓であった。

ＳＫ522 ～ 526　ＳＫ522は1.1ｍ、0.8ｍ、0.26ｍ

で遺物はない。216号墓とほぼ重複している。ＳＫ

523は1.15ｍ、0.9ｍ、0.08ｍで、位置的には217号

墓と313・314号墓との間の通路直下に当たっている。

ＳＫ524は1.4ｍ、1.2ｍ、0.17ｍで、刀子（鉄10）が

一点出土した。同じく刀子（鉄参考37）が出土した

ＳＫ525は1.3ｍ、0.9ｍ、0.23ｍで、共に時期不明

の土壙墓である。ＳＫ526は1.0ｍ、0.8ｍ、0.3ｍで、

出土遺物はなく、これも時期不明の土壙墓と考える

しかない。

ＳＫ527 ～ 528　ＳＫ527は1.0ｍ、0.65ｍ、0.2ｍで、

切合い関係からＳＫ528より古い。埋土中から７世紀

末～８世紀前半の須恵器杯蓋の破片（15）と８世紀
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前葉～中葉頃の須恵器杯蓋破片（16）が、底部から

は刀子（鉄19）が出土した。時期不明の土壙墓。前

者の蓋破片（15）はＢ地区ＳＫ613出土の破片と接合

できた。ＳＫ613で火葬した遺骨をＳＫ527に葬った、

というのも可能性の一つか。ＳＫ528は1.25ｍ、1.2ｍ、

0.26ｍで、掘形の肩から壁面にかけて固く焼き締っ

た焼土が帯状に巡る。埋土中に炭化物を含み、底部

から人骨ＳＸ195と火を受けて焼けた0.3ｍ大の石が

出土した。明らかに火葬土坑で、埋土中から出土の

土師器小皿破片（167）は15世紀前葉～中葉のものゆ

え、それ以降の火葬土坑と推定する。

ＳＫ529 ～ 532　ＳＫ529は1.1ｍ、1.0ｍ、0.21ｍ

で、掘形の切合い関係からＳＫ530より新しい。ＳＫ

529より古いＳＫ530は1.4ｍ、0.95ｍ、0.34ｍで、平

面上は概ね349号墓と重複する。共に遺物はなく、時

期不明の土壙墓とする。ＳＫ531は1.1ｍ、0.95ｍ、0.38

ｍで、埋土中に炭化物を含み、土師器皿（131）等６

枚が出土した。皿は14世紀末～ 15世紀前葉頃のもの

で、ほぼその時期の火葬墓と想定した。ＳＫ532は1.35

ｍ、1.0ｍ、0.3ｍで、13世紀中葉～後半頃の完形の

山茶碗（58）が出土した。従って13世紀後半以降（遅

くとも13世紀末～ 14世紀初頭頃）の土壙墓であろう。

平面上ほぼ重複するが、一応348号墓とは別の遺構と

しておく。

ＳＫ533　221号墓と一体の遺構。1.8ｍ、1.55

ｍ、0.29ｍで掘形に焼土帯が巡る。埋土中に炭化物

が混じり、人骨ＳＸ199と刀子（鉄04）が1本出土し

た。当該土壙は南側に狭い陸橋部を持つ幅0.6 ～ 0.8

ｍ、深さ0.3 ～ 0.4ｍの周溝ＳＤ875 ～ＳＤ876を伴

う方形周溝墓である。両周溝は隣接する227号墓の周

溝ＳＤ877に切られており、それより古い。周溝を含

む全体の規模は約3.5×3.4ｍと推定できる。荼毘に

付した火葬土坑ＳＫ533を中心に、周溝・盛土・配石

区画によって一単位の墓を築造した。周溝埋土から

ロクロ土師器皿破片（36・37、11 ～ 12世紀代）が出

土。造墓は当然それ以降になるが、伊勢湾を眺望す

る見晴らしのよいこの位置には、当山でも比較的早

い段階に中世墓が出現したであろう。

ＳＫ534 ～ 536　Ｊ21地区にある3基。ＳＫ534は

1.05ｍ、0.7ｍ、0.08ｍと浅いが、掘形に焼土帯を持

ち、底部から人骨ＳＸ287が出土した。火葬土坑と考

える。ＳＫ535は0.8ｍ、0.65ｍ、0.21ｍで、鉄釘片

（鉄50・51）の出土はあるが、焼土や炭化物などは一

切なく、火葬土坑か否か不明。埋土中から15世紀中

葉頃の土師器皿破片（128 ～ 129）が出土。それ以降

に築造の土壙墓としたい。ＳＫ536は0.75ｍ、0.55ｍ、

0.22ｍで、出土遺物が一切なく、時期不明の土壙墓

としておく。

ＳＫ537 ～ 542　ＳＫ537は掘形に焼土帯を遺す

不整形火葬土坑で、1.35ｍ、0.68ｍ、0.17ｍである。

人骨片ＳＸ163が出土。ＳＫ538の平面形はＳＫ537に

類似し、1.2ｍ、0.6ｍ、0.16ｍ。掘形に焼土帯を遺

し、埋土中からは炭化物と人骨片ＳＸ166が出土。火

葬土坑の可能性が高い。ＳＫ539も掘形に焼土帯を

遺す火葬土坑で、1.2ｍ、0.95ｍ、0.44ｍ。埋土中に

炭化物が混じり、人骨片ＳＸ200が出土した。底部に

0.3ｍ大の焼石が２個並ぶ。切合い関係からＳＫ540

より新しい。ＳＫ539より古いＳＫ540は1.3ｍ、0.8

ｍ、0.42ｍで、焼土帯や炭化物等は一切ない。埋土

中に15世紀後葉～ 16世紀初頭頃の土師器小皿小破片

（251）が混じっており、それ以降に築造の土壙墓と

推測。ＳＫ541は1.2ｍ、0.7ｍ、0.34ｍ、ＳＫ542は1.5

ｍ、0.85ｍ、0.35ｍで、後者の底部からは刀子２本

（鉄26・鉄参考41）が出土するが、共に時期不明の土

壙墓とするしかない。切合い関係から前者ＳＫ541の

方が新しい。

ＳＫ543 ～ 547　ＳＫ543は1.1ｍ、1.0ｍ、0.23ｍ、

ＳＫ544は1.59ｍ、0.9ｍ、0.34ｍ。いずれも遺物等

はなく、時期不明の土壙墓。ＳＫ545は1.2ｍ、0.65ｍ、

0.5ｍで、14世紀末～ 15世紀前葉ころの土師器皿の

破片（132 ～ 134）が複数出土した。概ねその時期に

近い土壙墓と推定。ＳＫ546は0.6ｍ、0.5ｍ、0.08ｍ

とやや小規模だが、掘形に焼土帯が遺り、埋土中に

多量の炭化物を含む。人骨片ＳＸ201も出土し、底部

には0.1ｍ×0.08ｍ大の川原石が１個遺る。火葬土坑

である。ＳＫ547は1.25ｍ、0.9ｍ、0.25ｍで、遺物

等はなく、時期不明の土壙墓としておく。

ＳＫ548 ～ 552　ＳＫ548は1.0ｍ、0.7ｍ、0.5ｍで、

遺物はなく、時期不明。ＳＫ549は1.35ｍ、1.3ｍ、0.35

ｍで、焼土帯や多量の炭化物のほか、人骨片ＳＸ202

も出土したので火葬土坑である。ただ、15世紀前葉

～中葉ころの土師器小皿（193～196）４枚の出土もあ
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り、火葬後その直上に造墓した可能性がある。ＳＫ

550は1.6ｍ、1.2ｍ、0.23ｍで、埋土中に焼土・炭化

物が混じる。人骨ＳＸ220が出土したので火葬墓かと

推定。ＳＫ551は1.4ｍ、1.0ｍ、0.5ｍで、底部に0.2

～ 0.4ｍ大の川原石が5個遺っていたが、火葬した形

跡はない。13世紀末～ 14世紀前葉の土師器皿の破片

（121）が埋土に混入しており、それ以降の土壙墓と

考える。ＳＫ552は0.85ｍ、0.8ｍ、0.53ｍで、底部

から刀子（鉄40・鉄参考39）が２本出土した、時期

不明の土壙墓であろう。

ＳＫ553 ～ 557　ＳＫ553は0.95ｍ、0.6ｍ、0.4ｍ

で、遺物はない。ＳＫ554は1.0ｍ、0.85ｍ、0.3ｍで、

掘形に焼土帯が遺り、埋土中に多量の炭化物を含む。

人骨ＳＸ180と刀子（鉄15）が１点、14世紀中葉～後

葉ころの土師器小皿破片（218 ～ 221）４個体分出

土した。火葬土坑をそのまま墓にした火葬墓と推定。

14世紀末までに築造された可能性もある。平坦面を

持つ0.8×0.5ｍ大の石が近接して据わる。亡骸を一

時安置した石かも知れない。ＳＫ555は1.2ｍ、0.85ｍ、

0.32ｍで、火葬の形跡はない。13世紀末～ 14世紀前

葉頃の土師器皿の破片（123 ～ 124）が２個体分出土

したので、それ以降に築造の土壙墓である。ＳＫ556

は1.6ｍ、1.0ｍ、0.2ｍで、掘形は火を受けて焼土化

する。埋土中に炭化物と僅かに焼土が混じり、13世

紀後半代の土師器鍋破片（96）も出土した。それ以

降に築造の火葬土坑である。ＳＫ557は1.3ｍ、1.05ｍ、

0.21ｍで、人骨ＳＸ245と14世紀中葉～後葉ころの土

師器小皿の破片（153）が出土した。それ以降に築造

の土壙墓であろう。

ＳＫ558　当遺跡中で最大級の本格的な火葬施設。

2.8ｍ、1.5ｍ、0.55ｍで、通気孔や溝を穿つ（個別

遺構第39図）。掘形は火を受けて赤く焼き固まり、埋

土中に炭化物や人骨片ＳＸ203が混在した。一定期間

を火葬施設として機能したもので、平面形状はＢ地

区のＳＫ606もこれに類似する。長岡京跡や奈良県谷

畑遺跡などに類例が知られ（註7）、前者で考察された

『吉事略儀』（註8）の火葬次第を彷彿とさせる。葬送

儀礼に精通した墓聖の存在も予想される遺構。因み

に、熱残留磁化測量結果では、1230年±70年という

数値を得ている。初期段階の火葬専用土坑と予想さ

れ、収骨後は例えばＳＫ514やＫ533などの比較的早

期の墓に葬った可能性がある。

ＳＫ559　1.4ｍ、1.0ｍ、0.18ｍで馬蹄形に東側を

開く。掘形に焼土帯を持ち、埋土中に炭化物を含む

も人骨等はない。直上に237号墓を想定したが、周溝

ＳＤ878の内側にあるので、236号墓に伴う火葬土坑

と想定する余地もある。

ＳＫ560 ～ 567　ＳＫ560は1.25ｍ、0.85ｍ、0.24

ｍで、掘形に焼土帯が遺り、埋土中に焼石と炭化物

が混入するため火葬土坑とした。底部に0.3ｍ、0.2

ｍ、0.11ｍの小穴がある。ＳＫ561は0.85ｍ、0.5ｍ、

0.3ｍで、14世紀後葉～ 15世紀前葉頃の土師器小皿

（197 ～ 199）３枚が完形のまま出土した。ほぼ同時

期に近い土壙墓と考える。ＳＫ562は0.9ｍ、0.65ｍ、

0.27ｍで、埋土から14世紀末～ 15世紀中葉頃の土師

器皿破片（135）、小皿の破片（200）が出土。それ以

降の時期に築造の土壙墓である。15世紀中葉～後葉

ころの土師器小皿（209 ～ 211）が完形品で３枚出土

したＳＫ563は0.9ｍ、0.7ｍ、0.26ｍで、その小皿と

ほぼ同時期の土壙墓と推定。ＳＫ564は0.4ｍ、0.4ｍ、

0.06ｍと小規模だが、掘形に焼土帯が遺る火葬土坑

で、埋土に炭化物を含む。ＳＫ565は0.5ｍ、0.5ｍ、0.17

ｍで、遺物なし。ＳＫ566は1.3ｍ、1.1ｍ、0.31ｍで、

掘形の東半分に焼土帯が遺り、埋土中に焼石も混じ

る。底部から鉄釘（鉄54）が出土。恐らくは木製の

棺を焼いた時期不明の火葬土坑である。ＳＫ567は1.4

ｍ、1.25ｍ、0.32ｍで、全面が真っ赤に焼けていた。

火は407号墓の南側区画石列にも及んでいた。埋土中

に焼土・炭化物・人骨片ＳＸ204が混入。熱残留磁化

測定結果によるならば、13世紀後半～ 14世紀後半こ

ろの火葬土坑になる。407号墓はそれより古い。

ＳＫ568　	1.9ｍ、1.6ｍ、0.21ｍで、掘形の東半

分に焼土帯が遺る。底面は広範囲に藁灰（敷き詰め

て焼いた感じ）に覆われ、火葬土坑であったことは

明らか。底部に藁灰を検出したのは先述のＳＫ521と

似ている（写真第７図）。熱残留磁化測定結果では、

1240±50年と比較的に古い。当該土坑の上層で概ね

重複する399号墓からは15世紀後半代の常滑産甕（70）

が人骨ＳＸ194を伴って出土しており、単純に比較す

れば、両者は別の遺構であろう。

ＳＫ569 ～ 570　ＳＫ569は1.15ｍ、1.0ｍ、0.2ｍで、

埋土中に多量の炭化物と少量の焼土が混じる、時期
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不明の火葬土坑だが、243号墓の周溝ＳＤ879の掘形

切っているので、それよりは新しい（遺構第22図）。

掘形に焼土帯が遺るＳＫ570は243号墓の主体部にあ

たる。1.0ｍ、0.6ｍ、0.25ｍの四隅に突出形通気孔

を持つ方形の火葬土坑で、僅かに人骨片ＳＸ177が出

土した。熱残留磁化測定の結果は、1140±70年（11

世紀後葉～ 13世紀前葉）と古いが、計測者は数十年

から百年後へずれる可能性も指摘している（附篇２

参照）。周溝ＳＤ879を巡らせ、盛土と配石区画をし

て243号墓を築いた。土坑内と周溝から14世紀中葉～

後半代と思える土師器小皿の破片（154 ～ 157）が出

土。暫定的に14世紀代の火葬墓としておく。ＳＫ569

がＳＫ570（243号墓）の周溝を切るため、ＳＫ570（243

号墓）の方がＳＫ569より古いことは、すでに述べた。

ＳＫ571 ～ 579　狭い範囲に密集し、かつ掘形に

焼土帯を遺す土坑が多い。ＳＫ571は0.9ｍ、0.8ｍ、

0.32ｍで、焼土帯・焼石が遺り、人骨片ＳＸ208が出

土した火葬土坑。ＳＫ572は1.2ｍ、0.5ｍ、0.21ｍで

掘形に焼土帯を遺し、人骨片ＳＸ209と14世紀末～

15世紀中葉頃の土師器小皿（202 ～ 207）６枚分がほ

ぼ完存状態で出土した。概ねその時期の火葬土坑を

そのまま墓にした火葬墓である。ＳＫ573は1.0ｍ、0.7

ｍ、0.17ｍで、これも掘形に焼土帯が遺る。埋土中

に焼石・炭化物が混じり、人骨片ＳＸ210が出土。火

葬土坑を墓としたもの。ＳＫ575は1.2ｍ、0.6ｍ、0.38

ｍで、焼土帯・焼石が遺り、人骨片ＳＸ212が出土した。

ＳＫ576は0.85ｍ、0.6ｍ、0.13ｍで、埋土中に焼土・

焼石が混入し、人骨片ＳＸ213が出土した。焼土帯は

遺らないが埋土構成遺物から火葬土坑とした。ＳＫ

577は1.2ｍ、0.55ｍ、0.33ｍで、掘形に焼土帯が遺り、

埋土中から炭化物・人骨片ＳＸ292が出土した。ＳＫ

574・578・579からは焼土帯や焼石・炭化物等を検出

せず。ＳＫ574は1.25ｍ、0.55ｍ、0.4ｍで、底部か

ら0.3ｍ大の川原石が１個出土したのみ。422号墓と

434号墓の境目下層に当たるＳＫ578は0.9ｍ、0.75ｍ、

0.39ｍで、人骨片ＳＸ240だけが出土。東端に離れた

ＳＫ579は0.75ｍ、0.4ｍ、0.18ｍ。いずれも出土遺

物がなく、時期不明の土壙墓である。

ＳＫ580 ～ 585　ＳＫ580は0.85ｍ、0.45ｍ、0.18

ｍで人骨片ＳＸ214のみが出土。掘形に焼土帯が遺る

ＳＫ581・582・584は火葬土坑である。それぞれ順に、

1.1ｍ、0.7ｍ、0.2ｍの楕円形、0.9ｍ、0.7ｍ、0.23

ｍの隅丸方形、1.0ｍ、0.6ｍ、0.18の隅丸長方形を

呈す。ＳＫ581からは焼石・人骨片ＳＸ206が、ＳＫ

582・584からは焼石・炭化物・人骨片ＳＸ211・ＳＸ

224が出土した。切合い関係から、ＳＫ581はＳＫ582

より新しい。ＳＫ583は0.8ｍ、0.7ｍ、0.18ｍで、埋

土中から焼土・焼石・炭化物と人骨片ＳＸ225が出土。

遺物の内容から火葬土坑と考える。埋土中から14世

紀前半代の山茶碗底部破片（参考６）と14世紀末葉

～ 15世紀中葉頃の土師器皿破片（138）が出土した

ので、15世紀中葉以降には築造されたと推定。焼石

が出土したＳＫ585は1.4ｍ、0.75ｍ、0.29ｍで、埋

土中から15世紀中葉～後葉頃の土師器小皿の破片

（232）が出土したので、それ以降に築造の火葬墓と

考える。切合い関係から、ＳＫ581はＳＫ582より新

しく、ＳＫ582はＳＫ581・584よりも古い。ＳＫ583

はＳＫ584よりも古い。

ＳＫ586 ～ 592　ＳＫ592以外は全て掘形に焼土帯

を持ち、かつ相互に切合った結果、溝状に連結した

状態になった。ＳＫ586は1.7ｍ、0.4ｍ、0.17ｍで埋

土中に焼石・炭化物を含み、人骨片ＳＸ241が出土。

ＳＫ588より新しい。ＳＫ587は0.9ｍ、0.5ｍ、0.2ｍ

で埋土中に炭化物・人骨片を含む。ＳＫ588より古い。

ＳＫ588は1.4ｍ（推定）、0.4ｍ、0.2ｍで、炭化物の

ほか人骨片ＳＸ242が出土。ＳＫ586より古く、ＳＫ

587・589より新しい。ＳＫ589は0.8ｍ、0.5ｍ、0.2

ｍと推定。焼石・炭化物のほか人骨片ＳＸ223が出

土。ＳＫ590より古い火葬土坑である。ＳＫ590は0.8

ｍ、0.5ｍ（推定）、0.2ｍで、焼石のほか人骨片ＳＸ

222が出土。ＳＫ589・591より新しい。ＳＫ591は1.0ｍ、

0.5ｍ、0.2ｍで、焼石・炭化物のほか人骨片ＳＸ221

が出土。ＳＫ590より古い。ＳＫ592は1.0ｍ、0.55ｍ、

0.41ｍで、埋土中から焼土・炭化物のほか14世紀末

～ 15世紀前葉頃の完形の土師器小皿（236）が出土

した。それとほぼ同時期の火葬墓ではないかと考える。

ＳＫ593　1.7ｍ、0.75ｍ、0.53ｍで、北半側の掘

形に焼土帯が遺り、焼石や炭化物が出土、南半側は

一段と深く掘下げた底部の周囲に石が並び、13世紀

末～ 14世紀前葉の頃の土師器皿の破片（125）と人

骨片ＳＸ215が出土した。本来機能の異なる２つの土

坑が１つになったものか。南半側の構造は経塚を彷
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彿とさせる石があった（個別遺構第40図）。

ＳＫ594 ～ 595　250号墓と重複のＳＫ594は0.65

ｍ、0.5ｍ、0.16ｍで、人骨片ＳＸ229だけが出土した。

ＳＫ595は0.95ｍ、0.55ｍ、0.2ｍで、炭化物のほか

人骨ＳＸ243が出土した。共に時期不明の火葬墓とし

ておく。

ＳＫ596 ～ 599　ＳＫ596とＳＫ599には掘形に焼

土帯が遺る。前者は0.75ｍ、0.3ｍ、0.15ｍで遺物は

なく火葬土坑である。後者ＳＫ599は0.6ｍ、0.6ｍ、

0.31ｍで、焼石と人骨片ＳＸ231のほか、13世紀末～

14世紀初頭ころの土師器皿の破片（126）や14世紀

中葉～後葉の土師器小皿の破片（158・159）が出土。

14世紀後半以降の火葬土坑とする。ＳＫ597及びＳＫ

598には掘形に焼土帯はないが、共に埋土中に焼土塊

を含み、ＳＫ597からは人骨片ＳＸ230が、ＳＫ598か

らは焼石・炭化物が出土した。火葬墓であったかと

思う。総じてＳＫ571からＳＫ599に至る土坑群には、

Ａ地区にあっては規模や形状、焼土帯の有無などの

点でやや異質なタイプが多かった。形状・機能的に

はむしろＢ地区の土坑群に連なる同質のものと認識

する。いわばＢ地区型土坑群の初期段階のものはこ

こから始まったと考える（第22図）。

註7　（財）長岡京市埋蔵文化財センター編『長岡京市埋蔵

文化財調査報告書』第2集、1985年。白石太一郎、田

坂正昭「榛原町萩原・谷畑中世墓の調査」（『青陵』

№24、橿原考古学研究所、1974年所収）、森郁夫「日

本各地の墳墓　近畿」（『新版仏教考古学講座　第7巻

墳墓』雄山閣、1982年所収）。

註8　続群書類従完成会『群書類従』第29集雑部、1982年。

（四）…Ｂ地区の遺構
Ａ地区との境界線とした山道に近いＢ地区北西端

部には、調査前の地形測量段階から大小４ヶ所に盛

土状の微高地部分があると目視できた。後にそれら

を墳丘Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄと命名（通称）したが、改め

てＡ地区の遺構番号に続けて通番号を付す。より残

存度の良い461号墓（墳丘Ａ）・462号墓（墳丘Ｂ）は

当遺跡中では特異な遺構である。ただＢ地区には土

坑群が優越的で、それはＣ地区へも連続する。Ａ地

区に普遍的だった配石区画墓もここでは皆無で、検

出した土坑の大半が比較的小規模（平均規模94×70

×23cm）な火葬土坑である点は、火葬（土壙）墓を

含むＡ地区の土坑群（平均規模119×83×26cm）とは

対照的であった。時期差や社会的背景の差異を反映

した結果ではないかと予想している。

⑤　墳丘状遺構（第14表・第25・41図）
461号墓（墳丘Ａ）　上記山道に南接し、４ヶ所の

墳丘状遺構では最北端に位置する。平面形状は隅丸

方形で、墳丘部の規模は約4.0×4.0ｍ、高さ約0.8ｍ。

裾部に幅約0.3 ～ 0.6ｍ、深さ約0.15 ～ 0.3ｍの周溝

ＳＤ880が巡るが、東側中央部に幅約1.2ｍの陸橋部

を残す。この陸橋部から墳丘部への斜面には川原石

を用いた階段（幅0.8ｍ、４段と推定）があった。周

溝から空風輪Ｂ1061が１点、西側の周溝底部からは

宝篋印塔の相輪部Ｂ1140が１点出土した。墳丘中央

部には断面形で幅0.62 ～ 0.74ｍ、深さ0.22ｍの土坑

状の窪みが遺る。本来ここには例えば大甕などが埋

納されていた可能性もある（個別遺構第41図・写真

第７図）。また、時期差はあるが、形態的類例に、長

岡京跡右京第130次ＳＸ13002、出雲崎百塚遺跡１号

塚、妻波古墓、尾窪中世墓群第58Ａ号、京都大学理

学部遺跡ＢＥ29区ＳＸ１などがある（註9）。本例を「貴

所」と呼ぶ「火葬塚」に比定し得るかどうか解らな

いが、遠く都の宗教文化の影響が当地にも及んでい

た可能性はあろう。

462号墓（墳丘Ｂ）　墳丘Ａの東隣にあり、平面

形状は隅丸方形である。墳丘部の規模は7.1×5.5ｍ、

高さ0.9ｍ。裾部で北・東・西の三方に幅約0.44 ～

1.7ｍ、深さ0.2 ～ 0.52ｍの周溝ＳＤ881が巡り、谷

側（南側）に開く。墳頂部には、中心をややずれて

土坑ＳＫ610があり、15世紀後半～ 16世紀初頭頃の

常滑産大甕（92）が底部を欠いた状態で埋納されて

いた。内部からは空（風）輪Ｂ1054、地輪Ｂ1069と

古銭（銭23）「煕寧元寳」１枚が出土した。人骨はな

かった。墳丘の南側縁辺部には石列が約４ｍ分残存

していた。本来は方形状に石列があったかも知れな

い。また、周溝内北西隅部には石塔類を集積したと

ころがあった。大甕（92）が例えば50年あまりも伝

世すれば、16世紀後半ころの築造と考えることもで

きる。461～ 462号墓はＡ地区の182～ 183号墓と並び、

当中世墓群における何らかの画期を示す特殊な施設

であったと、想像する。
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463号墓（墳丘Ｃ）　残存度は良くないが、平面形

状は4.8×3.6ｍの隅丸方形である。墳丘状盛土の北

側縁辺部に、東西方向に石列が長さ約2.8ｍにわたり

残存する。盛土の高さは現状で約0.3ｍに過ぎず、出

土遺物もない。盛土除去後に下層からＢ地区に普遍

的な土坑４基（ＳＫ605 ～ＳＫ608）を検出した。こ

の墳丘状盛土は、それら土坑の廃絶後に出来たより

新しい築成だが、性格や機能は不明である。

464号墓（墳丘Ｄ）　現在の山道により約半分ほど

が削平を受ける。平面形状は4.0×3.0ｍの隅丸方形

として認識できる。墳丘西端部に約1.5ｍ分だけ石列

が残っていた。上記463号墓（墳丘Ｃ）の場合と同様、

墳丘直下で６基の土坑を検出した。従って、463号墓

（墳丘Ｃ）、464号墓（墳丘Ｄ）は、それら土坑群より

後に新たに築造されたものである。それに引き替え、

下層に土坑のなかった461号墓（墳丘Ａ）、462号墓

（墳丘Ｂ）は、463 ～ 464号墓（墳丘Ｃ・Ｄ）より古く、

周囲の土坑群よりも先に存在した可能性がある。周

囲の土坑群は墳丘Ａ・Ｂを避けて分布するし、ＳＫ

611・619・623などは位置的にも明らかに墳丘Ｂより

後代性を示している。

註9　（財）長岡京市埋蔵文化財センター『長岡京市埋蔵文

化財調査報告書』第2集、1985年。新潟県教育委員会『国

道116号線埋蔵文化財発掘調査報告書　出雲崎百塚』

1984年、鳥取県東伯郡大栄町教育委員会・奈良大学

文学部考古学研究室『妻波古墓』1985年、熊本県教

育委員会『尾窪―熊本県下益城郡城南町尾窪中世墓

群の調査―』1973年、京都大学埋蔵文化財センター『京

都大学構内遺跡調査研究年報』1978年。

⑥… 土坑群（第16表,遺構第23 ～ 27図）
Ｂ地区の土坑群は、標高おおよそ115.2 ～ 111.2ｍ、

南北間距離にして凡そ60ｍの間の南向き斜面におい

て検出した。

前記Ａ地区と同様、並記する3つの数値は、各土坑

の法量即ち長径・短径・深さを表すものとし、また、

掘形の肩や壁面に沿って強い火を受け、赤く焼け締っ

た土が帯状に遺るのを焼土帯と略称する。

ＳＫ600　461号墓（墳丘Ａ）から西へ９ｍ離れた

所にある。1.0ｍ、0.65ｍ、0.22ｍで、掘形に焼土帯

が遺り、埋土中から焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ216

が出土。火葬土坑である。近接して、経筒外容器筒

身破片（20）の一部、土師器鍋小破片（95）のほか、（空）

風火輪Ｂ1076なども出土した。筒身破片（20）は182

号墓などで出土した破片と接合した。

ＳＫ601 ～ 604　道路際で検出のＳＫ601は0.88ｍ、

（0.8ｍ）、0.16ｍで、埋土中に焼土・炭化物・人骨細

片ＳＸ217を含む。ＳＫ602は（1.0ｍ）、0.94ｍ、0.27

ｍで埋土中に焼土・炭化物を含む。ＳＫ603は0.5ｍ、

0.36ｍ、0.2ｍとやや小規模だが、埋土に焼土・炭化

物を含み、人骨細片ＳＸ218、15世紀中葉ころの土師

器皿の破片（139）が出土した。その南側0.8ｍの地

点で空風火輪Ｂ1073・Ｂ1083を採取した。ＳＫ604は

0.92ｍ、0.52ｍ、0.18ｍで、埋土中に焼土・炭化物・

人骨細片ＳＸ226を含む。以上４基はいずれも時期不

明の火葬土坑で、荼毘に付した後はＡ地区に埋葬し

たはずである。

ＳＫ605 ～ 608　４基は共に463号墓（墳丘Ｃ）の

下層で検出したので、463号墓に先行する土坑。ＳＫ

605は1.0ｍ、0.7ｍ、0.2ｍで、埋土中に焼土・炭化

物・人骨細片ＳＸ227を含み、火を受けて焼けた土師

器皿（140）が伴出した。皿（140）は14世紀末～ 15

世紀前葉頃に比定される。皿は必ずしも納骨時の副

葬品とは限らない。ＳＫ606は1.9ｍ、0.85ｍ、0.21

ｍで、形態的にＡ地区の火葬施設ＳＫ558と同じであ

る。掘形に焼土帯が遺り、焼石や多量の炭化物に混

じり人骨細片ＳＸ235のほか、相輪Ｂ1138や空風（火）

輪Ｂ1085が出土した。Ａ地区が墓で徐々に密集して

火葬場所に不足したため、ＳＫ558の代替施設として

新たに造成されたものであろう（61頁）。ＳＫ607

は1.0ｍ、0.75ｍ、0.24ｍで、掘形に焼土帯がのこり、

埋土中に炭化物と人骨細片ＳＸ236が混入していた。

ＳＫ608は0.9ｍ、0.8ｍ、0.33ｍで、やはり掘形に焼

土帯が遺り、焼石、炭化物、人骨細片ＳＸ237が出土。

熱残留磁化測定ではＡ．Ｄ．1370年＋60年、－370年

との結果を得ている。これを一案として15世紀前半

代の火葬土坑とすれば、463号墓（墳丘Ｃ）の築成は

少なくともそれ以前に遡ることはあり得ない。

ＳＫ609　462号墓（墳丘Ｂ）から南側へ４ｍ離れ

た斜面にあり、0.8ｍ、0.6ｍ、0.4ｍで、遺物は皆無だった。

ＳＫ610　既述のように462号墓（墳丘Ｂ）の墳頂部

にある土坑で、0.96ｍ、0.88ｍ、0.45ｍ。常滑産大甕
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（92）が底部を欠失した状態で埋納され、内部から

古銭（銭23）、空（風）輪Ｂ1054・地輪Ｂ1069が出土

した。近接地点でも古銭（銭22）を採取した。当該

土坑は上記の甕を埋納する掘形である。被葬者一

人の墓というより、182号墓のように納骨堂のよ

うな施設を考えた方が妥当ではないか、織田軍の

南伊勢侵攻と関わりを持つのではないかとも思う。	

　ＳＫ611　462号墓（墳丘Ｂ）の周溝斜面で検出の土

坑で、0.8ｍ、0.7ｍ、0.31ｍ。内部に0.3 ～ 0.4ｍ大

の川原石が２個埋まっていたが、遺物は皆無である。

462号墓より新しい。

ＳＫ612　0.35ｍ、0.34ｍ、0.20ｍと小規模。土坑

内に空風輪を欠いた一石五輪塔Ｂ1127が直立し、直

下に根石があった。火葬土坑とは思えない。土坑周

囲には空風（火）輪Ｂ1097 ～ 1099、（空風）火輪Ｂ

1100等が集積してあった。

ＳＫ613 ～ 618　６基の土坑が二列縦隊に並び、

そのうち４基（ＳＫ615 ～ 618）を464号墓（墳丘Ｄ）

の盛土直下で検出。ＳＫ613は0.75ｍ、0.4ｍ、0.22

ｍで炭化物・人骨細片ＳＸ238、須恵器杯蓋破片（15）

が、ＳＫ614は1.0ｍ、0.65ｍ、0.23ｍで焼石、炭化

物、人骨細片ＳＸ239がそれぞれ出土した。ＳＫ615

は1.0ｍ、0.55ｍ、0.35ｍで掘形に焼土帯が遺り、焼石、

炭化物、人骨細片ＳＸ244が出土した。ＳＫ616は0.9

ｍ、0.6ｍ、0.12ｍで、掘形に焼土帯が遺り、焼石や

炭化物はあるが人骨片はない。ＳＫ617は0.8ｍ、0.75

ｍ、0.3ｍで、掘形に焼土帯が遺り、焼石と人骨細片

ＳＸ248が出土。ＳＫ618は0.75ｍ、0.55ｍ、0.29ｍ

で埋土中から焼土、焼石、炭化物に混じり人骨細片

ＳＸ249が出土した。少なくともＳＫ615 ～ 618の４

基は464号墓（墳丘Ｄ）に先行する火葬土坑である。

ＳＫ619 ～ 626　462号墓（墳丘Ｂ）の南脇にある

ＳＫ619は0.7ｍ、0.6ｍ、0.18ｍで、16世紀前半代の

土師器皿（144）小皿（276 ～ 278）破片と宝篋印塔

屋根部Ｂ1144が出土した。火葬墓の可能性も排除で

きない。ＳＫ620 ～ 622の３基はそれぞれ0.6ｍ・0.4

ｍ・0.23ｍ；0.6ｍ・0.38ｍ・0.2ｍ；0.7ｍ・0.7ｍ・0.16

ｍで、ＳＫ622はやや歪な形である。共に出土遺物は

ない。462号墓（墳丘Ｂ）の周溝掘形上端から斜面に

かかるＳＫ623は0.45ｍ、0.4ｍ、0.41ｍと小規模だ

が、埋土中から土師器細片と古銭（銭208・2098）「□

宋元寳」他２枚が出土した。銭貨は熔解付着してお

り、火葬土坑の可能性が高い。六文銭の類であろう。

ＳＫ624は0.6ｍ、0.6ｍ、0.38ｍで、埋土中より熔解

付着のため判読不能の古銭（銭210 ～ 212）３枚と常

滑産大甕口縁部破片（92）などが出土したが、その

破片が462号墓（墳丘Ｂ）の土坑ＳＫ610に埋納の常

滑産大甕口縁の一部分であるのは興味深い。後代性

を示す火葬土坑である。ＳＫ625は0.7ｍ、0.6ｍ、0.32

ｍで、掘形内部から水地輪Ｂ1106、一石五輪塔の地

輪部Ｂ1121及び火水地輪部Ｂ1122 ～ 1124等の石塔

類のみが出土し、異質な土坑という印象を持った。

ＳＫ626は0.9ｍ、0.75ｍ、0.5ｍで、埋土から炭化物

と白磁碗小破片（参考13）が出土した。

ＳＫ627 ～ 632　ＳＫ627は1.13ｍ、0.64ｍ、0.23

ｍで、焼石と炭化物のみ出土。ＳＫ628は1.35ｍ、0.6

ｍ、0.22ｍで、焼土と炭化物に混じり人骨細片ＳＸ

250が出土した。ＳＫ629は0.74ｍ、0.72ｍ、0.19ｍ、

またＳＫ630は0.93ｍ、0.57ｍ、0.24ｍで、共に焼土、

炭化物に混じり人骨ＳＸ251、ＳＸ253がそれぞれ出

土。ＳＫ631は0.73ｍ、0.67ｍ、0.22ｍ、ＳＫ632は

1.1ｍ、0.75ｍ、0.2ｍで、いずれも焼土、焼石、炭

化物のほか、人骨細片ＳＸ255、ＳＸ256がそれぞれ

出土した。前者の場合は底部に0.3ｍ大の川原石が２

個あった（個別遺構第42図）。火葬時の通気用かと想

像する。後者は464号墓（墳丘Ｄ）に先行する火葬土

坑である。

ＳＫ633 ～ 636　ＳＫ633とＳＫ634は共に人骨細

片ＳＸ257、ＳＸ258のみが出土した。前者は0.9ｍ、

0.23ｍ、0.25ｍで掘形に焼土帯が遺る火葬土坑であ

る。後者は0.9ｍ、0.7ｍ、0.25ｍで464号墓（墳丘Ｄ）

に先行する。ＳＫ635とＳＫ636からは炭化物と人骨

細片ＳＸ259、ＳＸ260が出土した。前者は1.0ｍ、0.4

ｍ、0.23ｍ、後者は1.1ｍ、0.45ｍ、0.21ｍである。

ＳＫ637 ～ 640　ＳＫ637は0.7ｍ、0.4ｍ、0.1ｍ

で遺物はない。ＳＫ638は1.15ｍ、0.5ｍ、0.15ｍ

で、埋土中に焼土と炭化物の混入があった。ＳＫ639、

ＳＫ640は共に焼土、炭化物のほか人骨細片ＳＸ261、

ＳＸ263がそれぞれ出土し、前者は1.0ｍ、0.75ｍ、0.25

ｍで掘形に焼土帯が残る。後者は1.16ｍ、1.05ｍ、0.3

ｍであった。共に時期不明の火葬土坑である。

ＳＫ641 ～ 643　ＳＫ641とＳＫ643に焼土はなく、
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焼石、炭化物及び人骨細片（ＳＸ265、ＳＸ266）が

それぞれ出土。前者は1.02ｍ、0.64ｍ、0.25ｍで、

16世紀代の完形の土師器小碗（83）が出土（遺物第

47図）。ほぼ同時期の火葬土坑と想定。この小碗を供

献具として、火葬に際し何らかの回向・儀礼があっ

たと推測する。後者ＳＫ643は0.76ｍ、0.56ｍ、0.22

ｍである。ＳＫ642は0.73ｍ、0.77ｍ、0.3ｍで、人

骨はなく焼土、焼石、炭化物が出土。時期不明の火

葬土坑である。

ＳＫ644 ～ 647　ＳＫ644は0.8ｍ、0.72ｍ、0.33

ｍで、掘形に焼土帯を遺し、炭化物だけが出土した

火葬土坑。ＳＫ645は0.84ｍ、0.75ｍ、0.25ｍで、埋

土中から焼土、炭化物、人骨細片ＳＸ268が出土した。

ＳＫ646は0.9ｍ、0.55ｍ、0.25ｍで、掘形に焼土帯

を遺し、焼石、人骨細片ＳＸ269が出土した。共に火

葬土坑であろう。ＳＫ647は1.1ｍ、0.6ｍ、0.24ｍで、

遺物は皆無のため、性格は不明である。

ＳＫ648 ～ 654　ＳＫ648は0.76ｍ、0.56ｍ、0.25

ｍ、ＳＫ654は0.85ｍ、0.66ｍ、0.2ｍで、共に炭化

物と人骨細片（ＳＸ270、ＳＸ274）だけの出土である。

ＳＫ649は0.74ｍ、0.64ｍ、0.24ｍで掘形に焼土帯を

遺し、埋土中から炭化物・人骨細片ＳＸ271のほかロ

クロ土師器皿の小破片（34）の出土を見た。ＳＫ650・

651、ＳＫ653の埋土には焼土・焼石・炭化物が混入

する。平面三角形状のＳＫ650は0.7ｍ、0.5ｍ、0.13

ｍ、それより後出のＳＫ651は1.0ｍ、0.6ｍ、0.25

ｍで、この両土坑からは僅かに人骨細片（ＳＸ272、

ＳＸ273）も見られた。ＳＫ653は0.8ｍ、0.63ｍ、0.3

ｍで骨片はない。ＳＫ652は0.9ｍ、0.73ｍ、0.27ｍ

で焼石と多量の炭化物が出土した（個別遺構第42図）。

いずれも時期不明の火葬土坑である。ＳＫ654は0.85

ｍ、0.66ｍ、0.2ｍで少量の炭化物と骨片ＳＸ274だ

けが出土。火葬墓の可能性もあるかも知れない。

ＳＫ655 ～ 659　ＳＫ655、ＳＫ656からは共に焼

土・炭化物・人骨細片（ＳＸ275、ＳＸ276）が出土。

前者は0.8ｍ、0.64ｍ、0.3ｍで掘形に焼土帯を遺し、

底部から鉄釘（参88）も１本出土した。後者は0.8ｍ、

0.65ｍ、0.25ｍである。ＳＫ657は1.15ｍ、0.95ｍ、0.28

ｍで焼土・炭化物のみが出土。掘形に焼土帯の遺る

ＳＫ658は0.9ｍ、0.66ｍ、0.3ｍで炭化物・人骨細片

ＳＸ277が出土した。ＳＫ659は0.83ｍ、0.7ｍ、0.26

ｍで埋土中に焼土・焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ278

が混在した。いずれも時期不明の火葬土坑としたい。

ＳＫ660 ～ 664　ＳＫ660は0.85ｍ、0.78ｍ、0.26ｍ、

焼土・焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ279が出土。ＳＫ

661は0.98ｍ、0.78ｍ、0.28ｍで、焼土と多量の炭化

物に混じり僅かな人骨細片ＳＸ280が出土した（個

別遺構第42図）。ＳＫ662は1.42ｍ、0.8ｍ、0.22ｍ

で、焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ283のほか古銭（銭

61 ～ 63）「景徳元寳」など３枚が出土した。ＳＫ663

は0.64ｍ、0.58ｍ、0.17ｍで焼石・炭化物・人骨細

片ＳＸ284が出土。ＳＫ664は0.9ｍ、0.7ｍ、0.3ｍで

焼土・炭化物だけが出土した。全て火葬土坑と考え

て間違いない。

ＳＫ665 ～ 668　やや南端に離れたＳＫ665は1.0

ｍ、0.7ｍ、0.25ｍで何も遺物を認めず。ＳＫ666は1.0

ｍ、0.88ｍ、0.3ｍで掘形に焼土帯を遺し、焼石・炭

化物・人骨細片ＳＸ285の他に鉄釘（鉄56）が１本出

土した。明らかに火葬土坑である。埋土中に炭化物

しかなかったＳＫ667は0.7ｍ、0.68ｍ、0.27ｍである。

ＳＫ668は0.95ｍ、0.78ｍ、0.25ｍで、掘形に焼土帯

を持ち、炭化物と人骨細片ＳＸ288が出土した（個別

遺構第42図）。火葬土坑である。熱残留磁化測定の結

果はＡＤ1210年±140年とやや幅がある。

ＳＫ669 ～ 675　ＳＫ669・670・671の３基は相互

に重複する。その切合い関係からＳＫ669が最も古く、

ＳＫ671が最も新しい。ＳＫ669は1.0ｍ（推定）、0.76

ｍ、0.2ｍで、焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ289が出土、

ＳＫ670は0.84ｍ、0.8ｍ（推定）、0.1ｍで炭化物の

みを検出。ＳＫ671は1.22ｍ、1.02ｍ、0.17ｍで掘形

に焼土帯を遺し、底部全面が赤く焼け固まり、炭化

物と人骨細片ＳＸ290が出土した。ＳＫ672は0.6ｍ（推

定）、0.6ｍ、0.19ｍで炭化物のみが出土、切合い関

係からＳＫ673より古い。ＳＫ673は2.4ｍ、1.4ｍ、0.25

ｍと大型で、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ291のほか

鉄釘（鉄78）も１本出土した。ＳＫ674は0.95ｍ、0.6

ｍ、0.2ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ293が出

土。ＳＫ675は0.9ｍ、0.6ｍ、0.2ｍで、焼土・焼石・

炭化物・人骨細片ＳＸ296が出土した。これらはいず

れも火葬土坑である。

ＳＫ676 ～ 680　ＳＫ676は1.12ｍ、0.95ｍ、0.3

ｍで、焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ297が出土。底部
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に間隔を置いて向い合う石は火葬する棺底部への通

気用と推測。ＳＫ677は1.18ｍ、0.76ｍ、0.29ｍで掘

形に焼土帯を遺し、炭化物・人骨細片ＳＸ298が出土。

向い合う石が底部に遺る。ＳＫ678は0.9ｍ、0.85ｍ、

0.2ｍで、底部中央に0.38ｍ、0.35ｍ、0.1ｍの穴を

穿つ。穴の掘形に火を受けた0.1ｍ大の石５個、0.23

ｍ大の石１個が遺る。炭化物・人骨細片ＳＸ299が出

土した。ＳＫ679は0.55ｍ、0.48ｍ、0.2ｍと小規模。

掘形や底部には火を受けた石（0.2 ～ 0.32ｍ大）が

５個遺る。併せて炭化物も出土。ＳＫ680は0.8ｍ、0.72

ｍ、0.25ｍで、焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ300が出

土。底部に0.15 ～ 0.3ｍ大の石が５個遺るが、火を

受けた痕跡は不明瞭であった。

Ｓ Ｋ681 ～ 686　 Ｓ Ｋ681は1.0ｍ、0.5ｍ、0.25

ｍで炭化物・人骨細片ＳＸ301及び古銭２枚（銭

199・200）「咸平元寳」及び「永楽通寳」が出土した。

ＳＫ682は0.84ｍ、0.75ｍ、0.20ｍで、炭化物・人骨

細片ＳＸ302と共に古銭（銭55 ～ 59）「皇宋通寳」ほ

か５枚、及び鉄釘３本（鉄69・70・参89）が出土し

た（個別遺構第42図）。東側0.3 ～ 0.4ｍ地点でも古

銭17枚（銭24～銭40）が遺構外出土した。ＳＫ683は0.8

ｍ、0.6ｍ、0.2ｍで炭化物・人骨細片ＳＸ303及び鉄

釘（参考91）１本が出土した。ＳＫ684は0.8ｍ、0.78

ｍ、0.11ｍで炭化物・人骨細片ＳＸ304が出土。ＳＫ

685は0.9ｍ、0.8ｍ、0.2ｍで、焼石・炭化物・人骨

細片ＳＸ305が出土。底部に４個の石（0.1～0.2ｍ大）

が一列に並ぶ。ＳＫ686は0.64ｍ、0.54ｍ、0.28ｍで

炭化物・人骨細片ＳＸ306が出土した。全て火葬土坑

と考えている。

ＳＫ687 ～ 691　ＳＫ687は0.46ｍ、0.44ｍ、0.15

ｍと小規模で、炭化物のみが出土した。ＳＫ688は0.76

ｍ、0.75ｍ、0.25ｍで焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ

307が出土し、底部には６個の石（0.1 ～ 0.15ｍ大）

が遺る。ＳＫ689・690は切合い関係から前者が古く

後者が新しい。前者は0.74ｍ、0.7ｍ（推定）、0.28

ｍで、底部に径0.15ｍ程のピットがある。炭化物だ

けが出土。後者は1.15ｍ、0.65ｍ、0.25ｍで、掘形

に焼土帯が遺り、底部全面も赤く焼け締った状態で、

炭化物・人骨細片ＳＸ308が出土した。ＳＫ691は0.8

ｍ、0.65ｍ、0.28ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ309

が出土し、底部に石が２個（0.1 ～ 0.15ｍ大）遺る。

これらも全て火葬土坑であろう。

ＳＫ692 ～ 702　これら11基の土坑からは全て炭

化物と人骨細片（ＳＸ310～ＳＸ320）が出土し、ＳＫ

694・697では炭化物が特に著しかった。焼土を検出

し得たのはＳＫ692だけだが、ＳＫ693・697・699・

701の４基からは焼石が出土した。鉄釘（鉄71・参

考90）はＳＫ693とＳＫ694で出土した。前者は1.1

ｍ、0.95ｍ、0.25ｍ、後者は1.1ｍ、1.0ｍ、0.15ｍで、

底部及び掘形付近に石（0.15 ～ 0.2ｍ大）が６個遺る。

また、古銭（銭213 ～ 216）「皇宋通寳？」ほか４枚

が出土したＳＫ699は0.8ｍ（推定）、0.72ｍ、0.2ｍで、

切合い関係からＳＫ698より新しい。同じく切合い関

係にある土坑ＳＫ700・701の場合、前者は後者より

も新しい。共に底部に0.2ｍ大の石が間隔を置いて据

わる。底部に石（0.25 ～ 0.3ｍ大）を据えるのは他

にＳＫ692・696・702等である。いずれも時期不明の

火葬土坑とする。

ＳＫ703 ～ 708　これら６基からも全て炭化物と

人骨細片（ＳＸ321 ～ 326）が出土した。ＳＫ704と

ＳＫ705では、切合い関係から前者の方が新しい。そ

の規模は0.85ｍ、0.65ｍ、0.18ｍで、古銭（銭197

～198）「元豊通寳」ほか２枚が出土。後者は1.2ｍ、0.85

ｍ、0.35ｍとやや大きい。同じくＳＫ706とＳＫ707

の場合、前者は後者より新しく、その規模は0.77ｍ、

0.87ｍ、0.18ｍで、焼石のほか、古銭（銭107 ～ 118）「天

聖元寳」など12枚が出土した（個別遺構第42図）。後

者は0.88ｍ（推定）、0.86ｍ、0.3ｍで、古銭（銭119

～ 125）「開元通寳」ほか７枚と鉄釘（鉄57 ～ 68）・

燧
ひうちがね

金（鉄30）が出土した。ＳＫ708は1.05ｍ、1.0ｍ、0.25

ｍで、底部に遺る石（約0.2ｍ大）は火を受け焼けて

いた。これら火葬土坑には複数回の使用も考慮すべ

きで、中には鉄釘を用いた棺に収められた亡骸もあっ

たことが判る。

ＳＫ709 ～ 715　この７基からも全て炭化物・人

骨細片（ＳＸ327 ～ 333）が出土した。ＳＫ709以外

の６基は相互に重複し合い、切合い関係にある。ＳＫ

710はＳＫ711とＳＫ713を切り、ＳＫ712はＳＫ711

を切るもＳＫ714に切られる。ＳＫ714はＳＫ712・

713・715の３基を切る。ＳＫ713はＳＫ710・714に切

られるもＳＫ711を切る。従って、６基の間では、ＳＫ

710・714が新しく、ＳＫ711・715が古いが、双方と
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もそれぞれの新旧関係は不明。炭化物の多いＳＫ710

は0.76ｍ、0.62ｍ、0.15ｍで、底部には石（0.35ｍ大）

も遺り、鉄釘（鉄73）１本が出土した。同じく底部

から鉄釘（鉄72）が出土したＳＫ714は1.06ｍ、0.66ｍ、

0.18ｍで、やはり底部に石（0.2ｍ大）が遺る。ＳＫ

709・712・715からは焼石が出土した。いずれも火葬

土坑である。

ＳＫ716 ～ 718　ＳＫ716は1.05ｍ、0.85ｍ、0.15

ｍで焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ334が出土し、底部

に0.25ｍ大の川原石が２個据わる。ＳＫ717は抜根で

東側掘形が一部崩れたが、0.7ｍ、0.65ｍ、0.18ｍで、

埋土中から焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ335が出土し

た。ＳＫ718は1.1ｍ、0.65ｍ、0.25ｍで、焼石・炭化物・

人骨細片ＳＸ336のほか、底部から鉄釘（鉄79）が１

本出土した。すべて火葬土坑である。

ＳＫ719 ～ 721　ＳＫ719は1.0ｍ、0.9ｍ、0.32ｍ

で埋土中から焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ337が出土

した。底部に川原石（0.1 ～ 0.2ｍ大）が４個遺り、径

0.4ｍの小穴を穿つ。ＳＫ720は0.95ｍ、0.8ｍ、0.3

ｍで、焼石・炭化物の他、鉄釘（鉄74 ～ 77）が４本

出土した。底部に川原石（0.3ｍ大）が３個据わる（個

別遺構第42図）。ＳＫ721は0.9ｍ、0.5ｍ、0.25ｍで、

焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ338が出土、底部に川原

石（0.2ｍ大）が２個遺る。いずれも時期不明の火葬

土坑である。

ＳＫ722 ～ 724　ＳＫ722・723は重複し、切合い

関係から前者は後者より古く、その規模は1.1ｍ、0.7

ｍ、0.15ｍで、焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ339が出

土した。後者は1.1ｍ、1.0ｍ、0.15ｍで、焼土・炭

化物・人骨細片ＳＸ340と古銭（銭53・54）「洪武

通寳」ほか２枚が出土。底部に0.2ｍ大の石が遺る。

ＳＫ724は1.2ｍ、0.63ｍ、0.35ｍで、焼石・多量の

炭化物・人骨細片ＳＸ341が出土し、底部に遺る３個

の石（0.1ｍ大）に火を受けた痕跡があった。共に火

葬土坑である。

ＳＫ725 ～ 730　相互の切合い関係で見ると、ＳＫ

725はＳＫ726より新しく、ＳＫ726はＳＫ725・727よ

り古い。ＳＫ727はＳＫ726・729より新しく、ＳＫ

729はＳＫ727より古い。ＳＫ730はＳＫ728より新しい

（ＳＫ727とＳＫ728の切合いはない）。６基のうち新

しい方に属すＳＫ725は0.9ｍ、0.76ｍ、0.26ｍで、焼

石・炭化物・人骨細片ＳＸ342のほか、判読不能の古

銭（銭127 ～ 132）６枚が出土した。ＳＫ727は1.0ｍ、

0.46ｍ、0.2ｍで、掘形に焼土帯を遺し、焼石・炭化

物・人骨細片ＳＸ343及び古銭（銭48 ～ 51）「皇宋通

寳」ほか４枚が出土した。ＳＫ730は0.94ｍ、0.5ｍ、

0.23ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ346が出土し、底部

に２個の石（0.2ｍ大）が据わる。古い方に属すＳＫ

726からは炭化物だけが出土した。ＳＫ728・729は共

に炭化物・人骨細片（ＳＸ344・345）が出土し、前

者には焼石も認められた。

ＳＫ731・732　切合い関係から前者は後者より新

しく、その規模は0.92ｍ、0.58ｍ、0.2ｍで、焼土・

焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ347のほか古銭（銭52）「永

楽通寳」が１枚出土した。底部に石（0.15 ～ 0.25ｍ

大）が２個遺る。後者ＳＫ732からは炭化物と人骨細

片ＳＸ348だけが出土した。

ＳＫ733 ～ 735　切合い関係からＳＫ733はＳＫ

734より新しい。前者の規模は1.24ｍ、0.8ｍ、0.23

ｍで、炭化物と多量の人骨細片ＳＸ349及び、古銭（銭

41 ～ 47）「開通元寳（開元通寳）」他７枚が出土した。

後者は0.96ｍ、0.66ｍ、0.17ｍで、炭化物と人骨細

片ＳＸ350が出土。両土坑の底部には大小の石（0.1

～ 0.3ｍ大）が計18個不規則に散在した。やや北に

離れたＳＫ735は1.24ｍ、0.84ｍ、0.14ｍで、焼石・

炭化物・人骨細片ＳＸ351が出土。底部に２個の石（0.3

～ 0.35ｍ大）が間隔を置いて据わる。いずれも火葬

土坑と考える。

ＳＫ736 ～ 738　ＳＫ736は1.05ｍ、0.85ｍ、0.2

ｍで、炭化物と古銭（銭60）「皇宋通寳」が１枚出土。

底部壁際の３ヶ所に長径0.2ｍ内外の半円形小穴を穿

つ。通気孔か。ＳＫ737は外側が1.3ｍ、1.1ｍ、0.5ｍで、

内側に0.85ｍ×0.55ｍ大の土坑が二重にある（個別

遺構第42図）。焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ352及び

古銭（銭68 ～ 73）「景徳元寳」ほか６枚が出土した。

ＳＫ738は0.85ｍ、0.65ｍ、0.25ｍで、焼石・炭化物・

人骨細片ＳＸ353が出土、底部に３個の石（0.15 ～ 0.2

ｍ大）が遺る。共に火葬土坑である。

ＳＫ739・740　切合い関係から、前者は後者より

新しく、その規模は1.18ｍ、0.8ｍ、0.2ｍ。後者は

0.9ｍ（推定）、0.68ｍ、0.1ｍ。共に炭化物・人骨細片

（ＳＸ354・355）がそれぞれ出土した。火葬土坑とし
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ておく。

ＳＫ741 ～ 744　重複するＳＫ741とＳＫ742とは

切合い関係から前者が後者より古く、その規模は0.7

ｍ、0.6ｍ（推定）、0.23ｍで、焼石・炭化物が出土。

後者ＳＫ742は0.98ｍ、0.66ｍ、0.25ｍで、焼石・炭

化物・人骨細片ＳＸ356及び古銭（銭105 ～ 106）「永

楽通寳」ほか２枚が出土。ＳＫ743とＳＫ744の場合

は、前者が後者を切るため新しく、その規模はそれ

ぞれ1.32ｍ、0.98ｍ、0.32ｍと1.8ｍ（推定）、1.1ｍ、

0.2ｍである。前者ＳＫ743からは焼石・多量の炭化

物・人骨細片ＳＸ357及び古銭（銭133 ～ 151）「開元

通寳」ほか19枚が出土し、併せて土師器皿・小皿（143・

279）の破片が出土した。それが15世紀後葉～ 16世

紀初頭頃に比定できるので、それ以降の火葬土坑と

推定。後者ＳＫ744からも焼石・炭化物・人骨細片

ＳＸ358及び古銭（銭160 ～ 184）「祥符元寳」他25枚

と鉄釘（鉄80）１本が出土した。ＳＫ744はＳＫ751

（後述）にも切られるため、それよりも古い火葬土坑

である。

ＳＫ745 ～ 747　ＳＫ745は1.02ｍ、0.72ｍ、0.2

ｍで焼石・多量の炭化物・人骨細片ＳＸ359が出土し

た。抜根により西側掘形が大きく崩れたＳＫ746は

0.82ｍ、0.66ｍ（推定）、0.18ｍで、多量の炭化物・

人骨細片ＳＸ360が出土した。切合い関係からＳＫ

747より新しい。ＳＫ747は1.04ｍ、0.74ｍ（推定）、0.2

ｍで、焼土・多量の炭化物・人骨細片ＳＸ361及び古

銭（銭185 ～ 189）「天禧通寳」ほか５枚が出土した。

掘形の一部をＳＫ748が切るため、それより古い火葬

土坑である。

ＳＫ748 ～ 751　この４基も相互に重複し切合う。

ＳＫ748は1.2ｍ、0.76ｍ、0.23ｍで、底部に幅0.2ｍ余、

長さ0.7ｍ、深さ0.1ｍ余の溝を穿つ。焼土・多量の

炭化物・人骨細片ＳＸ362及び古銭（銭190 ～ 191）

「永楽通寳」ほか２枚、土師器小皿破片（280）が出

土。それを16世紀前半代に比定した。切合い関係か

らＳＫ749より古く、ＳＫ747・750より新しい。ＳＫ

749は1.45ｍ、1.1ｍ、0.3ｍで、内側に更に0.9ｍ、0.7

ｍ、0.4ｍの穴がある（個別遺構第42図）。焼石・炭

化物・人骨細片ＳＸ363及び古銭（銭86 ～ 103）「元

豊通寳」ほか18枚、16世紀前半代の土師器小皿小破

片（281）も出土。ＳＫ748より新しい。ＳＫ750は1.1

ｍ、0.72ｍ、0.15ｍで、焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ

364が出土した。ＳＫ748やＳＫ751より古い。ＳＫ

751は1.06ｍ、0.78ｍ、0.2ｍで、焼石・多量の炭化

物・人骨細片ＳＸ365及び古銭（銭152 ～ 159）「淳化

元寳」ほか９枚が出土。底部に５個の石（0.15 ～ 0.2

ｍ大）を方形状に配置する。ＳＫ744やＳＫ750より

新しい。一定範囲内に複数の火葬土坑が重複して穿

たれた事実は、葬送儀礼における地域社会の規制（村

の掟）など、何らかの事情を反映しているかも知れ

ない。

ＳＫ752 ～ 756　ＳＫ752は0.84ｍ、0.76ｍ、0.16

ｍで古銭（銭207）「永楽通寳」が１枚だけ出土した。

ＳＫ753は0.88ｍ、0.86ｍ、0.22ｍで、焼土・炭化物・

人骨細片ＳＸ366が出土した。底部東側に大小７個の

石（0.1 ～ 0.4ｍ大）が集積。ＳＫ754は1.02ｍ、0.82ｍ、

0.2ｍで、焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ367が出土した。

底部中央に１個と掘形の下端に沿って10個の石（0.06

～ 0.22ｍ大）が円形状に遺っていた。棺の形状に合

わせた通気用の措置か。ＳＫ755とＳＫ756とは重複

し、後者は前者を切るゆえ新しい。前者の規模は1.0

ｍ、0.84ｍ、0.19ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ368及

び古銭（銭196）「永楽通寳」が１枚出土。後者ＳＫ

756は1.0ｍ、0.78ｍ、0.15ｍで、焼石・炭化物・人

骨細片ＳＸ369が出土した。底部に２個の石（0.2 ～

0.3ｍ大）が向合って遺る。いずれも火葬土坑である。

ＳＫ757 ～ 760　ＳＫ757は三重穴で、外側は0.88

ｍ、0.86ｍ、0.2ｍ、その中に0.72ｍ、0.6ｍ、0.1ｍ

の穴があり、更にその中に0.38ｍ、0.32ｍ、0.1ｍの

小穴を穿つ。炭化物のみが出土し、小穴掘形付近に

２個の石（0.15 ～ 0.2ｍ大）が遺る。ＳＫ758は1.46ｍ、

0.72ｍ、0.25ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ370が出土

した。ＳＫ759は樹木抜根で掘形は大きく崩れたが1.3

ｍ（推定）、0.8ｍ、0.23ｍで、焼石・炭化物・人骨

細片ＳＸ371が出土した。ＳＫ760はやや小規模で0.6

ｍ、0.54ｍ、0.15ｍ、焼土・炭化物だけが出土した。

ＳＫ761 ～ 767　ＳＫ761は0.96ｍ、0.6ｍ、0.18

ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ372が出土。ＳＫ762は

0.6ｍ、0.5ｍ、0.15ｍと小規模で、炭化物・人骨細

片ＳＸ373及び古銭（銭64 ～ 67）「永楽通寳」ほか４

枚が出土。ＳＫ763とＳＫ764は切合い関係から前者

が古く、後者が新しい。前者は0.8ｍ（推定）、0.76
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ｍ、0.2ｍで、炭化物及び古銭（銭201 ～ 206）「永楽

通寳」ほか６枚が出土。後者は0.8ｍ（推定）、0.8

ｍ、0.2ｍで、焼石・多量の炭化物・人骨細片ＳＸ

374が出土。底部に３個の石（0.1 ～ 0.15ｍ大）が遺る。

調査区壁際で検出のＳＫ765は1.25ｍ、0.7ｍ、0.2ｍ

で焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ375が出土した。ＳＫ

766は1.0ｍ、0.95ｍ、0.25ｍで、焼土・炭化物・人

骨細片ＳＸ376及び古銭（銭74 ～ 85）「洪武通寳」ほ

か12枚、鉄釘（参考92）１本が出土。これを六文銭

の倍数とすると、二度使われた火葬土坑かも知れな

い。底部に２個の石（0.2 ～ 0.3ｍ大）が向合って遺る。

ＳＫ767は1.3ｍ、0.95ｍ、0.16ｍで、内部に更に0.5

ｍ、0.4ｍ、0.13ｍの小穴を穿つ。炭化物・人骨細片

ＳＸ377の他に、15世紀中葉～後葉に比定した土師器

皿破片（141 ～ 142）・小皿破片（244）、及び鉄釘（鉄

81 ～ 87）が出土した。15世紀後半以降の火葬土坑と

推測する。

（五）…Ｃ地区の遺構
⑦　土坑群（第17表、遺構第28図～第33図）
Ｃ地区の土坑群は全部で106基ある。標高111.2 ～

107.6ｍの間の南東向き斜面に分布するが、より標

高の高い尾根筋側に偏在しつつ、南北距離にして約

84ｍにわたる広範囲で検出した。基本的に火葬土坑

が主体だが、遺物として縄文早期の深鉢破片や石鏃

等が出土したのはＣ地区だけの特徴で、あるいは中

世の火葬土坑ばかりではない可能性もあった。ただ、

現地調査では、明確に縄文時代の遺構として特定で

きるものはなかった。当初、遺構の有無や拡がりを

探るため、調査区壁際に幅約0.6ｍのトレンチを入れ

たため、その痕跡を残す。

前記Ａ・Ｂ地区と同様、文中に並記する三つの数

値は、各土坑の法量即ち長径・短径・深さを表す。

ＳＫ768 ～ 773　ＳＫ768は0.6ｍ、0.6ｍ、0.17ｍで、

出土遺物を認めず。炭化物のみが出土したＳＫ769と

ＳＫ770の規模は、前者は1.2ｍ、0.5ｍ、0.25ｍだが、

後者は0.45ｍ、0.4ｍ、0.38ｍと小規模な土坑。ＳＫ

771は1.15ｍ、0.8ｍ、0.15ｍで、焼石・炭化物・人

骨細片ＳＸ378が出土した。ＳＫ770に近接のＳＫ772

は0.75ｍ、0.65ｍ、0.45ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ

379が出土した。ＳＫ773は0.9ｍ、0.65ｍ、0.2ｍで、

内部に更に0.4ｍ、0.35ｍ、0.07ｍの小穴を穿つ。焼

石・炭化物・人骨細片ＳＸ380が出土した。ＳＫ769

～ 772の周囲0.2～ 1.5ｍの範囲にサヌカイト剥片（８

点）の出土があった。

ＳＫ774 ～ 778　	やや南西端に離れてあるＳＫ

774の規模は0.75ｍ、0.6ｍ、0.45ｍで、遺物はない。

底部に0.2×0.16ｍ大の川原石が１個遺る。埋土中に

炭化物のみを検出したＳＫ775とＳＫ776は、前者が

0.6ｍ、0.4ｍ、0.37ｍ、後者は0.6ｍ、0.5ｍ、0.3ｍ

であった。ＳＫ777は0.75ｍ、0.6ｍ、0.4ｍで、炭化

物・人骨細片ＳＸ381が出土。ＳＫ778は1.0ｍ、0.8ｍ、

0.47ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ382及び土師器小皿

破片（245）、石鏃（5）が出土した。ＳＫ775 ～ 778

の周辺（0.3 ～ 2.0ｍの範囲）でもサヌカイト剥片（５

点）の出土があった。

ＳＫ779 ～ 785　ＳＫ779は1.05ｍ、0.8ｍ、0.58

ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ383が出土。掘形に北接

してサヌカイト剥片（１点）も出土した。ＳＫ780は1.8

ｍ、1.0ｍ、0.47ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ

384が出土した他、縄文土器細片の混入もあった。切

合い関係からＳＫ784より古い。ＳＫ781は0.85ｍ、0.8

ｍ、0.42ｍで、炭化物のみ検出。ＳＫ782は0.5ｍ、0.5

ｍ、0.15ｍと小規模で、炭化物・人骨細片ＳＸ385が

出土し、切合い関係からＳＫ783より古い。ＳＫ783

は1.2ｍ、1.1ｍ、0.5ｍで、焼石・炭化物・やや多い

人骨細片ＳＸ386及び古銭（銭237 ～ 238）「永楽通寳」

ほか２枚と鉄釘（参考99）１本、更にサヌカイト剥

片（１点）の混入がみられた。切合い関係からＳＫ

785より古く、ＳＫ782より新しい。同じくサヌカイ

ト剥片が混入していたＳＫ784は0.8ｍ、0.65ｍ、0.4

ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ387及び古銭（銭

247）「煕寧元寳？」１枚が出土。切合い関係からＳＫ

780より新しい。ＳＫ785は1.5ｍ、1.1ｍ、0.5ｍで、

焼石・多量の炭化物・人骨細片ＳＸ388が出土。切合

い関係からＳＫ783より新しい火葬土坑である。

ＳＫ786 ～ 795　やや小規模なＳＫ786とＳＫ787

は、前者が0.65ｍ、0.6ｍ、0.33ｍ、後者は0.6ｍ、0.45

ｍ、0.1ｍである。焼石・炭化物・人骨細片（ＳＸ

389 ～ 390）の出土は両者に共通し、後者では焼土の

混入もあった。重複するＳＫ788とＳＫ789は、前者

が1.75ｍ、1.0ｍ、0.18ｍ、後者は0.85ｍ、0.65ｍ、0.28

ｍで、切合い関係から後者ＳＫ789の方が新しい。前
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者からは焼土・焼石・多量の炭化物・人骨細片ＳＸ

391、及び15世紀後葉～ 16世紀初頭頃の土師器小皿

破片（283）が出土し、後者でも焼石・多量の炭化物・

人骨細片ＳＸ392が出土した。ＳＫ790は0.9ｍ、0.5ｍ、

0.45ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ393、及び判

読不能の古銭（銭257 ～ 260）４枚が出土した。ＳＫ

791は1.4ｍ、0.8ｍ、0.37ｍで、焼石・炭化物・人骨

細片ＳＸ394、及び古銭（銭245 ～ 246）「永楽通寳」

２枚が出土した。「く」字状に湾曲する土坑ＳＫ792

は1.45ｍ、0.5ｍ、0.3ｍで、焼石・炭化物・人骨細

片ＳＸ395が出土。切合い関係からＳＫ793より古い。

ＳＫ793は1.1ｍ（推定）、0.5ｍ、0.25ｍで、炭化物・

人骨細片ＳＸ396が出土。ＳＫ794より古くＳＫ792よ

り新しい。ＳＫ794は1.35ｍ、0.8ｍ、0.3ｍで、多量

の炭化物と人骨細片ＳＸ397、及びサヌカイト剥片が

混入すると共に、底部には0.2ｍ大の川原石があった。

ＳＫ793より新しい。ＳＫ795は0.85ｍ、0.6ｍ、0.25

ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ398が出土した。

全て火葬土坑である。

ＳＫ796 ～ 799　Ｃ地区土坑群の中で唯一掘形

に焼土帯を遺すＳＫ796は、1.1ｍ、0.9ｍ、0.35ｍ

で、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ399の他、埋土中

にサヌカイト剥片も混入していた。当該土坑の西側

0.5 ～ 2.0ｍの範囲内でもサヌカイト剥片が５点出土

した。ＳＫ797は0.7ｍ、0.65ｍ、0.4ｍで、炭化物・

人骨細片ＳＸ400が出土。重複するＳＫ798とＳＫ799

は、切合い関係から前者ＳＫ798が古くＳＫ799が新

しい。前者は0.9ｍ、0.8ｍ、0.45ｍで、炭化物・人

骨細片ＳＸ401が出土。後者は0.9ｍ、0.85ｍ、0.47

ｍで、焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ402が出土した。

ＳＫ800 ～ 803　ＳＫ800は1.65ｍ、1.2ｍ、0.4ｍで、

少量の焼土・炭化物・人骨細片ＳＸ403が出土し、底

部に0.3 ～ 0.4ｍ大の川原石が２個遺る。ＳＫ801 ～

803の掘形を切るため、その３基より新しい。ＳＫ800

より古い３基はそれぞれ、ＳＫ801が0.75ｍ（推定）、

0.65ｍ、0.42ｍ、ＳＫ802が0.85ｍ（推定）、0.75ｍ、

0.3ｍ、ＳＫ803が0.8ｍ（推定）、0.75ｍ、0.27ｍで、

共に炭化物・人骨細片（ＳＸ404 ～ 406）が出土した。

ＳＫ803の掘形は次のＳＫ804にも切られるため、そ

れよりも古い。

ＳＫ804 ～ 807　ＳＫ804は1.6ｍ、1.0ｍ、0.48ｍで、

焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ407及び古銭（銭224 ～

228）「皇宋通寳」ほか５枚と土師器小破片が出土した。

切合い関係からＳＫ803・805・806より新しい。ＳＫ

804に先行するＳＫ805・806は、前者が1.0ｍ（推定）、

0.75ｍ、0.3ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ408を、後

者は1.2ｍ（推定）、0.6ｍ、0.25ｍで、少量の焼土・

炭化物・人骨細片ＳＸ409を、それぞれ埋土中に包含

していた。ＳＫ806より新しいＳＫ807は1.0ｍ、0.7ｍ、

0.3ｍで、多量の炭化物・人骨細片ＳＸ410及び古銭（銭

229 ～ 236）「天聖元寳」ほか８枚が出土した。

ＳＫ808 ～ 810　	調査区東壁際で検出のＳＫ808

は1.05ｍ、0.8ｍ、0.25ｍで、焼石・炭化物・人骨細

片ＳＸ411及び判読不能の古銭（銭239 ～ 244）６枚

が出土。同じく壁際のＳＫ809は0.9ｍ（推定）、0.75ｍ、

0.25ｍで、焼石・多量の炭化物・人骨細片ＳＸ412及

び土師器破片が出土。ＳＫ810は0.8ｍ、0.5ｍ、0.3

ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ413が出土した。

Ｓ Ｋ811 ～ 815　 Ｓ Ｋ811は1.1ｍ、0.7ｍ、0.23

ｍで、埋土中から焼土・焼石・炭化物が出土したが、

人骨は確認できなかった。ＳＫ812は0.9ｍ、0.85ｍ、

0.25ｍで、焼土・人骨細片ＳＸ414が出土した。ＳＫ

813・814は重複による切合い関係から、前者が後者

より新しい。前者ＳＫ813は0.7ｍ、0.55ｍ、0.33ｍで、

炭化物のみが出土した。後者ＳＫ814は1.2ｍ、0.85

ｍ、0.42ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ415が出土した。

ＳＫ815は0.8ｍ、0.85ｍ、0.4ｍで、炭化物のみが出

土した。これら火葬土坑の周囲からもサヌカイト剥

片（９点）を採取した。

ＳＫ816 ～ 821　ＳＫ816はＳＫ806・807に切られ

ており、それらよりも古い。規模は1.2ｍ（推定）、0.65

ｍ、0.32ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ416が出土し

た。ＳＫ817は1.2ｍ、0.75ｍ、0.45ｍで、焼土・焼

石・炭化物・人骨細片ＳＸ417が出土した。ＳＫ818

は1.15ｍ、1.1ｍ、0.3ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ

418及び古銭（銭269 ～ 281）「天聖元寳」ほか13枚が

出土。ＳＫ819 ～ 821の３基相互の切合い関係からみ

てＳＫ819が最も古く、ＳＫ821が最も新しい。ＳＫ

819は1.0ｍ、0.75ｍ（推定）、0.45ｍで、炭化物・人

骨細片ＳＸ419が出土。ＳＫ820は1.6ｍ（推定）、1.0

ｍ（推定）、0.33ｍで、多量の炭化物と人骨片ＳＸ420

が出土。ＳＫ821は1.0ｍ（推定）、0.6ｍ（推定）、0.45ｍで、
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多量の炭化物・人骨細片ＳＸ421が出土した。

ＳＫ822 ～ 826　5基は相互に重複し、複雑な切合

い関係にある。ＳＫ822は1.5ｍ（推定）、1.1ｍ（推定）、

0.5ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ422が出土し、

ＳＫ823・824より古い。ＳＫ823は1.1ｍ、0.8ｍ、0.38

ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ423及びサヌカイ

ト剥片が出土。ＳＫ822より新しい。ＳＫ824は1.4ｍ

（推定）、0.8ｍ（推定）、0.4ｍで、焼石・炭化物・人

骨細片ＳＸ424が出土。ＳＫ822・826より新しく、ＳＫ

825より古い。ＳＫ825は1.65ｍ（推定）、0.9ｍ、0.43

ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ425及びサヌカイ

ト剥片が出土した。ＳＫ824より新しい。ＳＫ826は

1.3ｍ（推定）、0.85ｍ（推定）、0.22ｍで、炭化物・

人骨細片ＳＸ426及び古銭（銭286 ～ 291）「景祐元寳」

ほか６枚が出土した。底部壁際に0.3ｍ大の川原石が

１個遺る。ＳＫ824 ～ 825・ＳＫ829よりも古い火葬

土坑である。

ＳＫ827 ～ 830　ＳＫ827は1.0ｍ、0.75ｍ、0.32

ｍで焼石・炭化物が出土した。ＳＫ828は0.8ｍ、0.7

ｍ、0.3ｍで、焼石・炭化物及び土師器皿破片（145

～ 147）と土師器小皿破片（282）が出土した。これ

ら皿類を15世紀後葉～ 16世紀初頭に比定した。ＳＫ

829は前記ＳＫ826より新しく、0.8ｍ、0.8ｍ、0.25

ｍで、焼石・炭化物・多量の人骨片ＳＸ427及び判読

不明の古銭（銭261）１枚、土師器細片が出土。ここ

の焼石は、赤く焼けた0.43ｍ大のもので、底部壁際

に遺っていた。ＳＫ830は1.0ｍ、0.7ｍ、0.38ｍで、

焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ428及び土師器細片が出

土した。

ＳＫ831 ～ 835　この5基も調査区壁際で相互に重

複し切り合う。ＳＫ831は1.4ｍ、0.9ｍ、0.3ｍで、焼石・

多量の炭化物と人骨細片ＳＸ429及び古銭（銭248 ～

253）「祥符元寳」ほか６枚、土師器細片、鉄釘（鉄

98）１本が出土した。ＳＫ832やＳＫ833より新しい。

ＳＫ832は1.4ｍ（推定）、0.5ｍ、0.18ｍで、焼石・

炭化物・人骨細片ＳＸ430が出土。ＳＫ831より旧く、

ＳＫ833より新しい。ＳＫ833は1.3ｍ（推定）、0.7ｍ（推

定）、0.3ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ431及び

古銭（銭284 ～ 285）「至和通寳」ほか２枚と鉄釘（参

考100）１本が出土。ＳＫ831やＳＫ832より古く、ＳＫ

834よりは新しい。ＳＫ834は0.9ｍ（推定）、0.8ｍ（推

定）、0.25ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ432及

び古銭（銭267）「元豊通寳」１枚が出土した。ＳＫ

833より古くＳＫ835より新しい。ＳＫ835は1.6ｍ（推

定）、0.9ｍ（推定）、0.17ｍで、焼石・炭化物・人骨

細片ＳＸ433及び古銭（銭263 ～ 266）「開通元寳（開

元通寳）」ほか４枚、土師器皿（148 ～ 149）２枚と

刀子（鉄25）１本等が出土した。ＳＫ834よりも古い。

ＳＫ836 ～ 840　ＳＫ836は0.6ｍ、0.6ｍ、0.3ｍ

で、炭化物・人骨細片ＳＸ434が出土。ＳＫ837は1.4

ｍ、1.05ｍ、0.23ｍで、焼石・人骨細片ＳＸ435が出

土。ＳＫ838は0.8ｍ（推定）、0.5ｍ、0.25ｍで、焼石・

炭化物・人骨細片ＳＸ436が出土、ＳＫ839よりも古

い。ＳＫ839は0.6ｍ、0.5ｍ、0.3ｍで、焼土・焼石・

炭化物・人骨細片ＳＸ437が出土、ＳＫ838やＳＫ840

よりも新しい。ＳＫ840は0.9ｍ（推定）、0.45ｍ、0.28

ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ438が出土し、ＳＫ

839よりも古い。

ＳＫ841 ～ 847　ＳＫ841は0.85ｍ、0.6ｍ、0.3ｍで、

焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ439が出土。ＳＫ842は

0.9ｍ、0.75ｍ、0.4ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ440

が出土。調査区壁際で検出のＳＫ843は0.85ｍ（推定）、

0.55ｍ（推定）、0.27ｍで、焼石・多量の炭化物と人

骨細片ＳＸ441とが出土した。ＳＫ844は1.2ｍ、0.8ｍ、

0.32ｍで、焼石・炭化物・人骨片ＳＸ442が出土。重

複するＳＫ845・846は、切り合い関係から前者が後

者より新しい。前者ＳＫ845は0.8ｍ（推定）、0.6ｍ

（推定）、0.2ｍで、焼土・炭化物及び土師器細片が出

土。後者ＳＫ846は0.9ｍ（推定）、0.6ｍ（推定）、0.23

ｍで、焼土・焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ443及び土

師器細片が出土した。ＳＫ847は0.7ｍ、0.5ｍ、0.37

ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ444が出土した。

ＳＫ848 ～ 851　ＳＫ848は1.0ｍ、0.9ｍ、0.2ｍで、

焼土・焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ445が出土。ＳＫ

849は1.1ｍ（推定）、0.8ｍ（推定）、0.23ｍで、焼

石・炭化物・人骨細片ＳＸ446及び土師器小皿（284

～ 285）2枚が出土。ＳＫ850より古い。ＳＫ850は1.3

ｍ（推定）、0.9ｍ（推定）、0.32ｍで、焼石・炭化物・

多量の人骨細片ＳＸ447が出土。埋土直上でサヌカイ

ト製石鏃（３）１点も採取した。ＳＫ849やＳＫ851

より新しい。ＳＫ851は1.0ｍ（推定）、0.65ｍ（推定）、

0.25ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ448が出土した。
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ＳＫ852 ～ 857　ＳＫ852は1.9ｍ、1.6ｍ、0.25ｍ

とやや大型で、焼石・多量の炭化物・人骨細片ＳＸ

449が出土。ＳＫ853は0.8ｍ、0.65ｍ、0.2ｍで、炭

化物と人骨細片ＳＸ450及び古銭（銭255 ～ 256）２

枚が出土した。ＳＫ855より新しい。ＳＫ854は1.0

ｍ、0.6ｍ、0.23ｍで、焼石・多量の炭化物・人

骨細片ＳＸ451及び鉄釘（鉄93 ～ 97）５本が出土。

ＳＫ855は1.15ｍ、0.75ｍ、0.25ｍで、炭化物・人骨

細片ＳＸ452が出土。ＳＫ853より古い。調査区壁際

で検出のＳＫ856は1.0ｍ（推定）、0.6ｍ（推定）、0.33

ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ453及びロクロ土

師器底部破片（32）と土師器小皿破片（164）が出土。

またＳＫ857は1.6ｍ（推定）、1.2ｍ（推定）、0.2ｍで、

焼石・炭化物・多量の人骨細片ＳＸ454及び鉄釘（参

考101）１本とサヌカイト剥片も出土した。

ＳＫ858 ～ 861　ＳＫ858は0.65ｍ、0.55ｍ、0.17

ｍと小規模で、炭化物・人骨細片ＳＸ455が出土した。

ＳＫ859は1.45ｍ（推定）、1.0ｍ（推定）、0.3ｍで、

焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ456が出土。ＳＫ860は

1.2ｍ、1.0ｍ（推定）、0.37ｍで、炭化物・人骨細

片ＳＸ457及びサヌカイト剥片４点も出土した。ＳＫ

861は1.2ｍ、0.9ｍ（推定）、0.45ｍで、焼土・焼石・

炭化物・人骨細片ＳＸ458が出土した。

ＳＫ862～864　ＳＫ862は1.55ｍ（推定）、1.2ｍ（推

定）、0.5ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ459の他に、縄

文土器深鉢破片（11）も出土した。ＳＫ863は1.1ｍ、1.0

ｍ、0.38ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ460が出土した。

ＳＫ864は1.4ｍ（推定）、1.0（推定）、0.32ｍで、埋

土中に炭化物のみが混在した。

ＳＫ865 ～ 869　ＳＫ865は0.8ｍ、0.75ｍ、0.35

ｍで、焼土・焼石・多量の炭化物・人骨細片ＳＸ461

が出土。ＳＫ866は1.2ｍ、0.85ｍ、0.25ｍで、焼石・

炭化物・人骨細片ＳＸ462が出土。ＳＫ867は1.2ｍ、0.9

ｍ、0.15ｍで、多量の炭化物及び人骨細片ＳＸ463が

出土した。底部の約3分の2を岩盤が占める。ＳＫ868は

1.0ｍ、0.8ｍ、0.18ｍで、炭化物・人骨細片ＳＸ464

が出土。掘形の肩に0.4ｍ大の石が1個据わる。壁際

のＳＫ869は0.85ｍ（推定）、0.75ｍ、0.42ｍで、炭

化物・人骨細片ＳＸ465が出土した。

ＳＫ870 ～ 873　ＳＫ870は1.3ｍ、0.95ｍ、0.2ｍ

で、焼土・焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ466が出土し

た。当地区最南端の遺構ＳＫ871は1.3ｍ、0.9ｍ、0.23

ｍで、焼石・炭化物・人骨細片ＳＸ467が出土した。

掘形の一部に0.8ｍ大の石が据わるＳＫ872は1.2ｍ、

1.05ｍ、0.25ｍで、埋土中から焼石・炭化物・人骨

細片ＳＸ468が出土。その石がどういう機能や性格を

持ったかは不明である。最後に、ＳＫ873は0.7ｍ、0.7

ｍ、0.22ｍで、底部に0.4ｍ大の石が据わり、埋土中

に焼土・炭化物が混在していた。　　　　（田阪　仁）

Ⅴ.　遺物篇

（一）…石器
①石鏃・剥片（第18表、第43図・写真第９図）
57点ある。器種の内訳は、石鏃５点・石鏃未製品

１点・二次加工痕有剥片１点、使用痕有剥片１点・

剥片(砕片含む)48点・石核素材(分割礫) １点となる。

石材の内訳をみるとサヌカイト40点・チャート４点・

泥岩３点・片岩１点である。

石鏃（１～６）　（１）～（４）は凹基無茎鏃である。

（１）・（２）はともに側縁が直線となるもので、長幅

比が１に近い正三角形状を呈す。（３）は側縁が内に

膨らむもので、やや長身である。（４）は側縁が先端

部付近で屈曲するいわゆる「五角形鏃」である。時

期的には縄文時代後期に多くみられるが、１点のみ

であり時期確定には至らない。（５）は平基無茎鏃で、

左下半部を欠損している。右側縁が内に膨らむこと

から、左側縁も同様か直線状となろう。（６）は三角

形状に加工を施すことから未製品とした。（１）～（６）

はすべてサヌカイト製。

二次加工痕有剥片（７）　山形に打面調整を行った

痕跡がみられる風化度の強い横長剥片(サヌカイト)

を素材とする。この横長剥片はその特徴から旧石器

時代にさかのぼる可能性が高く、縁辺に残る不規則

な加工も同時期のものである。新たな加工は腹面縁

辺中央よりに施し、一見すると新しいキズのような

色調を呈すが、風化度は石鏃（４）に近い程度のも

のである。このような、時代あるいは時期を相当に

隔てた石器を素材として用いるサヌカイト搬入例は、

縄文時代後期後半の松阪市天白遺跡にみられ、今後、

時期的・数量的なあり方の検討が必要であろう。

剥片　図示はないが、剥離痕のあり方からおそら

く両極打法により剥離されたものがある。灰色チャー
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トを用いる。

その他、136.8ｇのチャート製石核素材（分割礫）

や95.2ｇの泥岩製剥片がみられるが、大部分は石器

素材とはなり得ない小型剥片である。　（久保 勝正）

②磨石・敲石（第18表、第43図・写真第９図）
磨石・敲石（10・11）　（10）は円礫の半分余り

を欠く。表面側とした中央部には敲打痕の一部が残

り、反対側にも磨り面が形成されて平坦になってい

る。（11）はやや扁平な円礫の上下両端と表面中央部

に敲打痕が残り、手ごろなハンマーとして使用され

たものと考えられる。この２点以外にも明かに遺跡

内に搬入された円礫で、単なる自然石として片づけ

られないようなものが認められる。　　（奥　義次）

（二）…土器
③縄文土器（第18表、第43図・写真第９図）
深鉢（８）　早期後葉に属す、高山寺式土器の口縁

部に近い深鉢片。断面形は体上部で屈曲し、口縁部

に向けて、かなり外反する。表面には一辺ほぼ１cm

ほどの平坦な菱形文が斜格子状に密接施文されてい

る。内面には太い斜行沈線がやや間隔をおいて施さ

れる。沈線間の断面形はなだらかなカマボコ状とな

る。繊維の含有はわずかに認められる程度で、目立

たない。器厚は1.2 ～ 1.5cm。高山寺式土器の中では

新しいタイプに属する。

深鉢（９）　上記深鉢（８）と同一固体かどうかは

不明であるが、同型式の底部に近い破片。器面がか

なり傷み、文様は不明。断面形からすると、丸底に

近い尖底と考えられる。これ以外にも破片が20数点

見られるが、いずれも器面がひどく傷んでおり、施

文の有無が判断出来ないものばかりである。（奥義次）

④須恵器（第19表、第44図）
杯蓋（12・13）　いずれも破片で、Ａ地区Ｎ14 ～

16内の数ヶ所に散乱、埋没していたので、遺構に伴

うものではない。前者は復元口径約12.1cm、同器高

約5.5cm、後者は復元口径約14.0cm、同器高約5.1cm

である。共に暗灰色を呈し、ロクロ水挽き後、天井

部外面にロクロヘラ削りを施す。ＭＴ15号窯型式併

行期（６世紀前半代）のものと判断した。Ａ地区か

ら南東へ約200ｍ余離れた南西斜面に築造の４基の古

墳は、どれも７世紀前葉以降に位置づけられる（註

10）ため、他の古墳等の遺物が持ち込まれた可能性

が高い。

杯蓋（14）　紐付き天井部分の小破片だが、上記甕

（17）に伴出した。淡灰白色で、ロクロ水挽き後、天

井部外面をロクロヘラ削りし、紐を貼付ける。７世

紀末以降８世紀前半代頃までには収まると考える。

杯蓋（15・16）　いずれもＡ地区出土の破片で、前

者は土坑ＳＫ527とＳＫ613からそれぞれ破片が出土

し、口径は約16.4cm、器高約3.9cmと復元され、後者

は土壙ＳＫ527（Ⅲ類）からの出土である。調整技法

は前掲杯蓋（14）と同様。時期的には前者（15）は

７世紀末以降８世紀前半代までに収まるが、後者（16）

はツマミ部分の形状から、やや遅れて８世紀前葉～

中葉頃に比定しておく。

甕（17）　Ａ地区土坑ＳＫ520に隣接のＳＸ158か

らの出土で、ほぼ完形品。口径10.8	cm、器高18.0cm、

底部径	6.8cmで、淡青灰色の器壁はロクロ水挽きの

後に、体部下半をロクロヘラ削りで調整される。猿

投窯岩崎41期併行期（７世紀末～８世紀初頭）とした。

内部には人骨が充満していた。但し、この１点を以て、

当山における墳墓の初現とするには、特に否定的材

料はないが、それでもなお躊躇を感じる。

註10　『近畿自動車道（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報

告』第二分冊二、1990年所収「横尾古墳群」192頁。

⑤土師器（第19表、遺物第44 ～ 49図）
ロクロ土師器（第19表、遺物第44図）

皿（32 ～ 38）　底部破片が７点ある。いずれもＡ

地区内の配石区画墓や周溝、あるいは土坑など中世

墓に関する遺構の埋土中に混入した破片で、明確な

遺構に伴う遺物ではない。復元底部径は殆ど約3.2cm

から4.5cmの範囲に収まるが、１点だけ7.0cmという

のもある。12世紀代の所産と考える。これらは、中

世墓以前の経塚等も考慮すべき遺物と考える。

土師器皿・小皿（第19表、遺物第49図）

破片を含め、個体数として最も多いのは土師器皿

類である。皿と小皿との区分は、口径10cmを一応の

目安とした。完形品のなかで山茶碗と共伴の皿・小

皿類は皆無のため、既出編年案等を参照しつつ、細

分化は避け大きく包括的に①期13世紀末頃～ 14世紀

末葉、②期14世紀末頃～ 15世紀後葉、③期15世紀後

葉～ 16世紀末葉、の３期に仮分類してみた（註11）。
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皿類（112 ～ 149）

やや古相を帯びる皿が４点（112 ～ 115）だけある。

全てＡ地区出土の破片で遺りが悪く、調整技法も口

縁部横ナデ程度しか判らない。（112・113）は復元口

径約14.0cm、概ね12世紀後半代と考える。（114）は

底部が未調整で、復元口径は約16.0cm、器高約2.5cm

であった。12世紀後半代かと思う。（115）は復元口

径が18.6cm、器高は約2.3cmである。11世紀末～ 12

世紀前葉頃の所産かと推定する。いずれも中世墓関

係の遺物と決めつけるのにはいささか躊躇する。

①期の皿（116 ～ 127）は、口径約11.0 ～ 13.0cm

（平均約11.9cm）、器高約1.2 ～ 3.0cm（平均約2.4cm）、

比較的に口縁部は肥厚しつつ、やや直立に近く内湾

する傾向にある。

②期の皿（128 ～ 142）は、口径約9.8 ～ 13.6cm

（平均約11.6cm）、器高約1.9 ～ 2.8cm（平均約2.4cm）、

口縁部がやや肥厚するものから徐々に薄手に変化す

ると共に、口縁部が外に開きつつ下半部でＳ字状に

屈曲する形状へと近づく。

③期の皿（143 ～ 149）は、口径約11.0 ～ 13.0cm（平

均約11.7cm）、器高約1.3 ～ 2.8cm（平均約2.1cm）で

ある。ほぼ三つのタイプがある。（143・144・148・

149）は、②期の（141）の系統を引くタイプで、全

体的に一層薄手で口縁部は外に開き、上記のＳ字状

屈曲が普遍的になる。（145・146）は、器高が2.0cm

未満、薄手で口縁部は緩やかに内湾し、歪みがみら

れるタイプ。（147）は、器高が2.0cmより大きく、薄

手でやや内湾気味に外へ開く。②期の（142）と同じ

系統になる。

小皿類（150 ～ 285、参考15 ～ 20）

①期の小皿（150～ 164）は、口径約6.0～ 10.0cm（平

均約8.0cm）、器高約1.0 ～ 2.2cm（平均約1.3cm）で

あるが、構成要素は一様ではない。口縁部が肥厚す

るのはほぼ共通するものの、口径が8.0 ～ 9.0cm前後、

器高2.0cm前後で、口縁部が内湾しながら真っ直ぐ上

に立ち上がるタイプ（150）、口径は10.0cm前後、器

高は1.5cm以下または2.0cm以下で、口縁部がやや開

きつつ緩やかに立ち上がるタイプ（155・156）、口径

が9.0	 cm前後または7.0 ～ 8.0cm、器高1.5cm以下の

一般的な小皿タイプ（152・154）（157 ～ 159）、など

いくつかのタイプが共存する。それらは概ね③期ま

で継続的に現れるようである。

②期の小皿（165～ 245）は、口径約6.0～ 10.5cm（平

均約7.8cm）、器高約0.8 ～ 2.8cm（平均約1.3cm）。数

量的にこの時期の小皿が多数を占めた。（134・244）

などは①期の（150）のタイプに相応する。例えば、

436号墓出土の小皿で言うと、（225・226）などは①

期の（152・154）のタイプ、（229 ～ 231）は同じく

（157 ～ 159）の系統である。この期の小皿は、全体

に器壁は薄手に向い、器形に扁平化が進み、歪みや

内外面に煤煙の痕跡が比較的多くみられる。

③期の小皿（246 ～ 285）は、口径約6.0 ～ 9.0cm

（平均約7.7cm）、器高約0.6 ～ 2.0cm（平均約1.2cm）。

ＳＫ828出土の（282）は、②期の（244）と同じタイプ、

また（145・146）は①期の（155）と同じ系統に属す。

（147）は①期（156）や②期（142）と同じタイプである。

この時期に普遍的な小皿は、（255 ～ 263）のように

一層扁平化が進んで、板状に近い形状を呈するまで

になっている。

土師器碗・小碗（第19表、遺物第47図）

土師器碗（80・81）は、口縁部に向かうほど器壁

が厚く、底部が貼付けた高台よりも下にややはみ出

すような、なんとなく無骨な作りである。出土当時

には類例がなかった。

土師器小碗（83 ～ 85）としたのは、口径が約10cm

内外、器高は５cm以内のもので、高台の有無もある。

当初は杯か鉢かと迷ったが、名称は小碗に統一し

た。土坑に伴って出土した（83）と（84）は完形品で、

遺構の時期決定に重要。前者を16世紀代、後者を15

世紀後半代に比定した。

土師器羽釜・鍋（第19表、遺物第47 ～ 48図）

２点の羽釜（93・94）は、共に墓の配石区画内（284・

282号墓）から人骨（ＳＸ11・162）に伴って出土し

た。かつては蔵骨器に転用された遺物に違いないが、

ここではいずれも口縁部の小破片で、埋土への混入

遺物と判断した。前者（93）は16世紀代、後者（94）

は15世紀中葉頃のもの。両配石区画墓の造営はそれ

より遡らない。

次に、伊勢型鍋（95 ～ 111・参考14）は18個体あっ

た。既出編年案（註12）を参照すると、（95）は12世

紀中葉頃、（96 ～ 98）は13世紀後半代、（99 ～ 104）

は14世紀前半代、（105 ～ 109）は14世紀末葉～ 15世
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紀前葉、（110 ～ 111・参考14）は15世紀後葉～ 16世

紀中葉代、にそれぞれ比定しうる。いずれも蔵骨器

への転用遺物に違いないが、完形品はほとんどなく、

ほぼ全容が判るのは３点（97・98・104）である。

註11　美杉村教育委員会編『北畠氏館跡9－多気北畠氏遺跡

第26次調査北畠氏館跡総括編－』2005年などを参照。

竹田憲治、伊藤裕偉氏らの助言も参考にした。責任

は田阪が負う。

註12　新田洋「平安時代～中世における煮炊用具－「伊勢

型」鍋に関する若干の覚書－」（『三重考古学研究』１、

三重考古学談話会、1985年）、及び伊藤裕偉「中世南

伊勢系の土師器に関する一試論」（『Ｍie　history』

vol．1、三重歴史文化研究会、1990年）など。

⑥陶器類（第19表、遺物第44 ～ 47図）
経筒外容器（第19表、遺物第44図）

Ａ地区から５個体分の筒身（18・19・20・21・

23・27・29）の破片が出土し、Ｂ地区からも口縁部

破片（22）が１点出土した。この口縁部（22）の形

状は上記筒身の口縁部とは別物で、併せて６個体分

があったと判断した。筒身上半部（18）と下半部（19）

は共に破片で、前者の復元口径は約16.5cm、後者の

復元底部径は約11.2cmである。両者の胎土・色調・

成形技法などの比較から、あるいは本来同一個体か

とも考えるたが、口径に対して底部径がやや小さく、

器壁の厚みもややバランスを欠く。下半部（19）の

口縁部には上半部（23）の方が相応しいかも知れない。

唯一、Ｂ地区の土坑ＳＫ624の埋土中に混入してい

た上半部（22）は、復元口径約14.8cmで、口縁端部

は蓋受け部の立ち上がりを持っている。

上半部（20）と下半部（21）もそれぞれ破片で、

前者の復元口径は約16.6cm、後者の復元底部径は

13.0cmである。いずれも内面に粘土紐の結合痕跡が

認められ、胎土や成形技法などの類似から、本来は

同一個体であった可能性が高い。以上４個体はいず

れも12世紀後葉～ 13世紀初頭、遅くとも13世紀前葉

までには収まるであろう。

筒身と蓋とのセット関係が類推できるのが２組あ

る。蓋（26）と筒身（27）、蓋（28）と筒身（29）で

ある。これらは特に182号墓の盛土内を中心に出土し

た。

蓋（26）は山茶碗の底部外面に紐を貼付けてお

り、復元口径約15.2cm、器高約7.3cm、底部径約6.2cm、

12世紀末葉～ 13世紀前半代に位置づけた。筒身

（27）は復元口径約13.2cm、器高約22.8cm、底部径約

13.0cmである。暗灰白色で、内面に横ナデと指圧痕

が遺り、口縁部～体部を横ナデ、下部には縦位のナ

デも認められる。12世紀後葉～ 13世紀初頭ごろのも

のと位置づけておきたい。

蓋（28）は紐付きの天井部のみの破片で、残存度

は悪い。筒身（29）は、復元口径約13.7cm、器高約

27.1cm、底部径約14.1cm、成形技法は前述の筒身（27）

とほぼ同様で、外面に黒褐色に変色した自然釉が見

られる。この両者も12世紀後葉～ 13世紀初頭ないし

13世紀前半代とみておきたい。

総じて経筒外容器に関する破片は、概ねＡ地区の

Ｋ14 ～Ｌ16 ～Ｎ18区の、特に182号墓を中心とした

一定のエリア内に散乱・埋没していた。遺構として

断定は出来ないが、かつてＡ地区の山頂付近には中

世墓に先行して経塚が営まれたと想定することもで

きる。そしてその外容器自体が蔵骨器に転用された

可能性も、少ないとは言え排除はできない。

壺・甕類（第19表、遺物第45 ～ 47図）

壺（39 ～ 40、42 ～ 44、46 ～ 49）　

常滑産壺（39）は東中央斜面の88号墓の蔵骨器と

して出土。既に口縁部を欠失していた。復元口径約

9.5cm、器高約22.5cmで、頸部から肩部にヘラ描き沈

線が２条平行して走る。12世紀中葉以降13世紀前葉

までに収まると考える。同墓埋土中からは天目茶碗

の破片（67）が伴出したので、蔵骨器としての使用

は時代を下げて考える必要がある。

渥美産壺（40）は220号墓から出土のほぼ完形品。

口径約11.8cm、器高約23.9cm、肩部に逆Ｌ字状の窯

印（ヘラ記号）が描かれ、体部に１ヶ所穿孔がある。

12世紀末～ 13世紀初頭頃に比定したが、13世紀前葉

～中葉頃の山茶碗（56）を蓋にして人骨ＳＸ176を埋

納した。少なくとも半世紀前後、あるいはそれ以上

の伝世期間の後に蔵骨器に転用されたと考える。

常滑産三筋壺（42）は、443号墓から出土し、口縁

部を欠失する。現状での器高は約24.1cmである。肩

部から自然釉が垂れ流れている。12世紀後半代～に

比定した。人骨ＳＸ193が充満し、蓋にしていた瓦

器の小碗（41）は12世紀末葉から13世紀前葉頃まで
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には収まると考える。三筋壺の口縁部が欠けること、

瓦器小碗の器壁に摩耗痕があることなどを考慮する

と、両者が組合わせで転用されるには、もう少し時

間が下る可能性がある。日常雑器は伝世しないとい

うのは恐らく、一部現代人の思い込みに過ぎないの

ではないか。443号墓の築造は13世紀以前にはあり得

ないと考える。

同じく（44）は、Ｍ14 ～Ｏ15地区内の複数ヶ所か

ら出土した破片を接合し、口径約10.9cmと復元。12

世紀代と考える。蔵骨器に転用された後、削平され

散逸したものであろう。

渥美産壺（43）は墳丘状盛土の235号墓出土で、ほ

ぼ完形品。口径約11.0cm、器高約27.0cmで、内部は

人骨ＳＸ205が充満し、扁平な川原石を蓋にしていた

（個別遺構第37図）。12世紀後半代に比定する。

常滑産壺（46・47）は共に208号墓で出土（個別遺

構第34図）。前者（46）は口縁部を欠き、現状で器高

は約20.0cm。14世紀代のものという。器壁表面に凍

結などによる剥離痕があるとの指摘を受けた。内部

は人骨ＳＸ174が充満、小刀（鉄12）が副葬されていた。

後者（47）はほぼ完形品。口径9.8cm、器高22.4cm、

肩部にヘラ描き沈線が２条平行に走り、傘状の窯印

がある。底部にひび割れがあり、壺としては二級品

との教示を受けた。14世紀中葉頃に比定。内部は人

骨ＳＸ175で充満、刀子（鉄01）を副葬した。両者の

掘形は、その切合い関係から前者壺46（ＳＸ174）の

方が新しい。

瀬戸産広口壺（48）は複数ヶ所から出土の破片を

接合し復元した。口径約10.4cm、器高約25.0cm、剣

先（蓮弁）、菊花（径2.8cm印花文）、蕨手文様を施し

た器壁に黒色の鉄釉がかかる。14世紀初頭頃に位置

づけた。

以上、各種壺類の出土状況から勘案すると、13 ～

14世紀代頃に蔵骨器として転用された壺で、削平に

よって破損し、散逸したものがあることが判る。当

中世墓の初現問題とともに、その変遷過程をも類推

させる遺物であろう。

片口鉢ほか（45・50・51）　片口の鉢のうち（45）

は常滑産である。複数ヶ所から出土の破片を接合し

た。復元口径約19.4cm、器高8.3cmで、やや歪みがあり、

底部内面に自然釉がかかり、外面には砂粒圧痕が残

る。14世紀後半代に比定。同じく片口鉢（51）も複

数ヶ所出土の破片を接合。復元口径約30.0cm、器高

約10.7cm、13世紀後葉～ 14世紀代に比定。

瀬戸産灰釉花瓶（50）は433号墓の埋土から出土の

脚部破片である。14世紀後半頃に比定した。

甕類（69 ～ 75、87 ～ 91、86・92）

常滑産甕（69）は、想定納骨堂の182号墓盛土内か

ら出土した。復元口径約16.3cm、器高約23.0cm、Ｎ

字口縁で肩部には菊花文のスタンプ痕跡がある。14

世紀後葉頃に比定した。

常滑産甕（70）は399号墓から出土。Ｎ字口縁がや

や退化しつつあり、肩部に直線的なヘラ描きの窯印

がある。口径19.2cm、器高16.4cmで、内部には人骨

ＳＸ194が充満。15世紀前葉～後半代に比定した。

常滑産甕（71・72・73）　いずれも完形品はなく、

しかも複数ヶ所から出土の破片を接合した。蔵骨器

に転用されていたものが、削平を受けて破損・散逸

したものだろう。（71）は復元口径約15.4cm、15世紀

後半～ 16世紀初頭頃のもの、（72）は辛うじてＮ字

口縁の形を保ち、復元口径約20.2cmで、15世紀前半

代のもの、（73）は復元口径約16.4cm、器高は約18.0

～ 18.3cm、15世紀前葉頃のものと、それぞれ比定した。

常滑産甕（74）は同じく壺（39）の出土した88号

墓で出土した破片を接合復元した。口径16.4cm、器

高16.1cm、Ｎ字口縁がかなり退化し帯状に近い。15

世紀中葉～後半代とした。88号墓の範囲は不明瞭で、

時期の異なる墓が隣接した可能性がある。

常滑産甕（75）は、ＳＫ476の埋土中から出土した、

Ｎ字口縁部の小破片である。口径は約16.5cmと復元

できる。15世紀後半代に比定した。

常滑産甕（87）は、182号墓（推定納骨堂）の盛土

を含む複数ヶ所から出土の破片を接合。明瞭なＮ字

口縁部で、復元口径約31.4cmとやや大きい。14世紀

後葉～ 15世紀初頭に比定した。

常滑産甕（88・90）は、165号墓の埋土から出た

小破片である。復元口径は前者が約29.4cm、後者は

約28.0cm、15世紀前半代の典型的なＮ字口縁である。

両者は同一個体になる可能性があるかも知れない。

常滑産甕（89）は、Ｎ15地区斜面で出土の小破片。

Ｎ字口縁で、復元口径は約22.0cmであった。15世紀

前葉に比定。
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常滑産甕（91）は、（87）と同様182号墓の盛土を

含む複数ヶ所から出土した破片である。復元口径は

約32.0cmあり、15世紀前半代に属する典型的なＮ字

口縁部を備えている。

常滑産大甕（86・92）は、共に口径が50cmを超え

る大型の甕である。前者（86）は182号墓を含む複

数ヶ所から出土の破片を接合し、完形復元した。口

径約57.2cm、器高約73.2cm。口頸が萎縮するタイプ

で、器壁は比較的に薄手、体部外面には帯状の押印

文を５段に分けて施文する。12世紀後半代（第４四

半期頃）に属すると考える（遺物第51図・写真第11図）。

後者（92）はＢ地区の462号墓（墳丘Ｂ）の主体部に

相応するＳＫ610出土の大甕。典型的なＮ字帯状口縁

部をもち、肩部～体部に「大日」のスタンプ印を施す。

体部に径20 ～ 25cmの円形に打ち欠き跡あり、底部は

欠失していた。15世紀後半～ 16世紀初頭に比定した。

462号墓（墳丘Ｂ）は当中世墓群の発展過程における、

一つの画期をなす墳丘墓ないしは納骨堂の可能性が

あり、甕（92）はそれを裏付ける貴重な遺物。

山皿・山茶碗（第19表、遺物第46図）

山皿（参考９～ 11）

３点ある。図示はしなかったが、参考（９）は146

号墓の埋土から、参考（10）は131号墓の埋土から、

また参考（11）は200号墓ＳＸ75の埋土から出土。参

考（９）は破片を接合し完形に復元し、口径約8.0cm、

器高約	2.0cm、底部径約	4.2cmである。12世紀後葉

～ 13世紀初頭に比定した。参考（10）と参考（11）

は、共に小破片で混入遺物である。前者を13世紀中葉、

後者を13世紀前葉に位置づけた。なお、後者は土師

器皿小破片（113）とも同時出土である。

山茶碗（52 ～ 59・参考1 ～ 8）

全16点のうち、完形もしくは完形復元できたのは

３点（55・56・58）ある。他はすべて破片で、単一

の遺構から出土したのは８点（53・54・56・58・参

考２、参考５～７）だけである。

（55）は和鏡（76）の出土した107号墓の区画東辺

に沿う形で外接して出土した。明確な遺構に伴う遺

物ではい。口径約14.4cm、器高約5.2cm、底部径約6.8cm

あり、貼付け高台は約半分剥離し、籾殻圧痕も多かっ

た。13世紀中葉頃に比定した。和鏡が14世紀前半頃

のものゆえ、遺物自体の時期は符合しない。

（56）は220号墓ＳＸ176出土で、口径約13.7cm、器

高約5.4cm、底部径約5.6cmを測る。13世紀前葉～中

葉に比定した。人骨ＳＸ176を埋納した渥美産壺（40）

の蓋に転用されていた。両遺物の時期差が即ち壺の

伝世期間になるが、山茶碗にもそれを見込むと、伝

世期間は更に長くなる。出土遺物で造墓時期を推定

できる数少ない例である。

（58）は土壙墓ＳＫ532から出土の完形品。口径

14.8cm、器高5.5cm、底部径5.2cm。潰れた高台に籾

殻圧痕が顕著であった。13世紀中葉～後葉に比定し

た。土壙から出土した唯一の山茶碗で、副葬品と考

える。Ａ地区の土壙墓の初現を考える上で貴重な遺

物であった。

（53・54）はいずれも破片で、反転して復元すると、

前者は口径約15.4cm、器高約5.7cm、底部径約6.3cm、

後者は同じく13.9cm、5.1cm、5.1cmとなる。それぞ

れ182号墓の埋土と火葬土坑ＳＫ500の埋土からの出

土。前者を12世紀中葉～後葉に、後者を13世紀前葉

～中葉に比定した。

その他は遺構に伴わない破片ばかりなので第７表

に譲り略すが、古くは12世紀中葉代のものから、14

世紀前半代に至るまで見られ、時期幅は他の遺物と

大きくは変らない。

おろし皿（65・66）　（第19表、遺物第46図）

いずれも破片で、後者は82号墓埋土からの出土。

復元口径は、前者が約18.0cm、器高は約3.0cm、後者

の方は口径約18.0cm、器高は約4.0cmである。共に15

世紀前葉頃に位置づけた。

天目茶碗（67・68）　（第19表、遺物第46図）

両破片とも単一遺構からの出土ではなく、複数ヶ

所で出土の破片を接合。前者の口径は辛うじて約

11.8cmと復元できた。共に14世紀後葉頃に比定した。

⑦磁器類（第19表、遺物第44・46図）
白磁合子（24・25）

いずれも蓋はなく身だけの破片で、前者は表土採

取、後者は194号墓ＳＸ282の埋土に混入して出土し

た。前者の復元口径は約8.2cm、器高は約2.0cm、底

部径は約8.2cmある。後者の復元口径は約9.2cm、器

高は約2.0cm、底部径は約8.8cmである。蓋の受け部

が立上がる。12世紀代と考えた。先の経筒外容器の

存在と併せて、当中世墓群に先行する経塚遺構を予
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想させる遺物であろう。

青磁碗（60 ～ 64）

５点のうち、（63）以外は、かなり小さな破片ばか

りで、しかも明確な遺構に伴う遺物ではない。全て

13世紀末～ 14世紀代のものと考える。完形品の（63）

は100号墓に伴う土坑ＳＫ514の底部から出土した副

葬品で、文様はなく無地である。口径17.0cm、器高

6.9cm、底部径6.3cmであった。当中世墓では比較的

に早く営まれた方形周溝墓の遺物である。

（三）…金属製品（第19 ～ 22表、遺物第
47、50 ～ 52図）

①和鏡（76）
107号墓から出土した完形品である。径11.3cm、厚

み0.2cm、縁厚0.7cmを測る。本来の鋳上がりは良好

だったと思えるが、腐蝕が進み、表面がやや浮上がっ

て剥離の危険性が高い。蓬莱山に千鳥が二羽舞って

いる図柄で俗に蓬莱鏡と呼ばれるもの。鎌倉時代末

期（14世紀前半）頃に比定できるという。和鏡はこ

れ以外にも小破片が１点あったが、火葬時に熔解し

て著しく変形していて実測も出来なかった。　

②銭貨（第22表、遺物第52図）
Ａ～Ｃ地区で出土した恐らく六文銭と考えられる

銭貨は、総計291枚ある。内訳はＡ地区15枚、Ｂ地区

で208枚、Ｃ地区は68枚である。銭貨名を判読し難い

ものが併せて87枚、約30％を占める。火葬時の熔解

による付着や土中での腐食等による。判読し得る204

枚（全体の約70％）のうち、最多は明銭の「永楽通寳」

100枚（約34％）で、次いで「熈寧元寳」17枚・「元

豊通寳」12枚・「皇宋通寳」11枚（以上13.8％）など

北宋銭が目立った。因みに北宋銭は23種90枚、これ

は判読可能な銭貨中の約44％に、また明銭は３種106

枚で、同じくその52％にそれぞれ相当する。これは、

出土した銭貨の初鋳年代がほぼ15世紀初頭頃までに

収まることを示しており、当該中世墓の最盛期がそ

れ以降にあることを物語るのではないかと、推測せ

しめる。なお、なかには模鋳銭ではないかと訝しく

思えるものに、例えば銭225「元符通寳」や銭238「永

楽通寳」などがあるが、鑑定能力をもたず即断でき

ない。

同一の土坑から12枚（Ｂ地区土坑ＳＫ706・766）、

13枚（Ｃ地区土坑ＳＫ818）、18枚（Ｂ地区土坑ＳＫ

749）、25枚（Ｂ地区土坑ＳＫ744）など、多数の枚数

が検出される例があった。反対に６枚未満の例もあ

る。これらを単に被葬者の経済力の差とみなすばか

りではなく、同一土坑で複数回の火葬があったとみ

るか、あるいは同業による「結縁」勧請の有無など

も含め、様々に想定をしておくべきであろう。

276枚の銭貨がＢ・Ｃ地区の土坑群からの出土で、

これは全体の94.9％を占める。六文銭としての銭貨

が基本的に納骨時には使用されないとすれば、両地

区の土坑群は火葬土坑が主流で、Ａ地区は、ある時

期を境に、その後に収骨を埋葬する墓地としてのみ

機能したものと推測できる。ただ、Ａ地区下層にも

明らかな火葬土坑が少なくとも46基（ＳＫ481を含

まず）はあり、従ってそこからは銭貨が出土しても

おかしくはないが、案に相違して皆無であった。即

ち、死者を荼毘に付す行為において用いる六文銭に

は、(77)のような土製模造銭のほかに紙製模造銭が

用いられたかも知れないし、あるいは六文銭を用い

ない時期もあったのではないか、と思う。

③刀子類（第20表、遺物第50図）
出土した刀子は破片も含めると計37点ある。その

内36点（97％強）はＡ地区に集中しており、Ｂ地区

からの出土は皆無だった。大抵は人骨を伴う配石墓

など（12点33％強）や下層の土壙墓（21点58％強）

に埋葬された副葬品で、Ａ地区の性格を物語ると

ともに、Ｂ・Ｃ地区（１点2.74％）の土坑群の大半

が基本的には荼毘に付す、いわゆる火葬土坑として

の機能をもつものであったことを強く示唆している。

ただ、Ａ地区でもすべての墓から出土した訳ではな

い。埋土中での腐蝕消滅を考慮してもなお、被葬者

の経済力等には、当然ながらばらつきがあったもの

と推測せざるを得ない。

一般的に、刀子の目安は全長が30cm以下である

と聞く。ほぼ完存の状態で出土した10点（鉄01・

05・07 ～ 09・11・13・17・19・27）の平均全長は

29.81cmであった。中には、鉄24 ～ 26のように、刃

部の幅も狭く、やや小振りの製品も数点みられる。

被葬者に起因する結果かも知れない。

木質の鞘部が断片的に残存している例も数点あり、

鞘に収めた枕刀が本来の姿であろう。また錆膨れや

欠失などにより、はっきりしない個体（鉄10・18・
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20・25・26）もあるが、基本的にはどれも棟
むなまち

区と

刃
は ま ち

区をもつ拵えになっていた。茎
なかご

の尻近くに大刀の

ような忍
しのびあな

孔は見られないが、区部に近く目釘孔があ

る。これも、錆や腐蝕で確認できない個体もあった

（鉄07・08・17・19）。273号墓出土の鉄27は、蔵骨器

の中に渦巻き状に曲げて押込まれていたもので、も

はや鞘などは放棄され、副葬品としてはかなり形骸

化していた実情もうかがえる。鉄01・12や鉄03・11

などのように、一箇所から２本出土した例もあるが、

明確な理由は判らない。

④鉄釘類（第21表、遺物第51図）
鉄釘は完形品、破片を問わず、参考資料としたも

のを含めて表では計56点と勘定した。但し、頭部を

欠失したものが20点あるので、実際の釘の数は更に

少ない。いずれも荼毘に付す際に使用された木棺に

打付けられていたと考える。Ｂ地区の土坑群から38

点（67.9％）、Ｃ地区の土坑群からは９点（16.1％）、

計47点（83.9％）とＢ・Ｃ地区の土坑群からの出土

が圧倒的な割合を示している。この事実は、そこが

基本的に火葬エリアとして機能したことを推測させ

る。ただ、腐蝕等で遺らなかったことを考慮しても、

土坑数（409）に比べると、釘の出土した土坑は併せ

て25箇所（6.1％）に過ぎない。従って、荼毘に付さ

れる亡骸がすべて木棺に収められたとは考えられな

い。樽桶の類ならばもとより釘はないし、戸板で運

ばれたり、筵や茣蓙などで覆われたままの亡骸もな

お一般的であったと、想像する。

因みに、Ｂ地区ＳＫ707で12点、ＳＫ767で７点、

Ｃ地区ＳＫ854でも５点など、２点以上出土した土坑

は８箇所あるが、他の17箇所では１点のみの出土で

あった。

釘の完形品は少ないが、鉄72・84 ～ 87などはほ

ぼ完形品に近く、その全長の平均値は7.7cm強であ

る。図上復元した鉄47や鉄66・67なども参考にすると、

全長はおおむね5.0cm前後から8.0cm前後と長短があ

り一定ではない。当時まだ丸釘はなく、断面形は方

形ないし長方形で、平均すると0.47cm×0.35cmとな

る。釘の頭はやや扁平に成形されている。釘の先端

が「く」の字に曲がったものが３点（鉄51・55・80）

ある。いずれも木棺の蓋を打付ける際に生じたもの

であろう。

⑤鎌、及び燧金（第20表、遺物第50図）

はっきり鎌と判るのは鉄28と鉄参考45だけである。

腐蝕してしまい完形品はない。かつて奈良県の忍辱

山にある墓地で、明らかに土葬墓の形状をもつ墓の

覆土の上に、数本の竹を一端で放射状に束ねた上で、

土中の亡骸を取り囲むように円錐形状に立て、束ね

た竹の円錐頂部から魔よけとしての鎌を吊り下げた

民俗事例を実見したことがある。果たして、当中世

墓の時代にもそういう習俗があったかどうか、遺物

の出土状況から推測することは難しい。

その他、鉄21・鉄22・鉄23・鉄30・鉄31などは、

鎌でも刀子でもなく、前２者（鉄21 ～ 22）や後２者（鉄

30 ～ 31）は、他遺跡の類例から推して、燧
ひうちがね

金と考え

るのが妥当ではないかとの教示を得た。例えば、鎌

倉の長勝寺遺跡は「成立期の民衆墓」（大三輪龍彦氏）

としての土壙墓群の存在で著名だが、そこでは３点

の燧金や22個の石英などが出土している（註13）。横

尾墳墓群Ａ地区でも石英は多数出土しており、この

鉄21・鉄22および鉄30・鉄31も、県内外の類例と形

状などが似通っているので、本来は長勝寺遺跡など

で見られたような燧金であったのではないか、と考

える。

なお、鉄23は片面に何かを引っかけるように造ら

れているが、今のところ見当がつかない。また、鉄

29は針金にしては太く、硬質で、ちょうど「バンセン」

の類に似たような印象が出土当初から拭えずにいる。

あるいは中世墓の遺物には相応しくないのかも知れ

ない。

註13　長勝寺遺跡発掘調査団編『長勝寺遺跡－中世鎌倉の

民衆生活を探る－』かまくら春秋社、一九七八年。

なお、県内の類似例については、同僚の文化財技師

大川操氏のご教示を得た。

（四）石製品・石塔類（第23～ 27表、第
51～ 56図）

①石製品（第19表、遺物第47図）
砥石（78）

粘板岩製の砥石（78）は161号墓から出土した。破

片で、長辺5.8cm以上、短辺3.2cm、厚さ0.4 ～ 0.8cm。

横断する形で幅0.4～ 0.8cm、深さ0.4cmの磨り込み痕が

ある。暫定的だが、16世紀代のものではないか、とした。



－ �4 －

硯（82）

おおむね完形で、粘板岩製である。東斜面の埋土

下層で出土。上からの崩落かと推定。頭幅8.3cm、尻

幅8.7cm、長さ12.0cm、厚さ1.6 ～ 1.85cm、ごく僅か

に台形状（14世紀的な特徴）の名残を留める。水野

和雄氏の研究成果に依拠すれば、側面傾斜Ａ型、裏

面平坦Ｃ式、内面はほぼ長方形（Ⅰ）の特徴をもつ。

14世紀末ないし15世紀初頭～前葉頃に比定しておき

たい。

②石塔類（第23 ～ 27表、第51 ～ 56図）
石塔の中心は五輪塔である。現地で取上げた石塔

は破片も含め1,107点（Ａ地区1,014点、Ｂ地区93点）

にのぼる。Ａ地区での出土が圧倒的に多い。殆どは

砂岩系の石材を使用している。長年風雨に曝された

上に、恐らくは大小の現状変更、就中地元民による

文化七年の大規模な現状変更（後掲Ⅶ．文献資料扁

『寄墓日記』参照）によって、当該墓地に今以上に残

存していたと思われる中世的な墓地景観や遺構は相

当の破壊を受けたと推測する。もはや原位置を保つ

五輪塔は皆無に等しい状態であった。破損して計測

不可能な石塔の残骸も多数あるため、別表一覧から

はそれらを省いた。大きくは、下記のとおり三種類

の類型に分類が可能で、それぞれ法量を計測した各

部位の名称（ａ、ｂ、ｃなど）は、別掲の第23表（凡

例）を参照されたい。

Ⅰ類（組立て式五輪塔）

空風輪＋火輪＋水輪＋地輪を組合わせるタイプを

Ⅰ類とした。空輪Ａ0006と風輪Ａ0014とはそれぞれ

が一石で造られている当墓では希有な例で、Ⅰ類に

は含めなかった。

このタイプの各部を合わせると、Ａ地区で766点、

Ｂ地区で22点出土した。内訳は下記のとおりである。

Ａ地区（第24表、遺物第53 ～ 55図）　

（１）空風輪：総数300点を数え、うち244点は概ね

間違いない。残り56点は、破損した空輪または風輪

の破片が13点、風輪部を欠損する空輪が43点からな

る。それらは本来が空風輪なのか、空風火輪の一部か、

一石五輪塔の一部か、或いは相輪宝珠に相当するの

かが判然としないので除くが、暫定的にⅠ類総数に

は入れている。

石材の面で注意すべきは、Ａ0018が花崗閃緑岩製、

Ａ0245は凝灰角礫岩製である。これは当墓では珍し

く、近畿方面からの搬入もあったかと推測される。

244点の計測全高（凡例部位ａ）平均値は17.9cm

である。このうち、全高が20cmを超えるものは34点

（14％）あり、その中でさらに30cm以上のものが２

点（Ａ0222・Ａ0227）ある。逆に最小のは10.6cm（Ａ

0122）、これは火輪Ａ0373とセット関係にある。また、

Ａ0254のように火輪（Ａ0451）・水輪（Ａ0552）・地輪（Ａ

0698）と１セットであることが判明した希有の例も

あるが、散乱状態での出土のため、通常セット関係

までは把握できなかった。

多くの場合、火輪とのジョイント（枘）部分（石

塔凡例中のｊ枘部径・ｋ枘長を指す）をもち、全体

の71％を占める。また、梵字を刻した例は２点（Ａ

0033、Ａ0120）しかない。

（２）火輪：総数167点。花崗岩製が１点（Ａ

0357）だけあった。計測全高（凡例部位ａ）平均値

は11.2cmである。全高が15cm以上のものは７点、軒

部上端径（凡例部位ｊ）が20cm以上のものは16点あ

る。この中に先の７点のうちの４点が含まれる。つ

まり比較的に全高も軒部上端径も共に大きいのはＡ

0338、Ａ0369、Ａ0390、Ａ0463の４点で、とりわけ

Ａ0338とＡ463は大型製品である。Ａ0390は笠部に反

りがなく特異な形状をしている。全長が10cm以下の

ものは52点あり、これは全体の31％を占める。空風

輪Ａ0122とセット関係にあったＡ0373も小型でこの

中に含まれる。

空風輪と同様、大半にジョイント部分（枘）が造

られている。全体の81％強に当たる136点の笠上部に

枘穴が穿たれる。風輪底部の枘部と接続する仕組み

である。枘穴のないものは31点（18.5％）に過ぎない。

梵字が刻まれたものはＡ0325の１点だけだった。

（３）水輪：総数は96点。計測全高（凡例部位ａ）

平均値は13.2cmである。全高が15cm以上のものは11

点、20cmを超えるのは２点（Ａ0499、Ａ0513）の

み。また、計測最大径（凡例部位ｅ）の平均値は

18.3cmであった。そのうちで20cmを超えるのは16点

あり、先の２点も当然含まれる。前者は29.3cm、後

者は	30.3cmでともに16点中の最大級に属している。

Ａ0488とＡ0513には梵字が刻まれている。

計測不可能な６点を除く90点について最大径の位
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置を調べた結果を参考までに記しておく。最大径の

位置が全高の中心より上位にあるものは51点（56％

強）、ほぼ中心部にあるのは18点（20％）、下位のも

のは21点（23％強）であった。

（４）地輪：総数201点。計測全高（凡例部位ｂ）

平均値は12.8cm、同横幅（凡例部位ａ）平均値は

18.5cmである。全高が15cm以上のものは34点（16.9％）

あるが、20cmを超えるのは僅かに１点（Ａ0739）に

すぎない。また、横幅が20cmを超えるのは22点（11％）

で、その半数の11点は25cm以上あった。最大はＡ

0592の32.1cm、Ａ0595の30.4（以上）cmである。た

だしこの２点の全高は11 ～ 14cmと比較的薄いのが特

徴である。

　石材に片麻岩製（Ａ 0575・Ａ 0634）と空風輪に

もあった凝灰角礫岩製（Ａ 0635）のものが若干混

じっている。

唯一梵字が刻まれていたのはＡ0583の大型品で、

出土状況から判断して恐らく原位置を保っていたと

考えられるものが２点（Ａ0691・Ａ0751）あること

が特筆される。また、配石区画墓の配石に転用され

ていたものが11点あった。

Ｂ地区（第27表）

（１）空風輪：総数は11点。敢えて計測全高の平

均値を示せば23.4cmである。うち４点に枘部があり、

枘部径6.7cm、枘長4.8cmがその平均値であった。Ｂ

1017は462号墓（墳丘Ｂ）の土坑ＳＫ610に収められ

た大甕内部から地輪（Ｂ1032）と一緒に出土した。

（２）火輪：総数は２点。１点は上部を欠失してい

るので全高の平均値はとれない。他の１点の全高は

11.4cmで、これはＡ地区火輪の全高平均値11.2cmと

変らない法量である。２点とも枘・枘穴を持たない

タイプである。　　

（３）水輪：総数は３点。計測不可の１点を除く平

均値は、全高が16.0	 cm、最大径	21.0cm。最大径の

位置（凡例部位ｂ）は９cmになり、全高の中心部よ

りやや上位にあった。

（４）地輪：総数は６点。欠損著しく計測暫定数値

しか得られないため、可能な２点にかぎると、計測

横幅平均値は17.6cmであった。

Ⅱ類（三輪一石＋二輪一石五輪塔）

空風火輪を一石で造り、水地輪をまた一石で造っ

て両者を組合わせるタイプをⅡ類とした。

Ａ地区（第25表、遺物第56図）

（１）空風火輪：総数は105点を数えるが、うち73

点は空・火輪部または火輪部を欠損ないし欠失して

いるため、一石五輪塔との区別がつけにくく、従っ

て確実なものは32点になる。

測定全高平均値は29.5cmで、30cm以上あるのは

12点（約38％）あり、全高値最大のものはＡ0776

（36.6cm）、Ａ0768（33cm）、Ａ0785（32.4cm）などが

ある。最小はおおよそその半分に近く、Ａ0784・Ａ

0780・Ａ0793などは括弧つきだが15cm代であった。

このタイプに特徴的なことは、空輪部先端の突起

（凡例ｓ・ｔ）部分が異様に大きいということである。

その平均値は６cmを超すが、完形品ではない場合に

も、その痕跡をてがかりにして類別判定要素として

生かせるかも知れない。

火輪底部にジョイント部（枘または枘穴）を持た

ない個体が19点（59.4％）、もつのは11点（34.4％）

あり、枘（凸）部タイプは５点、枘穴（凹）部タイ

プが６点という内訳であった。Ａ0773はＡ0877（水

地輪）と同じ場所で伴出したので当初はセット関係

を想定したが、ジョイント部の不整合によりその関

係は成立しにくいように思う。

Ａ0795からＡ0798までの４点はいずれも配石墓

（223号墓・450号墓）の区画石として転用された状

態で出土した。従って両墓はその空風火輪よりは後

代のものということになる。なお、Ａ0848の石材は

流紋岩質溶結凝灰岩という当墓域では珍しい石材で

あった。

（２）水地輪：総数40点のうち、水輪部を欠損また

は欠失するのが18点ある。これは一石五輪塔の可能

性もあるため、これも確実なものは22点となる。

計測全高（凡例部位ａ）の平均値は25.9cmで、最

大クラスはＡ0879（30.7cm）、Ａ0877（29.2cm）Ａ

0885（28.3cm）などである。ジョイント部の有無が

判るのは13点に過ぎず、ないのは３点、あるのは10

点（枘部３点、枘穴部７点）であった。

地輪底部に抉り穴（凡例部位ｎ・ｏ）をもつ個体

が18点（82％）あり、その計測平均値はそれぞれ、
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13.7cm、2.1cmであった。安定性を図るための工夫

と考えるが、もしそれが納骨に利用されることがあ

るとすれば、よほど儀礼が簡略化され、納骨と五輪

塔の設置が同時であることが前提になる。なお、Ａ

0886とＡ0892の２点は、配石区画墓の配石に転用さ

れていたものである。

Ｂ地区（第27表）

（３）空風火輪：30点（９点）　21点は火輪部を欠

失しており、場合によっては一石五輪塔になる可能

性もあるため、平均値の算出には除外している。確

実な９点の計測全高平均値も、８点は空輪先端部が

欠損して数値の確定ができないため、計算できない。

火輪部に枘（３点）または枘穴（１点）をもつのは

４点で、他の５点にはそれがない。また、このタイ

プに特徴的な空輪先端部（凡例部位ｓ・ｔ）の大き

さも、５cm以上のものばかりと類推可能である。

（４）水地輪：８点　計測全高平均値は26.8cmで、

概ねＡ地区の同タイプの平均値に近い。他の部位に

関しても双方に大差はない。水輪上部の枘および枘

穴の有無は、不明の２点を除くと、有りが５点、な

しが１点である。５点のうち３点が枘、２点が枘穴

である。地輪底部の抉りも７点で確認できる。

Ⅲ類（一石五輪塔）

空風火水地輪のすべを一石で造るタイプ、いわゆ

る一石五輪塔をⅢ類とした。Ａ地区で102点、Ｂ地区

で27点、計129点出土し、Ｃ地区での出土はなかった。

Ａ地区（第26表、遺物第56図）

102点のうち、全高（凡例部位ａ）測定値が確定

できる完形品はきわめて少なく僅かに７点しかない。

多くは空輪の先端部や地輪部などが欠損し、厳密に

確定数値が示せないので一覧表では括弧書きになっ

ている。ともあれ、全高の測定平均値は47.4cmあり、

この平均値を上回るのは括弧書きの個体を含めても

７点しかない。大型クラスはＡ0950（59.6cm）、Ａ

0947（55.8cm）、Ａ0926（54.6cm）などである。大抵

は45 ～ 50cmの中型タイプと35 ～ 40cmの小型タイプ

に収まるだろう。

次に、地輪部の全長（凡例部位ｆ）だが、この測

定平均値は11.8cmであった。この平均値を上回るの

は37点 あ り、 Ａ0971（18.4cm）、 Ａ0937（17.0cm）、

Ａ0926（16.6cm）、Ａ0914・Ａ0989（共に16.0cm）な

どが最長の部類である。逆に最短の部類にはＡ0965

（6.7cm）、Ａ0927（7.6cm）、Ａ0996（8.0cm）などがある。

文字を刻したものはない。

地輪底部に抉り穴（凡例部位ｓ・ｔ）をもうける

のは39点確認した。計測平均値はそれぞれ10.6cm、

1.5cmと浅い目である。この空間に納骨をしたとの見

方もあるが、例えば89号墓での検出例などから類推

して、その可能性はまずない。既述のとおり、むし

ろ地面に建てる場合の安定性が考慮されているから

である。

気になったのは、全体を縦方向に半截して、やや

厚目の板状になった個体がまま見受けられたことで、

Ａ1000のように区画用配石として転用されていたも

のもある。一体、五輪塔が他に転用されるまでにど

れほどの時間的経過を要するのかは判らないが、一

部の墓は近世初頭まで存続したのではないかと思わ

せる使用例であった。

Ｂ地区（第27表）

総数は27点ある。全個体に何らかの欠失部分があ

り、正確な全高測定値を得られたものはない。ただ

不十分ながらでも完形品に近いＢ1075、Ｂ1076、Ｂ

1082、Ｂ1095、Ｂ1097の未確定測定全高平均値を出

すと、43.3cmになる。これは前記Ａ地区の場合に近

い数値であり、当然のことながら、このタイプも両

者の間に大きな差異は認められない。

③宝篋印塔（第25表・27表、遺物第52図）
完全な姿で残ったものはなく、相輪部と笠（屋根）

部のほか、僅かに１点だが基礎部の出土がある。相

輪だけならば、宝塔や多宝塔などの一部でもありう

るが、屋根（笠）部の出土があったので、一括して

宝篋印塔として報告する。

相輪はＡ地区で30点、Ｂ地区では３点、計33点が

出土した。完形品はなく、宝珠や九輪、あるいは上

下の受花や露盤（伏鉢）・枘部などが何らかの形で損

壊欠失している個体ばかりである。いま33点の計測

全高平均値を求めると39.7cmである。同じく九輪高

平均値は14.2cm、宝珠の最大径平均値は9.9cm、上

受花最大径平均値は11.3cm、下受花最大径の平均値

は12.1cm、そして露盤（伏鉢）部の最大径平均値は

11.4cmであった。Ｂ1103は461号墓（墳丘Ａ）の周溝

底部から出土した唯一の遺物で、当墓周溝の消長を
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知る貴重な資料である。

屋根（笠）部は、Ａ地区で３点、Ｂ地区で４点、

計７点が出土した。計測全高平均値は23.0cm、隅飾

り高の平均値は12.5cm、隅飾り先端間の幅平均値は

28.9cm、軒下幅の平均値は25.9cmである。隅飾りは

やや外に開き気味の個体が主流であった。相輪の数

に比して極端に少なく、基礎部も１点しか出土して

いないのは、相当の散逸があった証拠である。

④石仏（第25表、遺物第52図）
阿弥陀仏を浮彫りしたものが出土した。全高は

19.6cm、底部幅は5.2cmである。

（五）その他
①人骨
全ての遺構から出土したわけではないが、蔵骨器

を含め、Ａ地区の配石区画墓の遺構検出等に伴って

出土したのは206件、Ａ地区下層の土坑群からの出

土は146件、Ｂ地区土坑群からの出土は134件、Ｃ地

区土坑群からは71件、計557件である（第１表参照）。

ただし、出土状況は千差万別で、少量の破片の場合も、

蔵骨器に充満している場合も、等しく１件として採

り上げている。

別掲鑑定結果にもあるように、全て火葬人骨であ

る。詳細はその鑑定報告に譲るが、Ａ地区の配石墓

では複数箇所から、しかも必ずしも区画中央部から

という訳ではなく、左右に偏した箇所や、極端な場

合には区画外周に近い箇所からの出土もままあった。

また、とりわけ南・東斜面の400 ～ 450号墓にかけて

のエリアでは、配石墓の一区画が判然としないほど

川原石で覆われていたが、それらを除去する過程で

も、石と石の間から人骨が出土した例もあった。一

石五輪塔が配石区画に転用されていた事実から類推

するのだが、一部近世に及ぶものがもしあるとすれ

ば、終末期の状況は既存の墓の一郭を借りて埋納す

るだけの霊場と化していたのかも知れない。

②石英
Ａ地区に限って出土した。平均すると、５～６cm

大に打ち欠いた石英が、配石遺構のなかに遺る地輪

の底部付近や、多くのばあい区画のほぼ中央部付近

とか、人骨の固まって出土する箇所などで、数個単

位で検出されることが顕著であった。

前述の燧
ひうちがね

金の一件を考え合わせると、火打ち石と

しての役割は火を見るよりも明らかである。ただ、中

には10cm前後の大きさのものから約２～３cm程度のも

のまであり一定しない。当該中世墓の全期間を通じて、

通常の火打ち石として常に使用したかどうかは疑問も

ある。あるいは実際に「火打ち」作法が行われた時代

もあったが、それが徐々に形骸化されるにおよんで、

ただ慣例的に石英を置いておくだけの習俗に変容して

連綿と続いていたのか、明確な判断はできない。因み

に、この石英は当山に近い「雲
うんぼだに

母谷」と呼ばれる場所

で容易に採取できると、地元住民の方から聞いた（雲

母は勿論、成分の上で石英と同質の鉱物である。これ

はあくまで憶測に過ぎないが、もしかしたら、この「雲

母谷」という地名は、かつては「隠
おんぼだに

亡谷」（註14）と俗

称されていた語から転訛した可能性もあるのではない

か、と今は想う）。	 （田阪　仁）

註14　佐藤和彦編『中世史用語事典』新人物往来社、1991年、

P72を参照した。

Ⅵ.　まとめ

（一）…縄文人の痕跡
当遺跡で最古の遺物は縄文時代早期後葉までさか

のぼる。今からおおよそ7,000年あまりも昔のもので

ある。深鉢と呼ばれる土器の破片が２点と、そのほ

か明確に時期は特定できなかったが、やはり縄文時

代の石鏃が数点。これは当時の人々が使った矢じり

である。いずれもＣ地区からの出土であった。横尾

の山には数千年も昔の人々の生活の痕跡がのこされ

ていたわけである。

石鏃（矢じり）は、サヌカイトという名称の語源

にもなった四国は香川県（さぬき）や、齋王大来皇

女の哀歌でも有名な奈良県は二上山など、産出地の

限定される原石から作られた。Ｃ地区には、石鏃製

作のためにその石を打ち欠いた時にできる剥片、つ

まり欠片が50点あまり散らばっていた。参考までに、

その欠片の出土地点を遺構平面図第30 ～ 32図に黒い

小三角印で示しておいた。標高111.2 ～ 110.4ｍのな

だらかな南向き斜面に比較的集中して散布していた

ことが判る。一定期間、人々がそこに留まって生活

をしたことは明らかである。少し東側の尾根筋（調

査区外）には、あるいは住居跡などがまだあるのか
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も知れない。

いずれにしても、サヌカイト原石の流通経路を含

め、今後多気～松阪～一志地域の縄文時代遺跡を考

える上での、貴重な材料を提供した。これが古墳群

（註15）や中世墓群の裏面に隠れた横尾墳墓群のもう

一つの顔である。

註15　三重県埋蔵文化財センター「横尾古墳群」（『近畿自

動車道（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告』第2

分冊2、1990年。

（二）…経塚の可能性
第19表にまとめたように、出土遺物には経筒外容

器の筒身や白磁の合子などがあった。先の縄文土器

や６～８世紀代の須恵器は別として、当墳墓群では

比較的古い段階に属する遺物と考えている。少なく

とも、外容器は６個体分あった。いずれも複数の箇

所から出土した破片を接合した結果であり、完形の

まま出土したのでも、遺構に伴って出土したのでも

ない。

経典を納めた筒形の容器を経筒というが、それは

多くの場合、金銅製や銅製である。更にその経筒を

納めたものが外容器である。これは陶器製や土製が

多い。本例の場合は、後に蔵骨器に転用されたのか

も知れないが、ともかく経筒外容器が６個体もあっ

たという事実から、当山には中世墓以前にまず経塚

が営まれた可能性が極めて高い、と考えている。

三重県内にある経塚は約70遺跡を数えるが、なか

でも伊勢の朝熊山経塚は特に有名である。そこから

出土した在銘の経筒や外容器には、保元元（1156）

年から文治２（1186）年までの実年代が記されており、

「12世紀後半の30年間を中心に造営されたことは明ら

かである」（註16）とされる。今回確認した上記外容

器には銘文はないが、朝熊経塚や蓮台寺滝ノ口経塚

などの年代よりも古く遡るものではなく、おおむね

12世紀後葉から13世紀初頭に該当し、遅くとも13世

紀前葉までの範疇には収まるものである。そしてこ

れが、当遺跡における中世墓の初現とどう関わるの

かは、必ずしも明確ではない。「墓地全体の供養のた

めのもの」（註17）との解釈もあるが、それなら6個体

もの外容器は多すぎはしないか、との疑問も少し生

じる。なかには、個人的な信仰に発した経塚も当然

あったのではないだろうか。

ただ、残念ながら、明確な遺構として確認するこ

とは出来なかった。Ａ地区の山頂部にあった182号墓

の下層で検出したピット（個別遺構第36図）の性格

が不明だったこと、同じＡ地区の下層で検出した土

坑ＳＫ593（個別遺構第40図）の石で取り囲むような

特殊な構造が朝熊山経塚の第１型式によく似ていた

ことなどは、もしかしたら、経塚遺構のなごりを物

語るもであったのかも知れない。

註16　稲垣晋也「三重県伊勢市朝熊山経塚発掘ノート―経

塚の構造と造営次第―」（『ＭＵＳＥＵＭ』東京国立

博物館美術誌10月号、№451、1988年）。関連して、

伊勢市教育委員会『蓮台寺滝ノ口経塚群』1998年も

参照。

註17　藤沢典彦「経塚」（『日本考古学事典』三省堂、2002年、

202 ～ 204頁）

（三）…土坑群の出現と性格
検出した土坑は合計409基（内訳Ａ地区135基・Ｂ

地区168基・Ｃ地区106基）である。地区毎の法量の

平均値と傾向は本文中に述べたので繰り返さないが、

いま各土坑の出土遺物の内容別に、該当する土坑数

と割合を以下に纏めてみた。

横尾の出土人骨はすべて火葬骨だとの鑑定結果を

得ているので、人骨出土の土坑は火葬するための土

坑（火葬土坑）か、または火葬骨を葬る土壙（火葬

墓）と考える。それらが併せて282基、全体の69％を

占める。残り31％（127基）には人骨がなかった。す

でに人骨が腐蝕して消滅したか、仮に人骨がなくて

も、焼土や焼石、炭化物、あるいは六文銭や副葬品

などの伴出遺物によって、火葬土坑か火葬墓かの判

断基準のために、土坑一覧表（第15 ～ 17表）に類型

名を記した。

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区
焼土 59 （43.7%） 63 （37.5%） 17 （16.0%）

（焼土帯） 42 （31.1%） 20 （11.9%） 1 （0.9%）
焼石 25 （18.5%） 61 （36.3%） 56 （52.8%）

炭化物 55 （40.7%） 149 （88.7%） 102 （96.2%）
灰 2 （1.5%） 0 （0.0%） 0 （0.0%）

人骨 62 （45.9%） 129 （76.8%） 91 （85.8%）
銭貨 1 （0.7%） 29 （17.3%） 16 （15.1%）
鉄釘 4 （3.0%） 16 （9.5%） 5 （4.7%）

土器類 38 （28.1%） 14 （8.3%） 24 （22.6%）
刀子 16 （11.9%） 0 （0.0%） 1 （0.9%）

※　　整数の数値は出土した土坑（壙）の数を表しているが、

相互に重複してカウントされる。
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この表でみる限り、荼毘に付す火葬土坑はすべて

の地区にあったことになる。ただＡ地区の場合、人

骨出土の土坑の割合が他地区に比してかなり低いの

は、収骨したあと火葬墓として葬られたが、時間と

共に腐蝕・消滅したことを物語っている。それは六

文銭に相当する銭貨や鉄釘の出土が極端に少ないこ

と、また逆に副葬品としての供献土器や刀子が多い

ことからも類推される。

次に、これら土坑をそれぞれの出土遺物の状況に

応じて、仮にⅠ類からⅣ類の4形態（6形式）に分類

してみた。

Ⅰ類土坑：強い火を受けて掘形（焼土帯）や底部な

どが赤く焼きしめられ、埋土中に、焼土塊・

焼石・炭化物・灰・人骨などを全部また

は一部分含むもの。かつ中世墓関係の土

器・金属製品などの遺物を一切含まない

もの（Ａ）と、その土器・金属製品のう

ちのどれかを含むもの（Ｂ）に細分。

Ⅱ類土坑：Ⅰ類のような焼土帯はないが、埋土中に、

焼土塊・焼石・炭化物・灰・人骨などを

全部または一部分含む。かつ中世墓関係

の土器・金属製品などの遺物を一切含ま

ないもの（Ａ）と、その土器・金属製品

のうちのどれかを含むもの（Ｂ）に細分。

Ⅲ類土坑：Ⅰ・Ⅱ類のような焼土・焼石・炭化物・灰・

人骨は一切ないが、中世墓関係の土器や

金属製品の一部だけが出土するもの。

Ⅳ類土坑：Ⅰ～Ⅲ類のような遺物が一切何もないもの。

　　　　これによって地区ごとの土坑数を下記の

　　　　　ようにまとめた。

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区
ⅠＡ類土坑 28基 16基 1基
ⅠＢ類土坑 14基 4基 0基
ⅡＡ類土坑 21基 95基 81基
ⅡＢ類土坑 17基 38基 22基
Ⅲ類土坑 24基 5基 0基
Ⅳ類土坑	 31基 10基 2基

※　土坑一覧表の備考欄にこの分類表記を記している。

Ⅰ類は、火葬用に使われた土坑。ⅠＢ類はその際

の副葬品または鉄釘が遺っている状態のもの。合わ

せて63基ある。うち42基（66.7%）がＡ地区にあり、

配石区画墓に覆われる以前には、Ａ地区で荼毘に付

し、Ａ地区に葬ったことを示していた。実際、Ｂ・

Ｃ地区に比べて蔵骨器のほか副葬土器や刀子が圧倒

的に多いのも、その事実を裏付けている。ただ、ＳＫ

505 ～ 506やＳＫ510のように、明らかに火葬土坑で

ありながら、さして火を受けたとも思えない刀子が

ほぼ完存状態で出土したことから、火葬土坑をその

まま火葬墓にした例もあったと推測した。例えばＡ

地区には243号墓（出土遺物から14世紀後半代を念頭

に置いている）のように、火葬土坑ＳＫ570をそのま

ま、あたかも火葬塚のように盛土して墓にした例が

現実にあるからで、常に火葬の場と埋葬の場とを分

けて考える必要は必ずしもなく、土坑機能の重層性

も排除はできなかった。

次に、評価の難しいのはⅡ類で、ⅡＡ類は多くの

場合、火葬後に埋め戻したと推察され、Ⅰ類と同じ

火葬土坑と考えた。これがＢ・Ｃ地区に圧倒的に多

いのは、両地区の性格を端的に表現していた。但し、

同じⅡＡ類でも人骨だけが出土している場合は、収

骨後の残余か、副葬品のない火葬墓とも見なしうる。

例えばＳＫ470やＳＫ492などである。ⅡＢ類は、出

土遺物のパターンが多様で、最も判断が難しい。通

常は焼土や焼石まで火葬骨と一緒に葬ることはない

と考えるので、例えばＳＫ476の場合、人骨は収骨後

の残余、土器破片は混入として、火葬土坑とみなし

た。ＳＫ478のように、鉄釘が出土して火葬土坑であ

ることが明白な場合にも人骨は残っていたからであ

る。しかしＳＫ481の場合には、炭化物と銭貨およ

び刀子が出土しており、人骨は消滅したと考えて火

葬墓と見なした。通常銭貨は火葬時に六文銭として

納めたと予想するが、それが１点しかなく、混入の

可能性もある。まして刀子は副葬品であってみれば、

これを火葬土坑と見なしていいかどうか速断できな

い。消滅しにくい焼土・焼石を全く欠いていたから

である。つまり、ⅡＢ類はその内容によって火葬土

坑か火葬墓かを逐一判断する必要があった。その結

果は完璧ではない可能性がある。

Ⅲ類土坑はＳＫ514やＳＫ527、ＳＫ532などに見ら

れるように、火葬骨が消滅して、副葬品だけが遺っ

たと解釈できる場合には、火葬墓とみなした（この

場合、上層の配石区画墓と明らかに独立して存在す

れば、形態上は土壙墓である）。但し、Ｂ地区のＳＫ

623 ～ 624のように、熔解付着した古銭が出ている場
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合は、火葬土坑とした。

Ⅳ類土坑は、手がかりになる遺物が一切ないので

不明とせざるを得なかった。ただ、本来埋葬されて

いた火葬骨が消滅してしまったと考えれば、副葬品

のない火葬墓と見なし得る。この場合も、配石区画

墓との重複関係がなければ、形態上は土壙墓であっ

たと考えた。ただし、全部で72基あるⅢ類・Ⅳ類土

坑で、比較的に規模の大きい、例えばＳＫ519・524

とかＳＫ496・516などは、土葬による土壙墓の可能

性も排除はできず、火葬墓に先行するものがあった

かも知れない。

大阪泉南郡の成合寺遺跡のように（註18）、出土遺

物からほぼ14世紀後半代に限定され、焼土坑と素掘

りの土壙との機能分化が想定される土坑群とはやや

違う印象があった。全体として、Ａ地区は火葬土坑

と火葬墓（土壙墓）が混在し、Ａ地区が墓地専用に

なるにつれて、火葬土坑が徐々にＢ・Ｃ地区へと移

行・増大していったと推測できる。但しその際、Ｂ・

Ｃ地区の土坑には数量の割に重複するものが少なく、

畢竟その分布範囲が広範囲にわたるのは、一度死人

を焼いた場所を忌避したのでなければ、例えば自然

災害や流行病の蔓延とか、あるいは織田軍の南伊勢

侵攻（1569年）などで多数の遺体を一度に処理する

必要に迫られたとか、そういう非常事態もあったか

らではないか、と想像した。

次に、Ａ地区での初現はいつだろうか。手がかり

となる土器類を伴出した土坑が28％しかなく、しか

も完形品が出土した土坑はわずか12基（8.9％）しか

ない。厳密な意味では、土坑の初現時期を捉えるの

は困難であった。いま、12基の中で比較的古い完形

土器が出土したのは、ＳＫ467、ＳＫ514、ＳＫ532、

次いでＳＫ494、ＳＫ561、ＳＫ572、ＳＫ592、ＳＫ

599くらいである。就中、ＳＫ532は13世紀中葉～後

葉の山茶碗（58）以外に出土遺物がなく、早ければ

13世紀後半頃には出現した可能性がある（伝世期間

を考慮せず）。

この他、Ａ地区で熱残留磁化測定試料を採取した

のは６基（ＳＫ501、558、567、568、570、581）ある。

最も古いのはＳＫ501で920年±150年、最も新しいの

はＳＫ567で1300年±50年と出ている。これによれば、

遅くとも11世紀後半から13世紀中葉ころの間には火

葬土坑の出現はあったことになる。ただ、例えばＳＫ

570の場合、1140±70年で遅くとも13世紀前葉になる

が、出土した土師器皿（破片）は14世紀中葉～後葉

頃のものだった。測定者の報告にも断りがあるよう

に（Ⅹ.附篇２）、この場合にはなお100年ほどの誤差

も見積もっておく必要はあるのかも知れない。

以上、かれこれ勘案すると、早ければ12世紀末期

以降13世紀代には、Ａ地区において埋葬ないし火葬

の始まった蓋然性は高いのではないかと考える。

註18　大阪府教育委員会、（財）大阪文化財センター編『成

合寺―近畿自動車道和歌山線建設に伴う埋蔵文化財

発掘調査概要報告書』1985年

（四）…火葬施設ＳＫ558と点火次第
ⅠＡ類に属する火葬土坑ＳＫ558は、縦2.8m、横

1.5m、深さ0.55mを測り、個別遺構第39図及び写真第

７図に見るように、同じく火葬土坑と言っても、群

を抜いた規模と精巧な構造に作られている。赤く焼

き固まった土の様子から、何度も使用された火葬施

設と判断した。南北方向に穿たれた「溝状の通気孔」

は他県の事例にも見られるが、左右６ヶ所にあるや

やオーバーハング気味の半球状の空洞壁面は特に火

をうけており、Ａ地区内でも特異な形態で、Ｂ・Ｃ

地区に一般的な火葬土坑との差異は歴然としている。

第1にその規模からみても、おそらく座棺ではなく寝

棺用であったことは間違いない。火葬施設として注

目される類例は、例えば安城市加美遺跡、奈良県石

光山遺跡、長野県青木沢遺跡、京都府長岡京跡（ＳＸ

13001）などにもあるが、横尾のＳＫ558はそれらに

比しても決して引けを取るものではない。

「天皇および女院等の御葬儀の次第書」（註19）とさ

れる『吉事次第』や『吉事略儀』は、前者が「12世

紀終わりごろの」、また後者は「室町時代初期ごろの」、

それぞれ成立と推定されている（註20）。いま後者を

参考にしながら述べる。

「棺の寸法は人に随りて皆替わるべ」きものではあ

るが、先例は「長六尺三寸。廣一尺八寸。高一尺六寸。」

と見える。ただでさえ鄙の地の横尾にあって、高貴

な人物と同等の棺が使われたり、同じ葬送の作法が

実修されたとは到底考えられないが、寸法だけを単

純に比較すると、その棺ならＳＫ558には十分納まる



－ 61 －

サイズである。北を枕に棺は置かれた。「貴
き し ょ

所」とも

呼ばれる火葬場は、大覚寺文書の「摂津尼崎墓所掟」

（1532年）にいう「火
ひ や

屋」（註21）に当るだろう。静岡

県磐田市の一の谷中世墓群では側壁に柱穴をもつ233

号墓火葬跡（註22）が知られているが、横尾の場合

には柱穴はなく屋根があったかどうかまでは判らな

かった。

「まず、四
よ

角
すみ

に各々薪一筋にして之を差すに、人々

蓋を挙ぐ。始めに艮より差して乾におよぶ。次に棺内の

四面にも薪松などを差し廻る。始めの方はなし。前駈

の上
じょうろう

﨟、続
ついまつ

松の火を以て。御所にて燃し移したる火なり。

艮（北東）より始め乾（北西）におよぶ。次第に之

を付く。北方には渡さず。」とみえる。これは、いよ

いよ荼毘に付すにあたり、点火の作法を述べたもの。

鬼門である艮
うしとら

から始めて時計回りで乾
いぬい

に至るまで順

次点火するが、枕のある北方に火を廻すのは避けた

ようだ。横尾における火葬施設ＳＫ558それ自体の形

状は、まさにこの都風の作法をある程度知る導師な

り三昧聖のような人物が深く関わったことを示して

いるのではないだろうか。土坑ＳＫ558へ北枕にして

納棺後、導師回向のうちに、南北の溝を除いて、東

西両脇に３ヶ所ずつ計６ヶ所に薪松などを差し掛け、

艮より点火したと推定したい。その６ヶ所の掘形は

特に火を受けており、同時に通気孔としての機能も

果たしたのである。

また、「鋤を採り土を覆ひ。その後に墓を築く。石

の卒塔婆を立て。釘
くぎ

貫
ぬき

を立て廻らし。松を植え。四

面に溝を掘る。」と。これはあたかも『「餓鬼草紙』」

に描かれた墓の風景を思わせるが、横尾にもある方

形周溝墓（例えば、100号墓、243号墓、461号墓など）

の存在はこの「四面に溝を掘る」という造墓の手法

が地方にも普及したためであろう。

ＳＫ558の熱残留磁化測定の結果は1230年±70年と

いう幅を持つものであったが、Ａ地区では比較的初

期段階に機能した火葬施設であった可能性を指摘し

ておきたい。Ｂ地区の火葬土坑ＳＫ606はＳＫ558の

コピー版で、Ａ地区の墓域が拡がり徐々にスペース

がなくなるにつれて、新たに掘削されたものだろう。

形は既に崩れてきている。恐らく作法も一層形骸化

が進んだことだろうと想像する（第25図遺構平面図）。

なお、これ以外に火葬施設として特筆すべきは、

土坑ＳＫ478でも述べた「火葬用の棺台石」の存在が

ある。長辺1.0ｍ、短辺0.6ｍ、高さ0.6ｍ大の石が2個、

平坦面を揃えて据えてあった。強い火を受けていた。

本来は長辺1.2ｍ、短辺1.0ｍ、高さ0.6ｍ大の平らな

台状石だった可能性が高い。15世紀の中頃（文安三

年）に観勝寺の僧行誉が編集した『壒囊鈔（あいの

うしょう）』「土
ど さ う

葬ノ事」には、「・・凡そ葬法ニ四種

アリ。諸経要集ニ云フ。葬法ニ四アリ。一ニハ水漂
へう

。

二ニハ火
くわほん

梵。三ニハ土
と ま い

埋。四ニハ施
せ

林ト云云。五分

律ニ云フ。若シ火ニ焼ク時ハ。石上ニ安在シテ。草

土ニ得
り

セズ。虫ヲ傷ツクルコトヲ恐ルル故ニ。・・・」（註

23）と見える。この「もし火に焼く時は、石上に安

在して」とある一文を彷彿とさせる台状石であった

と改めて思う。この台状石と先述のＳＫ558との先後

関係は判らないが、両者はＡ地区やＢ～Ｃ地区で規

模の小さい単一の火葬土坑が一般化する以前に、Ａ

地区で繰り返し機能した火葬施設であったことは間

違いない。この台状石を据えた土坑ＳＫ478の掘形内

部から鉄釘の出土もあるところを見ると、ここに木

棺を安置し、念仏回向をした後に荼毘に付して、収

骨後は別の所に納骨して墳墓を築いた例があったの

である（鉄釘の出土例は少ないので、釘を使った木

棺の使用は横尾では少数派に属すかも知れない）。

＊	 火屋：ほや。火葬場の異称をいう。

＊	 上﨟：ここでは修行年数をつんだ高僧のこと。

＊	 続松：松明（たいまつ）のこと。

＊	 釘貫：柱を立て並べて横に貫を通した簡略な柵のこと。

註19　続群書類従完成会編『群書解題』第八、雑部、1982年、

202 ～ 204頁。

註20　前掲『群書解題』203頁。

註21　笠松宏至ほか校注『中世政治社会思想』下、196頁（日

本思想大系22、岩波書店、1981年）。

註22　磐田市教育委員会編『一の谷中世墓群遺跡』1993年、

本文編82頁、写真図版編図版73、参照。

註23　正宗敦夫編纂校訂『壒囊鈔』巻第九、338頁、2006年、

現代思潮新社、復刻日本古典全集（オンデマンド版）。

なお本書には、「荼毘処を禅家には延寿堂と云い、自

余の人は無常堂と云う」とも見えている。『諸経要集』

20巻、唐の道世編、成立年不詳。仏教事典の一種で

『善悪業報論』とも。五分律は南朝宋の仏陀什・竺道

生等訳『弥沙塞部和醯五分律』30巻のこと、南伝律

蔵に最も近いという。
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（五）…配石区画墓の初現
土坑の初現問題と同じように、配石区画墓の初現

を確定するのも容易ではない。あくまで調査担当者

の実感として言えば、Ａ地区の山頂付近から標高の

高い東尾根筋、伊勢湾を眺望する北・東側斜面には、比

較的に大きな石を用いた堅牢な区画にかつて盛土が

あったと思われる墓が多かったこと、周溝を伴う立

派な墓が偏在していたことなどから、それらが他の

エリアの墓より古いのではないかということである。

その意を強くした理由のひとつは、406号墓の下層

で検出したＳＫ567であった。この土坑の掘形には所

謂「焼土帯」はなかったものの、土坑全体が真っ赤

に焼けていた。本文中にも記したように、見逃せな

いのは北側に隣接した407号墓の南側石列も一緒に火

を受けて焼けていたことである。つまり、407号墓の

すぐ下（南側）で火葬をしたのは明白であった。Ａ

地区の細部はともかくも、全体的に見た時には、配

石区画墓は標高の高い所、即ち斜面の上方から下方

に向かって徐々に増築されていく傾向にあったと確

信したのである。

全部ではないが同じようなことは、配石区画の切

り合い関係、つまり石列配置の先後関係からもそれ

と見て取れる場合があった。例えば369号墓や371号墓

は370号墓の南辺石列をそれぞれ一部共用して後から

取付いたことは平面図からも判る（第14図遺構平面

図）。同様にして、383号墓は228号墓の南辺を区画の

一部に使っている。空間に余裕がある間は東西（左右）

方向に増築が可能でも、隙間がなくなれば、斜面ゆ

えにより低い方（南側）へと増築するしかなかった。

そして、数基で一つの小墓域（ブロック）を構成す

ることもあったと考える（それが一家族ないしは親

族の墓であったかどうかは、不明とせざるをえない）。

443号墓も尾根筋にある立派な墓249号墓の区画南

辺に取付いた墓である（従って249号墓の方が先行す

る墓）。その443号墓からは既述のとおり、人骨（ＳＸ

193）を満たした転用蔵骨器である常滑産三筋壺（42）

が瓦器小碗（41）を蓋にして出土した。三筋壺（42）

は12世紀後半代に、瓦器小碗（41）を12世紀末葉～

13世紀前葉頃に比定した（小碗とはいうものの、14

世紀代に下る可能性もありはしないのか、いささか

の逡巡もある）。転用されるには一定の時間的経過（伝

世期間）が必要である。443号墓の出現を早ければ13

世紀前葉ないし前半代頃と推定した。

今、Ａ地区の配石区画墓460基のうちで、破片も含

め何らかの形で人骨以外の遺物が出土したのは85基、

実に18.5％に過ぎない。このうち、完形もしくはほ

ぼ完形の土器を埋納していたのは12基（14.1％）、全

体ではたった2.6％に過ぎない。しかしこの数字には、

例えば348号墓のように、重複する土坑ＳＫ532から

完形の山茶碗（13世紀中葉～後葉）が出土したよう

な例は含まれない。仮に両遺構が一体のものであれ

ば、348号墓には13世紀後半代（～ 14世紀）の年代

を与えることも可能かも知れない。

数少ない完形の土器から見た場合には、235号墓の

渥美産壺（43）が12世紀後半代、220号墓の渥美産

壺（40）が12世紀末～ 13世紀初頭頃、山茶碗（50）

が13世紀前葉～中葉頃、100号墓の青磁碗（63）13

～ 14世紀代、などとなって比較的古い部類に属する。

ただ、182号墓など20数ヶ所で出土の破片から接合復

元した常滑産大甕（86）が通常の墳墓に用いられた

か否かは兎も角も、それが12世紀の第４四半期のも

のであることなどを勘案すれば、伝世期間も考慮し

つつ、早ければ12世紀末以降13世紀代のうちには一

部の配石区画墓の初現もあったと見てよいのではな

いかと推測している。

（六）…配石区画墓の納骨形態
Ａ地区に460基を数える配石区画墓のうち、遺物が

何一つなかったのは178基（38.7％）、石塔は採取し

たが人骨も、土器片も金属製品も一切なかったのは

123基（26.6％）ある。両方を合わせると301基（65.4％）

にのぼる。これらは墓の形態はとるが、殆ど手がか

りがない（石塔は動いている）。

人骨が出土したのは122基（26.5％）で、そのうち

25基（20.5％）は２ヶ所から、８基（6.6％）は３ヶ

所から人骨が出土し、４ヶ所から出土したのも１基

（0.8％）だけあった。つまり122基中34基（27.9％）

は人骨が複数ヶ所から出土している。また、人骨は出

土しなかったが、土器や金属器などの副葬品ないし

破片が出土したのは37基（8.1％）あった。つまり159

基（34.6％）については地下に被葬者に関する何らか

の遺物情報を残すものである。そこから、納骨の形態

にはおおよそ４タイプを抽出できるように思う。
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横尾ではきちんと①蔵骨器に納まって人骨が出土

したのは88号墓、208号墓、220号墓、235号墓、273

号墓、364号墓、399号墓、443号墓の僅か８基（6.6％、

全体では1.7％）に過ぎない。この８基には重複する

下層土坑はない。

次に、②区画のほぼ中央部に、比較的に扁平な石

や任意の川原石を用いて箱状（直方体）に組合わせ

て納骨空間を形作るタイプがある。58号墓、70号墓、

109号墓、128号、351号墓、405号墓、406号墓、411号

墓、423号墓などがそれに該当する（個別遺構第34図）。

これらにもぴったり重複する下層土坑はなかった。

次に、③おおむね40cm内外の大きさの川原石を、

平坦面を上にして据えるタイプがある。10号墓、26

号墓、32号墓、85号墓、117号墓、120号墓、124号

墓、125号墓、129号墓、130号墓、140号墓、150号

墓、173号墓、204号墓、230号墓、231号墓、302号

墓、311号墓、318号墓、319号墓、335号墓、372号墓、

378号墓、425号墓などである。全てではないが、そ

の直下または傍から人骨が出土した。人骨は土中に

直接または有機質の入れ物に入れて埋納されたであ

ろう。石は墓標を兼ねたか、もしくは石塔を据える

台になった可能性もある。

更に、確認した例は少なかったが、④地輪の直下

から人骨の出土したケースで、89号墓や372号墓など

に見られた。例えば372号墓の場合、原位置を保つ地

輪（Ａ0691）の直下に厚さ0.06ｍの扁平な石（0.26

ｍ大）を蓋にして人骨（ＳＸ160）が出土した（個別

遺構第34図）。地輪直下に納骨された典型的な例と言

える。その他人骨だけの出土が84例あるが、うち区

画内のほぼ中央部ないし中央部付近での出土は18例

を数えた。そういう出土人骨の直上にも、本来は④

の例のように地輪（即ち五輪塔）が据わっていた可

能性がある。

配石区画墓の隅や縁辺部付近で、もしくは区画墓

と区画墓との隙間や通路などで検出された人骨は、

実際にはどういう意味をもつものか、明確ではない。

Ａ地区が配石区画墓で飽和状態になった後も、納骨

する場所はＡ地区でなければならぬとする旧来の意

識や慣例だけが存続し、墓制が大きく崩れるなかで、

空いたところに適宜納骨（もしくは分骨）だけをす

るというような風習が生まれたかも知れない、と想

像した。

（七）…「土饅頭」と墳丘状特殊遺構
かつて、墳墓をさして「土饅頭」（註24）と呼んだ

のはおそらく、覆土する際に土を半球状に盛り上げ

たからではないかと考える。横尾のＡ地区では、227

号墓、235号墓、236号墓などのように、石で区画を

することなく、盛土だけの例（227号墓と236号墓に

は周溝がある）があり、文字通り土饅頭に相応しい

形状に見えた。出土した壺の伝世期間が確定出来な

いため、235号墓の築造は12世紀後半代以降としか言

えないが、227号墓や236号墓もふくめ、これらは比

較的早い段階に属する墳墓のひとつであった可能性

が高いと思う。

土饅頭の今ひとつの典型は、100号墓、182号墓、

220号墓、221号墓、243号墓などであろう。このうち、

100号墓、221号墓、243号墓はいずれも土坑を伴う方

形周溝墓（註25）で、おそらく周溝の土を覆土として

中央（土坑上部）に盛上げたことは間違いなく、配

石区画は土止めの役割も果たした。盛土の周囲に「釘

貫を立てめぐら」せば、上述のとおり「餓鬼草紙」

にみる墳墓の姿を彷彿とさせる。182号墓や220号墓

には周溝はなかったが、墳丘状の盛土があったこと

は断面図から看取される。前者はある時期に「納骨堂」

として機能したと考えるが、その時期は明瞭ではな

く、出土遺物の一番新しい時期に合わせると15世紀

後葉と推測される。後者も、蔵骨器の伝世期間が判

らないので推測に過ぎないが、出土した土師器皿の

破片から推して14世紀末～ 15世紀中葉以降の築造と

しておく。全ての配石区画墓が土饅頭のように盛土

されたのではなく、ある時期を過ぎると、区画内は

比較的平坦に築造されたことは、個別遺構断面図か

らも判る。

さて、墳丘状特殊遺構としてここに注目すべきは

Ｂ地区の461号墓（墳丘Ａ）～ 464号墓（墳丘Ｄ）の

４基である。これらは上記土饅頭とはやや趣が異な

る。前２者には明確な墳丘と周溝がのこっていたが

（方形周溝墓）、後２者の場合は周溝もなく、盛土も

極めて低く、下層で検出した複数の火葬土坑の存在

から、それらより後で築かれたことがわかるだけだっ

た。前２者のうち、461号墓（墳丘Ａ）は陸橋部から

墳丘斜面に石の階段が設けられ、墳丘中央部に土坑
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状の窪みのあったことが断面観察で判明している（第

41図土層断面図）。もしそこに大甕が埋納されていた

ならば、ある時期に「納骨堂」であった可能性を見

いだすこともできる。当初、伝世した常滑産大甕（86）

が本来はここに使われたのではないかとも考えたほ

どだが、証拠がない。いずれにせよ、前述京大理学

部遺跡の火葬塚（ＳＸ１）や兵庫県龍野市宝林寺北

遺跡の方形周溝墓（中世）、あるいは静岡県磐田市の

一の谷中世墓群にみられたような主体部と周溝をも

つ塚墓（註26）などよりは、むしろ新潟県出雲崎百塚

の1号塚に見られる形状に最も近いものがある。下層

で出土の土師器小皿破片（241）を仮に15世紀前半代

と比定したので、それ以前に遡るのは難しいが、次

の462号墓（墳丘Ｂ）よりは古い築造と考えている。

462号墓（墳丘Ｂ）は最大の規模で、谷側を除く三

方に周溝を巡らせ、墳丘上中央部の土坑ＳＫ610に常

滑産大甕（92）を据えるもので、この大甕（92）は

15世紀後半～ 16世紀初頭に比定できる。従ってそれ

以降に、例えば16世紀後半代に大規模な納骨堂とし

て築造されたと考えることは許されよう。横尾中世

墓群での造墓活動は長年月にわたるため、いくつか

のエポックがあったと考えられるが、おそらくＡ地

区にいよいよ造墓スペースがなくなって来た時期に

築造されたこの納骨堂は、その一つの劃期を示すも

のであったと考えている。或いはそれが、例えば織

田軍による攻撃後の出来事だとしてもなんら不思議

ではないように思う。

註24　註23前掲『壒囊鈔』巻第七、243頁参照（天文元年に

「釈氏某比丘」の手になった『塵添壒囊鈔』では巻十

に同文がある。）

註25　石川県の劔
けんざき

崎遺跡では14世紀末～ 15世紀前半の周溝

をもつ中世墓が著名で、報告書には全国的な類例（14

遺跡15例）の分類表が示されている。新たな類例を

追加することになった。石川県立埋蔵文化財センター

『劔崎遺跡』一九八六年。

註26　註22前掲書、本文編124頁、写真図版編図版114参照。

（八）…墓群と石塔の関係
出土・採取した五輪塔は部品（破片）をふくめ約

1100点（計測や実測にたえないものは除外）あった。

内訳は、空輪・風輪が15、空風輪298、火輪169、水

輪99、地輪207、空風火輪135、水地輪48、一石五輪

塔129である。荒井勘之丞が『寄墓日記』に「其石塔

誠に古代の作と相見えけれ共、文字の類少しもなく

稀に梵字あり」と記すとおり、年号の判る文字には

全く恵まれなかった。１）組立式の五輪塔と２）一

石五輪塔とに分けて述べる。

１）松阪市矢津町にある現在の養徳寺境内に安置

されていた五輪塔のなかに、「永正（二？）年」銘

と「永禄十年」銘の地輪があり（註27）、前者の法

量は22.4cm×19.2cm、後者の方は21.6cm×17.6cmで

あった。後者は永禄十二（1569）年の織田軍による

大河内城攻め直前の銘である。これを一つの目安と

してかれこれ勘案しつつ、第55図の地輪実測図で見

たとき、大まかになるが、図の下３列（Ａ0591から

Ａ0763）を概ね16世紀代に、上２列目から８列目（Ａ

0597からＡ0761）を概ね15世紀後半代を中心に比定

することが可能ならば、最上段の一列目（Ａ0592か

らＡ0723）は15世紀前半代から一部は14世紀代にも

遡り得るのではないか、と考える。

２）一石五輪塔については当初、16世紀末ごろに

は終息するという認識でいた。しかし近年、当セン

ター職員の竹田憲治氏が、主として南勢地域を中心

に五輪塔の実地調査を精力的に進めておられ（調査

成果はいずれ公表されると聞く）、「奈良・大阪方面

での編年観をそのまま当地域に当てはめるのはいさ

さか実態にはそぐわない」との見解を筆者に示され

た。横尾の一石五輪塔は、①宝珠の先端部が肥大化

し、②水輪部の胴回りに張りがなくなり直線化する、

③地輪部が徐々に長くなっていく傾向も顕著である。

同氏が調査された例えば、三雲町観音寺（享禄元年銘）

や松阪市常教寺（永禄８年銘）、同じく森町本の田仲

寺（元亀４年銘）などに残る８基ほどの一石五輪塔

に近似するものは、第56図実測図で言えば、Ａ0920、

Ａ0945、Ａ0913、Ａ0964ぐらいしかない。今これら

を16世紀中葉～後半頃に比定し、同56図下から３列

目のＡ0927、Ａ0929、Ａ0922の3基を16世紀後半～末

頃に比定しておく。それ以外の諸例は、水輪部が張

りを失い直線化するとともに、地輪部の縦の長さが

伸びる傾向にあるもので、南勢地域では例えば松阪

市浄眼寺墓地（慶長18年～ 19年銘）の例にならえば、

17世紀代にも入り得るかも知れないとの結論に達し

た。従って、横尾では秀吉の天下になった以降にも
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何らかの形で供養塔としての一石五輪塔は造立され

たものと推定したい。

以上のような推定が可能ならば、「横尾中・近世墓

群」としなければならないが、横尾中世墓の初現を

早ければ13世紀代とみているので、ほぼ200年前後

の期間、横尾には石造五輪塔のない時代があったの

である。木製の卒塔婆は立っていたかも知れないが、

当初から石造五輪塔が林立したと考えるのは現実的

ではない。地下に埋納された12世紀～ 14世紀代の蔵

骨器関係の遺物に伝世期間を想定してもなお、その

殆どの墓には石造五輪塔は伴わないのが普通であっ

た、と考える。

註27　三重県教育委員会編『近畿自動車道（久居～勢和間）

埋蔵文化財発掘調査概報Ⅱ』1986年3月、31頁。大河

内城の西隣にあった嵜谷遺跡（伝養徳寺跡）の調査

前に境内を訪ねた折、既にその五輪塔はそこにあり、

拓本をとったものである。

（九）…横尾墳墓群の存続期間（推考）
【初現時期について】具体的な遺構や所在場所の特

定はできなかったが、Ａ地区には、おおよそ12世紀

後葉から13世紀初頭頃（遅くとも13世紀前葉まで）

には、経塚が営まれた。そしてそれは、当山におけ

る中世墳墓の初現とほぼ時期を同じくしていた。土

坑群の内容を４形態（６形式）に分けて検討した結果、

12世紀末期以降遅くとも13世紀代のうちには、少例

ながらＡ地区において埋葬（土壙墓）ないし火葬（火

葬墓）の始まったことは、ほぼ間違いないと考える。

しかも、遅くとも13世紀前半代以降には方形周溝墓

を含む配石区画墓の初現も一部あったのではないか、

というのがここまでの包括的な結論である。遺物の

伝世期間を考慮すれば、墓は13世紀後半代以降（14

世紀にかけて）に初現があったとするのが、より確

実なところである。尾根筋上にあるＳＫ532などは初

期段階（13世紀後半以降）の土壙墓であったと推定

でき、時期的にはそれからさほど下らず、220号墓や

235号墓などの初期段階の配石区画墓も出現したので

はないか、と考えている。

【土坑と配石区画墓の関係】Ａ地区上層で確認した

墓数は460基（第13表）、下層で検出の土坑（壙）は

135基（第15表）あった。135基の土坑のうち、平面上、

上層の配石区画墓と重複もしくはほぼ重複するのは

50基（37％）である。この中には81号墓とＳＫ482（第

35図）、100号墓とＳＫ514（第39図）、221号墓とＳＫ

533（第21図）、243号墓とＳＫ570（第38図）のように、

両者が一体の遺構であることが明確な場合と、399

号墓とＳＫ568などのように別遺構であることが明瞭

な場合とがある。従って平面上重複関係にあるから

と言っても両者を直ちに一体の遺構とすることはで

きない。重複しない土坑は85基（63％）もあり、規

模も様々に違えば、いくつかに跨って重複する事が

多い。もし、配石区画墓を土坑とセットで築造する

なら、こういうちぐはぐなことは起こらないだろう。

これは、両者が同時に重複して築造されたというよ

り、狭い範囲で偶然にそういう位置取りになったも

ので、真に重複する遺構は限定的であった。

なお、Ａ地区の土坑だけを通覧した場合、遺物が

何一つ出土しないⅣ類土坑が31基（23％）もある。

手がかりは何もないが、ＳＫ488やＳＫ490、ＳＫ536

などのように小規模なものに比べると、例えばＳＫ

465、ＳＫ496、ＳＫ509、ＳＫ516、ＳＫ544などは、

火葬骨を納めるだけにしてはいかにも規模が大きす

ぎる。これらの中には古い段階の土壙墓（土葬骨は

消滅か）も一部混在したかも知れない、と想像される。

【墓域の発展と劃期】横尾で出土した人骨はすべ

て火葬骨であった。死者たちは当初、Ａ地区におい

て荼毘に付され、その遺骨もＡ地区に葬られた。今、

直接火葬に関係したⅠ類・Ⅱ類土坑をみると、Ｂ・

Ｃ地区の土坑に比べてどれも規模が大きいか、ま

たは特殊な形状をしている。ただ、南東エリアに集

中するＳＫ571からＳＫ599に至る土坑群（火葬土坑

が中心）は、その規模や形状などからみてそれまで

Ａ地区に一般的であった土坑とは趣を異にし、むし

ろＢ地区に普遍的な土坑の始まりと位置づけた。そ

してその出土遺物から判断して、その始まり（即ち、

Ｂ地区型土坑への移行）はおおよそ15世紀中葉以降

～後半代にあった。Ａ地区では徐々に墓数が増大し

たため、その頃を境にして、火葬する場所が不足し

て従来のような埋葬の場所にも事欠く状況が進行し

つつあったか、当地の村落共同体における葬制自体

にも大きな変化があったであろう。その象徴が山頂

部の「納骨堂」に比定した182号墓・183号墓の出現
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ではなかったか、と考える。

初期段階に属する墳墓はＡ地区の見晴らしのよい

東斜面を中心に形成された。その代表的墳墓は、100

号墓、220号墓、221号墓、235号墓、243号墓、ある

いは227号墓、236号墓などである。中でも100号墓・

221号墓・243号墓はそれぞれ土坑を伴い、ほぼ同じ

方向に周溝をめぐらし、かつ等間隔に一直線上に並

ぶ（第17図）。上から順に古いと思うが、13世紀末

以降14世紀末ころまでには収まる方形周溝墓である。

221号墓の周溝の一部を切って227号墓が、更にその

周溝を切って236号墓が出現するが、それがいつ頃か

は基準遺物が皆無で判断できない。ただ、236号墓の

周溝ＳＤ878の埋土に混入の土師器小皿破片（238）

からみて、その溝は15世紀中葉～後葉以降に埋没し

始めたと想定され、両周溝墓がそれ以前の築造であ

ることは動かない。以下、極めて大まかに墓域の発

展過程を追うことにする（必ずしもこの順番に出来

たという意味ではなく、あくまでも中心的造墓活動

の推移傾向という程度に理解してもらいたい）。

13世紀後半以降14世紀末ないし15世紀初頭ころま

でには、山頂の182号墓・183号墓に先立つ墳墓が、

山頂から東斜面を中心に形成されたと思う。

北尾根筋の第二テラスにある13号墓の土師器鍋

（104）の評価は難しいが、仮にその伝世期間を20 ～

30年としたなら、おおむね14世紀後半代以降には、

この６段に造成されたテラスにまで墓域は拡がって

いたものと考える。15 ～ 16世紀代に入ってもこのテ

ラス上に墓の築造は続いたであろう。

14世紀～ 15世紀前半代を中心に、北から西部域一

帯に造墓があり、また平行して14世紀後半以降15世

紀代には、南側斜面にも徐々に墓域は拡大していっ

たと考える。15世紀前葉～中葉頃にかけては、372号

墓を中心とした斜面一帯に営まれる墓があり、Ｂ地

区に一番近い南東側斜面には主として15世紀後半以

降16世紀初頭にかけての墓が多くなっている。

16世紀代にも引続き、尾根から南半の斜面を中心

に造墓は続けられたが、やがて新たに一区画分の墓

を築造する場所が不足するようになると、古い墓と

墓との隙間や、通路などを区切って墓とする例が山

頂部、西部域をはじめ、特に南側斜面から南東斜

面にかけての広い範囲に顕著に現われる。区画の縁

辺部や配石列の隙間など複数ヶ所から人骨の出土す

る例も、南側斜面から南東斜面にかけての墓域に多

かった。これには、先述した自然災害や流行病の蔓延、

あるいは織田軍との戦闘による一時的な大量の死者

の処理などの事情が、Ａ地区の墓域を逼迫させた背

景にあると想定しておきたい。

常滑産大甕（92）を埋納していたＢ地区の462号墓

（墳丘Ｂ）は、おそらくＡ地区が飽和状態になった後

に築かれた新たな「納骨堂」であって、甕の伝世期

間は不明だが、それは16世紀後半代であったと思う。

ともかくそれが横尾中世墓のもう一つの劃期であっ

た、と考える。

【終焉】南勢地域の寺院や墓地などに現存する一

石五輪塔の実地調査の成果を導入して、横尾墳墓群

の一石五輪塔には一部17世紀代にも入るものがある、

との教示を得たことは、上述のとおりである。現地

調査段階でも気になったことは、配石区画墓の石列

の一部に組み込まれた石塔が20点以上あり、145号墓

や450号墓などのように、明らかに一石五輪塔が転用

されているのをどう理解すればいいか、ということ

であった。一般民衆の信仰心や宗教意識を想像した

場合に、他の墓に立っていた五輪塔を区画石に転用

するには、廃絶後も一定の期間の経過を必要とした

のではないか、と考えた。すなわち、戦国時代末期

に使われた一石五輪塔が転用されるには、近世初頭

まで待たねばならなかったのではないか、と。

Ａ地区には墓と墓との間の僅かな隙間に人骨を埋

葬している例が散見され、長大な遺跡（Ａ～Ｃ地区）

にあって、時代を経ても「納骨はあの山頂でなけれ

ばならぬ」という強い観念だけが引継がれたのであ

る。それは墓地として既に飽和状態に達した後のこ

とでもあって、戦国時代末期以後にも納骨埋葬なり、

病没者や織田軍との戦闘で犠牲になった人々への供

養塔の造立などによって、命脈を保つことはあった

と推測する。あるいは、堀坂山への神南備山信仰を

もつ南勢地域の農民たちが、納骨に訪れる霊山とし

ても存続することがあったのかも知れないと想像し

て、はなはだ粗略に過ぎるが、当該横尾墳墓群の調

査報告文を閉じたいと思う。　　　（田阪　仁）
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Ⅶ.　文献資料篇

（一）…荒井勘之丞『寄墓日記』について
旧・伊勢寺村の庄屋であった荒井勘之丞が文化12

年（1815年）に著した『伊勢寺記』の中に『寄墓日記』

という文章が収められている。当該中世墓に直接関

係する重要な記録なので、以下に抄出して掲げてお

きたい。

【本文抄出】

「ここに南勢伊勢寺の里に国分尼寺の旧跡あり。是

往昔―年号等知らざる也―この隣郷五十四ヶ村の惣

墓所と申し伝う。

この地石塔数多くありて、草木欝として日をもら

さず。人家遠く実に寂莫として物凄き処なり。（略）

斯の如きの塔其数をしらず、林間に埋れ田辺の草

根に隠れて、耕人等さわれば忽にたたりありてなや

む。又その石塔を持来り砥にいたす人多し。其中に

は忽にたたりありてなやむ則ち、其塔を立て念仏回

向等すれば、そのなやみ即座に去る事里人の能く知

る処なり。時に文化午の春予もこの地に登臨して見

るに、石塔数所に半ば埋れ、或いは雪霜に朽ちて其

形を失い、或いは畜類の糞にけがれ或いは田中に沈

み、さまざまにして其あわれなる事こころも言も及

ばず。予おもうに、此中には誰が祖先の墓、誰が前

世の碑のあるべきもしれがたしと有信の人に談るに、

村老も予が言に随喜して往古より捨て置きたる事を

羨む。

これに依て、予両三の人を催し貴僧を侍て此林中

に入り、回向を乞て共に念仏して帰る道すがらこの

あわれなる事を談れば、貴僧も涙を垂て予に告てい

わく、五輪は則ち仏の五体のかかる尊き物を麁相に

なすはよろしからず。且又まよいの霊魂は虫と変じ

て、五穀の類をあらす物なりと。

然るに依て、林間に破壊したる石塔を同じ山の内

七、八丁東女男坂の道の辺に集め、墓を移して自今

往来の人々に念仏の回向を受れば、霊魂成仏して五

穀豊熟すべしと存ず。是然るべしと。貴僧に対して

問に、貴僧のいわく、仏説の中にも一尺の塔を建れ

ば一国の主に生るるとあれば可なり。拙僧も又経供

養結縁すべしと。

これに依て忽ち山主に地面を乞い受け貴僧を請

招し地祭して僧意にまかせ、古墓の土を持来りて

この新地に埋み石を寄て壇を作りければ、村中の老

若耕作の休を以て我も我もと馳来りて一日に五輪

一百、或は弐百三百とよせ移す。時なる哉ときなる

かな、雪中の枯木に春の花の開くが如く是迄足下に

ふみし塔も、今は頭上に頂礼して日々に香華を供養

する。人其数をしらず、又は砥石にいたせし塔もさ

んげして持返す。彼是半ばにして一千五百程を移す。

是皆願主の功にあらず、仏法不思議のなす処か老若

ともに石塔を荷い小径を往来するに、皆々大念仏に

してうたの声なし。小童も共に念仏して小石をはこ

ぶ。たとえちん銭を得させたりとも、斯の如くなる

事はあるべからず。予考うるに老若共に是皆有縁の

石塔なり。又何某のいわく、この中の勝れたる石塔

は平人の塔にはあらず。高僧又は官位の人の塔なる

べし、と云々。考見るに往昔国分寺は大伽藍にて坊

舎二十院なり。又北畠家繁栄にして、此辺の阿坂・

大河内塔に家臣多しと聞き伝うなれば、右等の石塔

にもあるべけんや。其石塔誠に古代の作と相見えけ

れ共、文字の類少しもなく稀に梵字あり。

（略）

○	 竜泉寺　浄土宗鎮西派　往還之南にあり。

	 号国分尼山本尊阿弥陀如来御長　作知れず。

そもそも当山は、往昔国分寺の一山にて能照坊と

申ある其旧跡に小庵一宇のみありし処、何れの頃か

横滝寺中興開山三誉上人の弟子の僧、其旧跡を再興

し諸殿閣を造建し給う。本尊は則ち国分尼寺の本尊

をここに移し奉るなり。依て国分尼山竜泉寺と号す。

其国分尼寺は今は旧跡ばかり残れり。

○	 国分尼寺旧跡　地蔵堂より七、八丁南の山にあり。

往昔国分寺の坊舎にて、尼寺十箇寺の其一也。今

廃寺と成りて旧地ばかりなり。此辺に墓の跡数カ所

あり。塚の形多く五輪の石塔など林間に転び或いは

埋れて其数かぞえがたし。近年其石塔を、ここより五、

六丁東女男坂と云う処にて見る可し。

○	 女男坂　伊勢寺村より西野村へ越る道にあり。

此処は嫁入りの往来をいむなり。坂は南と北と

分かちありて谷間に細き流あり、涙水などと云々。

○	 寄墓　女男坂にあり　板行絵図弘める。

古代の石塔凡そ四千余あり、近年此処に移す。元

是より五、六丁ばかり西の林中国分尼寺の旧地にあ
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り、来由は巻のすえにて見る可し。

（以上、近藤豊美氏の読み下し文によった。）

(二）…女男坂と国分尼寺跡
旧県道丹生寺一志線を南下（岡山町で県道59号松

阪第二環状線に合流して国道166号線に至る）すると、

横滝口交差点（四辻）から約900ｍ前後、岡山町へ

入る手前の向側池あたりがちょうど峠になっており、

道路脇を数ｍ左へ入ったところに五輪塔の埋もれた

場所がある。そのため、いつの頃からかここを称し

て五輪峠と言っている（第３図参照）。

上掲『寄墓日記』に見える「女男坂」とは、まさ

にこの五輪峠に同定して間違いはない。現在、そこ

には火葬場があり、周囲に多数の五輪塔類が半ば埋

もれた状態になっている。それを指して勘之丞は「寄

墓」と呼んでいる。本文にはその石塔類を同地から

西方５～６丁（約600ｍ前後）にあったという「国

分尼寺の旧地」より移したものであったことが判る。

ここで、①「国分尼寺の旧地」とある、国分尼寺と

は何か、②そしてそれはどこに当るのか、が問題に

なろう。先ずは②から見ることにする。

「林間に破壊したる石塔」のあった場所とそこから

移し運ばれて形成された「寄墓」のある「女男坂」とは、

東西に約600ｍ前後（本文では約800ｍ前後の計算に

なる）の距離を隔てる位置関係にあった。今、「女男

坂」に同定した五輪峠を基点に地図上で当該「横尾

墳墓群」の位置との関係を見ると、五輪峠に埋もれ

た五輪塔類は、間違いなくこの文化午歳（即ち1810年）

の春に、伊勢寺村中の老若男女が、（今回「横尾墳墓

群」と命名した）「林中」から「移し寄せた」ものに

ほかならない。そうすると、「林間に破壊したる石塔」

のあった場所、即ちわれわれが調査した「横尾墳墓

群」の場所或いはその付近を勘之丞は「国分尼寺旧跡」

と認識していたということになる。

言うまでもなく、伊勢国の国分寺、国分尼寺は鈴

鹿郡にあった。近年その一部が発掘調査され、調査

成果も公表されている。しかし、「往昔国分寺は大伽

藍にて坊舎二十院なり。云々」という書き方と前後

のコンテキストをみれば、国分寺・国分尼寺がかつ

てこの伊勢寺村に在ったというのが、当村の庄屋勘

之丞の歴史的認識だったのである。

当時、彼が伊勢国分寺と認識していたのは、伊勢

寺廃寺のことである（因みに現在伊勢寺廃寺跡に立

てられた案内板にも伊勢国分寺跡であるとの記述が

あり、勘之丞らの説を地元では長く伝承してきてい

る）。これまでの部分的な発掘調査等によれば、この

伊勢寺廃寺からは奈良時代後期に属する軒丸瓦のほ

か、蓬莱山を模した鬼面瓦、墨書土器などが出土し

ている。ところで早く、当該廃寺の成立背景に言及

したのは、御巫石部清直であった。その「太神宮寺

排斥考」（『神宮神事考證』後篇所収）に言う。

「今モ飯高郡ノ西際ニ伊勢寺村アリ。一古刹ヲ存

シテ国分寺ト称ス。土俗ハコレヲ伊勢国ノ国分寺ナ

リト謂ヘレト、謬傳ナルコト三国地志ニ辨スルカ如

シ。（略）丈六ノ佛像アリテ、伊勢寺ノ號アルヲ見

レハ、是ソ太神宮寺遷建ノ遺蹟ナラムト往テ検スル

ニ、正シキ徴證ハナケレト、聖武帝勅賜ノ法華経アリ、

庭砌ニ古瓦ノ缺散逸ス。(略)サレハ土俗大神宮ヲ伊

勢ト尊稱スレハ、伊勢寺ハ即チ太神宮寺トイフ意ナ

リ。諸国ノ国分寺ニ准セラレシ寺ナルヲ以テ、後世

直ニ国分寺ト稱シ來レルニコソ。是則チ太神宮寺排

斥ノ遺跡ト決定シテ差ナカルヘキニヤト思惟セラル

カシ。」と。

これはすなわち、『続日本紀』（以下同じ）天平神

護二年七月丙子条に、「使ヲ遣ハシ丈六ノ佛像ヲ伊勢

大神宮寺ニ造ラシム。」と見える伊勢大神宮寺が、祟

りをなすとして後に「飯高郡度（廣）瀬山房」に移

転され（寶亀三年八月甲寅条）、更に寶亀十一（780）

年二月丙申条では、「神祇官言ス。伊勢ノ大神宮寺。

先ニ祟リ有ルカ為メニ他處ニ遷シ建ツ。シカルニ今

神郡ニ近クシテ。ソノ祟リ未タ止マズ。飯野郡ヲ除

クノ外便地ニ移シ造ラントテヘリ。之ヲ許ス。」とい

うことで、今度は神郡外への移転を余儀なくされた。

つまり、勘之丞らが伊勢国分寺と認識した現在の伊

勢寺廃寺こそは、この時に移転した大神宮寺の跡だ

と御巫翁は言うのである。

寶亀十一年、最終的に神郡外へ移転した大神宮寺

の跡を現在の伊勢寺廃寺に比定することは、既に別

稿でも触れたことがあり、追認する論考もある（註

28）。大神宮＝伊勢であり、伊勢寺という地名もここ

に大神宮寺が置かれていたことを反映しているので

あろう。

閑話休題。大神宮寺を国分寺と認識していた勘之
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丞は、セット関係にあるべき国分尼寺の所在地を当

該横尾墳墓群のある山中に求めたのではないかと思

う。

今回の発掘調査範囲で見るかぎり、寺院の建造

物を想定・推測せしめる遺構は勿論検出していな

い。多数の石塔類が散乱した墓場の付近にかつての

国分尼寺を想定するには何か根拠があったのだろう

が、いかなる記録・伝承に基づいていたのか、今となっ

ては知る術がない。　

註28　伊藤久嗣「斎宮周辺部の古代寺院」『斎宮歴史博物館

研究紀要』1、斎宮歴史博物館、1992年。

（三）…複数村による「惣墓所」
当該墓群が文化年間当時において「隣郷五十四ヶ

村の惣墓所」と伝承されていたことは、注目してお

かねばならない。「郷墓」（惣墓）が比較的よくのこっ

ている奈良盆地においてさえ、例えば極楽寺墓地（御

所市）では、それを形成している墓郷の数は二十二

で、これが最大クラスである（註29）という。それゆえ、

当初は五×四、二十ヵ村の謂ではないかと想像した

が、原文に「五十四」とある由、横尾の場合は格段

に大規模な郷墓（惣墓）であったということになるが、

果たして伊勢寺地区周辺だけでそれほどの「惣墓所」

が成立しうるのかどうか、いまも疑問に思っている。

それほど多数の隣郷村によって営まれた「惣墓所」

であるとの伝承自体を否定するつもりはないが、で

はその具体的な実相となると、明確に描き出すこと

は難しい。ただ、ここにいう「村」を近現代の社会

的通念で捉えることは勿論できない（註30）。例えば

平均的に「一村10家見当」と想定して、その対象範

囲を櫛田川周辺の南勢地域一円にまで拡げ、堀坂山

への神南備信仰圏のなかのこととして考えるべき性

格のものではないか、とも想像している。（田阪　仁）

註29　野崎清孝「奈良盆地における歴史的地域に関する一

問題」『人文地理』第二五巻第一号、1973年

註30　永原慶二「阿蘇社領湯浦郷―阿蘇社領湯浦郷の「村」

についてー」（『中世成立期の社会と思想』105頁以下

参照、吉川弘文館、1991年）。
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Ⅸ.　附篇（１）

三重県・横尾墳墓群出土の火葬人骨に
ついて

京都大学霊長類研究所　江原昭善

三重県教育委員会が昭和60年7月から昭和61年3月

にかけて、近畿自動車道伊勢線延長工事建設に関連

して横尾墳墓群（松阪市伊勢寺町字横尾の山中）の

発掘調査を行なった。その際、多数の中世火葬人骨

が出土した。

[出土状況]

報告書によると、上記の遺跡は４基の古墳（Ｅ・

Ｆ区。７世紀前葉～中葉の築造と推定）と中世墓群

とからなる。さらに中世墓群については、12世紀後

半から13世紀前半の間に造営が始まり、16世紀末頃

まで続いたらしい。その分布はＡ～Ｄ区だけに限ら

れず、Ｃ～Ｄ区の南東調査区外にも広がっているこ

とも確認されている。今回、Ａ～Ｃ区（5,600㎡）か

ら出土した人骨について、その同定結果を報告する。

この中世墓群は、大きく配石区画墓・墳丘墓・土

壙に分けることができ、とくに土壙群では火葬施設

として利用された痕跡が濃厚で、調査担当者（宮田・

田阪）によれば「当中世墓が基本的に火葬であった

ことを物語っている」という。

たしかに出土人骨はすべて火葬に付されており、

その総数は同定によれば557個体であるが、実際に

は多少の変動はあるかもしれない。それというのも、

人骨はすべて砕片化しており、形態特徴に基づく個

体識別は不可能で、ひとまとまりが１個体分だとす

る以外にすべがない。さらに、出土状態からみても、

「墓の一単位を明確にし得ぬほどに石が重複散乱し、

骨の出土状況からみても、墓のうえに墓をつくった

としかいいようのない墓域さえあった」（上記担当者）

し、近世の記録（荒井勘之丞「伊勢寺記」のなかの

「寄墓日記」、文化12年）によると、災害供養のため

墓域の一部が移動のため攪乱されたことも明白であ

る。これらのことから、散逸や混入がなかったとは

いえないからである。

当資料は、考古学的には価値の高いものではある

が、出土人骨の形態特徴を基にして論ずるという観

点からすれば、上記のような不利な条件に加えて、

すべて焼骨であり、さらに人為的に破砕された痕跡

もあり、悲観的である。一般に焼骨は収縮や変形を

ともない、時代的・地域的特徴や形態特徴を読み取

ることは不可能で、性別や年齢別もつけにくいから

である。

[人骨保存状況]

保存状況の目安として、各1個体分とみられる人骨

について、その残存量を基にして、

　比較的多くの骨片を含むもの………… ａ

　少量のもの……………………………… ｂ

　ごく少量のもの………………………… ｃ

に分類してみた。すでに述べたように、当資料はす

べて焼骨であり、かつ砕片化していることから骨質

の保存状況は無視してよいからである。

その結果、Ａ区上層・Ａ区下層・Ｂ区・Ｃ区を通

じて総数557個体が認められた。Ａ区上層からの出

土数がもっとも多く、206体、36.98パーセント、次

いでＡ区下層が146体26.21パーセント、Ｂ区は134

体、24.06パーセント、Ｃ区はもっとも少なく71体、

12.75パーセントである（第１表）。

人骨保存（残存）状況は、Ａ区上層およびＢ区お

よびＣ区ではｃが多いが、Ａ区下層では逆にｂが多

く、その分だけｃが少ない。前３者は後者に比べて

攪乱をより大きく受けたのであろう。

それによれば、Ａ区下層は他に比べて、ｂが多い

ことが目立つ。Ａ区上層は人骨の消失が他区よりも

著しいことがわかる。

[性別・年齢別分類]

性別・年齢別の分類を試みたのが、第３表である。

性決定は悲観的ではあるが、眉上弓Arcus　

superciliarisや眼窩上弓	Arcus	 	 supraorbitalis、

外後頭隆起Protuberantia	occipitalis	externaやオ

トガイ隆起	Protuberantia	mentalisの一部が残存し

ていることがある。その場合には、かなり正確に性

決定が可能であった。上腕骨遠位端の形状も、この

部類に含まれる。しかし長管骨片の筋付着部たとえ

ば大腿骨粗線	Crista	femorisにみられる発達の程度

などからは、あまり正確に判定することはできなかっ

た。したがって、これらに基づいた性判定も試みて、

一応数字はあげてあるが、信頼度は低い。いずれに
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せよ、この種の資料では、性の判定はあまり大きな

意味をもつとは思われない。

年齢については、この資料が土葬骨であれば、平

均死亡年齢が算出出来て興味のあるところだが、細

分は困難であるゆえ、成人以前と以後に分類した。

しかしながら成人以前といっても、幼・少年期のも

のは火葬に付した場合、骨が残存することはむつか

しいのが実情である。したがって成人以前とはいっ

ても、Juvenile後期のものに限られた。性の判定が

不可能なものでは、当然のことながら年齢の決定も

出来ないものが多く、各区を通じて484個体中、179

個体（37.0パーセント）がこれに該当する。																

中世では幼児死亡率が著しく高率だったといわれ

るが、おそらく本資料数に倍する幼児死亡があった

に違いない。しかし残念なことに本資料ではそれを

明らかにすることが出来なかった。

[今後の問題]

出土した人骨はすべて、完全な部分がないほどに

破砕され、しかも大半が散逸・消失している。それ

が攪乱によるものとすれば、攪乱を受けていないと

思われるＡ区下層出土の人骨についてみても、たし

かに散逸・消失の程度はやや少ないが（第１表～３

表参照）、全体として大差があるとはいえない。

一般に、火葬骨を蔵骨器に収納する場合、その焼

骨は人為的に破砕される。その際、たとえば蔵骨器

が木製や植物性の籠のようなものであれば、残らな

いことが多い。あるいは、火葬後に蔵骨器に収納す

ると否とにかかわらず、破砕する習わしだけが残っ

た可能性もある。実際にそのようなことがあったの

だろうか。「土に返す」という信仰から、現代でもそ

のようにしている、関西の都市郊外のある墓地を筆

者は経験している。したがって土俗的・民俗学的に

検討してみる必要があろう。

人骨調査中に、偶然１個の長管骨破片に鼠害らし

きものがあるのを見つけた。これがもし鼠の齧痕な

らば、土葬した後に焼かれたと考えられる。その理

由として、火葬以前の古い土葬人骨の一部が、後世

の火葬時に混じり込んだ二次的なものかもしれない。

しかし、後日、改めてくわしく調べた結果、鼠害と

は断定するまでにはいたらなかった。筆者は、愛知

県下で、ほぼ同時期の多くの遺跡で出土した土葬人

骨に鼠害例が多い事実に見慣れ過ぎていたためかも

しれない。将来、同じような事例があったときのた

めに、記録に留めておきたい。

約400年にわたり営まれた横尾墳墓群のその時期は、

中世から近世にむかう動乱期でもあった。その横尾

墳墓群の背景には、近世の記録（上掲。荒井勘之丞「伊

勢寺記」のなかの「寄墓日記」、文化12年）の伝承に

もあるように、「往昔隣郷五十四ヶ村の惣墓所」だっ

たのだろう。いずれも比較的平穏で安定した家族主

義的村落だったすがたがしのばれる。

偶然残存した下顎骨前内面片にオトガイ舌骨筋の

付着部の結節Spina	 musculi	 genioglossiがみられ、

その形状もよく似ている。この特徴は中世人骨では

比較的頻度の低いものであるが、３個体で発見され

ている。かれらは同族のものであったかもしれない。

それにしても、伊勢湾・知多湾・渥美湾とそれに

接する内陸部一帯を俯瞰するとき、火葬や土葬の習

俗、つまり宗教的・文化的に異なる文化圏がかなり

複雑に入り組んでいたことがうかがわれ、その分布

を明らかにしていくことは、宗教学的にはもちろん、

民俗学的にも興味のあるところである。それぞれの

事例報告もかなりの量に達しているはずゆえ、改め

てこのような観点からの分布を吟味することも、あ

る程度可能であろう。

a b c 計
ｎ （％） ｎ （％） ｎ （％） ｎ （％）

Ａ区上層 3 (1.46) 89 (43.20) 114 (55.34) 206 (36.98)
Ａ区下層 1 (0.68) 135 (92.47) 10 (6.85) 146 (26.21)
Ｂ区 0 (0.00) 55 (41.04) 79 (58.96) 134 (24.06)
Ｃ区 0 (0.00) 28 (39.44) 43 (60.56) 71 (12.75)

計 4 (0.72) 307 (55.12) 246 (44.17) 557

第１表　各墓域ごとの人骨保存状況
a b c 計

ｎ （％） ｎ （％） ｎ （％） ｎ （％）
Ａ区上層 3 (75.00) 89 (29.00) 114 (46.34) 206 (36.98)
Ａ区下層 1 (25.00) 135 (43.97) 10 (4.07) 146 (26.21)
Ｂ区 0 (0.00) 55 (17.92) 79 (32.11) 134 (24.06)
Ｃ区 0 (0.00) 28 (9.12) 43 (17.48) 71 (12.75)

計 4 307 246 557

第２表　人骨保存状況（各墓域間における比較）

性不明 推定
♂

推定
♀ ♂ ♀

未成人 成人 年齢
不明 成人 成人 成人 成人 計

Ａ区上層 0 111 69 6 6 13 1 206
Ａ区下層 5 82 25 15 7 10 2 145
Ｂ区 1 77 46 2 2 1 1 134
Ｃ区 1 28 39 2 1 0 0 71

計 7 298 179 25 16 24 4 556

第３表　性・年令別分類表
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Ⅹ.　附篇（２）

横尾墳墓群の考古地磁気測定
　富山大学理学部地球科学教室

広 岡 公 夫

吉 村 勝 之

森 定 　 尚

はじめに
地磁気の方向は場所によって違っており、しかも、

その方向をゆっくりと変えているので、同一地点で

も時代によって地磁気の方向は違っている。この地

磁気のゆっくりとした時間的変化を地磁気永年変化

と呼んでいる。日本で地磁気の偏角・伏角を直接観

測した最も古い記録は、1883年のものであり、世界

でも、ロンドンの1580年頃の記録まで遡れるだけで

ある。高々 400年余りしか記録がない。

一方、土にはFe2O3（磁鉄鉱）やFe3O4（赤鉄鉱）な

どの鉄酸化物が１～３％程度含まれている。これら

は磁気テープの材料と同じ仲間で、磁石になる（磁

化をもつ）ことができる磁性鉱物である。磁性鉱物

を高温にまで加熱すると、それぞれの鉱物に固有の

或温度以上では磁性（磁石になる性質）を失う。こ

の温度をキューリー点という。磁鉄鉱のキューリー

点は578℃、赤鉄鉱は670℃である。磁場が作用して

いる場所で、キューリー点以上の高温で磁性を失っ

た状態から磁性鉱物を冷却すると、キューリー点の

温度に達した瞬間に、再び磁性が蘇り、作用してい

る磁場の方向に磁化を獲得する。この磁化を熱残留

磁化という。遺跡に残る窯跡や炉跡、焼土坑などの

焼土は、かつて、昔の人が火を焚き高温に熱した後、

地球磁場中で冷えているので、当時の地球磁場の方

向の熱残留磁化を持っており、昔の地磁気を記録し

ている磁気テープなのである。過去の地磁気の化石

あるともいえる。

時代のよく分かったこのような焼土の熱残留磁化

を測定すると、観測記録がなかった古い時代の地磁

気の方向を知ることができる。西南日本各地の遺跡

の焼土の熱残留磁化を測定した結果、過去2000年間

について、地磁気永年変化の様子が相当詳しく分かっ

てきた（Hirooka,1971；広岡、1977）。考古遺跡の焼

土の熱残留磁化の測定から明らかになった、歴史・

考古時代の地磁気変動を考古地磁気永年変化という。

遺跡焼土の熱残留磁化方向を西南日本の過去2000

年間の考古磁気永年変化と照合して、永年変化曲線

のどの年代の部分に近い磁化方向であるかを調べる

と、その焼土が焼かれた年代を決めることができる。

これが考古地磁気法である。

測定試料の採取
地球磁場の方向の永年変化は、過去2000年間に最

大でも約30°しか変らない小さなものなので、最初

に焼土を試料として採取するときの焼土の向きが、

遺構の中でどのようになっていたかを知る方位測定

の精度が、年代推定の精度を左右する。したがって、

できるだけ高精度の定方位試料を採取する事が望ま

しい。しかし、１個の試料に何時間も要するようで

は実用にならない。高精度で短時間で試料採取がで

きなければならない。

現在、私たちの研究室で用いている試料採取法は、

次のような手順で行なわれている。

１）よく焼けた部分を選び、動かないように注意し

ながら、こぶし大の焼土の周りに深さ数cmの溝

を掘り、試料とする焼土を削りだす。

２）削りだした焼土に石膏をかけて固め、表面に石

膏の平面を作る。

３）石膏平面の最大傾斜線の方位と傾斜角を測定し、

方位を示すマークを平面上に記入する。このと

きの方位測定の精度が年代に大きく響くので、

できるだけ精密に測らなければならない。方位

の測定には考古地磁気試料の採取用に特別に設

計された改造クリノメータを用いている。

４）石膏で固めた焼土試料を遺構から切り離す。

５）切り離した試料の裏面を石膏で覆い、紙に包ん

で研究室に持ち帰る。このような試料を１つの

遺構から十数個採取する。熱残留磁化を測定す

る磁力計は、34ｍｍ×34ｍｍ×34ｍｍの立方体

の試料を測るように設計されているので、方位

の測定を行なった平面を基準にして、その大き

さの立方体に、ダイヤモンド・カッターで切断、

整形する。もちろん、切断面は測定中にくずれ

ないように薄い石膏で覆い補強しておく。

今回の横尾墳墓群では、Ａ地区６箇所、Ｂ地区２

箇所の土坑から試料を得た。採取試料の総数は84個



－ 73 －

にのぼる。各遺構の採取試料個数および試料番号は

次の通りである。

Ａ地区

　ＳＫ 570		：11 個（試料番号Ｃ 1　11 ～ 21）

　ＳＫ 501　：10 個（試料番号Ｃ 1　	1 ～ 10）

　ＳＫ 567　：10 個（試料番号Ｃ 1　71 ～ 80）

　ＳＫ 568　：11 個（試料番号Ｃ 1　41 ～ 51）

　ＳＫ 558　：10 個（試料番号Ｃ 1　31 ～ 40）

　ＳＫ 581　：11 個（試料番号Ｃ 1　81 ～ 91）

Ｂ地区

　ＳＫ 664	：10 個（試料番号Ｃ 1　101 ～ 110）

　ＳＫ 608	：11 個（試料番号Ｃ 1　111 ～ 121）

熱残留磁化の測定
測定試料の残留磁化は夏原技研製リング・コア型

スピナー磁力計（ＳＭＭ85型）を用いて測定した。

残留磁化測定の結果得られた個々の試料の偏角、伏

角、磁化強度は、第４～ 11表に示されている。磁化

ベクトルを水平面に投影した水平分力が真北からず

れている角度を偏角といい、東にずれるのを正にと

る。伏角は磁化ベクトルが水平面からどれくらい下

に傾いているかを示す角度である。過去2000年間に、

偏角は－18°（西偏）から＋15°（東偏）の間で変

化し、伏角は35°から60°の間で変っている。表中

に＊印のついている試料は、磁化方向が同じサンプ

ルから得られた残りの測定試料と磁化方向が大きく

異なっているために、次に述べる平均磁化方向を求

める統計計算の際に除外したものであることを示す。

Ａ地区の土坑ＳＫ501の結果を見ると、統計計算の時

に除外したサンプルが多いことが分かる。また、磁

化強度は、通常のよく焼けた陶磁器の窯跡の場合は

10-3emu/gのオーダーであるのに対して、２桁弱い。

各遺構毎に、フッシャーの統計法（Fisher,1953）

を用いて、平均偏角、平均伏角、95％レベルの信頼

角（α95）、精度変数（Ｋ）を計算し、考古地磁気デー

タとする。今回の測定で得られた横尾墳墓群の考古

地磁気データは、第12表にまとめられている。

考古地磁気年代は、各遺構の平均偏角、平均伏角

およびα95を、考古地磁気永年変化の標準曲線に記入

し、その図から求める。この時、用いた標準曲線が

過去の地磁気の永年変化を忠実に表わしているとい

う前提に立っているので、もし、本当の地磁気の変

動がこの標準曲線と違っていたら、その違いの分だ

け年代がずれることになる。13世紀から17世紀に関

してはその可能性があり、数十年から百年程度推定

年代が古すぎるのではないかという指摘がなされて

いる。これは、この時代の年代の確かなデータが少

ないことに起因していて、今後に残された問題であ

る。したがって、今回得られた年代値も数十年から

百年後へずれることが有り得る。

第１、２図に考古地磁気永年変化曲線と今回の測

定結果が示してある。

考古地磁気推定年代
用いた考古地磁気永年変化曲線が正しいという仮

定に立って、第１、２図から各土坑の考古地磁気年

代を推定すると次のようになる。

Ａ地区

	 ＳＫ570		：A.D.700±100年

	 （又はA.D.1140±70年）

	 ＳＫ501　：A.D.920±150年

	 ＳＫ567　：A.D.1300＋50年

	 	 	 　　　	－100年

	 ＳＫ568　：A.D.1240±50年

	 ＳＫ558　：A.D.1230±70年

	 ＳＫ581　：A.D.1150±80年

Ｂ地区

	 ＳＫ668	：A.D.1210±140年

	 ＳＫ608	：A.D.1370＋60年

	 	 						－370年

磁化方向のばらつきが非常に大きかったので、推

定年代の幅が大きくなった。また、SK501では、偏角

が大きく西偏し、伏角が浅いので、考古地磁気学的

には10世紀の年代になる。
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第１図　西南日本の過去 2,000 年間の考古地磁気永年変化と横尾墳墓群Ａ地区の考古地磁気測定結果

第２図　西南日本の過去 2,000 年間の考古地磁気永年変化と横尾墳墓群Ｂ地区の考古地磁気測定結果

581581

570

558558
568

567567

501501

501：SK501　　558：SK558　　567：SK567

568：SK568　　570：SK570　　581：SK581

608

668668

608：SK608　　668：SK668



－ ��－

試料番号 偏角
（°Ｅ）

伏角
（°）

磁化強度
（×10-5 emu/g )

Ｃ1　11 -19.9 67.6 1.74
12 0.2 74.0 1.53
13 -8.9 48.4 1.20
14 -6.8 54.0 7.90
15 -10.6 40.1 0.488 
16 -14.5 56.1 1.63 
17 -16.0 51.8 1.16 
18 -1.5 58.6 0.224 

＊ 19 -70.5 73.8 0.667 
20 28.3 62.6 0.953 
21 5.4 64.6 1.06 

＊印は統計計算の際に除外したもの
第４表　A 地区　ＳＫ 570 の磁化測定結果

試料番号 偏角
（°Ｅ）

伏角
（°）

磁化強度
（×10-5 emu/g )

Ｃ1  ＊ 1 -35.4 35.6  1.39 
＊ 2 -21.4 28.7  1.80 

3 -8.3 50.8  12.50 
4 -19.6 43.2  1.61 
5 -13.1 46.3  4.08 
6 -18.5 43.6  1.59 
7 -19.3 44.5  5.10 
8 1.1 52.0  78.20 

＊ 9 -38.3 28.3  4.19 
＊10 144.2 24.7  4.17 

＊印は統計計算の際に除外したもの
第５表　Ａ地区　ＳＫ 501 の磁化測定結果

試料番号 偏角
（°Ｅ）

伏角
（°）

磁化強度
（×10-5 emu/g )

Ｃ1　71 1.2 56.5  9.97 
72 -4.1 53.9  11.90 
73 -5.8 55.1  9.41 
74 19.3 39.4  8.63 
75 14.6 48.3  14.40 
76 16.1 48.6  4.11 
77 16.9 59.4  8.04 
78 26.2 57.3  3.57 
79 31.6 58.5  5.18 
80 25.9 59.3  5.84 

第６表　Ａ地区　ＳＫ 567 の磁化測定結果

試料番号 偏角
（°Ｅ）

伏角
（°）

磁化強度
（×10-5 emu/g )

Ｃ1　41 12.9 51.1  2.49 
42 4.9 61.9  7.30 
43 18.4 55.5  7.76 
44 13.3 64.7  5.45 
45 -2.8 65.7  3.65 
46 10.5 61.3  6.86 
47 -2.2 59.7  4.95 
48 13.9 72.6  2.55 
49 6.5 58.9  1.61 
50 15.4 62.3  4.20 
51 21.5 57.4  6.41 

第７表　Ａ地区　ＳＫ 568 の磁化測定結果

試料番号 偏角
（°Ｅ）

伏角
（°）

磁化強度
（×10-5 emu/g )

Ｃ1　31 10.7 56.1 96.5
32 -4.5 60.3 3.75
33 28.6 60.8 0.728
34 15.6 62.1 4.82
35 7.4 67.4 4.14
36 -5.4 70.2 3.9
37 -20.4 73.9 6.41
38 0.2 60.5 3.87
39 -1.5 61.0 15.6
40 12.9 57.6 95.1

第８表　Ａ地区　ＳＫ 558 の磁化測定結果

試料番号 偏角
（°Ｅ）

伏角
（°）

磁化強度
（×10-5 emu/g )

Ｃ1　81 10.8 49.3 17.8
82 16.9 52.0 7.84

＊ 83 31.5 75.4 3.32
84 2.2 48.9 2.69
85 -9.5 56.9 4.79
86 -16.1 54.8 1.42
87 -14.3 53.6 2.13
88 -7.1 58.1 5.18
89 -7.8 60.3 5.23
90 9.1 57.1 6.11
91 -14.4 52.7 2.64

第９表　Ａ地区　ＳＫ 581 の磁化測定結果

試料番号 偏角
（°Ｅ）

伏角
（°）

磁化強度
（×10-5 emu/g )

Ｃ1 　101 27.2 53.6 3.30 
102 8.4 58.1 6.68
103 -10.8 41.7 5.13
104 0.5 56.5 5.87
105 -8.4 65.3 10.3
106 -21.1 68.1 9.23
107 27.4 33.7 2.38
108 -32.7 57.1 5.39
109 2.6 59.0 21.9
110 33.7 67.3 7.40 

第 10 表　Ｂ地区　ＳＫ 668 の磁化測定結果

試料番号 偏角
（°Ｅ）

伏角
（°）

磁化強度
（×10-5 emu/g )

Ｃ1 　111 1.5 42.5  4.00 
112 1.4 45.7  31.40 
113 7.9 47.1  7.86 
114 -15.2 38.5  3.57 
115 9.8 45.2  3.90 
116 14.9 47.0  3.60 
117 -30.8 38.1  5.97 
118 24.5 56.6  11.90 

＊119 -166.8 -4.0  2.33 
120 24.7 67.1  4.46 
121 29.2 56.8  6.35 

＊印は統計計算の際に除外したもの
第 11 表　Ｂ地区　ＳＫ 608 の磁化測定結果

遺構名 Ｎ D
（°Ｅ）

I
（°）

α95

（°） Ｋ 平均磁化強度
（×10-5 emu/g )

Ａ地区ＳＫ570 10 -5.7 58.4 7.24 45.4 1.79
ＳＫ501 6 -13.4 47.0 5.50 149.1 17.2
ＳＫ567 10 14.1 54.2 5.88 68.2 8.11
ＳＫ568 11 10.5 61.2 3.84 141.5 4.84
ＳＫ558 10 5.9 63.5 4.83 100.7 23.5
ＳＫ581 10 -2.7 54.9 4.74 104.4 5.60 

Ｂ地区ＳＫ665 10 3.8 57.8 9.75 25.4 7.76
ＳＫ608 10 4.4 49.8 9.26 28.1 8.30 

第 12 表　横尾墳墓群の考古地磁気測定結果
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【発掘調査担当者からのお詫び】

附編（１）　出土人骨の鑑定については、京都大

学霊長類研究所の江原昭善教授（当時）に依頼をし、

お手数を煩わせたことを記して感謝申し上げる。旧

稿をそのまま掲載させて戴いたこと、報告本文中に

その成果を十分生かし切れなかったことをお断り致

して、お詫び申し上げたい。

附篇（２）　熱残留磁化測定に先立つ試料採取は、

現地発掘調査中に実施できず、現地調査終了後、さ

らに一年近く放置した場所での試料採取であった。

従って、厳密には必ずしも良好な試料ではないこと

をわれわれ関係者も十分に承知の上で、敢えて富山

大学の広岡公夫教授に依頼したものである。そのこ

とをここに併記して感謝申し上げたい。なお、遺構

番号だけは今回新たな報告書番号に換えさせていた

だいた。即ち、

ＳＫ2→ＳＫ570、ＳＫ10→ＳＫ501、ＳＫ30→ＳＫ567、

ＳＫ35→ＳＫ568、ＳＫ36→ＳＫ558、ＳＫ45→ＳＫ581、

ＳＫ33→ＳＫ668、ＳＫ141→ＳＫ608　である。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田阪・宮田）
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第３図　横尾墳墓群遺跡位置図（１：2,5000）
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第４図　遺跡地形図（１：5,000）
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第６図　調査前地形測量図（Ｂ地区）
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第８図　Ａ地区上層遺構平面図区割り図
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第９図　Ａ地区上層全体遺構平面図　（1：200）
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第 10 図　Ａ地区上層部分遺構平面図
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第 11 図　Ａ地区上層部分遺構平面図
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227227

第 12 図　Ａ地区上層部分遺構平面図
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第 13 図　Ａ地区上層部分遺構平面図
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第 14 図　Ａ地区上層部分遺構平面図
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第 15 図　Ａ地区上層部分遺構平面図
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第 16 図　Ａ地区上層部分遺構平面図
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第 17 図　Ａ地区下層全体遺構平面図



－ 93 －

第 18 図　Ａ地区下層遺構平面区割り図
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第 19 図　Ａ地区下層部分遺構平面図
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第 20 図　Ａ地区下層部分遺構平面図
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第 21 図　Ａ地区下層部分遺構平面図
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第 22 図　Ａ地区下層部分遺構平面図
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第 23 図　Ｂ地区全体遺構平面区割り図
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第 24 図　Ｂ地区全体遺構平面図（1：200）
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第 25 図　Ｂ地区部分遺構平面図
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第 26 図　Ｂ地区部分遺構平面図
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第 27 図　Ｂ地区部分遺構平面図
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第 28 図　Ｃ地区全体遺構平面図（1：400）
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第 29 図　Ｃ地区全体遺構平面区割り図
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第 30 図　Ｃ地区部分遺構平面図
▲印はサヌカイト剥片の出土地点を示す▲印はサヌカイト剥片の出土地点を示す
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第 31 図　Ｃ地区部分遺構平面図
▲印はサヌカイト剥片の出土地点を示す▲印はサヌカイト剥片の出土地点を示す
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第 32 図　Ｃ地区部分遺構平面図

▲印はサヌカイト剥片の出土地点を示す▲印はサヌカイト剥片の出土地点を示す
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第 33 図　Ｃ地区部分遺構平面図
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第 34 図　Ａ地区個別遺構実測図
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第 35 図　Ａ地区個別遺構実測図
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第 37 図　Ａ地区個別遺構実測図
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第 38 図　Ａ地区個別遺構実測図
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第 41 図　Ｂ地区墳丘墓土層断面図
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第 42 図　Ｂ・Ｃ地区個別遺構実測図
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第 43 図　石鏃ほか遺物実測図（１：２）
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第 44 図　須恵器ほか遺物実測図（１：４）
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第 45 図　三筋壺ほか遺物実測図（１：４）
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第 46 図　山茶碗ほか遺物実測図（１：４）
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第 48 図　土師器鍋ほか遺物実測図（１：４）
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第 49 図　土師器皿ほか遺物実測図（１：４）
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第 50 図　刀子ほか遺物実測図（１：４）
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第 51 図　鉄釘ほか遺物実測図（鉄釘は１：４、他は１：８）
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第 52 図　古銭拓影ほか遺物実測図（銭貨は１：１、石仏は１：４、他は１：16）
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第 53 図　空風輪石塔実測図（１：16）
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第 54 図　火・水輪石塔実測図（１：16）
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第 55 図　地輪石塔実測図（１：16）
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第 56 図　一石五輪塔ほか実測図（１：16）



－133－

北尾根支群第一テラス：1 ～ 11号墓（第10図）　本文５～６頁
報告 
号墓

旧称 
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m) 

長辺×短辺
出土石塔類№ 
(遺構内採取）

出土人骨 
ＳＸ№

伴出土器 
蔵骨器ほか

金属品 
(含古銭）

備考 
（図版№・重複土壙など）

1 467 Ｔ10 方形 1.2×1.0
火輪Ａ0456 
地輪Ａ0753 
地輪Ａ0754

ー ー ー ー

2
欠番 
468

Ｔ10 ～ 11 （方形） （1.5×ー）

空風輪Ａ0242 
空風輪Ａ0243 

（空）風火輪Ａ0793 
火輪Ａ0440 
火輪Ａ0441 ～ 0443 
水輪Ａ0548 
地輪Ａ0671 
一石五輪塔Ａ0946 
相輪Ａ1042 
宝篋印塔基礎部Ａ1048

ー ー ー
当墓本来の平面形状不詳。Ａ1048は宝篋印塔の
台座かも知れない。

3 欠番 Ｔ10 ～ 11 方形 （1.2×1.0） ― ー ー ー ー

4 欠番 Ｔ11 不明 ―×― ー ー ー ー
一石五輪塔の一部かと思える地輪の破片を採取
した。

5 469 Ｔ11 方形 （1.2×1.1） ― ー ー ー 0.3m大の河原石を敷詰めた状態。

6 470 Ｓ～Ｔ11 方形 （1.0×1.0） ― ー ー ー ー

7 471 Ｓ～Ｔ11 不明 ―×― ― ＳＸ146 ー ー 蔵骨器は確認できず。9号墓より古。

8 472 Ｔ12 不明 (0.7×0.6) ― ー ー ー ー

9 欠番 Ｔ11 方形か
（1.0×0.7 

以上）
― ー ー ー 7号墓より新。

10 477 Ｒ14 長方形 1.5×1.1 地輪Ａ0755 ー ー ー 平面上は下層にＳＫ474が重複。

11 478 Ｒ～Ｓ14 方形 1.2×1.0 空風輪Ａ0236 ー ー ー 平面上は下層にＳＫ475が重複。

北尾根支群第二テラス：12 ～ 28号墓（第10図）　本文６頁
報告 
号墓

旧称 
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m) 

長辺×短辺
出土石塔類№ 
(遺構内採取）

出土人骨 
ＳＸ№

伴出土器 
蔵骨器ほか

金属品 
(含古銭）

備考 
（図版№・重複土壙など）

12 93 Ｓ10 ～ 11 二重方形
内1.2×1.0
外2.1×1.7

火輪Ａ0427 ー
土師器小皿破片
（269 ～ 272）

ー
埋土混入の土師器小皿（破片）は15ｃ後葉～ 
16ｃ初頭頃の遺物に比定。12号墓はそれ以降 
の築造と推定。

13 85 Ｓ11 長方形か 2.0×1.5 ―
ＳＸ82 
ＳＸ83 
ＳＸ84

土師器鍋（104） 
土師器小皿破片
（273 ～ 275）

ー

ＳＸ82出土の鍋（104）は14ｃ前半代に比定。 
当墓埋土中から出土の土師器小皿（273 ～ 275）
は15ｃ後葉～ 16ｃ前葉頃に比定。ＳＸ83 ～ 84は
それ以降の追葬か。（第34図）

14 473 Ｓ11 不明 ―×― ― ー ー ー

15 479 Ｓ11 方形 0.9×0.8
一石五輪塔Ａ0939 
相輪Ａ1039　　　　　

ー ー ー

16 欠番 Ｓ11 不明 ―×― ―
ＳＸ85 
ＳＸ91

ー ー 蔵骨器は確認できず。

17 521 Ｓ11 ～ 12 方形か ―×― ―
ＳＸ86 
ＳＸ87 
ＳＸ89

ー ー 蔵骨器は確認できず。

18 480 Ｒ～Ｓ11 方形か 0.7×0.7 水輪Ａ0542 ー ー ー
宝篋印塔笠部かと思しき断片の出土するも計測は
不可能。

19 481 Ｒ12 円形か 径0.8 地輪Ａ0752 ー ー ー 0.2 ～ 0.3m大の川原石を敷詰める。

20 520 Ｓ11 長方形 1.2×0.8
空風輪Ａ0207 
空風輪Ａ0208

ＳＸ88 
ＳＸ148

ＳＸ88から
土師器鍋破片（98）

ー
土師器鍋（98）は13ｃ後半代に相当。ＳＸ148に
蔵骨器は伴わず。

21 86 Ｓ12 方形 1.4×1.4
空風輪Ａ0211 
空風輪Ａ0212

ＳＸ90 ー ー
21号墓南側1.5m地点で人骨ＳＸ147を検出、土師
器小皿破片（116）出土。小皿は13ｃ末～ 14ｃ末
葉頃と推定。

22 87 Ｒ～Ｓ12 長方形 1.4×0.9 ― ＳＸ93 ー ー 蔵骨器は確認できなかった。

23 88 Ｓ12 長方形 1.5×0.9 ― ー ー ー 全面に石（0.25 ～ 0.3ｍ大）敷きの様相。

24 欠番 Ｒ12 不明 ―×― ― ＳＸ92 蔵骨器は確認できなかった。

25 欠番 Ｒ12 ～ 13 不明 1.0×0.8 ― ー ー ー

26 474 Ｓ12 方形 1.3×1.3 ― ー ー ー 区画中央に0.3m大の川原石を据える。

27 476 Ｒ～Ｓ13 方形 1.3×1.2 ― ー ー ー

28 475 Ｒ13 方形 1.3×1.3 ― ー ー ー

北尾根第三テラス：29号墓～ 37号墓（第10図）　　本文６～７頁
報告 
号墓

旧称 
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m) 

長辺×短辺
出土石塔類№ 
(遺構内採取）

出土人骨 
ＳＸ№

伴出土器 
蔵骨器ほか

金属品 
(含古銭）

備考 
（図版№・重複土壙など）

29 欠番 Ｒ11 不明 不明

空風輪Ａ0196 
空風輪Ａ0197 ～Ａ0200 
水輪Ａ0539 ～ 0540 
水輪Ａ0541

ー ー ー
配石区画遺構の確認できず。石塔類は上からの転
落か、後世に人為的に局所に集積の可能性もある。

30 欠番 Ｒ11 長方形か （1.4×1.0） ― ー ー ー 崩落した可能性が大きい。31号墓より後出。

31 89 Ｒ11 長方形か 2.0×1.6 ― ＳＸ94
区画配石の優先順序からみて、30号墓や32号墓 
より先行築造と判断する。

32 64 Ｒ11 円形か （径0.7） ― ー ー ー
区画中央に0.3m大の川原石を据える。31号墓よ
り後出の墓。

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

33 81 Ｒ12 長方形 1.5×1.3
空風輪	
Ａ0082 ～Ａ0083	
地輪Ａ0603 ～ 0607

ＳＸ178
土師器小皿破片

（268）
ー

土師器小皿（268）は15ｃ後葉～ 16ｃ初頭の遺物。	
当墓はそれ以降の築造と推定。（人骨ＳＸ178は
旧ＳＸ93で、22号墓のＳＸ93と重複のため変更。
以下ＳＸ名称変更はこの同一番号重複等による混
乱是正のための措置である。）

34 欠番 Ｒ11 ～ 12 不明 不明
（水）地輪Ａ0905	
地輪Ａ0658

ＳＸ80
土師器小皿破片

（239）
ー

土師器小皿（239）は14ｃ末～ 15ｃ前葉に比定。
当墓はそれ以降の築造と推定。

35 90 Ｒ12 方形か 1.0×1.1 ― ー ー ー

36 91 Ｒ12 長方形か 1.8×1.0 ― ー ー ー

37 92 Ｑ12 ～ 13 方形 1.3×1.0

空風輪Ａ0201 ～	
Ａ0204	
空風（火）輪Ａ0860	
一石五輪塔Ａ0938

ー
土師器小皿（267）

破片
ー

土師器小皿（267）は15ｃ後葉～ 16ｃ前葉に比定。	
当墓はそれ以降の築造と推定。

北尾根第四テラス：38号墓～ 46号墓まで（第10 ～ 11図）　　本文７頁
報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

38 94 Ｑ11 ～ 12 楕円
長径1.9	
短径1.2

地輪Ａ0653 ー ー ー

39 95 Ｑ12 長方形 1.5×1.0 （備考欄参照） ー ー ー

周辺で、空風輪Ａ0229、一石五輪塔Ａ0944、
火水地輪（一石五輪塔）Ａ0996、一石五輪塔Ａ
0961、空風火輪Ａ0792、空風輪Ａ0230、空風（火）
輪Ａ0864などを採取。

40 欠番 Ｐ～Ｑ12 方形 1.5×1.5

（空）風輪Ａ0191	
空風輪Ａ0192	
空風輪Ａ0255	
火輪Ａ0425	
一石五輪塔Ａ0993

ー ー ー

41 欠番 Ｑ12 長方形か （1.5×1.2） ー ー ー ー

42 96 Ｑ13 方形か （1.4×1.3） ― ー ー ー

43 466 Ｐ～Ｑ13 方形か （1.0×0.9）

空風（火）輪Ａ0863	
水地輪Ａ0885	
一石五輪塔Ａ0934	
一石五輪塔Ａ0943

ー ー ー

44 463 Ｐ13 ～ 14 方形か 1.0×― ― ＳＸ171 ー ー Ｐ14の東斜面石の間からも骨片が少量出土。

45 464 Ｐ14 長方形か （1.5×1.3） ― ー ー ー 斜面崩落か。

46 465 Ｐ14 長方形か （2.0×1.2）
空風輪Ａ0220	
火輪Ａ0434	
地輪Ａ0666 ～Ａ0668

ー ー ー
南北に2基並ぶ地輪（Ａ0667 ～Ａ0668）に西接し
て土師器皿細片も出土した。

北尾根第五テラス：47号墓～ 61号墓まで（第11図）　　本文７～８頁
報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

47 欠番 Ｏ13 ～Ｐ14 長方形か （2.0×1.0） 空風輪Ａ0216 ～ 0218 ー ー ー

48 429 Ｏ～Ｐ14 方形か （1.0×1.0） ― ー 土師器皿（127） ー

土師器皿（127）は接合し完形復元、13ｃ末頃～
14ｃ末葉に比定。該墓は15ｃ初頭までには出現
した可能性が高く、49号墓よりも先行すると考え
られる。

49 430 Ｏ14 方形か 1.0×0.8 ― ー 土師器小皿（237） ー
48号墓より後出と推定。土師器皿（237）は接合
して完形復元可能で、15ｃ前葉～中葉ころに比
定。15ｃ後葉までには築造と推定。

50 431 Ｏ14 方形か （1.1×1.0） 火輪Ａ0432 ー ー ー

51 432 Ｏ14 方形 1.0×1.0 空風輪Ａ0219
（備考欄
を参照）

ー ー
49号墓との堺目外（区画外）で太い骨片が土中に
突き刺さった状態で出土。配石遺構の痕跡なく、
火葬骨にしては硬い感じがした。

52 433 Ｏ14 方形 1.4×1.3
水輪Ａ0553	
地輪Ａ0740

ー ー ー

53 欠番 Ｏ14 方形か （1.3×1.2）
地輪Ａ0741 ～ 0742	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ1002　　　　　　

ー ー ー 52号墓より後出の墓。

54 434 Ｏ14 ～ 15 長方形 0.9×0.6 ― ー ー ー

55 435 Ｏ14 ～ 15 方形か （1.2×1.0） ― ー ー ー

56 436 Ｏ15 方形 （1.2×1.0） 空風火輪Ａ0791 ー ー ー 平面上は、下層でＳＫ486とほぼ重複。

57 欠番 Ｏ15 不明 （1.0×―）

火水地輪（一石五輪塔）
Ａ1003	
風火水地輪（一石五輪
塔）Ａ0962 ～Ａ0963

ー ー ー 斜面で崩落している。

58 437 Ｏ15 方形 1.2×1.1 ― ー ー ー
中央部に石囲いの小区画、納骨施設か。351号	
墓や411号墓にも類似の例あり。

59 501 Ｏ15 長方形か 1.3×1.0
火水輪＋地輪

（一石五輪塔）Ａ0995
ー 山茶碗小破片 ー 斜面で一部崩落。

60 438 Ｏ15 方形 1.2×1.0 ― ー ー ー 下層でＳＫ484の一部と重複するも別遺構。

61 欠番 Ｏ16 不明 （1.2×0.8） ― ー ー ー 斜面で崩落している。

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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北尾根第六テラス：62号墓～ 83号墓まで（第11図）　　本文８～９頁
報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

62 97 Ｐ12 方形 （1.2×―）

空風輪Ａ0188 ～Ａ0189	
空風（火）輪Ａ0857 ～
Ａ0858	
火輪Ａ0422	
水輪Ａ0536

ＳＸ95 ー ー 二重の配石区画の可能性も。

63 98 Ｐ12 方形か （1.8×1.5） ― ー ー ー

64 99 Ｐ12 ～ 13 方形 1.8×1.6 ― ー ー ー 土坑ＳＫ465が64 ～ 65号墓と一部重複。

65 77 Ｐ12 長方形 2.5×1.4

空風輪Ａ0185 ～Ａ0187	
空風火輪（一石五輪塔）
Ａ1006	
地輪Ａ0737	
一石五輪塔Ａ0935	
相輪Ａ1037　　　

ＳＸ97 ー ー
土坑ＳＫ465と一部重複（64号墓とも）。空風火
輪Ａ1006は、一石五輪塔の水地輪部が欠失して
た状態。

66 80 Ｏ12 ～Ｐ13 方形 1.7×1.4 空風輪Ａ0178 ー ー ー

67 欠番 Ｐ12 ～ 13 長方形か 1.4×0.9
空輪Ａ0008	
空風輪Ａ0179 ～Ａ0180	
地輪Ａ0645

ー ー ー
空輪Ａ0008は梵字入り。連結用の突起部（ジョ
イント）がある。法量計測値等一覧表参照。

68 79 Ｏ13 方形か （1.5×1.5）

空風輪Ａ0173 ～Ａ0174	
空風輪Ａ0175	

（空）風（火）輪Ａ0856	
火輪Ａ0413	
地輪Ａ0736

ＳＸ96 ー ー
地輪Ａ0736は、区画配石に転用された可能性が	
大きい。

69 欠番 Ｐ13 楕円形
長径1.0
短径0.6

― ー ー ー
66・68・70号墓より後出。平面上、70号墓にかけ
て下層で土坑ＳＫ467が一部重複するが別遺構。

70 100 Ｐ13 方形か （1.3×―） ― ー ー ー

中央部に0.3m大の川原石三個で囲む納骨施設が	
ある。58号墓、351号墓、411号墓と同じ。平面
上下層で土坑ＳＫ467が一部重複するが別の遺
構。東側斜面でＳＸ267を検出し、土師器小碗破
片（85）も出土した。

71 101 Ｏ～Ｐ13 長方形か 1.5×1.0 火輪Ａ0415 ー ー ー
空風輪Ａ0181、火輪Ａ0416の他、空風輪Ａ0182
～Ａ0183などが当該区画に近接して出土。

72 500 Ｏ13 長方形 1.5×0.7 ― ー ー ー 68・71号墓よりも後出か。

73 78 Ｏ13 ～ 14 方形か （1.0×1.0）
水地輪Ａ0882	
地輪Ａ0735

ー ー ー
地輪Ａ0735は区画用の配石として転用。東側斜
面下で人骨ＳＸ262を検出す（15ｃ後葉～ 16ｃ前
葉の土師器小皿破片266も伴出）。

74 欠番 Ｎ～Ｏ14 方形か （1.1×1.0）
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0970

ー ー ー

75 27 Ｎ14 方形 1.2×1.2 火輪Ａ0331 ー ー ー

76 440 Ｎ15 方形か 1.0×―

空輪Ａ0005	
空風輪Ａ0061	
空（風）輪Ａ0273	
水輪Ａ0503	
水地輪Ａ0874 ～Ａ0875	
水地輪Ａ0893	
地輪Ａ0584 ～Ａ0585	
地輪Ａ0612	
一石五輪塔Ａ0920 ～
Ａ0921

ー ー ー
当墓区画に近接して、空風火輪Ａ0775、
火水地輪（一石五輪塔）Ａ0983なども出土。

77 24 Ｎ14 方形 1.5×1.2 一石五輪塔Ａ0919 ー ー ー

78 23 Ｎ14 ～ 15 方形 1.5×1.2

空風（火）輪Ａ0808 ～
Ａ0810	
風火水輪（一石五輪塔）
Ａ1004

ー ー ー 平面上は、概ね下層のＳＫ483と重複。

79 25 Ｎ14 方形 1.4×1.3 ― ー ー ー

80 22 Ｎ15 方形 1.4×1.3

空風輪Ａ0066	
空風輪Ａ0076	
空風（火）輪Ａ0811	
火輪Ａ0349	
地輪Ａ0595	
一石五輪塔Ａ0922	
一石五輪塔Ａ0926	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0968	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0980	
相輪Ａ1025　　

ＳＸ101 山茶碗小破片（52）
古銭（銭3）	

「□□通寳」？

当墓周辺には石塔類が特に多く散乱。同じ山茶碗
（52）の破片は265号墓からも出土、接合し復元。
12世紀中葉～の遺物であろう。銭（3）の二文字
は判読不能。当墓西側から天目茶碗破片（68）が
出土、14ｃ後葉のものか。

81 104 Ｍ～Ｎ15 方形か 1.0×― ― ー ー ー 平面上は、下層でＳＫ482と重複。（第35図）

82 48 Ｍ15 方形か （1.4×1.3） ― ＳＸ79
片口おろし皿破片

（66）
古銭（銭6）	

「開□通寳」？

おろし皿（66）は15ｃ前葉頃に比定。当墓はそ
れ以降の築造と推測。銭（6）は「開慶通寳」よ
りも「開元通寳(開通元寳）」の可能性が高い。当
墓東斜面から14ｃ前半代の山茶碗破片（59）も
出土。

83 欠番 Ｍ15 方形か （1.1×0.9） ― ー ー ー

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　



－136－

東側中央斜面：84号墓～ 108号墓まで。（第12図）　　本文９～ 10頁
報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

84 441 Ｎ15 長方形か （1.2×0.9） ― ー ー ー
一石五輪塔Ａ0923、地輪Ａ0586 ～ 0587、地輪	
Ａ0588 ～Ａ0589など多数の石塔が当墓周囲から
も出土。

85 442 Ｎ15 方形 1.2×1.1
地輪Ａ0744	
地輪Ａ0745

ー ー ー
当墓に近接する東斜面から火輪Ａ0341 ～Ａ0342、
水輪Ａ0492 ～Ａ0493、空風火輪Ａ0771 ～Ａ0772
なども出土。

86 83 Ｎ16 方形 1.2×1.1

地輪Ａ0613	
地輪Ａ0746	
宝篋印塔基礎部	

（塔身）Ａ1047

ＳＸ81 ー ー

87 84 Ｎ16 長方形 1.5×1.2

空風輪Ａ0063 ～Ａ0064	
空風輪Ａ0274	
空（風）輪Ａ0276	
空風（火）輪Ａ0814	
火輪Ａ0336 ～Ａ0337	
水地輪Ａ0876	
地輪Ａ0747	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0976	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0977

ＳＸ168	
（旧称
ＳＸ82）

ー ー

当墓の周囲からは相輪Ａ1022、火水地輪（一石
五輪塔）Ａ0969、火輪Ａ0330（ａ）（ｂ）、水輪
Ａ0483、（水）地輪Ａ0895、水輪Ａ0484なども出
土した。人骨ＳＸ168は旧ＳＸ82のこと、13号墓
下層のＳＸ82と名称が重複したため変更した。

88 欠番 Ｎ16 不明 ―×―

火輪Ａ0340	
水輪Ａ0487	
相輪Ａ1023	
相輪Ａ1024	
宝篋印塔屋根	

（笠）部Ａ1045

ＳＸ76　
　　

常滑産壺（39）	
天目茶碗破片（67）

古銭（銭5）	
「煕寧元寳」

人骨ＳＸ76は小片。常滑産壺（39）は完形品に
非ず（12ｃ中葉～ 13ｃ前葉？）。14ｃ後葉頃の天
目茶碗（67）の同一破片が196号墓からも出土し、
接合可能。当墓はそれ以降の築造か。ＳＸ76近辺
で甕（74）も。銭5「煕寧元寳」はＳＸ76の南側
で出土。当墓の周囲から一石五輪塔Ａ0914、空
風（火）輪Ａ0815、火輪Ａ0338 ～ 0339のほか、
地輪Ａ0583およびＡ0590等も出土。

89 欠番 Ｎ16 不明 ―×―
水輪Ａ0489	
地輪Ａ0751

ＳＸ153 ー ー
人骨ＳＸ153は地輪Ａ0751の直下で検出。当該地
輪は元位置を保持すると解釈した。蔵骨器はなし。	
人骨は有機質の容器に収めて埋納したと推定。

90 443 Ｍ～Ｎ16 方形か 1.3×1.1
火輪Ａ0348	
一石五輪塔Ａ0979

ー ー ー

91 444 Ｎ16 長方形か 1.6×0.9
地輪Ａ0748	
地輪Ａ0749

ー ー ー
この両地輪は当墓区画の配石として転用された可
能性が高い。

92 47 Ｍ～Ｎ16 長方形 2.0×1.4

空風輪Ａ0065	
水輪Ａ0490	
水輪Ａ0496	
地輪Ａ0591	
地輪Ａ0600	
一石五輪塔Ａ0925

ー ー
古銭（銭4）	

「天禧通寳」　

水輪Ａ0496と地輪Ａ0600は同一地点からの出土。
セット関係を推測させる。当墓東側の下方に隣接
して古銭（銭8）「景定元寳？」が出土した（第
10表参照）。

93 欠番 Ｍ16 ～Ｎ17 方形か 1.5×1.5 ―
ＳＸ72	
ＳＸ102

ＳＸ72から	
土師器鍋破片（105）

ー
土師器鍋（105）は14ｃ末～ 15ｃ初頭に比定。
当墓はそれ以降の築造と推定。人骨ＳＸ72は小片
で、炭化物も混入出土。

94 50 Ｍ17 長方形 1.9×1.5 ― ー ー ー
当墓に北接して、水輪Ａ0495、火輪Ａ0347、
空風輪Ａ0073 ～Ａ0075などを採取した。

95 445 Ｎ17 方形 1.5×1.3 ― ー ー ー

96 82 Ｎ17 方形 1.4×1.0 ― ー ー ー

97 447 Ｍ17 楕円
長径2.0
短径1.6

― ー ー ー

98 446 Ｎ18 方形か （1.2×1.2） ― ＳＸ103 ー ー
当墓の西側と南側に隣接して、空風輪Ａ0068及び
Ａ0069、火輪Ａ0344、水輪Ａ0494、地輪Ａ0597
等を採取。上から崩落した可能性大。

99 49 Ｎ18 方形 1.5×1.2

空風火輪Ａ0773	
水地輪Ａ0877	

（両方を組合わせて一石	
五輪塔になる）

ー
経筒外容器筒身

破片（29）
ー

筒身（29）は複数地点から出土した破片の一つで、
相互に接合。12ｃ後葉～ 13ｃ前葉に比定。空風
火輪Ａ0773・水地輪Ａ0877は併せて一石五輪塔
になる。当墓の西側と南側に隣接して空風（火）
輪Ａ0818 ～ 0819、火輪Ａ0345、地輪Ａ0598およ
びＡ0599、相輪Ａ1016等を採取（上から崩落し
た可能性がある）。

100 52 Ｍ18

方形	
（土壙Ｓ
Ｋ514と
周溝ＳＤ
874を伴
う方形	
周溝墓）

1.8×1.7 ― ー
青磁碗（63）
（完形品）

ー

当墓は土壙ＳＫ514と周溝ＳＤ874（幅0.6ｍ～ 1.7
ｍ、深さ約0.3ｍ）を伴うが、東側斜面崩落のた
め、南北西三方のみ残存。周溝を含む全体規模は
5.1ｍ×3.0ｍ以上。土坑ＳＫ514底部から13ｃ～
14ｃ代の青磁碗（63）出土。西側1m地点から人
骨ＳＸ181、水輪Ａ0565出土。ＳＸ181で14ｃ末
頃～ 15ｃ後葉頃の土師器小皿破片（217）が出土。
ＳＸ181は旧ＳＸ182の名称を変更したもの。（第
39図）

101 55 Ｍ18 長方形 1.9×1.1 ― ー 青磁碗破片（64）
刀子

（鉄参考38）
青磁碗（64）は13 ～ 14ｃ代。同一個体の破片は
105号墓からも出土。100号墓より後出か。

102 515 Ｍ18 方形 1.1×1.0 ― ー ー ー 区画配石の前後関係からみて101号墓より後出。

103 欠番 Ｍ18 方形 1.0×0.9 ― ー ー ー 区画配石の前後関係からみて101号墓より後出。

104 448 Ｍ18 ～ 19 方形 1.1×0.9 ― ー ー ー 区画配石の前後関係からみて101号墓より後出。

105 53 Ｍ18 ～ 19 方形 1.8×1.5 ― ー 青磁碗破片（64） ー
青磁碗（64）の同一個体破片は101号墓からも出
土した。両墓はほぼ同時期に前後して築造された
可能性もある。

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

106 欠番 Ｍ19 方形 1.1×1.0 ― ー ー ー ー

107 54 Ｍ～Ｎ19 方形 1.9×1.5 ― ー ー 和鏡（76）

和鏡(76）は鎌倉時代末頃の蓬莱千鳥鏡。北東付
近から、空風輪Ａ0079、水輪Ａ0498が出土。区
画に東接して、13ｃ中葉頃の山茶碗（55）、15ｃ
中葉～後葉頃の土師器小皿破片（参考15）が出土。

108 450 Ｍ19 長方形か （1.7×1.4） ― ー ー ー ー

西部域：109号墓～ 181号墓まで。（第11・13図）　　本文11 ～ 14頁
報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

109 422 Ｏ10 方形か (0.9×0.9） ― ー ー ー 全面石（0.1 ～ 0.2ｍ大）敷き。（第33図）

110 424 Ｐ10 方形 (1.3×1.2）
水地輪Ａ0883	
一石五輪塔Ａ0959　　
　　

ー ー ー
区画配石列の切合い関係から見て、111号墓より
後出の墓（111号墓の北辺を共有する形でコの字
形に取付くことから判断）。

111 423 Ｐ10 ～ 11 方形 1.3×1.3

空風（火）輪Ａ0859	
水地輪Ａ0889及び
Ａ0890	

（水）地輪Ａ0911	
火水輪（一石五輪塔）
Ａ1012　　　　

ー ー ー 110号墓より先行する墓。

112 425 Ｐ11 方形か （1.5×1.3） ― ー ー ー

113 426 Ｏ～Ｐ11 方形か （1.3×―） ― ー ー ー

114 427 Ｏ12 不明 （0.9×―） ― ー ー ー

115 欠番 Ｏ12 方形か （1.6×1.5） ― ー ー ー

116 欠番 Ｎ12 ～Ｏ13 方形か （1.6×1.5） ― ー ー ー

117 420 Ｎ13 方形か 1.4×1.3 ― ー ー ー
区画中央部に0.4ｍ大の平坦な石あり。類例は10
号墓や85号墓などにもあり。

118 419 Ｎ13 方形か 1.1×	1.0 ― ー ー ー

119 34 Ｎ13 方形 1.5×1.4 ― ー ー ー
平面上は、土坑ＳＫ466が一部下層で重複。（121	
号墓とも重複する）

120 33 Ｎ13 長方形か 1.7×1.3 ―
ＳＸ68	
ＳＸ98

ー ー 蔵骨器はない。

121 29 Ｎ13 楕円か 径1.3 ～ 1.5
空風輪Ａ0172	
空風（火）輪Ａ0855

ー ー ー
平面上は、土坑ＳＫ466が一部下層で重複。（119	
号墓も）

122 421 Ｎ13 方形 1.2×1.1
火輪Ａ0410	
地輪Ａ0731 ～	
Ａ0734

ー ー ー 地輪Ａ0731からＡ0733の3個体は一列に並ぶ。

123 418 Ｍ13 方形か 1.0×― ― ー ー ー

124 30 Ｎ13 方形 1.7×1.2 ― ー
ロクロ土師器皿
底部破片（35）

ー

区画配石列の切合い関係から、125号墓より後出
墓と判断。当墓に東接して、空風輪Ａ0168 ～Ａ
0171、火輪Ａ0409などが出土。埋土に混入のロ
クロ土師器皿底部破片（35）は11ｃ代以降のもの。

125 31 Ｍ13 方形 （1.5×1.2）
地輪Ａ0724 ～	
Ａ0729（6個体）

ー ー ー

124号墓より先行する。地輪のうち、4個体（Ａ
0724 ～Ａ0727）は区画配石として転用された可
能性大。	
2個体（Ａ0728 ～Ａ0729）はほぼ元位置を保つと
推定した。

126 416 Ｍ13 円形 径1.2 ― ー ー ー

127 415 Ｍ13 不明 （0.8×0.6） ― ー ー ー

128 32 Ｍ14 方形 1.4×1.3
空風輪Ａ0086	
火輪Ａ0407

ＳＸ41	
ＳＸ172

ー ー 蔵骨器はない。

129 21 Ｍ14 方形 1.8×1.6 ― ＳＸ67 ー ー
蔵骨器はない。平面上は、下層で土坑ＳＫ472の
大半が重複。

130 26 Ｎ14 方形 1.8×1.8

火輪Ａ0411 ～	
Ａ0412	
火輪Ａ0454	
地輪Ａ0730

ＳＸ70	
ＳＸ71

土師器小皿破片
（263）	

常滑産甕破片（73）
ー

土師器小皿（263）は16ｃ前葉～後葉のもの。破
片が複数地点から出土の常滑産甕（73）は15ｃ
前葉～に比定。当墓南東隅下層で一部重複する土
坑ＳＫ473から、焼土、炭化物などを検出した。

131 51 Ｍ14 方形 （1.8×1.5） 水輪Ａ0504
ＳＸ66	
ＳＸ69

山皿小破片
（参考10）

ー

蔵骨器なし。山皿（参考１０）は13ｃ中葉～に比
定。下層で人骨ＳＸ254を検出し、14ｃ後葉～頃
の土師器小皿（216）も出土。当墓はそれより後
代の築造と推定。

132 417 Ｍ14 長方形 1.4×1.0
地輪Ａ0722 ～	
Ａ0723

ＳＸ99 ー ー
下層で人骨ＳＸ252を検出。その埋土より13ｃ末
～ 14ｃ中葉頃の土師器小皿小破片（152）出土。
当墓はそれより後代の築造と推定。　

133 欠番 Ｍ14 方形か （1.5×1.2） ― ＳＸ64 ー ー 蔵骨器はない。

134 15 Ｍ14 方形か （1.3×1.2）
火輪Ａ0353	
水輪Ａ0505

ＳＸ65 ー ー 蔵骨器はない。

135 66 Ｍ14 方形か （1.2×1.2） ―
ＳＸ63　

　　
ー ー 蔵骨器はない。

136 414 Ｌ13 長方形か （1.5×1.0）
空風（火）輪	
Ａ0853 ～Ａ0854

ー ー ー
他に地輪の一部と思しき破片3点も出土するが、
計測不可能。

137 413 Ｌ13 ～ 14 方形か （1.2×1.0） 一石五輪塔Ａ0933 ー ー ー

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

138 412 Ｌ13 ～ 14 不明 （1.0×―）

空風火輪Ａ0790	
火水輪＋地輪

（一石五輪塔）Ａ0991	
一石五輪塔Ａ0955	
一石五輪塔Ａ0951

ー ー ー
一石五輪塔Ａ0951は区画用の配石として転用さ
れた可能性が高い。

139 102 Ｌ14 方形か （2.2×1.6） ― ー 常滑産甕破片（72） ー

二区画分の可能性も。その場合は（1.1×1.6）×2
区画と想定。下層でＳＫ471の一部が重複する。	
甕（72）は15ｃ前半代の遺物で、複数地点から
破片が出土し、接合復元。当墓はそれより後に築
造されたと推定。

140 欠番 Ｋ～Ｌ14 方形か （1.2×1.0） 地輪Ａ0716 ＳＸ57 ー ー
区画中央部に0.4ｍ大の石が据わり、その直下で
人骨ＳＸ57が出土。蔵骨器はない。地輪Ａ0716
は区画配石に転用された可能性も。

141 411 Ｌ14 長方形 1.3×1.1
空風火輪Ａ777	
火輪Ａ0354	
地輪Ａ0721

ー ー ー 全面石（0.2 ～ 0.3ｍ大）敷きか。

142 欠番 Ｌ14 長方形 1.3×1.1

空風（水）輪	
Ａ0822 ～Ａ0823	
水輪Ａ0506	
地輪Ａ0717 ～Ａ0720

ー ー ー
地輪Ａ0717 ～Ａ0720は元位置を保つと推定。	
平面上143号墓とに跨り土坑ＳＫ470が重複。

143 410 Ｌ14 方形 0.6×0.6 ― ー ー ー
142号墓と144号墓とに挟まれた墓間通路を利用
した後代の墓。平面上は、142号墓とに跨り下層
にＳＫ470が重複。

144 407 Ｋ～Ｌ14 二重方形
内0.6×0.5
　　　　　
外1.3×1.1

― ー ー ー

二重方形区画の類例に12号墓や401号墓がある。	
石で囲んだ内郭部を納骨施設と推定すれば、58	
号墓、351号墓、411号墓に類例を見る。平面上	
は下層で土坑ＳＫ469の一部が重複。

145 4 Ｋ～Ｌ15 長方形か (1.3×0.8）
一石五輪塔Ａ0950	
相輪破片Ａ1036

ー

土師器小皿破片
（255）	

土師器鍋破片（110
及び参考14）

ー

一石五輪塔Ａ0950は、区画配石に転用か。平面
上下層に土坑ＳＫ480が重複。土師器小皿（255）
は16ｃ前葉～後葉。鍋（110）は16ｃ前半代、鍋（参	
考14）は15ｃ後葉～ 16ｃ初頭に比定。当墓は16
ｃ前半～後半の築造と推定。

146 欠番 Ｌ15 方形か （1.3×1.0） ― ー
山皿	

（参考9）
ー

接合して完形復元した山皿（参考9）は12ｃ後葉
～ 13ｃ初頭頃に比定。当墓はそれ以降の築造と
推定。145号墓より先行。平面上は下層で土坑Ｓ
Ｋ481と重複。

147 12 Ｋ14 長方形 1.4×1.0 ― ー ー ー

148 欠番 Ｋ14 不明 ―×― 空風輪Ａ0090 ー ー ー

149 5 Ｋ14 長方形 1.5×1.3
風輪Ａ0013	
火水輪（一石五輪塔）
Ａ1009

ー
土師器小皿破片	
（169 ～ 170）

ー
土師器小皿（169 ～ 170）は15ｃ中葉～後葉に比
定。当墓はそれ以降に築造と推定。

150 欠番 Ｋ～Ｌ14 方形か （1.2×1.1） ― ー ー ー

人骨はなかったが、区画中央部に0.5 ～ 0.6ｍ大の
川原石が据わる。形態的類例には、10号墓、85
号墓、117号墓、120号墓、124 ～ 5号墓、129号墓、
140号墓等がある。

151 10 Ｋ14 長方形 1.1×0.6
空風（火）輪Ａ0824	
火輪Ａ0356

ー ー ー 149号墓より後出（149号墓の一辺に取付く）。

152 13 Ｋ14 方形 1.5×1.5 ―
ＳＸ156	
ＳＸ157

ＳＸ156から	
土師器鍋破片（97）、	

ＳＸ157から	
土師器小皿破片

（168）

ー

土師器鍋破片（97）は13ｃ後半代。土師器小皿	
（168）は14ｃ末頃～ 15ｃ後葉に比定。当墓は概
ね15ｃ代の所産かと推測。153号墓より後出で、
154号墓に先行する墓であろう。（ＳＸ156・157
の検出状況　第37図）

153 6 Ｋ14 長方形 （0.7×0.5） 空風輪Ａ0089 ー
土師器小皿小破片
（246 ～ 248）

ー
土師器小皿（246 ～ 248）は15ｃ後葉～ 16ｃ前半
代に比定。当墓はそれ以降の築造と推定。152号
墓より先行する墓。

154 405 Ｋ14 ～ 15 長方形か 1.2×1.0 ― ー

土師器小皿破片
（249）、	

土師器鍋小破片
（111）

ー

土師器小皿（249）は15ｃ後葉～ 16ｃ末葉に比定。	
土師器鍋（111）は複数地点から出土した破片の
一つで、16ｃ中葉頃に比定。当墓は152号墓より
後出で16ｃ後半代の築造と推定。

155 406 Ｋ14 方形 0.8×0.8

空（風）輪Ａ0300	
火輪Ａ0355	
地輪Ａ0714	
風火水地輪（一石五輪
塔）Ａ0958

ー ー ー
火輪Ａ0355、一石五輪塔Ａ0958は、当墓区画に	
南接して出土。

156 403 Ｋ15 円形 径0.8 ― ー ー ー 157号墓より後出。

157 11 Ｋ14 ～ 15 長方形 2.0×1.3 地輪Ａ0643 ー 渥美産壺破片（49） ー
壺（49）は複数地点から出土の破片の一つで12
ｃ代か。区画配石の前後関係から、少なくとも
152号墓・160号墓・173号墓より後の築造と推定。

158 欠番 Ｋ15 不明 不明 地輪Ａ0715 ＳＸ58 ー ー
蔵骨器なし。160号墓の区画北隅に出来た後出墓。
地輪の直下に人骨ＳＸ58を検出。（第34図）

159 3 Ｋ～Ｌ15 方形か （0.9×―） 空風輪Ａ0165 ー
土師器鍋破片（109）	

経筒外容器筒身
破片（21）

ー
土師器鍋破片（109）は14ｃ末～ 15ｃ前葉。筒身

（21）は12ｃ後葉～ 13ｃ前葉に比定。当墓は15ｃ
前半代以降の所産かと推定。

160 7 Ｋ15 方形 1.6×1.2 地輪Ａ0641 ＳＸ60
土師器鍋	

小破片（99）
ー

蔵骨器なし。157・161号墓より先行。173号墓よ
り新しい。土師器鍋（99）口縁部小破片は14ｃ
前半代に比定。それより後代の築造と推定。（第
32図）

161 8 Ｋ15 円形か 径1.0 ― ー 砥石（78） ー 160号墓より後出。砥石（78）は16ｃ代か？

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

162 欠番 Ｋ15 方形か （1.2×―） ― ー ー ー

163 17 Ｊ～Ｋ14 方形 1.1×0.7
空風輪Ａ0091 ～	
Ａ0092	
地輪Ａ0713

ー
経筒外容器	

筒身破片（20）
ー

筒身（20）は複数地点から出土した破片の一つで、
12ｃ後葉～ 13ｃ前葉。当墓はそれより後代の築
造と推測。地輪Ａ0713はほぼ原位置を保つと推
定。当墓に近接して空風輪Ａ0167も採取。

164 欠番 Ｊ14 不明 不明 地輪Ａ0642 ー ー ー 区画の配石遺構は残存せず。

165 14 Ｊ14 円形か 径1.0 ― ー
常滑産甕小破片（88

及び90）、	
片口鉢破片（51）

ー

常滑甕（88・90）は15ｃ前半代、片口鉢（51）
は複数地点から出土した破片の一つで、13ｃ後葉
～ 14ｃ代に比定。当墓は15ｃ前半以降に築造と
推定。

166 欠番 Ｊ14 方形か （1.2×1.1）

空（風）輪Ａ0277	
水輪Ａ0507	
水地輪Ａ0878	
相輪Ａ1038

ー ー ー

167 18 Ｊ14 方形 （1.0×0.8）
空風輪Ａ0166	
火輪Ａ0406	
一石五輪塔Ａ0932

ー ー ー

168 欠番 Ｊ14 方形か （1.0×―） ― ー ー ー

169 409 Ｊ14 円形 径1.0 ― ー ー ー
当墓に近接して空風輪Ａ0093・空風火輪Ａ0778・
水地輪Ａ0879を採取。　

170 499 Ｊ14 ～ 15 方形 （1.2×―） 地輪Ａ0712 ー ー ー

171 404 Ｊ14 ～ 15 方形か ―×― ― ー ー ー

172 493 Ｊ15 長方形か （1.7×0.9） 空風火輪Ａ0788 ＳＸ61 ー ー
蔵骨器なし。当墓に近接して（水）地輪Ａ0910・
火輪Ａ0402・水輪Ａ0532・空風輪Ａ0161・空風
輪Ａ0162などを採取。

173 欠番 Ｊ～Ｋ15 方形 1.9×1.5
火輪Ａ0401　　　　　
　　

ー ー ー

区画中央部に平坦面をもつ0.5 ～ 0.6ｍ大の川原
石を据える。類例に10号墓、85号墓、117号墓、
124 ～ 125号墓、129号墓、140号墓、150号墓な
どがある。160号墓より先行か。平面上は下層に
ＳＫ479が概ね重複。宝篋印塔破片・空風輪破片
も採取したが計測は不可。

174 494 Ｉ15 方形か （1.3×1.3）
火輪Ａ0359	
水地輪Ａ0888	
地輪Ａ0707

ー ー ー
通常の墓かどうか不詳（現代なら、六地蔵のよう
な石像仏などが並んでいた可能性はないか）。

175 495 Ｉ15 方形か 1.2×1.2

空風輪Ａ0094	
空風火輪Ａ0779	
水輪Ａ0508	
水地輪Ａ0887	
地輪Ａ0616	
一石五輪塔Ａ0928

ー ー ー
通常の墓かどうか不詳。石塔類は斜面上部からの
崩落もあるか。下層土坑ＳＫ476の一部が重複。

（176号墓とも重複）

176 ＬＸ１ Ｉ15 方形か 1.0×0.9 ― ー ー ー

通常の墓かどうか。風火輪Ａ0780・火輪Ａ0360・
空風輪Ａ0095・（水）地輪Ａ0899・空風火輪Ａ
0781・相輪Ａ1032が近接して出土（崩落か）。平
面上は下層でＳＫ476の一部が重複（175号墓とも）。

177 ＬＸ2 Ｉ14 ～ 15 方形か 1.1×0.9 ― ー ー ー
通常の墓かどうか不詳。空風輪Ａ0164が近接し
て出土。前方で火輪Ａ0403を採取。

178 ＬＸ3 Ｉ14 方形か 1.0×0.9 ― ー ー ー
通常の墓かどうか不詳。空風火輪Ａ0778・水地
輪Ａ0879が近接して出土、上からの崩落か。当
墓の前方で地輪Ａ0614・火輪Ａ0358などを採取。

179 ＬＸ4 Ｉ14 方形か 1.1×0.9 ― ー ー ー
通常の墓かどうか不詳。火輪（形状良）Ａ0357
が当墓に近接して出土。

180 ＬＸ5 Ｉ14 方形か （1.0×0.9） ― ー ー ー
通常の墓かどうか不詳。（水）地輪Ａ0909が当墓
に近接して出土。

181 ＬＸ6 Ｉ14 方形か 1.1×0.9
空（風）輪Ａ0278	
空（風）輪Ａ0291	
地輪Ａ0640

ー ー ー 通常の墓かどうか不詳。

山頂部～東尾根筋：182号墓～ 261号墓まで。（第13 ～ 16図）　　本文14 ～ 19頁
報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

182 35 Ｌ15 ～ 16 方形 3.5×3.2

空風（火）輪Ａ0871	
地輪Ａ0662	
地輪Ａ0663	
地輪Ａ0765	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0975	
水地輪（一石五輪塔）
Ａ1013　　　　　

ＳＸ59

常滑産甕破片
（69・73・87・91）	
常滑産大甕破片（86）	

山茶碗破片
（53・参考5）	

土師器皿破片（115）
及び

小皿破片（179・180）	
片口鉢破片（45・51）	
白磁碗破片（参考12）	
経筒外容器筒身破片
（20・23・27・29）
及び外容器蓋（26・

28）

古銭	
（銭11 ～銭14）	
「大観通寳」

4枚

Ａ地区最大の配石区画墓。区画内盛土の過半を	
土取り等で欠失し、削平さる。中央部に埋納の大
甕全体を川原石で囲む径1.4ｍの円形施設が残存。
納骨堂と推定。石列方位の相違から184号墓など
を削平後に築造と判断。破片が複数ヶ所に散乱し
ていた大甕（86）は12ｃ後半第四四半期頃のもの。
甕（69）は14ｃ後葉、（73・91）は15ｃ前葉頃、（87）
は14ｃ後葉～ 15ｃ初頭、山茶碗（53）は12ｃ中
葉～後葉、（参考5）は13ｃ前葉頃、土師器皿（115）
は11ｃ末～ 12ｃ前葉、小皿（179・180）は14ｃ
末頃～ 15ｃ後葉、鉢（45）は14ｃ後半代に、（51）
は13ｃ後葉～ 14ｃ代、白磁碗（参考12）は14ｃ
末頃～ 15ｃ後葉、筒身（20・27・29）は12ｃ後
葉～ 13ｃ前葉、蓋（26・28）は12ｃ後葉～ 13ｃ
前葉ころに、それぞれ比定。182号墓は甕（73・
91）より後の築造と推定。当墓の変遷を物語る遺
構。（第36図）

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

183 45 Ｌ16 長方形 3.5×1.5

空風輪Ａ0256 ～Ａ0257	
空（風）輪Ａ0302	
火輪Ａ0459 ～Ａ0467	
水輪Ａ0556 ～Ａ0564	
地輪Ａ0570 ～Ａ0573	
地輪Ａ0759 ～Ａ0764	
地輪Ａ0958	
相輪Ａ1041

ＳＸ281
片口鉢破片（45）、	
経筒外容器筒身

破片（20・23・29）

古銭（銭1）	
「洪武通寳」

地輪等が多数集中。182号墓の付属施設か。地輪
Ａ0570・Ａ0573は区画石として転用か。空風輪
Ａ0213・Ａ0295、宝篋印塔屋根部破片（計測不可）
などが区画北西部に近接して出土。古銭（銭１）「洪
武通寳」は263号墓との境界に近い区画西端で出
土。片口鉢（45）は14ｃ後半代で常滑産か。	
筒身（20・23・29）は12ｃ後葉～ 13ｃ前葉頃。
平面上182号墓との境目で下層土坑ＳＫ488が、	
土坑ＳＫ491の一部（194・196号墓にも跨る）や
ＳＫ492の一部もそれぞれ重複する。いずれも別
遺構。182号墓が納骨堂（推定）として築造され
機能して以来、多数の石塔類が当該空間に集めら
れた可能性がある。（第36図）

184 25 Ｍ16 方形か 1.8×1.2
火輪Ａ0458	
地輪Ａ0574	
地輪Ａ0757

ＳＸ3	
ＳＸ7

山茶碗小破片
ＳＸ7から

古銭（銭15）

重複する掘形の切合い関係のように、区画配石の
石列が斜めに交差する事から、182・183号墓等
の新設により削平された先行墓と判断。宝篋印塔
屋根部隅飾り破片も採取。

185 36 Ｌ16 方形か (1.0×1.0) ― ＳＸ73
土師器鍋破片（108）	

経筒外容器筒身
破片（23）

ー

182 ～ 183号墓等の新設により削平された先行墓
と判断。平面上は下層で土坑ＳＫ493の一部が重
複。鍋（108）は14ｃ末～ 15ｃ前葉、筒身（23）
は12ｃ後葉～ 13ｃ前葉に比定。当墓は少なくと
も15ｃ前葉以前に出現していた可能性があると
推定。

186 37 Ｍ16 方形か 不詳
空風輪Ａ0025　　　　
　　　　

ＳＸ2

ＳＸ2から	
土師器小皿	

小破片（151）	
埋土中から	
山茶碗破片	
（参考3）

ー

182号墓や183号墓等の新設で削平された先行	
墓と推定。土師器小皿（151）は14ｃ中葉～後葉頃、
山茶碗（参考3）は複数地点から出土した破片の
一つで、13ｃ中葉代と推定。当墓は14ｃ末頃ま
でには出現していたか。宝篋印塔の相輪Ａ1029
ほか破片も近接地で採取した。蔵骨器はない。

187 449 Ｌ16 方形 1.4×1.1 ― ー ー ー
区画中央に石（0.3 ～ 0.5ｍ大）を据える。141号
墓などと同じ全面石敷き。平面上は183号墓に跨
り土坑ＳＫ492の一部が重複するが、別遺構。

188 欠番 Ｍ16 不詳 不詳 ― ー ー
刀子	

（鉄参考35）
187号墓との関係は不明。

189 38 Ｍ16 長方形 1.6×1.2
（空）風（火）輪	
Ａ0813

ー ー ー
182・183号墓より先行する墓と推定。宝篋印塔
屋根部（笠部）破片も採取したが、計測不可。

190 39 Ｍ16 方形 1.6×1.2 ― ＳＸ74
山茶碗底部破片	

（参考2）
ー

人骨ＳＸ74は後に通路を墓に転用して埋納した
ものと推定。蔵骨器はない。下層でＳＫ495と重
複。山茶碗は12ｃ中葉～後葉。当墓はそれより後
出。

191 40 Ｍ16 方形 1.7×1.3 ―
ＳＸ4	
ＳＸ5	
ＳＸ6

ー ー

182・183号墓より先行する墓と推定。平面上は、
下層の土壙ＳＫ494（人骨ＳＸ219を含む）と重複。
ＳＸ6からは下顎骨の一部が出土（底石あり）。
蔵骨器はなし。

192 欠番 Ｋ16 方形 （1.2×0.9） ― ー ー ー
182・183号墓より先行する墓と推定。平面上は、
下層で土壙ＳＫ487の一部と重複。

193 欠番 Ｋ16 方形 （1.1×1.0）
空風（火）輪Ａ0806	
地輪Ａ0582

ー ー ー
182・183号墓より先行する墓と推定。下層で土
坑ＳＫ487の一部と重複。

194 欠番 Ｌ16 不詳 (1.3×1.3) ― ＳＸ282 ー ー
蔵骨器はない。平面上は、下層に土坑ＳＫ491の
一部が重複（183・196号墓にも跨る）。

195 462 Ｋ16 ～ 17 方形 1.3×1.1

空風輪Ａ0027 ～Ａ0028	
空（風）輪Ａ0266	
火輪Ａ0315	
水輪Ａ0474	
地輪Ａ0756

ＳＸ144 ー ー
蔵骨器はない。下層の土坑ＳＫ501は平面上、当
墓と205号墓とに跨って重複するが、別の遺構。

196 44 Ｌ16 長方形か （1.9×1.1）

空輪Ａ0002	
空輪破片Ａ0004	
風輪Ａ0011	
空風輪Ａ0031	
空（風）輪Ａ0265	
空（風）輪Ａ0296	
～Ａ0297

ＳＸ77　
　　　

土師器小皿	
破片（181 ～ 185）、
常滑産甕破片（91）、
天目茶碗破片（68）

ー

平面上は、下層にＳＫ491の一部が重複（183
号墓や194号墓にも跨る）。土師器小皿（181 ～
185）は、15ｃ中葉～後葉に比定、甕（91）破片
は複数地点から出土したうちの一点で、15ｃ前
葉～頃に、天目茶碗（68）は14ｃ後葉代に比定。
当墓は15ｃ中～後葉以降に築造と推定。

197 欠番 Ｌ17 方形 1.5×1.4
火輪Ａ0313	
地輪Ａ0578

ＳＸ100	
ＳＸ104

ー ー
人骨ＳＸ104は径25 ～ 30㎝、深さ14㎝の納骨穴
で多量に出土。有機質のものに納骨したか？ 196
号墓とは別と判断した。

198 452 Ｌ17 方形 1.5×1.2 地輪Ａ0579 ＳＸ173
土師器細片

（時期不明）
ー

蔵骨器なし。空風火輪Ａ0774や（水）地輪Ａ
0896などを近接地で採取した。

199 42 Ｌ17 方形 1.3×1.2 ― ー
土師器破片	

陶器（甕？）破片
（共に時期不明）

ー
近接地で、相輪Ａ1026のほか宝篋印塔関係の小
破片などを採取。平面上は、下層で土坑ＳＫ504
と重複する。

200 41 Ｍ16 ～ 17 方形か (2.2×2.0) ― ＳＸ75

土師器皿小破片
（113）	

山皿小破片（参考11）
及び

陶器底部小破片

ー
土師器皿（113）は12ｃ後半代～ 13ｃ前葉、山皿

（参考11）は13ｃ前葉～に比定。当墓はそれ以降
の築造と推定。188号墓より後出の墓か。

201 43 Ｍ17 ～ 18 方形か （1.7×―）
空風輪Ａ0071 ～	
Ａ0072	
火輪Ａ0346

ー

土師質円筒状容器
の底部破片（30～31）
経筒外容器筒身	

破片（29）

ー

東・南側斜面で崩落。円筒状容器（30・31）は
266号墓でも出土した、12ｃ末～ 13ｃ初頭頃か。
伊勢市蓮台寺滝ノ口経塚にも類似品がある。筒身

（29）は12ｃ後葉～ 13ｃ前半代に比定。それ以降
に築造としか言えない。

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

202 欠番 Ｌ17 長方形か （2.7×1.5）
相輪Ａ1027 ～Ａ1028	
宝篋印塔屋根部破片
Ａ1044　　　　　

ー ー ー
区画東端から宝篋印塔関係部品を4点採取したの
が唯一の特徴。

203 453 Ｌ17 方形 1.3×1.1 地輪Ａ0576 ～Ａ0577　 ー ー ー 平面上は、下層でＳＫ503と重複。

204 454 Ｌ17 方形 1.1×1.0 地輪Ａ0634 ～Ａ0635 ＳＸ78 ー ー
平坦面をもつ0.45ｍ大の川原石を据える。類例は
173号墓や187号墓などに見られる。蔵骨器はな
い。地輪の石材は非砂岩系で珍しい。

205 460 Ｋ17 長方形 2.5×1.9 水輪Ａ0555 ー ー ー

184・195・206号墓などと共に、182・183号墓築
造以前の区画配石列方位を顕著に残す。下層の土
坑ＳＫ501は平面上は当墓と195号墓とに跨って
重複（ＳＫ502とも重複する）。

206 461 Ｋ17 ～ 18 方形 1.8×1.7
火輪Ａ0317	
地輪Ａ0580	
地輪Ａ0674

ー ー ー
平面上は下層土坑ＳＫ510と重複。295号墓との
間の通路下層でＳＫ509が重複。

207 455 Ｌ17 ～ 18 長方形 1.7×1.3
水輪Ａ0554	
地輪Ａ0575

ＳＸ9 ー 刀子（鉄2）
蔵骨器なし。刀子類観察表を参照。平面上は、下
層土坑ＳＫ511と重複。

208 46 Ｌ17 長方形か 1.7×1.2 一石五輪塔Ａ0989
ＳＸ1	

ＳＸ174	
ＳＸ175

常滑産壺	
ＳＸ174で（46）	
ＳＸ175で（47）

刀子（鉄1）	
及び小刀
（鉄12）

人骨ＳＸ１には蔵骨器なし。壺（46）は14ｃ代
に比定、小刀（鉄12）を伴出、壺（47）は14ｃ
中葉頃に比定、刀子（鉄1）が伴出。区画規模は2.3
×1.2の可能性も。埋土中から経筒外容器筒身破
片（29）も出土。14ｃ中葉以降に築造の墓と推定。

（第34図）

209 欠番 Ｌ18 方形 （2.0×1.8）
水輪Ａ0476	
水輪Ａ0528

ー ー ー

210 456 Ｌ18 方形 1.6×1.6 ― ー ー ー

211 530 Ｋ18 長方形か （2.0×1.7） ― ー ー ー

212 516 Ｌ18 不明 （0.9×―） ― ＳＸ150 ー ー
ＳＸ150は墓間通路へ埋納した。蔵骨器はない。	
平面上は下層土坑ＳＫ512と一部重複。

213 367 Ｋ18 円形か 径1.5 ― ー ー ー

214 457 Ｌ18 方形 1.3×1.2 ― ー ー ー

215 458 Ｌ18 ～ 19 方形 （1.1×1.0） ― ー ー ー 平面上は、下層のＳＫ524の一部が重複。

216 欠番 Ｌ19 方形か （1.6×1.3） ― ー ー ー 平面上は、下層ＳＫ522と概ね重複。

217 459 Ｌ19 方形 1.3×1.2 ― ー ー ー
平面上は、下層ＳＫ525と概ね重複。当墓と313
号墓及び314号墓との間の通路直下で土坑ＳＫ
523が重複。

218 451 Ｍ20 方形か （1.0×0.8） ― ー ー ー

219 欠番 Ｍ19 ～ 20 方形か （0.9×―） ― ー ー ー

220 59 Ｌ20 ～Ｍ21 長方形 （2.7×2.0） ― ＳＸ176

	
渥美産壺（40）	
山茶碗（56）	

ー

約0.3ｍの墳丘状盛土あり。渥美産壺（40）は12
ｃ末～ 13ｃ初頭に比定、13ｃ前葉～中葉頃の山
茶碗（56）を蓋にして埋納、墓はそれ以降の築造。
区画内から出土の土師器皿小破片（136）は後代
の混入遺物。（第35図）

221 67 Ｎ16

方形（付
周溝ＳＤ
875 ～Ｓ
Ｄ876）

2.1×2.1 ― ー
ロクロ土師器皿底
部破片（36 ～ 37）

土壙ＳＫ533
から	

刀子（鉄4）
1点

221号墓検出段階では土壙や周溝の存在は判ら
なかった。下層土壙ＳＫ533及び周溝ＳＤ875 ～
876と一体の方形周溝墓。配石区画内に約0.26 ～
0.34ｍの墳丘状盛土残存。周溝は幅0.6ｍ～0.85ｍ、
深さ0.3 ～ 0.4ｍで、その埋土中から出土したロク
ロ土師器皿底部破片（36・37）は11から12ｃ代
に比定。少なくとも当墓はそれ以降の所産。

222 63 Ｌ～Ｍ21 方形 1.8×1.8 空風輪Ａ0136 ー ー ー

平面上は、下層に土坑ＳＫ546が重複。223号墓
との間の下層にＳＫ547が重複。水輪Ａ0519・火
輪Ａ0383 ～Ａ0384・地輪Ａ0625などを隣接地で
採取した。

223 61 Ｍ21 不詳 不詳 空風火輪Ａ0798 ー ー ー
空風火輪Ａ0798は区画配石として転用か。222号
墓との間で下層土坑ＳＫ547が重複。

224 欠番 Ｍ21 方形か 不詳 ― ー ー ー
推定区画中央部にＳＫ882（径約0.5ｍ）のみ残存。
遺物はなし。

225 62 Ｍ21 ～ 22 方形 1.2×1.1 水地輪Ａ0892 ー ー ー
水地輪Ａ0892は北西隅の区画配石として転用さ
れていた。

226 511 Ｎ21 方形か （2.0×1.8） ― ー ー ー
水地輪Ａ0881を隣接地で採取。刀子（鉄17）が
東接して出土。

227 68 Ｏ21

楕円形	
（配石区	
画はなく	
付周溝）

長径約2.5ｍ	
短径約2.0ｍ

― ー ー ー

約0.4ｍの墳丘状盛土遺構。三方に周溝ＳＤ877が
めぐる。溝幅約0.8ｍ～ 1.0ｍ、深さ約0.3ｍ～ 0.45
ｍ。遺物なし。周溝の切合い関係から、221号墓
より新しく236号墓より古い。（第37図）

228 65 Ｍ21 ～ 22 方形 1.7×1.6
空風（火）輪Ａ0841	
～Ａ0842	
火輪Ａ0375

ー ー ー
383号墓より先行する墓。近接地で空風輪Ａ0125
や地輪Ａ0624を採取。平面上は下層の土坑ＳＫ
554と重複。

229 欠番 Ｍ22 長方形 （1.7×0.9） ― ＳＸ62
土師器小皿破片	

（222）
ー

228号墓と230号墓との間（墓道）を利用した墓、
従って両墓より後出の転用墓。ＳＸ62出土の土師
器小皿（222）は14ｃ末～ 15ｃ前葉に比定。墓は
それ以降の築造と推定。

230 56 Ｍ22 方形 1.8×1.8 空風輪Ａ0135 ＳＸ52 ー ー
397号墓より先行する墓。平面上は下層の土坑Ｓ
Ｋ555と重複。231・232号墓にも跨ってＳＫ556
の一部も重複。

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

231 513 Ｍ22 長方形か （1.9×1.4） ― ＳＸ53 ー ー
234号墓との間で空風輪Ａ0123 ～Ａ0124や水輪
Ａ0514などを採取。平面上は230号墓・232号墓
に跨って下層土坑ＳＫ556の一部が重複。

232 欠番 Ｍ～Ｎ22 方形 1.1×1.0 ― ー ー ー
平面上は、230・231号墓にも跨って下層の土坑
ＳＫ556が重複。233号墓にかけては下層ＳＫ557
も重複している。

233 512 Ｎ22 方形 （1.3×1.3） 空風火輪Ａ0785 ー ー ー 平面上は、232号墓にかけて下層ＳＫ557が重複。

234 71 Ｎ22 方形 2.0×1.9 水輪（梵字）Ａ0513 ー ー ー
平面上は、火葬施設ＳＫ558の約半分が重複。梵
字入り水輪Ａ0513は238号墓出土の梵字入り空風
輪Ａ0120とセット関係になる。

235 70 Ｎ～Ｏ22 円形 径約2.5ｍ 地輪Ａ0675 ＳＸ205 渥美産壺（43）
小刀

（鉄参考36）

高さ約0.36ｍの墳丘状盛土。渥美産壺（43）は12
ｃ後半代に比定、0.25ｍ大（厚さ0.1ｍ）の扁平な
石を蓋に。小刀（鉄参考36）は副葬品。墓は12
ｃ後半代以降に築造と推定。（第37図）

236 69 Ｏ～Ｐ22
楕円形	

（付周溝	
ＳＤ878）

長径約3.5ｍ	
短径約2.5ｍ

― ー
土師器小皿破片

（238）
ー

高さ約0.3ｍの墳丘状盛土遺構。周溝ＳＤ878は幅
0.5ｍ～ 1.2ｍ、深さ0.3ｍ～ 0.65ｍ。周溝内出土の
土師器小皿（238）は15ｃ中葉～後葉に比定。	
周溝はそれ以降に埋没したと推定。当墓はそれ以
前の築造であろう。															

237 欠番 Ｐ22 不詳 不詳 ― ー ー ー
半円状土壙あり。平面上は、下層の土坑ＳＫ559
が重複。

238 514 Ｍ22 ～ 23 方形 1.5×1.4
空風輪（梵字入り）	
Ａ0120

ー ー ー
239号墓より先行する。空風輪Ａ0120は234号墓
出土の水輪Ａ0513とセット関係になる可能性が
ある。平面上は下層土坑ＳＫ558の一部分が重複。

239 58 Ｍ～Ｎ23 方形 1.8×1.7 ― ー ー ー
238号墓及び240号墓より後出の墓。火水地輪（一
石五輪塔）Ａ0987を近接地で採取した。

240 72 Ｎ23 長方形 1.9×1.5 空風輪Ａ0121 ー ー ー
盛土約0.4 ～ 0.42ｍ。平面上は下層土壙ＳＫ568
が重複。239号墓より先行し、243号墓より後出
の墓。

241 欠番 Ｎ23 長方形 2.2×1.0
火輪Ａ0370	
地輪Ａ0623

ー ー ー 240号墓より後出。

242 484 Ｎ23 方形 （1.3×0.9） ― ー ー ー

243 73 Ｎ～Ｏ23

方形	
（付周溝	

ＳＤ
879）							

2.5×2.4 ―
ＳＸ177	

（ＳＫ570	
の内）

ー ー

約0.5ｍの墳丘状盛土が残存。火葬土坑ＳＫ570の
直上に築いた墓。三辺に周溝ＳＤ879が巡る。溝
幅約0.5ｍ～ 1.0ｍ、深さ0.25ｍを測る。形状的に
は小規模な方形周溝墓。240号墓より先行する墓。
蔵骨器なし。（第38図）

244 482 Ｏ23 方形 1.3×1.3
空風輪Ａ0029	
水輪Ａ0475

ー ー ー 243号墓より後出。火輪Ａ0374を近接地で採取。

245 欠番 Ｏ23 楕円形 1.1×0.6 ―
ＳＸ169

　
ー ー

244号墓・246号墓より後出か。親縁関係ありと
推定。人骨ＳＸ169は旧ＳＸ147を名称変更した。
蔵骨器はなし。

246 483 Ｏ23 方形 1.9×1.6 空風輪Ａ122 ー ー ー 243号墓より後出の墓。

247 欠番 Ｎ24 長方形か （2.0×1.0）
空風（火）輪Ａ0840	
火輪Ａ0369

ＳＸ128 ー ー 蔵骨器なし。空風輪Ａ0119を近接して採取した。

248 336 Ｎ24 方形 1.2×1.2 ― ー ー ー

249 74 Ｎ24 長方形 3.2×1.8 ― ー

土師器高台付椀
底部破片（80）、
土師器小皿破片

（235）

ー

414号墓・443号墓より先行する墓。土師器椀（80）
は15ｃ後半～ 16ｃ初頭頃か。土師器小皿（235）
は14ｃ末～ 15ｃ後葉に比定。墓は15ｃ後葉以降
に築造と推定。

250 75 Ｎ～Ｏ25 長方形 3.0×1.8 地輪Ａ0681 ー ー ー
盛土高約0.4 ～ 0.44ｍ。平面上は下層に土坑ＳＫ
594が重複する。								

251 508 Ｏ～Ｐ24 方形 1.2×1.2 ― ー ー ー 平面上は、下層にＳＫ579がおおむね重複。

252 507 Ｐ24 方形 1.0×1.0 ― ー ー ー

253 509 Ｏ24 ～ 25 方形 （1.2×1.1） ― ー ー ー

254 506 Ｐ25 円形か （径1.1） ― ー ー ー
平面上、257号墓との中間部の下層で土坑ＳＫ
595が重複する。

255 505 Ｐ25 ～ 26 方形か （1.1×1.1） ― ー ー ー

256 欠番 Ｐ26 方形か （1.0×―） ― ー ー ー

257 106 Ｏ25 長方形 2.7×1.9 ― ー ー ー
残存する盛土高約0.3ｍ。平面上、254号墓との中
間部の下層で土坑ＳＫ595が重複。

258 108 Ｏ26 方形 1.5×1.5 ― ー ー ー

259 503 Ｐ26 方形 0.9×0.9 ― ー ー ー

260 109 Ｐ26 方形か （1.6×1.2） ― ー ー ー

261 504 Ｐ26 ～ 27 方形か （1.0×1.0） ― ー ー ー

南・東側斜面：262号墓～ 460号墓まで（第13 ～ 16図）　　本文19 ～ 28頁
報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

262 欠番 Ｌ15 長方形か （2.0×1.1） ― ー ー
古銭（銭2）	

「永楽通寳」1枚
銭貨観察表（銭	２）参照。

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

263 1 Ｋ15 ～ 16 方形か （1.5×1.4） ― ＳＸ55 ー ー

蔵骨器なし。当墓の南西側隣接地で風火水輪（一	
石五輪塔）Ａ1007・水地輪Ａ0884を採取。人骨
ＳＸ55の南側（183号墓西端）で古銭（銭１）「洪
武通寳」が出土。平面上は下層土坑ＳＫ487の一
部と重複。

264 402 Ｋ16 長方形か 1.5×1.1 ― ＳＸ56
常滑産甕小破片

（87）
ー

蔵骨器なし。甕（87）は14ｃ後葉～ 15ｃ初頭頃
に比定、当墓はそれより以降の築造と推定。同個
体の別の破片は182号墓からも出土。

265 2 Ｋ16 不詳 不詳 ― ＳＸ145
山茶碗小破片	

（52）
ー

蔵骨器なし。人骨ＳＸ145は264号墓の南東外に
接して検出、本来は墓間通路の可能性も。山茶碗

（52）は12ｃ中葉頃に比定、同個体の別の破片は
80号墓からも出土。

266 9 Ｋ～Ｌ16 不詳 不詳 相輪Ａ1017
ＳＸ10	
ＳＸ142	
ＳＸ143

土師質円筒状容器
の底部破片（30）

及び（31）、	
常滑産片口鉢破片

（45）	
経筒外容器筒身

破片（29）

鉄釘	
（鉄52）

蔵骨器なし。（30）（31）の同一個体の破片は201
号墓からも出土、12ｃ末～ 13ｃ初頭頃に比定（伊
勢蓮台寺滝ノ口経塚でも類似遺物あり）。鉢（45）
の破片は182号墓・183号墓からも出土、14ｃ代
に比定。筒身（29）の破片は99・182・183・201
号墓からも出土、12ｃ後葉～ 13前半代に比定。
当墓は14ｃ代以降の築造と推定。

267 欠番 Ｋ16 不詳 不詳 空（風）輪Ａ0299
（ＳＸ
142）

ー ー 266号墓のＳＸ142は当墓の可能性もある。

268 欠番 Ｊ～Ｋ16 方形か （1.5×1.2）
（水）地輪Ａ0903	
相輪Ａ1018

ー ー ー

269 401 Ｊ16 方形 1.1×1.1 ― ー ー ー
270号墓より後出の墓。当墓の西側近接地で火輪
Ａ0400や（水）地輪Ａ0902を採取した。

270 400 Ｊ16 方形 1.1×1.1 ― ー ー ー 269号墓より先行する墓。

271 398 Ｊ16 ～ 17 長方形か （1.5×1.1） ― ー ー ー

272 欠番 Ｊ16 方形か （1.3×1.3） 地輪Ａ0639 ー ー ー 270号墓より後出の墓。

273 399 Ｊ16 方形 1.2×1.1 ― ＳＸ8 土師器鍋破片（102）
ＳＸ8から	

刀子	
（鉄27）

西側通路で火輪Ａ0323・火輪Ａ0398を採取。鍋	
（102）は扁平な石（0.28ｍ大、厚さ0.11ｍ）を蓋
にしていた、14ｃ前半代に比定。当墓はそれ以降
の築造と推定。（第34図）

274 498 Ｉ16 ～ 17 円形か （径1.1） ― ー ー ー 当墓の西側で一石五輪塔Ａ0913を採取。

275 497 Ｉ～Ｊ17 円形か （径1.0） 水輪Ａ0530 ＳＸ151 ー

ＳＸ151の	
北西0.3m	
で刀子1本	
（鉄16）

人骨ＳＸ151は旧ＳＸ10の名称を変更。刀子類観
察表参照。

276 392 Ｉ～Ｊ17 方形 （1.3×1.1） ― ー ー ー
277号墓より後出の可能性。平面上は下層の土坑
ＳＫ497とほぼ重複する。

277 393 Ｊ17 円形 径1.4 ― ー ー ー
276号墓より先行する可能性。近接地で空風輪Ａ
0055を採取。

278 欠番 Ｊ17 円形か (径1.0） ― ー ー ー ー

279 欠番 Ｊ17 方形か （0.9×―）
空・風輪小破片	
水輪Ａ0478

ー ー ー
平面上は、下層でＳＫ498の一部が重複（280号
墓とも）。

280 394 Ｊ17 長方形か （1.1×0.9） ― ー ー ー
集石残存。平面上は、下層でＳＫ498の一部と重
複（279号墓とも）。

281 397 Ｊ17 円形か （径1.1） ― ー ー ー ー

282 16 Ｊ～Ｋ17 （長方形）（ー×0.45)
空（風）輪Ａ0289	
空風（火）輪Ａ0851	
水輪Ａ0529　

ＳＸ162
土師器羽釜破片

（94）
ー

本来281号墓と283号墓との間の通路であった空
間を転用か。平面上は下層でＳＫ500の一部が重
複。土師器羽釜（94）は15ｃ中葉頃に比定。当
墓はそれ以降の築造と推定。人骨ＳＸ162は旧Ｓ
Ｘ12の名称を変更した。

283 396 Ｋ16 ～ 17 長方形 1.5×1.1 ― ー ー ー
平面上は下層にＳＫ500の大半が重複。近接地で
地輪Ａ0636、地輪Ａ0637・空風（火）輪Ａ0850
などを採取。

284 20 Ｋ17 （長方形）（ー×0.45)
空（風）輪Ａ0272	
水地輪Ａ0873	
相輪Ａ1043

ＳＸ11
土師器羽釜破片

（93）
ー

本来は283号墓と285号墓との間の通路であった
空間を転用か。土師器羽釜（93）は16ｃ代に比定。
当墓はそれ以降に築造と推定。

285 395 Ｊ～Ｋ17 長方形 2.1×1.9 一石五輪塔Ａ0990 ー ー ー
295号墓に先行する墓。東側墓道で空風火輪Ａ
0767や空風輪Ａ0054を採取した。

286 390 Ｊ18 方形 1.2×1.1 ― ー ー ー 平面上は、下層のＳＫ499と概ね重複。

287 欠番 Ｊ17 方形か （1.0×1.0） ― ー ー ー

288 欠番 Ｉ17 ～ 18 方形か （0.9×0.9）
空風輪Ａ0033	
空（風）輪Ａ0290

ー ー ー

289 欠番 Ｉ17 不詳 不詳 ― ー ー ー

290 391 Ｉ17 ～ 18 方形か 不詳
火輪Ａ0453	
地輪Ａ0638

ー ー ー

291 欠番 Ｉ18 不詳 不詳 ―
ＳＸ12	
ＳＸ13

ー ー
人骨ＳＸ13の直上には扁平な石が据えてあった。
更にその直上に曾ては五輪塔が設置されていた可
能性がある。

292 112 Ｊ18 円形か （径1.5）
空風輪Ａ0034	
空風輪Ａ0035

ー
ロクロ土師器皿底

部破片（33）
ー

本来は全面石敷きか。ロクロ土師器皿（33）は埋
土混入遺物で11ｃ代に比定。平面上は、下層土坑
ＳＫ506は当墓とほぼ重複する。

293 373 Ｊ17 ～ 18 方形か （1.5×―）
空風輪Ａ0032	
火輪Ａ0324

ー ー ー 平面上は下層で土坑ＳＫ507がほぼ重複する。

294 370 Ｊ17 ～ 18 方形か （1.3×1.3） 空風輪Ａ0158 ー ー ー 296号墓より先行する墓。
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面
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長辺×短辺
出土石塔類№	
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295 369 Ｋ17 ～ 18 長方形 2.4×1.8
空風輪Ａ0057	
空風（火）輪Ａ0805

ー ー ー
285号墓より後出の墓。当墓と206号墓との間の
通路部分の下層でＳＫ509が重複。

296 371 Ｊ18 長方形 （1.5×0.9）（空）風輪Ａ0251 ー ー ー
本来は墓道であった空間を利用した墓か。294号
墓・295号墓より後出の墓。

297 372 Ｊ～Ｋ18 方形 （1.3×1.2） ― ー ー ー
296号墓に先行し、295号墓より後出の墓。南東
側の墓道で水輪Ａ0479・空風輪Ａ0056を採取。

298 374 Ｊ18 長方形 1.4×1.1 ― ー ー ー

299 375 Ｊ18 方形 1.3×1.3 ― ー ー ー

300 376 Ｊ18 方形 1.2×1.1 火輪Ａ0396 ＳＸ161 ー ー
蔵骨器なし。東側墓道で水輪Ａ0525・水輪Ａ
0526を採取。旧ＳＸ11が284号墓ＳＸ11と名称重
複したのでＳＸ161に変更した。

301 377 Ｊ18 方形か （1.0×―） 空風輪Ａ0157 ー ー ー

302 378 Ｊ18 ～ 19 方形か （1.0×―） ― ー ー ー
区画中央部に平坦面をもつ0.5m大の石が据わる、
人骨なし。173号墓、187号墓、204号墓などに類
例。平面上は、大略下層土坑ＳＫ517と重複する。

303 379 Ｉ～Ｊ18 円形か （径1.1） ― ー ー ー

304 欠番 Ｉ～Ｊ18 方形か （0.9×0.9） 地輪Ａ0581 ー ー ー

305 380 Ｉ18 ～Ｊ19 方形か （1.0×0.9） ― ＳＸ14 ー ー 蔵骨器なし。

306 381 Ｊ19 方形か （1.1×―）
空風輪Ａ0036	
火輪Ａ0321	
地輪Ａ0700 ～ 0704

ー ー ー
五個体の地輪が集中。（地輪Ａ0702 ～Ａ0704は区
画配石に転用された可能性もある。）

307 529 Ｋ18 長方形 （2.1×1.4） ― ー ー ー 平面上は下層で土坑ＳＫ508と重複。

308 365 Ｋ18 ～ 19 方形 （0.9×0.6） ― ー ー ー 当墓は、墓道を転用して築造したと判断。

309 366 Ｋ18 ～ 19 方形 1.3×1.3 ― ー ー ー

310 362 Ｋ19 方形 1.5×1.3
水輪Ａ0480	

（水）地輪Ａ0908
ー ー ー

311 364 Ｋ19 長方形
1.6×1.1　
　　　　　
（1.1×1.1）

空風輪Ａ0150 ー ー ー
平坦面をもつ0.4m大の石が2個据わるも人骨の出
土なし。310号墓・312号墓より後出の墓。下層
土坑ＳＫ520が当墓と312号墓とに跨って重複。

312 111 Ｋ19 方形 1.1×1.0 ― ー ー ー

315号墓より後出の墓。空風輪Ａ0151・（水）地
輪Ａ0900を南西側に隣接する墓道で採取。平面
上は、当墓と311号墓に跨り下層土坑ＳＫ520が
重複。

313 368 Ｋ19 円形か 径1.8 ― ー ー ー
315号墓より後出の墓か。空風輪Ａ0149を西側隣
接地で採取。平面上、314号墓・217号墓との間
の通路直下に土坑ＳＫ523が重複。

314 欠番 Ｋ～Ｌ19 長方形か （2.0×―） ― ー ー ー
本来は墓道であったか。平面上は217号墓・313
号墓との間の通路直下に土坑ＳＫ523が重複。

315 311 Ｋ19 ～ 20 方形 1.9×1.8 ― ー ー ー
平面上は下層で土坑ＳＫ521と重複。空風輪Ａ
0049を隣接地で採取。

316 383 Ｋ19 ～ 20 方形 1.3×1.2
空風（火）輪Ａ0846	
空風（火）輪Ａ0847	
地輪Ａ0627

ー ー ー
空風輪Ａ0147・空風輪0148・水輪Ａ0521を近接
地で採取。

317 363 Ｊ19 方形か 1.3内外 火輪Ａ0391 ー ー ー
地輪Ａ0628を近接地で採取。墓道利用か。平面
上は下層で土坑ＳＫ518の一部分が重複。

318 361 Ｊ19 長方形 2.4×1.1
空風輪Ａ0155	
火輪Ａ0319	
地輪Ａ0705

ＳＸ15	
ＳＸ16

ー ー

蔵骨器なし。人骨ＳＸ16は平坦面をもつ0.3m大
の石の下から出土。319号墓より後出か。320号
墓に先行する墓。東接地で地輪Ａ0631 ～火輪Ａ
0394などを採取した。

319 382 Ｊ19 長楕円形 2.0×1.0 ― ＳＸ105 ー ー

蔵骨器なし。径1.1ｍの円形の可能性も。人骨Ｓ
Ｘ105は平坦面をもつ0.3m大の石の下から出土。	
水輪Ａ0522を近接地で採取。平面上は下層で土
坑ＳＫ519が概ね重複。

320 217 Ｊ19 方形 1.3×1.2
空（風）輪Ａ0267	
空風輪Ａ0039	
地輪Ａ0680

ＳＸ38	
ＳＸ106	
ＳＸ107	
ＳＸ108

ー ー
蔵骨器なし。318号墓との間で空風輪Ａ0156を採
取。318号墓に西接して321号墓と一体の墓であっ
た可能性も。

321 欠番 Ｊ19 方形 1.3×1.3 火輪Ａ0318　 ー ー ー
320号墓と一体で長方形の墓になる可能性もあ
る。

322 欠番 Ｊ19 方形か （1.0×―） ― ＳＸ170 ー ー
蔵骨器なし。人骨ＳＸ170は旧ＳＸ148を名称変
更した。平面上は当墓と325号墓とに跨って下層
で土坑ＳＫ516が重複する。

323 Ｊ19 方形か （1.0×1.0） 地輪Ａ0699 ー ー ー

324 欠番 Ｉ～Ｊ19 方形か （1.2×―）
火輪Ａ0395	
水輪Ａ0524

ー ー ー
平面上、下層土坑ＳＫ515と重複する。ＳＫ515
出土の土師器皿破片は13ｃ末～ 14ｃ前葉頃に比
定（土坑一覧表参照）。

325 387 Ｉ～Ｊ19 方形か （1.3×1.3） 一石五輪塔Ａ0931 ＳＸ29 ー ー
平面上は当墓と322号墓とに跨り下層で土坑ＳＫ
516が重複。

326 384 Ｊ20 方形 1.2×1.1 ― ー ー ー

327 385 Ｊ20 方形 1.8×1.8 空（風）輪Ａ0270 ー ー ー 328号墓より先行する墓。

328 386 Ｊ20 方形 0.8×0.8

空風輪Ａ0040	
火輪Ａ0452	

（水）地輪Ａ0886	
一石五輪塔Ａ1000

ＳＸ28 ー ー

蔵骨器なし。327号墓より後出の墓。左記Ａ0452
～Ａ1000の石塔は当該328号墓を造る際、明らか
に他から集めて区画用配石として転用したもの。
当墓の後代性を示す。
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ＳＲ№
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329 388 Ｉ～Ｊ20 方形 （1.1×―）
空風（火）輪Ａ0849	
地輪Ａ0632	
地輪Ａ0633　　

ー ー ー

330 389 Ｊ20 方形か （1.6×―） ― ー ー ー 当墓の西側で一石五輪塔Ａ0954を採取。

331 301 Ｋ20 方形 1.5×1.2 ― ー ー ー 332号墓より後出の墓か。

332 302 Ｊ～Ｋ20 方形 1.2×1.2 ― ー ー ー 331・333号墓より先行する墓か。

333 303 Ｊ20 方形 （1.2×1.2） ― ー ー ー
332号墓より後出の墓か。平面上は334号墓・340
号墓に跨り下層で土坑ＳＫ528が重複。

334 304 Ｊ20 不詳 不詳 ― ー ー ー
平面上は333号墓・340号墓に跨り下層で土坑Ｓ
Ｋ528が重複する。

335 305 Ｊ20 長方形か 1.7×1.2 相輪Ａ1019 ＳＸ25 ー ー
人骨ＳＸ25は平坦面をもつ0.4m大の石の直下か
ら出土、蔵骨器はなし。平面上は下層で土坑ＳＫ
527の一部が重複する。

336 欠番 Ｊ20 ～ 21 方形か （1.5×―） ― ー ー ー

337 537 Ｊ21 長方形か （2.0×―） ―
ＳＸ26	
ＳＸ27

ー ー 蔵骨器なし。

338 306 Ｊ20 ～ 21 長方形か （1.6×1.0）
空風輪Ａ0051	
相輪Ａ1020

ＳＸ24 ー ー
蔵骨器なし。平面上は下層で土坑ＳＫ534と概ね
重複する。

339 307 Ｊ20 ～ 21 方形 1.0×0.9 空風輪Ａ0050 ー ー ー

340 308 Ｊ～Ｋ20 方形 1.2×1.1

空風輪Ａ0041	
空風輪Ａ0042	
空風輪Ａ0141	
空風輪Ａ0146

(下層で	
ＳＸ232	
を検出)

ー
刀子	

（鉄20）

蔵骨器なし。下層検出の人骨ＳＸ232（刀子鉄	
20伴出）は当墓に伴う可能性あり。平面上は333
号墓・334号墓に跨り下層土坑ＳＫ528も重複す
る。

341 309 Ｋ20 方形 1.2×1.2
空風輪Ａ0044	
空風輪Ａ0045	
地輪Ａ0626

ＳＸ17	
ＳＸ152

ー ー
蔵骨器なし。空風輪Ａ0043・Ａ0046 ～Ａ0048・
火輪Ａ0322を近接四周で採取した。

342 310 Ｋ20 方形 1.3×1.1 ― ー ー ー 343号墓より後出の墓。

343 491 Ｋ～Ｌ20 方形 1.4×1.4 ― ー ー ー 344号墓より先行する墓。

344 欠番 Ｋ～Ｌ20 方形 1.0×0.9 ― ー ー ー 343・349号墓より後出の墓。

345 489 Ｌ20 方形 （1.5×1.3） ― ー ー ー
平面上は下層の土坑ＳＫ531と概ね重複する。	
ＳＫ531から土師器皿・小皿6枚出土、14ｃ末～	
15ｃ前葉頃に比定（土坑一覧表参照）。

346 490 Ｌ19 ～ 20 長方形か （1.5×1.1） ― ー ー ー 平面上は下層でＳＫ526の一部が重複する。

347 欠番 Ｌ20 長方形か （1.5×1.2） ― ー ー ー 348号墓より後出の墓。

348 488 Ｌ20 方形 1.4×1.3 ― ー ー ー
平面上下層で概ねＳＫ532と重複、土坑から山茶
碗（58）のみ出土。

349 487 Ｌ20 方形 1.4×1.2 ― ー ー ー
平面上下層で土坑ＳＫ530と概ね重複。343号墓・	
350号墓・352号墓などに先行する墓。

350 486 Ｌ20 ～ 21 長方形 1.6×1.3 ― ー ー ー 平面上は下層でＳＫ543と重複。

351 201 Ｋ～Ｌ21 方形 1.6×1.4 ― ー ー ー
区画中央部に直方体の形状に川原石で囲まれた	
0.4×0.4ｍの施設あり、納骨用施設と推定（58号
墓や411号墓にも類例あり）。（第34図）

352 528 Ｋ～Ｌ20 長方形 1.4×1.1 ― ー ー ー
349号墓より後出の墓。平面上は下層の土坑ＳＫ
529と概ね重複。

353 321 Ｋ20 方形 1.2×1.2 ― ー ー ー

354 314 Ｋ20 方形 1.4×1.3

火輪Ａ0390	
空風輪Ａ0254	
火輪Ａ0451	
水輪Ａ0552	
地輪Ａ0698	

（五輪セット揃い）

ー ー ー
355・356号墓より先行する墓か。遺物実測図第
51図参照。

355 315 Ｋ20 ～ 21 方形 0.8×0.8
火輪Ａ0385	
地輪Ａ0697　

ー ー ー
354号墓・357号墓より後出の墓。空風火輪が区
画石の一部に転用されていた。平面上、356号墓
に跨って下層で土坑ＳＫ540が重複している。

356 317 Ｋ21 長方形か 1.0×0.6 ― ー ー ー
354号墓・357号墓より後出の墓。平面上、355号
墓に跨って下層で土坑ＳＫ540が重複。

357 316 Ｋ21 方形 1.5×1.2 ― ー ー ー 360号墓より先行する墓。

358 313 Ｋ20 ～ 21 方形 1.4×1.3 地輪Ａ0696 ＳＸ22 ー ー
359号墓より先行する墓。平面上は下層の土坑Ｓ
Ｋ538と概ね重複。

359 318小 Ｋ21 長方形 1.3×0.9 ― ー ー ー
358号墓・360号墓より後出の墓。平面上、360号
墓に跨って下層で土坑ＳＫ539が重複。

360 319 Ｋ21 方形 （1.5×1.2）
（空）風（火）輪Ａ0807	
地輪Ａ0694

ー ー ー
平面上、359号墓に跨って下層で土坑ＳＫ539が
重複する。

361 欠番 Ｋ21 楕円形 1.5 ～ 0.6 ― ＳＸ21 ー ー

蔵骨器なし。墓道転用のため、358号墓・360号墓・	
362号墓～ 363号墓より後出の墓と推定。近接地
で空風輪Ａ0138を採取。平面上は下層の土坑Ｓ
Ｋ537と概ね重複する。

362 312 Ｊ21 方形 （1.5×―） 空（風）輪Ａ0287
ＳＸ23	
ＳＸ48

ー ー
蔵骨器なし。空風輪Ａ0139 ～Ａ0140を近接地で
採取。平面上は、下層の土坑ＳＫ535と概ね重複。
また、土坑ＳＫ536の一部も当墓と重複。

363 320 Ｊ～Ｋ21 方形 （1.3×―） 空風（火）輪Ａ0845 ー ー ー
平面上362号墓に跨って下層の土坑ＳＫ536が重
複。
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364 211 Ｋ21 方形か （1.4×―） ― ＳＸ20 土師器鍋（103）
ＳＸ20から
鉄釘（鉄53）

土師器鍋（103）は14ｃ前半代に比定。当墓はそ
れ以降の築造か。土師器鍋（103）は0.4×0.4ｍ大
の川原石を蓋に。金属片（鉄29）も出土。（第37図）

365 492 Ｋ21 ～ 22 方形 （1.5×1.5）

空輪Ａ0003	
空風輪Ａ0053	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0988　　　　

ＳＸ18	
ＳＸ149

ー ー
368号墓との間の墓間通道で空風輪Ａ0052を採取
した。蔵骨器なし。

366 欠番 Ｋ21 長方形 （1.2×0.5） 地輪Ａ0695 ＳＸ19 ー ー
墓道転用墓。365号墓・367号墓等より後出の墓。	
蔵骨器なし。

367 318大 Ｋ21 方形 1.4×1.3 ― ー ー ー 平面上は、下層でＳＫ541が重複する。

368 203 Ｋ21 ～Ｌ22 方形 1.5×1.3 空風輪Ａ0252 ー ー ー
372号墓との間で人骨ＳＸ165を検出（下記再掲）。
平面上は、下層で土坑ＳＫ542が重複する。

369 202 Ｌ21 長方形 2.0×1.4 空風（火）輪Ａ0844 ー ー ー
370号墓より後出。平面上、371号墓に跨って下
層で土坑ＳＫ544が重複。

370 485 Ｌ21 方形 1.6×1.4 ― ー ー ー

369号墓・371号墓に先行する墓。外接して人骨
ＳＸ50を検出（371号墓との境）。北側墓道に接
して空風輪Ａ0137を採取。平面上は、下層で土
坑ＳＫ545が重複している。

371 322 Ｌ21 ～ 22 方形 1.4×1.1 ― ー ー ー
370号墓より後出の墓。平面上、369号墓とに跨っ
て下層で土坑ＳＫ544が重複。

372 204 Ｋ～Ｌ22 方形 1.4×1.4

空輪Ａ0271	
空輪Ａ0142	

（空）風輪Ａ0142	
空風輪Ａ0143	
火輪Ａ0386	
地輪Ａ0691	
地輪Ａ0692

ＳＸ31	
ＳＸ160

ＳＸ31埋土から
土師器小皿小破片

（192）
ー

地輪Ａ0691は原位置保持の可能性大。直下に扁	
平な石を蓋にし、人骨ＳＸ160が出土。類例は89
号墓にも。区画内に平坦面をもつ0.4m大の石2個
あり、間から人骨ＳＸ31出土。類例に318 ～ 319
号墓、335号墓など。368号墓との間でも人骨Ｓ
Ｘ165を検出。土師器小皿（192）は14ｃ末～ 15
ｃ前葉に比定。空輪Ａ0142と（空）風輪Ａ0142
は合わせて一体。（第34図）

373 205 Ｋ22 方形 1.5×1.3 地輪Ａ0679 ー ー ー 377号墓より後出の墓。

374 欠番 Ｋ22 方形 0.6×0.5 ― ー ー ー 373号墓より後出の墓。

375 欠番 Ｋ22 方形か （0.5×0.5） 地輪Ａ0693 ー ー ー
373号墓より後出の墓。地輪Ａ0693は区画配石に
転用の可能性もある。

376 210 Ｋ22 長方形か （1.6×1.3） ― ー ー ー

377 206 Ｋ22 方形 1.4×1.1 ― ー ー ー 373号墓より先行する墓。

378 207 Ｋ22 方形か （1.1×1.0） ― ＳＸ32
土師器小皿破片
（252 ～ 254）

ー
人骨ＳＸ32は石の上で検出した。埋土から出土の
土師器小皿（252 ～ 254）は15ｃ後葉～ 16ｃ前半
代に比定。当墓はそれ以降に築造と推定。

379 279 Ｋ22 方形か （1.2×―） 火輪Ａ0389 ー ー ー

380 496 Ｋ～Ｌ22 長方形か 1.4×1.0 ― ー ー ー

381 110 Ｌ22 方形 1.2×1.1 ― ー ー ー 平面上は、下層でＳＫ549と重複。

382 323 Ｌ22 方形か （1.5×1.4） ― ー ー ー 平面上は、下層でＳＫ551が重複。

383 64 Ｌ～Ｍ22 長方形 2.6×1.8 ―
ＳＸ49	
ＳＸ51

ー ー
228号墓より後出で、397号墓に先行する墓。
蔵骨器なし。

384 324 Ｌ22 方形 1.3×1.2
空風輪Ａ0144	
火輪Ａ0387

ー ー ー

385 325 Ｌ22 長方形 1.2×0.8 ― ー ー ー

386 欠番 Ｌ22 方形 1.1×1.0 ― ー ー ー 平面上387号墓にも跨って下層土坑ＳＫ550が重複。

387 209 Ｋ22 ～Ｌ23 方形 1.5×1.3 ―
ＳＸ30	
ＳＸ140

ー ー
平面上386号墓にも跨って下層土坑ＳＫ550が重
複。蔵骨器はなし。

388 208 Ｋ23 不詳 不詳 ― ー ー ー

389 526 Ｌ23 方形か （1.3×1.2） 火輪Ａ0382 ー ー ー 平面上391号墓にも跨って下層土坑ＳＫ560が重複。

390 502 Ｌ23 方形か （1.3)×1.1 ― ー ー ー

391 327 Ｌ22 ～ 23 方形 1.4×1.2 空風輪Ａ0134 ー ー ー 平面上389号墓とに跨って下層土坑ＳＫ560が重複。

392 328 Ｌ23 方形 1.2×1.0 空風輪Ａ0133 ー ー ー

393 224 Ｌ22 方形 1.4×1.3 ― ー ー ー 平面上394号墓にかけて下層土坑ＳＫ561が重複。

394 329 Ｌ23 方形 1.7×1.7 ― ー ー ー
400号墓より後出の墓。平面上393号墓にかけて
下層土坑ＳＫ565が重複。

395 225 Ｌ23 長方形 1.3×0.9
空風輪Ａ0145	
火輪Ａ0388	
水輪Ａ0520

ー ー ー 397号墓より後出の墓。

396 360 Ｌ22 ～Ｍ23 長方形 1.6×0.9 ― ー ー ー
400号墓より後出の墓。本来は墓道であったか。	
平面上は下層土坑ＳＫ564が概ね重複。

397 326 Ｌ～Ｍ22 方形 1.8×1.6 ― ー ー ー
230号墓・383号墓より後出で、395号墓に先行す
る墓。平面上下層土坑ＳＫ553と重複。

398 57 Ｍ22 ～ 23 長方形 1.5×1.2 ― ー
土師器小皿	

小破片（256）
ー

399号墓より後出の墓。埋土から出土の土師器小
皿（256）は15ｃ後葉～ 16ｃ初頭頃に比定。当墓
はそれ以降に築造と推定。

399 76 Ｍ23 方形 1.7×1.5 ― ＳＸ194 常滑産甕（70） ー

407号墓より後出で、400号墓に先行する墓。400
号墓との境で火輪Ａ0378を採取した。甕（70）
にはヘラ記号あり、人骨ＳＸ194充満す、15ｃ前
半代に比定。当墓はそれ以降の築造と推測。平面
上下層土坑ＳＫ568と重複する。
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報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）
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伴出土器	
蔵骨器ほか
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(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

400 330 Ｌ～Ｍ23 長方形 2.4×1.5

空風輪Ａ0131	
火輪Ａ0377	
水輪Ａ0515	
水輪Ａ0516

ＳＸ35	
ＳＸ123

ー ー

399号墓より後出で、394号墓・396号墓に先行す
る墓。平面上は下層土坑ＳＫ566の一部が重複す
るが別遺構。ＳＸ123は旧ＳＸ36を名称変更。
蔵骨器はなし。

401 215 Ｌ23 二重方形
内1.0×0.9	
外1.6×1.6

火輪Ａ0381 ー
土師器小皿破片

（201）
ー

埋土から出土の小皿（201）は15ｃ中葉～後葉頃
に比定。それ以降に築造と推定。平面上下層土坑
ＳＫ562が概ね重複する。

402 522 Ｌ23 ～ 24 方形か 1.5×1.5 ― ー ー ー
平面上403号墓・404号墓にも跨り下層土坑ＳＫ
563が重複。

403 欠番 Ｌ24 楕円形
長径1.4×	
短径0.8

― ー ー ー
平面上402号墓・404号墓に跨り下層土坑ＳＫ563
が重複。402号墓より新しい。

404 332 Ｌ23 ～ 24 方形 1.2×1.1 ― ＳＸ134 ー ー
平面上402号墓・403号墓にも跨り下層土坑ＳＫ
563が重複。405号墓より新しい。

405 214 Ｌ23 ～Ｍ24 長方形 1.9×1.2 空風輪Ａ0132 ＳＸ121 ー ー
納骨施設に似た集石あり、類例は128号墓に。58
号墓・351号墓・411号墓なども参考に。平面上
406号墓にかけて下層土坑ＳＫ567が重複。

406 213 Ｍ23 長方形 1.9×1.3
空風輪Ａ0130	
空風（火）輪Ａ0869	
火輪Ａ0380

ＳＸ122 ー ー

ＳＸ122は石集積で納骨空間。火葬土坑ＳＫ567	
がほぼ重複。一体の可能性あり。419号墓との	
墓間通路で人骨ＳＸ33・ＳＸ125及びＳＸ155を
検出し、空輪Ａ0015を採取。ＳＸ33出土の土師
器小皿破片（257）を16ｃ前半代に比定。当墓は
当然それ以前の築造。

407 525 Ｍ23 方形 1.2×1.2
空風輪Ａ0129	
火輪Ａ0379	
地輪Ａ0689

ー ー ー

区画南側の石列は火葬土坑ＳＫ567の火を受けて
赤く焼けていた。この事実から、406号墓に先
行する墓。近接地で火水地輪Ａ0987・空風輪Ａ
0127を採取。

408 212 Ｍ23 長方形 2.1×1.5
水輪Ａ0518	
地輪Ａ0688

ＳＸ126
土師器鍋	

破片（107）
ー

土師器鍋（107）は14ｃ末～ 15ｃ初頭頃に比定、
当墓はそれ以降の築造と推定。419号墓との間の
外接通路で人骨ＳＸ124も検出。

409 欠番 Ｍ23 長方形 1.5×0.8 ― ー ー ー 240号墓より後出の墓

410 欠番 Ｎ23 不整形 （1.0×0.8） ― ＳＸ127 ー ー
240号墓・408号墓・411号墓より後出で、411号
墓の一隅を侵食する形で造営された墓。元は墓道
であった場所。当墓の後代性を示す。

411 335 Ｍ23 ～ 24 方形 1.4×1.4
空風輪Ａ0114	
空風輪Ａ0116	
空風輪Ａ0253

ＳＸ228	
ＳＸ233

土師器皿（137）	
土師器小皿（224）

ＳＸ233	
から刀子	

（鉄9）と	
金属製品	
（鉄23）

410号墓に先行する墓。区画の中央東南端部に石
を組合せた箱状（0.3ｍ）の納骨用施設（類例は
58号墓や351号墓にも）。区画西端の人骨ＳＸ233
に共伴して刀子（鉄9）ほか2点出土。ＳＸ228は
納骨施設の直ぐ北接地点に位置する。土師器皿

（137）、小皿（224）は概ね完形品に近く、15ｃ
前葉～中葉頃に比定。当墓築造もその頃か。

412 226 Ｍ24 不整形 （0.7×0.7） ― ＳＸ54 土師器鍋破片（106） ー
408号墓・411号墓・413号墓の間の空間を利用し
た墓。本来は墓道と推定。鍋（106）は14ｃ末～
15ｃ初頭頃に比定、当墓はそれ以降の築造と推定。

413 337 Ｍ24
方形	

二重区画
1.5×1.2	
0.9×0.9

地輪Ａ0687　
ＳＸ36	
ＳＸ37

ー ー

419号墓より後出。417号墓・418号墓との間の墓
道で、空風輪Ａ0109・火輪Ａ0367・水輪Ａ0512・
風輪Ａ0014・空輪Ａ0006・空風輪Ａ0112等を採
取した。

414 347 Ｎ24 長方形 1.5×0.8
空風輪Ａ0118	
地輪Ａ0678	
地輪Ａ0686

ー ー ー
全面石（0.1 ～ 0.2ｍ大）敷き。415号墓と一体の
墓になる可能性も。本来は248 ～ 249号墓に沿う
墓道であった可能性が高い。

415 220 Ｍ～Ｎ24 長方形 1.5×1.1
空風輪Ａ0108	
火輪Ａ0365　

ＳＸ43　 ー ー
414号墓と一体になる可能性もあり。空風輪Ａ
0107を近接地で採取した。

416 346 Ｍ24 ～ 25 方形 1.3×1.2

空風輪Ａ0103 ～	
Ａ0105	
水輪Ａ0511	
地輪Ａ0677

ＳＸ110	
ＳＸ141

ＳＸ141から	
土師器小皿破片

（223）
ー

隣接する415号墓と441号墓とに挟まれた空間で
も別途人骨ＳＸ44を検出した。土師器小皿（223）
は14ｃ末葉～ 15ｃ前葉に比定。この破片を以て
当墓をそれ以降の築造と推定。

417 218 Ｍ24 （円形？） 1.2×1.2 火輪Ａ0366
ＳＸ42	
ＳＸ111	
ＳＸ112

ＳＸ42から	
土師器小皿完形品

（259）
ー

418号墓に先行する墓。土師器小皿（259）は15
ｃ中葉～後葉頃に比定。当墓はその頃の築造か。	
413号墓との間（墓道）でも別途三箇所で人骨Ｓ
Ｘ129 ～ＳＸ131を検出。共に通路を転用した後
出墓で、ＳＸ130からは15ｃ後葉～ 16ｃ前葉頃の
土師器小皿破片（258）、ＳＸ131から14ｃ前半代
の山茶碗破片（参考7）出土。それよりは遡らない。

418 338 Ｍ24 方形 0.9×0.5 空風（火）輪Ａ0838 ＳＸ40 ー ー 417・419号墓より後出。通路を墓に転用。

419 216 Ｍ24 長方形 1.8×1.2
空風輪Ａ0113	
火輪Ａ0368

ＳＸ45	
ＳＸ46

ー ー

413号墓・418号墓・420号墓に先行の墓。人骨
ＳＸ124及びＳＸ154は408号墓との間の通路で検
出。後出墓の可能性大。平面上420号墓にかけて
下層土坑ＳＫ577が重複。

420 331 Ｍ24 方形 1.4×1.4 ー
ＳＸ115	
ＳＸ116	
ＳＸ117

ー ー
419号墓より後出。平面上は419号墓にかけて下
層土坑ＳＫ577が重複。近接地で空風輪Ａ0110 ～
Ａ0111を採取。

421 340 Ｍ24 長方形 1.2×0.9
空（風）輪Ａ0286	
空風（火）輪Ａ0839

ＳＸ113 ー ー 墓道を転用した可能性もある。

422 339 Ｍ24 長方形 1.1×0.8 地輪Ａ0676 ー ー ー
421号墓に先行。平面上434号墓との境目で下層
土坑ＳＫ578が重複。

423 334 Ｌ～Ｍ24 長方形 1.4×0.4 空輪Ａ0007
ＳＸ47	
ＳＸ164	
ＳＸ114

ー ー

人骨ＳＸ47は円形の穴に納骨。墓道を転用した
墓。420・424・428号墓より後出。平面上427 ～
428号墓に跨り土坑ＳＫ574が重複。人骨ＳＸ164
は旧ＳＸ48を名称変更した。
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424 223 Ｌ～Ｍ24 長方形か （1.7×0.8） ー
ＳＸ39	
ＳＸ118	
ＳＸ119

ＳＸ118から	
土師器小皿破片

（208）
ー

405号墓・420号墓より後出の墓。人骨ＳＸ34を
区画石の間で検出、当墓への埋納か否かは不明。
406号墓と419号墓との間の墓道でも人骨ＳＸ120
を検出。土師器小皿（208）は15ｃ前葉～中葉頃
に比定。当墓はそれ以降の築造と推定。

425 333 Ｌ24 長方形 1.2×0.9
空風輪Ａ0115 ～	
Ａ0117	
地輪Ａ0622

ー ー ー

区画中央部に平坦面をもつ0.4m大の石が据わる。
類例は302号墓ほかにも。南西側区画外で人骨Ｓ
Ｘ133を検出。424号墓との間で火輪の破砕片も
採取。

426 欠番 Ｌ24 長方形 （1.3×09） ー
（ＳＸ
133）

ー ー
人骨ＳＸ133は区画配石の石の上で検出。それ自
体後代性を示し、当墓との関連性は不明。

427 欠番 Ｌ24 楕円形
長径1.5		
短径1.2

ー ー ー ー

平面上は431号墓にも跨り下層土坑ＳＫ572が重
複、また429号墓・431号墓にも跨って下層土坑
ＳＫ573も重複。更に423号墓・428号墓にも跨っ
て下層土坑ＳＫ574が重複するが、いずれも当墓
に先行する別の遺構。

428 341 Ｌ～Ｍ24 楕円形 1.3×1.1 ー ー ー ー
平面上423号墓・427号墓にも跨り下層土坑ＳＫ
574が重複。かつ429号墓にも跨り下層土坑ＳＫ
575も重複、共に当墓とは別の遺構。

429 342 Ｌ24 ～Ｍ25 長方形 2.2×1.4 火輪Ａ0446 ＳＸ132
ＳＸ132から

土師器小皿の破片
（212 ～ 215）

ー

平面上は下層土坑ＳＫ580が、また土坑ＳＫ576
の大半が重複。427号墓・431号墓に跨り土坑Ｓ
Ｋ573が、428号墓にかけては土坑ＳＫ575が、そ
れぞれ部分的に重複。土師器小皿（212 ～ 215）
は15ｃ中葉～後葉頃に比定。当墓はそれ以降に築
造か。

430 105 Ｌ24 方形 1.9×（1.4） ー ー ー ー
区画内に小石敷き（礫石経は無し）。後世、山道
開鑿で削平さる。平面上は下層土坑ＳＫ571が概
ね重複。（第35図）

431 524 Ｌ24 長方形 1.5×0.8 ー ー ー ー
平面上は427号墓にも跨り下層土坑ＳＫ572が重
複。427号墓・429号墓に跨り下層土坑ＳＫ573も
重複。

432 523 Ｌ24 方形 0.7以上×― ー ー ー ー 後世、山道開鑿で削平さる。

433 343 Ｍ25 方形 1.2×1.2
空（風）輪Ａ0284	
空風（火）輪Ａ0837	
相輪Ａ1034

ー
瀬戸産灰釉花瓶の

破片（50）
ー

平面上は当墓及び434号墓と429号墓との境目で
下層土坑ＳＫ581が重複。435号墓に跨り土坑Ｓ
Ｋ583も重複。更に434号墓・438号墓に跨っては
土坑ＳＫ584も重複。花瓶（50）は14ｃ後半代～
に比定、当墓はそれ以降の築造と推定。

434 344 Ｍ25 不整形
長径0.8	
短径0.5

ー ー ー ー

433号墓より後出。通路を転用か。平面上422号
墓との境目下層に土坑ＳＫ578が、また433号墓・
429号墓との境界下層に土坑ＳＫ581が、434号墓
～通路にかけての下層に土坑ＳＫ582が、433号
墓・438号墓とに跨り土坑ＳＫ584が、それぞれ
重複。

435 345 Ｍ25 方形 0.9×0.6 空風輪Ａ0836 ＳＸ136 ー ー

433号墓と436号墓との間の墓道を転用。433号墓・
436号墓より後出。平面上433号墓に跨り下層土
坑ＳＫ583が、また436号墓・438号墓とに跨って
下層土坑ＳＫ585が、それぞれ重複する。

436 222 Ｍ25 方形 1.3×1.2 ー ＳＸ135
埋土から	

土師器小皿の破片
（225 ～ 231）

ー

平面上は下層土坑ＳＫ589が概ね重複し、435号
墓・438号墓に跨って土坑ＳＫ585も重複。7個体
分の土師器小皿（225 ～ 231）は15ｃ中葉～後葉
頃に比定。当墓はそれ以降に築造と推定。

437 221 Ｍ25 方形 1.5×1.4
空（風）輪Ａ0283	
地輪Ａ0621

ー
土師器小皿破片

（260）
ー

平面上は下層土坑ＳＫ588が概ね重複。438号墓・	
439号墓とに跨る位置に下層土坑ＳＫ586も重複。
土師器小皿（260）は15ｃ末～ 16ｃ前葉頃に比定。
当墓はそれ以降に築造と推定。

438 103 Ｍ25 円形 径1.1 火輪Ａ0364 ー ー ー

437号墓より後出。墓道を転用。平面上433号墓・
434号墓に跨って下層土坑ＳＫ584が、435号墓・
436号墓に跨って下層土坑ＳＫ585が、437号墓・
439号墓に跨り下層土坑ＳＫ586が、それぞれ重複。

439 欠番 Ｍ25 方形 0.6×0.6 ー ＳＸ137 ー ー
437号墓より後出。墓道を転用。平面上437号墓・
438号墓に跨って下層土坑ＳＫ586が重複。

440 欠番 Ｍ～Ｎ25 方形 0.7×0.5 ー ー
土師器小皿（265）	

完形品
ー

437号墓より後出。墓道を転用。平面上441号墓・
442号墓に跨り下層土坑ＳＫ587が重複す。土師
器小皿（265）は16ｃ前葉～後葉に比定。当墓は
ほぼその時期の築造と推定。

441 351 Ｎ25 長方形 1.2×0.6 ー ー ー ー
415～416号墓との間で人骨ＳＸ44（前出）を検出。
平面上440号墓・442号墓に跨り下層土坑ＳＫ587
が重複。

442 349 Ｎ24 ～Ｍ25 長方形 1.1×0.5 ー ー ー ー
本来は441号墓と併せて一つの墓か。平面上440
～ 441号墓に跨り下層土坑ＳＫ587が重複。

443 348 Ｎ24 ～Ｍ25 長方形 2.0×1.2 ー ＳＸ193
常滑産三筋壺（42）	

瓦器小碗（41）
ー

三筋壺（蔵骨器）の蓋に瓦器碗を転用。（41）は
12ｃ末～ 13ｃ前葉頃に、（42）は12ｃ後半代に比
定。249号墓より後出墓。当墓は早ければ13ｃ前
葉～中葉頃までには築造か。（第37図）

444 350 Ｎ25 不整形 （0.6×0.4） ー ー ー ー
443号墓と445号墓の間の墓道を転用か。平面上
445号墓に跨り下層土坑ＳＫ593が重複。

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　



－149－

報告	
号墓

旧称	
ＳＲ№

小地区名
遺構平面

形状
規模(m)	

長辺×短辺
出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考	
（図版№・重複土壙など）

445 353 Ｎ25 方形 1.0×0.9

空風（火）輪Ａ0826	
空風火輪Ａ0782	
水地輪Ａ0880	
地輪Ａ0617 ～Ａ0618	
空風火水輪（一石五輪
塔）Ａ0952 ～Ａ0953	
火水輪（一石五輪塔）
Ａ1010	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0984　　　　

ー ー ー 平面上444号墓に跨り下層土坑ＳＫ593が重複。

446 352 Ｎ25 方形か （1.0×0.8）
空風輪Ａ0096 ～	
Ａ0097

ー ー ー
相輪Ａ1033を近接地で採取。平面上447号墓に跨
り下層土坑ＳＫ592と重複。

447 354 Ｍ～Ｎ25 長方形 （1.0×0.7） 地輪Ａ0619 ー
埋土から	

土師器小皿	
破片（262）

ー

446号墓と448号墓との間の墓道転用。平面上448
号墓に跨り下層土坑ＳＫ590が、446号墓に跨り
土坑ＳＫ592が重複。土師器小皿（262）は15ｃ
後葉～ 16ｃ初頭頃に比定。当墓はそれ以降の築
造と推定。

448 219 Ｍ～Ｎ25 長方形か
1.7×（0.9	
以上）削	
平による。

空風（火）輪Ａ0833	
～Ａ0835	
水輪Ａ0510	
火水地輪（一石五	
輪塔）Ａ0986

ＳＸ138
ＳＸ138から	
土師器小皿	
破片（261）

ー

山道開鑿のため約半分削平さる。平面上は下層
土坑ＳＫ591と概ね重複。447号墓にかけて土坑
ＳＫ590やＳＫ596の一部分も重複。土師器小皿

（261）は15ｃ後葉～ 16ｃ初頭頃に比定。当墓は
それ以降に築造と推定。一石五輪塔Ａ0986は区
画用の配石に転用された可能性がある。

449 355 Ｎ25 方形 1.0×0.8 ー ー ー ー 空風輪Ａ0098を近接地で採取した。

450 356 Ｎ25 方形 1.4×1.2

空（風）輪Ａ0301	
空風火輪Ａ0795 ～Ａ
0797	
地輪Ａ0683 ～Ａ0684	
一石五輪塔Ａ0949

ＳＸ139 ー ー
左記石塔は全て区画石に転用されていた。当該
450号墓築造の時期的な後代性を示す。

451 357 Ｎ25 方形 1.4×1.2
（空）風火輪Ａ0783	
地輪Ａ0620	
地輪Ａ0682

ー ー ー 地輪Ａ0682は区画石に転用された可能性がある。

452 359 Ｎ～Ｏ25 長方形 1.3×0.7 ー ー ー ー
250号墓より後出。近接地で空風輪Ａ0100を採取
した。

453 358 Ｎ25 長方形か
（0.8×0.5	

以上）
火輪Ａ0361 ー ー ー

454 欠番 Ｎ25 方形か （1.5×1.2）

空風輪Ａ0099	
空（風）輪Ａ0280	
空（風）輪Ａ0281	
空風（火）輪Ａ0827	

（空）風火輪Ａ0784	
空風（火）輪Ａ0828	
水輪Ａ0509	
一石五輪塔Ａ0929	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0985	
火水輪（一石五輪塔）
Ａ1011

ー ー ー 平面上455号墓に跨り下層土坑ＳＫ598が重複。

455 欠番 Ｎ26 方形か （1.2×0.6） 地輪Ａ0685 ー ー ー
区画配石に地輪Ａ0685を転用。平面上454号墓	
に跨り下層土坑ＳＫ598が重複。

456 欠番 Ｎ25 ～ 26 方形か （1.0×0.9）

空風輪Ａ0101 ～Ａ0102	
空（風）輪Ａ0282	
空風（火）輪Ａ0830	
～Ａ0832

ー ー ー 区画配石に五輪塔石を転用。

457 欠番 Ｏ26 不整形 （0.7×0.6） ー ー ー ー

458 欠番 Ｏ25 方形か （1.0×1.0）
阿弥陀佛浮彫石	
Ａ1049

ー ー ー 257号墓より後出する墓。

459 欠番 Ｏ26 方形か （1.3×1.1） ー ー ー ー 257号墓より後出する墓。

460 107 Ｏ26 長方形か （1.4×1.1）

空風輪Ａ0248	
空（風）輪Ａ0298	
火輪Ａ0447 ～Ａ0448	
水輪Ａ0550	
火水地輪（一石五輪塔）
Ａ0999　　　　　

ー ー ー 盛土26㎝。近接地で火輪Ａ0362 ～Ａ0363も採取。

規模(m)	
長辺×短辺

出土石塔類№	
(遺構内採取）

出土人骨	
ＳＸ№

伴出土器	
蔵骨器ほか

金属品	
(含古銭）

備考

配石区画墓平均的規模 　1.5×1.2 211 ヶ墓 166箇所 78 ヶ墓 25 ヶ墓

規模の平均値は（　）内の数字を除外して計算し、
小数点第二位を四捨五入した。石塔・土器などの
遺物は、個数ではなくそれが出土した墓の数を、
人骨は区画内で出土した箇所総数を表す。	
結果的に遺物が一切検出されなかった区画は	
175基にのぼる（全体の38％）。

第 13 表　Ａ地区検出　配石区画墓群一覧表（１～ 460 号墓、第 8 ～ 16 図参照。）　
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報告	
番号

旧称 地区 形状 規模			(㎝ ) 附属施設
出土遺物

備考欄
石塔 土器 金属製品

461 墳丘Ａ
Ｍ26・27	
～Ｎ27

隅丸方形

墳丘部		
400×400㎝、	
高さ80㎝。	
周溝部ＳＤ880	
幅30 ～ 60㎝、	
深さ15 ～ 30㎝。

周溝・陸橋・	
石積階段	
(4段分あり）

周溝から	
空風輪Ｂ	

1061、周溝	
底部から相	
輪Ｂ1140

墳丘下層か	
ら土師器	
小皿破片	
（241）

無し

墳丘＋周溝の規模：約450㎝前後。墳丘中央部に、
断面で幅約62 ～ 74㎝、深さ22㎝の土坑状の窪み確
認。遺構ならば大甕埋納の可能性も。
小皿（241）は15ｃ前葉～中葉頃に比定。当該施設
築造はそれ以降と推定。（第25図・第41図）

462 墳丘Ｂ
Ｌ28・29・30	

～	
Ｎ28・29・30

（隅丸方形）

墳丘部		
約550×710㎝、	
高さ90㎝。	
周溝部ＳＤ881	
幅約44 ～ 170㎝、	
深さ20 ～ 52㎝。

土坑・周溝・	
墳丘上には	
石列（4ｍ）	
が残存した

ＳＫ610大	
甕内から空	
（風）輪Ｂ	
1054、地輪	
Ｂ1069（落	
込み遺物）

常滑大甕	
（92）および	
土師器小皿	
（242）

古銭２枚	
（銭22 ～ 23）	
「煕寧元寳」	
（篆書体）

谷側を除く三方に周溝。墳丘部ＳＫ610に大甕（92）
を埋納。15ｃ後半～ 16初頭に比定。墳丘盛土内出
土の小皿（242）は15ｃ前葉～中葉頃に比定。な
お、墳丘裾部からは15ｃ中葉～後葉代の土師器小皿
(243)が出土。銭貨観察表参照。（第25図・第41図）

463 墳丘ｃ
Ｎ28 ～	
Ｏ28・29

（隅丸方形）480×360㎝

Ｌ字状の石	
列が約2.6m	
＋1.5m分	
残存した

無し 無し 無し
墳丘下から先行する土坑を複数検出。（第25図・第
41図）

464 墳丘Ｄ Ｐ29 ～ 30 （隅丸方形）400×300㎝ 石列（1.5m） 無し 無し 無し 墳丘下から先行する土坑を複数検出。

報告	
土坑	
番号

検出	
番号

小地区名 平面形状
規模

縦・横・深	(㎝ )
焼

土

焼

石

炭
化
物

灰
人
骨
片

銭貨 土器類 釘・刀子 備考

465 欠番 Ｐ12 隅丸長方形 120・90・17 － － － － － － － －

Ⅳ類。暗茶褐色土。平面上は64号墓と65号
墓とに跨り重複。（重複関係はあくまで平
面上の事であり、必ずしも一体の遺構を意
味しない）

466 16 Ｎ13 長楕円形 160・60・15 ◎ － ◎ － ○ － － －

ⅠＡ類。暗茶褐色土（黒褐色混り）。堀形
に沿い固く焼しまった焼土が帯状に残る

（以下全地区でこれを焼土帯と表記）。119・
121号墓に跨り重複。人骨ＳＸ179。

467 27 Ｐ13
隅丸方形	
に近い

110・110・	20 ○ － ○ － － －
土師器小皿	

（160 ～ 162）
－

ⅡＢ類。暗茶褐色土。69・70号墓とに重複。
土師器皿（160）は完形品で、①期13ｃ末
頃～ 14ｃ末葉に比定した。

468 12 Ｋ14 楕円形 100・80・13 － － － － － － － －
Ⅳ類。茶褐色土。ＳＫ480より旧い。145号
墓と155号墓の境目に当たる。

469 17 Ｌ14 楕円形 50・40・16 － － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗灰茶褐色土。144号墓と一部分
重複。人骨ＳＸ182。

470 欠番 Ｌ14 不整形楕円 （180・130・10) － － － － ◎ － － －
ⅡＡ類。暗褐色土。人骨は3 ヶ所（ＳＸ196
～ 198）から出土。142号墓と143号墓とに
跨り重複。

471 67 Ｌ14
隅丸長方形	

に近い
220・130・18 ◎ ○ ○ － － － － －

ⅠＡ類。暗褐色土。堀形に焼土帯。底部に0.3	
～ 0.4ｍ大の焼石二個。139号墓と一部重複。

472 15 Ｍ14
隅丸長方形	

に近い
140・80・15 ○ － ◎ － ○ － － －

ⅡＡ類。暗茶褐色土。大半が129号墓と重複。	
人骨片ＳＸ264。

473 63 Ｎ14 楕円形 　60・40・14 ○ － ○ － － － － －
ⅡＡ類。暗黄褐色土。130号墓と一部重複。	
時期不明の火葬土坑。

474 112 Ｓ14 楕円形 　95・60・17 － － － － － － － － Ⅳ類。暗茶褐色土。10号墓に伴う土坑。

475 113 Ｓ14 楕円形 100・60・16 － － － － － － － － Ⅳ類。暗茶褐色土。11号墓に伴う土坑。

476 76 Ｉ15
二等辺	

三角形状
280・160・21 ○ － ◎ － ○ －

常滑産甕	
破片（75）

－

ⅡＢ類。暗茶褐色土。底部中央に0.4ｍ×0.2
ｍ大の石1個遺る。175・176号墓と一部重複。
甕（75）Ｎ字口縁小破片（15ｃ後半～）よ
り以降の火葬土坑。人骨ＳＸ183。

477 欠番 Ｊ15 隅丸方形 （150	・100・25） － － － － － － － － Ⅳ類。暗茶褐色土。時期不明火葬墓か。

478 19 Ｊ～Ｋ15 隅丸長方形 170・130・５ ○ ◎ ○ － ○ － －
ＳＸ109から	
釘2本（鉄46	

・鉄47）

ⅡＢ類。黒茶褐色土。土坑内一杯に火を受
けた台状大石（1.0ｍ×0.6ｍ×0.6ｍを2個）
を据える。ある時期に火葬施設として使用。
人骨ＳＸ109。172号墓より後出と判断。

479 11 Ｊ～Ｋ15
方形に近	
い楕円形

140・85・44 ○ － ○ － － － － －
ⅡＡ類。暗茶褐色土。平面上概ね173号墓
と重複。

480 13 Ｌ15 隅丸方形 110・80・23 － － ○ － － － － －
ⅡＡ類。暗茶褐色土。ＳＫ468・481より新。
平面上145号墓と重複。

481 14 Ｌ15
隅丸方形	
に近い

140・130・20 － － ○ － －
銭10

「嘉祐元寳」？
－

刀子1本	
（鉄14）

ⅡＢ類。暗茶褐色土。ＳＫ480より古。平
面上146号墓と重複。銭貨観察表（銭10）
及び刀子類観察表（鉄14）参照。

482 68 Ｍ15 馬蹄形 160・120・18 － － ○ － － － 土師器破片 －
ⅡＢ類。暗茶褐色土。ＳＫ496より新。平
面上81号墓と重複（個別遺構第35図）。

483 欠番 Ｎ15
（隅丸長	

方形）
（175・100・35） － － － － － － － － Ⅳ類。暗茶褐色土。概ね78号墓と重複。

484 64 Ｏ15 円形 55・50	・20 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗褐色土。人骨ＳＸ184。平面上
60号墓と一部重複。

485 65 Ｏ15 楕円形 70・50・17 ○ － ○ － ○ － － － ⅡＡ類。暗褐色土。人骨ＳＸ185。

486 欠番 Ｏ15 隅丸方形 (140・125・21) － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。平面上ほぼ56号墓と重
複。

第 15 表　Ａ地区検出　土坑群一覧　	ＳＫ 465 ～ＳＫ 599・第 17 図～ 22 図。

第 14 表　Ｂ地区検出　特殊遺構（墳丘状盛土遺構）（第 25・第 41 図及び写真第 7 ～ 8 図参照）
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報告	
土坑	
番号

検出	
番号

小地区名 平面形状
規模

縦・横・深	(㎝ )
焼

土

焼

石

炭
化
物

灰
人
骨
片

銭貨 土器類 釘・刀子 備考

487 72 Ｋ16
長方形に	
近い楕円

220・100・41 ◎ ○ ○ － ○ －

土師器皿	
（130）、同小	

皿（171 ～	
178）、計9枚

－

ⅠＢ類。暗茶褐色土。掘形に焼土帯。人骨
ＳＸ234。192 ～ 193号墓の一部、263号墓
の一部と重複。完形の小皿は15ｃ中葉頃の
ものか。

488 114 Ｌ16 楕円形 60・45・31 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。底部に0.2ｍ大の川原石	
２個。182号墓と183号墓の境目に相当。

489 115 Ｌ16 隅丸方形 80・70・48 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。182号墓の中心部に当
たる位置に重複。

490 116 Ｌ16 楕円形 50・40・42 － － － － － － － － Ⅳ類。暗茶褐色土。182号墓と重複。

491 119 Ｌ16 不整形 110・100・	21 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。地輪Ａ0766出土。183
号墓・194号墓・196号墓に跨り重複。近接
して人骨片ＳＸ216 ～ 218を検出。

492 118 Ｌ16 不整形 150・70・25 － － － － ○ － － －
ⅡＡ類。暗茶褐色土。人骨片ＳＸ246。183
号墓・187号墓に跨り重複。

493 117 Ｌ16 不整形 110・60・15	 － － － － ○ － －
燧金（鉄	
21）、刀子	

（鉄参考42）

ⅡＢ類。暗茶褐色土。人骨片ＳＸ247。182
号墓と185号墓にかけ重複。

494 60 Ｍ16 略楕円形 90・55・33 － － ○ － ○ －

土師器皿
（122）、

土師器小碗	
の破片

－
ⅡＢ類。暗茶褐色土。人骨ＳＸ219（第１
表191号墓参照）。完形の土師器皿（122）
は14ｃ中葉～末頃のものと推定。

495 61 Ｍ16 略隅丸方形 100・90・59 － － － － － －
ロクロ土師器	
皿底部破片	

（38）
－

Ⅲ類。暗茶褐色土。ロクロ土師器皿は11 ～
12ｃ代。190号墓と重複。190号墓下層から
12ｃ中葉～後葉の山茶碗底部破片出土。

496 62 Ｍ16
隅丸長方形	

に近い
150・80・52 － － － － － － － －

Ⅳ類。暗茶褐色土。ＳＫ482より古（個別
遺構第35図）。

497 5 Ｊ17 （隅丸方形） 100・90・23 － － － － － － 土師器細片

鉄釘2本（鉄	
48 ～ 49）
及び燧金	
（鉄22）

Ⅲ類。暗黄褐色土。ほぼ276号墓と重複。	
（個別遺構第40図）

498 7 Ｊ17 隅丸三角形 105・105・16 － － － － － －
土師器小皿	
（165）

－
Ⅲ類。暗黄褐色土。279・280号墓と一部重複。	
小皿（概ね完形）は15ｃ中葉～後葉に比定。

499 85 Ｊ17 略隅丸方形 130・110・50 － － － － － － 土師器細片
刀子1本	
（鉄８）

Ⅲ類。暗黄褐色土。大略286号墓と重複。

500 18 Ｋ17 四辺形 200・150・75 ○ ○ ○ － ○ － 山茶碗（54） －

ⅡＢ類。暗茶褐色土。掘形西辺底部に火を
受けた石（0.2ｍ大）が一列に4個並ぶ。大
半は283号墓と、一部が282号墓と重複。山
茶碗（54）は13ｃ前葉～中葉ころに比定。
人骨ＳＸ186。

501 10 Ｋ17
隅丸方形	
に近い

145・130・32 ◎ － ◎ － ○ － －
和鏡小破片

（熔解した状
態）

ⅠＢ類。黒褐色土。堀形に焼土帯。人骨Ｓ
Ｘ187。195号墓と205号墓に跨り重複。熔
解した和鏡破片歪み大、時期不明。熱残留
磁化測定試料採取遺構。附篇（2）参照（920
年±150年）	
この結果は、いささか古すぎる感がある。

502 53 Ｋ17 楕円形 85・65・8 － － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗茶褐色土。人骨ＳＸ470（Ａ地
区Ｎ16ＳＸ188と重複したので名称を変
更）。平面上は205号墓と重複。

503 Pit １ Ｌ17 不整形楕円 90・50・12 － － － － － －
土師器小皿	
（186）

－
Ⅲ類。暗褐色土。203号墓と重複。小皿（186）	
は破片で、14ｃ末～ 15ｃ前葉に比定。

504 120 Ｌ17
隅丸長方形	

に近い
155・110・34 － － － － － －

土師器皿	
小破片	

（114・119）
－

Ⅲ類。黒茶褐色土。199号墓と重複関係。
土師器皿は異なる時期の破片混入あり。

（114）は12ｃ中葉～後葉、（119）は14ｃ
中葉～後葉頃か。

505 6 Ｊ16 略方形 100・80・27 ◎ － ○ － ○ －
土師器小碗	

(84）
刀子1本	
（鉄05）

ⅠＢ類。暗褐色土。堀形に一部焼土帯。切
合い関係からＳＫ506より古。人骨片ＳＸ
294。小椀は15ｃ後半代か。小碗も刀子も
ほぼ完存。

506 3 Ｊ18
方形状	
(不整形)

120・110・24 ◎ － ○ － ○ －
刀子2本	

（鉄3・鉄11）

ⅠＢ類。暗褐色土。掘形に焼土帯。人骨片
2箇所出土（ＳＸ159・ＳＸ295）。前者に刀
子２本副葬。土坑ＳＫ505より新。ほぼ292
号墓と重複。

507 101 Ｊ18
方形に近	
い不整形

120・85・73 － － ○ － ○ －
土師器小皿	
（166）

－
ⅡＢ類。暗茶褐色土。土師器皿（166・完形）
は15ｃ前葉～中葉に比定。火葬墓。人骨Ｓ
Ｘ189。平面上は大略293号墓と重複。

508 欠番 Ｋ18
（隅丸長	

方形）
（100・80・15) － － － － － － － － Ⅳ類。暗茶褐色土。平面上は307号墓と重複。

509 107 Ｋ18 略円形 120・105・17 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。206号墓と295号墓の間
の通路下層に位置する墓坑。

510 9 Ｋ18 円形に近い 165・150・11 ◎ ○ ◎ － ○ － －
刀子1本	
（鉄13）

ⅠＢ類。黄褐色砂質土。堀形に厚い焼土帯。
底部に焼石一個。刀子はほぼ完存。人骨Ｓ
Ｘ191。平面上は206号墓と重複。

511
欠番	

（ＳＸ	
167）

Ｌ17	
～ 18

隅丸方形 　45・40・15 ー ー ー ー ○ ー ー
刀子2点	

（鉄24・鉄	
参考32）

ⅡＢ類。人骨出土のため当初ＳＸ167とし
たが、土坑に変更。刀子片を2点伴出。207
号墓と重複（一体の可能性もあるか？）。

512 8 Ｌ18 長楕円形 130・50・21 － － ◎ － ○ － － －
ⅡＡ類。黒褐色土。人骨ＳＸ192。平面上
212号墓と一部重複するも別遺構。

513 欠番 Ｌ18 隅丸方形 50・50・16 － － － － － － － － Ⅳ類。黒茶褐色土。
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514 26 Ｍ18
隅丸方形	

（付属周溝	
ＳＤ874）

172・(70)・	56 － － － － － －
青磁碗（63）	

完形
－

Ⅲ類。100号墓（1.8m×1.7m）と一体の遺構。
東側崩落損壊。墳丘部2.3m ～ 2.6m×1.2m
以上;周構ＳＤ874(幅0.6m ～ 1.7m、深さ約
0.3m）を含む全体規模は5.1m×3.0m以上
の方形周溝墓。（第39図）
底部から青磁碗（13 ～ 14ｃ元代）が出土
したが、造墓時期はそれより下るか。

515 82 Ｊ19 方形に近い 105・75・30 － － － － － －

土師器皿	
（117）
及び小皿

（150）破片

－
Ⅲ類。茶褐色土。324号墓と重複。土師器
小皿（150）は13ｃ末～ 14ｃ末頃に比定、
土坑墓はそれ以降に築造と推測。

516 83
Ｊ19 ～

20
長方形 200・115・30 － － － － － － － －

Ⅳ類。茶褐色土。底部に川原石３個。平面
上は322号墓～ 325号墓に跨り重複。

517 6 Ｊ19 楕円形 130・110・17 ◎ ◎ － ○ － － －
ⅠA類｡ 黒褐色土。堀形に厚い焼土帯。人
骨片ＳＸ207。平面上は略302号墓と重複。

518 79 Ｊ19 楕円形 70・50・17 － － － － － － 土師器細片 － Ⅲ類。暗褐色土。317号墓と一部分が重複。

519 80 Ｊ19 略楕円形 135・110・39 － － － － － － －
刀子1点	
（鉄6）

Ⅲ類。暗褐色土。平面上はほぼ319号墓と
重複。時期不明の土坑（火葬）墓。

520 81 Ｋ19 円形に近い 100・80・23 － － － － － － －
刀子1本	
（鉄7）

Ⅲ類。暗褐色土。311・312号墓と重複。時
期不明の墓坑。当該土坑の西側40㎝地点で
人骨（ＳＸ158）の充満した須恵器甕（17）
が出土。

521 29 Ｋ20
隅丸方形	
に近い

160・130・11 ◎ － ○ ◎ ○ － － －

ⅠA類｡ ほぼ315号墓と重複。堀形に厚い
焼土帯。底部全面を灰（莚織目明瞭）が覆
う。2 ヶ所から人骨片（ＳＸ190およびＳ
Ｘ286）出土。

522 102 Ｌ19
隅丸方	

形状楕円
110・80・26 － － － － － － － － Ⅳ類。暗茶褐色土。ほぼ216号墓と重複。

523 122 Ｌ19 不整形 115・90・8 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。217号墓と313・314号
墓との間の通路直下に相当する墓坑。

524 97 Ｌ19 略楕円形 140・120・17 － － － － － － －
刀子1点	
（鉄10）

Ⅲ類。暗茶褐色土。平面上は215号墓と一
部重複。時期不明の墓坑。

525 96 Ｌ19 隅丸方形 130・90・23 － － － － － － －
刀子1点	

（鉄参考37）
Ⅲ類。暗茶褐色土。ほぼ217号墓と重複、
時期不明の墓坑。（個別遺構第40図）

526 121 Ｌ19 楕円形 100・80・30 － － － － － － － － Ⅳ類。暗茶褐色土。347号墓と一部重複。

527 78 Ｊ20 楕円形 100・65・20 － － － － － －
須恵器杯蓋	
（15・16）	

破片

刀子1本	
（鉄19）

Ⅲ類。暗褐色土。ＳＫ528より古。335号墓
と一部重複、時期不明の墓坑。須恵器杯蓋
はＢ区ＳＫ613出土の破片と接合、2時期（7
ｃ末～ 8ｃ前半代、8ｃ前葉～中葉）のもの
あり。刀子はほぼ完存状態。

528 20 Ｊ20 略方形 125・120・26 ◎ ○ ○ － ○ －
土師器小皿	

（167）破片
－

ⅠB類｡ 暗茶褐色土。堀形に焼土帯。火に
焼けた長方形の石（0.3ｍ）一個。ＳＫ527
よりも新。333号墓・334号墓・340号墓に
跨り重複。小皿（15ｃ前葉～中葉）の時
期より以降に火葬土坑として機能したと推
測。人骨ＳＸ195。

529 127 Ｋ20 隅丸方形 110・100・21 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。ＳＫ530より新。ほぼ
352号墓と重複。時期不明の墓坑。

530 74 Ｌ20 長楕円形 140・95・34 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。平面上ほぼ349号墓と
重複。土坑ＳＫ529より古。時期不明の墓坑。

531 69 Ｌ20 略隅丸方形 110・95・38 － － ○ － － －
土師器皿	

（131）・小皿	
（187 ～ 191）

－
ⅡB類｡ 暗褐色土。平面上ほぼ345号墓と重
複。土師器皿・小皿計6枚、14ｃ末～ 15ｃ
前葉に比定、ほぼ同時期ころの墓坑と推測。

532 95 Ｌ20
隅丸方形に	
近い台形

135・100・30 － － － － － － 山茶碗（58） －
Ⅲ類。暗茶褐色土。平面上348号墓と重複。	
山茶碗は13ｃ中葉～後葉に比定。横尾では	
初期段階に属す墓坑。（個別遺構第40図）

533 19 Ｎ20

略隅丸方形	
（付属周溝	
ＳＤ875 ～	
ＳＤ876）

180・155・29 ◎ － ○ － ○ －
ロクロ土師器	
皿（36・37）	
底部小破片

刀子1点	
（鉄04）

ⅠB類｡ 掘形に焼土帯。周溝ＳＤ875 ～ 876
附属、221号墓と一体の方形周溝墓。周溝
幅は0.6m ～ 0.8m、隣接227号墓の周溝Ｓ
Ｄ788より古。周溝を含む全体規模は3.5m
×3.4mと推定。形態的類例ＳＫ514、ＳＫ
570等参照。ロクロ土師器皿（11ｃ～ 12ｃ
代）は小破片、混入遺物。刀子は副葬品。
人骨ＳＸ199。

534 84 Ｊ21 不整形 105・70・8 ◎ － － － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。堀形に焼土帯。人骨片
ＳＸ287。平面上はほぼ338号墓と重複。

535 77 Ｊ21 略方形 80・65・21 － － － － － －
土師器皿	

（128・129）	
破片

鉄釘（鉄50	
～鉄51）

Ⅲ類。暗茶褐色土。平面上ほぼ362号墓と
重複。皿（15ｃ中葉頃）の時期以降に築造
の墓坑か。

536 123 Ｊ21 略方形 75・55・22 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。平面上362 ～ 363号墓
と重複。時期不明の墓坑。

537 23 Ｋ21 不整半円形 135・68・17 ◎ － － － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗茶褐色土。堀形に焼土帯。人骨
片ＳＸ163。平面上概ね361号墓と重複。

538 21 Ｋ21 不整形 120・60・16 ◎ － ◎ － ◎ － － －
ⅠA類｡ 暗茶褐色土。堀形に焼土帯。人骨
片ＳＸ166。平面上ほぼ358号墓と重複。

539 22 Ｋ21
方形に近い	

楕円形
120・95・44 ◎ ○ ○ － ○ － － －

ⅠA類｡ 暗茶褐色土。堀形に焼土帯。底部
に焼けた川原石（0.3ｍ大）２個。ＳＫ540
より新しい火葬土坑。平面上359 ～ 360号
墓と重複。人骨ＳＸ200。
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540 100 Ｋ21 略方形 130・80・42 － － － － － －
土師器小皿	

（251）小破片
－

Ⅲ類。暗茶褐色土。切合い関係からＳＫ
539より古。355～356号墓と重複。小皿（15
ｃ後葉～ 16ｃ初頭）の時期以降に築造の土
壙墓か。

541 98 Ｋ21 隅丸長方形 120・70・34 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。平面上367号墓と重複。	
土坑ＳＫ542より新。時期不明の墓坑。

542 99 Ｋ21 隅丸長方形 150・	85・35 － － － － － － －
刀子2点（鉄
26・鉄参考41）

Ⅲ類。暗茶褐色土。平面上368号墓と重複。	
土坑ＳＫ541より古。時期不明の土壙墓。

543 75 Ｌ21 略隅丸方形 110・100・23 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。平面上350号墓と重複。	
時期不明の土壙墓。

544 103 Ｌ21
隅丸方形に	
近い楕円形

159・90・34 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。平面上369号墓及び371
号墓と重複。時期不明の土壙墓。

545 104 Ｌ21 長楕円形 120・65・50 － － － － － －
土師器皿	

（132 ～ 134）	
破片

－
Ⅲ類。暗茶褐色土。370号墓と重複。土師
器皿（14ｃ末～ 15ｃ前葉）に近いかそれ
以降の土壙墓と推定。

546 25 Ｍ21 楕円形 60・50・8 ◎ － ◎ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗茶褐色土。人骨ＳＸ201。平面上
222号墓と重複。堀形に焼土帯。底部に川
原石（0.1m×0.08m大）あり。

547 125 Ｍ21 楕円形 125・90・25 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗茶褐色土。222号墓と223号墓との
中間下層に位置。時期不明の土壙墓。

548 105 Ｌ22 隅丸方形 100・70・50 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗褐色土。平面上概ね372号墓と重複。	
時期不明の土壙墓。

549 34 Ｌ22 不整楕円形 135・130・35 ◎ － ◎ － ○ －
土師器小皿	

（193 ～ 196）	
4枚

－

ⅠB類｡ 暗茶褐色土。堀形に焼土帯。平面
上381号墓と重複。火葬土坑をそのまま墓
坑にしたかと推定。皿（完形）は15ｃ前葉
～中葉頃に比定。その頃の築造か。人骨Ｓ
Ｘ202。（遺構第40図）

550 28 Ｌ22
隅丸方形に	
近い楕円形

160・120・23 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡暗褐色土。人骨片ＳＸ220。火葬土坑。	
平面上386号墓と387号墓とに跨り重複。

551 90 Ｌ22 隅丸長方形 140・100・50 － － － － － －
土師器皿	
（121）	
小破片

－

Ⅲ類。暗褐色土。平面上382号墓と重複。
底部に川原石（0.2 ～ 0.4m大）５個。土師
器皿（13ｃ末～ 14ｃ前葉）の時期以降の
土壙墓と推定。

552 94 Ｌ22
隅丸方形に	
近い楕円形

85・80・53 － － － － － － －
刀子2点（鉄	
参考39・40）

Ⅲ類。暗黄褐色土。概ね393号墓と重複。	
時期不明の土壙墓。（個別遺構第40図）

553 89 Ｍ22 楕円形 95・60・40 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗黄褐色土。平面上397号墓と重複。	
時期不明の土壙墓。

554 24 Ｍ22
楕円形に	

近い
100・85・30 ◎ － ◎ － ◎ －

土師器小皿	
（218 ～ 221）	

小破片

刀子1点	
（鉄15）

ⅠB類｡ 暗茶褐色土。堀形に焼土帯。火葬
土坑を火葬墓にした可能性。土師器小皿（14
ｃ中葉～後葉）の時期以降に築造と推測。
平面上228号墓と重複。人骨片ＳＸ180。掘
形に近接する平坦面をもつ石（0.8m×0.5m
大）は、特定の機能を持った可能性もある
か。

555 88 Ｍ22 隅丸長方形 120・85・32 － － － － － －
土師器皿	

（123・124）	
破片

－
Ⅲ類。暗黄褐色土。平面上230号墓と重複。
土師器皿（13ｃ末～ 14ｃ前葉）の時期以
降に築造の土壙墓と推定。

556 73 Ｍ22
隅丸長方形	

に近い
160・100・20 ○ － ○ － － －

土師器鍋	
（96）破片

－

ⅡB類｡ 暗褐色土。平面上232号墓～ 230・
231号墓にわたり重複。土師器鍋（13ｃ後
半代）の時期以降に機能した火葬土坑と推
測。

557 86 Ｎ22 略隅丸方形 130・105・21 － － － － ○ －
土師器小皿	

（153）破片
－

ⅡB類｡ 暗黄褐色土。人骨片ＳＸ245。平面
上は232 ～ 233号墓と重複。土師器皿（14ｃ
中葉～後葉頃）の時期以降の土壙墓と推定。

558 36 Ｎ22
亀形（ﾑｻｻﾋﾞ	

形状）
280・150・55 ◎ － ○ － ○ － － －

ⅠA類｡ 暗褐色土。堀形に焼土帯。234号
墓～ 238号墓の下層。通気孔・溝を穿つ本
格的火葬施設。Ｂ地区ＳＫ606も同じ。人
骨ＳＸ203。熱残留磁化測定試料採取遺構。
附篇（2）参照（1230年±70年）。（個別遺
構第39図）

559 1 Ｐ22 不整形 140・100・18 ◎ － ○ － － － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。掘形に焼土帯。火葬土坑。	
平面上237号墓と重複。

560 41 Ｌ23 隅丸長方形 125・85・24 ◎ ○ ○ － － － － －
ⅠA類｡ 暗黄褐色土。掘形に焼土帯。底部
に小穴（0.3m×0.2m、深さ0.11m）。平面
上は389号墓と391号墓に跨り重複。

561 93 Ｌ23
隅丸長方形	

に近い
85・50・30 － － － － － －

土師器小皿	
（197 ～ 199）	

完形品3枚
－

Ⅲ類。暗黄褐色土。393 ～ 394号墓にかけ
て重複。副葬品完形の土師器皿3枚の時期	

（14ｃ後葉～ 15ｃ前葉）に築造の墓坑か。	
（個別遺構第40図）

562 91 Ｌ23 長方形 90・65・27 － － － － － －
土師器皿	

（135）・小皿	
（200）破片

－

Ⅲ類。暗黄褐色土。平面上はほぼ401号墓	
と重複。土師器皿及び小皿（14ｃ末葉～ 15	
ｃ中葉）より以降に築造の土壙墓か。（第
40図）

563 92 Ｌ24 不整楕円形 90・70・26 － － － － － －

土師器小皿	
3枚

（209 ～ 211）
概ね完形品

－

Ⅲ類。暗黄褐色土。平面上は402 ～ 404号
墓にかけて重複。土師器皿3枚（15ｃ中葉
～後葉）とほぼ同時期の土壙墓と類推。（第
40図）

564 32 Ｍ23 略円形 40・40・6 ◎ － ○ － － － － －
ⅠA類｡ 暗黄褐色土。掘形に焼土帯。平面
上ほぼ396号墓に重複。
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565 124 Ｍ23 円形 50・50・17 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗黄褐色土。394号墓と396号墓との	
境目下層に位置する。時期不明の土壙墓。

566 33 Ｍ23
円形を帯び	
た隅丸方形

130・110・31 ◎ ○ － － － － －
鉄釘１本	
（鉄54）

ⅠB類｡ 暗黄褐色土。堀形に焼土帯。釘の
出土から明らかに火葬土坑。時期は不明。

567 30 Ｍ23
隅丸方形	
に近い

140・125・32 ○ － ○ － ○ － － －

ⅠA類｡ 暗黄褐色土。焼土帯はないが、全
面が真っ赤に焼けていた。火は北接する
407号墓の南辺区画石にも及んでいた。概
ね405号墓と重複。人骨ＳＸ204。熱残留磁
化測定試料採取遺構。附篇（2）（1300年±
50年）

568 35 Ｍ23 隅丸方形 190・160・21 ◎ － － ◎ ○ － － －

ⅠA類｡ 暗茶褐色土。人骨片ＳＸ194を納め
た常滑産甕（15ｃ前半代）は上層399号墓
の蔵骨器。堀形に焼土帯。底面広範囲に藁
灰。当該火葬土坑（熱残留磁化測定試料採
取遺構）は399号墓とは別遺構。附篇（2）	
参照（1240±50年）。

569 37 Ｎ23 隅丸方形 115・100・20 ○ － ◎ － － － － －
ⅡA類｡ 黒灰色土。平面上240号墓と重複。	
時期不明の火葬土坑。

570 2 Ｎ23

四隅突出型	
方形（付属	
の周溝ＳＤ	

879）

100・60・25 ◎ － ○ － ○ －
土師器小皿	

（154 ～ 157）	
小破片

－

ⅠB類｡ 暗黄褐色土。堀形に焼土帯。四隅
突出型通気孔。周溝ＳＤ879を持つ方形
周溝墓243号墓に伴う土坑（人骨出土ＳＸ
177）。土師器皿は14ｃ中葉～後葉。土坑Ｓ
Ｋ502より古。100号墓ＳＫ514、221号墓
ＳＫ533に類例。熱残留磁化測定試料採取
遺構。附篇（2）参照（1140±70年）。（個
別遺構第38図）

571 52 Ｌ24 不整楕円形 90・80・32 ◎ ○ － － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗黄褐色土。堀形に焼土帯。人骨
片ＳＸ208。平面上は大略430号墓と重複。

572 39 Ｌ24 長楕円形 120・50・21 ◎ － － － ○ －

土師器小皿	
6枚（202 ～	

207）
ほぼ完存状態

－

ⅠB類｡ 暗黄褐色土。堀形に焼土帯。人骨
片ＳＸ209。土師器小皿（14ｃ末～ 15ｃ中
葉）に近い時期に火葬土坑を墓坑にしたと
推定。平面上427・431号墓に跨り重複。

573 38 Ｌ24
長楕円形	
に近い

100・70・17 ◎ ○ ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗茶褐色土。堀形に焼土帯。人骨
片ＳＸ210。平面上427・429・431号墓に
重複。

574 108 Ｌ24 不整長方形 125・55・40 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗黄褐色土。底部に0.3ｍ大の川原石。	
平面上423・427・428号墓と重複。
時期不明の土壙墓。

575 43 Ｍ24
不整形	

（隅丸方	
形崩れ）

120・60・38 ◎ ○ － － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗黄褐色土。堀形に焼土帯。人骨
片ＳＸ212。平面上428・429号墓と重複。

576 44 Ｍ24 半楕円形 85・60・13 ○ ○ － － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗黄褐色土。人骨片ＳＸ213。大半
が429号墓と重複するも別遺構。

577 31 Ｍ24 隅丸長方形 120・55・33 ◎ － ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗黄褐色土。堀形に焼土帯。平面
上は419 ～ 420号墓と重複。
人骨片ＳＸ292。

578 109 Ｍ24 楕円形 90・75・39 － － － － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗黄褐色土。422号墓と434号墓と
の境目下層に当たる。人骨片ＳＸ240。

579 111 Ｏ24 長楕円形 75・40・18 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗黄褐色土。平面上はほぼ251号墓	
と重複。時期不明の土壙墓。

580 40 Ｍ25 長楕円形 85・45・18 － － － － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗黄褐色土。人骨片ＳＸ214。平面
上は429号墓と重複。

581 45 Ｍ25
隅丸方形に	
近い楕円形

110・70・20 ◎ ○ － － ○ － － －

ⅠA類｡ 暗褐色土。堀形に焼土帯。人骨Ｓ
Ｘ206。ＳＫ582より新。433・434号墓～
429号墓の境目下層に位置。熱残留磁化測
定試料採取遺構。附篇（2）参照（1150±
80年）。

582 42 Ｍ25
隅丸方形	
に近い

90・70・23 ◎ ○ ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗黄褐色土。堀形に焼土帯。土坑
ＳＫ581・ＳＫ584より古。平面上434号墓
～通路の下層に位置する。人骨ＳＸ211。

583 55 Ｍ25
隅丸方形	
に近い

80・（70）・18 ○ ○ ○ － ○ －

土師器皿	
（138）破片、	
山茶碗（参考6）
底部の小破片

－

ⅡB類｡ 暗褐色土。人骨片ＳＸ225。ＳＫ
584より古い。平面上433・435号墓と重複。
土師器皿（14ｃ末～ 15ｃ中葉）、山茶碗（14
ｃ前半代）より以降の火葬土坑と推測。

584 59 Ｍ25 隅丸長方形 （100・60・18） ◎ ○ ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。堀形に焼土帯。人骨片
ＳＸ224。ＳＫ583より新。平面上433・
434・438号墓と重複。

585 57 Ｍ25 隅丸長方形 140・75・29 － ○ － － － －
土師器小皿	

（232）破片
－

ⅡB類｡ 暗褐色土。平面上435・436・438
号墓と重複。土師器小皿（15ｃ中葉～後葉）
より以降に築造の火葬土坑かと推定。

586 47 Ｍ25 溝状楕円形 170・40・17 ◎ ○ ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。掘形に焼土帯。人骨片
ＳＸ241。ＳＫ588より新。平面上437・
438・439号墓と重複。時期不明の火葬土坑。

587 71 Ｎ25 溝状楕円形 90・50・20 ◎ － ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。掘形に焼土帯。ＳＫ588
より古い。平面上440・441・442号墓と重複。
人骨片ＳＸ469。時期不明の火葬土坑。

588 56 Ｍ25 隅丸長方形 （140・40・20） ◎ － ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。掘形に焼土帯。人骨片	
ＳＸ242。土坑ＳＫ586より古、ＳＫ587・
589より新。平面上ほぼ437号墓と重複。
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589 54 Ｍ25 （隅丸方形） （80・50・20） ◎ ○ ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。掘形に焼土帯。人骨片	
ＳＸ223。土坑ＳＫ590より古。平面上ほぼ	
436号墓と重複。

590 51 Ｍ25 略楕円形 80・（50）・20 ◎ ○ － － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。掘形に焼土帯。人骨片	
ＳＸ222。ＳＫ589・ＳＫ591より新。平面
上は447・448号墓と重複。

591 46 Ｍ25 不整形 100・50・20 ◎ ○ ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。掘形に焼土帯。人骨片	
ＳＸ221。ＳＫ590より古。平面上ほぼ448
号墓と重複。

592 70 Ｎ25 隅丸長方形 100・55・41 ○ － ○ － － －
土師器小皿	

（236）完存
－

ⅡB類｡ 暗褐色土。平面上446・447号墓と
重複。土師器皿（14ｃ末～ 15ｃ前葉）と
ほぼ同時期頃に築造の火葬墓かと推定。

593 66 Ｎ25
略隅丸	
長方形

170・75・53 ◎ ○ ○ － ○ －
土師器皿	

(125）破片
－

ⅠB類｡ 暗褐色土。掘形の北半に焼土帯。
平面上444・445号墓と重複。土師器皿（13
ｃ末～ 14ｃ前葉）より以降に築造の火葬土
坑と推測。人骨ＳＸ215。南半の石積み土
坑は経塚遺構の残骸かも？火輪Ａ1062が近
接出土。（第40図）

594 58 Ｏ25 隅丸方形 65・50・16 － － － － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。250号墓と重複。
人骨片ＳＸ229。

595 110 Ｐ25 不整楕円形 95・55・20 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨片ＳＸ243。254
号墓と257号墓との中間下層に相当する位
置。

596 126 Ｎ26 長楕円形 75・30・15 ◎ － － － － － － －
ⅠA類｡ 暗茶褐色土。堀形に焼土帯。448号
墓と一部分が重複。時期不明の火葬土坑。

597 49 Ｎ26 長楕円形 135・55・23 ○ － － － ○ － － － ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨片ＳＸ230。

598 48 Ｎ26
隅丸方形に	
近い楕円形

140・95・26 ○ ○ ○ － － － － － ⅡA類｡ 暗茶褐色土。454・455号墓と重複。

599 50 Ｎ26 隅丸方形 60・60・31 ◎ ○ － － ○ －

土師器皿	
（126）破片・	

土師器小皿	
（158・159）

－

ⅠB類｡ 暗茶褐色土。堀形に焼土帯。人骨
片ＳＸ231。土師器皿破片（13ｃ末～ 14ｃ
初頭）は混入遺物。完存の土師器小皿（14
ｃ中葉～後葉）の時期に築造の火葬墓かも。

規模
縦・横・深	(㎝ )

焼

土

焼

石

炭
化
物

灰
人
骨
片

銭貨 土器類 釘・刀子 備考

Ａ地区	
土坑総計	
135基

土坑平均規模 119.3・82.7・26.4 59 25 55 2 62 1基 38基 21基

平均値は（　）内の推定数値を除外し算出
した。	
遺物関係はそれが出土した土坑の総数。	
掘形に焼土帯を持つもの：41基（30.4％）	
遺物等が一切ない不明土坑：32基（24％）
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600 140 Ｋ25 不整楕円形 100・65・22 ◎ ○ ○ － ○ － － －

ⅠＡ類。暗茶褐色土。堀形の肩～壁面に焼
土が帯状に残る（以下焼土帯と表記）。外
北側から経筒外容器筒身破片（20）が、南
側で土師器鍋小破片（95）などが出土、近
接して石塔類（空）風火輪(Ｂ1076）など
を採取。人骨ＳＸ216。

601 138 Ｎ27 (略円形） 88・（80）・16 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗褐色土。人骨ＳＸ217。
時期不明の火葬土坑。

602 137 Ｎ27 (むすび形） (100)・94・27 ○ － ○ － － － － － ⅡＡ類。明黒褐色土。時期不明火葬土坑。

603 139 Ｏ27 楕円形 50・36・20 ○ － ○ － ○ －
土師器皿	

（139）破片
－

ⅡＢ類。暗褐色土。南側0.8m地点で空風火
輪(Ｂ1073・Ｂ1083）を採取。土師器皿（139）
は15ｃ中葉頃に比定、それ以降の火葬土坑
と推定。人骨ＳＸ218。

604 135 Ｎ28 瓢箪形 92・52・18 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。茶褐色土。人骨ＳＸ226。時期不
明火葬土坑。

605 136 Ｎ28
平行四辺	
形に近い

100・70・20 ○ － ○ － ○ －
土師器皿	
（140）

－

ⅡＢ類。暗褐色土。463号墓（墳丘ｃ）よ
り古い。土師器皿（140）は火を受ける、
14ｃ末～ 15ｃ前葉頃に比定。その頃の火
葬土坑と推測。人骨ＳＸ227。

606 149 Ｏ28
ﾑｻｻﾋﾞ形状	

（四隅突出	
形態）

190・85・21 ◎ ○ ◎ － ○ － － －

ⅠＡ類。茶褐色土。掘形に焼土帯。相輪（Ｂ
1138）・空風（火）輪（Ｂ1085）出土。南
東側0.5m地点で空風輪（Ｂ052）・（水）地
輪部（Ｂ1137）も出土。463号墓（墳丘ｃ）
に先行する火葬土坑。Ａ地区のＳＫ558と
類似形態の火葬施設。人骨ＳＸ235。

607 159 Ｏ28 不整楕円形 100・75・24 ◎ － ○ － ○ － － －
ⅠＡ類。茶褐色土。掘形に焼土帯。463号
墓（墳丘ｃ）に先行する火葬土坑。人骨Ｓ
Ｘ236。
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608 141 Ｏ28 不整形楕円 90・80・33 ◎ ○ ○ － ○ － － －

ⅠＡ類。暗茶褐色土。掘形に焼土帯。463
号墓（墳丘ｃ）に先行する火葬土坑。人骨
ＳＸ237。東側0.4 ～ 0.6m地点で2箇所から
人骨細片出土。熱残留磁化測定試料採取遺
構：Ａ.Ｄ.1370＋60年or－370年

（Ⅶ附篇2参照）。

609 158 Ｋ29 楕円形 80・60・40 － － － － － － － － Ⅳ類。暗褐色土。

610 ― Ｍ29 円形（歪み） 96・88・45 － － － － －

古銭
（銭22・銭23）
「煕寧元寳」

2枚

常滑産	
大甕（92）

－

Ⅲ類。462号墓（墳丘Ｂ）の大甕埋納土坑。
地輪（Ｂ1069）空（風）輪（Ｂ1054）出土。
古銭（銭22）は墳丘上表土の当該土坑付近
で、古銭（銭23）は大甕（92）内出土。大
甕（92）は15ｃ後半～ 16ｃ初頭頃に比定、
それ以降に築造の主体部施設。16世紀代の
納骨堂の可能性も。

611 150 Ｎ29 隅丸方形 80・70・31 － － － － － － － － Ⅳ類。暗褐色土。462号墓（墳丘Ｂ）より後出。

612 143 Ｏ29 円形 35・34・20 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗褐色土。空風（火）輪（Ｂ1097
～ 1099）・（空風輪欠）火輪（Ｂ1100）、

（空風）火水地輪（Ｂ1127）等が出土。

613 20 Ｏ29 隅丸長方形 75・40・22 － － ○ － ○ －
須恵器杯蓋	
破片（15）

－
ⅡＢ類。暗褐色土。須恵器杯蓋（15）破片
はＡ地区ＳＫ527から出土の破片と接合し、
７ｃ末～８ｃ前半代に比定。人骨ＳＸ238。

614 23 Ｏ29 長楕円形 100・65・23 － ○ ○ － ○ － － － ⅡＡ類。暗茶褐色土。人骨ＳＸ239。

615 21 Ｐ29 長楕円形 100・55・35 ◎ ○ ○ － ○ － － －
ⅠＡ類。暗茶褐色土。掘形に焼土帯。464
号墓（墳丘Ｄ）に先行する火葬土坑。
人骨ＳＸ244。

616 22 Ｐ29 楕円形 90・60・12 ◎ ○ ○ － － － － －
ⅠＡ類。暗茶褐色土。掘形に焼土帯。464
号墓（墳丘Ｄ）に先行の火葬土坑。

617 145 Ｐ29 不整楕円形 80・75・30 ◎ ○ － － ○ － － －
ⅠＡ類。暗褐色土。掘形に焼土帯。464号
墓（墳丘Ｄ）に先行する火葬土坑。
人骨ＳＸ248。

618 144 Ｐ29 隅丸方形 75・55・29 ○ ○ ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗茶褐色土。464号墓（墳丘Ｄ）
に先行する火葬土坑と推定。人骨ＳＸ249。

619 160 Ｌ30 隅丸方形 70・60・18 － － － － － －

土師器皿	
（144）、小皿	
（276 ～ 278）	

の小破片

－

Ⅲ類。暗黄褐色土。土師器皿・小皿破片は
4枚分に相当。16ｃ前半代に比定。内部か
ら宝篋印塔屋根部Ｂ1144出土。地輪Ｂ1070
も近接出土。火気使用の形跡なし。16ｃ前
半以降の火葬墓の可能性も考慮すべきか？

620 162 Ｍ30 隅丸三角形 60・40・23 － － － － － － － － Ⅳ類。暗黄褐色土。

621 163 Ｍ30 楕円形 60・38・20 － － － － － － － －
Ⅳ類。暗黄褐色土。宝篋印塔屋根部Ｂ1142
が近接して出土。

622 161 Ｎ30 Ｌ字変形 70・70・16 － － － － － － － － Ⅳ類。暗茶褐色土。

623 151 Ｎ30 円形 45・40・41 － － － － －

古銭	「□宋元
寳？」	ほか
2枚あり	

（銭208 ～
209）

土師器細片 －

Ⅲ類。暗黄褐色土。火気の形跡はないが、
出土銭貨（六文銭）は高熱で熔解付着して
いたので、一応火葬土坑としておく。銭貨
観察表参照。

624 152 Ｎ30 隅丸方形 60・60・38 － － － － －
判読不能銭	
3枚（銭210	

～ 212）

常滑焼大甕
（92）口縁部	

破片・
経筒外容器

小破片

－

Ⅲ類。暗褐色土。古銭は熔解付着で判読不
能。大甕（92）口縁部破片は462号墓（墳丘Ｂ）
のＳＫ610出土の大甕と接合可能。ＳＫ610
破壊後に混入ならば、かなり後代の火葬土
坑になる。経筒外容器小破片は12ｃ後葉～
13ｃ初頭に比定（Ａ地区からの散逸遺物の
一部）。

625 148 Ｎ30 隅丸方形 70・60・32 － － － － － － － －
Ⅳ類。茶褐色土。内部から一石五輪塔の地
輪部Ｂ1121・一石水地輪Ｂ1106・火水地輪
部Ｂ1122 ～Ｂ1124など出土。

626 19 Ｎ30 楕円形 90・75・50 － － ○ － － －
白磁碗小破片
（参考13）

－

ⅡＢ類。橙褐色土。白磁碗（参考13）は15
ｃ後半頃のものか。外南西側0.6m地点で土
師器皿・古銭4枚出土。また北東側１mで
も古銭2枚出土。

627 14 Ｏ30 楕円形 113・64・23 － ○ ○ － － － － － ⅡＡ類。茶褐色土。時期不明の火葬土坑。

628 15 Ｏ30 長楕円形 135・60・22 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。茶褐色土。時期不明の火葬土坑。
人骨ＳＸ250。

629 18 Ｏ30 隅丸方形 74・72・19 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗茶褐色土。時期不明の火葬土坑。
人骨ＳＸ251。

630 16 Ｏ30 不整楕円形 93・57・24 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗茶褐色土。時期不明の火葬土坑。
人骨ＳＸ253。

631 17 Ｏ30 楕円形 73・67・22 ○ ○ ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。茶褐色土。時期不明の火葬土坑。
人骨ＳＸ255。底部に0.3m大の川原石２個。

（第42図）

632 146 Ｐ30
隅丸方形	
（歪み）

110・75・20 ○ ○ ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗褐色土。時期不明の火葬土坑。
人骨ＳＸ256。

633 157 Ｐ30 隅丸台形 90・23・25 ◎ － － － ○ － － －
ⅠＡ類。暗褐色土。掘形に焼土帯。底部に
小穴（0.45m×0.3m）あり。時期不明の火
葬土坑。人骨ＳＸ257。
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634 156 Ｐ30 隅丸長方形 90・70・25 － － － － ○ － － －
ⅡＡ類。暗褐色土。464号墓（墳丘Ｄ）に
先行の火葬土坑か。人骨ＳＸ258。

635 155 Ｐ30 長楕円形 100・40・23 － － ○ － ○ － － － ⅡＡ類。暗褐色土。人骨ＳＸ259。

636 154 Ｐ30
長楕円形	
（歪み）

110・45・21 － － ○ － ○ － － － ⅡＡ類。暗褐色土。人骨ＳＸ260。

637 164 Ｍ31 楕円形 70・40・10 － － － － － － － － Ⅳ類。暗黄褐色土。

638 1 Ｍ31
不整長	
楕円形

115・50・15 ○ － ○ － － － － － ⅡＡ類。暗黄褐色土。時期不明の火葬土坑。

639 2 Ｎ31 楕円形 100・75・25 ◎ － ○ － ○ － － －

ⅠＡ類。橙褐色土。掘形に焼土帯。人骨Ｓ
Ｘ261。外北東側１mで空風火輪Ｂ1077・
空風（火）輪Ｂ1093 ～Ｂ1096などを採取。
時期不明の火葬土坑と考える。

640 3 Ｎ31 隅丸方形 116・105・30 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。黄褐色土。時期不明の火葬土坑。	
人骨ＳＸ263。（個別遺構第42図）

641 4 Ｏ31 不整形楕円 102・64・25 － ○ ○ － ○ －
土師器	

小碗（83）
－

ⅡＢ類。褐色土。人骨ＳＸ265。土師器小
碗（83）は16ｃ代に比定。ほぼ同時期頃の
火葬土坑と推測。（個別遺構第40図）

642 5 Ｏ31 隅丸台形 73・77・30 ○ ○ ○ － － － － － ⅡＡ類。暗茶褐色土。時期不明の火葬土坑。

643 6 Ｏ31 隅丸長方形 76・56・22 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。橙褐色土。時期不明の火葬土坑。	
人骨ＳＸ266。

644 7 Ｐ31 略円形 80・72・33 ◎ － ○ － － － － －
ⅠＡ類。暗褐色土。掘形に焼土帯。時期不
明の火葬土坑。

645 8 Ｐ31 不整形楕円 84・75・25 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。黒褐色土。時期不明の火葬土坑。
人骨ＳＸ268。（個別遺構第42図）

646 9 Ｐ31 楕円形 90・55・25 ◎ ○ － － ○ － － －
ⅠＡ類。茶褐色土。掘形に焼土帯。時期不
明の火葬土坑。人骨ＳＸ269。

647 153 Ｐ31 隅丸長方形 110・60・24 － － － － － － － － Ⅳ類。茶褐色土。

648 12 Ｏ32 隅丸方形 76・56・25 － － ○ － ○ － － － ⅡＡ類。茶褐色土。人骨ＳＸ270。

649 11 Ｏ32 不整楕円形 74・64・24 ◎ － ○ － ○ －
ロクロ土師器	
皿破片（34）

－
ⅠＢ類。茶褐色土。掘形に焼土帯。混入の
ロクロ土師器皿（34）破片は11ｃ代と推定。
それよりは後代の火葬土坑。人骨ＳＸ271。

650 10 Ｐ32 不整三角形 70・50・13 ○ ○ ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。茶褐色土。土坑ＳＫ651より古い。
時期不明の火葬土坑。人骨ＳＸ272。

651 10 Ｐ32 隅丸長方形 100・60・25 ○ ○ ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。茶褐色土。土坑ＳＫ650より新。
時期不明の火葬土坑。人骨ＳＸ471（旧Ｓ
Ｘ273を名称変更した）。

652 44 Ｐ32 楕円形 90・73・27 － ○ ◎ － － － － －
ⅡＡ類。暗褐色土。時期不明の火葬土坑。（個
別遺構第42図）

653 26 Ｐ32
隅丸方形	
（歪み）

80・63・30 ○ ○ ○ － － － － － ⅡＡ類。暗褐色土。時期不明の火葬土坑。

654 43 Ｐ32 不整楕円形 85・66・20 － － ○ － ○ － － － ⅡＡ類。暗褐色土。人骨ＳＸ274。

655 13 Ｎ33 楕円形 80・64・30 ◎ － ○ － ○ － －
鉄釘（参88）

1点
ⅠＢ類。茶褐色土。掘形に焼土帯。時期不
明の火葬土坑。人骨ＳＸ275。

656 25 Ｏ33 楕円形 80・65・25 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗茶褐色土。時期不明の火葬土坑。	
人骨ＳＸ276。

657 32 Ｏ33 不整楕円形 115・95・28 ○ － ○ － － － － － ⅡＡ類。暗褐色土。時期不明の火葬土坑。

658 24 Ｏ33 不整楕円形 90・66・30 ◎ － ○ － ○ － － －
ⅠＡ類。茶褐色土。掘形に焼土帯。時期不
明の火葬土坑。人骨ＳＸ277。

659 55 Ｏ33 不整楕円形 83・70・26 ○ ○ ○ － ○ － － －
ⅡＡ類。暗褐色土。時期不明の火葬土坑。
人骨ＳＸ278。

660 42 Ｐ33
不整形	

隅丸方形
85・78・26 ○ ○ ○ － ○ － － －

ⅡＡ類。褐色土。時期不明の火葬土坑。
人骨ＳＸ279。

661 27 Ｐ33
隅丸長方形	
（歪み）

98・78・28 ○ － ◎ － ○ － － －
ⅡA類｡黒褐色土。火葬土坑。人骨ＳＸ472（旧	
ＳＸ280を名称変更）。（個別遺構第42図）

662 28 Ｐ33 瓢箪形 142・80・22 ○ － ○ － ○
古銭「景徳元
寳」ほか３枚
（銭61 ～ 63）

－ －
ⅡB類｡ 朱塗小木片。銭貨観察表（銭61 ～
63）。熔解付着の銭貨2枚（銭62 ～ 63）は
判読不能。火葬土坑。人骨ＳＸ283。

663 29 Ｐ33 隅丸台形 64・58・17 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 褐色土。時期不明の火葬土坑。	
人骨ＳＸ284。

664 31 Ｑ33 不整台形 90・70・30 ○ － ○ － － － － － ⅡA類｡ 暗褐色土。時期不明の火葬土坑。

665 165 Ｍ34 不整楕円形 100・70・25 － － － － － － － － Ⅳ類。茶褐色土。

666 40 Ｎ34
不整形	

隅丸方形
100・88・30 ◎ ○ ○ － ○ － －

鉄釘（鉄56）
1点

ⅠB類｡ 茶褐色土。掘形に焼土帯。時期不
明の火葬土坑。人骨ＳＸ285。

667 56 Ｏ34 隅丸方形 70・68・27 － － ○ － － － － － ⅡA類｡ 暗褐色土。

668 33 Ｐ34 不整形楕円 95・78・25 ◎ － ○ － ○ － － －

ⅠA類｡ 暗褐色土。掘形に焼土帯。火葬用
土坑。人骨ＳＸ288。（個別遺構第42図）。
熱残留磁化測定試料採取遺構：ＡＤ1210年
±140年（附篇2参照）。

669 133 Ｐ34 （楕円形） （100）・76・20 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ670より古い。時
期不明の火葬用土坑。人骨ＳＸ289。
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670 132 Ｐ34 （略円形） 84・（80）・10 － － ○ － － － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ671よりも古く、
ＳＫ669よりは新しい。時期不明の火葬土
坑か。

671 30 Ｐ34
不整形隅	
丸長方形

122・102・17 ◎ － ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗褐色土。掘形に焼土帯。底部も
一面に赤く焼ける。ＳＫ670より新しい。
時期不明の火葬用土坑。人骨ＳＸ290。

672 131 Ｐ34 （隅丸方形） （60）・60・19 － － ○ － － － － － ⅡA類｡ 暗褐色土。

673 39 Ｑ34 不整楕円形 240・140・25 － ○ ○ － ○ － －
鉄釘(鉄	
78）1点

ⅡB類｡ 黒褐色土。時期不明の火葬用土坑。	
人骨ＳＸ291。

674 70 Ｑ34 不整形楕円 95・60・20 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡暗茶褐色土。時期不明の火葬用土坑。	
人骨ＳＸ293。

675 52 Ｑ34 楕円形 90・60・20 ○ ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。時期不明の火葬用土坑。	
人骨ＳＸ296。

676 41 Ｏ35 楕円形 112・95・30 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 茶褐色土。底部に石あり。時期不
明の火葬用土坑。人骨ＳＸ297。

677 54 Ｏ35 不整形楕円 118・76・29 ◎ － ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗茶褐色土。掘形に焼土帯。底部
に石あり。時期不明の火葬用土坑。人骨Ｓ
Ｘ298。

678 57 Ｐ35 隅丸方形 90・85・20 － ○ ○ － ○ － － －

ⅡA類｡ 暗褐色土。二重土坑（内部土坑規
模は0.38m×0.35m×0.1m）。底部に0.1m大
の石５個、0.23m大の石１個。時期不明の
火葬土坑。人骨ＳＸ299。

679 48 Ｐ35 略円形 55・48・20 － ○ ○ － － － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に石。時期不明の
火葬土坑。

680 47 Ｐ35 略円形 80・72・25 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に石。時期不明の
火葬土坑。人骨ＳＸ300。

681 36 Ｐ35 隅丸長方形 100・50・25 － － ○ － ○

古銭2枚（銭	
199・200）	

「咸平元寳」	
「永楽通寳」

－ －

ⅡB類｡ 黒褐色土。銭貨観察表（銭199 ～
200）参照。焼土はないが、銭貨が熔解付
着しており、火葬土坑と判断。人骨ＳＸ
301。

682 34 Ｐ35 略円形 84・75・20 － － ○ － ○

古銭5枚（銭	
55 ～ 59）	

「皇宋通寳」	
ほか

－

鉄釘3本	
（鉄69 ～	

70及び	
参考89）

ⅡB類｡ 黒褐色土。銭貨観察表（銭55 ～
59）。人骨ＳＸ302。南側0.3 ～ 0.4m地点で
古銭17枚（銭24 ～ 40）が遺構外出土。（個
別遺構第42図）　　　

683 35 Ｑ35 不整楕円形 80・60・20 － － ○ － ○ － －
鉄釘1本	

（参考91）
ⅡB類｡ 黒褐色土。人骨ＳＸ303。

684 134 Ｑ35 隅丸長方形 80・78・11 － － ○ － ○ － － － ⅡA類｡ 暗褐色土。人骨ＳＸ304。

685 123 Ｑ35 楕円形 90・80・20 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に石（0.1 ～ 0.2m大）
が4個並ぶ。時期不明の火葬土坑。人骨Ｓ
Ｘ305。

686 53 Ｑ35 楕円形 64・54・28 － － ○ － ○ － － － ⅡA類｡ 黒褐色土。人骨ＳＸ306。

687 142 Ｏ36 略円形 46・44・15 － － ○ － － － － － ⅡA類｡ 茶褐色土。

688 116 Ｐ36 隅丸方形 76・75・25 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に石（0.1 ～ 0.15m
大）6個あり。時期不明の火葬土坑。人骨
ＳＸ307。

689 49 Ｐ36 （隅丸方形） 74・（70）・28 － － ○ － － － － －
ⅡA類｡ 黒褐色土。底部に径0.15mの小穴。
土坑ＳＫ690より古い。

690 50 Ｐ36 隅丸長方形 115・65・25 ◎ － ○ － ○ － － －
ⅠA類｡ 暗橙褐色土。掘形に焼土帯。底部
も全面赤く焼ける。土坑ＳＫ689よりも新。
時期不明の火葬土坑。人骨ＳＸ308。

691 117 Ｐ36 隅丸長方形 80・65・28 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に石（0.1 ～ 0.15m
大）2個あり。人骨ＳＸ309。

692 118 Ｐ36 不整楕円形 105・80・33 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に石（0.25 ～ 0.3m
大）あり。	
時期不明の火葬土坑。人骨ＳＸ310。

693 129 Ｐ36 楕円形 110・95・25 － ○ ○ － ○ － －
鉄釘1本	
（鉄71）

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。時期不明の火葬土坑。	
人骨ＳＸ311。

694 51 Ｐ36 不整楕円形 110・100・15 － － ◎ － ○ － －
鉄釘1本	

（参考90）
ⅡB類｡ 黒褐色土。底部等に6個の石（0.15
～ 0.2m大）。人骨ＳＸ312。火葬土坑

695 124 Ｑ36 楕円形 60・50・20 － － ○ － ○ － － － ⅡA類｡ 暗褐色土。人骨ＳＸ313。

696 125 Ｑ36 隅丸方形 100・95・18 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。底部に石（0.25 ～ 0.3m
大）。人骨ＳＸ314。

697 126 Ｑ36 隅丸方形 82・76・40 － ○ ◎ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨ＳＸ
315。

698 127 Ｑ36 （楕円形） （66）・52・21 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ699より古。人骨
ＳＸ316。

699 128 Ｑ36 （楕円形） （80）・72・20 － ○ ○ － ○

古銭4枚	
（銭213 ～	

216）
「皇宋通寳?」	

ほか

－ －
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ698よりも新。銭
貨観察表（銭213 ～ 216）、1枚は判読不能。
火葬土坑。人骨ＳＸ317。

700 69 Ｐ36 隅丸方形 88・82・21 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。底部に間隔を置き、
石（0.2m大）が並ぶ。ＳＫ701より新。人
骨ＳＸ318。
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701 130 Ｑ37
（不整楕	

円形）
（80）・65・11 － ○ ○ － ○ － － －

ⅡA類｡ 黒褐色土。底部に間隔を置き、石
（0.2m大）が並ぶ。ＳＫ700より古。火葬土坑。	
人骨ＳＸ319。

702 58 Ｑ36 隅丸長方形 120・70・28 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。底部に0.3m大の川原
石が2個据わる。人骨ＳＸ320。

703 68 Ｏ37 長楕円形 120・80・30 － － ○ － ○ － － － ⅡA類｡ 茶褐色土。人骨ＳＸ321。

704 114 Ｐ37 （楕円形） 85・65・18 － － ○ － ○

古銭2枚（銭	
197・198）	

「元豊通寳」	
ほか

－ －
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ705より新。銭
貨観察表（銭197 ～ 198）参照。人骨ＳＸ
322。

705 115 Ｐ37 （楕円形） 120・85・35 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。ＳＫ704より古い。	
人骨ＳＸ323。

706 71 Ｐ37
不整形	
楕円

77・87・18 － ○ ○ － ○

古銭12枚	
（銭107 ～
118）「天聖元

寳」ほか

－ －

ⅡB類｡黒褐色土。ＳＫ707より新。火葬土坑。	
銭貨観察表（銭107 ～ 118）：永楽通寳7枚、
判読不能4枚ほか。熔解付着6枚。人骨ＳＸ
324。（個別遺構第42図）　　　　　　

707 72 Ｐ37 （隅丸方形） （88）・86・30 － － ○ － ○

古銭7枚（銭	
119 ～ 125）	
「開通元寳」	

ほか

－

鉄釘12点	
（鉄57 ～	
68）、燧金	
（鉄30）

ⅡB類｡ 茶褐色土。ＳＫ706より古。銭貨観
察表（銭119 ～ 125）、熔解付着4枚。焼土
や焼石はないが鉄釘などの遺物内容から火
葬土坑と判断。人骨ＳＸ325。

708 113 Ｐ37 隅丸方形 105・100・25 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に火を受けた石	

（約0.2m大）。火葬土坑。人骨ＳＸ326。	
（個別遺構第42図）

709 73 Ｐ37 長楕円形 112・42・14 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 黒褐色土。火葬土坑。人骨ＳＸ
327。

710 119 Ｐ37 （隅丸方形） 76・62・15 － － ◎ － ○ － －
鉄釘1本	
（鉄73）

ⅡB類｡ 黒褐色土。ＳＫ711・713より新。
人骨ＳＸ328。底部に0.35m大の石あり。

711 120 Ｐ37
（不整楕	

円形）
（100）・68・14 － － ○ － ○ － － －

ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ710・712より古。	
人骨ＳＸ329。

712 121 Ｐ37
（不整楕	

円形）
（80）・（70）・12 － ○ ○ － ○ － － －

ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ711よりも新、Ｓ
Ｋ714より古。火葬土坑。人骨ＳＸ330。

713 122 Ｐ37 （隅丸方形） 80・70・15 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ710・714より古、	
ＳＫ711より新。人骨ＳＸ331。

714 74 Ｑ37 隅丸長方形 106・66・18 － － ○ － ○ － －
鉄釘1本	
（鉄72）

ⅡB類｡ 黒褐色土。ＳＫ712・713・715よ
りも新。人骨ＳＸ332。底部に0.2m大の石
あり。

715 75 Ｑ37
（不整楕	

円形）
90・（70）・20 － ○ ○ － ○ － － －

ⅡA類｡黒褐色土。ＳＫ714より古。火葬土坑。	
人骨ＳＸ333。

716 59 Ｑ37 楕円形 105・85・15 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に0.25m大の川原石	
が2個据わる。火葬土坑。人骨ＳＸ334。

717 60 Ｑ37 隅丸方形 70・65・18 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。掘形南側は抜根で崩壊。	
火葬土坑。人骨ＳＸ335。

718 67 Ｑ37 隅丸長方形 110・65・25 － ○ ○ － ○ － －
鉄釘1本	
（鉄79）

ⅡB類｡ 暗褐色土。火葬土坑。人骨ＳＸ
336。

719 64 Ｏ38 隅丸方形 100・90・32 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。底部に0.1 ～ 0.2m大
の石４個遺る。径0.4mの小穴も。火葬土坑。
人骨ＳＸ337。

720 61 Ｐ38 隅丸方形 95・80・30 － ○ ○ － － － －
鉄釘4点	

（鉄74 ～ 77）
ⅡB類｡ 赤褐色土。底部に0.3m大の川原石3
個据わる。火葬土坑。（個別遺構第42図）

721 77 Ｐ38 不整楕円形 90・50・25 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 茶褐色土。底部に0.2m大の川原石2
個据わる。火葬土坑。人骨ＳＸ338。

722 45Ａ Ｐ38 （楕円形） 110・70・15 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。ＳＫ723より古。火葬
土坑。人骨ＳＸ339。

723 45Ｂ Ｐ38
（不整多	

角形）
110	・100・15 ○ － ○ － ○

古銭2枚（銭	
53・54）	

「洪武通寳」	
ほか

－ －
ⅡB類｡ 暗褐色土。ＳＫ722より新。底部に
0.2m大の石。銭貨観察表（銭53 ～ 54）。火
葬土坑。人骨ＳＸ340。

724 76 Ｑ38 隅丸長方形 120・63・35 － ○ ◎ － ○ － － －
ⅡA類｡ 黒褐色土。底部に焼石（0.1m大）
が３個据わる。火葬土坑。人骨ＳＸ341。

725 109 Ｐ38 隅丸方形 90・76・26 － ○ ○ － ○
古銭6枚（銭	
127 ～ 132）	
「判読不能」

－ －
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ726より新。銭貨
観察表（銭127～132）、熔解付着。火葬土坑。	
人骨ＳＸ342。

726 110 Ｐ38 （楕円形） （90）・78・18 － － ○ － － － － － ⅡA類｡ 暗黄褐色土。ＳＫ725・727より古。

727 46 Ｐ38 長楕円形 100・46・20 ◎ ○ ○ － ○

古銭4枚（銭	
48 ～ 51）	

「皇宋通寳」	
ほか

－ －
ⅠB類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ726・729より新。
掘形に焼土帯。銭貨観察表（銭48 ～ 51）。
火葬土坑。人骨ＳＸ343。

728 104 Ｑ38
（隅丸長	

方形）
90・70・20 － ○ ○ － ○ － － －

ⅡA類｡ 暗橙褐色土。底部に0.1 ～ 0.15m大
の石２個遺る。火葬土坑。人骨ＳＸ344。

729 112 Ｑ38 略円形 80・76・22 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。ＳＫ727より古。人骨Ｓ
Ｘ345。

730 111 Ｑ38 長楕円形 94・50・23 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に0.2m大の川原石2
個据わる。人骨ＳＸ346。

731 38 Ｑ38 隅丸長方形 92・58・20 ○ ○ ○ － ○
古銭1枚	
（銭52）	

「永楽通寳」
－ －

ⅡB類｡ 暗褐色土。ＳＫ732より新。底部に
0.15 ～ 0.25m大の石２個据わる。銭貨観察
表（銭52）。火葬土坑。人骨ＳＸ347。
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検出	
番号

小地区名 平面形状
規模

縦・横・深	(㎝ )
焼

土

焼

石

炭
化
物

灰
人
骨
片

銭貨 土器類 釘・刀子 備考

732 105 Ｑ39
（隅丸長	

方形）
92・（80）・21 － － ○ － ○ － － －

ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ731より古。
人骨ＳＸ348。

733 37 Ｑ38
隅丸平行	
四辺形

124・80・23 － － ○ － ◎

古銭7枚	
（銭41 ～ 47）
「開通元寳」	

ほか

－ －

ⅡB類｡ 黒茶褐色土。ＳＫ734より新。Ｓ
Ｋ734を含め底部に大小１８個の石（0.1 ～
0.3m大）が不規則に散在。銭貨観察表（銭
41 ～ 47）。熔解付着、火葬土坑。人骨ＳＸ
349。

734 63 Ｑ38 隅丸台形 96・66・17 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。ＳＫ733より古。
人骨ＳＸ350。

735 108 Ｒ38 不整楕円形 124・84・14 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に間隔を置き一対
の石（0.3 ～ 0.35m大）据わる。火葬土坑。
人骨ＳＸ351。

736 65 Ｐ39 楕円形 105・85・20 － － ○ － －
古銭1枚	
（銭60）

「皇宋通寳」
－ －

ⅡB類｡ 暗黄褐色土。底部壁際3 ヶ所に長径
0.2m前後の半円形小穴を穿つ。銭貨観察表

（銭60）。

737 62 Ｐ39 不整形楕円 130・110・50 ○ － ○ － ○

古銭6枚（銭	
68 ～ 73）	

「景徳元寳」	
ほか

－ －

ⅡB類｡ 暗褐色土。内側にも0.85×0.55m大
の小土坑。銭貨観察表（銭68 ～ 73）：熔解
付着で判読不能3枚。火葬土坑。人骨ＳＸ
352。（個別遺構第42図）

738 66 Ｐ39 不整形楕円 85・65・25 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。底部に3個の石（0.15 ～	
0.2ｍ大）。火葬土坑。人骨ＳＸ353。

739 102 Ｐ39 不整楕円形 118・80・20 － － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。ＳＫ740より新。人骨Ｓ
Ｘ354。

740 103 Ｐ39 隅丸方形 （90）・68・10 － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。ＳＫ739より古。人骨Ｓ
Ｘ355。

741 89 Ｑ39 （隅丸方形） 70・（60）・23 － ○ ○ － － － － － ⅡA類｡暗褐色土。ＳＫ742より古。火葬土坑。

742 90 Ｑ39 不整楕円形 98・66・25 － ○ ○ － ○
古銭2枚（銭	
105・106）	

「永楽通寳」
－ －

ⅡB類｡ 黒褐色土。ＳＫ741より新。銭貨観
察表（銭105 ～ 106）。人骨ＳＸ356。

743 106 Ｑ39 不整形楕円 132・98・32 － ○ ◎ － ○

古銭19枚	
（銭133 ～	
151）「開通元

寳」ほか

土師器皿	
（143）及び	
小皿（279）	
の各破片

－

ⅡB類｡ 黒褐色土。ＳＫ744より新。銭貨観
察表（銭133 ～ 151）、「永楽通寳」9枚、「政
和通寳」2枚、「煕寧元寳」1枚、判読不能6
枚（熔解付着・歪曲7枚）。土師器皿（143・
279）は15ｃ後葉～ 16ｃ初頭に比定。それ
以降の火葬土坑と推定。人骨ＳＸ357。

744 107 Ｑ39
（不整形	

楕円）
（180）・110・20 － ○ ○ － ○

古銭25枚	
（銭160 ～
184）「祥符元
寳」ほか

－
鉄釘1本	
（鉄80）

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ７４3・751より古。
銭貨観察表表（銭160 ～ 184）。「永楽通寳」
12枚、「皇宋通寳」など北宋銭10枚、「至正
通寳」1枚、判読不能2枚（熔解付着）。火
葬土坑。人骨ＳＸ358。

745 99 Ｑ39 隅丸長方形 102・72・20 － ○ ◎ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗橙褐色土。火葬土坑。
人骨ＳＸ359。

746 101 Ｑ40 （隅丸台形） 82・（66）・18 － － ◎ － ○ － － －
ⅡA類｡ 黒褐色土。ＳＫ747より新。
人骨ＳＸ360。

747 100 Ｑ40 （隅丸方形） 104・（74）・20 ○ － ◎ － ○

古銭5枚（銭	
185 ～ 189）	
「天禧通寳」	

ほか

－ －
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ746・748より古。
銭貨観察表（銭185 ～ 189）：判読不能銭1
枚を含む。火葬土坑。人骨ＳＸ361。

748 98 Ｑ39 不整形楕円 120・76・23 ○ － ◎ － ○
古銭2枚（銭	
190 ～ 191）	
「永楽通寳」

土師器小皿	
（280）破片

－

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ749より古、Ｓ
Ｋ747・750より新。銭貨観察表（銭190 ～
191）。土師器小皿（280）は16ｃ前半代に
比定。それ以降の火葬土坑。人骨ＳＸ362。
底部に溝（幅0.2m、長さ0.7m、深さ0.1m）
あり。

749 88 Ｑ40 隅丸長方形 145・110・30 － ○ ○ － ○

古銭18枚	
（銭86 ～ 103）
「天聖元寳」

ほか

土師器小皿	
（281）小破片

－

ⅡB類｡ 茶褐色土。土師器小皿（281）は16
ｃ前半代に比定、それ以降の火葬土坑。Ｓ
Ｋ748より新。銭貨観察表（銭86 ～ 103）。
人骨ＳＸ363。（個別遺構第42図）

750 97 Ｑ39
（隅丸長	

方形）
（110）・72・15 ○ － ○ － ○ － － －

ⅡA類｡ 暗橙褐色土。ＳＫ748・751より古。
火葬土坑。人骨ＳＸ364。

751 96 Ｑ39 隅丸長方形 106・78・20 － ○ ◎ － ○

古銭8枚（銭	
152 ～ 159）	
「淳化元寳」	

ほか

－ －

ⅡB類｡黒褐色土。ＳＫ744やＳＫ750より新。
銭貨観察表（銭152 ～ 159）：熔解付着2枚。
底部に5個の石（0.15 ～ 0.2m大）を方形に
配置。火葬土坑。人骨ＳＸ365。

752 147 Ｑ39 隅丸方形 84・76・16 － － － － －
古銭1枚

（銭207）
「永楽通寳」

－ － Ⅲ類。黒茶褐色土。銭貨観察表（銭207）。

753 94 Ｑ39 隅丸方形 88・86・22 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 茶褐色土。底部南側に7個の石（0.1
～ 0.4m大）を集積。火葬土坑。
人骨ＳＸ366。

754 95 Ｒ39 隅丸方形 102・82・20 ○ － ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 茶褐色土。底部中央（1）と周囲（10）
に計11個の石（0.1 ～ 0.2m大）を配置。火
葬土坑。人骨ＳＸ367。

755 92 Ｒ39 （隅丸方形） （100）・84・19 － － ○ － ○
古銭1枚

（銭196）
「永楽通寳」

－ －
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ756より古。銭貨
観察表（銭196）：鋳造文字明瞭。
人骨ＳＸ368。

756 93 Ｒ39 （隅丸台形） （100）・78・15 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡茶褐色土。ＳＫ755より新。火葬土坑。	
底部に石2個（0.2 ～ 0.3m大）据わる。	
人骨ＳＸ369。
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757 83 Ｐ40 隅丸方形 88・86・20 － － ○ － － － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。抜根。内部に更に土坑	

（0.72m、0.6m、0.1mと0.38m、0.32m、0.1m）	
あり。三重穴の土坑。

758 78 Ｐ40 長楕円形 146・72・25 － － ○ － ○ － － － ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨ＳＸ370。

759 79 Ｐ40 不整形楕円 （130）・80・23 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。抜根。火葬土坑。
人骨ＳＸ371。

760 80 Ｑ40 隅丸方形 60・54・15 ○ － ○ － － － － － ⅡA類｡ 暗褐色土。火葬土坑。

761 81 Ｑ40 長楕円形 96・60・18 － － ○ － ○ － － － ⅡA類｡ 暗褐色土。人骨ＳＸ372。

762 82 Ｑ40 隅丸方形 60・50・15 － － ○ － ○

古銭4枚（銭	
64 ～ 67）	

「永楽通寳」	
ほか

－ －
ⅡB類｡ 暗褐色土。銭貨観察表（銭64 ～
67）：熔解付着で判読不能3枚。火葬土坑。
人骨ＳＸ373。

763 85 Ｑ40 （隅丸方形） （80）・76・20 － － ○ － －

古銭6枚（銭	
201 ～ 206）	
「永楽通寳」	

ほか

－ －
ⅡB類｡ 暗褐色土。ＳＫ764より古。銭貨観
察表（銭201 ～ 206）：残存度良好3枚。

764 86 Ｑ40 （隅丸方形） （80）・80・20 － ○ ◎ － ○ － － －

ⅡA類｡ 黒褐色土。底部に3個の石（0.1 ～
0.15m）が遺る。ＳＫ763より新。北側0.4
ｍ地点でも古銭3枚（192 ～ 194）近接出土。
火葬土坑。人骨ＳＸ374。

765 87 Ｑ40 不整形楕円 125・70・20 － ○ ○ － ○ － － －
ⅡA類｡ 暗褐色土。火葬土坑。
人骨ＳＸ375。

766 84 Ｒ40 略円形 100・95・25 ○ － ○ － ○

古銭12枚	
（銭74 ～ 85）
「永楽通寳」

ほか

－
鉄釘1本	

（参考92）

ⅡB類｡ 暗褐色土。銭貨観察表（銭74 ～
85）：熔解付着2枚、判読不能1枚。底部に2
個の石（0.2 ～ 0.3m大）が一対遺る。火葬
土坑。人骨ＳＸ376。

767 91 Ｒ40 隅丸長方形 130・95・16 － － ○ － ○ －

土師器皿	
（141 ～ 142）、
小皿（244）破

片

鉄釘7本	
（鉄81 ～ 87）

ⅡB類｡ 暗黄褐色土。底部に0.5m、0.4m、
0.13mの小穴。石（0.3m大）が1個遺る。
土師器皿類（141・142・244）は15ｃ中葉
～後葉に比定。それ以降の火葬土坑。鉄釘
の残存度やや良好。人骨ＳＸ377。

規模
縦・横・深	(㎝ )

焼

土

焼

石

炭
化
物

灰
人
骨
片

銭貨 土器類 釘・刀子 備考

Ｂ地区	
土坑総計	
168基

土坑平均規模 93.9・70.1・23.0 63 61 149 0 129 29基 14基 15基

平均値は（　）内の推定数値を除外し算出
した。	
掘形に焼土帯を持つもの：20基(12％）	
遺物等が一切ない不明土坑9基（5.4％）
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768 欠番 Ｏ39 円形 60・60・17 ― ― ― ― ― ― ― ― Ⅳ類。暗茶褐色土。

769 242 Ｏ40 隅丸長方形 120・50・25 ― ― ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。

770 241 Ｏ40 略円形 45・40・38 ― ― ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。

771 297 Ｏ40 楕円形 115・80・15 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。時期不明の火葬土坑。	
人骨ＳＸ378

772 305 Ｐ40 略隅丸方形 75・65・45 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨ＳＸ379。

773 231 Ｐ～Ｑ40 楕円形 90・65・20 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。時期不明の火葬土坑。	
人骨ＳＸ380。土坑底部に小穴。

774 252 Ｍ～Ｎ41 不整楕円形 75・60・45 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ⅳ類。暗黄褐色土。底部に0.2㎝大の川原石
１個。

775 244 Ｏ41 略隅丸長方形 60・40・37 ― ― ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。

776 243 Ｏ41 略楕円形 60・50・30 ― ― ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。

777 301 Ｏ41 隅丸三角形 75・60・40 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨ＳＸ381。

778 240 Ｏ41 不整楕円形 100・80・47 ― ― ○ ― ○ ―
土師器小皿	
(245)破片,	
石鏃(5)

―

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。土師器小皿（245）は
15ｃ前葉～中葉頃に比定、それ以降の火葬
土坑。人骨ＳＸ382。（5）は平基無茎鏃（6
表・43図）

779 234 Ｐ41 略隅丸方形 105・80・58 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨ＳＸ383。

780 232 Ｐ41 長楕円形 180・100・47 ― ○ ○ ― ○ ―
縄文土器	

細破片混入
―

ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ784より古い火葬
土坑。人骨ＳＸ384。縄文土器片は混入。

781 233 Ｐ41 隅丸台形 85・80・42 ― ― ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。

782 300 Ｑ41 隅丸方形 50・50・15 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ783より古。
人骨ＳＸ385。

783 208 Q41 略楕円形 120・110・50 ― ○ ○ ― ◎
古銭2枚

（銭237 ～
238）

サヌカイト	
剥片混入

鉄釘１本	
（参考99）

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。銭貨観察表（銭237
～ 238）。ＳＫ785より古、ＳＫ782より新。
火葬土坑。人骨ＳＸ386。サヌカイト剥片
は混入遺物。
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土坑	
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検出	
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縦・横・深	(㎝ )
焼
土

焼
石

炭
化
物

灰
人
骨
片

銭貨 土器類 釘・刀子 備考

784 204 Ｑ41 不整楕円形 80・65・40 ― ○ ○ ― ○
古銭1枚	

（銭247）
サヌカイト	
剥片混入

―
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。銭貨観察表（銭247）。
ＳＫ780より新。火葬土坑。人骨ＳＸ387。
サヌカイトは混入。

785 205 Ｑ41 略隅丸方形 150・110・50 ― ○ ◎ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ783より新。火葬
土坑。人骨ＳＸ388。

786 302 Ｑ41 略円形 65・60・33 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。
人骨ＳＸ389

787 201 Ｑ41 やや扇形 60・45・10 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。
人骨ＳＸ390

788 202
Ｑ41	
～	

Ｒ41
長楕円形 175・100・18 ○ ○ ◎ ― ○ ―

土師器小皿	
（283）破片

―

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ789より古。土師
器小皿（283）は15ｃ後葉～ 16ｃ初頭頃に
比定、それ以降の火葬土坑。人骨ＳＸ391。

（写真第8図）

789 203 Ｑ41 隅丸長方形 85・65・28 ― ○ ◎ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ788より新。火葬
土坑。人骨ＳＸ392。

790 206 Ｑ41 長楕円形 90・50・45 ― ○ ○ ― ○
古銭4枚（銭	
257 ～ 260）

― ―
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。銭貨観察表（銭257
～ 260）：熔解付着。火葬土坑。
人骨ＳＸ393。

791 209
Ｑ41
～ 42

隅丸ひし形 140・80・37 ― ○ ○ ― ○
古銭2枚（銭	
245 ～ 246）

― ―
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。銭貨観察表（銭245
～ 246）判読不能1枚。火葬土坑。
人骨ＳＸ394。

792 207 Ｑ41 細長鉤形 145・50・30 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ793より古。火葬
土坑。人骨ＳＸ395。

793 210 Ｑ41 楕円形 （110）・50・25 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ794より古、ＳＫ
792より新。人骨ＳＸ396。

794 211
Ｑ41	
～ 42

不整楕円形 135・80・30 ― ― ◎ ― ○ ―
サヌカイト	
剥片混入

―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。ＳＫ793より新。底部
に0.2m大の川原石据わる。人骨ＳＸ397。

795 212
Ｑ～	
Ｒ41

隅丸三角形 85・60・25 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。
人骨ＳＸ398。

796 259 Ｐ42 略円形 110・90・35 ◎ ○ ○ ― ○ ―
サヌカイト	
剥片混入

―
ⅠA類｡暗茶褐色土。ｃ地区で唯一の焼土帯。	
火葬土坑。人骨ＳＸ399。サヌカイト剥片
は混入。

797 235 Ｐ42 ほぼ円形 70・65・40 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨ＳＸ400。

798 236 Ｐ42 略円形 90・80・45 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ799より古。人骨
ＳＸ401。

799 220 Ｑ42 略円形 90・85・47 ○ ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ798より新。火葬
土坑。人骨ＳＸ402。

800 215 Ｑ42 隅丸三角形 165・120・40 ○ ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。ＳＫ801～803より新。
底部に0.3 ～ 0.4m大の川原石２個。火葬土
坑。人骨ＳＸ403。

801 298 Ｑ42 略円形 	(75)・65・42 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ800より古。
人骨ＳＸ404。

802 299 Ｑ42 略円形 	(85)・75・30 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ800より古。
人骨ＳＸ405。

803 216 Ｑ42 不整台形 (80)・75・27 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。ＳＫ800より古。
人骨ＳＸ406。

804 217 Ｑ42 長楕円形 160・100・48 ― ○ ○ ― ○
古銭5枚（銭
224 ～ 228）

土師器	
小破片

―
ⅡB類｡ 黒茶褐色土。銭貨観察表（銭224
～ 228）。ＳＫ803・805・806より新。火葬
土坑。人骨ＳＸ407。

805 218 Ｑ42 隅丸長方形 (100)・75・30 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。ＳＫ804より古。
人骨ＳＸ408。

806 219 Ｑ42 長楕円形か (120)	・60・25 ○ ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。ＳＫ804・807より古、
ＳＫ816より新。火葬土坑。人骨ＳＸ409。

807 227
Ｑ42	
～ 43

隅丸長方形 100・70・30 ― ― ◎ ― ○
古銭8枚（銭	
229 ～ 236）

― ―
ⅡB類｡ 黒茶褐色土。銭貨観察表（銭229
～ 236）：判読不能1枚。ＳＫ806より新。
人骨ＳＸ410。

808 214 Ｑ42 隅丸長方形 105・80・25 ― ○ ○ ― ○
古銭6枚（銭	
239 ～ 244）

― ―
ⅡB類｡ 黒茶褐色土。銭貨観察表（銭239
～ 244）：溶解付着。火葬土坑。
人骨ＳＸ411。

809 289 Ｑ42 楕円形 (90)・75・25 ― ○ ◎ ― ○ ―
土師器	
小破片

―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。火葬土坑。
人骨ＳＸ412。

810 213 Ｒ42 楕円形 80・50・30 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。
人骨ＳＸ413

811 295 Ｏ43 楕円形 110・70・23 ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。

812 296 Ｏ43 隅丸方形 90・85・25 ○ ― ― ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。
人骨ＳＸ414

813 237 Ｐ43 不整楕円形 70・55・33 ― ― ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ814より新。

814 238 Ｐ43 隅丸三角形 120・85・42 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ813より古。
人骨ＳＸ415。

815 254 Ｐ43 略隅丸方形 80・85・40 ― ― ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。

816 228 Ｑ43 楕円形 (120)・(65)・32 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 黒茶褐色土。人骨ＳＸ416。

817 221 Ｑ43 楕円形 120・75・45 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。火葬土坑。
人骨ＳＸ417
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818 222 Ｑ43 略隅丸方形 115・110・30 ― ― ○ ― ○
	

古銭13枚（銭	
269 ～ 281）	

― ―
ⅡB類｡ 黒茶褐色土。銭貨観察表（銭269
～ 281）：溶解付着8枚、判読不能5枚。火
葬土坑。人骨ＳＸ418。

819 226 Ｑ43 不整台形？ 100	・(75）・45 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ820より古。人骨
ＳＸ419。

820 249 Ｑ43 （不整楕円） (160)・(100)・33 ― ― ◎ ― ◎ ― ― ―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。ＳＫ821より古、ＳＫ
819より新。人骨ＳＸ420。

821 250 Ｑ43 （長楕円形） (100)・(60)・45 ― ― ◎ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。ＳＫ820より新。人骨
ＳＸ421。

822 223 Ｑ43 不整楕円形？ (150)・(110)・50 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ223との間で（銭
254）「永楽通寳」出土。ＳＫ823 ～ 825よ
り古。火葬土坑。人骨ＳＸ422。

823 224 Ｑ43 不整楕円形 110・80・38 ― ○ ○ ― ○ ―
サヌカイト	
剥片混入

―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ822より新。火葬
土坑。人骨ＳＸ423。

824 225 Ｑ43 （楕円形？） (140)・	(80)・40 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ822・826より新、
ＳＫ825より古。火葬土坑。人骨ＳＸ424。

825 267 Ｑ43 （長楕円形） (165)・90・43 ― ○ ○ ― ○ ―
サヌカイト	
剥片混入

―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ824より新。火葬
土坑。人骨ＳＸ425。

826 266 Ｑ43 （不整楕円形？） (130)・(85)・22 ― ― ○ ― ○

	
古銭6枚（銭	
286 ～ 291）	

― ―

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。銭貨観察表（銭286
～ 291）：熔解付着2枚、判読不能1枚。Ｓ
Ｋ824・829より古。底部に0.3ｍ大の川原石。
火葬土坑。人骨ＳＸ426。

827 264 Ｏ44 不整楕円形 100・75・32 ― ○ ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑と推定。

828 239 Ｐ44 楕円形 80・70・30 ― ○ ○ ― ― ―

土師器皿	
（145 ～ 147）	

同小皿	
（282）破片

―
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。土師器皿（145 ～ 147
と282）は15ｃ後葉～ 16ｃ初頭頃に比定。
それ以降の火葬土坑と推定。（写真第8図）

829 265
Ｑ43	
～ 44

円形 80・80・25 ― ○ ○ ― ◎

	
古銭1枚	

（銭261）	
土師器細片 ―

ⅡB類｡ 黒茶褐色土。銭貨観察表（銭261）。	
火葬土坑。人骨ＳＸ427。

830 229 Ｑ44 隅丸半円形 100・70・38 ― ○ ○ ― ○ ― 土師器細片 ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨ＳＸ
428。

831 230 Ｑ44 隅丸長方形 140・90・30 ― ○ ◎ ― ◎

	
古銭6枚（銭	
248 ～ 253）	

土師器細片
鉄釘1本	
（鉄98）

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。銭貨観察表（銭248
～ 253）。ＳＫ832・833より新。火葬土坑。
人骨ＳＸ429。

832 268 Ｑ44 長楕円形？ (140)・50・18 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ831より古、ＳＫ
833より新。火葬土坑。人骨ＳＸ430。

833 278 Ｑ44 （不整楕円形？） (130)・(70)・30 ― ○ ○ ― ○

	
古銭2枚（銭	
284 ～ 285）	

―
鉄釘１本	

（参考100）

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。銭貨観察表（銭284
～ 285）：熔解付着。ＳＫ831・832より古、
ＳＫ834より新。火葬土坑。人骨ＳＸ431。

834 275 Ｑ44 （楕円形？） (90)・(80)・25 ― ○ ○ ― ○
古銭1枚	

（銭267）
― ―

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。銭貨観察表（銭267）。	
ＳＫ833より古、ＳＫ835より新。火葬土坑。	
人骨ＳＸ432。

835 274 Ｑ44 （不整楕円形？） (160)・(90)・17 ― ○ ○ ― ○

	
古銭4枚（銭	
263 ～ 266）	

土師器皿２枚	
（148 ～ 149）	

破片

刀子1本	
（鉄25）

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。皿（148・149）は15
ｃ中葉～後葉頃に比定、それ以降の火葬	
土坑。銭貨観察表（銭263 ～ 266）。ＳＫ
834	
より古。人骨ＳＸ433。

836 247
Ｐ～	
Ｑ45

略円形 60・60・30 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨ＳＸ434。

837 245
Ｐ45	
～ 46

不整形楕円 140・105・23 ― ○ ― ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨ＳＸ
435

838 290 Ｑ45 （長楕円？） (80)・50・25 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ839より古。火葬
土坑。人骨ＳＸ436。

839 277 Ｑ45 ほぼ円形 60・50・30 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ838・840より新。	
火葬土坑。人骨ＳＸ437。

840 276 Ｑ45 （不整楕円？） (90)・45・28 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ839より古。	
火葬土坑。人骨ＳＸ438。

841 304 Ｐ46 隅丸長方形 85・60・30 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨ＳＸ
439。

842 248
Ｐ46 ～	
Ｑ46

不整台形 90・75・40 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 黒茶褐色土。人骨ＳＸ440。

843 285 Ｑ46 （隅丸長方形？） (85)・(55)・27 ― ○ ◎ ― ◎ ― ― ― ⅡA類｡ 黒茶褐色土。火葬土坑。人骨SX441

844 255 Ｑ46 不整台形 120・80・32 ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨SX442

845 284 Ｑ46 （隅丸長方形？） (80)・(60)・20 ○ ― ○ ― ― ― 土師器細片 ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ846より新。火葬
土坑。

846 286 Ｑ46 （隅丸長方形？） (90)・(60)・23 ○ ○ ○ ― ○ ― 土師器細片 ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ845より古。火葬
土坑。人骨SX443。

847 261 Ｐ47 隅丸長方形 70・50・37 ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨SX444

848 294 Ｐ47 略隅丸方形 100・90・20 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨SX445
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849 270 Ｑ47 （不整楕円形？） (110)・(80)・23 ― ○ ○ ― ○ ―
土師器小皿	

２枚（284 ～	
285）

―
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。小皿（284 ～ 285）は
15ｃ後葉頃に比定、それ以降の火葬土坑。	
ＳＫ850より古。人骨SX446。

850 271 Ｑ47 （楕円形） (130)・(90)・32 ― ○ ○ ― ◎ ―
サヌカイト	
石鏃1点（3）	

混入
―

ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ849・851より新。	
火葬土坑。人骨SX447。

851 272 Ｑ47 （楕円形か） (100)・(65)・25 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 茶褐色土。ＳＫ850より古。人骨
SX448。

852 256 Ｏ48 隅丸台形 190・160・25 ― ○ ◎ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗黄褐色土。火葬土坑。人骨SX449

853 262 Ｐ48 楕円形 80・65・20 ― ― ○ ― ○

	
古銭2枚（銭	
255 ～ 256）	

― ―

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。銭貨観察表（銭255
～ 256）：熔解付着。ＳＫ855より新。
火葬土坑。	
人骨SX450。

854 257 Ｐ48 長楕円形 100・60・23 ― ○ ◎ ― ○ ― ―
鉄釘5本	

（鉄93 ～ 97）
ⅡB類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨SX451

855 246 Ｑ48 略楕円形 115・75・25 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。ＳＫ853より古。
人骨SX452。

856 288 Ｑ48 （楕円形か） (100)・(60)・33 ― ○ ○ ― ○ ―

ロクロ土師	
器皿（32）
底部破片、
土師器小皿	

（164）破片

―

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。ロクロ土師器皿（32）
は11ｃ代～のもの。小皿（164）は13ｃ後
葉～ 14ｃ前葉頃に比定、それ以降の火葬土
坑。人骨SX453。

857 283 Ｑ49 （楕円形？） (160)・(120)・20 ○ ○ ◎
サヌカイト	
剥片混入

鉄釘１本	
（参考101）

ⅡB類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨SX454

858 303 Ｐ49 楕円形 65・55・17 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 黒茶褐色土。人骨SX455。

859 273 Ｑ49 （隅丸方形） (145)・(100)・30 ○ ○ ○ ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨SX456

860 280 Ｑ50 楕円形 120・(100)・37 ― ― ○ ― ○ ―
サヌカイト	
剥片4点	
混入

― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨SX457。

861 279 Ｑ50 隅丸三角形 120・(90)・45 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨SX458

862 281 Ｑ51 （隅丸方形） (155)・(120)・50 ― ― ○ ― ○ ―
縄文土器	
深鉢（11）	
破片混入

― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨SX459。

863 291 Ｐ52 隅丸台形 110・100・38 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨SX460。

864 282 Ｑ52 （楕円形） (140)・(100)・32 ― ― ○ ― ― ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。

865 263
Ｐ～	
Ｑ53

略円形 80・75・35 ○ ○ ◎ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 黒茶褐色土。火葬土坑。人骨SX461

866 293 Ｏ54 不整楕円形 120・85・25 ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨SX462

867 253 Ｐ54 釣鐘形 120・90・15 ― ― ◎ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡ 黒茶褐色土。底部の2/3に岩盤。	
人骨SX463。

868 292 Ｐ54 楕円形 100・80・18 ― ― ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡暗茶褐色土。掘形の肩に0.4m大の石。	
人骨SX464。

869 287 Ｑ54 （略円形） (85)・75・42 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。人骨SX465。

870 258 Ｏ57 隅丸長方形 130・95・20 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 暗茶褐色土。火葬土坑。人骨SX466

871 251 Ｎ59 楕円形 130・90・23 ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ⅡA類｡ 黒茶褐色土。火葬土坑。人骨SX467

872 260 Ｏ59 隅丸方形 120・105・25 ― ○ ○ ― ○ ― ― ―
ⅡA類｡暗茶褐色土。掘形の肩に0.8m大の石。	
火葬土坑。人骨SX468。

873 269 Ｐ59 略円形 70・70・22 ○ ― ○ ― ― ― ― ―
ⅡA類｡ 暗茶褐色土。底部に0.4m大の石。	
火葬土坑

規模
縦・横・深	(㎝ )

焼
土

焼
石

炭
化
物

灰
人
骨
片

銭貨 土器類 釘・刀子 備考

Ｃ地区	
土坑総計	
106基

土坑平均規模 101.4・73.3・31.7 17 56 102 0 91 15基 24基 ６基
（　）内の数値は除外して平均値を算出した。	
掘形に焼土帯を持つもの：１基（0.9％）	
遺物等が一切ない不明土坑：２基（1.9％）

第 17 表　Ｃ地区検出　土抗群一覧　ＳＫ 768 ～ＳＫ 873・第 28 ～ 33 図
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報告 
番号

器種 
（名称）

地区名 出土遺構等
法　量（cm・ｇ）

材　料 時　期 備　考　欄
長径 短径 厚み 重さ

1 石鏃 Ｃ地区 P41暗黄褐色土 1.8 1.4 0.5 0.375 サヌカイト 未確定 凹基無茎鏃。第43図、写真第9図。

2 石鏃 Ｃ地区 Ｏ42暗黄褐色土 1.7 1.6 0.4 0.395 サヌカイト 未確定 凹基無茎鏃。第43図、写真第9図。

3 石鏃 Ｃ地区 Ｑ47ＳＫ850直上 2.5 1.8 0.5 0.595 サヌカイト 未確定 凹基無茎鏃。第43図、写真第9図。

4 石鏃 Ｃ地区 Ｐ41表土 3.4 2 0.5 1.46 サヌカイト (後期か？）
凹基無茎鏃（五角形鏃）。第43図、
写真第9図。

5 石鏃 Ｃ地区 Ｐ41ＳＫ778 2.9 2 0.6 0.855 サヌカイト 未確定 平基無茎鏃。第43図、写真第9図。

6 石鏃 Ｃ地区 Ｐ41暗黄褐色土 2.2 2 0.3 0.585 サヌカイト 未確定 未製品。第43図、写真第9図。

7
二次加工
痕有剥片

Ｃ地区 Ｑ49ＳＫ857 8.2 4.1 1.6 26.6 サヌカイト (後期か？） 第43図。

10 磨石 Ｃ地区 Ｎ40表土 5.6※ 8.2※ 5.2 272.61 砂岩 未確定
残存部のみの計測数値。第43図、
写真第9図。

11 敲石 Ｃ地区 Ｑ43表土下層 7.2 5.6 3.1 170 砂岩 未確定 敲打痕あり。第43図、写真第9図。

報告 
番号

器種 地区名 出土遺構等 残存度 胎土 色調 成形技法等 時期 備考欄

8 深鉢 Ｃ地区 Ｑ51ＳＫ862
体部破片 
8×6cm

密～ 5mm 
白色小石多含

鈍い赤褐色 
2.5ＹＲ4/4

内面：ナデか（？） 
外面：施文らしい痕跡あり

早期後葉 9の深鉢とよく似たタイプ。第43図。

9 深鉢 Ｃ地区 Ｎ40表土
体部破片 
13×9cm

密～ 5mm 
白色小石含
砂粒多

鈍い赤褐色 
5ＹＲ4/4

内面：斜行沈線あり 
外面：菱形文斜格子状に施文

早期後葉 高山寺式新タイプ。第43図、写真第9図。

第 18 表　出土遺物観察表　縄文時代の遺物（久保勝正・奥義次両氏の作成による。）（第 43 図）

報告 
番号

実測 
番号  

器種 
名称

出土遺構 
新番号

形状 
遺存状態

口径 
（cm）

器高 
（cm）

底径 
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法 

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

12
22－ 
3048

須恵器 
杯蓋

Ｎ16 
92号墓及び 
Ｎ15 
80号墓西側 
及び東斜面

破片 約12.1 約5.5 ― やや密 並 暗灰色
ロクロ水挽きナデ 
天井部外面ロクロ 
ヘラ削り

6ｃ前半頃 ―
ＭＴ15号窯型式併行
紐（ツマミ）なし
第44図

13
22－ 
3115

須恵器 
杯蓋

Ｎ14 ～ 15 
78号墓東斜面 
Ｎ16東斜面他

天井部～口縁
一部
破片接合

約14 約5.1 ―
やや密（微

砂粒）
並 暗灰色

ロクロ水挽きナデ 
天井部外面ロクロ 
ヘラ削り

6ｃ前葉～
中葉

― 第44図

14
22－ 
3046

須恵器 
杯蓋

Ｋ19 
ＳＫ520隣接 
のＳＸ158

紐付天井部分
小破片

不明 不明 ― 精良 良 淡灰白色
ロクロ水挽き 
天井部ロクロヘラ 
削り、紐貼付け

（7ｃ末）～
8ｃ前半

(15)(16)共伴 第44図

15
22－ 
3047

須恵器 
杯蓋

Ｊ20ＳＫ527 
Ｂ地区Ｏ29 
ＳＫ613

破片接合約
1/3残存

約16.4 約3.9 ― やや精良 良 淡灰色
ロクロ水挽き 
天井部ロクロヘラ 
削り、紐貼付け

（7ｃ末）～
8ｃ前半

(14)(16)共伴
自然釉。
第44図

16
22－ 
3045

須恵器 
杯蓋

Ｊ20  
ＳＫ527

紐部分小破片 不明 不明 ― やや密 並 灰色
ロクロ水挽き 
天井部ロクロヘラ 
削り、紐貼付け

8ｃ前葉～
中葉

(14)(15)共伴 第44図

17
22－ 
3008

須恵器甕
Ｋ19 
ＳＫ520隣接 
のＳＸ158

大略完形
（口縁部約1/2

欠失）
10.8 18 6.8 やや密 並 淡青灰色

ロクロ水挽き 
体部下半ロクロ 
ヘラ削り

7ｃ末～
8ｃ初頃

311 ～ 312号墓、
316号墓に囲まれた
墓間通路直下で検
出。人骨ＳＸ158多
量に収納

猿投産。岩崎41期併行。
第44図
写真第9図

18
22－ 
3116

経筒外容器 
筒身 

（上半部）

Ｋ15 ～ 16 
263号墓南

口縁部
約1/8弱残存

復元径 
約16.5

不明 不明
やや密（微

砂粒）
不良 
脆弱

淡灰白色
口縁部横ナデ、 
ほか不明

12ｃ後葉～
13ｃ初

（～前葉）
―

胎土・色調・成形技法・法量
等の比較から(19)と同一個体
と推定。
第44図

19
22－ 
3117

経筒外容器 
筒身 

（下半部）

Ｌ～Ｍ15 
266号墓 
北斜面

底部
約1/6残存

不明 不明
復元径 
約11.2

やや密
3.0mm砂

粒含

不良 
脆弱

淡灰白色
体部下端ヘラ削り 
他不明

12ｃ後葉～
13ｃ初

（～前葉）
―

胎土・色調・成形技法・法量
等の比較から(18)と同一個体
と推定。第44図

20
22－ 
3080

経筒外容器 
筒身 

（上半部）

Ｊ～Ｋ14 
163号墓、 
Ｌ16 
182号墓下層 
183号墓埋土、 
Ｂ地区Ｋ25 
ＳＫ600北側他

破片接合
口縁部～体部
約1/3残存
体部下半・底
部欠失。

復元径 
約16.6

不明 不明
やや密（微

砂粒）
良 乳灰白色

内面横ナデ 
粘土紐結合痕、 
口縁部～体部 
を横ナデ

12ｃ後葉～
13ｃ初

（～前葉）

（複数地点出土の破
片を接合）

胎土・成形技法・法量等から
(21)と同一個体と推定。
第44図

21
22－ 
3082

経筒外容器 
筒身 

（下半～ 
底部）

Ｋ15 
159号墓 
埋土

破片接合
底部約１/4残
存
口縁部欠失。

不明 不明
復元径 
約13.0

やや密
3.0mm砂

粒含
良

外面： 
暗灰褐色 
内面： 
乳灰白色

内面横ナデ 
粘土紐結合痕 
指圧痕あり、 
外面乱方向ナデ

12ｃ後葉～
13ｃ初

（～前葉）
―

胎土・法量等の比較で(20)と
同一個体。
第44図

22
028－ 
01

経筒外容器 
（上半部）

Ｂ地区 
Ｎ30 
ＳＫ624

口縁部
約1/8残存

約15.0 不詳 不詳 やや密 並

外面：灰色 
7.5Ｙ5/1 
内面：灰白 
7.5Ｙ7/1

粘土紐巻上げ 
痕跡あり

12ｃ後葉～
13ｃ初

（～前葉）
―

口縁端部は（20）に類似し内
側に曲げるタイプ。
第44図

23
22－ 
3081

経筒外容器 
筒身

（上半部・
下半部欠失）

Ｌ16 
185号墓 
183号墓 
182号墓 
盛土下層

口縁部～体部
破片接合
約1/2残存
体部下半～底
部欠失。

復元径 
約14.8

不明 不明
やや粗（3
～ 4mm大
の小石含）

並 乳白灰色

内面横ナデ 
口縁部～体部 
横ナデ 

（他不明）。

12ｃ後葉～
13ｃ初

（～前葉）

複数地点出土の破
片を接合

口縁端部は蓋受け部の立上が
りをもつ。
第44図

24
22－ 
3040

白磁合子 
（身）

Ｍ16地区 
表土

約1/9残存 約8.2 約2.0 約8.2 良 良
乳灰白色 

（釉薬）
ロクロナデ 12ｃ代 ―

(25)より小振り。
第44図

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）
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報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

25
026－	
05

白磁合子	
（身）

Ｌ16	
194号墓	
ＳＸ282

口縁部
約1/5残存

約9.2 約2.0 約8.8 密 並
淡灰白色	

（釉薬）
ロクロナデ 12ｃ代 人骨（ＳＸ282） 第44図

26
22－	
3052

陶器	
蓋	

（紐付山茶碗）

Ｌ16	
182号墓	
盛土内

口縁～紐部
（底部）約1/2
弱残存。接合
復元。

復元径	
約15.2

約7.3
約6.2	
紐付き

やや密（微
砂粒）

並 淡灰色
ロクロ水挽き	
底部糸切り	
紐貼付け。

12ｃ末葉～
13ｃ前半代

外容器(27)の
一部破片と共伴

山茶碗底部に紐を付けた形。
外容器(27)の蓋と推定。
第44図
写真第9図

27
22－	
3051

経筒外容器	
筒身

Ｊ～Ｋ17	
282号墓、	
Ｌ16	
182号墓	
盛土内下層、	
Ｎ15地区	
東斜面ほか

底部
約1/5弱残存
口縁端部約
1/2弱残存他
破片接合完形
復元

復元径	
約13.2

約22.8
復元径	
約13.0

やや密
3.0mm砂

粒含
並 暗灰白色

内面指圧痕＋	
横位ナデ	
口縁部横～	
体部横ナデ、	
下部に縦位	
ナデもあり。

12ｃ後葉～
13ｃ初頃～

（前半代）

蓋(26)共伴　
複数地点出土の
破片を接合

中世墓域の現状変更に伴い散
逸したか。蓋(26)とセット関
係を推定。
第44図
写真第9図

28
22－	
3054

陶器蓋
Ｌ16	
182号墓	
盛土内

紐付天井部の
小破片接合約
1/4残存

不明 不明 ―
やや密（微

砂粒）
不良 淡灰色

ロクロナデ	
紐貼付け

12ｃ後半
～ 13ｃ初頃

（～前半代）

外容器(29)の
一部破片と共伴

(29)経筒外容器の蓋。器壁面
劣化。
第44図

29
22－	
3050

経筒外容器	
筒身

Ｌ16	
182号墓盛土部	
183・266号墓、	
Ｌ17	
208号墓	
暗黄褐色土、	
Ｍ17	
201号墓、	
Ｎ18	
99号墓北隅他

破片接合
約4/5残存

復元径	
約13.7

約27.1
復元径	
約14.1

やや密 並

外面：	
黒褐色	
内面：	
淡灰色

内面指圧痕＋	
横位ナデ	
口縁部～体部	
横ナデ。

12ｃ後葉
～ 13ｃ初頃

（～前半代）

蓋(28)と共伴
複数地点出土の
破片を接合

中世墓域の現状変更に伴う散
逸破片。(28)蓋とセット関係。
第44図
写真第9図

30
004－	
03

土師質	
円筒状	
平底容器

Ｍ17　					
201号墓	
埋土

底部小破片 不詳 不詳 約12.0 やや粗 並 明橙褐色
内外面ナデ	

（他不明）
12ｃ末～　
13ｃ初頃？

（31）共伴
伊勢市蓮台寺滝ノ口経塚群で
も同類遺物出土。
第44図

31
004	
－04

土師質	
円筒状	
平底容器

Ｍ17	
201号墓	
埋土

底部小破片 不詳 不詳 約8.0 やや粗 並
鈍乳	
灰橙色

内外面ナデ	
（他不明）

12ｃ末～　
13ｃ初頃？

（30）共伴
266号墓からも同類破片出土。
第44図

32
010	
－08

ロクロ	
土師器皿

Ｃ地区	
Ｑ48	
ＳＫ856埋土

底部破片 不詳 不詳 約3.2 やや粗 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ロクロ成形	
底部糸切り

11ｃ代～
土師器小皿　　　
　　(164）

経塚との関係も考慮。蓋など
への転用も可。
第44図

33
021	
－05

ロクロ	
土師器皿

Ｊ18	
292号墓埋土

底部破片 不詳 不詳 約4.0 やや粗 並 鈍・黄橙色
ロクロ成形	
底部糸切り

11ｃ代～ ―
同上。
第44図

34
004	
－09

ロクロ	
土師器皿

Ｂ地区	
Ｏ32	
ＳＫ649

底部破片
1/4残存

― ― 約4.5 やや粗 並
橙色	
7.5ＹＲ6/6

ロクロ成形	
底部糸切り

11ｃ代～ ―
同上。
第44図

35 追加3
ロクロ	
土師器皿

Ｎ13	
124号墓

底部破片 ― ― 約4.2 精良 良
明赤褐色	
5ＹＲ5/6

ロクロ成形	
底部糸切り

11ｃ代～ ―
器壁摩耗、ひび割れ
第44図

36
011	
－02

ロクロ	
土師器皿

Ｎ20 ～ 21	
221号墓	
ＳＫ533周溝内

底部破片 不詳 不詳 約4.5 やや粗 並 浅黄橙色
ロクロ成形	
底部糸切り

11ｃ～　　
12ｃ代

(37)共伴
経塚との関係も考慮。蓋など
への転用も可。
第44図

37
011	
－01

ロクロ	
土師器皿

Ｎ20 ～ 21	
221号墓	
ＳＫ533	
周溝内

底部破片 不詳 不詳 約4.2 やや粗 並 鈍・黄橙色
ロクロ成形	
底部糸切り

11ｃ～　　
12ｃ代

(36)共伴
同上。
第44図

38
004	
－10

ロクロ	
土師器皿

Ｍ16	
ＳＫ495埋土

底部
約1/8弱残存

不詳 不詳 約7.0 やや粗 並 橙色
ロクロ成形	
底部糸切り

11ｃ～　　
12ｃ代

―
同上。
第44図

39
22－	
3006

陶器	
常滑産	
壺

Ｎ16	
88号墓	
ＳＸ76　

約1/2強残存
口縁部欠失
接合完形復元

不詳	
（復元

径	
約9.5）

残存部	
約22.5

約10.2 やや密 並
暗赤	
銅褐色

粘土紐巻上げ	
ナデ、ヘラ削り	
外面ハケ目	

（底から胴部）

12ｃ中葉～
　（13ｃ前
葉）

人骨小片（ＳＸ
76）	天目茶碗破片

（67）

頸部～肩部にヘラ描き沈線
二条平行。
第45図・写真第9図

40
029	
－01

陶器	
渥美産	
壺

Ｌ21	
220号墓	

（壺№3）
大略完形 約11.8 約23.9 約9.0

やや密
2mm砂粒

含
並

暗灰褐色口
縁端部～肩
部に灰かぶ
り

ロクロナデ	
体部外面ハケ状工
具ナデ、下端ヘラ
削り

12ｃ末～　
13ｃ初頃

山茶碗(56)を蓋にし
て人骨(ＳＸ176)を
埋納。盛土内から
土師器皿（136）

窯印（逆Ｌ字形ヘラ記号）、
体部に穿孔一ヶ所。
第45図
写真第9図

41
22－	
3026

瓦器小碗
Ｎ24	
443号墓	
ＳＸ193

略完存に近い
状態

約10.7 約4.9 約3.0 やや密 並 暗灰黒色
口縁部横ナデ	
高台貼付け	

（径3.0cm）

12ｃ末葉～
13ｃ前半代

常滑三筋壺(42)と人
骨（ＳＸ193）共伴

蔵骨器蓋に転用。
第45図
写真第9図

42
22－	
3002

陶器	
常滑産	
三筋壺

Ｎ24	
443号墓	
ＳＸ193

口縁部欠失
他は完存

不明
残存	
約24.1

約8.6
粗7mm砂

粒含
並

暗赤褐色肩
部から自然
釉垂流・火
面明瞭。

三筋施文体部下半
ヘラ削り（底部外
面砂粒圧痕）

12ｃ後半代
～

瓦器小碗（41）と
人骨（ＳＸ193）共
伴

瓦器小碗を蓋として蔵骨器に
転用。
第45図
写真第9図

43
22－	
3001

陶器	
渥美産	
壺

Ｏ22	
235号墓　　　
　　

略完形（口縁
端部一部欠失
完形復元）

約11.0 約27.0 約9.7 やや密 並

暗灰褐色	
淡黄灰色	
自然釉かぶ
りあり

ナデ	
体部下端ヘラ削り

12ｃ後半代
～

刀子(鉄参考36）を
副葬。内部に人骨
ＳＸ205が充満。

蔵骨器に転用（扁平な石を蓋
に）。
第45図
写真第9図

44
22－	
3024

陶器	
常滑産	
三筋壺（？）

Ｍ15表土	
Ｍ14	
130号墓南側	
石列内及び	
Ｍ14 ～ 15、	
Ｎ14、Ｏ15区	
包含層

口縁部～体部
約1/3強残存

（底部欠失）
約10.9 不詳 不詳

やや密
3.0mm砂

粒含
並

外面：褐色	
内面：淡黄	
　　　褐色

ロクロナデ	
内面指圧痕、	
肩部に沈線

12ｃ代
複数箇所から出土
の破片を接合

第45図
写真第9図

45
22－	
3013

陶器	
常滑産	
片口鉢

Ｌ16	
182号墓	
盛土内	
Ｌ16	
266号墓	
183号墓他

接合
約3/5残存（完
形復元）

約19.4 約8.3 約11.2
やや密（砂

粒含）
良 赤褐色

ナデ	
口縁部横ナデ	
体部下半ヘラ削り

14ｃ後半代
～

(20)(23)(26)(27)(28)
(29)等と共伴
複数地点出土の破
片を接合

歪みあり・底部内面に自然釉。
底部外面砂粒圧痕。
第45図
写真第9図

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）



－167－

報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

46
22－	
3004

陶器	
常滑産	
壺

Ｌ17	
208号墓	
ＳＸ174（№1）

口縁部欠失
頸部一部復
元、他完存

不明
残存部	
約20.0

約10.2
粗（4 ～
7mm大小
石含む）

不良
淡黄褐色	

（焼成不良に
よる）

ナデ	
体部下端	
ヘラ削り？

14ｃ代
小刀（鉄12）副葬。
常滑産壺(47)出土

（人骨ＳＸ174）

蔵骨器に転用。器表面凍結等
で剥離か？
第45図・写真第10図

47
22－	
3003

陶器	
常滑産	
壺

Ｌ17	
208号墓	
ＳＸ175	

（№2）

略完形
（口縁端部一
部欠失）

9.8 22.4 9.7

やや粗（2
～ 4ｍｍ大
白色小石
含む）

並
鈍灰橙茶褐
色

横ナデ	
体部下端ヘラ削り
肩部ヘラ描き沈線
二条平行、窯印あ
り

14ｃ中葉頃
～

刀子（鉄01）副葬。
常滑産壺(46)出土、

（人骨ＳＸ175）

蔵骨器に転用。底部び割れ（壺
としては二級品とのこと）。
第45図
写真第10図

48
22－	
3007

陶器	
瀬戸産	
広口壺

Ｌ15	
80号墓	
東側斜面　　　
　　

約1/2欠失
破片接合完形
復元

約10.4
復元	
約25.0

約10.9 やや密 並

暗緑黄褐
色。口縁～
底部に黒色
鉄釉の垂れ

印花文施文（器壁
全体に鉄釉付着
し、成形技法観察
は困難

14ｃ初頭
（～前葉）

―

剣先（蓮弁）・菊花（径2.8cm
印花）・蕨手文様
第45図
写真第10図

49
22－	
3022

陶器	
渥美産	
壺（？）

Ｋ14東隅表土	
Ｋ15	
157号墓	
Ｋ16表土	
Ｎ16東斜面他

口縁端部破損
接合口縁部約
1/2弱残存

約15.4 不詳 不詳
やや密（微

砂粒）
並

淡黄	
灰褐色

ロクロナデ	
内面指圧痕	
肩部沈線風条痕一
本あり	
外面自然釉

（12ｃ代～）
複数箇所から出土
の破片を接合。

第45図

50
22－	
3058

陶器	
瀬戸産	
灰釉花瓶

Ｍ25	
433号墓	
埋土

口縁部～体部
欠失
脚部破片接合

不詳 不詳 約7.9 やや密 並
鈍黄橙色	
釉：緑灰色

ロクロナデ	
脚部絞り	
底部糸切り痕	

（ロクロ時計回り）

14ｃ後半～ ― 第45図

51
030	
－01

陶器	
片口鉢

Ｊ～Ｋ14	
165号墓	
Ｎ14地区	
北斜面表土	
Ｌ16	
182号墓	
盛土他

約1/2弱残存
（接合完形復
元）

約30.0
現存	
約10.7

現存	
約14.5

やや密 並
暗灰	
浅黄色

ナデ	
口縁部横ナデ	
体部下端ヘラ	
削り（高台欠失）

13ｃ後葉～
14ｃ代

(20)(23)(26)(27)(28)
(29)(45)などと共
伴。複数地点出土
の破片を接合

体部外面に一方向への
撫上げ痕あり。
第45図
写真第10図

52
22－	
3039

山茶碗

Ｋ16	
265号墓	
及びＮ15	
80号墓埋土

約1/5残存 約15.2 約5.0 約6.4 やや密 並 淡灰褐色
ロクナデ	
高台貼付ほか不明

12ｃ中葉～ ―
Ⅱ－4型式・内面自然釉付着。
第46図

53
22－	
3015

山茶碗
Ｌ16	
182号墓埋土

接合
約1/3残存

約15.4 約5.7 約6.3
やや密（微

砂粒）
良

淡青	
灰白色

ロクロナデ	
底部糸切り痕	
高台貼付

12ｃ中葉～
後葉

(20)(23)(26)(27)(28)
(29)(45)(51)などと
共伴

高台砂粒痕籾殻痕僅少。
第46図
写真第10図

54
22－	
3020

山茶碗
Ｋ17	
ＳＫ500埋土

接合
約1/3弱残存
高台一部剥離

約13.9 約5.1 約5.1 やや密 不良
淡黄	
灰白色

ロクナデ	
底部糸切り痕	
高台貼付

13ｃ前葉～
中葉

― 第46図

55
22－	
3014

山茶碗
Ｎ19	
107号墓東	
石列外接

貼付け高台
約1/2剥離
接合大略完形
復元

約14.6 約5.2 約6.8 やや密 並 灰白色

ロクロナデ	
見込み一方向ナ
デ、底部糸切り痕・
高台貼付

13ｃ中葉～
土師器小皿小破片
(参考資料)　　　

籾殻痕多い。隣接107号墓で
和鏡（76）出土
第46図
写真第10図

56
22－	
3017

山茶碗
Ｌ21	
220号墓	
ＳＸ176

接合
大略完形復元

約13.7 約5.4 約5.6
やや粗

0.4～1.3cm
小石を含む

並 暗灰白色
ロクロナデ	
底部糸切り痕	
高台貼付

13ｃ前葉～
中葉

渥美産壺（40）
人骨（ＳＸ176）
共伴

器形歪み大。渥美産壺（40）
の蓋に転用。
第46図

57
028	
－02

山茶碗
Ｏ15	
東斜面	
再拡張区

口縁部約1/5
残存
接合完形復元

約15.0 約5．0 約5.8 やや密 並 灰黄色
ロクロナデ	
底部糸切り痕	
高台貼付

13ｃ中葉～ ―
高台籾殻圧痕少々・剥離顕著。
第46図

58
22－	
3018

山茶碗
Ｌ20	
ＳＫ532　　　

完形品（常滑
産か）

14.8 5.5 5.2
やや密（微

砂粒）
並 淡灰白色

ロクロナデ	
見込み一方向	
ナデ・底部糸切	
り痕・高台貼付

13ｃ中葉～
後葉

ＳＫ532は348号墓
と一体の墓。

潰れた高台に籾殻痕顕著（底
部径より貼付け高台径の方が
小さい）。
第46図

59
22－	
3019

山茶碗
Ｍ15	
82号墓	
東斜面

口縁部約1/2
以上欠失
底部残存

約13.4 約4.9 約5.6
粗2mm ～
5mm砂粒
小石多含

並
淡黄	
灰白色

ロクロナデ	
見込み一方向ナ
デ・底部糸切り、
高台無し
外面の調整雑

14ｃ前半代
～

―

ロクロ逆時計回り、
参考4と類似。
第46図
写真第10図

60
22－	
3036

青磁碗
Ｎ19地区	
東斜面

口縁～体部
約1/7弱残存
底部欠失。

約10.8 （約4.4）（約3.9） 精良 良 淡緑色
ロクロ水挽き	
外面蓮弁文

13ｃ末～ 14
ｃ初

―
(68)と同一個体の可能性も。
第46図

61
22－	
3038

青磁碗
Ｎ22	
234号墓	
南西側隣接地

底部破片
約1/9残存
口縁～体部欠
失。

不明 不明 約5.6 良 良 淡緑色
ロクロ水挽き	
外面蓮弁文	
見込み花文

13ｃ末～ 14
ｃ初

― 第46図

62
22－	
3034

青磁碗
Ｎ22	
溝状遺構

口縁部
約1/13弱残存

約17.0 不明 不明 精良 良 淡緑色
ロクロ水挽き	
外面蓮弁文

13ｃ末～ 14
ｃ初

― 第46図

63
22－	
3002

青磁碗
Ｍ18	
100号墓	
ＳＫ514

完形品 17 6.9 6.3 精良 良 淡緑色 ロクロ水挽き
13ｃ～ 14ｃ
代

―
元代のもの。
第46図
写真第10図

64
22－	
3037

青磁碗

Ｍ18	
101号墓	
Ｍ19	
105号墓　　　

体部約1/7残
存
口縁・底部欠
失。

不明 不明 （約5.2） 良 良 淡緑色
ロクロ水挽き	
外面蓮弁文

13ｃ～ 14ｃ
代

― 第46図

65
026	
－01

おろし皿
Ｎ16地区	
東斜面

口縁部
約1/3残存
底部欠失。

約18.0 約3.0 ― 密 並 浅黄橙色
口縁部ロクロナ
デ、施釉

15ｃ前葉頃 ― 第46図

66
026	
－02

片口	
おろし皿

Ｍ15	
82号墓

口縁部
約1/8残存
底部欠失。

約18.0 約4.0 ― 密 並 浅黄橙色
口縁部ロクロナ
デ、施釉

15ｃ前葉頃 ― 第46図

67
22－	
3035

天目茶碗

Ｎ16	
88号墓	
ＳＸ76	
Ｌ16	
196号墓埋土

接合口縁部
約1/3弱残存
底部欠失。

約11.8 不明 不明 良 良

明黄褐色	
内外面鉄釉
淡茶褐＋黒
褐色

ロクロ水挽き	
（鉄釉）

14ｃ後葉？
複数箇所で出土の
破片を接合

(68)と同一個体の可能性も。
第46図

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）



－168－

報告 
番号

実測 
番号  

器種 
名称

出土遺構 
新番号

形状 
遺存状態

口径 
（cm）

器高 
（cm）

底径 
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法 

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

68
22－ 
3043

天目茶碗

Ｌ16 
196号墓埋土 
Ｎ15 
80号墓西 
Ｓ13石組西外

接合
体部～底部約
1/6残存

不明 不明 約3.6 良 良
乳黄褐色 
内外面鉄釉
黒褐色

ロクロ水挽き 
（鉄釉）

14ｃ後葉？
複数箇所で出土の
破片を接合

(67)と同一個体の可能性もあ
る？。
第46図

69
22－ 
3110

陶器 
常滑産 
甕

Ｌ16 
182号墓 
盛土内

約1/2弱残存
（接合完形復

元）

復元径 
約16.3

約23.0 約16.3 やや密 並
暗赤銅 
茶褐色

内面ナデ、指圧痕、
外面ヘラ削り・ハ
ケ目（底部から上
へ）・ナデ～押印

14ｃ後葉～
(20)(23)(26)(27)(28)(
29)(45)(51)(53)参(5)
などと共伴。

Ｎ字口縁・肩部
菊花文スタンプの痕跡。
第46図
写真第10図

70
22－ 
3010

陶器 
常滑産 
甕

Ｍ23 
399号墓 
ＳＸ194　　　

口縁部接合
完形復元

19.2 16.4 11.6
やや粗

５mm大
小石含

並 暗灰茶褐色
ロクロナデ 
口縁部横ナデ

15ｃ前葉　
～後半代

人骨共伴（土抗Ｓ
Ｋ568の底部全面に
藁灰）

Ｎ字口縁やや退化、肩部ヘラ
記号（窯印）。
底部外面砂粒圧痕。
第46図・写真第10図

71
22－ 
3023

陶器 
常滑産 
甕

Ｋ14 
151号墓埋土 
153号墓東接 
小区画 
Ｋ16北半部 
表土

接合
口縁部約1/3
残存

約15.4 不詳 不詳
粗

7mm
砂粒含

並 赤紫褐色

ロクロナデ 
内面に指圧痕残
る・口縁折り曲げ
帯状に

15ｃ後半～
16ｃ初頃

複数箇所出土の破
片を接合。

第46図

72
22－ 
3029

陶器 
常滑産 
甕

Ｌ14北側 
斜面表土 
139号墓 
埋土

接合
口縁部約1/6
残

(約
20.2)

不明 不明
やや密（微

砂粒多）
並 黒茶褐色

ロクロ横ナデ 
内面指圧痕、 
外面肩部縦方向刷
毛目調整後横ナデ

15ｃ前半代
～

複数箇所出土の破
片を接合。

Ｎ字口縁。
第46図

73
032 
－04

陶器 
常滑産 
甕

Ｎ～Ｍ13 
125号墓 
Ｎ14 
130号墓 
Ｍ15地区 
南隅表土 
Ｌ16 
182号墓 
盛土ほか

口縁部
約2/5欠失
破片接合約
4/5残存

復元径 
約16.4

推定 
18.0 

～ 18.3 
内外

12.4

やや粗
3 ～ 5mm
白色小石

含む

並
明黄 
茶褐色

横ナデ＋指押圧痕
（内面下端部指痕

跡明瞭）体部外面
底部～肩部へ縦位
方向ナデ上げ

15ｃ前葉～

(20)(23)(26)(27)(28
)(29)(45)(51)(53)参
(5)(69)などと共伴。
複数地点出土の破
片を接合。

底部砂粒痕。
第46図

74
022 
－01

陶器 
常滑産 
甕

Ｎ16 
88号墓 
ＳＸ76近辺

接合
完形復元（口
縁部1/4欠失）

16.4 16.1 13 やや密 並
鈍・赤褐色 
底部は明 
黄褐色

ロクロナデ 
口縁部横ナデ 

（肩部ヘラ描き沈
線半周巡る）

15ｃ中葉　
～後半代

ＳＸ76は壺39を蔵
骨器に出土。

Ｎ字口縁退化・底部外面に
砂粒圧痕。
第46図
写真第10図

75
027－ 
04

陶器 
常滑産 
甕

Ｉ15 
ＳＫ476埋土

Ｎ字口縁部
小破片

約16.5 不明 不明
やや密

1.0mm微
砂粒

並
灰褐色 
5ＹＲ5/2

ロクロナデ 15ｃ後半～ ―
Ｎ字口縁。
第46図

76
032－
04

和鏡
Ｍ～Ｎ19 
107号墓

完形品 径11.3
縁厚0.7 
厚み0.2

― ― ― ―

本来の鋳上がり
良、腐蝕で表面浮
上がり、剥離の危
険性

14ｃ前半頃
（鎌倉時代末

期）
―

蓬莱鏡（蓬莱山に千鳥が二羽
舞う）。
第47図
写真第11図

77
007 
－10

土師器 
加工 
模造銭

Ｊ20地区 
表土採取

一部欠損
約4/5残存

径約2.5 厚0.2 ―
密

（微砂粒）
並

鈍橙色 
7.5ＹＲ7/4 

中央部に穿孔 
径4.0mm

16ｃ代 ―
多気北畠氏遺跡にも類例あり。
第47図

78
22－ 
3044

砥石 
（粘板岩）

Ｋ15 
161号墓

破片
長辺 
5.8 

以上

短辺 
（3.2）

厚さ 
0.4 ～

0.8
密 ― 淡茶褐色

上面滑らか。 
幅0.4 ～ 0.8cm、 
深さ0.4cmの磨 
り込み跡。

16ｃ代？ ― 第47図

79
022 
－03

土師器 
台付碗？

Ｂ地区 
Ｎ30 
ＳＫ626

底部破片
約2/3残存

不詳 不詳 約11.5 やや密 並
浅黄橙 
7.5ＹＲ8/4

脚部ナデ
時期不詳（平
安時代　　
　末頃？）

―
類例を知らず
第47図

80
022 
－04

土師器碗
Ｎ24 
249号墓 
埋土　　　　　

底部
約1/4破片

不詳 不詳 約9.0 やや密 並
鈍い黄 
橙褐色

底部貼付け、 
横ナデ接合
底部指圧痕

15ｃ後半　
～ 16ｃ初頃

土師器小皿（235）
(81）と同系統の碗。
第47図

81
22－ 
3021

土師器碗
Ｌ23 
表土直下

口縁部
約1/2欠失
破片接合完形
復元

約18.0 約9.1 約8.8 やや密 並
鈍い黄 
橙褐色

ナデ
体部、底部外面に
ハケ目10本/1cm
貼付け高台

15ｃ後半～
16ｃ初頃

―

底部が高台より突出し珍しい
田舎風の碗。
第47図
写真第10図

82
22－ 
3121

長方硯 
（粘板岩製）

Ｐ13地区 
東斜面下層

大略完形
（一部欠失

完形復元）

頭幅8.3 
尻幅8.7

長さ
12.0

厚さ1.6 
～ 1.85

― ― 暗灰色

側面傾斜（Ａ型） 
裏面平坦（Ｃ式） 
内面略長方形（Ⅰ）
の特徴 
水野和雄論文参照

15ｃ初頭　
～前半代

―
台形状（14世紀的特徴）の名
残。
第47図

83
22－ 
3062

土師器 
小碗

Ｂ地区 
Ｏ31 
ＳＫ641

大略完形 約9.0 約4.3 約3.8 密 並
淡橙 
乳褐色

口縁部横ナデ 
見込み指圧痕 
高台貼付け

16ｃ代 ―
口縁端部でやや外反する。
第47図
写真第10図

84
22－ 
3025

土師器 
小碗

Ｊ17 
ＳＫ505

接合
大略完形復元

約10.0 約4.3 ―
密

（微砂粒）
並 淡褐白色

ナデ 
口縁部横ナデ 
粘土紐巻上げ痕あ
り

15ｃ後半代 ―

口縁端部下外面にヘラ状工具
の当り。
第47図
写真第10図

85
026 
－03

土師器 
小碗

Ｐ13 
ＳＸ267 

（70号墓東斜面）
口縁部小破片 約9.8 約4.0 ― やや密 並

鈍橙色 
7.5ＹＲ7/4

ナデ 
頸部強く横ナデ

13ｃ～ 14ｃ
代

人骨（ＳＸ267）。
厚手・体部指圧痕。
第47図

86
0038 
－01

陶器 
常滑産 
大甕

Ｌ16 
182号墓 
盛土内 
石組下層、 
ほか20数カ所 
に破片散逸

口縁部1/12
底部11/12
体部破片多数

（完形復元）

復元 
口径 

約57.2
　　　

　

復元 
器高 

約73.2
約18.5

密
～ 0.5ｍｍ
大の砂粒

を含む

良
鈍い褐色 
7.5ＹＲ5/3

口縁部横ナデ、 
体部内面ナデ・オ
サエ、外面工具ナ
デ・帯状押印文

12ｃ後半代
第四・四半
期頃

20数ヶ所に及ぶ複
数地点から出土の
破片を接合

口頸部萎縮タイプ。器壁は比
較的に薄手、体部外面に帯状
に押印文を五段に分けて施文。
第51図
写真第11図

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）



－169－

報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

87
032	
－03

陶器	
常滑産	
甕

Ｋ16	
264号墓	
ＳＸ56	
Ｌ16	
182号墓	
盛土内部

Ｎ字口縁部
約1/10弱残存

復元径	
約31.4

不明 不明 やや密 良

鈍い淡	
茶褐色	
淡灰黄	
自然釉

内外面横ナデ
14ｃ後葉　
～ 15ｃ初

複数地点出土の破
片を接合

Ｎ字口縁。
第47図

88
032	
－01

陶器	
常滑産	
甕

Ｊ14	
165号墓　　　
　　

Ｎ字口縁部
約1/10弱残存

復元径	
約29.4

不明 不明 やや密 並
灰褐色	
5ＹＲ5/2

口縁部横ナデ	
ほか不明

15ｃ前半代
～

常滑甕破片（90）
共伴

Ｎ字口縁・甕(90)と同一個体
の可能性？
第47図

89
027	
－03

陶器	
常滑産	
甕

Ｎ15	
斜面

Ｎ字口縁部
小破片

約22.0 不明 不明 やや密 並

外面灰褐	
7.5ＹＲ5/2	
内面灰黄	
2.5Ｙ6/2

口縁部横ナデ	
ほか不明

15ｃ前葉頃 ―
Ｎ字口縁。
第47図

90
027	
－02

陶器	
常滑産	
甕

Ｊ14	
165号墓　　　
　　

口縁部
約1/10残存

約28.0 不明 不明 やや密 並
灰褐色	
5ＹＲ5/2

口縁部横ナデ	
ほか不明

15ｃ前半代
～

常滑産甕の破片
（88）

Ｎ字口縁。
第47図

91

22－	
3112	

（032	
－02）

陶器	
常滑産	
甕

Ｎ16区東斜面	
Ｌ16区	
196号墓埋土	
Ｌ16区	
182号墓盛土	
Ｋ17区	
282号墓南

口縁部～肩部
約1/16残存

復元径	
約32.0

不明 不明 やや密 良

外：浅黄	
2.5Ｙ7/3	
内：灰黄	
2.5Ｙ6/2

内外面横ナデ	
内面指圧痕	
特に顕著に

15ｃ前葉～
複数地点出土の破
片を接合。

Ｎ字口縁
第47図

92
22－	
3113

陶器	
常滑産	
大甕

Ｂ地区	
462号墓	
ＳＫ610	

（墳丘Ｂ主体部）

底部
（径45cm）欠
失ほか概ね破
片残存

約57.0 約69.0 ― やや密 並
外：暗灰色	
淡青灰色	
内：暗茶褐

内外面横ナデ	
タタキ（「大日」	
スタンプあり）

15ｃ後半～
16ｃ初頃

空（風）輪Ｂ1054
及び地輪Ｂ1069古
銭（銭23）「煕寧元
寳」人骨は皆無

Ｎ字帯状口縁、肩部張出体部
下半に径20 ～ 25cmの円形に
打ち欠き跡。
第47図・写真第11図

93
021	
－01

土師器	
羽釜

Ｋ17	
284号墓	
ＳＸ11

口縁部
約1/16残存

約25.0 不詳 ―
粗2.5mm
砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

横ナデ	
（他不明）

16ｃ代 ― 第47図

94
22－	
3069

土師器	
羽釜

Ｋ17	
282号墓	
ＳＸ162

口縁部付近
破片

約28.8 不詳 ―
やや密

1 ～ 2mm
砂粒含

並 乳灰黄色
横ナデ	

（他不明）
15ｃ中葉頃 ―

ＳＸ162は旧ＳＸ12を
名称変更。
第47図

95
22－	
3074

土師器鍋
Ｂ地区	
Ｋ25	
ＳＫ600南

口縁端部
小破片

約20.1 不明 ― やや密 並
明黄褐色	
10ＹＲ7/6

口縁端部小さく	
折曲げ丸く終焉

12ｃ中葉頃
～

― 第48図

96
012	
－01

土師器鍋
Ｍ22	
ＳＫ556

口縁部
約1/3残存

約28.5 不明 ―
やや粗
0.5mm
砂粒多

並
明黄褐色	
10ＹＲ7/6

口縁部横ナデ	
内外面ナデ指	
圧痕（他不明）

13ｃ後半代 ―
外面煤付着。
第48図

97
22－	
3011

土師器鍋

Ｋ14	
152号墓	
ＳＸ156　　　
　　

口縁部
約1/8欠損

約22.7 約14.7 ― やや密 並 黄褐色

口縁部横ナデ	
内面指圧痕	
外面体部ハケ目	
底部ヘラ削り

13ｃ後半代 人骨（ＳＸ156）。
煤付着。隣接のＳＸ157から
土師器小皿（168)出土。
第48図

98
22－	
3098

土師器鍋
Ｓ11 ～ 12	
20号墓	
ＳＸ88

口縁・底部の
み約1/6残存

約25.0 不明 ―
やや密
1mm

砂粒含む
並

鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
体部ハケ目9 ～ 10
本/cm・底部削り

13ｃ後半代 人骨（ＳＸ88） 第48図

99
012	
－04

土師器鍋
Ｋ15	
160号墓	
ＳＸ60

口縁部小破片 約18.0 不明 ―
粗1.0mm
砂粒多

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

口縁部横ナデ	
（他不明）

14ｃ前半代
～

人骨（ＳＸ60） 第48図

100
012	
－03

土師器鍋
Ｋ21	
364号墓	
ＳＸ20

口縁部小破片 約20.0 不明 ―
粗

～ 1mm大
砂粒含む

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
（他不明）

14ｃ前半代
～

― 第48図

101
021	
－03

土師器鍋
Ｎ15	
81号墓	
南側斜面

口縁部破片
約1/13残存

約21.0 不明 ―
やや粗

1.0mm微
砂多

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
（他不明）

14ｃ前半代
～

― 第48図

102
22－	
3099

土師器鍋

Ｊ16	
273号墓	
ＳＸ8　　　　
　

口縁
約3/8残存

約23.8 不明 ―
やや粗

1 ～ 2mm
大砂粒含

並

外面：	
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/3	
内面：	
灰黄色	
2.5Ｙ6/2

口縁部横ナデ	
体部ハケ目	
5本/cm	
底部削り

14ｃ前半代
～

刀子（鉄27）、
人骨（ＳＸ8）　

第48図

103
012	
－02

土師器鍋
Ｋ21	
364号墓	
ＳＸ20

口縁部
約1/10残存

約26.0 不明 ―
粗

1.0mm
砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
体部ハケ目	

（他不明）

14ｃ前半代
～

人骨（ＳＸ20） 第48図

104
22－	
3053

土師器鍋
Ｓ11	
13号墓	
ＳＸ82

接合
大略完形復元

約38.2 約25.8 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
体部ハケ目	
5 ～ 6本/cm	
底部ヘラ削り

14ｃ前半代
～

人骨（ＳＸ82）
蔵骨器に転用。
第48図
写真第10図

105
22－	
3100

土師器鍋
Ｍ16 ～Ｎ17	
93号墓	
ＳＸ72

接合
口縁約1/4残
存

約24.2 不明 ―
やや粗
1.0mm
微砂粒

並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

口縁部横ナデ	
体部ハケ目6本
/1cm底部削り

14ｃ末葉～
15ｃ初

人骨小片（ＳＸ72） 第48図

106
013	
－02

土師器鍋
Ｍ24	
412号墓	
ＳＸ54

口縁部
約1/4強残存

約29.0 不明 ―
粗

1.5mm
砂粒多

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
頚部ナデ＋指圧痕
あり

14ｃ末葉～
15ｃ初

人骨（ＳＸ54） 第48図

107
013	
－03

土師器鍋
Ｍ23	
408号墓	
ＳＸ126

口縁部
約1/10残存

約28.0 不明 ―
粗

1.0mm
砂粒多

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
（他不明）

14ｃ末葉～
15ｃ初

人骨（ＳＸ126）
体部小破片多。
第48図

108
004	
－01

土師器鍋
Ｌ16	
185号墓

口縁部
1/7残存

約24.0 不明 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
（他不明）

14ｃ末　～
15ｃ前葉

―
外面に煤多付着。
第48図

109
018	
－12

土師器鍋
Ｋ～Ｌ15	
159号墓埋土

口縁部
約1/10残存

約26.0 不明 ―
やや粗

1.0mm微
砂粒

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁端部折返し、	
強い横ナデ、稜線
状に突起が巡る

14ｃ末　～
15ｃ前葉

― 第48図

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）
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報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

110
追加
Ｂ

土師器鍋
Ｌ15	
145号墓

口縁部
1/18残存

約28.0 不明 ― やや密 良
鈍い黄橙	
ＨＹＲ6/3

口縁端部ツマミ	
上げ、横ナデ	

（他不明）

16ｃ前半代
～

土師器鍋（参考
14）、土師器小皿

（255）
第48図

111
016	
－01

土師器鍋

Ｌ15	
145号墓西下	
Ｋ14 ～ 15	
154号墓

口縁・底部
小破片接合

約39.1 不明 ―
やや密

1 ～ 2mm
大砂粒含

並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/3

口縁部横ナデ	
体部ハケ目	
5 ～ 6本/cm

16ｃ中葉～ 土師器小皿（249）
煤付着顕著。
第48図

112
追加
Ａ

土師器皿
Ｍ16東斜面	
190号墓西

口縁部
約1/9残存
底部欠失。

約14.0 約1.4 ―
粗

2mm大白
色小石

並
明黄褐色	
10ＹＲ6/6

横ナデ 12ｃ後半代 ― 第48図

113
021	
－02

土師器皿
Ｍ17	
200号墓	
ＳＸ75

小破片
口縁部約1/15
残存

約14.0 約2.4 ―
やや粗

1.5mm砂
粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁横ナデ	
底部ナデ（口	
縁端部～底部	
間を強く横ナデ）

12ｃ後葉～
13ｃ前葉

山皿（参考11）
人骨（ＳＸ75）

口縁端部やや内湾気味。
第48図

114
010	
－02

土師器皿
Ｌ17	
ＳＫ504埋土

口縁～底部
小破片
約1/12残存

約16.0 約2.5 ― やや密 並
鈍い黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
口縁部横ナデ

12ｃ後半代
土師器皿（119)　
　

器壁肉厚。
第48図

115
022	
－02

土師器皿
Ｌ16	
182号墓下層

口縁部
約1/6残存

約18.6 約2.3 ―
やや粗

1 ～ 2mm
大砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
ほか不明

11ｃ末　～
12ｃ前葉

(20)(23)(26)(27)(28)
(29)(45)(51)(53)(69)
(73)(参考5)などと
共伴

口縁部肉厚・上端部に幅5mm
の面を持つ。
第48図

116
22－	
3077

土師器皿
Ｓ12	
21号墓南側	
ＳＸ147

接合
口縁部約1/3
残存

約12.0 約2.5 ― やや密 並 淡黄褐色 口縁部横ナデ
①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

―
口縁部肥厚、略直立内湾。歪
み少々。

117
007	
－05

土師器皿
Ｊ19	
ＳＫ515	
埋土

破片
約2/5残存

約13.0 約3.0 ― やや密 並
浅黄橙	
10ＹＲ8/3

ナデ	
外面指圧痕か	
器壁摩滅顕著

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿（150）
口縁部やや直に近く
内湾・歪みあり。
第49図

118
007	
－07

土師器皿
Ｋ20	
ＳＫ521	
南西側

接合
約1/7残存

約13.0 約2.2 ―
やや密

1.0mm砂
粒含

並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿（参考
16）

口縁部やや肥厚しつつ
内湾・受火・煤付着。

119
010	
－01

土師器皿
Ｌ17	
199号墓下層	
ＳＫ504埋土

接合
口縁約4/5残
存

約11.0 約2.3 ― やや密 並
浅黄橙	
10ＹＲ8/4

ナデ・他不明
①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器皿（114)
やや厚手・口縁部肥厚しつつ
深く内湾。底部欠。
第49図

120
001	
－05

土師器皿
Ｌ19	
表土～	
包含層

接合
口縁約1/2弱
残存

約11.5 約2.2 ― やや粗 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

― 全体にやや厚手。

121
019	
－09

土師器皿
Ｌ22	
ＳＫ551埋土

接合
口縁約1/4弱
残存

約13.0 約1.2 ―
粗

1.5mm砂
粒多

並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

口縁部指ナデ
①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

―
薄手・口縁部やや肥厚、
直に立ち内湾。

122
22－	
3027

土師器皿
Ｍ16	
191号墓下層	
ＳＫ494

接合完形復元 約11.6 約2.5 ―

やや密
2mm大白
色石を含

む

並 淡橙褐色
口縁部横ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

人骨(ＳＸ219）
薄手化・口縁やや肥厚、直立
内湾。内外面煤付着・口縁歪み。
第49図

123
009	
－03

土師器皿
Ｍ22	
230号墓下層	
ＳＫ555埋土

口縁部
1/2残存
底部欠失

約11.4 約2.65 ― やや密 並 灰白色 ナデ・他不明
①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器皿(124) 第49図

124
009	
－02

土師器皿
Ｍ22	
230号墓下層	
ＳＫ555埋土

口縁部
1/3残存
底部欠失

約11.0 約2.6 ― やや密 並 灰白色
ナデ	
口縁部横ナデ

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器皿（123) 第49図

125
001	
－03

土師器皿
Ｎ25	
ＳＫ593埋土

接合
口縁部約1/2
残存

約12.0 約2.3 ― 密 並
黄橙	
乳白色

ナデ	
外面指圧痕

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

―
薄手・口縁部直に立上がり丸
く内湾、先端尖る。
(137)と類似タイプ。

126
005	
－08

土師器皿
Ｎ26	
ＳＫ599	
ＳＸ231埋土

約1/4弱残存 約11.0 約2.4 ― やや密 並

外：鈍橙色	
7.5ＹＲ7/4	
内：浅黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿（158・
159）、人骨（ＳＸ
231）

口縁部やや肥厚して内湾。
煤煙付着す。
第49図
写真第10図

127
22－	
3028

土師器皿
Ｐ14	
48号墓

接合後
完形復元

約12.2 約2.3 ― やや密 並 淡黄褐色
口縁部横ナデ	
底部外面指圧痕あ
り

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

―
薄手化・口縁やや肥厚、
略直立内湾。口縁歪み大。
第49図

128
001	
－04

土師器皿
Ｊ21	
ＳＫ535　　　

接合
口縁部約4/5
残存

約11.5 約2.3 ― やや密 並
黄橙	
乳灰色

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿（129)
薄手・口縁部直に立上がり
丸く内湾、先端尖る。
125・137等と類似タイプ。

129
001	
－10

土師器皿
Ｊ21	
ＳＫ535　　　

接合
口縁約4/5強
残存

約10.4 約2.2 ― やや密 並
淡黄色	
2.5Ｙ8/4

ナデ	
外面指押さえ

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿（128)
器壁薄手、口縁部はやや厚く
直立気味に内湾。

130
008	
－05

土師器皿
Ｋ16	
ＳＫ487	
ＳＸ234

約4/5残存
（底部一部欠
失す）

約10.5 約2.3 ― やや粗 並 浅黄橙色

ナデ	
底部指圧痕	
粘土紐巻上げ痕跡
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

ＳＫ487から土師
器小皿8枚（171 ～
178)
人骨（ＳＸ234）

口縁部内面に油煙付着す。
第49図

131
22－	
3096

土師器皿
Ｌ20	
ＳＫ531　　　

接合
大略完形復元

約11.7 約2.4 ― やや密 並 淡橙褐色
ナデ、底部外面に
指圧痕。2箇所穿
孔か。

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（187 ～ 191）

口縁やや肥厚、
僅かに開きつつ内湾。
第49図・写真第10図

132
008	
－04

土師器皿
Ｌ21	
ＳＫ545　　　

口縁
約1/8残存

約11.6 約2.0 ― 密 並 灰黄白色 ナデ・他不明
②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿
（133・134)

平面上370号墓に重複の土抗。
第49図

133
008	
－03

土師器皿
Ｌ21	
ＳＫ545　　　

破片
大略残存

約11.4 約2.5 ― やや密 並 浅黄橙色
ナデ	
底部外面に指押え

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿
（132・134)

第49図

134
008	
－02

土師器皿
Ｌ21	
ＳＫ545　　　

2/5残存
底部欠失

約9.8 約2.7 ― やや密 並 浅黄橙色
ナデ他不明	
粘土紐巻上げ痕跡

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿（132・
133)

第49図

135
008	
－06

土師器皿
Ｌ23	
ＳＫ562	
埋土　　　　

4/5残存 約11.0 約2.8 ― 密 並 灰白色 ナデ・他不明
②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（200) 器壁は薄い。

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）



－171－

報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

136
017	
－11

土師器皿

Ｌ20 ～Ｍ21	
220号墓	
墳丘盛土	
表採

接合
口縁約1/4残
存

約11.1 約2.25 ― やや密 並
外：鈍黄橙	
内：浅黄橙

ナデ（他不明）
②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

渥美産壺（40）

口縁部やや肥厚、
緩やかに内湾、
口縁端部外周に沈線状の窪み
あり。

137
001	
－01

土師器皿
Ｍ24	
411号墓	
ＳＸ233

接合
約4/5残存

約12.0 約2.6 ―
やや密

1mm以下
の砂粒

並
鈍い	
黄橙乳白

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（224）、
刀子（鉄09）、人骨

（ＳＸ233）

薄手・口縁部直立、丸く内湾、
先端尖る。
第49図

138
010	
－09

土師器皿
Ｍ25	
ＳＫ583

破片接合
約1/2残存

約11.5 約2.5 ― やや密 並 乳灰白色
ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

山茶碗小破片（参
考6）

薄手・口縁端部は尖り気味で、
直に内湾する。

139
019	
－07

土師器皿
Ｂ地区	
Ｏ27	
ＳＫ603埋土

接合
口縁約1/6残
存

約12.0 約1.9 ―
粗1.5mm
砂粒多

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部指ナデ	
内面工具当り

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
薄手・口縁部はやや肥厚し、
直に立上がり内湾す。

140
22－	
3079

土師器皿
Ｂ地区	
Ｎ28	
ＳＫ605

接合
約4/5強残存

約11.8 約2.5 ― やや粗 並 淡灰褐色
口縁部横ナデ	
内外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―

器壁薄手化。口縁部直立、内
湾す。歪みあり、受火痕跡。
第49図
写真第11図

141
22－	
3078

土師器皿
Ｂ地区	
Ｒ40	
ＳＫ767

接合
約1/2強残存

約13.6 約2.1 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/3

口縁部横ナデ	
口縁～底部間に僅
かに段状屈曲

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿と小皿
（142・244）

薄手・口縁部開き気味に内湾。
第49図
写真第11図

142
006	
－10

土師器皿
Ｂ地区	
Ｒ40	
ＳＫ767

接合
1/3残存

約13.6 約2.5 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/3

口縁部横ナデ	
口縁～底部間に僅
かに段状屈曲

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿と小皿
（141・244）

受火痕跡。
口縁部開き気味内湾。
第49図

143
005	
－10

土師器皿
Ｂ地区	
Ｑ39	
ＳＫ743

約1/8残存
約

（12.0）
約（2.8） ―

やや粗
1.5mm砂

粒含
並

鈍黄橙	
10ＹＲ7/3

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿（279）
器壁薄手・底部～口縁間で
段状屈曲す。
第49図

144
010	
－03

土師器皿

Ｂ地区	
Ｌ30	
墳丘Ｂ裾部	
ＳＫ619

口縁部
約1/8残存

約13.0 約2.1 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/3

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（276 ～ 278）

薄手・底部～口縁部間で
段状屈曲。
第49図

145
025	
－06

土師器皿
Ｃ地区	
Ｐ44	
ＳＫ828

接合
約3/8残存

約11.0 約1.4 ― やや密 並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿・小皿
（146・147)及び(282)

器壁極薄手・口縁部緩やかに
内湾・端部歪み。
第49図

146
025	
－07

土師器皿
Ｃ地区	
Ｐ44	
ＳＫ828

口縁部破片
約1/4残存

約11.0 約1.3 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿・小皿
（145・147）及び
(282)

器壁薄手・歪み・口縁部
緩やかに内湾。
第49図

147
025	
－08

土師器皿
Ｃ地区	
Ｐ44	
ＳＫ828

口縁部破片
約1/2残存

約11.0 約2.1 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿・小皿
（145・146）及び
(282)

器壁薄手・口縁部
緩やかに内湾。
第49図

148
025	
－01

土師器皿
Ｃ地区	
ＳＫ835	

（№1）

接合
口縁部約1/2
残存

約12.0 約2.7 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕	
体部外反し段が付
く

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿（149)
薄手・体部に指押さえで窪み

（段状に屈曲）。
第49図

149
025	
－02

土師器皿
Ｃ地区	
ＳＫ835	

（№2）

接合
約3/4残存

約12.0 約2.5 ―
やや密
2mm大
砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕	
体部外反し段が付
く

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿（148)
薄手・体部に指押さえで窪み

（段状に屈曲）。
第49図

150
007	
－04

土師器	
小皿

Ｊ19	
ＳＫ515埋土

破片
約3/4残存

約9.2 約2.2 ― やや密 並
浅黄橙	
10ＹＲ8/3

ナデ	
外面底部に指圧痕
内面は型当て成形
か？

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器皿（117）
口縁部緩やかに内湾。底部の
厚さ不均等。
第49図

151
018	
－05

土師器		
小皿

Ｌ～Ｍ16	
186号墓	
ＳＸ2埋土　　
　　

約1/6残存 約6.0 約1.1 ― やや粗 並
鈍黄橙	
7.5ＹＲ6/4

ナデ	
外面指圧痕

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

人骨（ＳＸ2）
扁平化・歪み・口縁部肥厚し
僅かに立上がり気味。

152
019	
－08

土師器	
小皿

Ｍ14	
132号墓下層	
ＳＸ252埋土

接合
約1/6残存

約9.3 約1.3 ―
やや粗
1.0mm
砂粒多

並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

人骨（ＳＸ252）
扁平化・歪み・口縁部やや肥厚、
僅かに内湾気味。
第49図

153
019	
－10

土師器	
小皿

Ｎ22	
ＳＫ557内　

破片接合
約1/2残存

約7.5 約1.0 ―
粗

1.0mm
砂粒多

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

―
扁平・歪み・口縁端部不規則
にやや内向気味。

154
011	
－05

土師器	
小皿

Ｎ23	
243号墓	
ＳＫ570

接合
約1/7残存

約9.0 約1.1 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿（155 ～
157)

薄手・口縁緩やかに内湾・歪
みあり。
第49図

155
011	
－06

土師器		
小皿

Ｎ23	
243号墓	
ＳＫ570

接合
約1/8残存

約10.0 約1.2 ― やや密 並
青灰	
乳白色

ナデ・他不明
①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿（154・
156および157）

口縁部やや肥厚しつつ緩やか
に内湾。
第49図

156
011	
－07

土師器	
小皿

Ｎ23	
243号墓	
ＳＫ570

接合
約1/8残存

約10.0 約2.0 ― やや密 並
青灰	
乳白色

ナデ・他不明
①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿（154・
155及び157）周溝
からも土師器小皿
破片出土。

口縁部やや肥厚し丸く内湾・
端部に稜線。
第49図

157
023	
－02

土師器	
小皿

Ｎ23	
243号墓	
ＳＫ570周溝

約1/3強残存 約8.0 約1.3 ― やや密 並
灰白	
10ＹＲ8/2

ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿
（154 ～ 156）

薄手・扁平化・歪みあり。
口縁部やや肥厚、
僅かに内湾気味。
第49図

158
24	
－06

土師器	
小皿

Ｎ26	
ＳＫ599	
ＳＸ231

接合
大略完形復元

約7.8 約1.2 ― 密 並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

外面ナデ＋指圧痕
内面ナデの他	
型当て痕？	
成形工具痕か

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器皿と小皿
（126・159）
人骨（ＳＸ231）

扁平・歪み・口縁端部不規則
に内湾気味。
油煙痕跡。
第49図

159
005	
－07

土師器	
小皿

Ｎ26	
ＳＫ599	
ＳＸ231埋土

接合
約1/3強残存

約7.5 約1.2 ― 密 並

外：浅黄橙	
10ＹＲ8/4	
内：鈍橙色	
7.5ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器皿と小皿
（126・158）
人骨（ＳＸ231）

薄手・器形歪み・口縁部やや
肥厚し緩やかに内湾・受火・
底部外面に煤煙付着す。
第49図

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）
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報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

160
22－	
3090

土師器	
小皿

Ｐ13	
ＳＫ467

完形品 7 1.1 ― やや密 並
灰白色	
10ＹＲ8/2

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿（161・
162)

扁平化・歪み大・口縁部不規
則に内湾気味。口縁端部内外
面に油煙付着。
写真第11図

161
003	
－02

土師器	
小皿

Ｐ13	
ＳＫ467

接合
約1/2強残存

約8.0 約1.0 ― やや密 並
灰白色	
10ＹＲ8/2

ナデ	
外面指圧痕

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿（160・
162）

薄手・扁平化して口縁部
やや内湾・歪み大。

162
22－	
3091

土師器	
小皿

Ｐ13	
ＳＫ467

接合
約6/7残存

約7.2 約1.1 ― やや粗 並
灰白色	
10ＹＲ8/2

ナデ	
外面指圧痕

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

土師器小皿（160・
161）

扁平、口縁不規則に内湾気味。
歪みあり、
口縁端部油煙付着痕。
写真第11図

163
005	
－03

土師器	
小皿

Ｓ12	
21号墓南側	
ＳＸ147

約1/4弱残存 約7.4 約1.1 ― 密 並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
外面指圧痕

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

人骨（ＳＸ147）。
やや厚味・口縁部緩やかに
内湾気味。
歪み少々。

164
010	
－07

土師器	
小皿

Ｃ地区	
Ｑ48	
ＳＫ856

約1/2弱残存 約7.4 約1.35 ― やや密 並
浅黄橙	
10ＹＲ8/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

①期
13ｃ末頃～
14ｃ末葉

ロクロ土師器皿破
片（32）

薄手・口縁部やや肥厚し
緩やかに内湾・器形歪み。

165
22－	
3107

土師器	
小皿

Ｊ17	
ＳＫ498

ほぼ9割残存
（口縁端一部
欠）

約7.0 約0.8 ― やや密 並

外：明黄橙	
10ＹＲ7/6	
内：浅黄橙	
10ＹＲ8/3

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
扁平・器形歪み大・口縁部殆
ど内湾せず。

166
024	
－01

土師器	
小皿	

Ｊ18	
ＳＫ507　　　

ほぼ完形 約8.2 約1.0 ―
やや密
1mm

微砂粒含
並

浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
薄手・扁平化・口縁部
僅かに内湾気味。

167
019	
－01

土師器	
小皿	

Ｊ20	
ＳＫ528　

接合
口縁部約1/2
残存

約7.0 約1.1 ―
やや密
1.0mm
砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

②期1
4ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
薄手・扁平化・歪み大。
口縁部小さく内湾気味
油煙少々。

168
22－	
3094

土師器	
小皿	

Ｋ14	
152号墓	
ＳＸ157

約4/5残存 約7.2 約1.2 ― やや密 良
外：赤褐色	
内：赤黄褐

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

人骨（ＳＸ157）

薄手・歪み大・口縁部不規則
に内湾気味。隣接出土：152号
墓ＳＸ156から土師器鍋（96）
出土。

169
018	
－09

土師器	
小皿	

Ｋ14	
149号墓　　　

約1/8残存 約8.0 約1.4 ― やや粗 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/3

内外面ナデ
②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（170）
薄手・歪み・口縁部
やや内湾気味・受火・煤付着。

170
018	
－10

土師器	
小皿	

Ｋ14	
149号墓　　　

口縁
約1/9残存

約9.0 約1.0 ― やや密 並
灰黄色	
2.5Ｙ7/2

ナデ	
外面指圧痕か

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（169）
薄手・扁平化・口縁部
やや内湾気味・受火痕跡、
煤付着。

171
22－	
3071

土師器	
小皿	

Ｋ16	
ＳＫ487

完形品 8.3 1.5 ―
やや密微
砂粒含

並 淡橙白色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小皿
（130）・(172 ～ 178)

口縁部やや肥厚しつつ深目に
内湾。歪み少々。
第49図

172
22－	
3072

土師器	
小皿	

Ｋ16	
ＳＫ487

完形品 8.4 1.5 ―
やや密微
砂粒含

並 淡橙白色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小皿
（130）・(171・173
～ 178）

口縁部やや肥厚しつつ、
緩やかに内湾、歪み少々。
第49図

173
22－	
3073

土師器	
小皿	

Ｋ16	
ＳＫ487

完形品 7.9 1.5 ―
やや密微
砂粒含

並 淡橙白色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小皿
（130)・(171・172及
び174 ～ 178)

口縁部やや肥厚、緩やかに内
湾・歪み少々。口縁端部に油
煙痕跡。
第49図

174
22－	
3083

土師器	
小皿	

Ｋ16	
ＳＫ487

接合
約9/10残存

約7.7 約1.5 ―
やや密

1 ～ 2mm
大砂粒含

並
外：黄白褐	
内：淡白褐

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小
皿（130）・(171 ～
173・175 ～ 178)

口縁部やや肥厚、
緩やかに内湾・歪み少々。
第49図

175
22－	
3095

土師器	
小皿	

Ｋ16	
ＳＫ487

約3/5残存 約8.2 約1.8 ―
やや密
0.5mm
砂粒含

並 黄白褐色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小
皿（130)・(171 ～
174・176 ～ 178）

口縁部やや肥厚、
緩やかに内湾・焼膨れあり。
他に同類灯明皿破片三点。
第49図

176
020	
－01

土師器	
小皿	

Ｋ16	
ＳＫ487

口縁部
約1/5残存

約8.5 約1.7 ―
粗1.0mm
砂粒多

並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（171 ～
175・177・178)及
びＳＸ234からは土
師器皿（130）

口縁部僅かに肥厚、緩やかに
内湾・口縁端部油煙痕跡。
第49図

177
020	
－02

土師器	
小皿	

Ｋ16	
ＳＫ487

口縁部
約1/9残存

約7.0 約1.0 ―
やや密
0.5mm
砂粒少

並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（171 ～
176・178）及びＳ
Ｘ234から土師器皿

（130）

薄手・扁平・歪み・口縁部僅
かに賄湾気味・口縁端部油煙
痕跡。
第49図

178
020	
－03

土師器	
小皿	

Ｋ16	
ＳＫ487

口縁部
約1/10残存

約8.5 約1.3 ―
粗

2.0mm
砂粒多

並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

内外面ナデ
②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（171 ～
177）及びＳＸ234
から土師器皿（130）

薄手・歪み・口縁部緩やかに
内湾・口縁端部油煙痕跡。
第49図

179
007	
－03

土師器	
小皿	

Ｌ15 ～ 16	
182号墓	
盛土下層

接合
約2/5残存

約8.0 約1.1 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕	
内面型当て成形
か？

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

(20)(23)(26)(27)(28)
(29)(45)(51)(53)(69)
(73)(115)(参考5)等
と共伴

口縁部つまみ上げ・焼膨れ・
歪みあり。

180
006	
－08

土師器	
小皿	

Ｌ16	
182号墓	
下層

約1/3弱残存 約7.8 約1.1 ― やや粗 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

(20)(23)(26)(27)(28)
(29)(45)(51)(53)(69)
(73)(115)(参考5)等
と共伴

口縁部僅かに内湾・歪み。

181
019	
－11

土師器	
小皿	

Ｌ16	
196号墓埋土

接合
約1/3残存

約7.5 約0.9 ―
やや粗

1.0mm砂
粒多

並
浅黄色	
2.5Ｙ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（182 ～ 185)

薄手・扁平・口縁端部小さく
内湾。

182
019	
－12

土師器	
小皿	

Ｌ16	
196号墓埋土

接合
口縁約1/3残
存

約7.0 約1.0 ―
やや粗
1.0mm
砂粒多

並
明黄褐色	
10ＹＲ6/6

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（181・183 ～ 185)

薄手・扁平・歪み・口縁部不
規則に内湾気味。

183
019	
－13

土師器	
小皿	

Ｌ16	
196号墓埋土

約1/7残存 約7.5 約1.4 ―
やや密
1.0mm
砂粒少

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（181・182・184・
185)

薄手・扁平化・歪み・口縁部
やや内湾気味。

184
019	
－14

土師器	
小皿	

Ｌ16	
196号墓埋土

接合口縁
約1/4弱残存

約8.5 約1.2 ―
やや粗

1.0mm砂
粒多

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/6

内外面ナデ
②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿(181 ～
183及び185)

薄手・扁平化・歪み・口縁部
緩やかに内湾気味・油煙付着。

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）
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報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

185
019	
－15

土師器	
小皿	

Ｌ16	
196号墓埋土

約1/6残存 約7.0 約1.2 ―
やや粗

1.5mm砂
粒多

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/6

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（181 ～
184)

薄手・扁平・歪み・口縁部
僅かに内湾気味。

186
020	
－04

土師器	
小皿	

Ｌ17	
ＳＫ503埋土　

破片接合
約1/3弱残存

約7.5 約1.6 ―
やや粗

1.0mm砂
粒多

並
橙色	
7.5ＹＲ7/6

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
器形歪み・口縁部
緩やかに内湾気味・受火痕跡。

187
22－	
3088

土師器	
小皿	

Ｌ20	
ＳＫ531	
	№１　　　

接合
大略完形復元

約7.6 約1.2 ―

やや密0.5
～ 1.0mm
大の砂粒

含

並
外：淡茶褐	
内：淡黄褐

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小皿
（131)・(188 ～ 191)

扁平化・歪み・口縁部
不規則に内湾気味。
第49図

188
22－	
3063

土師器	
小皿	

Ｌ20	
ＳＫ531	
№２　　　

完形品 7.9 1.2 ― やや密 並 淡茶褐色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小皿
（131)・（187・189
～ 191)

扁平・歪み大・口縁不規則に
立ち内湾気味・口縁端部油煙
付着。
第49図

189
004	
－05

土師器	
小皿	

Ｌ20	
ＳＫ531　　　

約1/4残存 約7.0 約1.0 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小皿
（131)・(187・188・
190・191)

薄手・扁平化。口縁部やや肥
厚し緩やかに内湾・歪みあり。
第49図

190
004	
－06

土師器	
小皿	

Ｌ20	
ＳＫ531　　　

接合
約1/2弱残存

約7.5 約0.75 ― やや粗 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小皿
（131)・(187～189・
191)

薄手・扁平化し口縁部
僅かに内湾気味・歪み。
第49図

191
003	
－03

土師器	
小皿	

Ｌ20	
ＳＫ531　　　

接合
約1/4残存

約7.5 約1.1 ― やや粗 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿及び小皿
（131)・(187 ～ 190)

薄手・扁平化して口縁部やや
内湾気味・受火痕跡・器壁剥離。
第49図

192
018	
－07

土師器	
小皿	

Ｋ～Ｌ22	
372号墓	
ＳＸ31埋土

破片接合
約1/7残存

約8.0 約1.2 ―
やや粗

1.0mm微
砂粒

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/3

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期14ｃ末
頃～ 15ｃ後
葉

人骨（ＳＸ31及び
ＳＸ160）

扁平化・歪み・口縁部やや肥厚、
小さく立上がり気味・受火痕
跡。

193
22－	
3089

土師器	
小皿	

Ｌ22	
ＳＫ549	

（№1）

口縁部一部接
合
完形復元

約7.7 約1.2 ― やや密 並
外：淡茶褐	
内：淡白褐

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（194 ～ 196)

扁平化・歪み・口縁部不規則
に内湾気味・口縁内外面に油
煙。
第49図・写真第11図

194
22－	
3067

土師器	
小皿	

Ｌ22	
ＳＫ549	

（№2）　　　

接合
約4/5残存（ほ
ぼ完形）

約7.6 約1.1 ― やや密 並 淡茶褐色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（193・195 ～ 196)

扁平・歪み・口縁やや肥厚、
僅かに内湾気味・口縁煤多量。
第49図・写真第11図

195
22－	
3064

土師器	
小皿	

Ｌ22	
ＳＫ549　　　

接合完形復元 約7.6 約1.25 ― やや密 並
外：淡黄褐	
内：淡白褐

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕	
内面型当て？痕跡

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（193・194及び196)

扁平化・口縁やや肥厚、
僅かに内湾・歪み。
第49図・写真第11図

196
006	
－07

土師器	
小皿	

Ｌ22 ～ 23	
ＳＫ549　　

接合
約4/5残存

約7.0 約1.3 ― やや密 並
灰白色	
10ＹＲ8/2

ナデ	
底部外面に指圧痕
粗製濫造的

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（193 ～ 195)

口縁部扁平、
緩やかに内湾気味・歪み大。
第49図・写真第11図

197
22－	
3085

土師器	
小皿	

Ｌ23	
ＳＫ561	

（№1）
完形品 7.6 1.3 ―

やや密
5mm大

小石1個含
並 乳白褐色

口縁部横ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり	
布状圧痕も

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（198 ～
199）

扁平・口縁部やや肥厚、
不規則に立ち内湾・歪み大。
第49図

198
22－	
3086

土師器	
小皿	

Ｌ23	
ＳＫ561	

（№2）
完形品 7.5 1.2 ― やや密 並 乳白褐色

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕	
布状圧痕も

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（197・199)

扁平・口縁部やや肥厚、不規
則に立ち内湾・歪み大。
第49図

199
22－	
3087

土師器	
小皿	

Ｌ23	
ＳＫ561	

（№3）
完形品 7.5 1.1 ―

やや密
1mm長石
砂粒含む

並 乳白褐色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（197・198）

薄手・扁平・歪み・口縁部
不規則に立ち内湾気味。
第49図

200
009	
－01

土師器	
小皿	

Ｌ23	
ＳＫ562	
埋土　　　　

約1/10残存 約10.5 約1.8 ― 密 並 灰黄白色
ナデ	
底部指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿（135) 反転復元・器壁薄い。

201
006	
－09

土師器	
小皿	

Ｌ23	
401号墓

約1/6残存 約9.4 約1.6 ―
密

（微砂粒）
並 乳白褐色

ナデ	
底部外面に指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
口縁部小さく（淺目に）
明瞭に内湾。

202
22－	
3065

土師器	
小皿	

Ｌ24	
ＳＫ572

接合完形復元 約7.7 約0.9 ―
やや密
1mm大
砂粒含

並
外：黄褐色	
内：淡黄褐

ナデ	
底部外面に指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（203 ～ 207）

扁平・歪み・口縁やや肥厚、
不規則に内湾気味。
第49図

203
22－	
3068

土師器	
小皿	

Ｌ24	
ＳＫ572

接合完形復元 約8.3 約1.2 ―
やや密
1mm

微砂粒含
並

外：淡茶褐	
内：明茶褐

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（202・204 ～ 207）

扁平・歪み・口縁部やや肥厚、
不規則に内湾気味・口縁に油
煙付着痕。
第49図

204
22－	
3092

土師器	
小皿	

Ｌ24	
ＳＫ572

接合
約6/7残存

約7.6 約1.0 ―
やや密
0.5mm
砂粒含

並 淡黄褐色
ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（202・203・205 ～
207)

扁平・歪み・口縁僅かに内湾・
油煙付着あり。
第49図

205
22－	
3093

土師器	
小皿	

Ｌ24	
ＳＫ572

接合
大略完形復元

約7.3 約0.9 ― やや密 並 淡黄褐色
ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（202 ～ 204・206・
207)

不整形・扁平・歪み大・口縁
やや肥厚、内湾気味。
第49図

206
017	
－04

土師器	
小皿	

Ｌ24	
ＳＫ572

接合
約4/5残存

約7.8 約1.3 ― やや密 並

外：灰白色	
2.5Ｙ8/2	
内：浅黄色	
2.5Ｙ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（202 ～ 205・207)

口縁部緩やかに内湾。
第49図

207
017	
－05

土師器	
小皿	

Ｌ24	
ＳＫ572

接合
約1/3残存

約8.2 約0.9 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕	
底部中央穿孔か

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（202 ～ 206)

扁平・歪み大・口縁
僅かに内湾気味。
第49図

208
006	
－04

土師器	
小皿	

Ｌ24	
424号墓	
ＳＸ118

約1/6残存 約9.2 約2.3 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

人骨（ＳＸ118）。 薄手・口縁部やや深目に内湾。

209
22－	
3084

土師器	
小皿	

Ｌ24	
ＳＫ563	

（№1）

概ね完存に近
い

約7.6 約0.9 ―
やや密
～ 1mm
砂粒少

並 乳白褐色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（210・211)

薄手・扁平・口縁不規則に
内湾気味・器壁剥離顕著。
第49図

210
22－	
3066

土師器	
小皿	

Ｌ24	
ＳＫ563	

（№2）

接合
大略完形復元

約7.5 約1.3 ― やや密 並 淡白褐色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（209・211）

扁平・歪み・口縁不規則に内湾。
第49図

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）



－174－

報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

211
005	
－06

土師器	
小皿	

Ｌ24	
ＳＫ563	

（№3）

接合
約4/5残存

約7.3 約1.0 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（209・210）

薄手・口縁緩やかに内湾・
受火痕跡・器壁剥落顕著。
第49図

212
002	
－02

土師器	
小皿	

Ｌ24	
429号墓	
ＳＸ132

約1/5残存 約8.0 約1.4 ―
やや粗
1.5mm
小石含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデほか不明	
器壁の摩滅	
剥離顕著

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（213 ～ 215）
人骨（ＳＸ132）

薄手・口縁緩やかに内湾。

213
002	
－03

土師器	
小皿	

Ｌ24	
429号墓	
ＳＸ132

約1/5残存 約9.0 約1.7 ―
やや密
1.0mm
砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデほか不明
②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（212・214・215）
人骨（ＳＸ132）

薄手・口縁やや肥厚、
直に立ち丸く内湾。

214
002	
－04

土師器	
小皿	

Ｌ24	
429号墓	
ＳＸ132

約1/6残存 約8.0 約1.0 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデ	
底部外面に指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（212・213・215）
人骨（ＳＸ132）

薄手・やや扁平化・口縁部
緩やかに内湾気味。

215
002	
－05

土師器	
小皿	

Ｌ24	
429号墓	
ＳＸ132

約1/3弱残存 約6.0 約1.2 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（212 ～ 214）
人骨（ＳＸ132）

薄手・口縁部緩やかに内湾。

216
22－	
3070

土師器	
小皿	

Ｍ14	
131号墓下層	
ＳＸ254　　　

接合
約4/5強残存

約8.0 約0.95 ― やや密 並 淡褐色
ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

人骨（ＳＸ254）
扁平・歪み・口縁部やや肥厚、
不規則に立ち内湾気味。

217
006	
－01

土師器	
小皿	

Ｍ18	
ＳＸ181　　　

約1/8残存 約7.9 約1.1 ― 粗 並
灰白	
10ＹＲ8/2

ナデ	
底部外面に指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

人骨（ＳＸ181）
(100号墓西側1mの
地点）

薄手・口縁部緩やかに内湾・
受火痕跡。

218
003	
－04

土師器	
小皿	

Ｍ22	
228号墓	
下層	
ＳＫ554

接合
約１/4弱残存

約8.0 約0.9 ―
やや粗
1.5mm
砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/3

ナデ	
底部外面に指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（219 ～ 221）、
刀子（鉄15）

薄手・一層扁平化して口縁部
はやや肥厚す。

219
003	
－05

土師器	
小皿	

Ｍ22	
228号墓	
下層	
ＳＫ554

約1/6残存 約8.0 約1.4 ― やや粗 並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（218・220・221）
刀子（鉄15）

口縁緩やかに内湾・受火痕跡。

220
003	
－06

土師器	
小皿	

Ｍ22	
228号墓	
下層	
ＳＫ554

接合
約1/4弱残存

約8.0 約0.85 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿(218 ～
219及び221)、刀子

（鉄15）

薄手・扁平化し口縁部やや肥
厚しながら僅かに内湾気味。

221
003	
－07

土師器	
小皿	

Ｍ22	
228号墓	
下層	
ＳＫ554

口縁
約1/8残存

約7.0 約0.9 ― やや密 良
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿（218 ～
220）、刀子（鉄15）

薄手・扁平化して口縁部
僅かに内湾気味。

222
018	
－04

土師器	
小皿	

Ｍ22	
229号墓	
ＳＸ62

接合
約3/4残存

約7.3 約1.2 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/3

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

人骨（ＳＸ62）
薄手・歪み大・口縁部
やや肥厚、小さく内湾。

223
023	
－04

土師器	
小皿	

Ｍ24	
416号墓	
ＳＸ141埋土

約1/2残存 約8.0 約1.6 ―
やや粗

1 ～ 3mm
大砂粒含

並
灰白色	
10ＹＲ8/2

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

人骨（ＳＸ141）
薄手・口縁やや肥厚、
緩やかに内湾。
第49図

224
001	
－02

土師器	
小皿	

Ｍ24	
411号墓	
ＳＸ233

破片接合
完形復元

約7.5	
～ 7.8

約1.2 ― やや密 並
灰白色	
10ＹＲ8/2

ナデ	
外面に指圧痕	
内面型当て成形か

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿(137)
刀子（鉄09）
人骨（ＳＸ233）

薄手・口縁部やや内湾気味・
歪み大。

225
001	
－06

土師器	
小皿	

Ｍ25	
436号墓埋土

接合
約1/2弱残存

約8.5 約1.1 ― やや密 並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（226 ～ 231)

口縁緩やかに内湾・歪み・
受火痕跡・煤付着。
第49図

226
001	
－07

土師器	
小皿	

Ｍ25	
436号墓埋土

接合
約1/3残存

約8.0 約1.3 ― やや粗 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（225・227 ～ 231)

薄手・口縁緩やかに内湾・
受火痕跡・煤付着。
第49図

227
001	
－08

土師器	
小皿	

Ｍ25	
436号墓埋土

接合
口縁約1/2残
存

約7.5 約1.3 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
内面型当て成形？

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（225・226・228 ～
231)

口縁やや肥厚し緩やかに
内湾・歪み。
第49図

228
001	
－09

土師器	
小皿	

Ｍ25	
436号墓埋土

接合
約1/4残存

約8.0 約1.4 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（225 ～ 227・229
～ 231)

口縁端部
僅かに内湾・受火痕跡。
第49図

229
002	
－01

土師器	
小皿	

Ｍ25	
436号墓埋土

約1/5残存 約7.0 約1.1 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（225 ～ 228・230・
231)

口縁
緩やかに内湾気味・煤付着。
第49図

230
22－	
3060

土師器	
小皿	

Ｍ25	
436号墓埋土

破片接合
約1/4強残存

約7.5 約1.3 ― やや密 良
鈍い黄橙	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期14ｃ末
頃～ 15ｃ後
葉

土師器小皿
（225 ～ 229および
231)

器壁薄手均一・口縁小さく内
湾。
第49図

231
22－	
3061

土師器	
小皿	

Ｍ25	
436号墓埋土

破片接合
約1/2弱残存

約7.4 約1.3 ― やや密 良 黄橙色
口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
か（摩滅顕著）

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器小皿
（225 ～ 230)

薄手・口縁やや肥厚、小さく
内湾。
第49図

232
003	
－01

土師器	
小皿	

Ｍ25	
ＳＫ585　　

接合
約1/2残存

約7.0 約0.9 ― やや粗 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
薄手・扁平化して口縁部
やや内湾気味・歪み大。

233
006	
－06

土師器	
小皿	

Ｎ16	
ＳＸ188	

（84号墓	
東接斜面）

約1/4弱残存 約8.0 約1.15 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に	
指圧痕か	
器壁摩滅顕著

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

人骨（ＳＸ188） 口縁部扁平に近い・歪みあり。

234
23	
－09

土師器	
小皿	

Ｎ23	
409号墓

約3/4残存 約7.2 約0.9 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
横ナデ	
指圧オサエ

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
やや薄手、口縁部やや肥厚し
つつ僅かに内湾気味・反転復
元。

235
019－	
05、
06

土師器	
小皿	

Ｎ24	
249号墓埋土　
　　　　

接合
口縁約4/5残
存

約7.6 約1.2 ―
やや密
1.0mm
砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に	
指圧痕か

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器碗（80）
薄手・口縁部やや肥厚、
内湾気味・歪み・油煙痕。

236
22－	
3102

土師器	
小皿	

Ｎ25　	
ＳＫ592

接合
完形復元

約7.8 約1.3 ― 粗 並
灰白色	
2.5Ｙ8/2

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
薄手・歪み・口縁部僅かに肥厚、
緩やかに内湾・受火痕跡。
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報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

237
24	
－8

土師器	
小皿	

Ｏ～Ｐ14	
49号墓

接合
大略完形復元

約7.3 約1.1 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

外面ナデと指圧痕	
内面ナデと型当て
痕（成形工具痕）

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
扁平・歪み大・口縁部やや肥厚、
端部不規則に立上がる。

238
005	
－05

土師器	
小皿	

Ｏ22	
236号墓	
周溝内

約1/2弱残存 約7.3 約1.05 ― やや密 並 浅黄橙色
ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
薄手・口縁部やや内湾気味・
器形不均整歪み。

239
017	
－06

土師器	
小皿	

Ｒ12	
34号墓	
ＳＸ80

接合
約1/3残存

約7.5 約0.9 ― やや密 並
浅黄色	
2.5Ｙ7/3

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

人骨（ＳＸ80）
扁平化・口縁部やや肥厚、
僅かに内湾気味・受火痕跡・
煤若干付着。

240
006	
－02

土師器	
小皿	

Ｓ11	
ＳＸ273	

（16号墓	
東側斜面下層）

接合
約4/5残存

約7.3 約1.35 ―
やや密
1.5mm
砂粒含

並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕	

（内面型当てか）

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

人骨（ＳＸ273）
口縁部つまみ上げ
内湾・歪み大。

241
22－	
3059

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｎ27 ～ 28	
461号墓	
墳丘Ａ下層

破片
接合約1/2強
残存

約8.5 約1.4 ―
粗

0.1mm
砂粒多

並 黄褐色
ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
薄手・口縁やや肥厚、
緩やかに内湾・歪み少々。

242
006	
－03

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｍ29	
462号墓	
墳丘Ｂ	盛土内

接合
約1/2強残存

約8.0 約1.55 ―

粗
2.0mm大
砂粒小石

含

並
淡黄色	
2.5Ｙ8/3

ナデ	
外面指圧痕か	
器壁摩滅顕著

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
薄手・口縁部緩やかに内湾・
受火痕跡。

243
007	
－01

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｍ29	
462号墓	裾部

接合
約1/2残存

約7.8 約1.4 ― やや粗 並
浅黄色	
2.5Ｙ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
口縁部小さく

（淺目に）内湾・歪みあり。
写真第11図

244
24	
－3

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｒ40	
ＳＫ767

約1/2残存 約8.5 約2.2 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿
（141・142）

薄手・口縁部直に湾曲。
第49図
写真第11図

245
023	
－01

土師器	
小皿	

Ｃ地区	
Ｏ～Ｐ41	
ＳＫ778

接合
約3/4残存

約9.0 約2.8 ―
やや粗

1 ～ 2mm
大砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

―
薄手・歪み・口縁部大きく
内湾して立上がる・接合完形
復元。

246
017	
－07

土師器	
小皿	

Ｋ14	
153号墓	
埋土

約1/7残存 約8.5 約1.0 ― やや祖 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（247・248）

薄手・口縁やや肥厚、
小さく内湾・油煙付着。
第49図

247
017	
－08

土師器	
小皿	

Ｋ14	
153号墓	
埋土

約1/6残存 約7.0 約0.9 ―
やや粗

1.5mm砂
粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/3

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（246・248)

薄手・扁平・口縁緩やかに
内湾気味・器壁磨耗顕著。
第49図

248
017	
－09

土師器	
小皿	

Ｋ14	
153号墓	
埋土

約1/9残存 約7.9 約0.9 ― やや密 並

外：浅黄	
2.5Ｙ7/3	
内：灰白	
2.5Ｙ8/2

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（246・247）

薄手・扁平・口縁緩やかに
内湾気味・口縁端部に油煙付
着。
第49図

249
015	
－02

土師器	
小皿	

Ｋ14 ～ 15	
154号墓

接合
約1/2残存

約7.1 約1.0 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器鍋（111)
薄手・扁平化・口縁部肥厚、
歪みながら立ち上がる。

250
011	
－04

土師器	
小皿	

Ｋ16	
ＳＸ280　　　

約1/8破片残
存

約7.5 約1.0 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

人骨（ＳＸ280）
192 ～ 193号墓と
266号墓に挟まれた
地点

薄手・口縁緩やかに内湾・
口縁端部に油煙少量付着。

251
011	
－03

土師器	
小皿	

Ｋ21	
ＳＫ540

約1/8破片残
存

約7.0 約0.8 ― やや密 並

外：灰白色	
10ＹＲ8/2	
内：鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

―
薄手・扁平化・口縁部やや
肥厚し内湾気味・器形歪み・

252
018	
－01

土師器	
小皿	

Ｋ22	
378号墓埋土

接合
約1/5残存

約7.0 約1.1 ― 密 並
浅黄橙色	
10Ｙ8/4

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（253・254）

薄手・口縁部緩やかに内湾。

253
018	
－02

土師器	
小皿	

Ｋ22	
378号墓埋土

約1/8残存 約8.0 約0.8 ― やや密 並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（252・254）

薄手・扁平化・歪み・口縁部
小さく（淺目に）内湾・煤付着。

254
018	
－03

土師器	
小皿	

Ｋ22	
378号墓埋土

約1/7残存 約9.0 約1.0 ― 密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（252・253）

薄手・扁平化・歪み・口縁部
僅かに内湾気味。

255
004	
－08

土師器	
小皿	

Ｋ～Ｌ15	
145号墓

口縁部
約1/4弱残存

約7.0 約0.7 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器鍋
（110・参考14）

薄手・扁平・口縁部内湾気味・
受火痕跡。
第49図

256
023	
－10

土師器	
小皿	

Ｍ23	
398号墓

接合
約1/4残存

約6.8 約1.15 ― やや密 並

内：浅黄橙	
10ＹＲ8/4	
外：鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

―
非常に薄手均一・口縁部小さ
く（淺目に）内湾・油煙痕跡？。

257
018	
－08

土師器	
小皿	

Ｍ23	
406号墓と	
419号墓の間	
ＳＸ33

約1/8残存 約9.0 約1.2 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

内外面ナデ
③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

人骨（ＳＸ33）
口縁部緩やかに内湾気味・
受火痕跡・器壁摩滅。

258
020	
－05

土師器	
小皿	

Ｍ24	
ＳＸ130	

（417・413号墓
墓間通路直下）

口縁部小破片
1/7残存

約7.5 約0.6 ―
やや粗
1.0mm
砂粒多

並
黄橙色	
10ＹＲ8/6

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

人骨(ＳＸ130）
薄手・扁平・歪み大・口縁端
部不規則に湾曲気味。

259
24	
－7

土師器	
小皿	

Ｍ24	
417号墓	
ＳＸ42

完形品 6.8 1.2 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

人骨（ＳＸ42）
薄手・歪み・口縁緩やか内湾
気味・油煙付着痕。
写真第11図

260
023	
－05

土師器	
小皿	

Ｍ25	
437号墓

接合
約1/2残存

約7.3 約2.05 ―
密

精良に
近い

良
浅黄橙色	
10ＹＲ8/3

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

―
薄手・歪み・口縁部やや肥厚、
緩やかに深く内湾・受火痕跡。

261
004	
－07

土師器	
小皿	

Ｍ25	
448号墓	
ＳＸ138

口縁部
約1/8残存

約8.0 約1.5 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

人骨（ＳＸ138）
薄手・口縁部直に内湾・口縁
端部に油煙痕跡。
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報告	
番号

実測	
番号		
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出土遺構	
新番号
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底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

262
002	
－06

土師器	
小皿	

Ｎ25	
447号墓埋土

約1/5残存 約7.0 約1.6 ― やや密 並
橙色	
7.5ＹＲ7/6

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

―
薄手・口縁部緩やかに内湾・
油煙付着。

263
017	
－01

土師器	
小皿	

Ｎ14	
130号墓埋土

口縁
約1/5残存

約8.0 約0.7 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ（他不明）
③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

―
薄手・扁平・口縁殆ど内湾せず。
第49図

264
005	
－04

土師器	
小皿	

Ｎ16	
ＳＸ473	

（旧ＳＸ86の	
名称変更）

約1/5弱残存 約7.0 約1.1 ― やや密 並
鈍橙色	
7.5ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面指圧痕か	
器壁摩滅顕著

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

（17号墓ＳＸ86と重
複したためＳＸ86
をＳＸ473に変更し
た）

非常に薄手・口縁部やや内湾・
受火痕跡。

265
22－	
3103

土師器	
小皿	

Ｎ25	
440号墓

完形品 7.3 0.8 ―
やや粗
4.5mm
小石含

並
浅黄色	
2.5Ｙ7/3

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

―
薄手・扁平・口縁端部不規則
に湾曲気味。
第49図

266
002	
－08

土師器	
小皿	

Ｏ13	
ＳＸ262	

（73号墓
東側斜面下）

接合
約1/2残存

約7.5 約1.0 ― やや密 並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

人骨（ＳＸ262）
薄手・器形扁平・口縁部の内
湾形状は不規則不明瞭・歪み。

267
002	
－09

土師器	
小皿	

Ｑ13	
37号墓

約1/4残存 約8.0 約1.0 ― やや粗 並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/3

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

―
薄手・扁平化・口縁部やや不
規則に立上がり気味・歪み。

268
005	
－02

土師器	
小皿	

Ｒ12	
33号墓

約1/8弱残存 約7.6 約0.8 ―
やや粗
1.5mm
砂粒含

並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
底部外面指圧痕か	
器壁摩滅顕著

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

― 薄手・口縁部僅かに内湾気味。

269
019	
－02

土師器	
小皿	

Ｓ11	
12号墓	
埋土

接合
約1/4弱残存

約7.0 約1.2 ―
やや密

1.0mm砂
粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（270 ～ 272）

扁平化・歪み・口縁部やや肥厚、
僅かに内湾気味・油煙付着。

270
019	
－03

土師器	
小皿	

Ｓ11	
12号墓	
埋土

接合
約1/4残存

約7.0 約1.3 ―
やや密

1.0mm砂
粒含

並
淡橙色	
5ＹＲ8/4

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（269・271・272）

薄手・口縁部緩やかに内湾。

271
019	
－04

土師器	
小皿	

Ｓ11	
12号墓	
埋土

口縁部
約1/8残存

約7.0 約1.2 ―
やや密

1.0mm砂
粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

内外面ナデ
③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（269・270・272）

薄手・口縁部小さく直に立上
がる・受火痕跡・煤付着。

272
007	
－09

土師器	
小皿	

Ｓ11	
12号墓	
埋土

接合
約1/4残存

約7.6 約1.2 ―
やや密（微

砂粒）
並

鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（269 ～ 271）

口縁緩やかに内湾。

273
018	
－06

土師器	
小皿	

Ｓ11	
13号墓	
区画南西隅

約1/4残存 約8.0 約1.4 ― やや密 並
浅黄橙色	
10ＹＲ8/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（274・275）

器形若干歪み・口縁部緩やか
に内湾・受火痕跡・煤付着。

274
003	
－12

土師器	
小皿	

Ｓ11	
13号墓

約1/6弱残存 約8.0 約1.7 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（273・275）

口縁部直に内湾。

275
003	
－13

土師器	
小皿	

Ｓ11	
13号墓

約1/8残存 約6.0 約1.1 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（273・274）

薄手・口縁部緩やかに内湾。

276
010	
－04

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｌ30	
墳丘Ｂ裾部	
ＳＫ619

口縁～底部
約1/3残存

約9.0 約1.2 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿及び小皿
（144)と(277・278）

器壁薄い・器形歪み有り、
口縁部緩やかに内湾。

277
010	
－05

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｌ30	
墳丘Ｂ裾部	
ＳＫ619

口縁～底部
約1/4残存

約8.0 約1.6 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ6/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿及び小皿
（144)と(276・278）

口縁小さく（淺目）立ち上がる・
器形歪み。
第49図

278
010	
－06

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｌ30	
墳丘Ｂ裾部	
ＳＫ619　　　
　　

口縁～底部
約1/4残存

約8.0 約1.3 ― やや密 並
鈍橙色	
7.5ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿及び小皿
（144)・(276・277）

器壁薄い・口縁部緩やかに
内湾・歪み。
第49図

279
005	
－09

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｑ39	
ＳＫ743　　　
　　

接合
約1/2残存

約6.4 約1.2 ―
やや密

（微砂粒）
並

鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿（143)

薄手・口縁小さく（淺目に）
内湾・受火痕跡。同類小皿三
点あり。
第49図

280
017	
－03

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｑ39	
ＳＫ748

約1/5残存 約9.0 約1.1 ― やや密 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

―
薄手・口縁部小さく（淺目に）
内湾。

281
018	
－11

土師器	
小皿	

Ｂ地区	
Ｑ40	
ＳＫ749	埋土　

口縁部小破片
約1/12残存

約9.0 約1.4 ― やや密 並

外：浅黄色	
2.5Ｙ7/4	
内：暗灰黄	
2.5Ｙ5/2

口縁部指ナデ
③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

―
薄手・口縁部直に内湾・受火
痕跡・内外面油煙多量付着。

282
025	
－05

土師器	
小皿	

Ｃ地区	
Ｐ44	
ＳＫ828

破片接合
約4/5残存

約8.0 約2.0 ―
やや密
2mm大
砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器皿
（145 ～ 147）

口縁直立内湾・歪み。
第49図

283
024	
－04

土師器	
小皿	

Ｃ地区	
Ｑ～Ｒ41	
ＳＫ788

接合
口縁部約2/3
残存

約8.5 約1.2 ―
やや密
1.5mm
砂粒含

並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

― 薄手・口縁部直に内湾。

284
025	
－03

土師器	
小皿	

Ｃ地区	
ＳＫ849	

（№2）

破片接合
約4/5残存

約8.85 約1.9 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿(285)
薄手・歪み少 ・々口縁直立内湾。
写真第11図

285
025	
－04

土師器	
小皿	

Ｃ地区	
ＳＫ849	

（№1）

破片接合
約4/5強残存

約8.15 約1.8 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

口縁部横ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿（284）
薄手・歪み少 ・々口縁直立内湾。
写真第11図

参考	
(1)

22－	
3049

山茶碗
Ｍ14	
128号墓	
南側

底部破片
約1/2残存

不詳 不詳 約7.0 やや密 並
淡青	
灰白色

ロクナデ	
底部糸切り痕	
高台貼付

12ｃ中葉　
～（後葉）

―
高台に砂粒痕・見込み部
やや滑らかに摩耗。

第 19 表　出土遺物観察表　古墳～室町時代の遺物（第 44 ～ 49 図）



－177－

報告	
番号

実測	
番号		

器種	
名称

出土遺構	
新番号

形状	
遺存状態

口径	
（cm）

器高	
（cm）

底径	
（cm）

胎土 焼成 色調
成形技法	

調整技法等
時期年代 出土状況 備　考

参考	
(2)

028	
－03

山茶碗
Ｍ16	
190号墓	
埋土下層

底部残存 不明 不明 7.6 やや密 並 青灰白色

見込みに一方向ナ
デ	
高台貼付け（低台
形状）

12ｃ中頃　
～（後葉）

―
高台砂粒痕・籾殻僅少（53と
類似のタイプ）

参考	
(3)

22－	
3016

山茶碗

Ｍ16	
186号墓	
190号墓	
東斜面

破片接合
約3/4残存

約14.9 約4.7 約6.8 やや粗 並 淡青灰色

ロクロナデ	
見込み一方向ナデ	
底部糸切り	
高台貼付け

13ｃ中葉～
3 ヶ所から出土の破
片を接合

高台剥離気味・籾殻痕あり。
内面に強い当りによる稜線。

参考	
(4)

22－	
3056

山茶碗
Ｎ25	
449号墓	
外北接

底部のみ破片 不明 不明 5.5cm
粗3mm ～
6mm大長

石粒
並 灰白色

ロクロナデ	
見込み一方向ナデ
底部糸切り	
貼付け高台無

14ｃ前半代
～

―
ロクロ回転逆時計回り、(59)
と類似のタイプ。

参考	
(5)

― 山茶碗
Ｌ16	
182号墓埋土

口縁部
約1/5残存

約16.0 不明 不明 やや粗 並
淡青	
灰白色

ロクロナデ	
（他不明）

13ｃ前葉頃
(20・23・26 ～ 29・
45・51・53)等と共
伴

中野編年第5形式に相当する
か。

参考	
(6)

― 山茶碗
Ｍ25	
ＳＫ583

接合
底部小破片

不明 不明 約6.6 やや密 並 灰白色
ロクロナデ	
底部糸切り	
貼付け高台無

14ｃ前半代
～

土師器皿（138） 参考4と同タイプ。

参考	
(7)

― 山茶碗

Ｍ24	
ＳＸ131	

（413・417号墓	
墓間通路で検
出）

接合
体部～口縁部
破片残存
底部欠失。

約13.0 不明 不明
粗

3 ～ 6mm
大長石粒

並 灰白色
ロクロナデ	

（他不明）
14ｃ前半代
～

人骨（ＳＸ131） 参考4と同タイプ。

参考	
(8)

― 山茶碗
Ｎ15斜面	
と80号墓　　　

接合
体部～口縁部
約1/2強残存
底部欠失。

約13.4 不明 不明
粗

3 ～ 6mm
大長石粒

並 灰白色
ロクロナデ	

（他不明）
14ｃ前半代
～

2 ヶ所から出土の破
片を接合

参考4と同タイプ。

参考	
(9)

22－	
3075

山皿
Ｌ15	
146号墓埋土

接合完形復元 約8.0 約2.0 約4.2 密 良 暗灰白色

ロクロナデ	
底部糸切り	
ロクロ回転は時計
回り

12ｃ後葉　
～ 13ｃ初

― ―

参考	
(10)

― 山皿
Ｍ17	
131号墓埋土

小破片 約8.2 約2.3 不詳 密 良 暗灰白色
ロクロナデ	
底部糸切り

13ｃ中葉～ ― ―

参考	
(11)

021	
－06

山皿
Ｍ17	
200号墓	
ＳＸ75埋土

口縁部
約1/5残存

約8.0 約2.2 （約4.0） やや密 並 浅灰白色
ロクロナデ	
底部糸切り

13ｃ前葉～
土師器皿小破片

（113）
人骨（ＳＸ75）

―

参考		
(12)

22－	
3041

白磁碗
Ｌ16	
182号墓	
盛土内

口縁部
約1/6弱残存
底部欠失。

約10.0 不明 不明 やや密 並 乳灰白色
ロクロ水挽き	

（他不明）
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

(20・23・26 ～ 29・
45・51・53・69・
73・115・参考5)等
と共伴

口縁端内側円周無釉帯幅約
4mm。

参考		
(13)

22－	
3042

白磁碗

Ｂ地区	
Ｎ30	
ＳＫ626	
上面表土　　

底部破片
約1/5弱残存
口縁～体部欠
失。

不明 不明 薬6.8 密 良
白色	

（釉薬）
ロクロ水挽き

15ｃ後葉～
16ｃ末葉

― 器壁薄い。

参考				
(14)

004	
－08

土師器鍋
Ｋ～Ｌ15	
145号墓

口縁部
約1/18残存

約28.6 不明 ― やや密 良
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

横ナデ	
口縁端部つまみ上
げ

15ｃ後葉～
16ｃ初

土師器鍋（110）
土師器小皿（255）

口縁端部外面に太く沈線状
窪み。

参考			
(15)

017	
－02

土師器	
小皿	

Ｎ19	
107号墓東	
石列外接

接合
約1/5残存

約7.0 約1.2 ― やや粗 並
鈍黄橙	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

山茶碗（55）
薄手・口縁部緩やかに内湾・
歪み大。

参考			
(16)

007	
－06

土師器	
小皿	

Ｋ20	
ＳＫ521南西

約1/8残存 約7.0 約1.1 ―
やや密

1.0mm砂
粒含

並
鈍橙色	
7.5ＹＲ7/4

ナデ	
底部外面に	
指圧痕あり

②期
14ｃ末頃～
15ｃ後葉

土師器皿（118）
口縁部僅かに内湾味・受火・
煤付着。

参考				
(17)

003	
－08

土師器	
小皿	

Ｌ23	
395号墓	
区画外北側

接合
約１/2残存

約7.0 約0.95 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ6/4

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（参考18 ～ 20）

薄手・口縁緩やかに内湾・受火・
煤付着。

参考				
(18)

003	
－09

土師器	
小皿	

Ｌ23	
395号墓	
区画外北側

約１/4残存 約6.0 約1.3 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（参考17・19・20）

薄手・口縁部小さく浅目に
内湾・油煙付着

参考			
(19)

003	
－11

土師器	
小皿	

Ｌ23	
395号墓	
区画外北側

接合
約1/8残存

約8.0 約1.1 ― やや密 並
鈍黄色	
2.5ＹＲ6/3

ナデ	
底部外面に指圧痕
あり

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（参考17・18・20）

薄手・口縁部小さく淺目に
内湾。

参考			
(20)

003	
－10

土師器	
小皿	

Ｌ23	
395号墓	
区画外北側

接合
口縁約1/2弱
残存

約7.0 約1.5 ― やや密 並
鈍黄橙色	
10ＹＲ7/4

ナデ	
外面指圧痕

③期
15ｃ後葉～
16ｃ末葉

土師器小皿
（17 ～ 19）

薄手・口縁部やや直に内湾・
歪み。

参考			
(21)

― 石英
Ａ地区	
配石区画墓で	
出土顕著

概ね数cm大、
1箇所数個ず
つ

― ― ― ― ―
半透明	
乳白色

― ― ―
地輪の裾などに数個ずつ置か
れていた。本来は火打ち石か。

参考			
(22)

―
貝	

（蛤・アサリ）

Ｐ４１	
地区杭傍	
表土採取

蛤は破片
アサリ完存

― ― ― ― ― ― ― ― ―
遺構に伴うものではなく、
参考までに記した。
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－178－

報告番号 実測番号
採取時	
の番号

出土地区 遺構名ほか
法量（ｃｍ）

備　考　欄 掲載図 掲載写真
現存長 刃最大幅

鉄01 12 6 Ａ区Ｌ17
208号墓	
ＳＸ175

32.8 2.7 鉄（12）と同じ208号墓出土。蔵骨器常滑産壺（47）に副葬。 第50図 第11図

鉄02 85 4 Ａ区Ｌ17
207号墓	
	ＳＸ9

23.3 2.7 鋒・茎先一部欠失。棟区・刃区・目釘孔あり。 第50図 第11図

鉄03 14 11 Ａ区Ｊ18
ＳＫ506	
	ＳＸ159

25.7 2.7 鋒に近い刃先・茎先欠失。棟区・刃区・目釘孔あり。鉄（11）と伴出。 第50図

鉄04 15 14 Ａ区Ｎ20 ＳＫ533 22.6 2.1 鋒の一部・茎を欠失するも、完存に近い。棟区・刃区・目釘孔あり。 第50図 第11図
鉄05 17 21 Ａ区Ｉ18 ＳＫ505 30 2.9 鋒折れるもほぼ完存。棟区・刃区・目釘孔あり。 第50図
鉄06 16 24 Ａ区Ｊ19 ＳＫ519 28 3.2 茎先欠。棟部に約13cm木質片付着。棟区・刃区・目釘孔。 第50図 第11図

鉄07 19 25 Ａ区Ｊ19 ＳＫ520 30 2.9
錆膨れあるも、ほぼ完存。棟区・刃区あり、目釘孔は見えず。
木質の鞘の一部が残存する。

第50図 第11図

鉄08 13 26 Ａ区Ｊ17 ＳＫ499 31 2.9
木質鞘部僅かに残存。ほぼ完存に近い。棟区・刃区あり、錆膨れ
で目釘孔は見えず。下記の鉄（31）と伴出した。

第50図 第11図

鉄09 18 27 Ａ区Ｍ24
411号墓	
ＳＸ233

33.1 3
鋒付近の刃先一部欠、茎先欠。棟区・刃区・目釘孔あり。鉄（23）
と同伴。ほぼ完存に近い。

第50図 第11図

鉄10 51 33 Ａ区Ｌ19 ＳＫ524 27.3 2.8 鋒欠、刃区は錆と木質付着で見えず。棟区・目釘孔。 第50図 第11図

鉄11 24 12 Ａ区Ｊ18
ＳＫ506		
ＳＸ159

28.5 2.3
鉄（03）と伴出。刃先に一部欠失あるも略完存。棟区・刃区・目
釘孔あり。

第50図

鉄12 90 5 Ａ区Ｌ17
208号墓	
ＳＸ174

33.6 2.7
鉄（01）と同じ墓より出土。蔵骨器常滑産壺（46）に副葬。
弓なりに曲がる、ほぼ完存。

第50図

鉄13 8 15 Ａ区Ｋ18 ＳＫ510 31.3 2.8 略完存。茎先に近い刃方が一部欠失。棟区・刃区・目釘孔あり。 第50図
鉄14 9 16 Ａ区Ｌ15 ＳＫ481 28 2.8 ほぼ完存。棟区・刃区・目釘孔あり。鞘木質痕跡残存 第50図

鉄15 3 20 Ａ区Ｍ22 ＳＫ554 28.3 3.1
鋒・茎先ともに欠失す。全体にやや円弧状に反っている。棟区・刃区・
目釘孔あり。

第50図

鉄16 7 7
Ａ区Ｉ～Ｊ

17
275号墓	
ＳＸ158

24.3 2.4
鋒欠失、茎部中央屈曲。棟区・刃区・目釘孔あり。

（ＳＸ158は旧ＳＸ10を名称変更したもの。）
第50図

鉄17 25 ‐ 1 8 Ａ区Ｏ21
226号墓	
東接地点

28.8 2.6 略完存、錆により目釘孔見えず。 第50図

鉄18 22 13 Ａ区Ｋ19 不明 26.8 2.5 棟部一部欠、刃区欠失。棟区・目釘孔あり。 第50図
鉄19 6 22 Ａ区Ｊ20 ＳＫ527 28.5 2.4 略完存、錆で刃区欠、目釘孔覆い隠し見えず。 第50図

鉄20 4 23 Ａ区Ｋ20
ＳＸ232

（340号墓の
可能性）

21.4 2.1 欠失あり、棟区・刃区共に不明。やや小ぶり。 第50図

鉄21 67 34 Ａ区Ｌ16 ＳＫ493埋土 2.6 ＊ 燧金。鉄参考（42）に伴出。 第50図
鉄22 66 ＊ Ａ区Ｊ17 ＳＫ497埋土 6.2 ＊ 燧金。鉄（21）と同類品か？木質片付着。 第50図

鉄23 37 28 Ａ区Ｍ24
411号墓	
ＳＸ233

5.3 2.3 非刀子。不明銅製品。鉄（09）の刀子に伴出。 第50図

鉄24 10 18 Ａ区Ｌ17
ＳＫ511	
ＳＸ167

15 2.3 刃先・茎部に欠失あり。鎬あり、目釘孔なし。鉄参考（32）と伴出。 第50図

鉄25 84 28 Ｃ区Ｑ44 ＳＫ835 13.4 1.2 やや小振りの鉄製品。刀子か？鉄（26）と類似。 第50図
鉄26 86 31 Ａ区Ｋ21 ＳＫ542 10 0.9 鉄（25）に類似するが、一層細く小振り。刀子かどうか不明。 第50図

鉄27 20 2 Ａ区Ｊ16
273号墓		
ＳＸ8

24.1 2.8 渦巻状に湾曲するも、概ね完存。蔵骨器の鍋(102)に副葬。 第50図

鉄28 28 ＊
Ａ区北	
端斜面

地山確認	
トレンチ

13.2 3.5 非刀子。恐らく鎌の一部と推定。 第50図

鉄29 31 ＊ Ａ区Ｋ21
364号墓	
ＳＸ20

18 0.4 非刀子。所謂「バンセン？」の感じもある。硬質。 第50図

鉄30 32 ＊ Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 7 3.1 燧金。 第50図
鉄31 39 26 Ａ区Ｊ17 ＳＫ499 9.1 3.1 燧金。鉄（08）刀子に伴出。 第50図

鉄参考（32） 1 17 Ａ区Ｌ17
ＳＫ511	
ＳＸ167

22 2.5 茎部は目釘孔より尻辺を欠失。鉄（24）と伴出。

鉄参考（33） 2 19 Ａ区Ｑ12 東斜面 17.7 3 刃部約4/5残存、他欠失。
鉄参考（34） 23 ア Ａ区Ｍ17 区画西隅 20.8 2.9 鋒、茎を欠失。
鉄参考（35） 68 10 Ａ区Ｍ16 188号墓 18.5 2.7 鋒・区部～目釘孔付近欠失部分多い。
鉄参考（36） 88 9 Ａ区Ｏ22 235号墓 28 3 刃先・棟部分欠失、区付近欠失。腐蝕顕著。
鉄参考（37） 11 32 Ａ区Ｌ19 ＳＫ525 30.2 2.8 木質鞘部一部残存。
鉄参考（38） 29 3 Ａ区Ｍ18 101号墓 5.9 1.4 刀子茎の一部か鉄（25・26）等と同類遺物か。
鉄参考（39） 53 29 Ａ区Ｌ22 ＳＫ552 12 2.3 鋒に木質鞘残存。鉄参考（40）伴出。
鉄参考（40） 52 30 Ａ区Ｌ22 ＳＫ552 22.7 2 刃先欠、一部布目痕。鉄参考（39）伴出。
鉄参考（41） 87 31 Ａ区Ｋ21 ＳＫ542 8.6 1.8 刀子茎の破片か？
鉄参考（42） 63 35 Ａ区Ｌ16 ＳＫ493 3 0.6 鉄（21）と伴出。鉄(25)(26)と同類か？
鉄参考（43） 無 無 Ａ区Ｍ14 ＳＸ253 5.5 1.3 刀子の一部分か？

鉄参考（44） 無 無 Ａ区Ｎ16
東斜面	

再拡張区
4.2 1.9 刀子の一部分か？錆膨れ大きい。

鉄参考（45） 無 無 Ａ区Ｋ17 区画南隅 16 3.2 非刀子。鉄（28）と同じ形状。鎌と推定。腐蝕著しい。

◎各部位の名称等、拵えに関することは、佐藤寒山編『刀剣』（『日本の美術』№6、1966年10月、至文堂）に依拠した。

第 20 表　出土刀子類観察表（第 50 図）
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報告番号 実測番号 出土地区名 出土遺構名等
法　　量	

備　　考（形状・伴出遺物等） 掲載図
現長(cm) 断面部(mm)　

鉄46 49 Ａ区Ｊ15 ＳＫ478　ＳＸ109 5.1 4.5×4.0 頭欠、断面方形。炭・骨出土。 第51図

鉄47 50 Ａ区Ｊ15 ＳＫ478　ＳＸ109 3.7 - 断面方形。炭・骨出土。 第51図

鉄48 64 Ａ区Ｊ17 ＳＫ497 4.7 5.5×4.0 頭欠、断面方形。 第51図

鉄49 65 Ａ区Ｊ17 ＳＫ497 3.4 5.5×3.5 頭欠、断面方形。 第51図

鉄50 34 Ａ区Ｊ21 ＳＫ535 2.3 6.5×5.0 断面方形。骨出土。 第51図

鉄51 35 Ａ区Ｊ21 ＳＫ535 3.6 4.5×3.5 頭欠、断面方形。骨出土・屈曲。 第51図

鉄52 17(-12)
Ａ区ｋ16	

Ｄ2
266号墓 1.6 4.0×3.0 断面方形。 第51図

鉄53 - Ａ区Ｋ21 364号墓ＳＸ20 7 3.5×2.5 頭欠、断面方形。土師器鍋、骨。 第51図

鉄54 36 Ａ区Ｍ23 ＳＫ566 5.9 6.0×4.5 頭欠、断面方形。 第51図

鉄55 17(-10) Ｂ区Ｎ30 ＳＫ626東側 4.6 5.0×4.0 断面方形。屈曲。 第51図

鉄56 41
Ｂ区Ｎ34	
～Ｏ34

ＳＫ666 4.8 - 頭欠、断面方形。 第51図

鉄57 73 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 2.2 5.0×3.0 断面方形。骨出土。銭（119 ～ 125）伴出。 第51図

鉄58 72 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 2.5 4.5×3.0 断面方形。骨出土。 第51図

鉄59 75 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 1.9 4.0×2.5 断面方形。骨出土。 第51図

鉄60 74 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 3.5 5.5×3.5 断面方形。骨出土。 第51図

鉄61 76 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 3.2 4.0×4.0 頭欠、断面方形。骨出土。 第51図

鉄62 71 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 2.7 5.0×4.0 頭欠、断面方形。骨出土。 第51図

鉄63 77 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 2 5.0×4.5 頭欠、断面方形。骨出土。 第51図

鉄64 78 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 1.9 4.0×3.0 頭欠、断面方形。骨出土。 第51図

鉄65 70 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 3.7 4.5×4.0 頭欠、断面方形。骨出土。 第51図

鉄66 54 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 4 4.5×4.0 断面方形。骨出土。 第51図

鉄67 55 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 2.4 5.0×4.0 断面方形。骨出土。 第51図

鉄68 60 Ｂ区Ｐ37 ＳＫ707 4 5.0×3.5 頭欠、断面方形。骨出土。 第51図

鉄69 56 Ｂ区Ｐ35 ＳＫ682 2.9 5.5×4.0 断面方形。参考（89）伴出。銭（55 ～ 59）伴出。 第51図

鉄70 57 Ｂ区Ｐ35 ＳＫ682 2.9 4.7×3.5 断面方形。参考（89）と伴出。 第51図

鉄71 61 Ｂ区Ｐ36 ＳＫ693 5.5 4.0×3.0 断面方形。 第51図

鉄72 48 Ｂ区Ｑ37 ＳＫ714 6.9 3.0×2.5 断面方形。ほぼ全長に近い。 第51図

鉄73 25（-2） Ｂ区Ｐ37 ＳＫ710 6.1 4.0×3.0 断面方形。炭化物・骨出土。 第51図

鉄74 - Ｂ区Ｐ38 ＳＫ720 7.5 5.0×4.5 頭欠、断面方形。 第51図

鉄75 - Ｂ区Ｐ38 ＳＫ720 2.8 3.6×3.2 断面方形。 第51図

鉄76 58 Ｂ区Ｐ38 ＳＫ720 2.4 4.0×3.5 断面方形。 第51図

鉄77 59 Ｂ区Ｐ38 ＳＫ720 6.3 5.2×4.5 頭欠、断面方形。 第51図

鉄78 42 Ｂ区Ｑ34 ＳＫ673 4.5 7.0×2.5 断面方形。 第51図

鉄79 26 Ｂ区Ｑ37 ＳＫ718 4.7 4.3×4.0 断面方形。 第51図

鉄80 43 Ｂ区Ｑ39 ＳＫ744 5 3.6×2.5 断面方形。先端屈曲。銭（160 ～ 184）伴出。 第51図

鉄81 47 Ｂ区Ｒ40 ＳＫ767 5.1 5.0×4.0 断面方形。 第51図

鉄82 - Ｂ区Ｒ40 ＳＫ767 6 4.3×4.0 断面方形。 第51図

鉄83 46 Ｂ区Ｒ40 ＳＫ767 7.6 4.5×4.2 断面方形。 第51図

鉄84 - Ｂ区Ｒ40 ＳＫ767 8.2 3.5×3.5 断面方形。ほぼ全長に近い。 第51図

鉄85 40 Ｂ区Ｒ40 ＳＫ767 8.3 6.0×3.0 断面方形。ほぼ全長に近い。 第51図

鉄86 44 Ｂ区Ｒ40 ＳＫ767 7.9 3.3×3.0 断面方形。ほぼ全長に近い。 第51図

鉄87 45 Ｂ区Ｒ40 ＳＫ767 7.5 4.5×3.6 断面方形。ほぼ全長に近い。 第51図

参考88 - Ｂ区Ｎ33 ＳＫ655 - - 断面方形。

参考89 - Ｂ区Ｐ35 ＳＫ682 - - 断面方形。銭（55 ～ 59）と同一遺構から出土。

参考90 - Ｂ区Ｐ36 ＳＫ694 - - 断面方形。

参考91 - Ｂ区Ｑ35 ＳＫ683 - - 断面方形。

参考92 - Ｂ区Ｑ40 ＳＫ766 - - 断面方形。銭（74 ～ 85）伴出。

鉄93 79 Ｃ区Ｐ48 ＳＫ854 4.1 3.3×3.0 頭欠、断面方形。 第51図

鉄94 80 Ｃ区Ｐ48 ＳＫ854 3.2 6.0×4.0 頭欠、断面方形。 第51図

鉄95 81 Ｃ区Ｐ48 ＳＫ854 3.9 4.5×3.5 頭欠、断面方形。 第51図

鉄96 82 Ｃ区Ｐ48 ＳＫ854 3.4 5.5×4.5 頭欠、断面方形。 第51図

鉄97 83 Ｃ区Ｐ48 ＳＫ854 3 5.0×2.8 頭欠、断面方形。 第51図

鉄98 11（-08） Ｃ区Ｑ44 ＳＫ831 3.9 3.5×3.0 断面方形。銭（248 ～ 253）伴出。 第51図

参考99 69 Ｃ区Ｑ41 ＳＫ783 - - 断面方形。銭（237 ～ 238）伴出。

参考100 - Ｃ区Ｑ44 ＳＫ833 - - 断面方形。銭（284 ～ 285）伴出。

参考101 - Ｃ区Ｑ49 ＳＫ857 - - 断面方形。

第 21 表　出土鉄釘観察表（第 51 図）
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報告番号 採取番号 発掘区　地区名 出土遺構等 銭貨名称 　初鋳造年 拓本 　　　　備　　　　考　　　　欄 掲載図

銭1 1 Ａ地区Ｋ16 183号墓 洪武通寳 明1368年 裏面文字は「一銭」か？　　　 第52図

銭2 2 Ａ地区Ｌ15 262号墓 永楽通寳 明1408年 縁辺部破損。

銭3 3 Ａ地区Ｎ15 80号墓 □□通寳？ ー 縁辺部一部破損。

銭4 4 Ａ地区Ｎ16 92号墓 天禧通寳 北宋1017年 破損あり。　　　　　　　　　　　　 第52図

銭5 5 Ａ地区Ｎ16 88号墓ＳＸ76南 熙寧元寳 北宋1068年 縁辺破損少々

銭6 6 Ａ地区Ｍ15 82号墓
開□通寳？	
	（開通□寳）

（唐	621年）
約４割欠損、南宋1259年の開慶通寳より開通
元寳（開元通寳）の可能性がある。

銭7 7 Ａ地区Ｐ27 現道路東 政和通寳 北宋1111年 文字部分一部剥離

銭8 8 Ａ地区Ｎ16 92号墓東下 景定元寳？ 南宋1260年 不可 磨耗著しい

銭9 9 Ａ地区Ｏ15 東側斜面 元祐通寳 北宋1086年 縁辺部若干欠損 第52図

銭10 10 Ａ地区Ｌ15 ＳＫ481 嘉祐元寳？ 北宋1056年 ＳＫ481は146号墓と平面上は重複。 第52図

銭11 11 Ａ地区Ｌ16 182号墓盛土内 大観通寳？ 北宋1107年 約半分欠損

銭12 12 Ａ地区Ｌ16 182号墓盛土内 大観通寳 北宋1107年

銭13 13 Ａ地区Ｌ16 182号墓盛土内 大観通寳 北宋1107年 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第52図

銭14 14 Ａ地区Ｌ16 182号墓盛土内 大観通寳 北宋1107年 文字明瞭、約４割欠損

銭15 欠番 Ａ地区Ｍ16 184号墓ＳＸ７ 判読不能 ー 不可 小破片。骨片・山茶碗小破片。

銭16 1 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ626南外 聖宋元寳？ 北宋1101年 銭(17)と熔解付着　　　　　 第52図

銭17 2 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ626南外 元豊通寳？ 北宋1078年 銭(16)と熔解付着 第52図

銭18 3 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ626南外 元□通寳 （？） 元祐通寳か？磨耗著しい。

銭19 4 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ626南外 治平元寳 北宋1064年 第52図

銭20 5 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ626北東外 判読不能 ー 不可 銭(21)と熔解付着

銭21 6 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ626北東外 判読不能 ー 不可 銭(20)と熔解付着

銭22 193 Ｂ地区Ｍ29 462号墓墳頂部 熙寧元寳 北宋1068年 篆書体　（墳丘Ｂ表採）

銭23 7 Ｂ地区Ｍ29
462号墓墳頂	

ＳＫ610	大甕内
熙寧元寳 北宋1068年 篆書体　（墳丘Ｂ・五輪塔伴出）

銭24 8 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 元豊通寳？ 北宋1078年

銭25 9 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 宣徳通寳 明1426 ～ 33年 　 第52図

銭26 10 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 永楽通寳 明1408年 銭(27)と熔解付着

銭27 11 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 皇宋通寳？ 北宋1039年 銭(26)と熔解付着

銭28 12 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 永楽通寳 明1408年 銭(29)と熔解付着

銭29 13 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 永楽通寳 明1408年 銭(28)と熔解付着

銭30 14 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 永楽通寳 明1408年 銭(31)と熔解付着

銭31 15 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 判読不能 ー 不可 銭(30)と熔解付着

銭32 16 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 永楽通寳 明1408年 銭(33)と熔解付着

銭33 17 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 判読不能 ー 不可 銭(32)と熔解付着

銭34 18 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 祥□通寳？ 北宋1009年 磨耗著しい

銭35 19 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 永楽通寳 明1408年

銭36 20 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 永楽通寳 明1408年

銭37 21 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 永楽通寳 明1408年

銭38 22 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 永楽通寳 明1408年

銭39 23 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 □宋□寳？ ( ？） 剥離欠損、磨耗著しい

銭40 24 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682の南 熙寧元寳？ (北宋1068年？） 熔解付着

銭41 25 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ733 永楽通寳 明1408年

銭42 26 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ733
開通元寳	

（開元通寳）
唐621年 一般には開通元寳といった（網野善彦氏）。

銭43 27 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ733 永楽通寳 明	1408年

銭44 28 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ733 元豊通寳？ 北宋	1078年 銭(45)と付着磨耗著しい

銭45 29 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ733 □□□寳？ ー

銭46 30 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ733 判読不能 ー 不可 磨耗著しい

銭47 31 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ733 元祐□寳？ （？） 磨耗著しい

銭48 32 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ727 永楽通寳 明		1408年

銭49 33 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ727 永楽通寳 明1408年

銭50 34 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ727 皇宋通寳 北宋1039年 第52図

銭51 35 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ727 元□通寳？ （？） 磨耗著しい

銭52 36 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ731 永楽通寳 明1408年

銭53 37 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ723 洪武通寳 明1368年

銭54 38 Ｂ地区Ｑ38 ＳＫ723 熙寧□寳？ （？） 歪曲・1/4欠損

銭55 39 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682 熙寧元寳 北宋1068年

銭56 40 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682 皇宋通寳 北宋1039年

銭57 41 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682 至和元寳 北宋1054 ～ 55年 第52図

銭58 42 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682 永楽通寳 明1408年 銭(59)と熔解付着・磨耗著しい。

第 22 表　出土銭貨観察表（第 52 図）
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報告番号 採取番号 発掘区　地区名 出土遺構等 銭貨名称 　初鋳造年 拓本 　　　　備　　　　考　　　　欄 掲載図

銭59 43 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ682 皇宋通寳 北宋1039年

銭60 44 Ｂ地区Ｐ39 ＳＫ736 皇宋通寳 北宋1039年 第52図

銭61 45 Ｂ地区Ｐ33 ＳＫ662 景徳元寳 北宋1004年 磨耗著しい

銭62 46 Ｂ地区Ｐ33 ＳＫ662 判読不能 ー 不可 銭(61)と熔解付着

銭63 172 Ｂ地区Ｐ33 ＳＫ662 判読不能 ー 不可 腐食細片

銭64 47 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ762 永楽通寳 明1408年 銭(65 ～ 67)と熔解付着 第52図

銭65 48 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ762 判読不能 ー 不可 銭(64、66、67)と熔解付着

銭66 49 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ762 判読不能 ー 不可 銭(64、65、67)と付着

銭67 50 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ762 判読不能 ー 不可 銭(64、65、66)と熔解付着

銭68 51 Ｂ地区Ｐ39 ＳＫ737 景徳元寳 北宋1004年 銭(69)と熔解付着 第52図

銭69 52 Ｂ地区Ｐ39 ＳＫ737 判読不能 ー 不可 銭(68)と熔解付着

銭70 53 Ｂ地区Ｐ39 ＳＫ737 紹聖元寳？ 北宋1094年 銭(71)と熔解付着

銭71 54 Ｂ地区Ｐ39 ＳＫ737 判読不能 ー 不可 銭(70)と熔解付着

銭72 55 Ｂ地区Ｐ39 ＳＫ737 熙寧元寳？ 北宋1068年 銭(73)と熔解付着

銭73 56 Ｂ地区Ｐ39 ＳＫ737 判読不能 ー 不可 銭(72)と熔解付着

銭74 57 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年

銭75 58 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年

銭76 59 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年

銭77 60 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年

銭78 61 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年

銭79 62 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 洪武通寳 明1368年 第52図

銭80 63 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年

銭81 63 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年 不可 約８割欠損

銭82 64 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年 銭(83)と熔解付着

銭83 65 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 判読不能 ー 不可 銭(82)と熔解付着

銭84 66 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年

銭85 67 Ｂ地区Ｒ40 ＳＫ766 永楽通寳 明1408年

銭86 69 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 元豊通寳 北宋1078年

銭87 70 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 永楽通寳 明1408年

銭88 153 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 永楽通寳 明1408年 半壊　銭(88 ～ 91)熔解付着

銭89 154 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 判読不能 ー 不可 銭(88 ～ 91)熔解付着

銭90 155 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 判読不能 ー 不可 銭(88 ～ 91)熔解付着

銭91 156 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 判読不能 ー 不可 銭(88 ～ 91)熔解付着

銭92 157 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 永楽通寳 明1408年

銭93 158 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 元豊通寳 北宋1078年

銭94 159 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 永楽通寳 明1408年

銭95 160 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 洪武通寳 明1368年

銭96 161 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 天聖元寳？ 北宋1023年

銭97 162 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 永楽通寳 明1408年

銭98 163 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 □□元寳？ ー

銭99 164 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 元□通寳？ ( ？） 元和通寳の篆書体か

銭100 165 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 至和通寳 北宋1054 ～ 55年 第52図

銭101 166 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 判読不能 ー 不可 銭(102)と熔解付着

銭102 167 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 判読不能 ー 不可 銭(101)と熔解付着

銭103 欠番 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ749 □元□？ ー 不可 約８割熔解欠損。不可。

銭104 71 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ751の東側 永楽通寳 明1408年

銭105 72 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ742 永楽通寳 明1408年

銭106 73 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ742 永楽通寳 明1408年 約1/2欠損

銭107 74 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 永楽通寳 明1408年

銭108 75 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 永楽通寳 明1408年

銭109 76 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 永楽通寳 明1408年

銭110 77 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 永楽通寳 明1408年 第52図

銭111 78 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 天聖元寳 北宋1023年 銭(112)と熔解付着 第52図

銭112 79 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 判読不能 ー 不可 銭(111)と熔解付着

銭113 80 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 永楽通寳 明1408年 銭(114)と熔解付着

銭114 81 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 判読不能 ー 不可 銭(113)と熔解付着

銭115 82 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 永楽通寳 明1408年 銭(116)と熔解付着　表面摩滅

銭116 83 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 判読不能 ー 不可 銭(115)と熔解付着

銭117 84 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 永楽通寳 明1408年
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銭118 85 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ706 判読不能 ー 不可 磨耗著しい

銭119 86 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ707 天聖元寳 北宋1023年 銭(120)と熔解付着

銭120 87 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ707 天（禧）通寳 北宋1017年 銭(119)と熔解付着　天祐通寳か

銭121 88 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ707 元□通寳？ ( ？） 磨耗著し元祐通寳か

銭122 91 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ707 熙寧元寳 北宋1068年 磨耗著しい。銭(123)と付着

銭123 92 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ707 皇宋通寳 北宋1039年 銭(122)と付着

銭124 欠番 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ707ｾｸｼｮﾝ内 永楽通寳 明1408年 約半分欠損、破片

銭125 欠番 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ707ｾｸｼｮﾝ内
開通元寳	

（開元通寳）
唐621年 「開元通寳」とも。磨耗著しい

銭126 89 Ｂ地区 排土中採取 判読不能 ー 不可 磨耗著しい

銭127 92 Ｂ地区Ｐ38 ＳＫ725 判読不能 ー 不可 銭(128 ～ 132)熔解付着

銭128 93 Ｂ地区Ｐ38 ＳＫ725 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭129 94 Ｂ地区Ｐ38 ＳＫ725 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭130 95 Ｂ地区Ｐ38 ＳＫ725 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭131 96 Ｂ地区Ｐ38 ＳＫ725 判読不能 ー 不可 熔解付着　約半分欠損

銭132 97 Ｂ地区Ｐ38 ＳＫ725 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭133 98 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 永楽通寳 明1408年 縁辺一部磨耗

銭134 99 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 判読不能 ー 不可 銭(133)と熔解腐着

銭135 100 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 政和通寳 北宋1111年 篆書体。磨耗顕著、縁辺部欠損

銭136 101 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 政和通寳 北宋1111年 磨耗顕著、縁辺部欠損

銭137 102 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 永楽通寳 明1408年 縁辺部摩滅

銭138 103 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 永楽通寳 明1408年 縁辺部摩滅

銭139 104 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 永楽通寳 明1408年 約２割欠損

銭140 141 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 判読不能 ー 不可 銭(141)と熔解付着

銭141 142 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 判読不能 ー 不可 銭(140)と熔解付着

銭142 143 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 永楽通寳 明1408年 縁辺一部欠損

銭143 144 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 永楽通寳 明1408年

銭144 145 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 永楽通寳 明1408年 縁辺一部欠損

銭145 146 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 判読不能 ー 不可 銭(144・146・147)と熔解付着

銭146 147 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 判読不能 ー 不可 銭(144・145・147)と熔解付着

銭147 148 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 判読不能 ー 不可 銭(144・145・146)と熔解付着

銭148 149 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 永楽通寳 明1408年 熔解歪曲7 ～ 8割欠損

銭149 150 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 永楽通寳 明1408年 熔解歪曲7 ～ 8割欠損

銭150 欠番 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743 熙寧元寳 北宋1068年 約8割欠損

銭151 欠番 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ743
開通元寳	

（開元通寳）
唐621年 約3 ～ 4割欠損

銭152 105 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ751 祥符通寳 北宋1009年 　　 第52図

銭153 106 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ751 淳化元寳 北宋990年 銭(154)と熔解付着 第52図

銭154 107 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ751 □□□寳 ー 銭(153)と熔解付着

銭155 108 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ751 判読不能 ー 不可

銭156 109 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ751 判読不能 ー 不可 約半分欠失

銭157 140 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ751 永楽通寳 明1408年 約半分欠失

銭158 152 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ751 永楽通寳 明1408年 腐食一部破損

銭159 178 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ751ｾｸｼｮﾝ内 永楽通寳 明1408年 約３割欠損

銭160 90 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 縁辺部破損　　　　　　　　　 写真第12図

銭161 111 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 熙寧元寳？ 北宋1068年 磨耗著しい 写真第12図

銭162 112 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 紹聖元寳？ 北宋1094年 磨耗著しい 写真第12図

銭163 113 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 皇宋通寳？ 北宋1039年 磨耗著しい 写真第12図

銭164 114 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 紹聖元寳 北宋1094年 第52図

銭165 115 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 聖宋元寳 北宋1101年

銭166 116 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 祥符元寳 北宋1008年

銭167 117 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 元豊通寳 北宋1078年

銭168 118 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 至正通寳 元1341年

銭169 119 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 写真第12図

銭170 120 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 写真第12図

銭171 121 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 紹聖元寳？ ( ？） 磨耗著しい 写真第12図

銭172 122 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 判読不能 ー 不可 銭(173)と熔解付着 写真第12図

銭173 123 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 判読不能 ー 不可 銭(172)と熔解付着 写真第12図

銭174 124 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 写真第12図

銭175 125 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 写真第12図
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銭176 126 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 写真第12図

銭177 127 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 写真第12図

銭178 128 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 写真第12図

銭179 129 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 皇宋通寳？ 北宋1039年 磨耗著しい 写真第12図

銭180 130 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 「永」字の傍に径１mmの穿孔あり 写真第12図

銭181 131 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 至和元寳？ 北宋1054 ～ 55年 磨耗著しい 写真第12図

銭182 132 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 写真第12図

銭183 133 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 写真第12図

銭184 134 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ744 永楽通寳 明1408年 縁辺部破損 写真第12図

銭185 137 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ747 永楽通寳 明1408年

銭186 138 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ747 永楽通寳 明1408年

銭187 139 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ747 天禧通寳 北宋1017年

銭188 欠番 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ747 熙寧元寳 北宋1068年

銭189 欠番 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ747 判読不能 ー 不可

銭190 151 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ748 永楽通寳 明1408年 約３割欠損

銭191 179 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ748ｾｸｼｮﾝ 永楽通寳 明1408年 縁辺部欠損

銭192 168 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ764の北側 永楽通寳 明1408年 磨耗著しい、一部欠損。

銭193 169 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ764の北側 永楽通寳 明1408年 文字明瞭、銭194と付着。

銭194 170 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ764の北側 判読不能 ー 不可 銭193と熔解付着

銭195 171 Ｂ地区不詳 排土中採取 永楽通寳 明1408年 約３割欠損

銭196 173 Ｂ地区Ｒ39 ＳＫ755 永楽通寳 明1408年 文字明瞭

銭197 178 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ704ｾｸｼｮﾝ内 元豊通寳 北宋1078年 縁辺部少々欠損

銭198 179 Ｂ地区Ｐ37 ＳＫ704ｾｸｼｮﾝ内 □元□寳 ( ？） 約半分欠損

銭199 180 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ681 永楽通寳 明1408年 熔解付着

銭200 181 Ｂ地区Ｐ35 ＳＫ681 咸平元寳 北宋998年 熔解付着　 第52図

銭201 182 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ763 永楽通寳 明1408年 遺存度良好

銭202 183 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ763 永楽通寳 明1408年 遺存度良好

銭203 184 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ763 永楽通寳 明1408年 遺存度良好

銭204 185 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ763 永楽通寳 明1408年 約４割欠損

銭205 186 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ763 永楽通寳 明1408年 約９割欠損

銭206 187 Ｂ地区Ｑ40 ＳＫ763 嘉祐通寳？ 北宋1056年 磨耗著しい

銭207 187 Ｂ地区Ｑ39 ＳＫ752 永楽通寳 明1408年 縁辺一部欠損

銭208 188 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ623 □宋元寳 ( ？） 銭209と熔解付着　磨耗著しい

銭209 189 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ623 判読不能 ー 不可 銭208と熔解付着

銭210 190 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ624 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭211 191 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ624 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭212 192 Ｂ地区Ｎ30 ＳＫ624 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭213 欠番 Ｂ地区Ｑ36 ＳＫ699 皇宋通寳？ 北宋039年 摩滅著しい

銭214 欠番 Ｂ地区Ｑ36 ＳＫ699 永楽通寳 明1408年 文字明瞭

銭215 欠番 Ｂ地区Ｑ36 ＳＫ699 元豊通寳 北宋1078年 文字摩滅、付着

銭216 欠番 Ｂ地区Ｑ36 ＳＫ699 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭217 欠番 Ｂ地区 不明土壙 紹定通寳 南宋1228年　 第52図

銭218 欠番 Ｂ地区 不明土壙 太平通寳 北宋976年 第52図

銭219 欠番 Ｂ地区 不明土壙 元豊通寳？ 北宋1078年

銭220 欠番 Ｂ地区 不明土壙 熙寧元寳？ 北宋1068年 磨耗著しい

銭221 欠番 Ｂ地区 不明土壙 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭222 欠番 Ｂ地区 不明土壙 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭223 欠番 Ｂ地区 不明土壙 判読不能 ー 不可 熔解付着

銭224 200 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ804 元符通寳 北宋1098年 篆書体 第52図

銭225 201 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ804 元符通寳 北宋1098年 篆書体（模造銭ではないか？）

銭226 202 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ804 皇宋通寳 北宋1039年 文字潰れあり

銭227 207 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ804 元豊□□ 北宋1078年 約５割欠失（元豊通寳か）

銭228 243 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ804 判読不能 ー 不可 約８割欠失、砕片・磨耗著しい

銭229 203 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ807 永楽通寳 明1408年

銭230 204 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ807 景祐元寳 北宋1034年

銭231 205 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ807 判読不能 ー 不可「□□通寳」か？

銭232 206 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ807 永楽通寳 明1408年

銭233 218 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ807 永楽通寳 明1408年

銭234 219 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ807 永楽通寳 明1408年
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銭235 220 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ807 政和通寳 北宋1111年 第52図

銭236 228 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ807 天聖元寳 北宋1023年

銭237 208 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ783 永楽通寳 明1408年

銭238 209 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ783 永楽通寳 明1408年 （模造銭ではないか？）

銭239 210 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ808 判読不能 ー 不可 銭(239 ～ 244)　6枚熔解付着

銭240 211 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ808 判読不能 ー 不可 銭(239 ～ 244)　6枚熔解付着

銭241 212 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ808 判読不能 ー 不可 銭(239 ～ 244)　6枚熔解付着

銭242 213 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ808 判読不能 ー 不可 銭(239 ～ 244)　6枚熔解付着

銭243 214 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ808 判読不能 ー 不可 銭(239 ～ 244)　6枚熔解付着

銭244 215 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ808 判読不能 ー 不可 銭(239 ～ 244)　6枚熔解付着

銭245 216 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ791 判読不能 ー 不可 約５割欠失

銭246 236 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ791 永楽通寳 明1408年 割れ、一部欠失

銭247 217 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ784 熙寧元寳 北宋1068年 第52図

銭248 221 Ｃ地区Ｑ44 ＳＫ831 熙寧元寳 北宋1068年

銭249 222 Ｃ地区Ｑ44 ＳＫ831 元豊通寳 北宋1078年

銭250 223 Ｃ地区Ｑ44 ＳＫ831 紹聖元寳 北宋1094年 篆書体

銭251 224 Ｃ地区Ｑ44 ＳＫ831 紹聖元寳 北宋1094年 真書体

銭252 225 Ｃ地区Ｑ44 ＳＫ831 皇宋通寳 北宋1039年

銭253 226 Ｃ地区Ｑ44 ＳＫ831 祥符元寳 北宋1008年 第52図

銭254 227 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ818・822間 永楽通寳 明1408年 約５割欠失

銭255 229 Ｃ地区Ｑ48 ＳＫ853 判読不能 ー 不可 銭(256)と熔解腐着　約３割欠

銭256 230 Ｃ地区Ｑ48 ＳＫ853 判読不能 ー 不可 銭(255)と熔解腐着　約3割欠

銭257 231 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ790 判読不能 ー 不可 銭(257 ～ 260)　4枚熔解付着

銭258 232 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ790 判読不能 ー 不可 銭(257 ～ 260)　4枚熔解付着

銭259 233 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ790 判読不能 ー 不可 銭(257 ～ 260)　4枚熔解付着

銭260 234 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ790 判読不能 ー 不可 銭(257 ～ 260)　4枚熔解付着

銭261 235 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ829 判読不能 ー 不可 約５割欠失

銭262 237 Ｃ地区Ｑ41 不明 熙寧元寳 北宋1068年 磨耗著しい

銭263 238 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ835
開通元寳	

（開元通寳）
唐621年 縁辺一部欠損								 第52図

銭264 239 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ835 永楽通寳 明1408年

銭265 240 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ835 治平元寳 北宋1064年 約６割欠失、文字配列から判読

銭266 241 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ835 元祐通寳？ 北宋1086年 約８割欠失、元の字形から推測

銭267 242 Ｃ地区Ｑ41 ＳＫ834 元豊通寳 北宋1078年

銭268 244 Ｃ地区Ｎ43 表土下層 永楽通寳 明1408年 加熱による歪み

銭269 245 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 永楽通寳 明1408年 銭(270)と熔解付着

銭270 246 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 永楽通寳 明1408年 銭(269)と熔解付着

銭271 247 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 永楽通寳 明1408年 約１割欠失

銭272 248 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 元祐通寳 北宋1086年 銭(273)と熔解付着

銭273 249 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 天聖元寳 北宋1023年 銭(272)と熔解付着

銭274 250 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 洪武通寳 明1368年

銭275 251 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 判読不能 ー 不可 銭(276)と熔解付着

銭276 252 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 判読不能 ー 不可 銭(275)と熔解付着

銭277 253 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 判読不能 ー 不可 銭(278)と熔解付着

銭278 254 Ｃ地区Ｑ42 ＳＫ818 判読不能 ー 不可 銭(277)と熔解付着

銭279 265 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ818 熙寧元寳 北宋1068年 割れ、一部欠

銭280 266 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ818 元符通寳 北宋1098年 割れ、約２割欠

銭281 267 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ818 判読不能 ー 不可 破片、磨耗著しい

銭282 255 Ｃ地区Ｎ41 淡黄褐色土 永楽通寳 明1408年 割れ、約２割欠失

銭283 256 Ｃ地区Ｎ41 淡黄褐色土 永楽通寳 明1408年 約５割欠失

銭284 257 Ｃ地区Ｑ44 ＳＫ833 至和通寳 北宋1054 ～ 55年 銭(285)と熔解付着、一部欠

銭285 258 Ｃ地区Ｑ44 ＳＫ833 祥符元寳 北宋1008年 銭(284)と熔解付着

銭286 259 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ826 熙寧元寳？ 宋1068年 銭(287)と熔解付着

銭287 260 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ826 判読不能 ー 不可 銭(286)と熔解付着

銭288 261 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ826 永楽通寳 明1408年

銭289 262 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ826 熙寧元寳？ 北宋1068年

銭290 263 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ826 永楽通寳 明1408年

銭291 264 Ｃ地区Ｑ43 ＳＫ826 景祐元寳 北宋1034年 第52図

注意：銭貨名称で判読できないものは□を、比較的可能性のあるものは「？」印を以て示した。全く判読出来ないものは「判読不能」とした。拓本の全てを図版に掲載した
わけではないことをお断りしておく。

第 22 表　出土銭貨観察表（第 52 図）
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第 23 表　石塔計測部位凡例
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報告番号
採取
番号

出土部位
名称

出土場所
各　						部			　			位						　法						　量

　備			　				考						　欄　
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ I ｊ ｋ

Ａ0001 21 空輪 Ｌ13 － (13.7) － － － 13.3 10.4 － － － － 表採、砂岩、空輪突起欠・風輪以下欠失。

Ａ0002 104 空輪
Ｌ16	
196号墓

－ － － － － － － － － － － 磨耗顕著計測不可、空輪突起部も。

Ａ0003 139 空輪
Ｋ21	
365号墓

－ － － － － － － － － － － 先端部のみ。欠損顕著。計測不可。

Ａ0004 150 空輪
Ｌ16	
196号墓

－ (11.2) － － － (10.2) － － － － － 破片、縦方向に半截。

Ａ0005 348 空( ？ )
Ｎ15	
76号墓

－ (11.8) － － － (10.0) － － － － － 損壊顕著。

Ａ0006 467 空輪 Ｍ24 － 12.4 － － － 12.8 8.8 － － － －
空輪を一石造、Ａ0014風輪とセットか。
第53図

Ａ0007 472 空輪
Ｍ24	
423号墓

－ (9.0) － － － (10.9) (8.1) － － － －

Ａ0008 678 空輪
Ｐ13	
67号墓

－ 10.2 － － － 14.5 12.4 － － － － 梵字入、連結突起。第53図　

Ａ0009 722 空輪 Ｐ11 － (12.6) － － － (10.0) (8.1) － － － － 縦損壊4分の1残。

Ａ0010 722 空輪 Ｐ11 － (10.4) － － － (10.0) (5.3) － － － － 縦方向に半壊。

Ａ0011 104 風輪
Ｌ16	
196号墓

－ － － － － － － － － － － 磨耗顕著、実測不可。第53図

Ａ0012 150 風輪
Ｌ16	
196号墓

－ (9.8) － － － (10.5) － － － － － 破片、縦方向に半截。

Ａ0013 369 風輪
Ｋ14	
149号墓

－ － 4.1 － － － － 9.0 7.3 － －

Ａ0014 461 風輪 Ｍ24 － － 12.2 8.1 － － 14.7 10.7 6.3 4.1
風輪一石造、Ａ0006空輪とセットか。
第53図

Ａ0015 471 風輪 Ｍ24 － － (8.5) (0.7) (5.9) － (7.7) (10.9) (7.4) (5.2) (1.9)

Ａ0016 5 空風輪 Ｉ14 (17.8) (8.4) 9.4 0.9 6.7 11.2 8.2 12.3 8.6 5.2 2.6 表採。第53図

Ａ0017 11 空風輪 Ｊ14 (20.1) (9.1) 11.0 0.2 6.8 11.4 10.3 13.5 8.6 5.5 4.0 表採。

Ａ0018 13 空風輪 Ｊ20 (21.7) (10.7) (11.0) 1.6 8.0 12.4 9.9 13.6 8.6 6.0 (1.4) 表採、突起欠、花崗閃緑岩。第53図

Ａ0019 18 空風輪 Ｊ15 (15.5) (8.0) (8.6) 1.2 7.4 11.2 8.4 12.0 8.8 － － 表採、風輪下部の連結突起欠損。

Ａ0020 35 (空)風輪 Ｍ24 (9.3) (2.6) (6.8) 0.9 5.9 － (8.5) 11.7 7.5 － － 表採、空輪欠、風輪小欠。

Ａ0021 38 空風輪 Ｌ16 (18.6) (11.4) (7.2) (0.5) (6.7) (13.9) (11.7) (12.3) (10.0) － － 半壊、突起欠。

Ａ0022 42 空風輪 Ｎ16 19.5 9.8 9.7 0.5 5.8 11.3 9.6 12.9 8.1 5.2 3.4 斜面表採。

Ａ0023 45 空風輪 Ｌ16 (12.9) (5.5) (7.4) 1.2 4.7 9.0 7.0 9.9 6.4 3.9 (1.5) 突起欠、下部欠。

Ａ0024 47 空風輪 Ｌ13 (19.3) (8.6) 10.7 0.2 6.7 11.8 9.2 13.6 8.3 5.2 3.8 半壊、突起欠。

Ａ0025 59 空風輪
Ｍ16	
186号墓

(14.8) (8.3) 6.5 1.4 5.1 10.8 7.3 10.6 (6.3) － － 表採、突起欠、風輪半壊。

Ａ0026 60 空風輪 Ｌ17 19.0 9.9 9.1 0.6 5.9 11.8 9.1 13.6 10.3 4.4 2.6 表採。第53図

Ａ0027 63 空風輪
Ｋ17	
195号墓

(19.4) (9.8) (9.6) 0.9 6.4 13.8 11.2 14.5 9.1 4.8 (2.3)
表採、空輪突起欠、
風輪下部の連結用突起破損。

Ａ0028 64 空風輪
Ｋ17	
195号墓

(15.2) (6.7) (8.4) 0.7 5.9 9.8 8.6 11.7 7.6 4.1 (1.8)
表採、空輪突起欠、
風輪下部の連結用突起磨耗。第53図

Ａ0029 66 空風輪
Ｏ23	
244号墓

21.4 10.5 10.9 0.7 6.5 12.3 9.4 12.9 7.8 5.3 3.7 塚下斜面転倒。

Ａ0030 93 空風輪 Ｋ17 (15.4) (7.1) (8.3) 0.7 6.3 10.5 8.6 11.5 7.1 (4.3) (1.3) 空輪突起欠、風輪下部連結突起欠損。

Ａ0031 103 空風輪
Ｌ16	
196号墓

(14.4) (8.2) (6.2) (0.6) (5.6) (11.1) (10.5) (12.4) (11.4) － － 2/3欠失。

Ａ0032 107 空風輪
Ｊ18	
293号墓

(17.9) (8.9) 9.0 0.7 5.2 9.8 8.0 11.3 8.7 6.2 3.1 第53図

Ａ0033 108 空風輪 Ｉ18 (12.9) (7.6) 5.2 0.7 4.5 9.6 7.4 10.6 7.8 － － 梵字入り、小欠。第53図

Ａ0034 109 空風輪
Ｊ18	
292号墓

(19.9) (10.4) (9.5) 2.0 (7.5) (13.5) 10.7 (15.3) (12.9) － － 空輪突起欠。

Ａ0035 110 空風輪
Ｊ18	
292号墓

(14.4) (7.3) (7.1) 0.8 3.9 9.9 8.6 11.1 7.0 4.4 (2.4) 第53図

Ａ0036 112 空風輪
Ｊ19	
306号墓

(15.8) (7.0) (8.8) 0.6 6.2 9.4 7.4 10.8 7.4 4.2 2.0 他に空輪突起部。第53図

Ａ0037 116 空風輪 Ｊ19 (18.4) (8.4) 10.0 1.1 5.4 11.4 9.9 13.1 8.4 4.7 3.5 空輪突起欠。第53図

Ａ0038 118 空風輪 Ｊ19 (18.5) (9.3) 9.2 0.8 5.5 11.4 10.0 13.4 8.2 3.4 2.9 空輪突起欠。第53図

Ａ0039 119 空風輪
Ｊ19	
320号墓

(18.1) (8.1) (10.0) 0.6 (5.6) 11.0 9.0 (12.0) (7.9) 5.1 (3.8) 空輪突起欠。第53図

Ａ0040 124 空風輪
Ｊ20	
328号墓

(15.1) (7.5) (7.6) 1.0 (4.8) (9.6) (8.0) (10.5) (7.3) (4.6) (1.8) 空輪突起欠、風輪下部連結突起欠損。

Ａ0041 125 空風輪
Ｊ20	
340号墓

(17.9) (7.5) 10.4 0.6 5.6 (9.2) 8.3 10.6 7.3 4.8 4.2 空輪突起欠。第53図

Ａ0042 126 空風輪
Ｊ20	
340号墓

(20.6) (10.1) 10.5 0.7 6.1 12.1 9.9 (13.2) 8.8 5.7 3.7 空輪突起欠。第53図

Ａ0043 127 空風輪 Ｋ20 (22.3) (13.7) (8.6) (1.2) (7.4) (12.7) (11.4) (13.3) (9.1) － － 空輪突起欠、全体1/3縦方向に半截。

Ａ0044 128 空風輪
Ｋ20	
341号墓

(17.9) (8.1) 9.7 0.6 5.7 11.5 9.0 13.2 8.0 5.3 3.4 空輪突起欠。第53図

Ａ0045 129 空風輪
Ｋ20	
341号墓

(15.7) (7.0) (8.7) (0.7) (5.9) (11.1) (10.2) (12.0) (7.7) (5.3) (2.1) 空輪突起摩滅、風輪下部連結突起欠。

Ａ0046 130 空風輪 Ｋ20 (13.7) (6.7) (7.0) (0.9) (4.3) (9.1) (8.1) (10.2) (7.3) (4.5) (1.8) 空・風輪突起欠。第53図

第 24 表　Ａ地区組立式五輪塔計測値一覧表（第 52 ～ 56 図）
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報告番号
採取
番号

出土部位
名称

出土場所
各　						部			　			位						　法						　量

　備			　				考						　欄　
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ I ｊ ｋ

Ａ0047 131 空風輪 Ｋ20 (13.3) (6.9) (6.4) (0.7) (4.5) (10.3) (9.0) (11.1) (8.3) (4.4) (1.1) 空・風輪突起欠。第53図

Ａ0048 133 空風輪 Ｋ20 (17.4) (8.1) (9.2) (0.4) (6.0) (11.4) 9.7 (12.3) (7.6) 4.5 (2.8) 空・風輪突起欠。

Ａ0049 134 空風輪 Ｋ20 (18.0) (9.7) (8.3) 1.2 (5.1) (12.3) 9.5 (12.2) 10.5 4.4 (2.0) 空・風輪突起欠。第53図

Ａ0050 135 空風輪 Ｊ20	
339号墓 (16.3) (9.0) (7.3) 1.4 (5.9) 11.8 10.0 13.7 9.0 － － 第53図

Ａ0051 138 空風輪 Ｊ21	
338号墓 (15.2) (6.3) (8.9) 1.0 (5.9) (9.2) 7.2 (10.8) (7.3) (5.0) 2.0 空・風輪突起欠、空輪部縦1/4欠。

Ａ0052 140 空風輪 Ｋ21 (18.5) (7.7) (10.8) (0.7) (6.5) 9.5 8.6 (12.2) 7.5 4.7 (3.6) 空・風輪突起欠。

Ａ0053 142 空風輪 Ｋ22	
365号墓 (17.8) (9.1) (8.7) (1.4) (6.0) 12.4 10.2 14.1 8.2 5.4 (1.3) 空・風輪突起欠。第53図

Ａ0054 144 空風輪 Ｋ17 (15.1) (8.0) (7.1) (1.4) (5.7) 12.5 10.6 13.4 8.5 － － 空・風輪突起欠。第53図

Ａ0055 146 空風輪 Ｊ17 (15.5) (6.8) (8.7) 0.8 (5.8) 9.7 8.1 10.8 7.4 4.2 (2.1) 空・風突起欠。第53図

Ａ0056 153 空風輪 Ｋ18 (20.6) (10.1) 10.5 0.2 6.6 11.3 8.9 13.5 8.8 5.1 3.7 空輪突起欠。第53図

Ａ0057 154 空風輪 18	
295号墓 (20.5) (9.9) 10.6 0.6 6.1 15.5 9.4 11.6 7.6 4.9 3.9 空輪突起欠。

Ａ0058 164 空風輪(a) Ｎ15 (25.1) (11.8) 13.3 0.5 7.5 14.8 12.4 16.4 9.6 8.1 5.3 Ａ0059とは別個体。第53図

Ａ0059 164 空風輪(b) Ｎ15 － － － － － － － － － － － Ａ0058とは別個体、計測不可。

Ａ0060 171 空風輪 Ｎ15 15.2 7.8 7.4 6.2 1.2 10.2 7.5 12.1 11.0 － － 風輪下部欠損。

Ａ0061 182 空風輪 Ｏ15	
76号墓 (12.8) (7.4) (5.4) 0.6 (4.9) － － － － － － 縦方向に半截。

Ａ0062 202 空風輪 Ｏ14	
東斜面 (17.0) (7.1) (9.9) 1.0 6.4 10.8 8.0 12.0 8.4 5.4 2.5 第53図

Ａ0063 226 空風輪 Ｎ16	
87号墓 (17.8) (8.4) (9.4) 0.6 5.8 10.0 8.4 11.7 7.1 5.2 (3.0) 第53図

Ａ0064 230 空風輪 Ｎ16	
87号墓 (18.5) (7.4) (11.1) 1.0 6.3 (10.9) 8.3 11.3 7.3 4.9 (3.8) 空輪縦方向に半截。

Ａ0065 249 空風輪 Ｎ16	
92号墓 － － － － － － － － － － － 計測不可。

Ａ0066 262 空風輪 Ｎ15	
80号墓 (17.0) (8.3) (8.7) 0.9 (5.6) 10.7 8.7 11.7 7.5 (5.4) (2.2)

Ａ0067 266 空風輪 Ｎ17 20.4 9.6 10.8 0.6 6.0 11.8 10.2 13.4 9.0 6.2 4.4 第53図

Ａ0068 269 空風輪 Ｎ18 20.0 9.5 10.5 0.5 5.8 11.9 10.2 13.3 9.3 6.0 4.2

Ａ0069 273 空風輪 Ｎ18 (18.1) (7.9) (10.2) 0.7 5.5 10.7 9.4 12.5 8.0 5.1 4.0 第53図

Ａ0070 281 空風輪 Ｍ18 20.3 9.9 10.5 0.4 6.2 12.1 10.6 13.4 7.9 5.8 3.9 第53図

Ａ0071 283 空風輪
Ｍ18	
201号墓

(17.6) (9.1) 8.4 0.3 8.1 14.2 13.5 17.6 10.9 － － 風輪底平坦。第53図

Ａ0072 284 空風輪
Ｍ18	
201号墓

(15.6) (7.8) (7.8) 0.1 (6.0) 9.6 7.9 (11.5) (9.9) (5.7) (1.7) 空・風突起欠損。

Ａ0073 287 空風輪 Ｍ17 21.7 12.7 9.0 0.9 8.1 15.0 12.4 17.7 12.5 － － 第53図

Ａ0074 288 空風輪 Ｍ17 19.7 8.9 10.8 1.1 7.9 11.8 9.8 16.3 13.7 8.1 1.8 第53図

Ａ0075 289 空風輪 Ｍ17 18.0 9.7 8.3 1.0 7.3 11.8 8.1 12.8 8.6 － － 第53図

Ａ0076 298 空風輪
Ｎ15	
80号墓

(13.9) 6.3 (7.6) (0.7) 5.5 9.2 8.4 (10.5) 6.5 (3.8) (1.4) 風輪の連結用突起欠損。第53図

Ａ0077 301 空風輪 Ｎ16 (19.8) (7.7) 12.1 0.5 7.0 11.4 10.5 14.7 8.5 7.2 4.6 第53図

Ａ0078 308 空風輪 Ｎ16 (19.3) (11.0) 8.4 0.2 8.2 13.1 10.7 14.5 11.8 2.3 2.3 第53図

Ａ0079 311 空風輪 Ｎ19 19.9 9.5 10.4 1.1 5.6 12.0 10.1 13.0 8.6 4.7 3.7 第53図

Ａ0080 312 空風輪 Ｎ19 (15.1) (6.2) 8.8 0.5 6.5 8.6 7.0 10.5 7.3 5.3 1.8 第53図

Ａ0081 313 空風輪 Ｍ16 (18.8) (12.1) 6.7 0.5 6.2 (12.3) 10.0 15.2 11.5 － － 空輪4分の3欠損。

Ａ0082 320 空風輪
Ｒ12	
33号墓

14.5 6.7 7.8 0.3 5.1 8.1 6.9 9.4 6.7 4.2 2.4 第53図

Ａ0083 321 空風輪
Ｒ12	
33号墓

18.1 8.5 9.6 0.6 6.0 12.1 10.3 12.6 7.9 5.3 3.0 第53図

Ａ0084 339 空風輪 Ｉ15 (20.5) (9.0) 11.5 1.2 6.9 11.9 9.1 13.6 8.9 5.5 3.4 空輪突起小欠。

Ａ0085 341 空風輪 Ｏ14 (15.5) (6.8) (7.8) 1.0 5.6 10.0 8.1 11.0 6.3 4.2 2.1

Ａ0086 354 空風輪
Ｍ14	
128号墓

(16.4) (10.4) (6.0) 0.1 (5.9) 12.7 (10.6) (14.7) (14.2) － － 風輪半壊。

Ａ0087 362 空風輪 Ｌ14 (14.9) (6.6) (8.3) 0.2 (8.1) (11.8) 10.2 (12.9) (12.0) － － 空輪半壊。

Ａ0088 363 空風輪 Ｌ14 (14.8) (9.0) (5.8) 0.8 (5.0) 10.8 9.9 (13.1) (10.0) － － 第53図

Ａ0089 367 空風輪
Ｋ14	
153号墓

19.8 8.1 11.7 1.5 6.9 11.4 8.6 12.7 8.6 3.9 3.2

Ａ0090 372 空風輪
Ｋ14	
148号墓

16.4 8.2 8.2 0.7 4.6 10.1 8.3 11.4 7.8 4.9 2.9

Ａ0091 373 空風輪(a)
Ｊ14	
163号墓

20.9 9.3 11.5 0.5 7.4 11.7 8.8 13.1 7.7 6.1 3.6 Ａ0092とは別個体。第53図

Ａ0092 373 空風輪(b)
Ｊ14	
163号墓

16.6 7.8 8.8 1.0 5.0 10.2 8.2 11.2 7.4 3.8 2.8 Ａ0091とは別個体(連結部一部欠損）。

Ａ0093 379 空風輪
Ｊ14	
167号墓西

(15.5) (7.0) (8.5) 0.6 5.1 (9.3) 7.4 10.3 7.6 5.1 (2.8) 169号墓に近接して出土。

Ａ0094 391 空風輪
Ｉ15	
175号墓

17.2 9.2 8.0 0.4 5.2 10.4 8.4 11.2 6.6 4.4 2.4 第53図

Ａ0095 397 空風輪 Ｉ15 (15.0) (9.2) (5.8) (0.8) (5.0) (14.3) (12.2) (13.2) (9.7) － － 縦方向に半截、一石造か。
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Ａ0096 409 空風輪
Ｎ25	
446号墓

(14.1) (7.6) (6.5) (0.4) (5.5) (10.3) (9.3) (11.8) (8.1) (5.3) (0.6) 一部損壊。

Ａ0097 410 空風輪
Ｎ25	
446号墓

(11.8) (6.6) (5.2) (0.4) (4.8) (10.8) (9.6) (11.5) (10.1) － － 半壊。

Ａ0098 412 空風輪
Ｎ25	
449号墓

(23.1) (11.3) 11.8 1.1 6.7 15.2 11.9 16.1 9.6 6.4 4.0 一部欠損。

Ａ0099 416 空風輪
Ｎ25	
454号墓

(14.3) (7.8) (6.5) 0.8 (5.7) 10.9 (8.3) (11.6) (7.3) － － 風輪縦方向に半截。

Ａ0100 427 空風輪
Ｎ25	
452号墓

(15.6) (7.6) (8.0) 0.6 (4.2) (10.0) (8.1) (10.4) (8.2) 5.1 (3.2)

Ａ0101 431 空風輪
Ｏ26	
456号墓

－ － － － － － － － － － － 計測不可。

Ａ0102 434 空風輪
Ｏ26	
456号墓

(16.1) 7.9 (8.2) 0.9 (5.6) 10.2 8.8 11.6 7.7 4.6 (1.7) 風輪底部の連結用突起欠。

Ａ0103 451 空風輪
Ｍ24	
416号墓

(20.1) (8.8) (11.3) 1.0 6.0 12.7 10.7 13.8 9.4 5.9 (4.3)

Ａ0104 452 空風輪
Ｍ24	
416号墓

23.5 11.8 11.7 0.5 7.1 12.1 9.8 13.7 9.4 5.2 4.1

Ａ0105 453 空風輪
Ｍ24	
416号墓

(16.0) (7.8) (8.2) 0.6 (5.5) (9.5) (7.4) (10.9) (7.3) (4.5) (2.1) 縦方向に半截。

Ａ0106 454 空風輪
Ｍ24	
415号墓

(13.1) (7.5) (5.6) 0.6 (5.0) (7.8) (6.5) (9.3) (6.4) － －

Ａ0107 455 (空)風輪
Ｍ24	
415号墓	
近接

－ － (6.1) (0.5) (4.8) － － (8.9) (6.7) (3.9) (0.8) 空輪欠、縦方向に半截。

Ａ0108 456 空風輪
Ｍ24	
415号墓

(13.5) (6.2) (7.3) (1.3) (5.3) (9.6) (7.7) (10.6) (6.6) (4.2) (0.7)

Ａ0109 458 空風輪 Ｍ24 (15.7) (9.1) (6.6) 0.3 5.9 10.9 8.5 11.8 8.1 (5.3) (0.4)

Ａ0110 463 空風輪 Ｍ24 (16.8) (8.1) (8.7) 1.1 (6.0) 10.8 9.4 (12.3) 7.8 (4.5) (1.6)

Ａ0111 464 空風輪 Ｍ24 (16.2) (7.3) (8.9) 1.0 6.4 (10.7) 8.3 12.0 7.7 (5.2) (1.5) 縦方向に半截。

Ａ0112 468 空風輪 Ｍ24 (16.6) (8.5) (8.1) 0.8 (5.4) (11.1) 9.2 (11.9) (7.5) (4.4) (1.9) 空輪突起欠損。

Ａ0113 469 空風輪
Ｍ24	
419号墓

(15.1) (8.3) (6.8) 0.4 (6.4) (12.6) 11.8 (14.0) (9.2) － － 突起欠損。

Ａ0114 473 空風輪(a)
Ｌ24	
411号墓

(14.6) (7.8) (6.8) (0.5) (5.4) (10.6) (8.6) (11.1) (7.0) (4.2) (0.9) Ａ0115とは別個体。

Ａ0115 473 空風輪(b) Ｎ24 (13.6) (8.2) (5.4) 1.2 (4.2) (11.2) (8.9) (11.8) (8.1) － － Ａ0114とは別個体。

Ａ0116 474 空風輪(a)
Ｌ24	
411号墓

(14.4) (7.3) (7.1) 0.9 (4.7) 9.9 (8.3) (10.2) (7.3) (4.8) (1.5) Ａ0117とは別個体。

Ａ0117 474 空風輪(b) Ｎ24 (18.2) 12.8 (5.4) 0.3 (5.1) 10.7 9.3 12.1 (11.2) － － Ａ0116とは別個体。

Ａ0118 475 空風輪
Ｎ24	
414号墓

(14.8) (9.2) (5.6) 1.7 3.9 (11.2) (8.2) (10.5) (8.2) － －
Ａ0622地輪と採取番号が重複、
風輪半壊。

Ａ0119 479 空風輪 Ｎ24 21.7 10.1 11.6 0.9 6.5 13.3 11.8 14.5 10.3 6.5 4.2 第53図

Ａ0120 480 空風輪
Ｎ23	
238号墓

(16.5) (8.5) 8.0 0.6 7.4 13.1 10.9 14.7 10.3 2.6 2.7 梵字入り。第53図

Ａ0121 481 空風輪
Ｎ23	
240号墓

(16.2) (10.0) (6.2) 0.4 (5.8) (12.0) 10.1 (13.6) 9.3 (5.7) －

Ａ0122 484 空風輪
Ｏ23	
246号墓

10.6 6.5 4.1 0.3 3.8 8.4 7.5 9.9 7.3 1.5 1.4 Ａ0373火輪とセット。第53図

Ａ0123 487 空風輪 Ｎ22 15.2 7.3 7.9 0.4 5.3 9.0 7.7 10.9 6.9 3.9 2.2 第53図

Ａ0124 488 空風輪 Ｎ22 17.8 8.4 9.4 0.5 5.4 11.1 9.3 12.0 7.8 4.9 3.5 第53図

Ａ0125 492 空風輪 Ｍ22 (14.5) (6.2) (8.3) 0.9 6.1 (10.0) (9.0) (11.9) (7.4) (4.2) (1.3)

Ａ0126 497 空風輪 Ｍ22 (15.8) (7.6) (8.2) 1.1 (6.0) (11.2) (8.1) (12.0) (8.1) (4.8) (1.1) 縦方向に半截。

Ａ0127 501 空風輪 Ｍ23 (12.9) (6.2) (6.7) (0.6) (6.1) (10.3) (9.1) (11.9) (8.0) － － 部分破損。

Ａ0128 502 空風輪 Ｍ23 (15.1) (7.4) (7.7) (0.7) (6.2) (9.8) (8.9) (11.1) (7.1) (4.5) (0.8) 部分破損。

Ａ0129 503 空風輪
Ｍ23	
407号墓

(15.3) (9.3) 6.0 1.3 4.7 11.3 8.6 11.6 (8.6) － － 空輪突起欠、風輪小欠。

Ａ0130 504 空風輪
Ｍ23	
406号墓

12.8 6.9 5.9 0.3 5.6 10.3 9.0 12.9 10.5 － － 第53図

Ａ0131 508 空風輪
Ｍ23	
400号墓

(18.7) (8.2) (9.5) 1.0 (5.9) (11.1) (8.6) (11.4) (7.8) (5.4) (2.6) 突起小欠。

Ａ0132 515 空風輪
Ｌ23	
405号墓

(13.9) (7.4) (6.5) 1.2 (5.3) (11.0) (9.1) (11.5) (9.0) － － 部分欠損。

Ａ0133 517 空風輪
Ｌ23	
392号墓

12.5 7.3 5.2 1.0 4.2 10.0 7.5 11.5 9.8 － － 第53図

Ａ0134 518 空風輪
Ｌ23	
391号墓

13.4 8.3 5.1 0.8 4.3 10.5 7.9 11.0 7.2 － －

Ａ0135 522 空風輪
Ｍ22	
230号墓

(13.7) (7.4) (6.3) 0.8 5.5 (10.1) － (11.1) (8.3) － － 突起小欠。

Ａ0136 525 空風輪
Ｌ21	
222号墓

(17.0) (7.6) (9.4) 1.2 (6.7) (11.7) 9.4 (13.2) (8.2) (4.9) (1.3) 突起小欠。第53図

Ａ0137 526 空風輪 Ｌ21 (15.5) (6.6) (8.9) 0.6 (6.5) 9.9 8.3 (11.7) (8.1) (4.4) (1.8) 第53図

Ａ0138 529 空風輪 Ｋ21 13.7 8.2 5.5 1.2 4.3 10.1 7.3 11.2 7.7 － － 第53図

Ａ0139 532 空風輪 Ｊ21 (15.8) (8.7) (7.1) (1.4) 4.4 11.0 8.5 11.8 9.0 5.1 (1.3)

Ａ0140 533 空風輪 Ｊ21 (17.5) (8.0) (9.5) 0.9 6.2 10.8 8.0 11.8 8.1 4.8 (2.4) 第53図
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Ａ0141 534 空風輪
Ｊ20	
340号墓

(11.8) (6.0) 5.8 0.3 5.5 10.6 10.4 13.8 11.9 － － 第53図

Ａ0142
536　
538

(空)風輪	
空(風)輪

Ｌ22	
372号墓

(17.9) (9.1) (8.8) (1.6) (7.2) 11.2 (10.2) 11.2 10.2 － －
半壊、採取番号538と536で一個体。
第53図

Ａ0143 537 空風輪
Ｌ22	
372号墓

(16.9) (7.6) (9.3) 0.7 5.3 10.2 8.8 12.6 8.9 4.9 (3.4) 第53図

Ａ0144 540 空風輪
Ｌ22	
384号墓

(17.2) (7.9) (9.3) 0.9 6.1 10.3 8.0 11.8 8.5 4.6 (2.3) 第53図

Ａ0145 541 空風輪
Ｌ22	
395号墓

(22.9) (9.6) (13.3) 1.2 7.1 15.0 12.0 16.2 10.2 6.6 (5.0) 第53図

Ａ0146 547 空風輪
Ｋ20	
340号墓

(12.9) (8.0) (4.9) (0.5) (4.4) (9.6) (7.5) (10.5) (7.6) － － 縦方向に半截。

Ａ0147 552 空風輪 Ｋ19 (15.7) (8.3) (7.4) 1.3 (6.1) 12.2 8.9 13.5 8.5 (5.2) － 空輪突起欠。第53図

Ａ0148 553 空風輪 Ｋ19 (18.5) (8.7) (9.8) 1.1 6.0 11.5 8.7 12.6 8.6 5.4 (2.7) 空輪突起小欠。第53図

Ａ0149 558 空風輪 Ｋ19 18.6 9.0 9.6 1.0 5.9 11.8 9.0 12.9 8.4 4.9 2.7 第53図

Ａ0150 559 空風輪
Ｋ19	
311号墓

(14.5) (7.4) (7.1) 0.3 5.1 (8.9) 8.1 (10.4) (7.8) (4.2) (1.7) 空輪突起小欠。第53図

Ａ0151 560 空風輪 Ｋ19 (13.9) (8.6) (5.3) (0.6) (4.7) (9.4) (8.7) (10.3) (8.9) － － 空輪半壊。

Ａ0152 562 空風輪 Ｊ19 (14.1) (7.7) 6.4 0.9 5.5 11.0 9.4 11.9 8.1 － － 第53図

Ａ0153 566 空風輪 Ｊ19 18.3 10.9 7.4 0.6 6.8 13.2 10.8 14.2 9.3 － － 風輪下部欠損。第53図

Ａ0154 570 空風輪 Ｊ19 20.9 10.7 10.2 0.4 5.7 12.6 10.7 14.1 9.1 5.3 4.1 第53図

Ａ0155 576 空風輪
Ｊ19	
318号墓

(16.1) (7.8) (8.3) (0.8) (6.0) 11.8 10.2 13.1 (8.1) 4.7 (1.5) 突起欠損あり。

Ａ0156 577 空風輪 Ｊ19 (14.6) 7.4 (7.2) 0.7 4.5 8.7 8.0 9.5 (6.8) 4.3 (2.0)

Ａ0157 585 空風輪
Ｊ18	
301号墓

(13.4) (6.9) (6.5) 0.5 (5.4) (9.2) (8.3) (10.1) (7.0) (4.5) (0.6) 縦方向に半壊。

Ａ0158 592 空風輪
Ｊ18	
294号墓

(20.1) 10.4 9.7 0.3 5.8 (12.0) (9.4) (13.2) (10.2) 5.5 3.6 縦方向に半壊。

Ａ0159 593 空風輪 Ｌ18 (17.5) 10.0 (7.5) － 6.7 12.1 9.9 13.3 8.9 5.7 (0.8) 第53図

Ａ0160 621 空風輪 Ｊ15 (13.1) (7.6) (5.5) (1.1) (4.4) (8.4) (7.1) (9.0) (7.6) － － 縦方向に半壊。

Ａ0161 624 空風輪 Ｊ15 (15.6) (9.5) (6.1) (0.8) (5.3) (12.2) (10.0) (12.1) (11.2) － － 縦方向に半壊。

Ａ0162 625 空風輪 Ｊ15 15.0 9.7 5.3 0.7 4.6 10.9 8.3 11.8 9.3 － － 第53図

Ａ0163 628 空風輪 Ｊ15 (16.9) (9.4) (7.5) 0.3 5.2 (10.6) 8.2 (11.4) (7.8) (4.5) (2.0)

Ａ0164 629 空風輪 Ｉ15 (19.8) (9.7) (10.1) 0.4 6.3 10.8 9.5 12.4 7.7 5.0 3.4 第53図

Ａ0165
639
638

空輪	
空風輪

15	
159号墓

(14.2) (8.7) (5.5) (0.3) (5.2) (9.7) (9.8) － － － －
採取番号638・639を併せて空風輪の	
一個体になる（風輪部欠損あり）。

Ａ0166 641 空風輪
Ｊ14	
167号墓

(14.6) (6.6) (8.0) 0.8 (5.3) 8.5 6.3 (9.7) 6.8 4.3 (1.9) 第53図

Ａ0167 644 空風輪
Ｊ14	
163号墓	
西側

(17.8) (10.2) 7.6 0.8 6.8 12.3 10.5 13.0 10.1 － － 縦方向に半壊。第53図

Ａ0168 657 空風輪
Ｎ13	
124号墓東

12.5 7.9 5.3 0.7 4.6 8.8 6.1 9.5 7.1 － － 風輪縦方向に半壊。

Ａ0169 658 空風輪
Ｎ13	
124号墓東

(14.8) (7.0) (7.8) (0.4) (5.7) (8.5) (7.6) (10.5) (6.7) (4.0) (1.7)

Ａ0170 659 空風輪
Ｎ13	
124号墓東

(18.9) (8.9) 10.0 0.5 6.5 12.0 10.3 12.9 8.4 5.0 3.0

Ａ0171 660 空風輪
Ｎ13	
124号墓	
東側

14.0 9.3 4.7 1.2 3.5 11.1 7.9 12.4 9.5 － －

Ａ0172 664 空風輪
Ｎ13	
121号墓

(18.5) (9.6) (8.9) 0.8 5.3 11.3 9.6 12.1 7.7 5.3 2.8 第53図

Ａ0173 668 空風輪
Ｏ13	
68号墓

(16.6) (8.0) (8.6) 0.5 (6.0) 10.5 8.5 10.9 7.4 4.7 (2.1) 空輪縦方向に半壊。

Ａ0174 670 空風輪
Ｏ13	
68号墓

(12.7) (5.8) (6.9) 1.0 (4.6) (8.4) 6.6 (9.4) (5.9) 3.7 (1.3) 第53図

Ａ0175 672 空風輪
Ｏ13	
68号墓

22.7 11.9 10.8 0.7 7.1 14.6 11.8 15.8 8.8 5.7 3.0

Ａ0176 673 空風輪
Ｏ13	
68号墓	
南側

(19.5) (9.2) (10.3) 0.5 6.0 11.4 9.0 13.7 9.1 5.6 3.8 損壊。

Ａ0177 676 空風輪 Ｏ13 (19.1) 8.9 (10.2) 0.2 6.6 9.9 9.1 12.5 7.5 5.1 (3.4) 第53図

Ａ0178 677 空風輪
Ｐ13	
66号墓

15.2 10.0 5.2 0.7 4.5 10.9 8.6 12.8 10.4 － － 第53図

Ａ0179 680 空風輪
Ｐ13	
67号墓

(19.9) 9.7 (10.2) 0.7 5.7 12.0 10.4 13.5 8.5 5.4 (3.8) 第53図

Ａ0180 681 空風輪
Ｐ13	
67号墓

(13.0) (6.9) (6.1) 0.7 (5.4) 11.4 9.9 12.3 8.6 － － 風輪底部欠損。第53図

Ａ0181 684 空風輪
Ｐ13	
71号墓	
南側

12.8 8.9 9.3 0.6 6.0 11.2 8.6 12.5 8.8 4.4 2.7

Ａ0182 686 空風輪
Ｐ13	
71号墓	
南側

15.6 7.0 8.6 0.7 5.5 9.7 7.4 11.5 7.5 4.4 2.4 第53図
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Ａ0183 687 空風輪
Ｐ13	
71号墓	
側東

(18.4) 9.2 (9.2) 0.5 6.1 11.1 9.3 12.1 7.6 4.9 (2.6) 風輪底部の連結用突起破損。

Ａ0184 692 空風輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

(19.7) (10.3) (9.4) 0.2 (6.6) (11.3) 9.5 (12.4) (7.7) (5.4) (2.6) 空輪突起小欠。

Ａ0185 703 空風輪
Ｐ12	
65号墓

(18.5) (10.2) (8.3) (1.1) (4.5) (10.8) (9.5) (11.8) (8.3) 5.1 (2.7) 突起等一部欠損。第53図

Ａ0186 704 空風輪
Ｐ12	
65号墓

19.7 9.7 10.0 0.9 5.5 11.6 9.3 12.7 9.8 5.8 3.6 第53図

Ａ0187 706 空風輪
Ｐ12	
65号墓

(18.1) (9.9) (8.2) (0.8) (7.4) (13.8) (10.7) (15.0) (9.6) － － 縦方向に半壊。

Ａ0188 710 空風輪
Ｐ12	
62号墓

(13.7) (8.0) (5.7) (0.1) (5.6) (9.8) (7.2) (9.8) (4.6) － － 空輪縦方向に半壊。

Ａ0189 711 空風輪
Ｐ12	
62号墓

(13.7) (8.1) (5.6) 0.7 (4.9) 10.3 (8.0) (9.3) (5.7) － － 風輪損壊。

Ａ0190 719 空風輪
Ｐ12	
62号墓	
東斜面下

(15.5) (9.3) 6.2 0.6 5.6 12.4 10.5 13.6 8.7 (5.8) － 損壊あり。第53図

Ａ0191 724 (空)風輪
Ｑ12	
40号墓

(7.2) (1.8) (5.4) (0.1) (5.3) － (6.6) (9.8) (7.9) － － 空輪欠失、縦方向に半壊。

Ａ0192 726 空風輪
Ｑ12	
40号墓

(21.6) (8.9) (12.7) 1.2 (7.5) (14.4) (11.3) (16.3) (10.4) (5.5) (4.0) 縦方向に半壊。

Ａ0193 729 空風輪
Ｑ12	
38号墓	
西側

16.5 7.3 9.2 0.4 6.0 9.1 8.2 10.8 7.3 4.4 2.8 縦方向に半壊。第53図

Ａ0194 736 空風輪
Ｒ11	
31号墓	
西崖下

(15.9) (7.4) 8.5 0.7 6.1 10.2 8.0 10.8 7.3 4.5 1.7
風輪底部に連結用突起（凸部）有り。
第53図

Ａ0195 737 空風輪
Ｒ11	
31号墓	
西崖下

(16.0) (7.0) (9.0) 0.9 5.6 9.6 7.1 10.9 8.3 4.6 (2.5)
風輪底部に連結用突起（凸部）有り。
第53図

Ａ0196 746 空風輪
Ｒ11	
29号墓

20.4 9.8 10.6 0.3 6.1 12.2 10.2 13.8 9.0 5.9 4.2 風輪底部に連結部。第53図

Ａ0197 748 空風輪
Ｒ11	
29号墓

16.7 6.7 10.0 1.2 (5.8) (9.6) 9.0 (12.5) 8.7 4.9 3.0 風輪底部に連結部。第53図

Ａ0198 749 空風輪
Ｒ11	
29号墓

16.2 9.9 6.3 0.7 5.6 12.5 10.2 13.8 9.8 － － 風輪底部連結部無。第53図

Ａ0199 750 空風輪
Ｒ11	
29号墓

(18.5) (12.8) 5.7 0.3 5.4 10.2 8.8 11.5 8.7 － － 第53図

Ａ0200 751 空風輪
Ｒ11	
29号墓

18.5 9.0 9.5 0.7 6.1 10.6 7.9 12.2 7.3 4.8 2.7 風輪底部に連結部。

Ａ0201 756 空風輪
Ｑ13	
37号墓

(19.0) (8.5) 10.5 0.6 6.8 13.5 11.1 14.5 9.3 4.9 3.1 空輪縦方向に半壊。

Ａ0202 757 空風輪
Ｑ13	
37号墓

(15.2) (8.4) (6.8) 0.5 5.1 10.5 8.2 11.3 6.5 4.3 (1.2) 風輪連結部。

Ａ0203 760 空風輪(1)
Ｑ13	
37号墓

11.4 6.5 4.9 0.4 4.5 9.2 7.9 11.2 8.8 － － 風輪連結部無。第53図

Ａ0204 760 空風輪(2)
Ｑ13	
37号墓

(15.2) (8.3) (6.9) (0.4) (5.4) (10.8) 8.9 (11.5) (7.2) (4.5) (1.1) 空風突起欠損、風輪連結部欠損。

Ａ0205 766 空風輪
Ｓ11	
12号墓	
西崖下

23.3 12.0 11.3 0.9 7.1 14.7 12.7 15.9 10.0 5.8 3.3 他破片1点計測不可。

Ａ0206
767	
768

(空)風輪
Ｓ11	
13号墓	
西崖下

22.5 13.6 8.9 0.7 8.2 15.5 11.0 16.3 12.5 － － 採取番号767・768とで一体の空風輪。

Ａ0207 773 空風輪
Ｓ11	
20号墓

－ － － － － － － － － － － 計測不可。

Ａ0208 774 空風輪
Ｓ11	
20号墓

(15.2) (6.7) (8.5) 0.9 6.1 9.2 7.1 (10.1) 6.9 (4.4) (1.5) 風輪連結部有。第53図

Ａ0209 775 空風輪
Ｓ12	
22号墓	
西側

(17.5) (7.0) 10.5 0.8 5.5 (10.6) 8.9 12.1 7.7 5.4 4.2 縦1/3欠。

Ａ0210 776 空風輪
Ｓ12	
22号墓	
西側

(16.2) 8.9 (7.3) 0.8 (6.5) 12.7 11.4 14.0 9.9 － － 風輪連結部欠失。第53図

Ａ0211 781 空風輪
Ｓ12	
21号墓

(13.8) (6.4) (7.4) 0.7 5.5 9.3 6.8 9.8 6.5 4.4 (1.2)
風輪縦方向に半壊、Ａ0661地輪と	
同伴出土。

Ａ0212 782 空風輪
Ｓ12	
21号墓

(12.0) (6.7) (5.3) (0.4) (4.7) 9.5 7.9 9.7 (6.6) (3.9) (0.2) 損壊あり。第53図

Ａ0213 784 空風輪
Ｌ16	
183号墓	
北西石組

(13.6) (8.1) (5.5) (0.3) (5.2) 9.6 8.6 11.6 (8.8) － － 縦方向に半壊、突起等損壊。

Ａ0214 796 空風輪 Ｏ12 (17.8) (7.8) (10.0) 0.5 6.3 9.3 8.0 11.2 7.0 5.1 (3.2)

Ａ0215 804 空風輪 Ｐ14 (17.8) (8.9) (8.9) 0.9 5.2 11.2 9.1 (12.1) 7.5 5.3 (2.8) 損壊有、連結部有。第53図

Ａ0216 805 空風輪
Ｐ14	
47号墓

(19.1) (11.5) (7.6) 0.8 5.7 12.9 10.5 13.8 8.6 5.7 (1.1) 連結部欠損。第53図

Ａ0217 806 空風輪
Ｐ14	
47号墓

(19.9) 10.1 (9.8) 1.1 5.9 12.7 10.8 13.0 8.2 5.4 (2.8) 連結部有。第53図
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Ａ0218 807 空風輪
Ｐ14	
47号墓

(17.4) (8.7) (8.7) 0.7 5.8 12.1 9.9 12.8 7.9 5.1 (2.2) 連結部損壊。

Ａ0219 808 空風輪
Ｐ14	
51号墓

(17.9) (8.6) 9.3 0.7 5.8 10.8 8.5 12.3 7.7 4.7 2.8 連結部有。

Ａ0220 813 空風輪
Ｐ14	
46号墓

(15.3) (7.5) (7.8) 0.2 5.8 10.0 7.8 10.9 (6.4) 4.2 (1.8) 損壊有、連結部有。

Ａ0221 817 空風輪 Ｐ14 (19.8) (11.5) (8.3) 0.7 (7.6) (15.3) (11.7) (13.9) (9.1) － － 縦方向に半壊。

Ａ0222 822 空風輪 Ｑ14 (30.9) (17.0) 13.9 0.5 7.8 15.9 11.8 16.8 10.4 7.3 5.6 縦方向に半壊。

Ａ0223 824 空風輪 Ｑ14 19.8 (9.9) 9.9 0.6 5.6 12.4 10.8 14.7 9.4 4.9 3.7 風輪小欠、連結部有。第53図

Ａ0224 825 空風輪 Ｑ14 (18.6) (9.6) (9.0) 0.5 7.0 12.1 10.8 14.0 8.5 4.5 (1.5) 連結部有。

Ａ0225 826 空風輪 Ｑ14 20.1 9.7 10.4 0.4 6.4 11.1 9.2 12.9 7.7 5.2 3.6 連結部有。

Ａ0226 828 空風輪 Ｑ14 (18.1) (9.5) (8.6) 0.7 5.7 11.6 9.2 12.5 7.5 4.4 (2.2) 連結部小欠。

Ａ0227 829 空風輪 Ｐ15 32.9 18.4 14.5 0.5 8.2 15.0 11.1 15.7 11.0 (7.2) 5.8 連結部有。第53図

Ａ0228 830 空風輪 Ｐ15 16.9 8.4 8.5 0.4 5.0 10.5 9.6 13.0 8.5 5.4 3.1 連結部有。

Ａ0229 837 空風輪
Ｑ12	
39号墓	
周辺

17.8 7.8 10.0 0.7 5.7 9.9 8.4 12.4 7.3 4.9 3.6 連結部有。第53図

Ａ0230 842 空風輪
Ｑ12	
39号墓	
周辺

16.8 6.9 9.9 0.4 5.1 11.3 8.7 11.6 7.2 4.4 3.4 第53図

Ａ0231 844 空風輪
Ｒ12	
東斜面

(14.8) (8.7) 6.1 1.1 5.0 (13.6) 12.0 15.4 12.6 － －

Ａ0232 845 空風輪
Ｒ12	
東斜面

(17.6) (8.6) (9.0) 0.3 5.9 11.5 10.1 12.4 9.2 5.4 (2.8)

Ａ0233 847 空風輪
Ｒ12	
東斜面

20.3 9.6 10.7 0.7 6.3 12.3 10.0 13.3 8.3 5.1 (3.7) 第53図

Ａ0234 851 空風輪 Ｓ14 (14.7) (7.8) (6.9) 0.4 (5.1) 9.9 7.9 (10.7) 6.7 (4.0) (1.4) 第53図

Ａ0235 852 空風輪 Ｓ14 20.4 8.5 11.9 0.4 6.8 12.4 10.3 14.0 9.0 6.3 4.7 Ａ0236とは別物。第53図

Ａ0236 852 空風輪 Ｓ14 (18.9) 9.4 (9.5) 0.2 6.2 11.7 10.5 13.6 9.2 5.5 (3.1) Ａ0235とは別物。第53図

Ａ0237 854 空風輪 Ｓ14 (24.2) 13.7 (10.5) 0.5 6.7 13.3 11.0 14.7 9.5 6.9 (3.3) 第53図

Ａ0238 855 空風輪 Ｓ14 (22.0) (10.7) (11.3) 0.5 (6.7) 12.3 9.7 13.8 8.8 5.5 (4.1) 第53図

Ａ0239 856 空風輪 Ｓ14 (16.8) (8.0) (8.8) 0.6 6.2 9.3 8.0 11.5 7.6 (4.6) (2.0)

Ａ0240 862 空風輪 Ｓ14 13.3 8.3 5.0 0.5 4.5 (10.5) 8.1 12.4 10.2 － － 第53図

Ａ0241 863 空風輪 Ｒ13 (16.3) (9.3) 7.0 0.6 6.4 (13.0) 11.0 13.9 8.3 5.3 － 第53図

Ａ0242 865 空風輪 Ｔ10 20.4 9.6 10.8 0.6 6.7 12.0 10.2 13.6 8.3 5.5 3.5

Ａ0243 869 空風輪 Ｔ10 (15.1) (8.9) (6.2) 0.7 (5.3) 11.9 9.8 13.7 8.7 5.6 (0.2) 第53図

Ａ0244 881 空風輪
Ｑ13	
37号墓	
西崖下

(17.3) (8.7) (8.6) 0.6 (8.0) 13.1 10.5 (14.4) (9.0) － －
凝灰角礫岩（粒子大、二上山に多い。	
搬入品か。蓮ダムでも少し産出する	
という。）

Ａ0245 884 空風輪 Ｎ17 13.6 7.8 5.8 0.9 4.9 11.0 8.6 12.3 8.8 － － 第53図

Ａ0246 886 空風輪 Ｋ17 18.7 8.2 10.5 0.3 6.6 10.9 10.5 13.3 8.4 5.2 3.6 第53図

Ａ0247 894 空風輪 Ｍ24 (13.7) (7.0) (6.7) 0.3 (6.4) 10.8 9.4 12.2 8.1 － －

Ａ0248 902 空風輪
Ｏ26	
460号墓

(14.5) (6.7) (7.8) 0.2 (6.0) 8.4 7.2 10.2 (6.2) (3.8) (1.6) 突起欠損。

Ａ0249 910 空風輪
Ｌ17	
196号墓	
南溝

18.3 8.9 9.4 0.7 5.7 11.7 9.4 12.5 7.3 4.3 3.0 第53図

Ａ0250 911 空風輪 Ｊ19 (14.1) 7.2 (6.9) (0.7) (4.7) 9.7 7.8 10.3 7.0 (3.8) (1.5) 一部欠損。第53図

Ａ0251 914 （空）風輪
Ｊ18	
296号墓

－ － (10.7) (0.3) (10.4) － (8.1) (13.6) － － － 半壊、空輪欠失。

Ａ0252 915 空風輪
Ｋ21	
368号墓

(19.2) (9.4) (9.8) 0.3 6.7 11.5 9.5 12.5 8.7 5.2 (2.8) 損壊有り。第53図

Ａ0253 926 空風輪
Ｎ24	
411号墓

(15.5) (8.5) (7.0) 0.8 (5.2) 11.6 9.1 12.5 7.8 4.8 (1.0) 一部欠損。第53図

Ａ0254 938 空風輪
Ｋ20	
354号墓

15.0 9.6 5.4 1.0 4.4 10.6 7.8 11.2 6.6 0 0
Ａ0451火輪・Ａ0552水輪・Ａ0698
地輪とでセット関係。第51図

Ａ0255 1027 空風輪
Ｑ12	
40号墓

22.6 11.2 11.4 0.2 7.8 13.7 11.0 15.5 11.2 5.3 3.4

Ａ0256 1041 空風輪
Ｌ16	
183号墓

(18.5) (9.8) (8.7) 0.8 (6.4) 12.6 10.6 (13.9) (8.8) (6.0) (1.5) 欠損有り。

Ａ0257 1046 空風輪
Ｌ16	
183号墓

(18.6) (10.0) (8.6) 0.7 6.5 12.5 10.3 13.6 8.2 5.2 (1.4) 一部損壊。第53図

Ａ0258 1064 空風輪
	Ｈ15	
下層

16.1 7.6 8.5 0.3 5.2 8.9 8.3 11.1 7.4 4.3 3.0 風輪底部連結突起。第53図

Ａ0259 1065 空風輪
Ｋ19	
下層

12.7 7.0 5.7 0.8 4.9 9.2 － 10.6 7.3 － － 第53図

空風輪各部位法量平均値 17.9 9.2 8.9 0.7 5.9 11.3 9.2 12.7 8.5 5.0 3.3
（　）内数値及びＡ0001 ～Ａ0015とＡ
0260 ～Ａ0302の58基は除外して計算
した。
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Ａ0260 3 空(風)輪 Ｍ28 － － － － － 8.7 － － － － － 表採、突起他欠損。

Ａ0261 6 空(風)輪 Ｊ22 － － － － － 8.4 － － － － － 表採、欠損。

Ａ0262 31 空(風)輪 Ｌ17 － (8.7) － － － － － － － － － 表採、空輪半壊・突起欠。

Ａ0263 48 空(風)輪 Ｌ16 － (10.6) － － － (11.5) (9.1) － － － － 突起欠、風輪欠失。

Ａ0264 98 空(風)輪 Ｋ16 － (10.5) － － － (9.5) (7.7) － － － － 破損。

Ａ0265 105 空(風)輪
Ｌ16	
196号墓

－ (7.9) － － － (12.6) － － － － 空輪半壊。

Ａ0266 106 空(風)輪
Ｋ16	
195号墓

－ (12.2) － － － (11.2) (9.7) － － － － 空輪縦方向に半截。

Ａ0267 114 空(風)輪
Ｊ19	
320号墓

－ － － － － － － － － － － 頭部割れ/計測不可。

Ａ0268 122 空(風)輪 Ｊ19 － (15.6) － － － (10.7) (7.4) － － － － 空輪突起小欠、縦1/3損壊。

Ａ0269 123 空(風)輪 Ｊ19 － (9.4) － － － 10.2 (9.0) － － － － 風輪欠損。

Ａ0270 123 空(風)輪
Ｊ20	
327号墓

－ － － － － － － － － － － 著しく損壊し計測不可。

Ａ0271 143 空(風)輪
Ｌ22	
372号墓

－ (11.3) － － － (10.0) － － － － － 破損。

Ａ0272 145 空(風)輪
Ｋ17	
284号墓

－ (8.5) － － － (9.9) － － － － － 風輪欠失。

Ａ0273 184 空(風)輪 Ｏ15 (16.5) (13.8) － － － 12.7 11.6 － － － － 風輪欠失。

Ａ0274 233 空(風)輪
Ｎ16	
87号墓

－ (10.2) － － － (10.3) (6.6) － － － － 風輪欠失。

Ａ0275 307 空(風)輪 Ｎ16 － (10.0) － － － 9.8 (8.4) － － － － 風輪欠失。

Ａ0276 353 空(風)輪
Ｎ16	
87号墓

－ (11.8) － － － (12.8) (10.7) － － － － 風輪欠失。

Ａ0277 376 空(風)輪
Ｊ14	
166号墓

－ (9.9) － － － 11.6 7.2 － － － － 風輪欠失。

Ａ0278 387 空(風)輪
Ｉ14	
181号墓

－ 7.7 － － － 9.2 6.7 － － － － 相輪宝珠の可能性。

Ａ0279 405 空(風)輪 Ｍ24 － (14.8) － － － 11.7 (8.4) － － － － 半壊、風輪欠失。

Ａ0280 417 空(風)輪
25	
454号墓

－ (14.9) － － － 13.1 (10.8) － － － － 風輪欠失。

Ａ0281 425 空(風)輪
Ｎ25	
454号墓

－ (12.0) － － － 8.6 (7.2) － － － － 風輪欠失。

Ａ0282 432 空(風)輪
Ｏ26	
456号墓

－ (10.1) － － － 9.9 (8.3) － － － － 風輪欠失。

Ａ0283 443 空(風)輪
Ｍ25	
437号墓

－ (8.0) － － － (10.3) (7.9) － － － － 風輪欠失。

Ａ0284 446 空(風)輪
Ｍ25	
433号墓

－ (12.4) － － － 11.4 (8.9) － － － － 風輪欠失。

Ａ0285 448 空(風)輪 Ｍ25 － (12.1) － － － (13.3) (11.8) － － － －

Ａ0286 465 空(風)輪
Ｍ24	
421号墓

－ － － － － － － － － － － 計測不可。

Ａ0287 531 空(風)輪
Ｊ21	
362号墓

－ 12.3 － － － 8.6 (7.5) － － － － 風輪欠失。

Ａ0288 591 空(風)輪 Ｊ18 － (10.7) － － － 11.4 (8.0) － － － － 風輪欠失。

Ａ0289 604 空(風)輪
Ｋ17	
282号墓

－ (15.3) － － － 14.0 (12.3) － － － － 風輪欠失。

Ａ0290 609 空(風)輪
Ｉ17	
288号墓

－ (9.1) － － － (8.9) (6.4) － － － － 縦方向に半壊、風輪欠失。

Ａ0291 631 空(風)輪
Ｉ14	
181号墓

－
(12.2)		
(9.7)

－ － －
(11.7)	
(12.0

(10.1)		
(8.7)

－ － － － 縦方向に半壊、風輪欠失。

Ａ0292 706 空(風)輪
Ｐ12	
65号墓

－ (10.4) － － － (10.4) (7.1) － － － － 縦方向に半壊、風輪欠失。

Ａ0293 760 空(風)輪
Ｓ11	
12号墓	
崖下

－ (6.0) － － － (10.7) － － － － － 1/3残、風輪欠失。

Ａ0294 760 空(風)輪
Ｑ13	
37号墓

(10.1) (7.5) (2.6) － － (10.1) (7.5) － － － － 風輪欠失。

Ａ0295 785 空(風)輪
Ｌ16	
183号墓	
北西石組

－ (10.3) － － － (11.2) (10.0) － － － － 縦方向に半壊、風輪欠失。

Ａ0296 792 空(風)輪 Ｌ16 － (8.4) － － － (11.3) (8.8) － － － － 風輪欠失。

Ａ0297 792 空(風)輪 Ｌ16 － (9.6) － － － (10.4) (9.9) － － － －

Ａ0298 903 空(風)輪
Ｏ26	
460号墓

－ (13.2) － － － (10.7) (8.9) － － － － 風輪欠失。

Ａ0299 907 空(風)輪 Ｋ16 － (14.6) － － － (12.4) (9.9) － － － － 風輪欠失、縦方向に半壊。

Ａ0300 913 空(風)輪
Ｋ14	
155号墓

－ (7.6) － － － (9.2) (8.5) － － － －
風輪欠失、採取番号の同じ一石五輪塔	
Ａ0948あり。

Ａ0301 920 空(風)輪
Ｎ25	
450号墓

－ (13.7) － － － (14.3) (7.3) － － － －
区画配石に転用、縦方向に半壊、	
風輪欠失。

Ａ0302 1039 空(風)輪
Ｌ16	
183号墓

－ 9.2 － － － (11.7) (6.9) － － － － 半壊、風輪欠失。
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Ａ0303 8 火輪 Ｉ14 (15.0) (9.6) 4.8 0.6 (7.7) 0.6 (3.7) (11.0) (4.8) 20.6 19.6 表採、上部欠損。第54図

Ａ0304 10 火輪 Ｋ20 9.0 5.3 3.4 0.3 3.9 0.8 3.1 6.4 4.6 15.0 13.8 表採。

Ａ0305 20 火輪 Ｉ14 10.2 6.0 3.7 0.5 4.5 1.3 3.4 6.7 5.0 16.5 16.0 表採、砂岩。

Ａ0306 24 火輪 Ｌ13 (13.9) (6.6) 4.6 0.5 (7.3) (2.2) ― (7.7) ― (19.3) ― 表採、半壊。連結孔無。

Ａ0307 28 火輪 不明 (13.5) (4.7) (4.1) (0.5) (8.3) (3.7) 2.8 9.0 5.2 18.5 (17.9) 一部欠損。

Ａ0308 34 火輪 Ｍ24 10.5 (6.2) 2.5 0.5 (4.3) (1.3) 4.8 7.6 5.3 17.5 16.7 表採。

Ａ0309 36 火輪 Ｌ10 (9.0) (2.4) (3.0) (1.3) (6.3) (2.0) ― (10.8) ― 17.5 (16.3) 表採、上部半壊。連結孔無。

Ａ0310 40 火輪 Ｎ16 11.7 7.0 4.2 0.5 4.2 1.2 2.6 8.3 4.8 17.4 16.4 斜面表採。

Ａ0311 41 火輪 Ｎ16 9.6 5.4 3.7 0.5 5.2 1.2 3.4 7.8 4.4 16.6 15.6 斜面表採。

Ａ0312 43 火輪 Ｎ16 (9.9) (5.0) 2.7 0.3 4.9 1.9 3.0 (7.9) (5.1) 17.0 15.4 斜面表採、欠損あり。

Ａ0313 58 火輪
Ｌ17	
197号墓

9.3 6.4 2.6 0.3 4.5 0.9 3.4 6.8 4.5 16.4 14.8 表採。

Ａ0314 91 火輪 Ｋ17 12.2 5.4 2.7 0.8 6.8 3.3 4.6 9.2 6.3 18.4 18.2

Ａ0315 92 火輪
Ｋ17	
195号墓

10.2 6.3 3.4 0.5 5.0 0.8 4.3 7.0 5.0 18.4 17.7

Ａ0316 98 火輪 Ｋ16 (7.4) (3.5) (3.9) ― ― ― ― (9.5) ― (13.2) ― 破損。

Ａ0317 101 火輪
Ｋ17	
206号墓

(8.4) (3.7) (1.9) (0.5) (4.9) (2.3) (3.2) (6.4) (5.5) 16.8 (15.4) 火輪半壊。

Ａ0318 113 火輪
Ｊ19	
321号墓

8.9 4.5 3.0 0.4 4.4 1.0 3.8 6.8 4.9 14.5 13.4 縦方向に半截。

Ａ0319 115 火輪
Ｊ19	
318号墓

(5.6) (1.0) (1.4) (0.3) (4.6) (2.9) ― (7.9) ― (12.7) (12.4) 上部半壊、水輪欠か。連結孔無。

Ａ0320 117 火輪 Ｊ19 (8.3) (5.0) (3.0) (0.4) (4.2) (0.8) (2.8) (6.9) (4.2) (15.8) (14.8) 全体摩耗欠損顕著。

Ａ0321 120 火輪
Ｊ19	
306号墓

8.4 4.9 3.3 0.2 4.3 0.4 3.5 7.7 4.8 16.3 15.2 一部欠失。

Ａ0322 132 火輪 Ｋ20 8.2 4.8 2.8 0.6 (4.0) (0.6) 3.0 6.5 4.8 15.9 (14.9) 小穴あり。第54図

Ａ0323 149 火輪 Ｊ16 (12.7) (5.6) (3.4) (1.0) (7.1) (2.7) ― ― ― (17.1) (16.6) 破損。

Ａ0324 151 火輪
Ｊ18	
293号墓

(8.9) (3.8) (2.4) (0.6) (5.1) (2.1) (3.8) (7.1) (5.1) (16.6) (16.0) 四隅突端部欠損。

Ａ0325 158 火輪 Ｎ15 14.1 9.8 3.2 1.1 (3.7) (3.6) ― (12.0) ― (23.6) (21.4) 梵字入り、連結孔無。第54図

Ａ0326 168 火輪 Ｎ15 12.3 7.0 5.0 0.3 (8.6) 0.2 5.8 9.3 7.4 (20.0) 16.6 第54図

Ａ0327 169 火輪 Ｎ15 11.2 7.6 3.0 0.6 4.6 1.0 3.5 7.8 4.9 16.8 16.0

Ａ0328 170 火輪 Ｎ15 8.3 5.4 2.6 0.3 3.6 1.1 2.2 6.5 4.0 13.7 13.0

Ａ0329 175 火輪 Ｎ15 8.2 5.2 2.6 0.4 4.7 0.7 2.7 7.5 4.8 16.6 14.9 第54図

Ａ0330 194 火輪 Ｎ16 (10.3) (4.3) (3.2) (0.5) (6.0) (2.3) (3.6) (7.9) (5.6) 15.7 14.3 上部欠損。

Ａ0331 200 火輪
Ｎ14	
75号墓

9.1 6.0 2.6 0.5 (4.6) 0.4 3.8 7.1 5.5 16.2 14.9

Ａ0332 212 火輪
Ｎ15	
東斜面

11.2 5.4 2.4 0.8 5.8 2.6 3.4 6.8 4.9 17.7 16.8

Ａ0333 213 火輪
Ｎ15	
東斜面

12.8 7.6 4.6 0.6 4.6 1.6 ― 9.1 ― 19.1 17.4 連結孔無し。第54図

Ａ0334 215 火輪
Ｎ15	
東斜面

11.8 7.6 3.6 0.6 (5.6) 1.2 4.3 7.9 5.0 19.0 17.0 第54図

Ａ0335 216 火輪
Ｎ15	
東斜面

11.2 7.4 3.5 0.3 (5.4) 0.6 4.2 8.1 4.9 18.7 17.7 第54図

Ａ0336 227 火輪
Ｎ16	
87号墓

9.7 6.0 3.3 0.4 5.4 0.6 3.8 6.8 4.9 16.8 15.2

Ａ0337 229 火輪
Ｎ16	
87号墓

10.4 7.3 2.8 0.3 5.4 0.6 3.8 6.8 4.8 15.7 15.0

Ａ0338 237 火輪 Ｎ16 19.5 13.0 6.0 0.5 6.2 1.3 2.4 11.3 2.0 30.4 28.5
比較的大。底部に径18.0cm、深さ0.8cm
の窪み。第54図

Ａ0339 239 火輪 Ｎ16 12.2 8.2 3.5 0.5 4.2 1.2 3.4 8.2 4.2 17.8 16.9 第54図

Ａ0340 244 火輪
Ｎ16	
88号墓

12.0 5.6 4.0 2.4 (2.0) (4.1) 1.0 14.2 1.4 (27.6) (26.1) 扁平・歪。比較的大。第54図

Ａ0341 253 火輪
Ｎ15	
東斜面

12.3 5.3 4.1 0.3 7.0 2.6 4.0 8.7 5.9 20.3 18.7

Ａ0342 254 火輪
Ｎ15	
東斜面

9.2 6.0 3.0 0.2 (4.6) 0.4 3.8 8.0 5.5 (16.8) 14.6

Ａ0343 266 火輪 Ｎ17 15.6 8.8 6.6 0.2 7.8 1.1 － 9.6 － 20.0 19.4 連結孔無。第54図

Ａ0344 271 火輪 Ｎ18 9.5 5.4 3.8 0.3 3.8 0.4 4.4 7.4 5.6 18.0 17.4

Ａ0345 274 火輪 Ｎ18 11.4 7.4 3.6 0.4 6.2 0.6 4.3 9.0 6.4 20.2 18.0 第54図

Ａ0346 282 火輪
Ｍ18	
201号墓

14.4 8.6 5.3 0.5 6.2 1.2 ― 14.2 ― 25.4 24.6 やや大ぶり。第54図

Ａ0347 286 火輪 Ｍ17 15.8 7.2 5.7 0.7 8.6 2.2 ― 9.5 ― 19.9 19.8

Ａ0348 294 火輪
Ｎ16	
90号墓

(9.8) (4.2) 3.2 0.2 5.6 (2.2) (3.7) (7.7) (5.1) 17.3 16.2

Ａ0349 297 火輪
Ｎ15	
80号墓

10.8 6.5 4.1 0.2 (4.6) 1.2 ― 7.4 ― 16.0 15.2 連結孔無。第54図

Ａ0350 300 火輪 Ｎ16 9.6 4.3 2.6 (0.7) (5.3) (2.0) (3.8) (7.5) (5.2) (16.2) (14.9)

Ａ0351 305 火輪 Ｎ16 (10.4) (5.0) (4.8) (0.6) (5.2) (1.2) (4.4) (7.0) 85.5) (16.0) (14.7) 欠損あり。
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Ａ0352 310 火輪 Ｎ17 11.2 7.6 3.2 0.4 4.4 1.4 3.8 7.5 4.6 17.8 16.9 一部欠損。

Ａ0353 357 火輪 Ｍ14	
134号墓 14.0 7.5 6.3 0.2 6.0 1.2 2.6 9.4 5.5 19.0 17.9 底部に幅約0.5cmの鑿痕数条。第54図

Ａ0354 358 火輪 Ｌ14	
141号墓 (7.0) (4.0) 2.7 0.3 (4.4) 0.4 (2.6) (7.4) 4.4 16.6 15.4 第54図

Ａ0355 366 火輪 Ｋ14	
155号墓 12.6 9.0 3.3 0.3 (10.2) 0.3 5.8 9.3 7.2 (23.0) 20.0 一部欠損。第54図

Ａ0356 371 火輪 Ｋ14	
151号墓 11.2 8.7 2.3 0.2 5.2 0.3 4.6 8.2 6.0 19.8 19.0 連結孔摩滅著しい。第54図

Ａ0357 382 火輪 Ｉ14 12.6 8.0 4.2 0.4 4.6 1.4 2.2 8.8 5.6 22.2 21.4
底部穿孔径6.4cm、深さ0.7cm。形状良
好で、花崗岩製。第54図

Ａ0358 384 火輪 Ｉ14 10.7 5.8 4.7 0.2 5.4 0.6 ― (7.9) ― 17.4 16.8 一部欠損。第54図

Ａ0359 389 火輪
Ｉ15	
174号墓

12.4 7.4 4.6 0.4 9.4 0.4 6.0 8.4 7.7 20.2 17.7 第54図

Ａ0360 396 火輪 Ｉ15 11.0 5.8 4.8 0.4 5.9 1.2 ― 9.5 ― 19.5 18.7
底部に径3.6cm・深さ0.3cmの窪み。
第54図

Ａ0361 420 火輪 Ｎ25	
453号墓 10.2 7.0 2.8 0.4 3.6 0.8 2.8 6.7 4.5 15.2 14.4 第54図

Ａ0362 435 火輪(a) Ｏ26 (10.2) (6.2) 3.6 0.4 3.6 0.7 (4.2) (7.0) 5.6 18.5 17.4

Ａ0363 435 火輪(b) Ｏ26 12.0 8.6 3.0 0.4 5.8 1.8 3.8 7.4 5.0 18.0 17.2 第54図

Ａ0364 447 火輪 Ｍ25	
438号墓 (9.9) (4.7) (2.6) (0.5) (5.2) (2.1) 3.4 8.2 5.5 17.6 (17.3)

Ａ0365 454 火輪 Ｍ24	
415号墓 8.4 4.2 3.8 0.4 4.8 0.6 3.4 8.5 5.6 16.8 16.0 一部欠損。

Ａ0366 457 火輪 Ｍ24	
417号墓 10.6 6.5 3.8 0.3 5.4 0.3 4.6 8.3 5.4 18.5 17.2

底部に幅1.5cm・深さ0.6cmの溝痕跡が
径9.0cmの円形状に残る。第54図

Ａ0367 459 火輪 Ｍ24 10.6 5.8 3.9 0.9 4.0 1.4 ― 8.0 ― 17.4 16.8 連結孔無。

Ａ0368 470 火輪 Ｍ24	
419号墓 9.7 5.6 3.8 0.3 4.0 1.3 ― 9.0 ― 17.6 16.8 連結孔無。

Ａ0369 478 火輪 Ｎ24	
247号墓 17.0 10.6 6.2 0.2 (7.6) 1.4 3.1 11.6 5.0 21.4 21.0 第54図

Ａ0370 482 火輪
Ｎ23	
241号墓

12.8 7.8 4.4 0.6 5.8 1.2 4.4 9.6 6.6 19.4 18.0
一部欠。同地点出土のＡ0623地輪あり。
第54図

Ａ0371 483 火輪(a) Ｏ23 12.0 6.8 4.5 0.4 6.5 0.8 3.0 8.0 4.7 18.2 17.6

Ａ0372 483 火輪(b) Ｏ23 ― ― (5.5) (0.2) (9.3) (3.6) ― ― ― (17.1) (16.7) 1/4残、実測不可。第54図

Ａ0373 484 火輪 Ｏ23 9.4 7.0 2.0 0.4 2.4 2.0 1.8 7.2 1.5 14.8 13.8 Ａ0122空風輪とセット関係。

Ａ0374 485 火輪 Ｏ23 ― ― (5.3) (0.3) (9.1) (3.5) ― ― ― (16.8) (16.3) 半壊。

Ａ0375 496 火輪 Ｍ22	
228号墓 9.2 6.0 2.7 0.4 4.0 0.8 2.6 6.8 4.2 15.2 14.6

底面に幅0.2cmの鑿跡が渦巻状に残る。
第54図

Ａ0376 498 火輪 Ｍ22 (10.0) (3.4) 1.7 0.6 (6.6) (4.3) ― ― ― (20.4) (19.6) 縦1/3残。

Ａ0377 505 火輪 Ｍ23	
400号墓 10.0 5.6 4.0 0.4 4.3 1.4 ― 7.0 ― 16.9 16.3 連結孔無。

Ａ0378 509 火輪 Ｍ23 (9.7) (4.1) 3.3 0.2 5.6 2.1 (3.8) (9.3) (5.2) 19.0 18.4

Ａ0379 511 火輪 Ｍ23	
407号墓 (11.8) (6.1) (2.5) (1.0) (5.7) (2.2) (2.8) ― ― (18.6) (17.5) 半壊。

Ａ0380 513 火輪 Ｍ23	
406号墓 10.2 6.1 3.6 0.6 4.0 1.0 ― 8.0 ― 17.0 16.3 連結孔無。

Ａ0381 516 火輪 Ｌ23	
401号墓 (13.5) (3.8) (3.9) (0.3) (9.7) (5.5) (6.9) (10.5) (7.7) (22.7) (19.7) 縦方向に半截。

Ａ0382 519 火輪 Ｌ23	
389号墓 (9.5) (3.6) (3.4) (0.6) (5.9) (1.9) (3.5) ― ― (16.4) ― 縦方向に半截。

Ａ0383 521 火輪 Ｍ21 15.4 9.4 5.6 0.4 7.2 1.3 2.8 8.9 5.2 18.8 18.2 第54図

Ａ0384 523 火輪 Ｌ21 14.0 8.0 5.6 0.4 6.0 1.0 2.5 7.8 5.6 17.6 16.9 一部欠損。第54図

Ａ0385 528 火輪 Ｋ21	
355号墓 11.2 5.6 5.2 0.4 5.4 0.6 ― 8.5 ― 18.0 17.4 連結孔無。

Ａ0386 535 火輪 Ｌ22	
372号墓 (9.1) (5.2) 1.7 0.3 (3.9) (1.9) (4.2) ― ― 16.1 15.6 上部欠。

Ａ0387 539 火輪 Ｌ22	
384号墓 12.0 8.5 2.9 0.6 (6.9) 1.5 4.1 7.2 5.0 18.6 17.9 一部欠損。第54図

Ａ0388 542 火輪 Ｌ22	
395号墓 (8.8) (3.9) (2.4) 0.3 (4.9) (2.2) (3.3) 7.5 5.3 16.9 17.0

Ａ0389 544 火輪 Ｋ22	
379号墓 11.5 (4.8) 3.6 0.1 (6.7) (3.0) 3.8 8.9 5.7 19.1 17.7

Ａ0390 546 火輪 Ｋ20	
354号墓 15.7 12.4 2.7 0.6 3.8 1.2 ― 10.2 ― 23.2 22.2

やや大ぶり。笠部の反りなく特異な形
状。連結孔無し。第54図

Ａ0391 555 火輪 Ｋ19	
317号墓 11.4 8.0 3.0 0.4 4.5 1.3 3.8 8.1 5.4 19.1 17.9 底部に鑿痕。

Ａ0392 568 火輪 Ｊ19 8.6 5.2 3.0 0.4 5.3 0.4 4.2 7.8 5.2 16.5 15.3

Ａ0393 572 火輪 Ｊ19 8.7 6.0 2.4 0.3 3.8 0.3 4.2 7.2 5.3 17.4 15.6

Ａ0394 573 火輪 Ｊ19 9.6 6.1 3.1 0.4 4.4 0.7 3.5 (8.0) 5.0 17.8 16.1 一部欠損。

Ａ0395 584 火輪 Ｉ19	
324号墓 11.1 7.2 3.6 0.3 4.9 0.4 4.2 7.8 4.7 17.8 16.0 第54図

Ａ0396 586 火輪 Ｊ18	
300号墓 10.2 6.0 3.8 0.4 4.0 2.0 3.7 8.5 5.4 17.0 16.6 第54図

第 24 表　Ａ地区組立式五輪塔計測値一覧表（第 54 図）
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出土場所
各　						部			　			位						　法						　量
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Ａ0397 590 火輪 Ｊ18 12.0 7.3 4.3 0.4 5.3 1.6 2.7 8.5 4.5 17.2 16.2 第54図

Ａ0398 611 火輪 Ｊ16 13.0 7.5 5.0 0.5 4.8 1.8 2.8 7.7 4.7 19.7 19.2 風化による摩滅顕著。

Ａ0399 612 火輪 Ｊ16 12.2 8.0 3.4 0.8 5.8 1.4 3.3 8.9 4.9 20.8 19.7 一部欠損。

Ａ0400 614 火輪 Ｊ16 (9.2) (5.3) 3.6 0.3 (5.5) 0.3 4.2 7.7 4.2 (16.9) 15.5 一部欠損。

Ａ0401 619 火輪
Ｊ15	
173号墓

(10.7) (4.6) (4.4) (0.3) (6.1) (1.4) ― ― ― (17.5) (17.9) 損壊。

Ａ0402 622 火輪 Ｊ15 12.1 8.3 3.4 0.4 6.0 0.6 3.8 7.9 5.1 18.0 17.5 Ａ0532水輪と同一地点伴出。

Ａ0403 630 火輪 Ｉ14 10.2 6.8 3.2 0.2 4.8 0.8 4.4 8.2 5.2 18.0 15.8
一部欠損。連結孔の底部中央に更に径	
2.0cm、深さ0.6cmの窪みあり。

Ａ0404 633 火輪 Ｉ16 8.8 6.0 2.4 0.4 (3.8) (0.6) 3.8 6.8 5.0 (15.2) (14.4) 一部欠損。

Ａ0405 638 火輪 Ｋ15 (8.0) (3.5) (1.9) (0.3) (4.5) (2.3) (1.9) ― (4.1) (15.7) (15.4) 半壊上部欠。

Ａ0406 642 火輪
Ｊ14	
167号墓

11.7 5.6 3.6 0.9 6.1 1.6 2.0 7.8 5.0 (16.8) (16.5)

Ａ0407 655 火輪
Ｍ14	
128号墓

12.3 7.5 4.6 0.2 5.6 0.6 3.6 8.9 5.4 17.5 16.2 第54図

Ａ0408 656 火輪
Ｍ13	
北斜面

10.9 6.0 4.5 0.4 6.0 1.0 ― 8.7 ― 18.2 17.6 一部欠損。連結孔無し。

Ａ0409 661 火輪
Ｎ13	
124号墓	
東側

9.7 4.9 4.5 0.3 4.6 0.8 ― 9.4 ― 16.7 15.6 連結孔無。

Ａ0410 665 火輪
Ｎ13	
122号墓

10.7 7.3 3.1 0.3 5.1 0.9 2.3 8.0 4.6 16.0 15.2 一部欠損。第54図

Ａ0411 666 火輪
Ｎ14	
130号墓

10.0 7.0 2.7 0.3 4.9 0.3 3.9 8.4 5.5 18.1 15.6

Ａ0412 667 火輪
Ｎ14	
130号墓

11.5 6.4 4.8 0.3 5.0 0.5 4.6 8.3 5.5 19.5 18.3 一部欠損。

Ａ0413 671 火輪
Ｏ13	
68号墓

11.7 7.5 3.8 0.4 4.8 0.8 5.0 8.8 6.0 19.8 18.4

Ａ0414 674 火輪
Ｏ13	
68号墓南

(12.0) (4.3) (3.6) (0.1) (7.7) (4.0) (3.6) (13.2) (6.0) 21.4 19.2 半壊。

Ａ0415 682 火輪
Ｐ13	
71号墓

10.9 5.4 5.2 0.3 5.1 0.8 3.4 8.3 5.4 18.2 16.4 一部欠損。

Ａ0416 685 火輪
Ｐ13	
71号墓南

9.8 5.0 2.6 0.7 4.8 1.5 4.5 7.3 4.9 16.7 16.0

Ａ0417 694 火輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

9.1 5.9 2.9 0.3 4.2 0.5 2.9 8.0 4.7 16.4 14.6

Ａ0418 695 火輪
Ｐ～Ｑ13	
42号墓西

8.6 5.0 3.3 0.3 4.0 0.7 3.2 6.0 4.3 14.4 12.9 第54図

Ａ0419 697 火輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

(10.0) (6.6) 3.1 0.3 (4.5) 0.5 (3.8) (9.3) 4.9 (19.3) (18.2) 欠損あり。

Ａ0420 699 火輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

8.8 5.5 2.9 0.4 3.9 0.4 4.2 7.0 5.3 16.2 15.4 欠損あり。

Ａ0421 701 火輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面下

8.7 6.1 2.3 0.3 4.2 0.4 3.5 8.0 5.3 16.2 15.0 一部欠損。第54図

Ａ0422 709 火輪
Ｐ12	
62号墓

10.8 7.4 2.8 0.6 4.5 0.9 3.6 7.1 4.6 17.8 17.0 欠損あり。

Ａ0423 718 火輪
Ｐ12	
62号墓	
東斜面下

10.8 6.8 3.6 0.4 4.3 1.7 ― 8.4 ― 17.6 16.9 連結孔無し。第54図

Ａ0424 723 火輪 Ｐ11 9.0 5.8 3.0 0.2 (5.4) (0.7) 3.9 7.1 5.0 (17.4) (16.4) 損壊あり。第54図

Ａ0425 727 火輪
Ｑ12	
40号墓

10.1 4.3 2.9 0.2 5.8 2.7 (3.9) (7.6) (4.7) 17.4 16.2 上部小欠。

Ａ0426 732 火輪
Ｑ11	
38号墓北

15.4 8.2 6.5 0.7 7.5 2.0 ― 10.6 ― 20.5 19.1 一部欠損。第54図

Ａ0427 765 火輪
Ｓ11	
１２号墓

(12.8) (4.2) (5.0) ― (8.6) (3.6) (6.5) ― ― (21.4) (20.0) 損壊。

Ａ0428 793 火輪
Ｌ16	
196号墓	
東石組

― ― ― ― ― ― 3.4 7.2 4.8 15.6 15.2 縦方向に半壊。

Ａ0429 795 火輪

Ｌ１６	
196号墓と	
199号墓と	
の中間

(13.2) (5.8) (1.3) (0.3) (7.4) (5.8) ― (11.9) ― (19.7) (18.5) 上部損壊。

Ａ0430 797 火輪 Ｏ12 10.7 6.8 3.5 0.2 (4.7) (0.5) 4.2 8.5 5.5 (18.6) (17.4) 損壊あり。第54図

Ａ0431 801 火輪 Ｏ12 10.8 7.6 2.8 0.4 3.8 1.0 4.4 6.8 5.3 16.3 15.8 一部欠損。第54図

Ａ0432 809 火輪
Ｐ14	
50号墓

12.0 7.9 3.7 0.4 4.9 1.7 3.8 8.3 5.3 17.4 16.8 一部欠損。第54図

Ａ0433 810 火輪 Ｐ14 10.6 7.0 3.2 0.4 5.1 0.5 3.0 7.9 4.4 18.2 16.7 一部欠損。第54図

Ａ0434 811 火輪
Ｐ14	
46号墓

10.8 7.2 3.0 0.6 (4.6) 1.0 3.4 7.5 5.0 (16.7) (16.2) 一部欠損。第54図

Ａ0435 820 火輪 Ｐ14 13.1 9.9 2.8 0.4 (7.3) 0.8 4.1 9.0 6.5 (20.4) (19.1) 損壊。第54図
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Ａ0436 846 火輪
Ｒ12	
東斜面

7.6 5.2 2.1 0.3 (3.3) 0.4 3.3 6.4 5.1 (15.7) (15.0)

Ａ0437 850 火輪 Ｓ14 11.9 7.9 3.4 0.6 (3.7) (1.1) 3.2 8.9 5.2 (18.5) (17.9) 一部欠損。第54図

Ａ0438 853 火輪 Ｓ14 (9.5) (2.5) 4.0 ― (7.0) (3.0) ― (16.1) ― (23.0) 21.2 上部半壊。

Ａ0439 860 火輪 Ｓ14 11.6 8.3 2.9 0.4 5.8 0.4 2.9 6.2 4.7 16.4 15.6 第54図

Ａ0440 866 火輪
Ｔ10	
2号墓

10.8 6.6 3.8 0.4 (5.7) 0.6 4.2 7.2 5.2 17.4 15.5 第54図

Ａ0441 870 火輪
Ｔ10	
2号墓

(10.1) (7.0) 2.8 0.3 4.3 0.3 (3.4) (7.0) 4.7 16.4 14.8 一部欠損。第54図

Ａ0442 871 火輪
Ｔ10	
2号墓

10.0 5.8 3.8 0.4 6.2 3.0 3.6 8.2 5.6 16.8 15.3 全体に鑿痕跡明瞭。

Ａ0443 872 火輪
Ｔ10	
2号墓

11.8 7.3 4.3 0.2 6.0 0.4 3.8 8.4 6.7 19.9 18.0 一部欠損。

Ａ0444 878 火輪 Ｔ12 12.5 8.1 4.0 0.4 6.3 0.3 4.2 8.2 6.7 18.9 16.8 一部欠損。

Ａ0445 888 火輪 Ｌ14 12.4 7.6 3.8 1.0 (5.6) 1.5 4.9 9.8 6.5 19.7 18.8

Ａ0446 896 火輪
Ｍ24	
429号墓

(12.0) (8.2) 3.5 0.3 (5.0) 0.4 (4.2) (8.5) 5.4 (18.7) 17.0 第54図

Ａ0447 899 火輪
Ｏ26	
460号墓

10.4 6.7 3.4 0.3 5.0 0.7 3.1 7.5 5.1 16.1 15.0 風化顕著、罅割れ多。第54図

Ａ0448 901 火輪
Ｏ26	
460号墓

9.6 5.7 3.3 0.6 (5.0) 0.7 3.4 6.5 4.3 16.2 15.6 一部欠損。

Ａ0449 904 火輪 Ｋ22 11.0 7.0 3.5 0.5 5.5 0.3 5.0 10.0 5.7 19.5 17.9 上部小欠。

Ａ0450 909 火輪
Ｏ23	
243号墓北

11.9 8.5 3.0 0.4 5.3 1.4 4.1 8.1 5.1 17.1 16.9 一部欠損あり。第54図

Ａ0451 938 火輪
Ｋ20	
354号墓

11.7 7.5 3.9 0.3 5.2 0.6 0 8.2 0 (15.6) 18.2
Ａ0254空風輪・Ａ0552水輪・Ａ0698
地輪とそれぞれセット関係にある。
第51図

Ａ0452 940 火輪
Ｊ20	
328号墓　

(11.2) (2.5) 3.3 0.3 (8.7) (5.1) (4.9) (12.3) (6.8) (18.9) 17.7 区画配石に転用、半壊。

Ａ0453 950 火輪
Ｉ18	
290号墓　

8.0 4.4 3.2 0.4 5.5 0.4 3.3 8.8 6.2 16.9 15.4 一部欠損。第54図

Ａ0454 979 火輪
Ｎ14	
130号墓

13.3 9.4 3.5 0.4 (8.0) 0.6 5.0 9.4 6.8 21.6 19.4
一部欠損。底部中央に径5.6cm、
深さ0.4cmの窪みあり。第54図

Ａ0455 1013 火輪 Ｓ10 10.7 6.6 3.6 0.5 6.3 0.9 3.2 7.5 5.2 16.9 16.0 一部欠損。

Ａ0456 1016 火輪
Ｔ10	
１号墓

9.7 7.1 2.2 0.4 (4.5) 0.4 3.2 7.8 5.1 (17.4) 15.8 欠損有り。

Ａ0457 1020 火輪 Ｓ13 11.7 7.1 3.6 1.0 5.4 0.8 5.3 8.1 6.0 20.4 20.0

Ａ0458 1022 火輪
Ｍ16	
184号墓

10.9 7.9 2.6 0.4 5.1 0.4 4.5 7.5 5.3 17.3 16.4

Ａ0459 1031 火輪
Ｌ16	
183号墓

12.9 8.4 4.0 0.5 5.8 1.0 2.6 7.7 5.2 18.3 17.6 第54図

Ａ0460 1032 火輪
Ｌ16	
183号墓

(10.4) (6.8) 3.2 0.4 (4.7) 0.7 (3.3) (7.7) 4.9 17.1 16.4 上部欠損。

Ａ0461 1045 火輪？
Ｌ16	
183号墓

9.5 7.2 2.0 0.3 (4.2) 0.4 (3.8) (7.8) 5.9 (16.5) (15.0) 損壊あり。

Ａ0462 1048 火輪
Ｌ16	
183号墓

10.3 6.6 3.4 0.3 5.0 0.6 2.9 7.9 5.0 16.4 14.4 欠損あり。

Ａ0463 1049 火輪
Ｌ16	
183号墓

17.7 13.4 3.9 0.4 5.1 1.0 2.0 11.0 7.2 26.9 25.3 大形製品。第54図

Ａ0464 1051 火輪
Ｌ16	
183号墓

12.7 8.4 4.0 0.3 4.5 1.4 ― 9.8 ― 22.4 18.6 連結孔無し。

Ａ0465 1052 火輪
Ｌ16	
183号墓

12.4 8.4 3.6 0.4 6.4 1.0 3.0 8.9 5.0 17.6 17.1 第54図

Ａ0466 1053 火輪
Ｌ16	
183号墓

12.5 7.3 4.6 0.6 5.8 1.4 3.2 7.6 3.0 18.0 17.3 微欠損。第54図

Ａ0467 1057 火輪
Ｌ16	
183号墓

8.9 (3.1) (2.0) 0.6 (5.8) (3.2) 3.4 8.0 5.7 19.4 18.5 欠損有り。

Ａ0468 1062 火輪
Ｎ25下層	
ＳＫ593

－ － 3.0 0.4 4.5 (0.4) ― － － (16.2) (15.4) 損壊著し。

Ａ0469 1063 火輪
Ｊ20	
下層　

8.9 5.0 3.3 0.6 (4.6) 1.0 3.4 7.0 4.8 (16.6) (15.0) 欠損あり。

火輪各部位法量平均値 11.2 6.9 3.6 0.4 5.2 1.0 3.6 8.2 5.1 18.1 17.0	 （　）内数値は除外して計算した。
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Ａ0470 30 水輪 Ｌ18 (11.1) (5.6) (11.0) (12.9) (15.9) 表採、欠損あり。
Ａ0471 46 水輪 Ｌ16 13.0 6.1 9.9 11.2 16.6 上部小欠。
Ａ0472 49 水輪 Ｎ16 11.9 5.0 11.4 11.7 18.3 斜面表採。
Ａ0473 61 水輪 Ｋ17 13.1 6.5 9.7 9.6 16.1

Ａ0474 62 水輪
Ｋ17	
195号墓

14.3 7.5 11.6 10.9 18.6 第54図

Ａ0475 65 水輪
Ｏ23	
244号墓

13.6 7.9 11.2 11.8 18.5 塚下斜面転倒。第54図

Ａ0476 90 水輪
Ｌ18	
209号墓

― ― ― ― ― 計測不可。

Ａ0477 94 水輪 Ｋ17 12.4 7.5 11.3 10.6 17.0

Ａ0478 148 水輪
Ｊ17	
279号墓

(12.2) (7.0) 11.0 ― 18.0 下部3分の1欠失。

Ａ0479 152 水輪 Ｋ18 15.0 6.3 12.5 11.5 19.4 第54図

Ａ0480 155 水輪
Ｋ19	
310号墓

11.8 8.0 8.6 7.9 15.2 第54図

Ａ0481 163 水輪 Ｎ15 14.6 7.3 15.8 15.4 21.7 第54図
Ａ0482 166 水輪 Ｎ15 13.8 6.8 12.3 12.8 19.6 第54図
Ａ0483 197 水輪 Ｎ16 12.5 7.3 11.4 11.4 18.9
Ａ0484 199 水輪 Ｎ16 11.9 5.5 10.3 11.7 16.4 第54図
Ａ0485 211 水輪 Ｎ15 15.6 8.2 14.2 14.1 21.7 東斜面。第54図
Ａ0486 214 水輪 Ｎ15 13.0 7.4 12.6 12.6 19.8 東斜面。第54図

Ａ0487 242 水輪
Ｎ16	
88号墓

12.6 6.2 10.9 11.3 18.0 第54図

Ａ0488 245 水輪 Ｎ16 15.0 7.3 16.6 16.7 22.8 梵字入り。第54図

Ａ0489 248 水輪
Ｎ16	
89号墓

12.4 8.0 11.3 9.3 16.6 第54図

Ａ0490 251 水輪
Ｎ16	
92号墓

11.3 5.8 10.2 11.6 17.2 第54図

Ａ0491 258 水輪
Ｎ15	
東斜面

12.7 6.2 9.8 10.1 16.9

Ａ0492 259 水輪
Ｎ15	
東斜面

10.6 5.4 14.2 13.5 19.2 第54図

Ａ0493 260 水輪
Ｎ15	
東斜面

12.7 6.1 9.2 10.1 17.2

Ａ0494 270 水輪 Ｎ18 13.0 6.7 10.4 9.7 17.6
Ａ0495 285 水輪 Ｍ17 (14.8) (7.1) 16.2 ― 23.0 3分の1欠失。

Ａ0496 291 水輪
Ｎ16	
92号墓

12.8 6.0 10.5 10.1 17.3 Ａ0600地輪と同一地点伴出。第54図

Ａ0497 306 水輪 Ｎ16 12.8 7.7 10.3 10.3 16.5 第54図
Ａ0498 312 水輪 Ｎ19 13.0 6.6 12.0 12.1 20.0
Ａ0499 328 水輪 Ｎ16 23.7 12.2 14.5 14.6 29.3 斜面。第54図

Ａ0500 337 水輪
Ｏ14	
東斜面

14.7 7.9 14.1 13.9 21.2 鑿打痕。第54図

Ａ0501 338 水輪 Ｏ14 13.6 5.5 10.6 10.8 18.8 第54図
Ａ0502 342 水輪 Ｏ14 (10.6) ― ― ― (15.3) 半壊。

Ａ0503 347 水輪
Ｎ15	
76号墓

11.1 5.5 9.3 10.8 15.8 第54図

Ａ0504 355 水輪
Ｍ17	
131号墓

(13.7) (7.6) ― 11.2 (18.2)

Ａ0505 356 水輪
Ｍ14	
134号墓

11.5 6.2 11.3 10.5 16.9 第54図

Ａ0506 364 水輪
Ｌ14	
142号墓

16.4 8.8 11.9 12.0 20.8 第54図

Ａ0507 377 水輪
Ｊ14	
166号墓

12.4 6.4 10.7 10.5 17.4

Ａ0508 392 水輪
Ｉ15	
175号墓

11.3 6.4 9.6 9.6 15.2

Ａ0509 414 水輪
Ｎ25	
454号墓

11.1 6.2 6.9 7.9 15.0

Ａ0510 437 水輪
Ｍ25	
448号墓

(13.5) (9.3) (9.9) (11.2) (17.2) 縦方向に半截。

Ａ0511 450 水輪
Ｍ24	
416号墓

10.8 6.4 10.5 9.9 16.0 第54図

Ａ0512 460 水輪 Ｍ24 10.3 5.6 10.2 10.2 14.8

Ａ0513 486 水輪
Ｎ22	
234号墓

22.8 11.0 19.0 17.2 30.3 梵字入り。第54図

Ａ0514 489 水輪 Ｎ22 10.8 6.3 9.8 9.2 16.2 第54図

Ａ0515 506 水輪
Ｍ23	
400号墓

13.9 7.3 15.4 15.7 22.2 第54図

Ａ0516 507 水輪
Ｍ23	
400号墓

15.3 8.2 11.8 11.9 20.0 第54図

Ａ0517 512 水輪 Ｍ23 11.6 6.4 9.1 9.7 16.3 第54図

Ａ0518 514 水輪 Ｍ23	
408号墓 7.8 4.7 9.4 7.6 12.4

Ａ0519 520 水輪 Ｍ21 14.9 7.6 13.8 13.2 21.4 第54図

Ａ0520 543 水輪 Ｌ23	
395号墓 (12.0) ― (8.8) ― (14.9) 縦方向に半截。

Ａ0521 554 水輪 Ｋ19 15.3 8.3 11.7 12.2 22.0 第54図
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報告番号
採取
番号

出土部位
名称

出土場所
各　						部			　			位						　法						　量

　備			　				考						　欄　
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ I ｊ ｋ

Ａ0522 557 水輪 Ｋ19 12.2 6.5 9.5 9.2 17.0 第54図
Ａ0523 564 水輪 Ｊ19 16.0 9.1 10.7 10.4 19.4 第54図

Ａ0524 583 水輪 Ｉ19	
324号墓 (12.3) (6.9) (9.7) (8.5) (15.3) 縦方向に半壊。

Ａ0525 587 水輪 Ｊ18 11.9 5.8 11.2 10.9 17.5 第54図

Ａ0526 588　
589 水輪 Ｊ18 (16.2) (8.8) (14.7) (14.0) (22.9) 半壊、採取番号589・588とで一個体。

Ａ0527 594 水輪 Ｌ18 12.2 6.2 12.4 11.6 17.7 第54図

Ａ0528 595 水輪 Ｌ18	
209号墓 16.1 8.1 11.8 12.3 19.7 第54図

Ａ0529 603 水輪 Ｋ17	
282号墓 12.5 5.9 10.1 10.0 16.6 第54図

Ａ0530 606 水輪 Ｉ17	
275号墓 11.6 5.7 (10.0) 11.0 (16.7) 第54図

Ａ0531 608 水輪 Ｉ17 10.6 6.3 8.4 8.0 15.0
Ａ0532 623 水輪 Ｊ15 ― ― ― ― ― Ａ0402火輪と同一地点伴出。
Ａ0533 626 水輪 Ｊ15 15.7 8.1 12.6 13.3 22.5 第54図

Ａ0534 698 水輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

12.1 5.8 9.2 9.7 15.2

Ａ0535 700 水輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

13.6 6.2 10.2 10.3 17.5 第54図

Ａ0536 712 水輪 Ｐ12	
62号墓 13.1 7.0 11.6 11.9 18.5 第54図

Ａ0537 716 水輪
Ｐ12	
62号墓	
東斜面下

16.6 8.6 12.6 12.7 20.4 上下面鑿削痕。第54図

Ａ0538 717 水輪
Ｐ12	
62号墓	
東斜面下

14.3 6.5 10.2 10.7 18.7 全面に鑿削痕。第54図

Ａ0539 744 水輪 Ｒ11	
29号墓 13.0 7.2 10.4 9.4 16.4

Ａ0540 745 水輪 Ｒ11	
29号墓 10.2 6.0 8.9 9.1 14.6 第54図

Ａ0541 747 水輪 Ｒ11	
29号墓 10.3 5.2 10.0 8.6 15.2 第54図

Ａ0542 772 水輪 Ｓ11	
18号墓 12.5 6.7 9.6 10.3 16.4 損壊。

Ａ0543 780 水輪 Ｓ12	
21号墓南 (13.8) (7.4) (8.7) (11.6) (17.9) 縦方向に半壊。

Ａ0544 783 水輪 Ｓ12 (5.5) ― ― (10.5) (15.1) 横方向に半壊。
Ａ0545 800 水輪 Ｏ12 13.4 7.6 11.1 10.1 16.9 第54図
Ａ0546 802 水輪 Ｏ12 11.8 6.3 10.6 10.8 16.6 第54図
Ａ0547 861 水輪 Ｓ14 14.8 9.2 11.2 11.4 19.3 第54図

Ａ0548 867 水輪
Ｔ10	
2号墓

14.9 8.0 11.3 10.3 18.4 第54図

Ａ0549 887 水輪 Ｋ17 13.7 6.3 10.2 10.9 17.6 第54図

Ａ0550 900 水輪
Ｏ26	
460号墓

11.9 5.1 10.3 10.8 17.3 第54図

Ａ0551 906 水輪 Ｈ17 14.3 8.1 12.4 11.1 19.0

Ａ0552 938 水輪 Ｋ20	
354号墓 12.4 6.5 9.4 9.6 18.3

Ａ0259空風輪・Ａ0451火輪・Ａ0698
地輪とでそれぞれセット関係にある。
第51図

Ａ0553 996 水輪 Ｐ14	
52号墓 12.8 6.8 10.0 10.0 17.0 第54図

Ａ0554 1028 水輪 Ｌ17	
207号墓 15.5 8.6 13.2 12.6 20.4 第54図

Ａ0555 1029 水輪 Ｌ17	
205号墓 14.7 7.4 11.0 19.5 19.4 径9.0、深さ2.2cmの窪みあり。第54図

Ａ0556 1033 水輪 Ｌ16	
183号墓 11.2 4.6 9.0 11.4 15.9 第54図

Ａ0557 1035 水輪 Ｌ16	
183号墓 12.1 5.9 12.0 11.8 18.1

Ａ0558 1036 水輪 Ｌ16	
183号墓 12.8 5.8 9.9 10.8 17.8

Ａ0559 1038 水輪 Ｌ16	
183号墓 14.1 6.7 10.6 10.4 18.5 第54図

Ａ0560 1040 水輪 Ｌ16	
183号墓 12.8 5.6 10.5 10.9 17.5

Ａ0561 1044 水輪 Ｌ16	
183号墓 12.3 5.8 13.4 13.1 18.1

Ａ0562 1047 水輪 Ｌ16	
183号墓 14.1 7.3 (14.8) 14.9 (20.3) 縦方向に半壊。

Ａ0563 1054 水輪 Ｌ16	
183号墓 12.3 6.6 10.8 11.7 18.4

Ａ0564 1056 水輪 Ｌ16	
183号墓 13.3 6.4 10.5 10.6 17.5

Ａ0565 1058 水輪
Ｍ18	
100号墓	
西側下層

(12.0) (6.4) 9.6 (11.9) 15.2 破損。

水輪各部位法量平均値 13.2 6.8 11.2 11.3 18.3 注意：（　）内の不確定数値は除外して計算した。
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報告番号
採取
番号

出土部位
名称

出土場所
各　						部			　			位						　法						　量

　備			　				考						　欄　
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ I ｊ ｋ

Ａ0566 9 地輪 Ｉ14 16.8 11.3 表採。第55図

Ａ0567 19 地輪か Ｉ14 18.5 12.9 表採、砂岩、上部欠損（水地輪かも）。

Ａ0568 26 地輪 Ｌ16 18.8 14.5 表採。

Ａ0569 32 地輪 Ｌ17 17.4 12.2 表採。第55図

Ａ0570 71 地輪
Ｌ16	
183号墓

17.6 13.7 区画配石に転用。

Ａ0571 72 地輪
Ｌ16	
183号墓

― ― 計測不可。

Ａ0572 74 地輪
Ｌ16	
183号墓

― ― 計測不可。

Ａ0573 75 地輪
Ｌ16	
183号墓

18.9 15.3 第55図

Ａ0574 77 地輪
Ｍ16	
184号墓

― ― 計測不可。

Ａ0575 82 地輪
Ｌ17	
207号墓

18.7 11.4 片麻岩製。

Ａ0576 83 地輪
Ｌ17	
203号墓

― ― 磨耗著し計測不可。

Ａ0577 86 地輪
Ｌ17	
203号墓

― ― 計測不可。

Ａ0578 88 地輪
Ｌ17	
197号墓

22.3 17.0 第55図

Ａ0579 89 地輪
Ｌ17	
198号墓

― ― 計測不可。

Ａ0580 101 地輪
Ｋ17	
206号墓

(20.0） (9.0） 地輪上部欠損。

Ａ0581 111 地輪
Ｊ18	
304号墓

16.9 11.0 第55図

Ａ0582 147 地輪
Ｋ16	
193号墓

(15.9） (10.8）

Ａ0583 159 地輪か Ｎ16 27.2 (16.4） 梵字入り。第55図

Ａ0584 186 地輪
Ｎ15	
76号墓

20.1 16.5 第55図

Ａ0585 187 地輪
Ｎ15	
76号墓

19.6 15.9 第55図

Ａ0586 208 地輪
Ｎ15	
東斜面

21.1 17.2 第55図

Ａ0587 209 地輪
Ｎ15	
東斜面

20.6 16.2 第55図

Ａ0588 218 地輪
Ｎ15	
東斜面

17.2 12.4

Ａ0589 219 地輪
Ｎ15	
東斜面

20.0 17.2 第55図

Ａ0590 238 地輪 Ｎ16 18.0 17.9 第55図

Ａ0591 250 地輪
Ｎ16	
92号墓

19.1 14.0 第55図

Ａ0592 252 地輪
Ｎ15	
東斜面

32.1 13.6 大型品。第55図

Ａ0593 255 地輪
Ｎ15	
東斜面

20.0 17.5 第55図

Ａ0594 256 地輪
Ｎ15	
東斜面

19.4 12.0 第55図

Ａ0595 263 地輪
Ｎ15	
80号墓

(30.4） (11.5) 大型品。第55図

Ａ0596 264 地輪
Ｎ15	
東斜面

17.4 11.7 第55図

Ａ0597 272 地輪 Ｎ18 17.5 9.7 第55図

Ａ0598 277 地輪 Ｎ18 (18.2) (13.7) 3分の1欠。

Ａ0599 278 地輪 Ｎ18 (15.8) (13.8) 半壊。

Ａ0600 292 地輪
Ｎ16	
92号墓

17.8 11.2 Ａ0496水輪と同一地点伴出。

Ａ0601 302 地輪 Ｎ16 16.6 10.1 第55図

Ａ0602 303 地輪 Ｎ16 17.0 13.0

Ａ0603 322 地輪
Ｒ12	
33号墓

18.4 (12.1) 第55図

Ａ0604 323 地輪
Ｒ12	
33号墓

15.7 (9.1) 第55図

Ａ0605 324 地輪
Ｒ12	
33号墓

19.7 (12.9) 第55図

Ａ0606 325 地輪
Ｒ12	
33号墓

(19.4) ― 半壊。

Ａ0607 326 地輪
Ｒ12	
33号墓

20.3 12.8 縦方向に半截。

Ａ0608 332 地輪 Ｏ14 (27.8) (12.1) 大型品。第55図

Ａ0609
333
336

地輪 Ｏ14 (19.4) (16.1) 採取番号333と336とで併せ一個体。
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報告番号
採取
番号

出土部位
名称

出土場所
各　						部			　			位						　法						　量

　備			　				考						　欄　
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ I ｊ ｋ

Ａ0610 335 地輪 Ｏ14 14.9 (17.1) 上部欠。

Ａ0611 339 地輪 Ｏ14 (21.4) (15.9) 上部半壊。

Ａ0612 346 地輪
Ｎ15	
76号墓

16.4 12.0 第55図

Ａ0613 352 地輪
Ｎ16	
86号墓

16.5 11.0 第55図

Ａ0614 383 地輪 Ｉ14 19.1 14.5 第55図

Ａ0615 388 地輪 Ｈ14 18.4 13.0

Ａ0616 394 地輪
Ｉ15	
175号墓

14.3 9.6 第55図

Ａ0617 401 地輪
Ｎ25	
445号墓

(13.6) (6.0) 1/3残。

Ａ0618 407 地輪か Ｎ25 17.2 10.5 第55図

Ａ0619 421 地輪
Ｎ25	
447号墓

16.3 (11.9) 半壊。

Ａ0620 428 地輪
Ｎ25	
451号墓

18.4 12.0 第55図

Ａ0621 442 地輪
Ｍ25	
437号墓

18.4 12.7 第55図

Ａ0622 475 地輪
Ｌ24	
425号墓

― ― 計測不可、Ａ0118空風輪と採取№重複。

Ａ0623 482 地輪
Ｎ23	
241号墓

(19.1) (8.4) 1/3残、Ａ0370火輪と同地点出土。

Ａ0624 494 地輪 Ｍ22 16.1 10.9 半壊。

Ａ0625 524 地輪 Ｌ21 17.0 11.9 第55図

Ａ0626 548 地輪
Ｋ20	
341号墓

(13.9) (9.7) 縦方向に半壊。

Ａ0627 551 地輪
Ｋ19	
316号墓

14.0 9.6 半壊。

Ａ0628 556 地輪 Ｋ19 17.0 11.9 第55図

Ａ0629 563 地輪 Ｊ19 15.7 9.8 第55図

Ａ0630 565 地輪 Ｊ19 16.8 11.1 第55図

Ａ0631 567 地輪 Ｊ19 ― ― 半壊、計測不可。

Ａ0632 579 地輪
Ｊ20	
329号墓

15.9 (10.6) 第55図

Ａ0633 580 地輪
Ｊ20	
329号墓

14.6 (8.9) 第55図

Ａ0634 597 地輪
Ｌ17	
204号墓

(18.3) (12.0) 片麻岩製。

Ａ0635 598 地輪
Ｌ17	
204号墓

(17.2) (11.0) 凝灰角礫岩製。

Ａ0636 600 地輪 Ｋ17 18.3 13.4 第55図

Ａ0637 601 地輪 Ｋ17 ― ― 計測不可。

Ａ0638 610 地輪
Ｉ18	
290号墓　

15.8 9.9

Ａ0639 613 地輪
Ｊ16	
272号墓

― ― 計測不可。

Ａ0640 632 地輪
Ｉ14	
181号墓

― ― 計測不可。

Ａ0641 637 地輪
Ｋ15	
160号墓

18.0 (13.1)

Ａ0642 645 地輪
Ｊ14	
164号墓

17.8 13.2

Ａ0643 646 地輪
Ｋ15	
157号墓

18.1 12.3

Ａ0644 675 地輪 Ｏ13 17.8 13.0

Ａ0645 679 地輪
Ｐ13	
67号墓

(20.5) (16.1)

Ａ0646 688 地輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

20.8 (17.2) 上部欠損。

Ａ0647 689 地輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

15.8 (11.4)

Ａ0648 690 地輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

16.2 9.1 第55図

Ａ0649 691 地輪
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

17.2 (10.6) 第55図

Ａ0650 702 地輪
Ｐ12	
65号墓西

17.0 13.6

Ａ0651 720 地輪
Ｐ12	
62号墓	
東斜面下

18.4 13.4 第55図
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名称

出土場所
各　						部			　			位						　法						　量

　備			　				考						　欄　
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ I ｊ ｋ

Ａ0652 728 地輪
Ｑ12	
38号墓西

15.8 12.3 損壊有。

Ａ0653 730 地輪
Ｑ12	
38号墓

15.7 11.1 第55図

Ａ0654 731 地輪
Ｑ12	
38号墓南

16.9 12.7 第55図

Ａ0655 735 地輪
Ｒ11	
31号墓	
崖下

15.8 10.4 第55図

Ａ0656 739 地輪
Ｒ11	
31号墓	
崖下

(17.4) (13.0) 縦方向に半壊。

Ａ0657 740 地輪
Ｒ11	
31号墓	
崖下

(13.8) (12.3) 縦方向に半壊。

Ａ0658 754 地輪
Ｒ12	
34号墓

20.1 16.3 第55図

Ａ0659 763 地輪
Ｓ10	
12号墓

17.0 11.3 第55図

Ａ0660 764 地輪
Ｓ10	
12号墓

(16.5) (12.6) 損壊あり。

Ａ0661 781 地輪
Ｓ12	
21号墓

17.0 13.1 Ａ0211空風輪と同伴出土。

Ａ0662 788 地輪
Ｌ16	
182号墓　
　

(16.2) (9.8) 破片を合わせて計測。

Ａ0663 789 地輪
Ｌ16	
182号墓　

17.5 10.6 斜め縦方向に半壊。

Ａ0664 798 地輪 Ｏ12 16.5 11.1 第55図

Ａ0665 799 地輪 Ｏ12 17.8 13.2 第55図

Ａ0666 812 地輪
Ｐ14	
46号墓

17.4 11.2 第55図

Ａ0667 814 地輪
Ｐ14	
46号墓

19.9 16.1 第55図

Ａ0668 815 地輪
Ｐ14	
46号墓

22.0 14.8 第55図

Ａ0669 823 地輪 Ｑ14 (13.5) (11.2) 斜め縦方向に半壊。

Ａ0670 857 地輪 Ｓ14 17.3 11.7 第55図

Ａ0671 873 地輪
Ｔ11	
2号墓

17.0 11.4 Ａ0793空風火輪と同地点出土。第55図

Ａ0672 880 地輪 Ｔ12 13.9 10.1

Ａ0673 882 地輪 Ｎ18 18.6 12.6 第55図

Ａ0674 885 地輪
Ｋ17	
206号墓

19.0 13.2 第55図

Ａ0675 891 地輪
Ｏ22	
235号墓

16.0 10.4 第55図

Ａ0676 892 地輪
Ｍ24	
422号墓

16.4 13.0

Ａ0677 893 地輪
Ｍ24	
416号墓

17.5 11.5 第55図

Ａ0678 895 地輪
Ｎ24	
414号墓

18.9 13.7

Ａ0679 905 地輪
Ｋ22	
373号墓

18.4 8.3 第55図

Ａ0680 912 地輪
Ｊ19	
320号墓

18.0 12.2 第55図

Ａ0681 914 地輪
Ｏ25	
250号墓

18.5 11.8

Ａ0682 915 地輪
Ｎ25	
451号墓

19.1 16.2 第55図

Ａ0683 916 地輪
Ｎ25	
450号墓

19.5 12.0 区画の配石に転用。第55図

Ａ0684 923 地輪
Ｎ25	
450号墓

15.9 11.7 区画の配石に転用。

Ａ0685 924 地輪
Ｎ25	
455号墓

15.2 (5.8) 区画の配石に転用、半壊。

Ａ0686 925 地輪
Ｎ24	
414号墓

17.6 11.2 第55図

Ａ0687 927 地輪
Ｍ24	
413号墓

18.5 13.5 第55図

Ａ0688 928 地輪
Ｍ23	
408号墓

18.4 14.0

Ａ0689 929 地輪
Ｍ23	
407号墓

19.9 13.8

Ａ0690 930 地輪か
Ｍ23	
406号墓

― ― 摩耗顕著計測不可。空風輪の可能性も。

Ａ0691 931 地輪
Ｌ22	
372号墓	
ＳＸ160

18.1 13.2 元位置を保つと判断。

第 24 表　Ａ地区組立式五輪塔計測値一覧表（第 55 図）



－202－

報告番号
採取
番号

出土部位
名称

出土場所
各　						部			　			位						　法						　量

　備			　				考						　欄　
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ I ｊ ｋ

Ａ0692 931 地輪
Ｌ22	
372号墓　

25.6 16.5

Ａ0693 932 地輪
Ｋ22	
375号墓

18.3 12.2 区画の配石に転用。第55図

Ａ0694 933 地輪
Ｋ21	
360号墓

26.2 10.2 大型品。第55図

Ａ0695 934 地輪
Ｋ21	
366号墓

18.8 (11.1) 一部欠損。第55図

Ａ0696 935 地輪
Ｋ21	
358号墓

20.1 14.6

Ａ0697 936 地輪
Ｋ21	
355号墓

19.0 16.1 第55図

Ａ0698 938 地輪
Ｋ20	
354号墓

18.0 14.2
Ａ0254空風輪・Ａ0451火輪・Ａ0552
水輪とでそれぞれセット関係にある。
第51図

Ａ0699 942 地輪
Ｊ19	
323号墓

16.1 10.1 第55図

Ａ0700 943 地輪
Ｊ19	
306号墓

16.3 10.2 第55図

Ａ0701 944 地輪
Ｊ19	
306号墓

16.4 10.1 第55図

Ａ0702 945 地輪
Ｊ19	
306号墓

15.4 10.0 第55図

Ａ0703 946 地輪
Ｊ19	
306号墓

13.8 9.3 第55図

Ａ0704 947 地輪
Ｊ19	
306号墓

17.5 11.9 第55図

Ａ0705 948 地輪
Ｊ19	
318号墓

20.3 12.2 第55図

Ａ0706 949 地輪
Ｋ19	
310号墓

（21．2）（13．1）

Ａ0707 953 地輪
Ｉ15	
174号墓

19.2 13.1 第55図

Ａ0708 954 地輪 Ｉ14 21.9 16.0 第55図

Ａ0709 955 地輪 Ｉ14 18.5 13.3

Ａ0710 956 地輪 Ｉ14 18.5 14.2

Ａ0711 958 地輪
Ｊ14	
170号墓

17.4 13.2

Ａ0712 958 地輪
Ｊ14	
170号墓

17.2 12.2

Ａ0713 959 地輪
Ｊ14	
163号墓

22.2 17.5 第55図

Ａ0714 961 地輪
Ｋ14	
155号墓

18.8 12.6 第55図

Ａ0715 963 地輪
Ｋ15	
158号墓	
ＳＸ５８

15.5 11.0 直下に人骨片混在土を検出。第55図

Ａ0716 964 地輪
Ｌ14	
140号墓

22.7 18.0 やや大型品。第55図

Ａ0717 966 地輪
Ｌ14	
143号墓

29.7 15.1 大型品。第55図

Ａ0718 967 地輪
Ｌ14	
143号墓

27.8 14.8 大型品。第55図

Ａ0719 968 地輪
Ｌ14	
143号墓

19.7 13.5

Ａ0720 969 地輪
Ｌ14	
143号墓

19.9 13.3 第55図

Ａ0721 970 地輪
Ｌ14	
141号墓

24.0 15.6 やや大型品。第55図

Ａ0722 971 地輪
Ｍ14	
132号墓

25.3 16.1 やや大型品。第55図

Ａ0723 972 地輪
Ｍ14	
132号墓

28.4 15.4 大型品。第55図

Ａ0724 973 地輪
Ｍ13	
125号墓

16.2 10.6 第55図

Ａ0725 974 地輪
Ｍ13	
125号墓

16.0 10.4 第55図

Ａ0726 975 地輪
Ｍ13	
125号墓

19.5 15.2 第55図

Ａ0727 976 地輪
Ｍ13	
125号墓

18.9 12.3

Ａ0728 977 地輪
Ｍ13	
125号墓

19.0 13.4

Ａ0729 978 地輪
Ｍ13	
125号墓

15.6 10.2 第55図

Ａ0730 980 地輪
Ｎ14	
130号墓

17.0 11.4 第55図

Ａ0731 981 地輪
Ｎ13	
122号墓

18.0 11.1 第55図

第 24 表　Ａ地区組立式五輪塔計測値一覧表（第 55 図）



－203－

報告番号
採取
番号

出土部位
名称

出土場所
各　						部			　			位						　法						　量

　備			　				考						　欄　
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ I ｊ ｋ

Ａ0732 982 地輪
Ｎ13	
122号墓

17.7 12.6

Ａ0733 983 地輪
Ｎ13	
122号墓

17.7 11.0 第55図

Ａ0734 984 地輪
Ｎ13	
122号墓

19.0 7.6 第55図

Ａ0735 985 地輪
Ｏ14	
73号墓

19.7 14.5 区画の配石に転用。

Ａ0736 986 地輪
Ｏ13	
68号墓

21.2 16.1 区画配石に転用か、やや大型。第55図

Ａ0737 987 地輪
Ｐ12	
65号墓

17.9 11.6 半壊。

Ａ0738 991 地輪 Ｑ12 18.5 11.8 第55図

Ａ0739 992 地輪 Ｑ12 24.2 21.4 大型品。第55図

Ａ0740 995 地輪
Ｏ～Ｐ14	
52号墓

18.3 12.8 区画の配石に転用。第55図

Ａ0741 998 地輪
Ｏ15	
53号墓

― ― 計測不可。第55図

Ａ0742 999 地輪
Ｏ15	
53号墓

― ― 計測不可。第55図

Ａ0743 1000 地輪 Ｐ14 ― ― 区画の配石に転用。第55図

Ａ0744 1005 地輪
Ｎ15	
85号墓	
東斜面

20.1 17.6 第55図

Ａ0745 1006 地輪
Ｎ15	
85号墓	
東斜面

17.5 11.5 第55図

Ａ0746 1007 地輪
Ｎ16	
86号墓

19.0 12.5 第55図

Ａ0747 1008 地輪
Ｎ16	
87号墓

18.1 12.3

Ａ0748 1009 地輪
Ｎ16	
91号墓

17.9 11.0 区画の配石に転用。第55図

Ａ0749 1010 地輪
Ｎ16	
91号墓

16.0 12.7 区画配石に転用、半壊。

Ａ0750 1011 地輪 Ｎ16 17.5 12.3

Ａ0751 1012 地輪
Ｎ16	
89号墓	
ＳＸ153

17.6 (11.6) 元位置を保持か、人骨伴出。

Ａ0752 1014 地輪
Ｒ～Ｓ12	
19号墓

17.9 11.9 第55図

Ａ0753 1015 地輪
Ｔ10	
１号墓

17.3 13.8

Ａ0754 1017 地輪
Ｔ10	
１号墓

17.5 10.3 欠損有り。第55図

Ａ0755 1019 地輪
Ｒ～Ｓ13	
10号墓

20.0 13.9

Ａ0756 1021 地輪
Ｋ16	
195号墓

(29.0) (18.9)

Ａ0757 1023 地輪
Ｍ16	
184号墓

18.2 13.6

Ａ0758 1030 地輪
Ｌ16	
183号墓

17.7 10.3 第55図

Ａ0759 1034 地輪
Ｌ16	
183号墓

15.8 11.8

Ａ0760 1037 地輪
Ｌ16	
183号墓

17.6 13.2 第55図

Ａ0761 1042 地輪
Ｌ16	
183号墓

18.6 13.6 第55図

Ａ0762 1043 地輪
Ｌ16	
183号墓

20.5 17.7 やや大型。第55図

Ａ0763 1045 地輪
Ｌ16	
183号墓

20.2 16.9 第55図

Ａ0764 1055 地輪
Ｌ16	
183号墓

18.6 12.6 微欠損。第55図

Ａ0765 1060 地輪
Ｌ16	
182号墓

15.8 9.6 第55図

Ａ0766 1061 地輪
Ｌ16	
ＳＫ491

16.8 11.4 同地点でＡ0871空風(火）輪も伴出。

地輪各部位法量平均値 18.5 12.8 注意：（　）内の不確定数値は除外して計算した。

注意：括弧内の数字は欠失等による不確定数値。－は計測不要・不可能な場合を示す。＊印は柄穴及び抉り穴の数値である。

第 24 表　Ａ地区組立式五輪塔計測値一覧表（第 55 図）



－204－

報告	
番号

採取	
番号

三輪一石	
出土部位

出土	
場所

各 部 位 法 量 （ 凡 例 参 照 ）
備 考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ0767 97 空風火輪 Ｋ17 30.3 14.3 7.4 8.6 (1.9) 6.8 5.8 (14.8) － 15.0 － － － 16.7 6.6 13.2 13.8 3.9 6.3 3.6 空風・火輪周囲欠損。

Ａ0768 204 空風火輪
Ｎ15	
東斜面

33.0 16.1 5.9 11.0 2.9 7.5 4.4 17.6 － 11.0 － － (2.2) 13.9 5.2 10.6 13.0 5.9 － － 火輪四隅破損。

Ａ0769 207
(空）風火

輪
Ｎ15	
東斜面

(18.0) － 8.0 10.0 0 0 0 (18.0) (15.6) 10.8 (5.5) 1.8 (0.5) 15.2 7.2 － － － － － 空輪欠失。火輪四隅小欠。

Ａ0770 235 空風火輪 Ｎ16 32.0 13.9 7.7 10.4 0 0 0 20.4 19.1 11.8 6.9 0.7 2.6 16.7 7.1 11.7 14.1 5.9 － －
空輪・火輪部一部欠失。
第56図

Ａ0771 257 空風火輪
Ｎ15	
東斜面

29.2 11.2 6.9 11.1 0 0 0 (18.9) － (10.1) － 0.3 4.5 (14.0) 6.6 9.3 12.0 4.6 － － 風・火輪部欠損あり。

Ａ0772 261 空風火輪
Ｎ15	
東斜面

26.6 11.1 6.0 9.5 0 0 0 17.7 18.6 9.8 7.6 0.3 3.6 14.3 5.8 8.9 11.9 4.5 － － 空輪先端に欠あり。第56図

Ａ0773 279
空風火輪

　
Ｎ18	
99号墓

28.7 13.1 5.4 10.2 0 0 0 17.3 16.1 10.5 5.8 1.1 3.4 15.3 5.1 12.0 13.6 4.2 － － Ａ0877水地輪と一体。

Ａ0774 317 空風火輪 Ｌ17 (17.3) 8.3 4.9 － － － － － － － － － － 11.1 4.8 8.4 9.3 3.4 － － 火輪部略欠損。

Ａ0775 349 空風火輪 Ｏ15 (19.6) 7.3 4.1 － － － － － － － － － － 13.3 3.8 11.0 12.4 2.8 － － 火輪部欠損顕著。

Ａ0776 351 空風火輪
Ｎ15	
東斜面

(36.6) (19.4) 6.2 11.0 *4.0 *9.4 5.8 19.5 17.5 15.3 5.6 0.7 2.5 17.2 5.1 14.2 14.9 5.4 8.6 9.8
空輪先端・火輪笠部損壊。
第56図

Ａ0777 359 空風火輪
Ｌ14	
141号墓

(32.0) (13.5) 5.3 9.8 3.4 6.4 4.7 16.2 14.0 10.4 5.5 0.7 1.5 13.5 4.8 10.7 12.7 6.3 7.0 (5.3) 空輪先端欠損。第56図

Ａ0778 380 空風火輪 Ｉ14 31.8 13.6 4.9 13.3 0 0 0 (16.2) － 12.0 7.1 0.1 1.3 14.5 4.0 11.1 (13.4) 6.5 6.6 (4.6)
空輪先端小欠、火輪笠部損
壊。169号墓、178号墓に
近接出土。第56図

Ａ0779 390 空風火輪
Ｉ15	
175号墓

31.3 15.8 5.9 9.6 *4.3 *7.2 － 17.2 15.0 12.7 6.4 0.2 2.3 14.2 4.9 11.6 13.8 7.0 － － 縦方向に半壊。

Ａ0780 395
（空）風火

輪
Ｉ15 (15.5) － 4.8 10.7 0 0 0 (16.7) － (10.6) － － － 12.9 4.1 (10.0) － － － － 空輪欠・縦方向に損壊。

Ａ0781 399 空風火輪 Ｉ15 (27.3) (11.4) 5.0 10.9 0 0 0 17.1 － 11.1 5.4 0.3 2.3 12.8 3.7 (9.5) 12.3 6.5 － －
空風・火輪縦方向に半壊。
空輪欠損あり。

Ａ0782 407 空風火輪
Ｎ25	
445号墓

(31.1) (14.1) 5.7 11.3 0 0 0 (17.2) － (11.0) (6.1) (2.0) (0.5) (14.4) 5.0 12.1 (14.5) 4.9 － － 空風・火輪縦方向に半壊。

Ａ0783 413
（空）風火

輪
Ｎ25	
454号墓

(17.5) － 6.5 11.0 0 0 0 17.0 14.8 (10.0) 6.7 0.3 2.0 － (4.8) － － － － －
空輪欠・風火輪
縦方向に半壊。

Ａ0784 419
（空）風火

輪
Ｎ25	
454号墓

(15.3) － 6.1 9.2 *3.4 *8.0 － (17.6) － (12.6) － (0.4) (2.0) 13.9 5.4 (11.8) － － － － 空輪欠、火輪半壊。

Ａ0785 490 空風火輪
Ｎ22	
233号墓

32.4 15.6 6.9 9.9 0 0 0 17.6 17.9 9.5 4.9 0.4 2.3 14.7 6.6 9.7 13.0 4.9 4.4 5.2 第56図

Ａ0786 571 空風火輪 Ｊ19 28.3 (9.9) 8.8 9.6 0 0 0 (14.9) － 13.0 － － (2.5) 16.1 7.8 12.8 13.9 6.3 － － 空輪先端欠。風・火輪半壊。

Ａ0787 607 空風火輪 Ｉ17 (17.3) (5.9) 4.4 (7.0) 0 0 0 (11.5) － (7.8) － － － 9.4 3.9 7.5 (8.3) 2.9 － －
空風輪縦方向に半壊。
火輪1/3残存。

Ａ0788 621 空風火輪
Ｊ15	
172号墓

30.4 13.2 6.5 10.7 (0.8) － － 18.4 － 12.4 6.6 0.2 2.9 14.3 5.5 11.1 12.6 4.7 － － 空風火輪縦方向に半壊。

Ａ0789 627 空風火輪 Ｊ15 (25.6) (7.4) 5.9 12.3 (0.4) 7.6 － 20.1 － 12.6 － － － 14.4 5.0 10.9 (9.2) － － － 縦方向に半壊、空輪欠損。

Ａ0790 651 空風火輪
Ｌ13	
138号墓

(31.0) 14.4 5.2 11.4 *3.3 *8.6 － 17.0 14.9 10.5 7.8 0.2 2.1 12.6 4.5 9.7 11.4 4.1 － －
空輪と風火輪を合わせて実
測。欠損多い。

Ａ0791 831 空風火輪
Ｏ15	
56号墓

20.0 7.3 6.7 6.0 0 0 0 13.2 － 7.9 － 0.1 2.3 10.7 5.4 7.8 9.0 2.7 － －
空輪突起部・火輪部四周欠
損あり。第56図

Ａ0792 841 空風火輪
Ｑ12	
39号墓	
周辺

(26.8) (12.5) 5.3 9.0 0 0 0 15.1 13.9 9.8 5.9 0.2 1.5 11.6 4.5 9.3 11.3 4.6 4.8 (2.8)
空輪先端・火輪笠部一部欠
損。第56図

Ａ0793 874
（空）風火

輪
Ｔ11	
2号墓

(15.9) － 5.0 (10.9) 0 0 0 (18.6) (16.4) (12.6) (6.2) (0.3) (2.5) 14.6 4.5 11.0 － － － －
空輪欠失。風火輪縦方向半
壊。
Ａ0671地輪と同地点出土。

Ａ0794 875 空風火輪 Ｔ11 28.9 11.6 6.3 11.0 0 0 0 19.2 17.3 10.2 8.2 － 4.0 15.2 5.9 11.0 12.9 4.9 － － 第56図

Ａ0795 917 空風火輪
Ｎ25	
450号墓

30.2 12.4 8.9 8.9 0 0 0 (19.2) － (13.3) － 0.1 (1.5) 15.0 8.3 11.7 13.4 6.0 － －
区画配石に転用、風・火輪
縦方向に半壊。

Ａ0796 919 空風火輪
Ｎ25	
450号墓

(22.2) － 5.2 11.5 0 0 0 (17.5) － 11.8 (5.4) 0.3 1.6 (13.9) 4.7 (10.8) (12.3) － － －
区画配石に転用、空風輪損
壊,縦方向に半壊。

Ａ0797 922 空風火輪
Ｎ25	
450号墓

(29.8) (13.3) 5.5 11.0 *4.6 *8.2 － 19.7 － 13.6 － 0.5 2.8 15.9 4.7 12.5 14.6 5.0 7.4 (3.0)
区画配石に転用。空輪先端・	
火輪笠部に欠損。第56図

Ａ0798 1025 空風火輪
Ｍ21	
223号墓

29.2 15.1 5.4 8.7 *8.2 *7.4 － 18.4 － 11.7 － 0.3 2.2 16.0 5.8 11.7 13.7 4.9 － －
区画石に転用、
縦方向に半壊。

三輪一石の法量平均値 29.5	 12.6	 6.0	 10.3	
3.2　
*4.6

7.1　
*8.1

5.2	 17.7	 16.3	 11.5	 6.5	 0.4	 2.5	 14.1	 5.4	 10.8	 12.7	 4.9	 6.4	 6.2	
（　）内数値除外。
＊印は枘穴数値を示す。

第 25 表　Ａ地区三輪一石・二輪一石五輪塔計測値一覧（第 56 図）



－20�－

報告	
番号

採取	
番号

三輪一石	
出土部位

出土	
場所

各 部 位 法 量 （ 凡 例 参 照 ）
備 考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ0799 2
空風(火)

輪
Ｍ19	
表採

(15.2) (9.0) (6.2) 0.3 (5.9) 9.0 7.4 10.0 7.2 － －
空輪先端欠、火輪欠（一石	
五輪塔かも）。

Ａ0800 4
空風(火)

輪
Ｌ24	
表採

－ － (4.4) 0.5 3.9 9.4 8.1 9.2 6.7 － －
空輪先端・火輪欠（一石五
輪塔かも）。

Ａ0801 7
空風(火)

輪
Ｍ22	
表採

(16.2) (10.6) (5.6) 0.5 (5.1) 10.2 9.0 11.9 8.4 － －
空輪先端・火輪欠（一石五
輪塔かも）。

Ａ0802 12
空風（火）

輪
Ｎ15	
表採

(15.8) (11.7) (4.1) 0.2 (3.9) 9.3 8.6 10.0 8.2 － － 一石五輪かも。火輪欠損。

Ａ0803 15
空風(火)

輪
Ｍ20	
表採

(15.0) (7.9) (7.1) 0.7 (5.7) (11.2) 8.8 12.8 8.7 － －
空輪先端欠損、火輪欠。一
石五輪塔かも。

Ａ0804 23
空風(火)

輪
Ｌ16	
表採

(16.2) (8.7) (7.5) (0.7) (6.8) 11.0 9.2 12.3 7.8 － －
空輪先端欠。火輪欠。一石
五輪塔かも。

Ａ0805 95
空風(火）

輪
Ｋ18	
295号墓

(15.7) (9.6) (6.1) 0.5 (5.6) 10.2 9.4 11.6 (9.9) － － 空輪先端欠、火輪欠。

Ａ0806 102
空風(火）

輪
Ｌ16	
193号墓

(15.9) (8.1) (7.8) 1.4 (6.4) (13.2) (12.1) (13.5) (11.3) － －
空輪先端・火輪欠失、縦方
向に半截。

Ａ0807 141
(空)風(火)

輪
Ｋ21	
360号墓

(8.3) (3.2) (5.1) (0.7) (4.4) － (8.3) (10.4) 6.4 － － 空輪一部残、火輪欠失

Ａ0808 172
空風(火）

輪
Ｎ15	
78号墓

(16.7) (8.7) (8.0) 0.9 7.1 9.8 7.8 (11.0) (8.6) － －
一石五輪？（火輪以下欠
失）。空輪先端欠。風輪小欠。

Ａ0809 173
空風(火）

輪
Ｎ15	
78号墓

(17.9) (12.1) (5.8) 0.8 (5.0) 10.6 8.4 11.6 7.9 － －
一石五輪か（火輪以下欠
失）、空輪先端欠。

Ａ0810 174
空風(火）

輪
Ｎ15	
78号墓

(13.7) 8.4 (5.3) 0.2 5.1 9.7 6.9 10.4 6.9 － － 一石五輪？（火輪以下欠失）

Ａ0811 191
空風(火）

輪
Ｎ15	
80号墓

(12.7) (7.1) (5.6) 0.9 4.7 (10.9) (8.9) (12.4) (10.1) － － 縦方向に半壊、火輪欠失。

Ａ0812 217
空風(火）

輪
Ｎ15	
東斜面

(15.3) (8.2) (7.1) 0.5 (6.6) 11.6 9.5 12.9 (9.4) － － 火輪欠。空輪先端欠。

Ａ0813 223
(空)風(火)

輪
Ｍ16	
189号墓

－ － 8.9 － － － － (20.0) (12.8) － － 空・火輪欠、比較的大きい。

Ａ0814 232
空風(火）

輪
Ｎ16 (12.7) (7.7) (5.0) 0.2 (4.8) (10.3) 8.7 (10.7) (8.0) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0815 236
空風(火）

輪
Ｎ16 (19.5) (11.7) (7.8) 0.6 (7.2) 12.9 11.7 14.6 (12.0) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0816 246
空風(火）

輪
Ｎ16 (16.4) 10.1 6.3 0.3 6.0 11.2 9.0 12.9 8.9 － － 火輪欠。

Ａ0817 247
空風(火）

輪
Ｎ16 (13.4) (7.1) (6.3) 0.1 (6.2) (10.2) 8.8 (12.6) (8.7) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0818 275
空風(火）

輪
Ｎ18 (17.5) 12.3 (5.2) 0.9 (4.3) 10.8 8.9 11.2 9.0 － － 火輪欠。

Ａ0819 276
空風(火）

輪
Ｎ18 (14.4) (8.7) (5.7) 0.6 (5.1) (12.1) 11.8 (14.0) (11.8) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0820 304
空風(火）

輪
Ｎ16 (14.0) (8.8) (5.2) (0.6) (4.6) 10.3 9.7 (11.3) 7.2 － － 火輪欠。

Ａ0821 309
空風(火）

輪
Ｎ17 (13.7) (6.0) (7.9) 0.9 (7.0) 10.3 9.2 11.1 (7.5) － － 空・火輪欠。

Ａ0822 360
空風(火）

輪
Ｌ14	
142号墓

(14.7) (7.0) (7.7) 1.4 (6.3) 10.1 7.9 (11.0) (7.5) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0823 361
空風(火）

輪
Ｌ14	
142号墓

(13.6) (8.8) (4.8) 0.5 (4.3) (9.3) 8.2 11.0 (8.7) － － 火輪欠。

Ａ0824 370
空風(火）

輪
Ｋ14	
151号墓

(12.1) 7.6 (4.5) 0.1 (4.9) 10.4 7.8 11.5 7.9 － － 火輪以下欠失。

Ａ0825 374
空風(火）

輪
Ｊ14 (13.6) (8.6) (5.0) (0.5) (4.5) (14.7) (13.6) (16.0) (12.6) － － 火輪欠。

Ａ0826 405
空風(火）

輪
Ｎ25	
445号墓

(13.1) (7.9) (4.7) 0.5 (4.2) (10.5) (9.2) (11.5) (9.8) － － 縦方向に半截,火輪欠。

Ａ0827 418
空風(火）

輪
Ｎ25	
454号墓

(14.7) (10.5) (4.2) 0.5 (3.7) 8.9 (8.4) (9.4) (8.7) － － 火輪欠。縦方向に半壊。

Ａ0828 423
空風(火）

輪
Ｎ25	
454号墓

(14.7) (9.9) (4.8) 0.6 (4.2) 10.8 9.1 11.5 8.4 － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0829 426
空風(火）

輪
Ｎ25 (16.1) (10.0) (6.1) 0.5 (5.6) 12.1 10.1 13.3 9.7 － － 火輪欠。

Ａ0830 429
空風(火）

輪
Ｏ26	
456号墓

(16.8) (12.0) (4.8) 0.6 (4.2) 11.5 10.3 (11.9) (10.3) － － 火輪欠。

Ａ0831 430
空風(火）

輪
Ｏ26	
456号墓

(16.4) (11.2) (5.2) 0.7 (4.5) 10.7 9.6 11.0 9.0 － － 火輪欠。

Ａ0832 433
空風(火）

輪
Ｏ26	
456号墓

(16.8) (11.3) (5.5) 0.4 (5.1) 10.1 8.6 11.5 (7.9) － － 火輪欠。

Ａ0833 438
空風(火）

輪
Ｍ25	
448号墓

(14.9) (10.1) (4.8) 0.9 (4.0) (10.7) (9.6) (11.0) (9.3) － －
風輪半壊。空輪先端・火輪
欠。

Ａ0834 439
空風(火）

輪
Ｍ25	
448号墓

(16.1) 12.3 (3.8) 0.4 (3.4) 10.9 (9.8) 12.1 10.7 － － 火輪欠、縦方向に半壊。

Ａ0835 440
空風(火）

輪
Ｍ25	
448号墓

(19.2) (12.4) (6.8) (0.9) (5.9) (10.5) (10.1) (12.5) (10.0) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0836 444
空風(火）

輪
Ｍ25	
435号墓

(12.5) (9.5) (3.0) 0.6 (2.4) 8.8 7.6 9.6 8.0 － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0837 449
空風(火）

輪
Ｍ25	
433号墓

(13.4) (6.6) (6.8) 0.7 (6.1) (9.0) 7.7 11.3 (7.8) － － 空輪半壊、火輪欠失。
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－206－

報告	
番号

採取	
番号

三輪一石	
出土部位

出土	
場所

各 部 位 法 量 （ 凡 例 参 照 ）
備 考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ0838 462
空風(火）

輪
Ｍ24	
418号墓

(14.2) (8.8) (5.4) 0.8 (4.6) 9.8 9.2 12.6 (9.3) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0839 466
空風(火）

輪
Ｍ24	
421号墓

(13.2) (8.9) (4.8) (0.6) (4.2) (10.1) (9.0) (11.0) (9.1) － － 火輪欠。

Ａ0840 477
空風(火）

輪
Ｎ24	
247号墓

(15.7) (8.5) (7.2) 1.4 (5.8) 12.6 9.2 13.3 (9.0) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0841 493
空風(火）

輪
Ｍ22	
228号墓

(15.4) (7.8) (7.6) (1.1) (6.5) (11.0) (9.1) (13.7) (9.4) － －
縦方向に半截、火輪欠失	

（一石五輪塔かも）。

Ａ0842 495
空風(火）

輪
Ｍ22	
228号墓

(21.1) (13.8) (7.3) 0.5 (6.8) 11.9 9.4 12.9 (9.8) － － 半壊、火輪欠（一石五輪？）。

Ａ0843 499
(空)風(火)

輪
Ｍ22 － － (5.3) (0.8) (4.5) － (11.4) (13.5) (12.6) － －

空・火輪欠失、風輪縦方向	
に半截。

Ａ0844 527
空風(火）

輪
Ｌ21	
369号墓

(13.9) (8.7) (5.2) 0.7 (4.5) (11.9) (10.8) (12.5) (10.6) － －
縦方向に半截、空輪先端欠、	
火輪欠失。

Ａ0845 530
空風(火）

輪
Ｋ21	
363号墓

(17.3) 12.8 (4.5) 0.5 4.0 8.7 7.3 9.1 6.4 － － 火輪欠失（一石五輪かも）。

Ａ0846 549
空風(火）

輪
Ｋ20	
316号墓

(12.7) (6.9) (5.8) (0.4) (5.4) (7.8) (7.3) (9.3) (6.3) － － 火輪欠失、縦方向に半壊。

Ａ0847 550
空風(火）

輪
Ｋ20	
316号墓

(13.5) (8.8) (4.7) (0.6) (4.1) (9.6) (7.4) (10.5) (8.1) － － 火輪欠失、縦方向に半壊。

Ａ0848 569
空風(火）

輪
Ｊ19 (16.5) 9.9 (6.6) 0.4 (6.2) 10.1 8.2 10.6 9.0 － －

流紋岩質溶結凝灰岩、	
火輪欠失。

Ａ0849 578
空風(火）

輪
Ｊ20	
329号墓

(12.0) (6.9) (5.1) 0.3 (4.8) 9.0 8.0 10.4 (7.8) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0850 602
空風(火）

輪
Ｋ17 (15.6) (10.4) (5.2) (0.6) (4.6) (11.7) (10.2) (12.5) (10.9) － －

縦方向に半壊、火輪欠。	
空輪先端欠。

Ａ0851 605
空風(火）

輪
Ｋ17	
282号墓

(12.6) (8.3) (4.3) (0.9) (3.4) 10.4 (9.2) (11.4) (9.5) － － 火輪欠。

Ａ0852 617
空風(火）

輪
Ｊ15 (13.2) 6.4 (6.8) 0.3 (6.5) 10.7 10.1 13.2 (10.4) － － 風輪半壊、火輪欠。

Ａ0853 647
空風(火）

輪
Ｌ13	
136号墓

(13.9) (9.4) (4.5) － (4.5) 9.7 8.7 11.0 (8.3) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0854 648
空風(火）

輪
Ｌ13	
136号墓

(13.6) (7.8) (5.8) 0.5 (5.3) 10.2 9.1 11.8 (9.3) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0855 663
空風(火）

輪
Ｎ13	
121号墓

(16.2) (8.9) (7.3) 0.9 (6.4) 11.0 9.2 14.0 11.6 － － 火輪欠。

Ａ0856 669
(空)風(火)

輪
Ｏ13	
68号墓

－ (2.1) (8.9) (0.4) (6.2) － (9.5) (12.7) (8.5) － －
風輪縦方向に半壊、
空・火輪欠。

Ａ0857 714
空風(火）

輪
Ｐ12	
62号墓

(13.3) (8.3) (5.0) 0.3 (4.7) 9.5 8.1 10.7 (8.1) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0858 715
空風(火）

輪
Ｐ12	
62号墓

(14.3) (8.4) (5.9) 0.3 (5.6) 11.8 9.6 13.3 (9.2) － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0859 721
空風(火）

輪
Ｐ11 13.9 9.0 4.9 0.8 4.1 9.9 8.9 11.7 9.5 － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0860 759
空風(火）

輪
Ｑ13	
37号墓

(13.6) (7.3) (6.3) 0.8 (5.5) 9.5 7.8 10.8 (7.8) － － 縦方向に半壊、火輪欠失。

Ａ0861 821
空風(火）

輪
Ｑ14 (15.5) (8.8) (6.7) 0.3 (6.4) 11.3 9.2 12.7 8.9 － －

風輪縦方向に半壊。
空輪先端及び火輪欠。

Ａ0862 827
空風(火）

輪
Ｑ14 (14.2) (7.5) (6.7) (0.1) (6.6) (10.4) (9.2) (12.8) (9.2) － － 縦方向に半壊、火輪欠。

Ａ0863 835
空風(火）

輪
Ｑ13	
43号墓

(17.4) 12.0 (5.4) 0.6 (4.8) 10.4 8.8 12.0 (9.9) － － 火輪欠。

Ａ0864 843
空風(火）

輪

Ｑ12	
39号墓	
周辺

(12.8) (7.1) (5.7) 0.5 (5.2) 9.3 8.1 10.5 8.0 － － 空輪先端・火輪欠。

Ａ0865 848
空風(火）

輪
Ｓ14 (16.4) (9.2) (7.2) 0.4 (6.8) 11.2 9.6 12.7 10.2 － －

空輪縦方向半壊。空輪先端	
及び火輪欠。

Ａ0866 849
空風(火）

輪
Ｓ14 (13.2) (9.0) (4.2) 0.7 (3.5) (12.9) (12.0) (13.9) (12.3) － －

縦方向に半壊。空輪先端	
及び火輪欠。

Ａ0867 897
空風(火）

輪
Ｎ26 (14.6) (8.6) (6.0) 0.4 (5.6) 9.7 8.1 11.2 (7.0) － － 空輪先端半壊、火輪欠失。

Ａ0868 898
空風(火）

輪
Ｎ26 (13.2) (8.0) (5.2) 0.3 (4.9) 11.1 9.6 12.6 (9.9) － －

空輪先端・火輪欠。
空輪縦方向に半壊。

Ａ0869 930
空風(火）

輪
Ｍ23	
406号墓

(20.3) (11.7) (8.6) 0.3 (8.3) (13.5) (12.4) (15.2) (12.8) － －
空輪先端・火輪欠失。
空風輪縦方向に半壊。

Ａ0870 1059
空風(火）

輪
Ｋ17	
下層

(14.5) 10.0 (4.5) 0.7 (3.8) 11.4 9.4 11.9 8.9 － － 火輪欠失。　　

Ａ0871 1061
空風(火）

輪
Ｌ16 (11.0) 8.2 (2.8) 0.2 (2.6) 7.5 6.0 7.6 (6.1) － －

火輪欠失、一石五輪か。同
地点でＡ0766地輪も伴出。

空風(火)輪一石法量平均値 13.9	 9.9	 6.7	 0.6	 5.0	 10.4	 8.8	 11.6	 8.4	 － － 以上Ａ0799からＡ0871までの73基は火輪欠失のため、空風輪と同等に計測した。
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－207－

報告	
番号

採取	
番号

二輪一石	
出土部位

出土	
場所

各 部 位 法 量（ 凡 例 参 照 ）
備 考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ0872 17 水地輪
Ｊ16	
表採

(21.4) 12.5 (8.9) － － － － (16.3) 15.1 － 11.8 19.0 18.6 14.0 2.4 水輪上部欠損。

Ａ0873 96 水地輪
Ｋ17	
284号墓

23.3 13.7 9.6 4.6 6.9 3.7 15.2 18.3 15.9 6.1 12.8 20.0 19.1 13.5 4.0 第56図

Ａ0874 183 水地輪 Ｏ15 22.2 13.1 9.1 0 0 0 10.2 11.4 9.1 4.7 12.2 12.1 12.4 0 0 水輪部縦1/3欠。

Ａ0875 188 水地輪
Ｎ15	
76号墓

22.7 13.0 9.7 2.3 6.6 3.2 12.4 16.6 13.0 4.8 11.8 17.0 (18.1) 14.0 1.1 地輪底部欠損あり。
第56図

Ａ0876 231 水地輪
Ｎ16	
87号墓

(23.7) 11.1 (12.6) － － － (14.0) (15.1) 13.3 7.3 10.2 16.0 15.8 0 0 半壊。

Ａ0877 279 水地輪
Ｎ18	
99号墓

29.2 15.9 13.3 *2.5 *11.3 *3.1 12.6 18.9 14.4 6.6 15.3 19.0 18.7 14.9 2.6 Ａ0773空風火輪一石造と
セット関係。第56図

Ａ0878 375 水地輪
Ｊ14	
166号墓

23.4 12.1 11.3 *3.4 *8.1 *4.8 12.2 17.9 13.5 6.1 11.2 17.8 17.3 13.2 1.4 水輪部欠損あり。第56図

Ａ0879 381 水地輪 Ｉ14 30.7 16.5 14.2 0 0 0 15.8 21.6 16.6 9.7 15.3 24.7 23.9 19.1 3.9 半壊,水輪欠損あり

Ａ0880 402 水地輪
Ｎ25	
445号墓

28.1 15.0 13.1 *0.5 *12.0 *8.8 13.0 17.1 13.3 6.5 14.0 18.0 17.3 10.6 1.9 鑿痕跡顕著。第56図

Ａ0881 491 水地輪 Ｎ21 26.9 15.0 11.9 *0.6 *12.2 *8.0 14.0 19.4 14.5 5.5 13.6 19.9 19.6 16.9 2.1 第56図

Ａ0882 713 水地輪
Ｏ14	
73号墓

(18.0) 10.8 (7.2) － － － － (16.2) 15.4 (3.6) 9.9 17.4 17.0 11.8 1.6 縦方向に半壊、水輪欠損
あり。

Ａ0883 734 水地輪
Ｑ10	
110号墓

(12.8) 7.9 － － － － － － 10.2 － 6.8 13.0 12.6 9.1 0.8 水輪大半欠失。地輪縦方
向に半壊。

Ａ0884 791 水地輪

Ｋ16	
263号墓	
南西石	
組外側

(13.4) 7.7 － － － － － (12.6) 11.2 (5.7) 7.1 13.9 13.5 9.6 0.7 水輪部上半分欠失、地輪
縦方向に半壊。

Ａ0885 836 水地輪
Ｑ13	
43号墓

28.3 14.5 13.8 *1.4 *13.7 *(8.0) 15.5 21.7 15.6 8.3 14.0 20.8 20.3 16.7 1.6 第56図

Ａ0886 939 水地輪
Ｊ20	
328号墓

(14.8) 13.1 － － － － － － 11.2 － 12.2 14.9 14.3 11.5 1.8 区画石に転用。半壊、水
輪欠失。

Ａ0887 951 水地輪
Ｉ15	
175号墓

25.4 13.2 12.2 (0.5) 7.1 － (11.3) (17.4) 15.8 6.4 12.0 20.1 20.1 16.4 3.3 第56図

Ａ0888 952 水地輪
Ｉ15	
174号墓

21.1 11.9 9.2 *3.5 *9.0 *5.6 11.7 16.4 13.8 4.2 10.3 17.6 17.2 13.3 1.5 第56図

Ａ0889 988 水地輪
Ｐ11	
111号墓

(21.2) 13.0 － － － － － － (13.2) － 12.6 (17.2) (17.0) － (1.7) 縦方向に損壊、残存状態
不良。

Ａ0890 989 水地輪
Ｐ11	
111号墓

(23.0) 13.2 (9.8) － － － (13.6) 15.0 12.6 4.0 11.5 16.3 16.2 12.4 2.3 水輪上部欠損。（一石五
輪塔か？）

Ａ0891 993 水地輪 Ｑ14 27.9 14.6 13.3 (*0.6) (*10.0) － (14.1) 19.0 15.2 8.6 13.8 21.0 20.3 0 0 水輪一部欠失。第56図

Ａ0892 1024 水地輪
Ｍ21	
225号墓

27.8 13.8 14.0 0 0 0 13.8 (18.9) 14.8 7.5 13.2 19.5 20.1 15.7 1.9 区画石に転用。縦方向に
半壊。

Ａ0893 1026 水地輪
Ｎ15	
76号墓

(10.3) 8.0 － － － － － － 11.4 － (7.2) 15.7 (15.3) － － 水輪欠失、地輪下部半壊。

二輪一石の法量平均値 25.9	 12.7	 11.9	
3.6
*2.0

6.9
*11.1

3.5
*6.1

13.3	 17.8	 13.6	 6.4	 12.0	 17.8	 17.6	 13.7	 2.1	 （　）内不確定数値は除外。
＊印は枘・枘穴の数値を示す。

報告	
番号

採取	
番号

二輪一石	
出土部位

出土	
場所

各 部 位 法 量（ 凡 例 参 照 ）
備 考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ0894 22 水地輪
Ｌ13	
表採

(16.0) (8.5) (12.4) － 半壊（地輪も欠損）。

Ａ0895(Ｌ) 33 (水)地輪
Ｌ17	
表採

13.3 15.4 0 0 水輪部欠失。

Ａ0895(Ｎ) 198 (水)地輪 Ｎ16 15.0 17.4 10.3 0.5

Ａ0896 318 (水)地輪 Ｌ17 11.6 12.1 0 0 水輪欠失。

Ａ0897 327 (水)地輪 Ｒ11 15.7 (19.6) 11.1 0.8 水輪欠失。

Ａ0898 334 (水)地輪 Ｏ14 (15.5) (14.9) 9.7 1.1 水輪欠、縦方向に半截。

Ａ0899 398 (水)地輪？ Ｉ15 (17.7) (13.3) 12.1 2.8 水輪欠か。

Ａ0900 561 (水)地輪 Ｋ19 (14.2) (10.6) 10.0 2.4 水輪欠失。

Ａ0901 575 水地輪 Ｊ19 (14.9) (11.0) － － 水地輪半壊。

Ａ0902 615 (水)地輪 Ｊ16 (20.0) (14.4) 14.8 2.5 水輪欠失。

Ａ0903 616 (水)地輪
Ｊ16	
268号墓

(13.8) (9.1) (8.9) (1.2) 水輪欠失。

Ａ0904 752 (水)地輪
Ｒ11	
31号墓	
東崖

(12.0) (8.1) (8.6) (1.4) 半壊、水輪欠失。

Ａ0905 753 (水)地輪
Ｒ12	
34号墓

15.3 (12.3) (11.7) (1.5) 水輪欠失（一石五輪塔か？）。

Ａ0906 788 (水)地輪
Ｌ16	
182号墓

14.2 (10.9) 10.6 0.9 水輪欠失。

Ａ0907 803 (水)地輪 Ｏ12 15.7 10.9 13.1 2.1 水輪欠失（一石五輪塔か？）。

Ａ0908 949 (水)地輪
Ｋ19	
310号墓

(21.2) (13.1) (13.7) (2.6) 水輪欠失。

Ａ0909 957 (水)地輪 Ｉ14 18.6 (12.9) (10.3) (1.6) 縦方向に2/3欠損、水輪
欠失。

Ａ0910 960 (水)地輪 Ｊ15 19.5 (13.2) (15.1) (2.1) 地輪半壊、水輪欠失。

Ａ0911 990 (水)地輪
Ｐ11	
111号墓

14.2 (11.2) － － 半壊・水輪欠失。

(水)地輪一石法量平均値 15.3	 14.0	 11.5	 1.6	 以上Ａ0894からＡ0911までの19基は、水輪を欠失するので地輪と同様に計測し、平均値を出した。

第 25 表　Ａ地区三輪一石・二輪一石五輪塔計測値一覧（第 56 図）



－208－

報告	
番号

採取	
番号

出土部位
名称

出土	
場所

各部位法量（凡例参照）
備 考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ1014 14 相輪
Ｋ27	
表採

(16.3) － － － 4.4 8.2 3.7 － － － － 10.0 12.6 8.7 11.5 6.1 宝篋印塔相輪上部3/4欠失。

Ａ1015 50 相輪
Ｌ17	
Ｃ－2中央

(30.4) (4.4) 4.4 14.1 3.4 (4.1) － (6.8) 8.0 11.0 7.6 8.7 12.2 9.9 11.3 －
表採、相輪宝珠部・伏鉢部枘欠
損。第52図

Ａ1016 51 相輪
Ｎ18	
斜面 表土

(15.9) 8.6 4.2 (3.1) － － － 10.1 8.1 11.4 7.8 － － － － － 相輪九輪以下欠失。

Ａ1017 55 相輪
Ｋ16	
266号墓

(17.6) － － (12.5) (5.1) － － － － － － 10.6 (12.9) (9.8) － －
相輪。九輪下部・下請花のみ残
存。

Ａ1018 100 相輪
Ｋ16	
268号墓

(10.4) － － － － 10.4 5.2 － － － － － － 7.3 11.2 6.2
伏鉢部のみ残存。宝珠から下請
花部まで欠失。

Ａ1019 136 相輪
Ｊ20	
335号墓

(34.7) (7.6) 5.0 (11.5) 3.6 4.0 (3.0) 8.9 7.1 9.8 7.2 8.2 10.4 8.0 9.7 6.2 九輪上部欠失。宝珠・枘部欠損。

Ａ1020 137 相輪
Ｊ21	
338号墓

(9.9) － － (5.7) (4.2) － － － － － － 9.0 11.2 － － － 相輪九輪一部と下請花部のみ。

Ａ1021 137 相輪 Ｊ21 (28.4) 7.0 5.0 12.0 4.4 － － 9.0 7.2 10.7 7.9 9.3 12.2 － － － 相輪伏鉢部欠失。宝珠一部欠損。

Ａ1022 192 相輪 Ｎ16 42.2 7.4 5.4 14.4 4.2 11.0 6.8 9.4 8.3 － 9.0 10.0 13.7 8.9 13,3 6.0
相輪。上請花部と九輪上部で破損。
第52図

Ａ1023 240 相輪
Ｎ16	斜面	
88号墓

(38.5) (8.6) 5.2 15.9 4.2 (4.6) － 10.8 8.8 12.9 9.3 10.7 13.9 8.0 － － 相輪宝珠・伏鉢部破損。第52図

Ａ1024 243 相輪
Ｎ16	
88号墓

(36.1) － － 27.7 8.4 － － － － － 9.9 15.2 18.1 － － －
九輪・下請花部のみ残存、縦方
向に半壊。

Ａ1025 296 相輪
Ｎ15	
80号墓

(30.2) － － (16.2) 4.0 10.0 6.1 － － － 8.6 9.6 12.8 9.7 12.7 6.5 相輪。宝珠・上請花部欠失。

Ａ1026 314 相輪 Ｌ17 (18.3) 4.2 4.0 (10.1) － － － 7.5 7.6 9.9 7.7 － － － － － 相輪。九輪下部以下欠失。

Ａ1027 315 相輪
Ｌ17	
202号墓

(29.6) (1.8) 3.9 13.5 (3.6) (6.8) (1.9) － (7.4) 10.2 7.8 9.7 11.9 9.5 (11.2) 5.4 相輪。宝珠・伏鉢部損壊。

Ａ1028 316 相輪
Ｌ17	
202号墓

(20.2) － － (7.0) 3.9 (9.3) (5.2) － － － － 8.5 12.3 9.9 12.1 5.5 相輪。九輪下部以下のみ残存。

Ａ1029 319 相輪 Ｌ16 (30.2) (8.5) 4.1 8.7 4.1 (4.8) － 10.2 9.2 12.5 10.4 10.7 12.7 9.7 (10.8) －
相輪。宝珠・伏鉢部欠損あり。
第52図

Ａ1030 340 相輪
Ｏ14	
東斜面

(14.5) － － (3.0) 3.6 7.9 (3.5) － － － － 9.4 12.1 9.0 11.4 7.3 相輪。下請花・伏鉢のみ残存。

Ａ1031 378 相輪
Ｊ14	
166号墓

(12.3) － － (0.9) 4.2 7.2 4.3 － － － － (10.1) 11.4 9.0 10.5 6.4
相輪か。下請花・伏鉢部のみ残
存。

Ａ1032 400 相輪 Ｉ15 (15.4) － (3.8) 11.6 － － － － － (7.3) 6.0 8.6 － － － －
宝珠・下請花・伏鉢欠失。上請
花及び九輪に欠損あり。第52図

Ａ1033 408 相輪 Ｎ25 (35.4) (6.3) 4.7 13.3 4.0 7.1 (3.4) 10.1 9.0 11.9 9.7 9.7 12.0 8.9 11.0 6.6
宝珠・伏鉢枘部一部欠損。第52
図

Ａ1034 445 相輪
Ｍ25	
433号墓

(14.2) － － (10.6) (3.6) － － － － － － 7.8 9.3 － － －
九輪の一部と下請花の一部のみ
残存。

Ａ1035 622 相輪 Ｊ15 (20.8) － － (7.7) (4.1) 9.0 4.5 － － － － 9.1 (11.9) 10.1 12.3 6.0
九輪下部～伏鉢部のみ残存。	
請花部欠損あり。

Ａ1036 640 相輪
Ｌ15	
145号墓

(15.1) (7.9) 4.8 (2.4) － － － 10.4 8.2 12.0 8.0 － － － － － 宝珠・上請花のみ残存。

Ａ1037 707 相輪
Ｐ12	
65号墓

(20.2) 8.9 6.0 － － － － 13.1 11.4 14.1 (5.5) － － － － －
宝珠・上請花部のみ。請花部に
5.3×5.3cmの枘あり。

Ａ1038
738　
　741

相輪
Ｒ11	
31号墓	
西崖下

37.1 10.3 4.2 10.5 3.7 8.4 4.0 8.9 7.5 9.8 7.7 9.0 10.7 8.2 10.1 6.1 接合復元計測。第52図

Ａ1039 769 相輪
Ｓ11	
15号墓

(33.3) (15.6) 6.9 (10.8) － － － 12.1 9.7 12.6 9.1 － － － － －
宝珠（先端一部欠）・上請花部及び
九輪部（下半分以下欠失）のみ残存。
第52図

Ａ1040 777 相輪
Ｓ12	
21号墓西側

(10.3) － － － (1.2) 9.1 5.2 － － － － － － 8.4 12.4 7.6 下請花部・枘のみ残存。

Ａ1041 787 相輪
Ｌ16	
183号墓

(16.7) － － (8.6) 3.4 (4.7) (0.3 － － － － 8.8 10.9 9.7 11.4 (5.8)
九輪（上部欠）・下請花・伏鉢（枘

欠）のみ残存。

Ａ1042 876 相輪
Ｔ11	
2号墓

(10.6) (6.6) 3.3 (0.7) － － － 8.9 6.0 9.0 (5.7) － － － － －
宝珠（先端欠）・上請花のみ、
九輪部以下は欠。第52図

Ａ1043 908 相輪
Ｋ17	
284号墓

(19.3) － － (14.4) (4.9) － － － － － (8.1) 9.1 11.7 － － －
九輪（上部欠）・下請花（下部
欠損）のみ残存。

相輪部法量の平均値 39.7	 7.7	 4.7	 14.2	 4.2	 8.4	 5.0	 9.9	 8.3	 11.3	 8.4	 9.6	 12.1	 9.0	 11.4	 6.3	 （　）内不確定数値は除外して算出した。

第 25 表　Ａ地区相輪ほか計測値一覧（第 52 図）

報告	
番号

採取	
番号

出土部位
名称

出土	
場所

各部位法量（凡例参照）
備 考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ1044 54 屋根部
Ｌ17	
Ｃ－2

22.2 (8.2) 8.2 (20.8) 9.8 13.6 21.4 6.0 6.6
宝篋印塔笠部。隅飾先端欠失復
元して実測。第52図

Ａ1045 241 屋根部
Ｎ16	
88号墓

19.5 10.7 6.8 28.2 9.8 18.0 24.0 7.6 8.6 隅飾及び上段形一部欠。第52図

Ａ1046 618 屋根部 Ｊ15 (18.2) (11.4) 7.2 (29.2) － 20.2 27.0 － － 上段形欠失・隅飾欠損。

屋根部法量の平均値 23.0 12.5 7.4 28.9 11.4 19.0 25.9 6.8 7.2 （　）内の不確定数値は除外して算出した。



－209－

報告	
番号

採取	
番号

出土	
場所

各部位の法量（cm）（別掲凡例参照　）
備　　　　考　　　　欄

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ0912 25 Ｌ13 45.6 (12.5) 5.4 7.4 8.6 11.7 11.5 4.2 11.8 9.5 (12.1) 14.7 5.6 1.4 13.8 5.8 14.7 14.7 12.6 2.9 空輪先端復元・笠部軒欠損。
第56図

Ａ0913 156
Ｉ17	
斜面

45.0 12.5 4.8 7.6 9.0 11.1 12.0 3.9 12.5 9.0 14.3 13.9 5.4 2.1 13.9 5.0 14.3 14.4 12.2 1.0 空輪先端復元。第56図

Ａ0914 157 Ｎ16 52.9 10.9 4.9 9.1 12.0 16.0 12.0 2.4 12.8 11.0 16.6 16.2 7.6 2.4 16.2 6.5 16.7 16.0 10.6 1.7 略完形品。第56図

Ａ0915 161 Ｎ15 (44.6) (9.6) 5.0 7.8 11.2 11.0 11.6 4.2 12.6 10.9 (16.0) 16.9 4.7 2.0 13.0 4.6 15.2 15.0 11.3 1.7 空輪先端・火輪笠軒一部欠。
第56図

Ａ0916 165 Ｎ15 (49.7) (14.2) 5.2 8.2 9.9 12.2 10.0 4.2 11.0 8.8 14.9 15.0 5.3 2.6 14.2 5.5 15.0 14.8 0 0
縦半切（幅6.2 ～ 9.8cm）、空輪	
先端部復元幅6cm、高7cm。
第56図

Ａ0917 167 Ｎ15 (34.8) (5.9) (4.4) 7.0 8.1 9.4 － － － 10.4 12.5 14.8 4.8 2.1 13.2 5.4 15.0 (14.2) 0 0 空風輪損壊。地輪欠損あり。

Ａ0918 176 Ｎ15 (28.0) － 5.0 6.4 7.6 9.0 － (4.9) 10.0 8.6 11.4 13.2 (3.3) (1.6) 11.5 4.5 14.1 14.0 0 0 空輪損壊。火輪軒一部欠損。

Ａ0919 177
Ｎ14	
77号墓

(42.6) (10.7) 3.6 8.6 10.2 9.5 9.2 3.2 9.6 8.2 13.4 13.8 4.2 1.9 12.8 5.4 13.0 12.2 11.2 1.4 空輪先端部復元幅5.5cm、高4.1cm。
第56図

Ａ0920 180
Ｎ～Ｏ15	
76号墓

(46.2) (8.6) 4.5 10.4 9.6 13.1 11.0 3.8 11.7 8.0 14.8 14.8 4.2 3.3 17.0 7.0 14.0 14.0 9.2 1.4 空輪先端・火輪笠軒一部欠。
第56図

Ａ0921 181
Ｎ～Ｏ15	
76号墓

(42.5) (10.0) 4.3 6.2 8.6 13.4 9.6 3.7 11.0 8.7 12.8 13.1 4.0 2.5 13.0 4.6 13.5 13.0 10.0 1.2 空輪先端欠。第56図

Ａ0922 189
Ｎ15	
80号墓

36.0 9.5 4.4 5.4 6.5 10.2 8.8 3.2 9.8 8.6 13.6 13.4 4.8 2.2 12.2 4.6 12.8 10.0 － 0.6 第56図

Ａ0923 203
Ｎ15	
東斜面

(46.6) (10.2) 4.6 7.8 9.4 14.6 11.0 2.6 12.2 10.0 (13.8) (14.6) 5.8 1.8 16.1 5.0 16.2 16.4 12.0 2.0 空輪先端・火輪笠軒一部欠。

Ａ0924 267 Ｎ17 (40.0) (9.1) 5.9 (7.1) 7.7 (10.2) 9.4 3.4 10.6 (8.3) 11.2 13.7 3.8 2.1 12.6 4.6 13.4 12.9 0 0 火輪欠あり、地輪半壊。

Ａ0925 290
Ｎ16	
92号墓

(39.7) (7.4) 4.4 6.0 9.6 12.3 7.7 2.9 10.0 7.6 (12.6) (13.0) (3.8) (3.2) 12.8 5.8 13.0 12.0 0 0 空輪先端・火輪笠軒一部欠。
第56図

Ａ0926 295
Ｎ15	
80号墓

54.6 11.0 7.2 8.2 11.6 16.6 11.0 3.9 12.8 8.2 (14.8) 14.6 7.0 4.0 14.8 6.4 (14.8) 14.8 0 0 火・地輪一部欠。第56図

Ａ0927 331
Ｏ14	
東斜面

(38.0) (9.2) 5.3 7.1 8.8 7.6 10.0 3.4 11.4 8.2 (12.8) (13.6) 4.8 2.0 13.0 5.5 13.6 12.8 10.0 1.1 空輪先端・火輪笠軒一部欠。
第56図

Ａ0928 393
Ｉ15	
175号墓

(44.9) (8.9) 5.7 7.8 13.0 (9.5) 11.9 4.7 12.4 11.6 － (16.4) － (2.0) (15.7) 7.2 15.2 (14.0) 0 0 縦方向に半壊。空・火・水輪及び
地輪部に各々一部欠損あり。

Ａ0929 415
Ｎ25	
454号墓

(40.4) (10.0) 5.2 7.0 9.2 9.0 9.8 4.0 10.8 8.0 (13.2) (13.4) 3.4 1.4 13.0 5.1 13.8 13.6 7.8 0.6 空輪先端・火輪笠軒一部欠。
第56図

Ａ0930 574 Ｊ19 (49.4) (15.8) 5.2 8.8 11.5 (8.1) (12.8) 5.3 14.4 11.2 (17.1) (17.7) 4.6 2.0 16.4 6.0 17.4 16.6 0 0 空・火輪欠損あり。地輪部不整形。
第56図

Ａ0931 582
Ｊ19 ～
20	
325号墓

(39.6) (7.6) 5.4 7.2 8.8 (10.6) 10.3 3.4 11.7 9.2 － (14.2) － (2.5) 13.5 5.3 14.4 － － － 空風火輪縦方向に半壊地輪下部
欠失。

Ａ0932 643
Ｊ14	
167号墓

(44.2) (12.9) 5.2 5.5 (8.9) (11.7) 11.6 3.9 12.6 9.7 － (14.5) － 1.4 13.0 5.3 (14.5) (14.0) 0 0 水・地割れ分離。

Ａ0933 650
Ｌ13	
137号墓

(38.4) (7.9) 4.0 (6.5) 9.3 10.7 10.2 3.3 11.7 9.2 － 14.6 (3.5) 1.7 13.5 5.0 (13.3) (12.3) 0 0 火輪半壊状態。

Ａ0934 696
Ｐ13	
43号墓

(33.9) (9.4) 3.8 5.9 6.4 8.4 10.4 3.1 (11.0) 8.0 (12.4) (12.6) 4.0 (1.2) 11.0 3.8 12.4 11.1 7.0 1.5 空輪先端・火輪笠軒一部欠。

Ａ0935 708
Ｐ12	
65号墓

(40.2) (8.0) 4.8 6.1 8.2 13.1 8.0 3.6 8.8 6.4 11.2 10.2 3.6 1.4 11.0 6.1 12.0 12.4 0 0 空・地輪一部欠損。第56図

Ａ0936 742
Ｒ11	
31号墓	
西崖下

(43.2) (9.8) 4.6 7.0 8.8 13.0 9.8 2.9 11.8 9.0 (12.6) (12.8) (2.8) (1.0) 13.0 6.8 (15.0) 14.4 10.6 0.8 空・火・水・地輪一部欠損。
第56図

Ａ0937 755

Ｑ13	
37号墓	
北西側	
崖下

(52.8) (10.2) 6.6 9.0 10.0 17.0 10.7 3.8 13.0 9.2 (16.5) 15.8 (6.4) 3.8 16.2 5.4 16.3 16.6 0 0 空・火輪一部欠損あり。第56図

Ａ0938 758

Ｑ13	
37号墓	
北西側	
崖下

(44.6) (13.4) 4.8 6.8 11.4 8.2 9.6 3.6 11.2 9.4 (13.8) 14.2 4.4 2.0 12.8 5.8 14.0 13.6 0 0 空輪先端復元高6.6cm。火輪の一部
分を欠失。第56図

Ａ0939 770
Ｓ11	
15号墓

41.8 11.8 4.8 6.0 7.6 11.6 8.3 3.8 10.5 8.6 (13.4) (13.2) (3.6) 1.5 12.0 4.4 13.0 12.2 0 0 火輪一部欠損。鑿痕明瞭。第56図

Ａ0940 816 Ｐ14 (34.1) (6.7) 4.2 4.9 8.3 10.0 (6.7) (2.0) (8.1) 7.5 10.0 11.6 3.5 1.2 11.8 4.0 12.4 (13.2) 0 0 空風火・地輪損壊。

第 26 表　Ａ地区一石五輪塔計測値一覧（第 56 図）

報告	
番号

採取	
番号

出土部位
名称

出土	
場所

各部位法量（凡例参照）
備 考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ1047 234 基礎部
Ｎ16	斜面	
86号墓

26.0 26.8 19.0 23.0 2.0 2.2 21.7
宝篋印塔基礎。底部に径6.6、	
深さ7.2cmの堀り窪みあり。
第52図

Ａ1048 1018 基壇
Ｔ11	
2号墓

9.4 27.2 宝篋印塔の基壇。第52図

Ａ1049 1 石仏
Ｏ25 ～ 26	
458号墓

阿弥陀仏か。閃緑岩、拓本。
第52図

Ａ1050 ー 石仏
Ｂ地区	
表採

阿弥陀仏か。第52図

注意：括弧内の数字は欠失等による不確定数値。－は計測不可能な場合を示す。＊印は柄穴及び抉り穴の数値である。

第 25 表　Ａ地区相輪ほか計測値一覧（第 52 図）



－210－

報告	
番号

採取	
番号

出土	
場所

各部位の法量（cm）（別掲凡例参照　）
備　　　　考　　　　欄

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ0941 818 Ｐ14 (36.0) (9.6) 3.8 6.8 7.0 8.8 9.6 3.6 10.6 8.2 11.4 12.2 4.6 1.2 10.5 4.0 (12.6) 12.4 0 0 空・地輪一部欠損。第56図

Ａ0942 819 Ｐ14 (44.3) (13.2) 5.0 7.1 8.2 10.8 12.4 4.6 13.6 9.8 (15.4) 15.2 4.8 1.8 14.0 5.6 15.7 15.0 13.0 2.0 空・火輪一部欠あり。鑿痕顕著。
第56図

Ａ0943 834
Ｑ13	
43号墓

(40.1) (6.8) 5.2 7.2 9.7 11.2 － － － 8.8 (14.0) (14.4) (4.2) 1.9 13.8 3.2 14.4 13.4 12.2 1.4 空風輪欠損著し。鑿痕顕著。
第56図

Ａ0944 838
Ｑ12	
39号墓	
周辺

(43.5) (10.3) 5.8 8.0 8.6 10.8 9.2 5.0 11.8 9.4 (15.6) 15.2 (4.6) 2.2 13.2 5.8 15.4 15.4 0 0 空・火輪一部欠損あり。第56図

Ａ0945 858 Ｓ13 (44.6) (11.4) 5.2 7.4 8.6 12.0 13.6 4.8 14.6 10.6 (15.0) 14.6 5.3 3.0 15.4 4.8 16.2 15.4 12.0 2.6 空・火輪一部欠損あり。第56図

Ａ0946 868
Ｔ10	
2号墓

(44.8) (8.6) 5.8 7.2 9.0 14.2 9.8 2.7 11.4 9.2 13.9 13.6 4.4 2.6 13.3 4.6 12.8 12.8 0 0 空・地輪一部欠。第56図

Ａ0947 883
東斜面	
南側トレ
ンチ

55.8 13.2 6.2 9.8 13.2 13.4 12.2 4.3 14.2 11.0 (16.8) 17.4 6.2 2.5 14.8 7.5 16.0 14.5 0 0 火輪一部欠。略完形品。

Ａ0948 913 Ｏ25 (35.3) (6.6) 4.3 6.2 7.6 10.6 (11.8) 3.4 (12.6) 10.0 (14.0) 14.2 (4.0) 1.4 13.0 4.6 (13.8) (13.2) 0 0 空風・火・地輪欠損あり。
第56図

Ａ0949 918
Ｎ25	
450号墓

(42.2) (8.3) 5.2 7.4 10.1 (11.2) 9.8 3.6 11.1 7.9 － (13.9) (3.7) (2.1) 14.5 5.1 13.7 (12.3) 0 0 空風・地輪縦方向に半壊。火輪の
軒三方に欠損あり。第56図

Ａ0950 962
Ｌ15	
145号墓

(59.6) (17.0) 5.8 9.4 12.2 15.2 12.6 5.6 14.6 10.8 18.8 18.6 5.8 2.0 17.0 8.0 18.6 16.4 13.0 3.6 空輪欠損あり。地輪部のみ区画用
配石として転用。第56図

Ａ0951 965
Ｌ13	
138号墓

(42.4) (8.0) 5.0 7.0 7.6 14.8 9.6 2.6 11.2 9.4 (12.6) (12.2) 4.4 2.6 13.0 4.4 12.6 12.8 0 0 空・火輪に欠損あり。第56図

Ａ0952 403
Ｎ25	
445号墓

(33.9) (8.5) 6.5 7.7 11.2 － 11.9 5.8 13.4 10.1 14.9 16.7 5.6 1.8 14.7 7.4 － － － － 空風火水輪。地輪欠失。

Ａ0953 404
Ｎ25	
445号墓

(26.2) (6.5) 3.9 5.1 10.7 － (9.4) (2.7) (10.4) 9.9 － 13.4 － － 13.1 6.1 － － － － 空風火水輪縦方向に半壊。	
地輪欠失。

Ａ0954 581 Ｊ20 (29.8) (8.9) 4.2 5.2 11.5 － 10.3 3.3 10.6 8.1 9.9 12.6 3.2 1.7 13.2 6.6 － － － － 空風火水輪。地輪欠失。

Ａ0955 654
Ｌ13	
138号墓

(31.4) (9.1) 4.7 7.4 10.2 － 9.9 3.3 (11.3) 7.4 (12.0) 12.9 (4.8) 2.5 13.4 5.2 － － － － 空風火水輪。地輪欠失。

Ａ0956 743 Ｒ11 (28.2) (5.5) 5.6 7.1 10.0 － (8.0) － (10.3) (8.3) － (12.4) － 3.1 (12.1) 6.3 － － － － 空風火水輪縦方向に半損壊。	
地輪欠失。

Ａ0957 265 Ｎ17 (32.5) (2.1) (4.4) 7.8 8.5 9.7 － － (6.4) (8.8) － (13.8) (4.4) (2.6) (11.5) 5.2 (9.9) (7.2) 0 0 風火水地輪縦方向に半壊。	
空輪略欠失。

Ａ0958 365
Ｋ14	
155号墓

(27.2) － (3.9) 6.5 7.1 9.7 － － (8.6) 8.2 11.1 12.5 3.7 2.6 12.9 3.8 13.0 12.5 0 0 風火水地輪。空輪欠失しかつ風輪
半壊。

Ａ0959 733
Ｑ10	
110号墓

(30.6) － (4.8) 6.1 11.1 8.6 － － (10.8) (10.4) 12.6 14.2 3.9 1.0 (12.2) 5.9 12.8 11.8 8.6 1.1 風火水地輪縦方向に半壊。	
空輪欠失。

Ａ0960 761
Ｑ13	
37号墓	
南側

(42.0) (2.5) 7.2 8.7 13.2 10.4 － － 14.4 13.0 － 17.8 (5.3) (2.5) 16.5 8.5 16.6 16.4 10.7 1.8 風火水地輪縦方向に半壊。	
空輪欠失。

Ａ0961 840
Ｑ12	
39号墓	
周辺

(37.1) (2.6) (5.4) 8.0 8.6 12.5 － － － 10.2 (16.0) (16.0) 5.6 1.8 16.0 6.0 17.3 16.6 12.2 2.0
風火水地輪。空輪欠失・風輪欠損
及び火輪一部欠失す。	
鑿痕明瞭。第56図

Ａ0962 1002
Ｏ15	
57号墓

(34.4) (2.2) 5.2 6.6 9.4 11.0 － － 11.2 9.2 (14.6) (15.4) (4.0) 1.6 13.4 5.2 13.8 12.8 10.8 1.4 風火水地輪。空輪欠失、火輪一部
に欠損あり。鑿痕顕著。

Ａ0963 1003
Ｏ15	
57号墓

(34.0) － (5.4) 9.2 7.4 12.0 － － － 9.8 (16.5) (15.6) (5.2) (2.6) 13.8 5.4 15.8 14.6 11.0 2.4
風火水地輪。空輪欠失。風輪及	
び火輪部に損壊あり。歪みあり。	
鑿痕明瞭。第56図

Ａ0964 1004 Ｏ15 (39.8) － (8.4) 9.0 9.4 13.0 － － － 10.4 18.2 18.4 6.0 2.2 16.6 5.4 17.6 16.0 0 0 風火水地輪。空輪欠失。風輪部	
に欠損あり。第56図

Ａ0965 27 （不明） (20.9) － － 6.5 7.7 6.7 － － － (6.2) 9.4 11.0 3.6 － 10.2 4.4 10.7 9.2 － 0.5 火水地輪のみ。

Ａ0966 37 Ｎ23 (27.1) － － 8.0 10.5 8.6 － － － － － (9.4) － 1.2 (11.7) － (12.4) (10.5) － 1.4 火水地輪のみ。

Ａ0967 99 Ｋ16 (34.6) － － 7.1 11.7 15.8 － － － (7.9) 11.3 12.9 3.9 2.4 13.7 6.7 15.7 14.5 0 0 火水地輪のみ。

Ａ0968 190
Ｎ15	
80号墓

(27.0) － － (7.3) 10.0 9.7 － － － － (13.0) 15.2 3.6 2.0 13.9 6.2 15.3 15.1 10.7 0.9 火水地輪。空風輪欠失、火輪欠	
損あり。

Ａ0969 193 Ｎ16 (37.0) － － (9.2) 12.4 15.4 － － － － － － － － 16.8 7.6 16.0 16.6 13.4 1.8 火水地輪のみ。火輪欠損あり。第
56図

Ａ0970 201
Ｎ14	
74号墓

(32.3) － － (7.8) 10.8 (13.7) － － － － － (16.0) (5.5) (3.3) 16.1 6.0 (15.7) (12.5) 0 0 火水地輪。火輪上半分欠失、	
地輪部は半壊。

Ａ0971 205
Ｎ15	
東斜面

(38.6) － － (7.6) 12.6 18.4 － － － － (14.8) 15.3 5.4 3.2 15.8 8.0 15.2 15.0 0 0 火水地輪のみ。火輪欠損あり。第
56図

Ａ0972 206
Ｎ15	
東斜面

(33.5) － － (8.6) 9.6 15.3 － － － (7.6) － (14.2) (3.0) (2.6) 16.3 6.4 14.3 13.9 0 0 火水地輪。空風輪欠、火輪軒部	
に欠損あり。

Ａ0973 210
Ｎ15	
東斜面

(31.4) － － (6.8) 10.2 14.4 － － － － 11.1 13.2 2.9 2.3 12.6 5.6 13.4 12.6 9.4 2.0 火水地輪。空風輪欠、火輪の一部
を欠損。

Ａ0974 220
Ｎ15	
東斜面

(29.6) － － (7.8) 9.8 12.0 － － － － (11.3) 14.4 (5.1) － 14.0 6.5 16.2 16.0 0 0 火水地輪縦方向に半壊。火輪に損
壊あり。

Ａ0975 221
Ｍ16	
182号墓

(29.3) － － (5.6) 10.3 13.4 － － － － － (13.2) － (1.9) 12.4 6.9 13.1 12.9 0 0 火水地輪。火輪半壊。

Ａ0976 225
Ｎ16	
87号墓

(23.3) － － (6.7) 6.5 (10.1) － － － (8.4) － 12.9 (3.8) 2.1 11.9 3.8 12.2 (12.1) 6.8 1.9 火水地輪。火輪・地輪一部欠損。

Ａ0977 228
Ｎ16	
87号墓

(28.1) － － 8.0 10.2 9.9 － － － 8.2 － 12.5 － (1.6) 12.3 5.3 13.2 12.0 0 0 火水地輪。火輪損壊。

Ａ0978 280 Ｎ18 (18.9) － － (5.0) 5.8 (8.1) － － － － － 11.7 (4.1) 1.7 10.4 3.6 (12.2) (11.6) 0 0 火水地輪。火輪・地輪一部欠損。

Ａ0979 293
Ｎ16	
90号墓

(23.1) － － (5.8) 8.3 9.0 － － － － － (15.4) － － 15.1 4.9 16.6 (16.4) 0 0 火水地輪。火輪・地輪損壊あり。

第 26 表　Ａ地区一石五輪塔計測値一覧（第 56 図）



－211－

報告	
番号

採取	
番号

出土	
場所

各部位の法量（cm）（別掲凡例参照　）
備　　　　考　　　　欄

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

Ａ0980 299
Ｎ15	
80号墓

(27.1) － － (8.9) 10.2 (8.0) － － － － － (12.4) － － 12.3 7.2 (12.8) (12.3) 8.8 1.1 火水地輪。火輪・地輪損壊。

Ａ0981 329 Ｏ14 (33.8) － － (9.1) 11.6 13.1 － － － － － (18.0) － (2.4) 17.2 5.5 18.6 18.4 13.5 2.2 火水地輪。火輪損壊。

Ａ0982 330
Ｏ14	
東斜面

(32.8) － － (7.8) 9.6 15.4 － － － (6.0) － (13.0) (5.0) (2.3) 13.8 5.6 13.6 14.6 0 0 火水地輪のみ残存。火輪欠損。
第56図

Ａ0983 350 Ｏ15 (32.8) － － (7.7) 10.9 14.2 － － － － 15.5 18.1 3.6 2.2 16.9 6.7 17.5 17.5 0 0 火水地輪のみ残存。火輪一部に
欠損あり。

Ａ0984 411
Ｎ25	
445号墓

(27.1) － － (8.3) 9.1 9.7 － － － (9.5) － (15.1) － (1.8) 13.5 5.4 14.0 14.0 11.2 1.1 火水地輪。空風輪欠失。火輪部に
損壊あり。

Ａ0985 422
Ｎ25	
454号墓

(28.8) － － (7.5) 9.3 12.0 － － － － (13.3) 15.0 (5.1) 2.5 13.2 5.2 15.1 14.9 10.9 1.7 火水地輪。空風輪欠失。火輪部に
損壊あり。

Ａ0986 441 Ｍ25 (35.0) － － (8.8) 11.9 (14.3) － － － － 12.8 14.9 4.2 1.7 14.2 7.4 13.7 12.2 0 0 火水地輪。火輪・地輪の一部に
欠損あり。

Ａ0987 500 Ｍ23 (29.5) － － (6.6) 10.4 (12.5) － － － － － (14.1) (3.0) (2.0) 14.4 6.1 (15.4) (15.5) 11.6 2.2 火水地輪。火・水輪及び地輪	
に欠損あり。

Ａ0988 545
Ｋ21	
365号墓

(22.6) － － (6.1) 8.9 (7.6) － － － － (11.1) 12.7 (3.3) 1.7 12.6 4.8 12.7 (11.6) 7.2 0.7 火水地輪。火・地輪一部欠損。

Ａ0989 596
Ｌ17	
208号墓

(34.3) － － (6.3) 12.0 16.0 － － － － (12.5) 14.3 (3.6) 2.8 13.9 6.3 14.0 14.6 9.5 2.2 火水地輪のみ残存。火輪部に
欠損あり。

Ａ0990 599
Ｋ17	
285号墓

(34.1) － － (9.0) 15.4 9.7 － － － － － － － － (15.3) (9.1) (12.4) (11.9) 0 0 火水地輪のみ。火・水・地輪に
大略欠損あり。

Ａ0991
652	
653

Ｌ13	
138号墓

(27.4) － － (5.5) 8.1 13.8 － － － － － (12.1) (4.3) 1.7 12.3 4.2 12.6 12.4 0 0 652火水輪・653地輪でセット関係。
空風輪欠失・火輪に損壊。

Ａ0992 693
Ｐ13	
64号墓	
東斜面

(24.9) － － (4.6) 11.5 8.8 － － － － － － － － (14.8) 7.6 15.6 (15.2) 11.8 1.3 (火）水地輪。空風輪欠・火輪	
大半損壊・水輪一部欠損。

Ａ0993 725
Ｑ12	
40号墓

(21.7) － － (6.8) 5.3 (9.6) － － － － － 11.9 (3.6) (1.7) (11.8) 2.7 (11.9) (11.2) 0 0 火水地輪。空風輪欠。火・水輪	
及び地輪に損壊あり。

Ａ0994 794

Ｌ16	
196号墓	
と199号	
墓の間

(27.8) － － 7.8 9.2 (10.8) － － － 9.6 － (15.0) － (1.9) 13.0 4.9 (14.8) (14.4) 0 0 火水地輪。火・地輪欠損あり。

Ａ0995
832
833

Ｏ15	
59号墓

(24.0) － － (6.2) 7.4 10.4 － － － － (12.2) 12.4 4.2 2.2 11.6 4.8 13.2 12.2 9.6 1.4 832火水輪・833地輪でセット。	
空風輪欠。火輪一部欠損。

Ａ0996 839
Ｑ12	
39号墓	
周辺

(21.7) － － (6.5) 7.2 8.0 － － － － 11.4 11.2 2.6 1.6 11.6 4.2 13.0 11.8 0 0 火水地輪。火輪一部欠。

Ａ0997 859 Ｓ13 (27.0) － － (7.0) 11.2 8.8 － － － － (12.0) (12.0) (3.2) (1.6) 11.2 6.3 (10.9) 10.8 9.2 1.2 火水地輪。火輪地輪一部欠。

Ａ0998 897 Ｎ26 (28.4) － － (7.4) 9.4 11.6 － － － － (13.6) (13.4) (4.5) (1.6) 12.9 4.9 (12.4) (13.4) 0 0 火水地輪。空風輪欠失。
火輪及び地輪に欠損あり。第56図

Ａ0999 903
Ｏ26	
460号墓

(25.9) － － (7.3) 8.8 9.8 － － － (8.0) (14.2) (14.0) (3.9) 2.0 12.3 5.6 14.4 14.4 0 0 火水地輪。火輪一部欠。

Ａ1000 941
Ｊ20	
328号墓

(35.6) － － (10.8) 9.6 15.2 － － － － 13.5 13.5 (2.6) － 14.2 4.2 13.4 12.8 0 0
板状一石五輪。厚9.2 ～ 9.6cm。	
空風輪欠失。火輪欠損。区画配	
石に転用さる。第56図

Ａ1001 994 Ｑ14 (32.0) － － (7.6) 9.4 15.0 － － － － (14.6) (14.6) － － 15.6 6.0 15.2 15.0 0 0 火水地輪。火・地輪欠損あり。
第56図

Ａ1002 997
Ｏ15	
53号墓

(28.6) － － (7.2) 12.0 9.4 － － － － － (13.8) － － 13.2 5.0 13.2 12.0 0 0 火水地輪。火・地輪欠損あり。

Ａ1003 1001
Ｏ15	
57号墓

(31.8) － － (7.8) 9.8 14.2 － － － － (13.2) (13.8) (4.4) (1.6) 13.0 6.0 14.6 15.4 0 0 火水地輪。空風輪欠失、火輪
欠損あり。第56図

Ａ1004 178
Ｎ14	
78号墓

(20.9) － 5.1 7.7 (8.1) － － － 11.7 8.9 (12.7) (14.1) (4.3) (1.9) 12.5 － － － － － 風火水輪。空・地輪欠。風・火輪	
及び水輪欠損あり。

Ａ1005 224 Ｍ15 (20.8) － (5.6) 6.2 (9.0) － － － － 9.0 (16.0) (16.4) (4.1) (3.5) 12.6 － － － － － 風火水輪残存、風・水輪欠損。
第56図

Ａ1006 705
Ｐ12	
65号墓

(20.2) － (4.5) 5.8 9.9 － － － (10.7) 7.9 － (12.9) － (1.5) (11.6) 6.3 － － － － 風火水輪。空・地輪欠。風・火輪	
及び水輪に欠損あり。

Ａ1007 790

Ｋ16	
263号墓	
南西側	
石組の	
外側

(18.5) － (5.5) 6.6 (6.4) － － － (10.3) (10.9) － 15.5 (3.6) 2.2 (13.7) － － － － －
風火水輪縦方向に半壊。
風輪及び水輪部に損壊顕著。
空輪と地輪部を欠失す。

Ａ1008 889 Ｍ15 (19.7) － 3.9 5.4 (10.1) － － － 10.7 9.8 13.0 14.9 3.4 1.2 14.3 4.0 － － － － 風火水輪縦方向に半壊。
空輪と地輪を欠。水輪底部欠失。

Ａ1009 368
Ｋ14	
149号墓

(16.6) － － (7.4) 9.2 － － － － (7.8) － (12.3) (3.1) (2.5) 12.6 4.8 － － － － 火水輪のみ残存。欠損あり。

Ａ1010 406
Ｎ25	
445号墓

(17.3) － － (5.9) 11.4 － － － － － － － － － 14.0 6.0 － － － － 火水輪のみ残存、縦方向に半壊。

Ａ1011 424
Ｎ25	
454号墓

(16.2) － － 8.6 (7.6) － － － － 7.5 － 15.9 (5.0) (2.9) 15.1 － － － － － 火水輪のみ残存。水輪半壊。

Ａ1012 722
Ｐ11	
111号墓

(14.8) － － (5.8) 9.0 － － － － － － (15.1) － (1.4) 13.3 5.6 － － － － 火水輪のみ残存。欠損あり。

Ａ1013 890 Ｍ16 (12.9) － － － (4.3) 8.6 － － － － － － － － (9.8) － 12.1 (12.2) 8.5 0.4 水地輪のみ残存。

一石五輪塔平均値 47.4 11.5 5.1 7.3 9.6 11.8 10.4 3.8 11.8 9.2 13.1 14.2 4.6 2.1 13.7 5.5 14.5 14 10.6 1.5 （　）内数値は除外し算出。

注意：括弧内の数字は欠失等による不確定数値。－は計測不可能な場合を示す。＊印は柄穴及び抉り穴の数値である。

第 26 表　Ａ地区一石五輪塔計測値一覧（第 56 図）



－212－

報告	
番号

採取	
番号

遺物	
名称

出土	
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1051 Ｂ62 空輪？ Ｎ29 ー (8.9) ー ー ー (9.8) ー ー ー ー ー 損壊磨耗顕著、天地不詳。

Ｂ1052 Ｂ13 空風輪 Ｏ28 (15.9) (12.1) (3.8) (0.4) (3.4) (11.3) (9.5) (7.2) ー ー ー
縦方向に半壊、風輪下部
欠損。

Ｂ1053 Ｂ14 空風輪 Ｏ28 (34.4) (19.3) (15.1) (1.3) (10.3) (19.4) (16.1) (21.6) (16.7) (9.1) (3.5) 縦方向に半壊、欠損あり。

Ｂ1054 Ｂ40 空(風)輪
Ｍ29	
462号墓	
ＳＫ610

ー (10.0) ー ー ー 10.3 8.1 ー ー ー ー
墳丘Ｂ大甕内出土。風輪部
欠失。

Ｂ1055 Ｂ43 空(風)輪 Ｎ30 (12.2) ー ー ー ー (12.7) (11.2) ー ー ー ー 風輪欠失、縦方向に半壊。

Ｂ1056 Ｂ43 (空)風輪 Ｎ30 (12.3) (3.5) 8.8 ー ー (14.1) (14.6) 16.5 (12.2) 7.1 4.2 空輪欠失、縦方向に半壊。

Ｂ1057 Ｂ60 空風輪 Ｑ31 23.9 11.9 12.0 0.5 6.6 14.2 11.3 15.8 9.4 6.7 4.9 風輪部に枘あり。

Ｂ1058 Ｂ63 空(風)輪 Ｊ25 ー (7.8) ー ー ー (9.8) (8.2) ー ー ー ー 風輪欠、縦方向に2/3欠。

Ｂ1059 Ｂ75 空風輪 Ｍ28 (18.2) (12.3) (5.9) 0.4 (5.5) 13.8 12.1 17.6 (15.6) － －
空輪先端欠・風輪の下部は
半壊状態。

Ｂ1060 Ｂ77 空風輪 Ｍ28 22.9 10.8 12.1 0.3 6.5 13.3 10.9 15.8 10.7 6.4 5.3 風輪部に枘あり。

Ｂ1061 Ｂ89 空風輪
Ｍ26	
461号墓	
周溝内

(13.1) (6.8) (6.3) (0.8) (5.5) (9.9) (8.7) (11.4) (9.4) ー ー
墳丘Ａ周溝内出土。
縦方向に半壊

空風輪各部位法量の平均値 23.4 11.4 11.0 0.4 6.6 12.9 10.6 16.4 10.1 6.7 4.8 注意）かっこ内の数値は除外して計算（以下同じ）。

報告	
番号

採取	
番号

遺物	
名称

出土	
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1062 Ｂ17 火輪 Ｎ28 ー ー 5.2 0.4 6.0 0.6 ー ー ー 20.0 17.9 上部欠損。

Ｂ1063 Ｂ69 火輪 Ｎ27 11.4 7.8 3.1 0.5 (6.0) 0.7 ー 10.3 ー (20.0) (19.2) 欠損あり。

火輪各部位法量の平均値 11.4 7.8 4.2 0.5 6.0 0.7 ー 10.3 ー 20.0 17.9 上記に同じ。

報告	
番号

採取	
番号

遺物	
名称

出土	
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1064 Ｂ１ 水輪 Ｎ27 17.2 9.4 14.6 15.3 21.2 ー ー ー ー ー ー

Ｂ1065 Ｂ37 水輪 Ｋ25 14.8 8.5 16.1 14.1 20.8 ー ー ー ー ー ー

Ｂ1066 Ｂ80 水輪 Ｍ28 (13.3) ー ー ー (14.5) ー ー ー ー ー ー 半壊実測不可。

水輪各部位法量の平均値 16.0 9.0 15.4 14.7 21.0 ー ー ー ー ー ー 上記に同じ。

報告	
番号

採取	
番号

遺物	
名称

出土	
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1067 Ｂ21 地輪 Ｍ28 16.2 (9.4) ー ー ー ー ー ー ー ー ー 縦方向に半壊、上部欠損。

Ｂ1068 Ｂ29 地輪 Ｍ28 (17.1) （8.6) ー ー ー ー ー ー ー ー ー 半壊

Ｂ1069 Ｂ39 地輪
Ｍ29	
462号墓	
ＳＫ610

(19.0) (7.5) ー ー ー ー ー ー ー ー ー
墳丘Ｂ大甕内出土。縦方向
に半壊

Ｂ1070 Ｂ41 地輪 Ｌ30 (24.0) (8.5) ー ー ー ー ー ー ー ー ー 半壊。

Ｂ1071 Ｂ66 地輪 Ｎ27 19.0 (9.7) ー ー ー ー ー ー ー ー ー 上部欠損。

Ｂ1072 Ｂ80 地輪 Ｍ28 (17.3) (10.3) ー ー ー ー ー ー ー ー ー 半壊。

地輪各部位法量の平均値 17.6 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 部位（ｂ）に確定値なく算出不可。カッコ内数値の平均値は（9.0）cmになる。

報告	
番号

採取	
番号

遺物	
名称

出土	
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1073 Ｂ6
空風	
火輪

Ｏ27 (30.6) (14.2) 7.0 9.4 4.8 6.0 3.3 18.4 － 11.7 － 0.3 2.2 16.0 5.7 12.0 14.0 5.0 5.6 (5.0)
空輪、火輪笠部欠損。
枘あり。

Ｂ1074 Ｂ7
空風	
火輪

Ｎ28 (25.4) (8.8) 5.6 11.0 (3.4) 8.0 (3.6) (17.5) － 11.5 6.6 0.3 1.7 14.4 3.6 11.5 (12.5) 4.6 － －
空輪上部・火輪笠部欠損、
火輪の底部に枘あり。

Ｂ1075 Ｂ9
空風	
火輪

Ｎ28 34.9 18.5 5.5 10.9 *4.6 *8.4 *5.0 19.4 (19.2) 13.2 7.1 0.2 2.7 14.9 5.1 12.2 15.0 5.9 7.6 7.2
火輪縦方向に半壊一部欠損、	
底部枘穴あり。

Ｂ1076 Ｂ38
(空)風	
火輪

Ｋ25 (17.6) (0.8) 6.4 10.4 0 0 0 17.2 18.4 10.6 6.6 0.4 3.0 14.4 5.3 10.0 － － － －
空輪欠失、
火輪底部に枘なし。

Ｂ1077 Ｂ48
空風	
火輪

Ｎ31 (32.7) (15.4) 5.8 11.5 0 0 0 19.2 20.2 11.0 7.0 0.4 2.4 14.2 4.8 12.0 13.8 4.6 (6.2) (6.8) 空輪先端欠失。

Ｂ1078 Ｂ65
空風	
火輪

Ｎ27 (31.8) (12.4) 5.8 13.6 0 0 0 18.0 － 12.8 8.2 0.6 3.0 16.8 4.4 14.2 15.6 5.0 － － 空輪上部欠、火輪笠部欠損。

Ｂ1079 Ｂ72
空風	
火輪

Ｍ28 (34.1) (14.6) 5.3 14.2 4.1 6.8 4.9 17.2 17.0 11.2 7.8 0.3 2.4 13.6 4.2 11.0 13.2 6.8 (6.0) (3.6)
	
空輪欠、火輪の底部に枘	

Ｂ1080 Ｂ75
(空風）	
火輪

Ｍ28 (15.8) ー ー 13.4 0 0 0 20.7 (20.0) 12.0 (7.6) (0.8) 3.6 ー ー ー ー ー ー ー 空風輪欠失。

Ｂ1081 Ｂ81
(空)風	
火輪

Ｍ28 (17.7) － 7.5 10.2 0 0 0 (10.8) － 11.8 6.2 0.3 2.0 (14.2) 6.5 (10.0) － － － － 空輪部欠失。風・火輪に欠損。

空風火輪一石法量の平均値 34.9 18.5 6.1 11.6 4.5 6.9 4.1 18.6 18.5 11.8 7.1 0.4 2.6 16.3 5.0 11.8 14.3 5.3 6.6 7.2

第 27 表　Ｂ地区石塔計測値一覧



－213－

報告	
番号

採取	
番号

遺物	
名称

出土	
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1082 Ｂ3
空風	
(火)輪

Ｎ27 (15.0) (9.9) (5.1) 0.7 (4.4) 11.0 9.8 11.9 10.5 ー ー 火輪欠失。

Ｂ1083 Ｂ5
空風	
(火)輪

Ｏ27 (17.8) (11.5) (6.3) 0.5 (5.8) 14.6 12.5 (16.3) (12.8) ー ー 縦半壊、火輪欠失。

Ｂ1084 Ｂ8
空風	
(火)輪

Ｎ28 (22.8) 14.7 (8.1) 0.7 (7.4) 12.8 (11.2) (11.6) (7.5) ー ー
縦半壊、火輪欠失、
他破片1点計測不可。

Ｂ1085 Ｂ12
空風	
(火)輪

Ｏ28	
ＳＫ606

(16.5) (9.1) (7.4) (0.6) (6.8) (12.4) (11.1) (14.2) (12.9) ー ー 縦半壊、火輪欠失。

Ｂ1086 Ｂ19
空風	
(火)輪

Ｍ27 (17.1) (10.9) (5.0) 0.4 (4.6) 12.4 10.4 13.5 (12.1) ー ー 三輪一石、火輪欠失。

Ｂ1087 Ｂ25
空風	
(火)輪

Ｍ28 (14.8) (11.0) (3.8) (0.8) (3.0) 10.8 (10.6) (11.7) (10.0) ー ー 縦半壊、火輪は欠失か。

Ｂ1088 Ｂ26
空風	
(火)輪

Ｍ28 (15.1) (10.0) (5.1) (0.6) (4.5) 12.8 10.8 (12.8) (9.0) ー ー
縦破損、火輪は欠失か、
他破片２点計測不可。

Ｂ1089 Ｂ27
空風	
(火)輪

Ｍ28 (17.3) 11.5 4.5 0.4 4.1 9.5 8.0 10.5 7.4 ー ー
火輪欠失、一石五輪の
可能性も

Ｂ1090 Ｂ28
空風	
(火)輪

Ｍ28 (15.3) (9.2) (6.1) 0.4 (5.7) 10.8 8.9 12.5 8.6 ー ー
火輪欠、一石造りか
一石五輪塔かは不詳。

Ｂ1091 Ｂ30
空風	
(火)輪

Ｍ28 (15.2) (8.5) (6.7) (0.4) (6.3) (9.5) (8.7) (10.9) (7.6) ー ー 半壊、火輪欠失。

Ｂ1092 Ｂ34
(空)風	
(火)輪

Ｌ26 ー ー (9.0) (0.2) (8.8) ー ー (14.3) (10.1) ー ー 空・火輪欠失。

Ｂ1093 Ｂ49
空風	
(火)輪

Ｎ31 (16.1) (9.4) (6.7) 0.8 (5.9) (12.3) 11.0 13.0 (11.4) ー ー 火輪欠失。

Ｂ1094 Ｂ50
空風	
(火)輪

Ｎ31 (15.3) (9.6) (4.5) 0.6 (3.9) 11.2 9.5 11.9 (9.2) ー ー 火輪欠失。

Ｂ1095 Ｂ51
空風	
(火)輪

Ｎ31 (15.8) (8.8) (7.0) 0.7 (6.3) 10.5 9.5 11.4 (10.4) ー ー 火輪欠失。

Ｂ1096 Ｂ52
空風	
(火)輪

Ｎ31 (13.8) (8.5) (5.3) 0.7 (4.6) (10.6) 9.9 12.0 (11.6) ー ー 火輪欠失。

Ｂ1097 Ｂ53
空風	
(火)輪

Ｏ29	
ＳＫ612

(22.7) 14.7 (8.0) 0.7 (7.3) 13.6 11.9 15.1 13.1 ー ー 火輪欠失。

Ｂ1098 Ｂ55
空風	
(火)輪

Ｏ29	
ＳＫ612

(14.8) (9.1) (5.7) 0.5 (5.2) 11.3 9.6 11.8 (9.8) ー ー 火輪欠失。

Ｂ1099 Ｂ56
空風	
(火)輪

Ｏ29	
ＳＫ612

(15.7) (7.9) (6.5) 1.0 (5.5) (13.1) (11.7) (14.2) (10.8) ー ー 火輪欠、縦方向に半壊。

Ｂ1100 Ｂ57
（空風）	

火輪
Ｏ29	
ＳＫ612

(8.4) (2.5) (1.0) 0.2 (5.9) (4.7) ー (13.2) ー (19.4) ー 空風輪欠失。

Ｂ1101 Ｂ59
空風	
(火)輪

Ｐ28 (16.3) (9.7) (5.8) 0.6 (5.2) 11.1 9.7 12.3 (10.0) ー ー 火輪欠失。

Ｂ1102 Ｂ70
空風	
(火)輪

Ｎ27 (17.4) (9.9) 5.1 0.5 4.6 11.3 10.0 12.4 9.3 ー ー 火輪欠失。

空風(火)輪一石の平均値 ー 13.6 4.8 0.6 4.4 11.7 10.1 12.4 9.8 ー ー 部位（ａ）に確定値なく算出不可。カッコ内数値の平均は（16.2）cmになる。

報告	
番号

採取	
番号

遺物	
名称

出土	
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1103 Ｂ15 水地輪 Ｎ28 (20.9 9.7 11.2 － － － － (13.7) 12.1 5.4 8.8 15.1 (13.5) － －
損壊顕著、一石五輪塔の
可能性も？

Ｂ1104 Ｂ20 水地輪 Ｍ28 (12.7) 10.6 (2.1) － － － － － 12.9 － 9.7 15.9 15.4 12.6 1.7 水輪大半欠損。

Ｂ1105 Ｂ23 水地輪 Ｍ28 28.2 14.0 14.2 3.8 7.4 4.6 15.0 19.4 14.2 8.3 12.8 19.0 18.8 14.3 3.8 水輪上部に枘造り出し。

Ｂ1106 Ｂ44 水地輪
Ｎ30	
ＳＫ625

26.0 13.8 12.2 3.5 7.6 4.6 14.0 18.4 14.4 6.8 12.2 18.0 17.0 14.0 2.0 水輪上部枘あり。

Ｂ1107 Ｂ61 水地輪 Ｏ33 27.7 15.2 12.5 0 0 0 14.2 19.6 14.0 6.8 12.9 19.3 18.7 13.4 1.7
水輪上部に11.3×1.3の浅い
窪みあり。

Ｂ1108 Ｂ71 水地輪 Ｎ27 27.9 15.3 12.6 *5.0 *9.2 *5.2 13.2 18.8 15.2 7.3 14.1 20.2 20.0 － 5.0
磨耗顕著、
水輪上部に枘穴。

Ｂ1109 Ｂ73 水地輪 Ｍ28 24.2 12.3 11.8 2.4 7.2 3.8 13.0 18.6 15.0 6.4 11.1 19.0 18.4 12.8 2.5 水輪上部枘あり。

Ｂ1110 Ｂ84 水地輪 Ｎ30 (24.5) 13.0 11.5 *4.0 *8.2 ？ (12.5) (16.4) 14.2 6.7 12.1 17.4 17.1 12.0 2.9 縦斜め方向に半壊。

水地輪一石法量の平均値 26.8 13.0 12.3
3.2
*4.5

7.4
*8.7

4.3
*5.2

13.9 19.0 14.0 6.8 11.7 18.0 17.9 13.2 2.8 ＊印の数値は柄穴及び抉り穴の平均値である。

第 27 表　Ｂ地区石塔計測値一覧
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報告 
番号

採取 
番号

遺物 
名称

出土 
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1111 Ｂ４
一石五 

輪塔
Ｎ27 (28.6) － － 7.6 9.0 12.0 － － － (10.8) (16.4) (16.0) 5.2 1.6 15.2 5.4 16.4 (16.0) (12.0) 2.0

火水地輪のみ,空風輪は欠失
す。火・地輪の一部に欠損
あり。

Ｂ1112 Ｂ10
一石五 

輪塔
Ｎ28 (42.6) (9.4) 5.2 8.2 8.2 11.6 12.1 4.4 13.3 10.8 (16.8) 16.8 5.8 2.8 15.3 5.3 16.2 (15.4) 0 0

空輪上端・地輪一部欠損あ
り。

Ｂ1113 Ｂ16
一石五 

輪塔
Ｎ28 (46.7) (13.0) 5.2 7.7 7.8 13.0 11.0 3.8 12.4 10.0 (16.4) 15.6 5.7 3.6 13.5 5.2 16.0 15.0 12.0 1.4

空輪上端（復元5.2×5.0）及
び火輪笠部一部欠損あり。

Ｂ1114 Ｂ18
一石五 

輪塔
Ｍ28 (24.4) － － (5.6) 8.4 9.8 － － － (6.4) (11.2) (11.8) 3.8 1.6 11.4 4.9 11.6 10.3 6.0 0.8

火・水・地輪のみ、空風輪
欠失。

Ｂ1115 Ｂ22
一石五 

輪塔
Ｍ28 (27.3) － － (7.6) 11.4 8.3 － － － － (12.4) 15.0 (3.6) 1.0 13.4 6.9 13.6 13.6 8.2 1.7

火・水・地輪のみ、空風輪
欠失。

Ｂ1116 Ｂ24
一石五 

輪塔
Ｍ28 (25.5) － 5.1 6.1 14.3 － － － (10.5) 11.4 (14.6) 17.4 (3.4) 2.1 (16.0) 8.8 － － － －

空・地輪欠失。風・火・水
輪のみ、一部損壊あり。

Ｂ1117 Ｂ27
一石五 

輪塔
Ｍ28 (17.6) 11.8 4.7 (1.1) － － 9.6 3.7 10.5 (7.2) － － － － － － － － － －

空風・火輪のみ、火輪の一部・
水・地輪欠。空輪先端4.3×
5.4cm残

Ｂ1118 Ｂ32
一石五 

輪塔
Ｍ26 (23.1) － － (6.6) 8.5 8.0 － － － － － － － － 10.4 5.0 11.5 11.8 0 0

空風輪欠、火・水・地輪の
み（火輪損壊）。磨耗いちじ
るしい。

Ｂ1119 Ｂ34
一石五 

輪塔
Ｌ26 (40.3) (8.2) 4.6 8.3 10.3 8.9 (10.9) 3.1 (11.6) (9.0) (12.8) (15.1) (4.2) (1.l5) 13.7 4.7 14.0 13.7 10.0 0.9

全体縦方向に半壊。空輪の
先端欠失・風火輪一部欠損。

Ｂ1120 Ｂ36
一石五 

輪塔
Ｋ25 (22.9) － 4.5 6.0 (12.4) － － － 11.0 9.9 － 15.0 (2.9) 1.6 (14.5) (7.1) － － － －

縦方向に半壊。風・火・水
輪のみ、空・地輪を欠、火・
水輪損壊

Ｂ1121 Ｂ43
一石五 

輪塔
Ｎ30 
ＳＫ625

(11.0) － － － － 9.4 － － － － － － － － － － 13.0 12.0 9.6 1.8
空～水輪欠、水・地輪のみ
残存。

Ｂ1122 Ｂ45
一石五 

輪塔
Ｎ30 
ＳＫ625

(26.9) － － (6.5) 11.4 9.0 － － － (10.8) － (15.6) (3.4) (1.6) 14.8 7.2 14.3 13.4 9.4 1.8
空風輪欠失、火・水・地輪
のみ、但し欠損多し。

Ｂ1123 Ｂ46
一石五 

輪塔
Ｎ30 
ＳＫ625

(27.0) － － (7.0) 7.6 12.4 － － － － (13.8) (14.6) (5.0) (1.4) 13.4 4.6 15.8 15.2 10.5 2.7
空風輪欠、火・水・地輪のみ。 
火輪損壊。

Ｂ1124 Ｂ47
一石五 

輪塔
Ｎ30 
ＳＫ625

(27.0) － － (6.0) 11.6 9.4 － － － (11.0) － (16.6) 3.8 2.6 15.0 7.5 15.2 15.4 11.6 2.2
空風輪欠、火・水・地輪のみ。 
火輪一部欠損。

Ｂ1125 Ｂ54
一石五 

輪塔
Ｏ29 (13.0) 8.6 4.4 － － － 8.7 2.2 9.6 (6.6) － － － － － － － － － －

空風・火輪のみ。但し火輪
一部を欠失す。

Ｂ1126 Ｂ55
一石五 

輪塔
Ｏ29 (14.0) － － (5.9) (8.1) － － － － (6.5) － (12.1) (3.9) (2.1) 14.2 3.7 － － － －

火・水輪のみ、空風・地輪欠。 
火・水輪半壊。

Ｂ1127 Ｂ58
一石五 

輪塔
Ｏ29 
ＳＫ612

(26.2) － － (7.6) 8.0 10.6 － － － － (16.8) (16.2) 4.5 1.8 13.8 5.2 14.4 13.4 9.8 2.0
空風輪欠、火・水・地輪のみ。 
火輪に一部欠損あり。地輪
直下に根石あり。

Ｂ1128 Ｂ63
一石五 

輪塔
Ｊ25 (15.0) (10.6) 4.4 － － － 9.6 2.5 10.4 (8.2) － － － － － － － － － －

空風・火輪のみ、火～地輪欠。
空輪上端欠失。

Ｂ1129 Ｂ64
一石五 

輪塔
Ｎ27 (30.4) － － (8.6) 12.8 9.0 － － － － － (15.8) (4.4) (1.0) 14.9 7.5 15.7 14.4 11.2 1.0

空風輪欠、火・水・地輪のみ。 
火輪欠損あり。

Ｂ1130 Ｂ67
一石五 

輪塔
Ｎ27 (29.2) － － (8.0) 9.2 12.0 － － － － (15.2) 15.0 6.2 2.0 14.0 5.4 14.8 14.4 11.2 2.6

空風輪欠、火・水・地輪のみ。 
火輪欠損あり。

Ｂ1131 Ｂ76
一石五 

輪塔
Ｍ28 (34.8) (11.6) 3.8 7.6 10.2 (1.6) 10.6 3.0 11.0 8.8 (12.4) (13.0) 3.6 1.3 13.0 6.0 － － － －

空風・火・水輪のみ、地輪欠。 
空輪・水輪に一部欠損あり。

Ｂ1132 Ｂ78
一石五 

輪塔
Ｍ28 (41.2) (9.79 4.5 7.0 10.0 10.0 8.3 2.6 10.3 8.0 (12.8) 12.7 4.0 2.8 11.6 5.2 12.7 13.2 － (1.0)

空・火輪一部欠損。略完存。
第56図

Ｂ1133 Ｂ79
一石五 

輪塔
Ｍ28 (13.2) (9.4) 3.8 － － － 9.4 2.0 10.7 (7.8) － － － － － － － － － －

空風・火輪のみ、火輪以下欠。
空輪欠損あり。

Ｂ1134 Ｂ83
一石五 

輪塔
Ｎ30 (45.8) (10.9) 5.1 7.2 9.0 13.6 9.6 3.1 11.2 7.7 (13.2) (12.7) (3.8) 2.2 12.9 5.0 13.2 13.4 0 0

略完存。空・火輪一部欠損
あり。第56図

Ｂ1135 Ｂ85
一石五 

輪塔
Ｎ30 (31.8) － － (10.2) 13.0 8.6 － － － － (15.8) 17.0 5.8 1.7 16.0 7.3 15.4 14.4 0 0

空風輪欠失。火輪欠損あり。
地輪はやや薄く、板状に。

Ｂ1136 Ｂ86
一石五 

輪塔
Ｎ30 (27.0) － (7.3) 8.6 11.1 (5.2) － － (12.0) (11.0) － (16.0) － － (16.8) － － － － －

空・地輪欠失。全体に破損
著しい。

Ｂ1137 Ｂ87
一石五 

輪塔
Ｏ28 
463号墓

(9.6) － － － (2.0) 7.6 － － － － － － － － － － 12.9 11.4 8.6 2.2
墳丘Ｃ上面出土。空風～水
輪欠、水・地輪のみ磨耗顕著。

一石五輪塔各法量の平均値 ー 10.2 4.6 7.4 10.1 10.2 9.9 3.0 12.0 9.5 ー 15.6 4.8 1.8 13.7 5.8 14.3 13.4 9.8 1.8

第 27 表　Ｂ地区石塔計測値一覧（第 56 図）
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報告	
番号

採取	
番号

遺物	
名称

出土	
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1138 Ｂ11 相輪
Ｏ28	
ＳＫ606

(10.2) － － (1.7) 3.0 (5.5) (0.6) － － － － 9.7 10.6 8.7 10.7 7.3 大半損壊欠失。

Ｂ1139 Ｂ68 相輪 Ｎ27 (34.7) － － (21.2) 4.0 (6.7) (2.8) － － － － 10.4 12.3 8.8 (11.4) 5.4
九輪（上部欠）・請花・伏鉢	

（一部欠）のみ残存。第52図

Ｂ1140 Ｂ88 相輪
Ｍ26	
461号墓	
周溝内

(24.4) (8.4) 4.4 (11.6) － － － 9.8 8.4 11.9 9.0 － － － － －
墳丘Ａ周溝底部出土。下部
に損壊あり欠失。第52図

相輪各部位法量の平均値 39.7 7.7 4.7 14.2 4.2 8.4 5.0 9.9 8.3 11.3 8.4 9.6 12.2 9.0 11.4 6.3 Ａ地区の相輪も入れた平均値を算出。

報告	
番号

採取	
番号

遺物	
名称

出土	
地区

　　　　　　　各部位計測法量　（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　部位名称は凡例模式図参照　　　
　備考

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ l m n o p q r s t

Ｂ1141 Ｂ33 屋根部 Ｍ26 (16.9) － 3.0 (23.2) － 14.8 17.8 (6.6) (3.4) 上段形・隅飾損壊、磨耗顕著。

Ｂ1142 Ｂ42 屋根部 Ｍ30 25.5 (13.7) 8.8 (38.4) (13.0) 26.0 35.0 (10.4) (11.8)

大型品。全体に欠損多し復
元計測。底部に径20.8、深さ
4.4cmの堀り窪みあり。
第52図

Ｂ1143 Ｂ74 屋根部 Ｍ28 24.6 8.0 9.6 29.6 14.6 21.4 29.9 6.8 6.4
大型。欠損・剥離あり。
第52図

Ｂ1144 Ｂ90 屋根部
Ｌ30	
ＳＫ619

(27.0) 18.8 8.2 － － － － － － 体部分欠失。隅飾り残存。

屋根部各部位法量の平均値 23.0	 12.5	 7.4	 28.9	 11.4	 19.0	 25.9	 6.8	 7.2	 Ａ地区の屋根部も入れた平均値である。

注意：　括弧内は欠失等による不確定数値。ーは計測・算出不可を示す。また、＊印数値は柄穴及び抉り穴の平均値。

第 27 表　Ｂ地区石塔計測値一覧第（第 52 図）





－217－

写真		第１図　Ａ地区・Ｂ地区の全体航空写真（昭和 60 年 11 月	段階）



－218－

写真		第２図　（上）Ａ地区調査前全景（南から）、（下）Ａ・Ｂ地区全景斜め写真



－219－

写真		第３図　（上）Ａ地区上層遺構全景（南東から）、（下）Ａ地区北尾根テラス状墓域



－220－

写真		第４図　Ａ地区残存墓道の一部、山頂部 182 号墓付近、13 号墓ほか



－221－

写真		第５図　Ａ地区 58 号墓、220 号墓、351 号墓ほか各種配石区画墓など



－222－

写真		第６図　Ａ地区 406 号墓、413 号墓、423 号墓、243 号墓ほか



－223－

写真		第７図　Ａ地区土壙 SK531、火葬施設 SK558、Ｂ地区墳丘Ａ・墳丘Ｂなど



－224－

写真		第８図　Ｂ地区墳丘Ｃ、土坑群、Ｃ地区土坑 SK788、SK828 など



－22�－

写真		第９図　Ｂ・Ｃ地区出土縄文遺物、Ａ地区出土転用蔵骨器など



－226－

写真		第 10 図　Ａ地区出土山茶碗、常滑産甕、土師器鍋、皿類など



－227－

写真		第 11 図　Ａ地区出土土師器皿類、和鏡、常滑大甕、刀子など



－228－

写真		第 12 図　古銭、人骨、石英、貝がら及び組立式五輪塔の空風輪各種



－229－

写真		第 13 図　組立式五輪塔の各種火輪



－230－

写真		第 14 図　組立式五輪塔の各種水輪



－231－

写真		第 15 図　組立式五輪塔の各種地輪



－232－

写真		第 16 図　三輪一石・二輪一石及び各種一石五輪塔



－233－

写真		第 17 図　宝篋印塔相輪部及び笠部、石仏、現地説明会風景ほか
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ａ690

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

横尾墳墓群
（中・近世墓）

主に
中世墳墓群

鎌倉時代～
室町時代

配石区画墓　460基
土坑　409基
墳丘　 7基　

経筒外容器
転用蔵骨器
土師器皿類
銭貨・刀子・釘
五輪塔各種
火葬人骨

縄文時代早期
の深鉢のほ
か、石鏃など
も出土。

要旨

　12世紀後半以降に経塚が営まれ、遅くとも13世紀代には立派な火葬施設と方形周溝墓を
含む火葬墓がＡ地区に造られた。14 ～ 15世紀代に墓域が拡大すると、火葬土抗は徐々にＢ・
Ｃ地区へと移行し、火葬場と墓地が分離して範囲が広がると共に、16世紀代には石塔も林立
するようになる。その間に納骨堂も出現、その劃期の一つは15世紀後半代と16世紀後半代
にあった。ある時期には多数の遺体を一斉に荼毘に付した可能性も考えられる。最終的に、
一部は近世初頭～前葉にまで続いた痕跡があり、納骨をするだけの霊山と化した可能性も一
概には排除できない。
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